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中世の 兵 庫と 外 國關係 

章 兵 庫 港の 發達  

第一 節 務古 水門と 大輪 田 泊  ,  

務古 水門と 難 波津。 三 國川疏 通と 河 尻. 大輪 田 泊の 發展。 

那津と 海外 交通。 海運と 官 物の 運漕。 莊園 運上の 廻 漕と 

港 津の發 達。 歴代の 大輪 田 泊 修築。 平清盛の 經島 築造。 

重 源の 修築。 平氏と 兵 庫 地方。 中世 兵 庫 港の 興隆。 

第二 節 兵 庫關の 税務  

東大寺と 兵 庫關。 二種の 關税、 石 別 升 米 及び 置 石。 新時代 

の 關 税、 商 船 目 錢の與 福 寺 寄進と 南北 兩關の 併 立。 西國往 


S 船と 關稅 C 相國 寺. 等 持 寺. 北野宫 寺の 國料 月俸。 通過 稅 

と 輸出入 稅 C 北關 の税收 配給 C 北關 の稅務 制度。 月宛錢 

の 寺院 家 方配當 C 雜掌請 制より 代官 職 請 制への 轉化 C  土 

貢 及び 寺納 請負 額 C 代官 職と 惯 俗人の 多少 C 莊園 制度 崩 

壊の 一事 象と しての 關務の 袞滅。 免税 船と 脫税 船增 加の 

傾向 C 南關 の關務 制度。 税收 及び 其 減 返の 理由 e 武權侵 

錄の 激化。 兵車 廻 漕 船の 頓 減。 關務 の狀况 ょリ觀 たる 兵 

庫 港の 盛衰" 

第三 節 連 漕. 販 賣. 金 融機關 の發達  

貨物の 兵 庫積換 及び 荷揚 C 遮洋 船の 兵 庫 著津。 年貢 物の 

兵 庫津勘 渡。 米穀の 賣捌。 問屋の 發達 e 運賃と 船賃。 爲 

替 業の 發達。 材木 類の 集散 取引。 

章 曰 明 交 涉と兵 庫  

第 一 節 日 明 交渉の 開始と 明の 海外 通交 政策  


明の 建國と 日本 遣 使、 征 西府 との 交涉。 趙 秩の來 朝。 僧祖 

來の渡 明。 祖闡克 勤の 來朝。 僧 宣聞溪 の 渡 明。 其 後の 征 

西府 及び 西國と 明との 交涉。 明の 海外 通交 政策と 三市舶 

司の 開設。 貢舶と 商舶。 明國 商船の 海外 通商に 關 する 政 

策。 日本に 對 する 通交 政策。 足 利 幕府の 對明 通交 態 度。 . 

第二 節 日 明 使 船の 往来と 兵 庫  -  

一 足 利義滿 時代  

第一 囘遣明 船。 祖 阿. 肥 富 の 渡 明。 遣 明 使の 歸 朝、 明 使 天 倫. 

一如の 來朝。 中正の 渡 明。 明 使の 歸國。 第二 囘遣明 船。 

圭密の 渡 明。 遣 明 使の 歸 朝、 明 使趙居 任の 來朝。 明 使の 歸 

國。 龜紐 金印. 勘合 等の 頒付。 第三 囘遣明 船。 明 室の 渡 明。 

遣 明 使の 歸朝、 明 使の 來朝。 第 四 囘遣明 船。 源 通 賢の 渡 明。 

遣 明 使の 歸 朝、 明 使潘 賜の 來朝。 第五 囘遣明 船。 圭密の 渡 

明。 遣 明 使 の 歸 朝、 明 使の 來 朝。 明 使の 歸國。 第 六囘遣 明 

船。 圭密の 渡 明。 第 七 囘遣明 船。 義潇 の^を 吿ぐ。 遣 明 


使の 歸 朝， 明 使 周 全 渝の來 朝。 第 八 囘遣明 船 C 圭密 謝禮の 

爲め渡 明す C 義持明 使 王 進 等 を阻囘 せし む C 

二 足利義 持の 通交 拒絕  

明使呂 淵の 第一 囘來朝 C 明 使の 歸國 と島津 氏の 遣 使 C 明 

使呂 淵の 第二 囘來朝 C 明 使の 歸國 C 

三 足 利 義敎の 通交 復興  

明宣宗 復交 を圖る C 將軍 義敎の 復交 C 第 九 囘遣明 船 C 遣 

明 船の 成立。 道 淵の 渡 明。 遣 明 船の 歸朝、 明 使 雷 春の 来朝 C 

將軍義 敎の兵 庫 下向 C 明 使の 上洛 C 接見の 式 C 第 十囘遣 

明 船。 遣 明 船の 成立。 中 誓の 渡 明 C 明 使 来朝の 廢絕。 

四 寶德 度の 遣 明 船  

第 十一 囘遣明 船の 成立 及び 渡航。 遣 明 船の 歸航。 八號船 

の 旅程。 遣 明 船 兵庫歸 著。 遣 明 船の 明國に 於け る實 情と 

爾後への 影響。 子 越南 嶺法孫 元 久の渡 明。 

第三 節 遣 明 船の 經營 及び 組織  


船舶の 

第 十 二 

事。 從 


言 

經營 

の 調 

餞 高。 

靑。 

舶貨 

屋 蔵- 


の 


遣 明 船】々 【舶： の 備  一 01ー 

傭 用。 傭船 料 • 修理 料。 船舶の 新造。 

乘組 員の 構成  一 Q 七 

囘遣明 船の 主 耍乘組 員。 正使. 副使。 居座 i 官。 通 

商人 • 船方。 乘坐總 員 及び 赴 京人 員。 

進貢 品の 調達と 貿易 貨 物の 積 載  二 六 

の 內容。 進貢 物。 幕府の 貿易 貨。 大 名. 寺 院 等の 船 

の 貿易 貨。 從 商人の 貿易 貨。 逢 明 船の 經費。 經費 

. 船經 營の收 得と 抽分 錢。 抽分錢 の 請負。 抽分錢 

遣 明 船經營 上の 從 商人の 重要性。 遣 明船從 商の 事 


貨物の 

稅込。 兵 

明 使迎接 


積 込と 

の 諸經 


遛 

費 


明 船の 超 著  

明 船の 發著。 遣 明 船と 兵 庫の 問 

と 幕府の 兵 庫 料 所。 


五 兵車 島の 修固 


一一 一一 九 


次 


關務 と島修 固。 永享五 年の 島修 固。 寛 正 五 年の 島修 固。 

永享五 年の 港の 浚渫。 

第 四 節 遺 明 船に 對 する 明の 制規  

一 所謂 永 樂，宣 德 要約の 疑問と 其眞相  

所謂 永樂. 宣德耍 約 存在の 疑問。 史料の 批判。 日 明 通交の 

W 際と 船隻人 員. 貢 年の 制限。 制限 違反に 關 する 記 錄の有 

無。 明の 對外 及び 對日 通交 政策の 經過。 琉球國 使 船の 制 

限。 對外 政策 消極 化の 理由。 對日 通交の 消極 化。 寶德の 

遣 明 船と 彼我の 交涉。 逢 明 船 V 隻人 員 ，賈 年の 制限。 制限 

頒： 後の！！ 過。 寧 波亂 後の 制限 遵守の 嚴達 C 所謂 兩耍約 

の 誤 謬 と 其 因 由。 

二 勘合の 制 度  

勘合 編 置の 來由。 勘合 制の 愈 義、 組 織。 底 簿を福 建 布 政 司 

に備 置す ことの 疑問。 勘合の 形態、 其實施 方法。 勘 八 口の 頒 


三 遣 明 船の 接待 處置  

遣 明 使の 行程。 私 貿易の 監掌。 筵 宴。 廩給 •  口糧。 給 賜物。 

渡航 人 員、 S 京 人員と 廩 給. 口 糧. 給 賜 物。 

第五 節 遣 明 船 貿易の 動向  

舶 貸に 對 する 給 賜給價 法の 推移。 遣 明 船 貿易 C 進貢 物と 

頒易吻 C 頒 賜物に 現 はれた 明の 消極的 態度。 使臣 自 進物 

こ 身す る 給憒。 附搭 物件の 貿易 C 應 永年間の 附搭貨 貿易 „ 

永 享年 間の 附搭貨 貿易。 錢鈔兼 給の 法 C 應仁 度の 附搭貨 

貿易。 弘治 年間の 番貨價 値 制定 C 私 貿易への 轉向。 官貿 

易に 對 する 明の 返 嬰 化 C 支那 商品 博 買の 增加 C 

第 六 節 日 明 通交と 兵車との 關 係の 推移  

一 應仁 度の 遣 明 船  

遣 明 船 (第 十二 囘) の 出發。 應仁 元年 渡航 說と同 二 年 渡航 說 

明國に 於け る 使臣 C 歸朝南 海路の 通過 C 

二  • 細 川. 大內兩 氏と 日 明 通交  


細 川 氏と 日 明 通交。 細 川 氏と 兵車。 細 川 氏の 遣 明船經 營 C 

大^: 氏 海外 交 涉の樞 地を扼 す。 海賊の 脅威と 航路の 保護 C 

大內 氏の 海賊に 對 する 統制 力。 大內氏 分 國と其 海外 通商 

の歷 史的 位置。 大內 氏の 遣 明 船 經營。 大 內. 細 川兩 氏の 遣 

明 船經營 上の 對立。 

三 應仁 文明の 亂と細 川. 大 內氏  

細 川. 河野兩 氏の 攻爭。 大內 氏の 河 野 氏 支援。 細 川 • 大內兩 

氏の 軍事的 確執と 遣 明 船。 應仁大 亂の勃 發と細 川 .大 內 兩 

氏の 對畤。 兵 庫の 爭奪 戰。 一條 家領福 原庄の 歸趨。 束 軍 

の大內 氏分國 牽制。 遣 明 船の 歸 朝と 南 海路 迀囘。 成 化の 

新 勘合 大內 氏に 歸す。 南 海路 迂囘の 事情。 

四 堺と遣 明 船との 新關 係、 文 明 以降の 遣 明 船槪觀 ：… 

遣 明 船 貿易に 於け る堺 商人の 進出。 文明 八 年 (第 十三 囘) 遣 

明 船の 堺 出帆。 大內氏 文明 十五 年 (第 十四 囘) 遣 明 船 を 失 ふ。 

堺 商人の 抽分餞 請負。 遣 明 船 渡航。 往復の 航路。 明應ニ 


年 (第 十五 囘) 遣 明 船と 大內 • 細 川 等 諸氏の 爭奪。 渡航 及び 歸 

朝。 永 正 年 度 (第 十 六 囘) 遣 明 船。 遣 明 船の 渡航と 大內 船の 

優位。 細 川 氏 別 船 を 渡航せ しむ。 正使 桂 悟 等の 歸朝。 大 

永年間 遣 明 船と 大內 氏の 獨占。 細 川 氏 別 船 一艘 を 渡航せ 

しむ。 寧 波の 亂。 亂 後の 日 明 折衝と 細 川 氏の 策動。 大內 

氏の 遣 明船獨 占。 遣 明船從 商に 於け る 博 多. 門 司 商人の 優 

勢よ >堺 商人の 獨 占へ。 堺 商人の 從商獨 占の 事情。 堺商 

人の 遣 明船經 營に對 する 潜勢力。 大內 氏の 遣 明 船 經營と 

博 多 • 門 司 商人の 資力。 日 明 貿易の 動向。 船攀 人員 賣 年次 

の 制限と 官 貿易の 返步。 箏 波の 亂と 明の 通交 貿易 忌避 的 

態度の 增進。 遣 明 船の 廢 絡と 日 明 商船 往来の 興 盛。 

章 曰鮮 交渉と 兵 庫  

第一 節 朝鮮 及び 幕府 使節の 往來  

高麗 時代 西國 商人の 半島 通商。 倭寇の 猖獗と 麗使金 龍 等 


の來 朝。 W 梵设， の 渡航と 

S 化 悛， お防^と 通 交 政 

なる C 諸方 渡航^: の坩 加と 

佾亮倪 の 派遣。 囘禮 使宋希 

交關 係の 整調。 朝鮮 使節の 

第二 節 朝鮮 通交 貿易の 

西國 諸氏の 通交 貿易。 舶货 

形態の 推移。 幕府 使 船の 附 

時代の 頻繁なる 遣 使と 求 請 

堺 商人の 朝鮮 通交 貿易への 

將軍義 植.義 澄 時代の 通交。 

船の 特權と 商人の 參與。 諸 

增。 三 浦 居住 PXI の 動態 C 

の 通交と 博 多 商人。 半島 側 

三 浦の^ i と 壬申條 約。 幕杼 


西國 諸侯の 半島 通交。 李成杜 

策。 幕府との 使節 往來 頻繁と 

朝鮮 側の 取締。 應 永の 外寇。 

璟の來 朝。 外寇 後の 折銜 C 通 

幕府 報聘 止む C 蛏絕の 原因 e 

#M  …一 

の 增大と 半島 側の 對策。 貿易 

隨 貿易と 博 多 商人 e 將軍義 政 

0 僞 使の 往来と 勘合 符の渡 付。 

進出。 朝鮮 遣 使 船 經營の 內容。 

所謂 幕府 使 船の 實體。 幕府 使 

方 通交 貿易 者 及び 貿易 額の 激 

幕府 側近 有 勢 者の 通交。 諸家 

の諸對 策。 兵 . 単 平方 氏の 通 交。 

使 船の 頻繁なる 往來。 諸家 通 
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交の 制限と 博 多 商人の 暗躍 

第三 節 日 鮮交涉 上の 兵車  

日鮮 使節の 往来と 兵庳。 文明 十三 年 幕府 使 船の 航途。 宋 

希 環の 航路。 兵 庫 • 京 都 間の 交通。 海 來諸國 記 所載の 里程。 

第 四 章 琉 球との 交渉と 兵 庫  

第一 節 室町 前期の 琉 球との 關係  

琉球 王國の 勃興と 海外 通商。 朝 鲜.琉 球 • 日 本々 土の 交 通 ま 

易關 係。 西 國と琉 球との 通商。 幕府と 琉 球との 通交。 琉 

球 使 船の 經營 及び 組織。 惯 侶に 依る 木 土 文化の 流入。 1^ 

侶の 本土 通交 事務 掌理。 使 船の 組成。 國 書の 形式。 

第二 節 幕府と 琉 球との 交涉  

幕府への 遣 使の 開始。 永享 三年の 來使 C 永享五 年の 來使。 

明の 宣宗琉 球 を 介し 幕府 を 詔 諭せん とす。 永 享 八. 十 一 年 

の來 使。 將軍義 政 時代の 來使。 將 軍の 來使 接見。 將 軍の 

目 次  1 
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復書。 細 川 氏の 商品 押留。 幕府の 舶 貨點檢 法の 緩和。 

第三 節 西 國の琉 球 通商の 盛運と 幕府 通交の 衰退 … … 

琉球使 船 上洛の 滅返。 其 原因。 琉球 王國の 盛代と 海外 通 

商の 興隆。 九州 貿易の 發展。 朝鮮 ，琉 球 通交に 現れた 博 多 

商人の 活躍。 外舶の 輻輳せ る 博 多。 堺 商人の 琉球往 易。 

島津 氏の 琉 球に 對 する 特殊 關 係の 成立。 應 仁. 文 明 後の 琉 

使の 上洛。 寧波亂 後の 日 明 交 涉と琉 球の 斡旋。 

五 章 中世 末期の 外國關 係と 兵 庫  

第一 節 外國關 係の 槪觀  

室町 時代 後期の 海外 關係。 日 明商舶 往来の 盛運。 葡萄牙 

人の 通商。 吉利支 丹の 傳道。 朝鮮 ，琉 球との 通交 貿易。 

第二 節 內國 航路 及び 外國 航路  

日 木 圖蓁と 日本一 鑑。 日本一 鑑滄 海津鏡 所載 圖の 解說。 

上 道 及び 右 道 。日本 圖纂の 日本に 通す る 二 針路。 倭寇の 


三 入路。 日 支 間の 四 航路。 主要なる 內國 航路。 耶蘇 會士 

の朿上 路。 

第三 節 外國關 係と 兵 庫  

輸入 貨の來 方 轉販。 京， 堺諸國 商人の 唐 荷 轉販の 例。 博 多 

商人の 輸入 貨轉販 の 例。 耶蘇 會士 通信に 見 ゆる 葡 船舶 貨 

轉販の 例。 兵 庫 港と 輸入 貨の 取引。 大阪の 發展と 堺の衰 

微。 兵車の 復 興。 兵 庫 發展の 史的 來由。 

附圖 日本一 鑑桴海 圖經卷 之 二 滄海津 鏡  

附圖 日本一 鑑艷島 新 編卷之 一 夷 都 城關圖  

別錄ニ 目次 

章 神 戶の氣 象 ：：： ：……  

第 一 節 祌戶 平年 氣象  

祌戶 測候所の 沿革。 累年 平均 氣象。 


四 


第二 節 氣 候の 推移  

大正 八 年。 大正 九 年。 大正 十 年。 大正 十一 年。 大正 十二 

年。 大正 十三 年。 大正 十四 年。 大正 十五 年 (昭和 元年)。 昭 

和 二 年。 昭和 三年。 昭和 四 年。 昭和 五 年。 昭和 六 年。 昭 

和 七 年。 昭和 八 年。 平均 氣溫 表。 降水量 表。 

第三 節 異常 現 象 (暴 風雨 卓 魅. 地震 其 他)  

異常 現象の 標準。 大正 八 年。 低溫。 暴風。 霖雨。 暴風雨。 

大正 九 年。 積雪 低温。 陣風。 烈風。 颱風。 雷雨。 烈風。 

大正 十 年。 積雪。 烈風。 ^雨。 烈風。 高溫。 黄砂。 暴風 

雨。 am 雨。 驟雨。 旱魃 高温。 霖雨。 颱風。 急 風 • 降雹 等。 

大正 十一 年。 積雪。 低温 烈風。 高溫。 暴風。 高温. 乾燥 丄象 

雨。 高温. 寡 雨. 雷雨。 陣風. 雷雨 ま 雨。 烈風 • 旋風。 急 風. 降 霞。 

大正 十二 年。 低季 烈風 ，乾燥。 多雨. 低 氣壓。 豪雨 • 高温 卓 天。 

大 暴風雨。 弱震。 暴風雨。 大正 十三 年。 寡 雨。 低温。 暴 

風雨. 風雨。 低：： Ti^ 梅雨 寡 雨。 高温. 寡 雨. 風雨。 地 m 


風。 初雪 • 初霜， 暴風。 大正 十四 年。 積 

颱風. 低 氣壓。 大正 十五 年 (昭和 元年)。 

雷。 高温。 颱風。 旋風。 昭和 二 年。 最 

暴風. 雪。 旋風。 寡 雨。 昭和 三年。 豪 


暑 寡 雨。 昭和 四 年- 

溫 旱魃。 高溫多 雨 _ 

低 氣壓。 地震。 昭 

雷雨 • 降雹。 烈風。 

烈風. 大雨。 豪雨。 

低 氣溫。 烈風。 髙 

章 神戶 の港灣 

第一 節 祌戶港 

神戶 港々 界。 市 港 

所。 內務省 神 戶 土 


。 最低 氣溫。 旱魃 _ 

。 昭和 五 年。 黄砂- 

和 六 年。 最低 氣溫 _ 

霖雨. 低溫 卓魃。 跪 

寡 雨 • 高溫。 雷雨。 


零 降 灰。 北但 震災。 

最低 氣溫。 大雨。 强 

低 氣溫。 北 丹 後 烈震。 

雨。 烈風。 龍卷。 殘 

C 烈風。 涸 梅雨。 高 

0 龍卷。 旱魃。 雷雨。 

0 烈風。 積雪。 晚雪。 

風。 龍卷。 昭和 七 年 C 

颱風。 昭和 八 年。 最 


溫. 寡 雨。 颱風。 異常 現象 一覧表。 


灣 行政 機關  

灣課。 神 戶 税關。 營繕 管財 局神戶 出張 

木 出張所 C 大阪遞 信 局 海事 部 神 1：； 出張 


所。 港灣 行政 機關の 綜合 廳舍 建設。 市の 港 勢 調査。 「祌戶 

港 大觀」 の 刊行。 港灣 資源 調査。 

第二 節 祌戶港 第一 期 築港 工事の 竣功  

第一 期 築港 工事の 沿革。 第一 期 築港 工事費 年度 割。 第一 

期 修築 工率の 槪耍。 海岸 埋立。 浚渫。 繋船 岸壁。 物揚場 

及 埋立地 護岸 壁。 第一 期 陸上 設備 工事の 槪耍。 上屋。 鐡 

道。 道路。 起重機 其 他の 施設。 防波堤の 築造。 

第三 節 祌戶港 第二 期 築港 工事  

第二 期 築港 計畫。 

第一 修築 ェ 事  

外國 貿易 設備。 內國 貿易 設備。 防波堤。 第二 期 修築 工事 

費に 關 する 最初の 政府 命令書。 大正 九 年の 修築 計畫 變更。 

大正 十四 年の 計畫 變更。 防波堤 變 更幷增 築。 濱邊通 地 先 

突堤の 位置 變更。 海岸 通 地 先 突堤 變更。 米 利 堅 波止場 增 

築。 國產 波止場 及 鐡道棧 橋 改築。 大正 十四 年 修築 エ^ 豫 


算 追加。 祌戶市 

木場。 昭和 八 年 

年の 追加に よる 

第二 外國 

大正 十 年の 豫定 

鐡道。 起重機。 

陸上. 設備に 關す 

戶税關 の 工事 變 

建造 費の 增加 G 

第三 內國 

內國 貿易 陸上 設 

大要。 上屋。 道 

事 費 年度 割。 築 

第 四 祌 月 

第二 期 築港 工事 


分擔 工事費の 完納。 工事の 一部 改正と 貯 

の 修築 工事 追加。 豫算 追加 理由。 昭和 八 

祌戶 市負擔 額。 

貿易 陸上 設備  

計畫。 上屋。 税關 事務所。 監視 部 出張所 r 

i 路。 電燈及 上下水道。 曳船。 外國 貿易 

る 最初の 政府 命令書。 工事費の 變更。 神 

更及 追加 計畫 C 中 突堤の 設備 改善。 曳船 

鐵道 敷設 計畫の 變更。 

貿易 陸上 設備  

備豫算 の 成立。 內國 貿易 陸上 設備 計畫の 

路。 鐡道。 荷役 設備 其 他。 第二 期 築港 ェ 

港 工事費の 細別。 築港 設備 收 益金。 

港 築港 工事 促進 運動  ： 

促進 運動の 開始。 自由港 區 設置 促進。 震 


災 後の 工事 繰延と 促進 連動 C 臨港 鐵道 工事 促進 幷其 他の 

運動。 臨時 神戶 築港 陸上 設備 調査 會。 港 灣協會 の 創立と 

祌戶港 修築 エネ 促進 運動。 

第 四 節 內國 貿易 修築 工事の 進埗と 陸上 設備の 施工… 

昭和 八 年度 內國 貿易 修築 工事の 工程。 兵 * 埋立地 使用 承 

認經 過。 使 川 認可 場所 i 積 表。 兵車 埋立地 陸上 設備 ェ舉 

の 著 手。 鐵 道 • 道 路及中 突堤の 工事 著 手。 昭和 八 年度に 至 

る內國 貿易 陸上 設備費 C 

第五 節 祌 戶 港灣 設備の 現況  

第 一 外國 貿易 設備  

完成せ る外國 貿易 設備。 税關新 港の 埋立地。 上屋と 其 配 

置。 物揚 場。 官設 荷役 設備。 港內鐵 道。 船舶 給水 及 其 他 

の 設備。 私設 倉 車。 税關 波止場 及物揚 場。 高濱 岸壁 • 和 田 

棧 橋. 朿 祌 岸 壁 .朿 神棧 橋。 工事中の 外國 貿易 設備。 濱邊通 

地 先。 海岸 通 地 先。 昭和 八 年度 末 工事 工程 表。 


第二 內國 貿易 設備  … 

國產 波止場の 設備。 中 突堤の 設備。 兵 庫 突堤の 設 備。 兵 

車 突堤の 利用。 縣營 港灣。 兵 庫 運河。 兵 庫 運河の 施設。 

莉藻島 運河の 開繫。 ^藻 島 運河の 設備。 新湊川 運河。 兵 

庫 新 川 運河。 運河 利用 狀况。 

第三 港內ー 般 施設  

防波堤。 港 內區分 及 航路。 燈臺。 挂燈 浮標 • 立 標。 繋船 浮 

標。 通 船。 塵 船。 水先 案內。 船舶 給 炭. 給油 設備。 船舶 給 

水。 船渠。 有線 電話。 無線電話。 船 車 連絡 列車。 鐡道海 

岸 線。 小 野 濱驛。 祌戶 港驛。 湊 川驛。 鐵道 海岸線 各驛の 

取扱 貨物。 西部 臨港線。 和 田 岬驛。 新 川驛。 祌戶 市場 驛。 

兵 庫 港驛。 西部 臨港線 各驛の 取扱 貨物。 海洋 氣象 臺。 報 

時 球 信號。 氣壓 示度。 海港 撿疫 所。 家畜 檢疫 所。 税關植 

物撿査 課。 移住 教養 所。 生 絲檢査 所。 輸出 絹織物 檢査 所。 

花 筵 _ 撿〗 査 所。 


第 四 港內 沿岸 利用の 現況  

埋立地。 驗 船 岸壁。 荷揚 場。 倉庫 及 上屋。 臨港 地 帶に於 

ける 倉庫の 分布 C 保税地域 C 官 • 私 設の 倉庫 上屋。 木材 置 

場。 貯炭 場。 

第 六 節 祌戶 港の 風波と 其の 被害  

大正 十 年 九月の 被害。 大正 十五 年 七月の 被害 C 昭和 六 年 

一月の 被害 C 昭和 七 年 十一月の 被害 C 昭和 八 年 十月の 被 

害 C 

附圖ー 神戶港 沿岸 利用 狀況 調査 圖 

附圖ニ 兵 庫 突堤 內國 貿易 陸上 設備 圖 

章 神 戸の 海運  

第一 節 大正 十二 年 乃至 大正 末年の 槪 况  

大正 十一 年の 大勢 C 大正 十二 年の 海運 界。 不況と 五社 プ 

—ルの 運賃 協定。 プ， I ル團と 荷主 側の 對立 C 震災と 御用 


船。 運賃 傭船 料の： &騰。 大正 十二 年末の 大勢。 大正 十三 

年の 海運 界。 運賃 同盟の 成立と 加盟 社及會 則。 同盟 加入 

壻 加と 標準 運賃 起算 點。 運賃 同盟の 標準 率 撤廢。 多難な 

りし 大正 十三 年。 大正 十四 年の 海運。 船 債 整理と 對獨損 

害 賠償。 大正 十四 年の 大勢 C 大正 十五 年の 海運 界。 郵船 

の 濠洲 航路 新設 C 山 下 汽船の 上海 航路 割込 e 川 崎 汽船 fi 

鹽 定期 航路 開始。 造船 會 社に 對 する 補償" 英國 罷業と 支 

那排英 の 影響。 

第二 節 昭和 初頭 以後の 海運 槪况  

昭和 二 年の 海運 界。 業者の モラトリアム 對策。 近海と 遠 

洋の 大勢。 昭和 三年の 海運 界 C 昭和 四 年の 大勢 C 昭和 五 

年の 大勢 C 不况對 策と 北洋 材プ ー ル C プ ー ル 組織の 結末 

と 船主 組合。 神戶 船主 會の 石炭 運賃 標準 協定。 海運 審議 

會 設置 運動。 祌戶 船主 會の 船具 共同 購買。 神戶 商工 會議 

所の 海運 振興 策 建議。 昭和 五 年の 運賃。 太平洋 同盟と 運 


貨 協定。 祌戶 

曾 有の 繫船 G 

業 問題。 昭和 

なる 昭和 八 年 

向。 大同 海運 

大西洋 il: 航路 

路。 阿弗利加 

第三 節 神 

郵船々 員 同盟 

問題と 對川崎 

郵船と 大阪商 

商船と 山下汽 

汽船と 川 崎 ^ 

の 整理。 帝國 

海事 會の 設立 


船主 會の 

一時の 緩 

七 年初 頭 

の 海運 界_ 


繋船 

和 と 

の 海 


と 三 

U 南 

ま 

戶海 

罷業 

爭議 


ル 口  ) 

舟 ひ 

& ゥ- 

^ ひ 

汽船 

0 曰 


"几 


運界 

" 海 

リ . 曰 

郵* 商 

協調 

提携。 社 

の 整理。 

本 海運業 


の 重 

木 船 

提 携 


決定。 昭和 六 年の 海運 界。 未 

滿洲事 變 後の 窮狀。 船員の 失 

運界。 不況 對 策と 好轉。 好調 

運收 人の 增加。 海運 界の新 傾 

. 歐洲 航路。 北米 航路 e 北米 

濠洲 航路。 印度 航路。 南洋 航 

戶港 出入 內外 貿易 船。 

要なる 事象  

同會の 創立。 普通 船員 給料 制 

主 協會對 海員 組 伶 爭^。 日 木 

始末。 郵船 歐航 大阪 寄港 反對。 

了お 洋兩 社の 共同 經 營。 山 下 

外 船主の 整理 時代。 國際 汽船 

神戶 船主 會の 創立。 財圑 法人 

組合 聯盟 成立。 海運 協和 會の 


成立。 昭和 四 年來の 不況 對 策の 成功。 神戶 船主 會對 策。 

^洋 航路 補助 問題。 日本 船主 協會の 陳情書。 船舶 金融 法 

の 成立。 船舶 金融 法の 內容 C 船舶 改善 助成 法 實施顚 末。 

海事 審議 會の 答申 案と 其 要旨。 船舶 改善 助成 法の 成立。 

船舶 改善 協會。 改善 法實施 前後の 情勢。 新造 計畫 表。 船 

舶 改善 助成に 伴 ふ 失業 海員 問題。 解體 業者 及 仲介 業者の 

統制。 祌戶に 新設せられ たる 汽船 會社。 汽船 平 雄 丸 遭難 

顚末。 海港 博覽會 開催。 海員 萬靈 塔の 建設。 屋島 丸の 沈 

沒 o 

四 章 神戶 港外 國 貿易の 變遷  

第一 節 外國 貿易 額の 消長  

一 貿易 價 額  

大正 ヒ年 以後の 外國 貿易 價額。 累年 表に 墓く 考察。 外國 

貿易 價額 增滅 率。 


二 轍 出入 貨物 噸量  

輸出入 貨物 唢量。 輸出入^ 量 表。 嘴 量 增滅率 表。 大阪税 

關手續 に 係る 噸量。 輸出入 噸 量の 增 滅. 率 比 較。 

三 外國 貿易に 於け る祌戶 港の 地位  

祌 P 港の 躍進。 全國 貿易と 祌戶の 比較 表。 全 國に對 する 

祌^ の 貿易。 貿易 價額上 祌戶. 横 濱. 大阪三 港の 地位。 三 港 

輸出 十五 年間の 比較。 三 港 輸入 十五 年間の 比較。 三港輸 

出入 合計 十五 年 問の 比較。 貨物 噸量 上の地位。 全 國及祌 

^ « 量 比較 表。 累年 比較 表に 基く 考察。 

四 金銀 轍 出 入  ：:  

金銀 輸出入 比較 表。 

附 A 祌 n 桢谘大 K 三 港外 國 貿易 惯額 累年 丧。 

祌 P 港 轍 出入 貨物 噸量 累年 丧。 

第二 節 外國 貿易 發 達の 趨勢  

本邦 外國 貿易の 槪觀。 第一 期 (大 正 八 年 乃至 同 十 一 年)。 


世界 大戰 後の 我產 業界。 大戰 後の 神戶 工業界。 神戶 事業 

界の 不振と 貿易。 第二 期 (大 正 十二 年 乃至 昭和 三年)。 關東 

大震災と 我國經 濟界。 震災と 本邦 外國 貿易。 震災の 神戶 

港 貿易に 與 へし 影響。 大正 十四 年の 貿易 空前の 盛況。 大 

正 十四 年の 神戶港 貿易。 昭和 二 年 金融恐慌 前後の 神戶。 

恐慌 前後の 祌戶の 貿易。 第三 期 (昭和 四 年 乃至 同 八 年)。 金 

解禁 前後 と， 神 戶 貿易。 金 輸出 再禁止 後の 神戶 貿易。 

第三 節 輸出入 品の 變遷  

一 輸出品の 變動  

世界 大戰 直後。 關東 大震災 前後。 昭和 元年より 四 年 迄。 

金解禁 後。 金 輸出 再禁止 後。 本銷. 人絹 轍 出 表。 神 戶の燐 

寸及 護謨 工業。 最重耍 輸出品より 見た る 神戶？ K 阪兩港 比 

較。 綿織物。 綿 織絲。 絹織物。 輸出の 槪觀。 祌戶港 轍 出 

重要 品價額 表。 

1 一 輸入品の 變動  

目次  二 五 


— -  I— > 
穴 穴 
七 七 


世界大戦 直後。 關柬 大震災 後。 昭和 元年 乃至 同 六 年。 昭 

和 七 入 年。 最重耍 輸入品 上より 見た る 祌戶. 大阪兩 港の 比 

較。 繰 綿 C 羊毛。 生 護謨。 輸入 槪觀。 神戶港 輸入 重要 品 

偾額 表。 

三 加 ェ 別 的 考察  

貿易品 加工 別表 C 加工品 價額增 加 表 C 輸出。 輸入 C 各 加 

ェ別 輸出入 品 變遷の 槪觀。 我國 貿易の 總量 上より 觀 たる 

祌戶 貿易品の 地位。 各 加工 別內に 於け る 輸出品の 變遷 C 

食料品。 原料 品 C 原料 川 製品。 生絲。 祌戶 • 橫濱兩 港生絲 

楡 出額 比較 表。 綿 織絲其 他。 全製品。 輸出品 槪觀。 轍 出 

品 加工 別^ 額 壻加率 及 對全國 比率 丧。 各 加工 別內に 於け 

る 輸入品の 變遷。 食料品。 原料 品。 原料 用 製品。 全製品。 

輸入品の 槪况 C 輸入品 加工 別^ 額 坩加率 及 對全國 比率 丧。 

附表 祌戶港 轍 出 重要 品惯額 比較 炎 二)… (じ) 

神戶港 輸入 重要 品惯額 比較 表 二 ) …(六) 
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通商 國別轍 出入 割合。 

二 大陸 別 的觀察  

祌 戶外國 貿易の 大陸 別 的 推移。 輸出。 轍 入。 大陸 別 貿易 

惯額及 割合 表。 各 大陸に 對 する 神 E- 貿易と 全國 との 割合。 

全 國に對 する 大陸 別 輸出入 比較。 

附丧 祌戶港 重要 輸出 國別 貿易 價額表 二)、  (二) 

祌戶港 重要 輸入 國別 貿易 價額表 二)、 三) 

祌戶港 轍 出 大陸 別 貿易 惯額ぶ 

祌戶港 輸入 大陸 別 貿易 價額表 

第五 節 仲繼 貿易の 消長  

仲繼 貿易。 仲繼 貿易 噸 量と 對全國 割合^。 仲繼 貨物の 價 

額。 大陸^に よる 仲繼 貨物の 仕出 地. 仕向 地。 主耍仲 繼貿 

易國。 仲繼 貨物の 品 種 .惯 額。 祌 戶 港仲繼 貿易 不振の 原因。 
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中世 の 兵 庫と 外 國關係 

第一章 兵 庫 港の 發達 

第 一 節 務古 水門と 大輪 田 泊 

移 古水 門と 奈良朝 以前に 著 はれた 務古 水門 は 後の 大輪 田 泊の 東方に 位置して ゐ たと 說か 

； ^ぶ 章 

れ るので ある が、 前者が 當時 山陽. 南海. 两 海へ の 水陸 交通の 中心であった 難 波津ょ 

リー 日程の 泊地 に當 り、 後者 は延曆 年間 三國 川の 淀川 疏 通の 結果、 新 都 平安京 よ ク 

內 海に 向 ふ 水路の 耍津 として 發展 した 川尻より 二 日程の 泊地に 當 つた。 
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事で ある。 允恭 天皇 崩御の 歳， 新羅の 使節 難 波津に 上陸して 遠 飛鳥 宮鶴^ ^綱 M に 
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其 後屢， 此の 工事 を 繰 返さ しめた。 弘仁七 年 十月の 太 政官符 によれ ば、 船瀨 造作 の 
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を勘錄 して、 先づ申 麦して 然る 後 執行せ しむる ことと した。 其 後 大輪 田 泊 使が 設 
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て 人夫 を 雇 役す る ことと した。 弘仁 * 祥 年間の 事實を 見る に、 大輪 田 泊の 修築の 

資书を 通過の 船舶より 徵收 したので ある。 然るに 仁壽 三年 十月の 官符 によれば 

攝津國 よりの 解に より 每年 船瀨 庄田稻 二百 束 已下を 以て、 國司撿 校に 從ひ 修築せ 
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の 場合に は 官に申 送して 官裁を 請 ふ 率と なつ 

置して 公費 を 以て 充當 したる は、 當 時の 運曹物 

でな く、 此 主旨 は 能く 律令 政治の それに 八 口 致す 

磨 國魚住 船 瀨は天 長 九 年 五月 淸原眞 人 夏野が 

たので ある が、 功 程 困難の ため 公 力に よって 成 

國和邇 の 船 瀨は元 興 寺の 寺 僧 賢 和が 舟 泊 を 草 

に訴へ て國 司に 付す る ことと なった ので あつ 

例 は 寧ろ 異數の 率と いはねば ならぬ。 

私財 を 投じて 經島を 築いた ので ある 

に 「右 得， 入 道 前 太 政 大臣 家 今日 解 狀 ft 

常 喰、 石 椋 不^、 自^, 凝, 國 々之 功 力, 者、 爭 

して 雜物 運上 船梶 取. 水 手 を 下向の 際 

むる ことと した。 又延喜 年間 山 陽 • 南 

たる 先例に 因 准して、 畿內河 內. 和 泉. 攝 

勢 を 論せ す、 田 一 町 別. 畠 二 町 別に 人夫 


が、 治 承 四 

■0 中略  一 

得. 致-一連 <、 

人別 三ケ 

海兩 道に 

津 及び 山 

一人 を 雇 


ナ 力く 

中官 物が 

る もの あ 

私の 封 物 

犹 せん 事 

My ン こ-) 

した ひ- 

て、 弘  仁.嘉 

年 二月の 

諸 人 之 

之營 築， 乎」 

日 大輪 田 

仰せて 輪 

陽 • 南 海 兩 

召す る こ 


と と し、 梶 取. 水 手の 三ケ日 使役 は 西 海同檨 東海に も 課する ことと した。 按す るに 

延 喜の 修築に は 山 陽. 南 海兩道 諸國に 命じて 人夫 を課徵 された る ものなる ベ く、 卽 

ち 臨時の 公役に て 仁壽の 官符の 非常の 修築の 場合に 該當す ベ く、 治 承の 修築 亦此 

列に 倣った の で、 小 安 殿？ K 極 殿 修造の 大功に 旣 に服營 せる 播 磨. 備 前 ニ國は 人夫の 

徵收を 優 免され たので ある。 梶取， 水 手の 三 ケ日 使役 は 承 和 以前の 先例に 依った 

ものである が、 下 向の 次 を 以てした る は嘉祥 の官符 に、 上 途の際 役 使す るた め 「貢 進 

雜物之 期、 逢， 一 於 式 例」 -と ある 主意 を酙 酌せ しもの かと 思 はれる。 而も 田 畠 別人 夫徵 

W の諸國 は、 梶 取. 水 手役 使 を 免除して ゐ るので ある。 然るに 此の 年 諸 源の 蜂起 あ 

り、 尋 いで 淸 盛の 福 原 遷都 は 失 欤に終 b  、爾 後 兵亂相 つ く き て 石 掠の 事 又 顧み る 暇 

重 源の 修築 も沙 かった ので あらう。 建 久七年 四月 束 大寺僧 重 源 は 羞狀を 上って 魚 住 泊. 河 尻 

一 洲 と共に 大輪 田 泊 を 修築 せん 事 を 麦 請 し、 彼 が獨カ 經營の 力なく 募緣 する もこ 

れに *5 する 入少 からん 事 を 慮リ、 ( 一 ) 山陽. 南 海. 西 海 三 道の 諸國 及び 荘園より する 運 

上米の 內石別 一 升を徵 し、 三) 三 道の 一郡 一荘より 各 々船 一艘 を徵 し、 (三) 和 泉. 攝津 .播 

fi 前. 備 中. 紀伊. 伊勢. 淡路. 讃岐. 阿波の 十 箇國の 海岸に 漂 著せる 破損の 船 を沒收 し、 

(四) 山戎. 河 內.攝 津.播 磨. 淡 路の 五箇 國に 於け る 八 ム田莊 園の 竹 木 を 伐採し、 (五) 攝 津. 播 磨. 
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平氏と 兵 庫 

地方 


を 

め 

る 


祌 戶市史 第二 稗 

路の 三箇國 及び 河 尻 

廷の 嘉納 さる ゝ 所と 

して 是 等の 諸^ を 執 

嘉祥 以前に は 大輪 田 

率が あった が、 間 も な 

られ た。 而 して 政府 

て も 其 費用 を獨， CV- 船 

に 課した ので、 唯 海 


錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  ^ 


平清盛 は從 一 位 太 

三年 入道 後 は 多く 此 

政務に 干與 して ゐる 

此 地が 別業に 選定 さ 

治 承 四 年 二 月 大輪 田 

むる^ 圖の存 したる 


運 

政 


れ 

ま 


の 

氐 

ナ 

又 


民家より 人夫 を徵發 して 幷に築 

り、 建 久七年 六月 是 等の 諸 國に太 

せしめられた。 

に 寄 泊す る 船舶に 米穀. 水夫 を徵 

公費 を 以て 支辨 する 事と な り、 國 

威令 漸く 行 はれす して、 平氏 及び 

の關税 に俟っ 事な く、 他 の 朝 • 家 の 

利便に 浴す る 三 道幷に 近畿の 一 


臣に 進み .莊 園 天下 に 周ね 

に 起 臥して、 屢 I 一門 を 召し 

ち 平氏 は 所領 西國に 多く. 

事 は 容易に 推 想され る。 

修築 を計畫 せる も、 此 地 の 

明かで ある。 淸盛は 先に 


く、 別業 

下 し、 或 

西國に 

經 島の 

利便 を 


造の 用 

政官符 

して 港 

司 をし 

重 源の 

大功 營 

资 をき 

を 福 原 

ま 自ら 

通 する 

築造に 

大 なら 


太 宰大貳 とし 


に 供 せんとして、 

を下附 され 國司 

津の 修築に 宛て 

て 之を撿 校せ し 

臨時の 大 修築に 

と 同様に 諸國庄 

圍 とした 迄で あ 

平野に 營み、 仁 安 

入京して 國 家の 

耍銜の 地と して 

私財 を投 せる も、 

し め、 根 據地を 堅 

て鎭 西に あ b  、日 


宋 貿易の 利に 著 目 し、 大 輪 田 泊の， 施設が 政治的 理由の 存 する 

招 引の 利に も 想到した 事で あら， つ。 高 倉 院嚴島 行幸 記に よ 

九日 高倉院 は草津 〇gf より 乘 船し 給 ひ、 八幡に 暫時 御上 陸 

原より 唐の 舟が 迎に來 

サ 一 日此 地より 出航し 給 

二 瓦の 三 棟に 造りた る 舟 

か は ら」 と 解して お り、 か は 

る ものとの 說も あるが、 

て 船 を 操縦した る 如くで 

る も、 山 槐記治 承 四 年 十月 

藥 種 こと あ る 唐 船 は、 明 白 に 

原 別業の 經營と 同様の 

促進され た 福 原 遷都の 計 

涉 の耍津 たらん とする 機 

來は^ 然として 鎭 西との 


藤 原 邦 綱の 莊に 休憩せられ， 

と て， 翌 日 陸上 福 原に 到つ て 

奉った e 唐 舟 は 平家物語に 

は 「胴 か はら 舳か はらの 二つ 

宋の吳 越 地方の 戒克を 摸し 

たる」 とあって 宋 人が 乗船し 

^にて 摸造した る ものと す 

着, 一輪 田 泊 (今 日 遣, 1 侍 男-令き 易 

從 事した る を 知る。 淸 盛の 

の 騒擾と 源氏の 蜂起に よ 

の 盛代に 大輪 田 泊が 對 外交 

平氏の 沒落 と共に 外 船の 往 
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とともに 

る と、 治 承 

の 後、 川尻 

雨の 日 は 

は 唐の 船 

て、 和漢 船 

卽ち 船底 

に 「唐 人 ぞ 

右の 唐 舟 

條 に 「自， 1 去 

て 輪 田 泊 

ら出發 し 

に 头耿に 

ける もの 

間に 行 はる ゝの 

九 


rn\ し も 

ひ、 淸盛 

と あつ 

らは航 

行 幸 li 一一 口 

あ る C 

十日の 

宋 船に 

意 圖 か 

畫 は、 遂 

運の #s 


、併せて 宋船 

四 年 三 月 十 

の 權大納 言 

風 定まらす 

にて 扈隨し 

用 集に 二 瓦 

に て、 或 は 啻 

附 きて 參， 9- 

は 或は 我が 

十六 日 一 唐 船 

にて 交易に 

て、 南 都 北嶺 

歸 し、 叉 淸 盛 

があった が、 

みであった" 


神 戶市史 


中世 兵 庫 港 

の與降 


然るに 

官 私の 納 

る 税務と 

建 置され 

るに 對 し- 

と  な リ 、商 

東方 諸國 

师 乃至 は 

揚地 とな 

細は必 す 

い は れ、 平 

的 尖 底な 

であらう 

び 南海よ 


中 


世 

世 

控 

KM 

も 


坤 


朝 末期 

遮洋の 

弘治年 

京師に 


海 舟 は 尖 底、 河 舟 は 


ニ辑 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係 

庫 は 頗る 殷賑の 途を迪 る 率と な 

したる 程度に 對 して、 商船の 往來 

目錢の 徵收を 行った。 王朝 盛時 

京 师に往 來 する 川尻より 二 日航 

車 は運ヒ 船に 對 して は 八 ム家& び 

て はえ：： 種 商品の 生產 地で あ り、 且 

其 集散地 ともなつ たので ある。 

ふ 寄 泊の 耍津 たるの みなら す、 更 

地と なった ので ある。 當 時の 船 

な ら す、 大 小 元より 區々 であった 

以来 所謂 唐 舟の 様式の 移 人 さる 

大船の 造らる、 あつ て、 河 川の 航 

間來 朝せ る 明の 鄭舜 功の 日本 一 

入る に 兵車 及び 堺 にて 平底船に 

平 £ である。 而も 一般に 水運 は 


1 〇 

つ た。 王朝 時代の 船舶 は 多く 

が 頻繁と なり 兵 庫關は 重要な 

の 大輪 田 泊が 五 泊の 一 として 

程の 寄 泊地と して 認められた 

本 所領 家の 集まる 近 幾の 門口 

最大なる 消費 地た る 近畿 其 他 

卽ち 西國諸 船が 淀 河 を經て 京 

に 此地は 運上 貨 物， 商 品等の 陸 

舶は 勿論 諸國に 於て 様式の 微 

であらう が、 槪 して 平底の 船と 

、 あ り、 殊 に 足利時代に は 比較 

行に は 不便なる ものが あった 

鑑 に、 我 海路 を 示して 瀨戶內 及 

乘換 へる を 記して ゐる。 蓋し 

陸運に S れる もの あるに 拘ら 


す、 兵 車の 陸揚げの 殷盛と なれる に 就い て は 種々 の 經濟的 事情 も あらう が、 其 一 は 

貨 带 の 流通 發 達せる 事で あらう。 卽ち兵 庫に 廻 著せる 運上 物 は此處 にて 賣却さ 

れ、 輕 微 なる 錢貨 として それ <\ -領 家に 勘 渡された。 爲替の 發達も 亦同檨 である。 

かくて 問 星 • 倉 庫 ，爲 替 屋の發 達の 著しき もの ある を昆 るので ある。 足利時代に 到 

り、 明 船の 他 朝 鮮. 琉 球 船の 來航 する もの 兵 庫 を 著津と し、 彼 等 は 多くの 商貨を 齎ら 

して 交易 を 計った ので あるか ら、 兵 庫 港の 發展を 促す 事又尠 くなかった。 叉 遣 明 

船 等に して 此地を 出 著 地と した 事 も同檨 である。 此 等の 經 緯に關 して は 次節以 

下に 細 叙しょう。 

第二 節 兵庫關 の稅務  . 

寺と 兵 王朝 時代に 港 津. 渡 場. 橋 梁 等に 於て 之 等の 施設 修築に 要する 費用 を 通行 者より 

徵收 する 事が 行 はれた が、 之 が 漸次 私的 所領の 目的物 化して 其 收益を 寧ろ 第 一 義 

とする に 至った。 莊園 制度の 發 展に應 じて 港津の 關税の 如き も 私人 所領の 對象 

となった ので ある。 大輪 田 泊の 後 身た る 兵車 島に 於て は、 先 づ延慶 元年 十二月 二 

十 じ 日付 伏 見 上皇の 院宣に より て、 兵 庫 島 升 米 を 東大寺 鎮守 八幡宮に 寄進され た 
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祌 戶市史 第二 輯 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  一二 

卞 によって 來大 寺との 關 係が 結ばれた C 右 院宣に よれば 兵 庫 島 升 米と して 两國 

二種の 關稅 往 反の 船 は 神社 佛寺權 門 勢家 領の土 貢 を 論せ す、 (一 ) 石 別 升 米 を 上り 船より (二) 置 石 

石 別 升 米 及 

び 置 石  を 下， o-li よ， o- 徵收 する ので ある。 上り 船 は西國 方面より 兵 庫津に 入港す る もの 

に て、 嘉 祥の官 符に見 ゆる 上途の 船と 同斷 であ り、 下 り 船 は 攝河泉 方面より 兵庫津 

に 入津す る ものである C 石 別 升 米と は 「延 慶 院宣に いふ 石 別 升 米の 石 も 船の 容積 

ではなく して 從量 税法の 標準た る 貨物の 數量」 との 說も あるが、 (飾， 娜？ ま 細 M 

ggg 五 ン是は 本来 は 米 一石に 對 する 一升の 徵收の 意味で ある。 卽ち承 和の 官符 

の 勝 載 料、 後 に 重 源 が 山 陽. 南 海. 西 海 三 道の 諸國 及び 莊 園より 運上 米の 內石別 一 升 

を徵 したる に 倣った もので あらう C 文 和 二 年 十一月 二十 八日の 武家 事 書 案 に 「不一 

謂，， 權門 勢 家禾^ -, 祌 社 佛寺采 錢幷雜 物 等 悉 勘-取 石 別 升 米 之 分限 1」 と あれば、 土 貢 運漕 

に は 米 錢雜物 共に 石 別 升 米に 淮據 して 大體 從價 税法に 依った もので あらう。 置 

石 は 院宣に 税額 を 記さ、.、 る も、 兵 庳島升 米 を 東大寺に 寄進す る ことと し、 其 內に置 

石 を 分載し たれ ば、 之 も 亦 升 米に して、 正 和 四 年 九月 十二 日の 六 波 羅御敎 書に 添 へ . 

たる 事 書 案 に. 商 人 の 言 として 當時は 上下 船より 錢四 十五 文 を 納めし めて 兵 庫 島 

修固 ^'に 宛てた る も、 是 より 先き に 下り-船に 限り. 一 升を徵 する のみであった 事 を 


關 進の 稅新 
のと 與商 II き 

併 南 福 船 代 
立 北 寺 目 の 
兩 寄錢關 


い へ 

船 四 

ベ く. 

に 「下 

伹 し 

課税 

收 の 

梶取 

升 米. 

本來 

ら れ 

追 書 

對す 

ひ- #s 

兵 庫 


る は 叉 

十五 文 

之を以 

船者艘 

例 せ 

法 に 


置 石で ある < 

の徵 收は艘 

て 愁訴す る 

別 之 置 石」 と 

文 安二 年 正 

化 ありた る 

脚 役 使 を 一 

三 日間 使役 

收の內 より 

を殘 せる も 

はない。 右 

船に あら ざ 

の 税務 は 前 

つた 商船に 

目錢 として. 


而 も 

な る 

え ー , 

の 兵 

く で 

一 日 

て 石 

の 修 

で、 置 

院宣 

凡 口、  P 

白 匕 

に 比 

す る 

者 / 


之 は 

ベ け 

另 一 

車 北 

あ る 

米 一 

椋 を 

固 は 

石 を 

に 「雜 

ち 商 

し 新 

關税 

坂 法 


必す しも 石 別 升 米と 看做す ベ から 

れ ば、 石 別 一 升 なれば 多く 遙 かに 此 

0 旣記文 和 二 年 十一月 二十 八日の 

升の 徵收 とする に 寧ろ 從 ふべ き や 

關 入船 納帳 等に よれ ば、 石 別 升 米の 

リ 「神 戶市史 資料 一、 三 O  ニン 5 

尸 頁。 以下 單に 資料と 記す」 置る 

升 五合と して 徵收 し、 淸 盛 の 

修築せ る 先例と 關係 ある も 

寺 家に 於て 沙汰 支辨 する 事 

修固 科と 稱 すれ ど も、 置 石 が 

船 事、 任， 一 傍 例, 可， 致， 一沙 汰 一之 由、 同 

船 等 を 主として 指す もので 

なる 事實 であると 考へ 得る- 

は、 德 治 元年 十二月に 幕府よ 

觀 寺の 釋 運上 人に 管理せ し 


ざる は 上下 

額 を 凌駕す 

武家 事 書 案 

うで ある C 

税 率. 置 石 の 

は嘉祥 年間 船米徵 


時運 漕 

ので あ 

は、 勿 論 

單獨に 

可レ有 n 御 

あらう 

力 く 


船 下向の 際 

らう。 石 別 

關 税徵收 の 

修 固に 宛て 

下 知 一」 と あ る 

が、 此雜 船に 

特別に 税務 

邊 と共に 

めら れた。 正 和 二 
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西 國往^ 船 


年 

寺 


す 

し- 


祌 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係 

月 朝廷 は 右三 關の 商船 目錢の 半ば を 雷火の た 

と し、 殘 餘の 半ば を住吉 社の 造營料 所と して 寄 

の 恒常的 關務 なると 異なり 一 定の 年期 を附せ 

東大寺^ 塔 修理 料 寄進 方の 半ば は 同 寺 柬南院 

の 名義 を 改めて 兵 庫 等 三關の 商船 目錢 の徵收 

十 一 月 幕 杼は兵 庫 島 

車 島 商船 目錢は 同じ 

共に 西大 寺に 交付 さ 

商船 H: 铰を領 して 兩關務 


つ た _ 

福 寺 

し 祌 

升 米- 


V 其 後 * 應 元年 

に 寄進し、 翌年 兵 

崎. 渡 邊の升 米と 

置 石 を、 與 福 寺 は 


る 

徵收は 

の 商船 

く 先に 


一 四 

め燒 失せる^ 大寺束 塔の 修理 

附 せられた。 商船 目 錢は升 米 • 

寄進であった が、 元 亨 元年 前 

家 修理 費に 宛 てられ、 其 後 屢， 

殆ん どお 大 寺の 頜 有する 所 

の 目 錢を與 福 寺 修造 料と し 

に 興 福 寺 修造 料 所と して 寄進 

が、 叉 興 福 寺に 復 せられ て、 柬 大 

となり、 一 方 を 北 關他を 南關と 


米 金 

國往 

して 通 

關役を 

南都 關 


石 は 延慶の 院宣 

返 船 を 指摘して 

過す る 船 あらば 

勤めざる 所 謂 落 


に 「西 國往反 之 船、 不， 

兵 庫 島 を 強制 課税 

脫稅の 取扱 をな し 

船^ 船に 對 して 慕 


の 


領域 

の で 

は 左 


寺 

る- 


nj 


方 

も 
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御 敎 

嶋 -不： 


まー3 ク - 

-I み」 


家 領土 賈,」 と あ り 、特 

ので、 此 地に 寄港せ 

寺の 商船 目 錢に關 

附 して ゐる。 


其 役, 者、 有険 關 賃 可， 令 = 


辨 濟； 若 或 南海 

關, 也、 早 無， 薪關 


嘉 

ち 

これ を 

關賃を 

て、 南 海 

狩 及び 

錢 とい 

務を强 

代の 官 

る 事と 

る も、 西 

を特視 


慶 元年 

官符衆 

西 海 船 

避し 

濟せ 


,ヒ 


路 幷近國 

之 分 (任 I 實 

八月 晦日 

中 

必す兵 

SQ 過し 

め、 此撿 

に對し 


船、 或 寄，， 事 於 左右 ハ往反 之 煩出來 者、 永 被， 止，， 札 狩， 上、 可 停，， 廢 木 

正； 可 ％ 幅 便之遵 行 S 不， 可， 有，， 參 差 之 儀， 之 狀、 依， 仰 執 達 如&: 

(斯波 義將) 

左衞門 佐 (花押) 


る 


特別に 

し 叉 之 

運 曹 こ. 

淸盛 の 

道 は 運 

た。" 力 
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陽 • 南 

輪 田 

知 れ 


島 

も 


0 

去 

した 

海 二 

白 ^ 

梶取 

ぬ C 


庫 港の 發達 


(資料 二 六 七 頁) 

に 寄港して 興 福 寺に 關 税 (目 錢) を 納付す ベ きものに て、 

る もの は、 興 福 寺よ リ祌 崎關に 於て 檢査を 行 ひ 一 定の 

賃 追 徵 (札 狩) は 西 海 船に 對 しての み附與 したる ものに 

此 種の 撿察を 加 へ 出入の 妨を なす もの あら ば、 永 く 札 

停廢 すべし とい ふので あ る。 升 米. 置 石と い ひ、 商 錢 目 

の土賈 船 (卽 ち西國 よりの 運上 船). 西 海 船に 限りて 其税 

る ものと 解 せざるを得ない。 思 ふに 是は 早く 王朝 時 

道 は 各々 諸國 海陸の 便宜に 從 ひ、 两 海 は必す 海路に 據 

築に 山 陽. 南 海 二道 は庄 公共に 田 畠 別人 夫 を： 課 徵 した 

，水 手 を石椋 修築に 役 使した ると 同樣 に、 西 海 船の 運漕 

然し 延慶 以後 近國. 山陽 南海 船が 孰れ も 升 米 • 置 石. 目 錢 

一 五 


相國寺 や 持 

寺 北 野宮寺 

の 國料月 作 


祌 戶市史 笫ニ輯 

を課徴 された る は 史料 

差 あ り、 叉 差 あるに 至つ 

長と して 與福寺 所有の 

應永 • 永享の 頃 以後 兵 

宫 寺に 對し 所定の 額 を 

方の 雑莩が それぞれ 補 

の で、 大體 請負 制に 近き 

補任 さ れ、 南 都に 沙汰 納 

なって ゐた。 永 享八年 

せて.^ 年 七 百 五十 貰 文 

百 十 貫 文 を寺納 すると 

書 に は、 相國寺 • 等 持 寺の 

を 以て^ 大寺雜 掌 宛に 

北 關升米 幷置石 代官 職 


別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  一六 

の 示す 所で、 唯 两海船 及び 之 等 相互の 間に 税率 乃至 税法の 

たか 否か は 明かで ない。 札 狩が 祌崎關 に 於て 兵車 關の延 

税務と なった 事 は 前述の 如くで ある C 

庫兩關 の收税 中、 國 料の 名の 下に 京都の 相國 寺 • 等 持 寺 • 北 野 

納入す る^: になった。 初め 兵車 北關に 於て は 升 米 方 • 置 石 

任 さ れ、 升 米. 置 石はガ 宛に 一 定の額 を 計上す る^に なった 

徵税 制度が 行 はれて ゐ たので ある が、 永享頃 に は 代官 職が 

入す る 税額 を 月 宛 年額に 請 切り-純然たる 代官 職 請負 制と 

卯月 二日の 北 關升米 幷置石 代官 職 請 文に、 升 米. 置 石 土賈合 

の內 四十 霣文を 北 野 御經悲 5  一一 一一 一一 § ま 百と して 差 引. き殘 り. 七 

述べ てゐ る。 (f? 翅三 頁) 同年 十二月 サ 三日の 慕府 奉行の 奉 

國料 を南關 たる 與福 寺の 雜 掌が 北關 の負擔 を立替 へたる 

その 返濟を 命じて ゐる。 叉嘉吉 三年 十 月 • 文 安元 年 四月の 

請 文 に は、 土 貢 毎年 合せて 八 百 五十 貰 文、 其 他に 相 國. 等 持 兩 


寺の 國料 として 北關 代官 方 沙汰 分 五十 貰 文 都合 九 百霣文 を寺納 すと あれ ば、 國 料 


は 東大寺より 兩 寺に 送附し たので ある。 嘉吉 三年の 請 文に 景瑞 と共に 相 國寺錢 

納所 梵 種の 署名 あれ ば、 梵 種 も 代官の 一 員と なり 尠くとも 代官の 所 務に與 つたの 

である。 (ff I 七—  二 九 八 頁) 寛 正 四 年 八月 廿 九日の 北 關 代官 三 郞左衞 門請狀 に、 契約 

六 百 貫 文の 內北 野御經 四十 貫 文 は 代官 方より， 沙汰す と あ え殘 五 百 六十 貫 文 を 寺 

納す といへば、 北 野 御 經料は 代官より 直接 納付した ので ある。 文 安より 寛 正に 至 

る 東大寺 文書 を檢 する に、 等 持 寺 • 相 國 寺より-東大寺 年預 又は 北關 奉行所 宛に 兩寺 

の 國料錢 各 十， 二 貫 五 百 文 請 取の 納狀 あって、 北 野 御經の それな く、 前 掲 代官 請 文の 

事 實と參 照す る に、 兩 寺 國料は 寺 家よ り、 北 野 御經は 代官より 沙汰せ し 慣例なる を 

知る。 十二 賞 五 百 文 は^ 寺半ケ 年の 國料 にて、 例せば 享德ニ 年 八月 晦日の 等 持 寺 

國料 兵車 北關 公用 錢納狀 の 端 裏書に 夏季 國料分 酉 八月と あ り、 八 月. 十 二月 ニ季に 

東大寺よ リ 分納す る もので、 兩寺國 料 合計 五十 貫 文と な る。 (U 六 頁) 之 に 對し北 野 

月俸 錢 は、 北 關 代官より-南 關に 交付 し、 南 關 にて 取纏め 北野宫 寺に 納めた もの で、 南 

關 より， 北關 宛の 請 取が ある。 然るに 幕府 は 應仁ニ 年 十 DT 北 野 社 幷相國 寺國料 HT 

俸 を 停止し て、 悉 く 東大寺 八幡宮 料 所に 寄進した。 十月 十七 日 東大寺 雜 掌に 宛て 

たる 幕府 奉行 奉書に 昆 ゆる もの 是 である。 長 享ニ年 二月の 東大寺 衆徒 事 書 案に 
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祌 戶市史 第二 輯 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關保  一八 

「右 攝州兵 庫北關 者、 大 佛殿 八幡宮 爲，， 十 箇之御 願 料 所； 延慶 年中 御 寄附 之 由来 異&者 

也， 然而 一 亂己後 彼關務 有名 無實之 問、 鄭 重 之 御願忽 及-返 轉 1 之 刻， 依， 達-上 聞 (於 -1相 國 等 

持兩 寺之國 料， 者， 於 八幡宮 御 寄進 之 間， 御 願 旣相續 之條、 天下 與復之 基因、 寺 門 感悅之 

至^ 也」 と ある も此 寄進 を 指す ので ある c<tf 四 頁) 大乘院 寺社 雜事記 文明 十七 年 六 

锋 

月 二十 八日の 條 に 「兵 庳ノ 月寶錢 事、 去 御社 參之 時、 御 寄進 之 處」 と あ リ、 同 年 七月 一日 

の條に 「先年 公方 南都 御 下向 之 時、 此 足 事 寺 門 二 御 寄附 旨 被-仰 出-欺」 と あ れ ば、 此 頃 三 

箇所 月俸 錢は又 春 日 社に 寄進され たので ある C 當 時の 月俸 錢の額 は 相 國寺百 五 

十 貫 文、 等 持 寺. 北 野 社 各々 百 二十 貫 文と もい ひ、 或 は 三 箇所 合計 四百 餘貫 とも い ふ。 

文明 十七 年に. 兵 庫 兩關を 等 持寺領 として 還 補す る 事に な リ、 此 事 を 蔭凉軒 日錄に 

「醉然 曰 野 殿傳奏 之 時、 以 --此 在 所 1 御 寄- 1 進 干 春 曰 社 I 之 由、 有-白 沙 汰 (以^ ま 南 都-進-返さ 依- 

寺 家之訴 訟ハ叉 御 還-一 補 干 寺 家 一也」 と 記して ゐる C 卽ち等 持 寺 領の還 補の 意味 は、 月俸 

錢 領有. の 復活の 事で ある。 等 持 寺 側の 鹿 苑日錄 長 享ニ年 二月 六日の 條に 「兵車 兩 

關. 等 持 百 五十 貫 文 • 相 國百 五十 貫、 累 代 左 證、 兩 寺 領 之、 應 仁 亂 後、 興 福. 束 大兩敎 寺矯而 

領 之」 と ある は 前述の 如く 東大 寺. 與 福 寺が 月俸 錢を 寄進され た 事 を 指す。 此處に 

於て 與ー暖 寺 は 直ちに 之に 抗議し て、 幕 府は 同年 二月に 溯り 月俸 錢は春 日 社に 寄進 


したる ものと して 渡 付す る 事 

も 等 持 寺 側 は 其 權利を 主張し 

原 庄に押 寄せて 爭鬪 したる 事 

國寺領 とし、 翌年 二月 其 御敎書 

房 を 上洛せ し め、 伊 

以上 等 持 所領の 歸 


氏 史學雜 誌 論文 " 

六 五 〇 — . 六 五 六 頁、 


る ものである C 

者， 造 營 年久而 洪 

之 亂 R 頻 企，, 關 務 

希代 之 順 魔 也」 と 

り 關務を 強行せ 

ので ある。 彼關務 

へ て、 月俸 錢兩寺 各 

ぼした 迷惑 は 察す 


# 貞 i 逸. 堀 川 

趨の 問題 を 

れは 誤解で 

享ニ年 二月 

及， I 大 破, 之 間- 

障 5 殊 今 般 

る は、 等 持. 相 

とした 事 を 

卽ち 延慶年 

々百 五十 貫 

る こ 難ぐな 


とし. 隆凉 軒集證 をして 等 持 寺に 

て 讓 ら す、 文 明 十九 年 四月 相國寺 

あ り、 長 享 元年 十 一 月 幕府 は 再度 

を 交付した C 興 福 寺で は 兵車 南 

具 茂の 斡旋 あり、 月 侓 錢は 復興 福 

南北 兩關の 全 税務の 所管 移轉と 

あ つ て、 兩 關 税務 中より 沙汰す る 

の 東大寺 衆徒 群議に 「就 中、 當 社 八 

以 ，_ 彼 關務之 內ハ 致， 一修 理， 之 處、 相 國. 等 

號， 御 成 ^相き 彼 國之郡 代 (や 呵，， 啧 

國兩 寺が 月俸 錢 領有の 幕府の 許 

いふの で、 是 がた め 北關々 務は大 

中 御 寄進の 北關 は、 當 時 一 亂已後 

文 叉 は 之に 近き 税收 を擧 げんと 

い。 而 して 東大寺 側 にても 其 後 


傳 達せし めた。 而 

側の者 興 福 寺 頜 福 

月俸 錢を等 持 寺 • 相 

關務の 庄主惽 藤 春 

寺に 付せられ た。 

する 說が ある が (I 

國料 月俸 錢 に關す 

幡宮若 宫殿之 社 壇 

持 之 兩寺動 致-縦 橫 

關 所, 之 由、 注 進 到来、 

可 を 得て、 北 關に到 

な る 混 亂を來 した 

有名 無實 なる に 加 

し て、 他 の 關務に 及 

月俸 錢 寄附 を 主張 
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通過^と 输 

出入 稅 


神 戶市史 第二 輯 

したの で、 永 正 五 年 六月 

條、 無 X 紛 候 處、 申 掠、 鬼 角 異 

兵車 南北 兩關に 於て 

^料に 現 はれて ゐ る。 

聯絡の 耍津 であって、 两 

を 陸揚げす る か、 若 し く 

行った。 然 らば 兵車 津 

其 輸出入 貨物に 對 して 

し兩關 税務の 史料が 通 

脫税の 船舶に 對 する 返 

庫 津陸揚 貨物の 輸入税 

故であって、 石 別 升 米. 置 

しても 徵收 された もの 

勘 過す ベ しとの 過 書に 

あ り、 免 税の特 權は兵 庫 


別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 〇 

の北關 代官 請 文に 「相 國. 等 持 國料事 者， 一 段 寺 門 仁 御 寄附 候 

亂 候 歟、 涯 分 可 k 致，, 計 略, 無 爲之 調法 候」 と ある。 

賦課した る 石 別 升 米 • 置 石 • 商 船 目 錢は槪 して 通過 说 として 

然るに 兵車 津は 經濟上 近畿 地方の 鎭鑰 であ リ、 交 通 上海 陸 

國 より-廻 航し來 る 大船 は 此地を 到 著 港と して 此處に 貨物 

は 更に 水路 束航 せんとす るに は此 地に 於て 貨物の 積換を 

に は 莫大なる 貨物が 輸入せられ 又 輸出せられ たる 箬 にて、 

兵車 兩關は 如何なる 税目と 方法 を以 つて 課税した か。 蓋 

過税を 示す ものと して 多く 殘 された る は、 此 等 史料が 通過 

置 命令に 關 する もので あつ て、 容 易に 脫税を 企て 噚 ざる 丘へ 

關 係の 如き は 其の 脫税 行爲少 く、 之 に關 する 史料 も 乏しき 

石 • 目 錢等は 通過 税 として 徵收 さる ゝ と共に 輸入 貨物に 對 

と 解せられ る o(l 1 ゆ 頁) 又 かの 兵車 兩關. 尼 崎. 神 崎. 河 上諸關 

昆る 免税 は、 運 漕 船自體 ではなく 貨物に ありと 考 ふべ きで 

津 にて 積換へ 運漕す ると、 又 兵車 津 陸揚げと を 論せ す附與 


された る もので あ り、 諸 關勘過 を 一般的に 令した る ものである C 輸入税の  一^と 

して 次の 如き ものが ある C 

樂師丸 御 散 用 狀之事 

4 口 

現 米 八 拾 壹石八 斗 伍 升 五合 

此內壹 石 兩人御 問 料 給 候 

內八 斗南 關米渡 申 

定米八 拾 石 五 升 五合 

代 四 拾 五 貫 六 百卅文 

拾 石 别五貫 七 百 文 宛 

以上 

御 問 丸 三 郞右衞 門 

應仁贰 年 正月 晦日  友タ花 ま 

御 問 丸 

道祐 頁) 

第一章 兵 庫 港の 發達  一二 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  ニニ 

右 は 竈戶關 にて 所有す る藥師 丸に より 周防國 東大寺 領の 年貢米 八十 一 石 八 斗 

五 升 五合が 兵 庫津に 迄送屆 けられ、 兵庫津 問屋 友 久. 道祐 二 名が 之 を 受取り 販賣等 

を 委託され て、 問 料 一 石と 共に 南關 米と して 八 斗 を 交付 し， 殘 額 を 鳋に換 へて 寺^ 

した ものと 解せられ る。 當時^ 大寺領 周 防國々 衙. 富 田 等の 公用 米 は 兵 庫 津波に 

て寺納 する 慣例であった。 然 らば 南 關米八 斗 は南關 に支拂 はれた 輸入税と 昆ら 

れる。 南關々 務は 商船 目 錢と稱 したる も、 事實に 於て は 運上 船に も課徵 したる， 

運上 船に 對 する 多くの 過 書が 兩關に 宛てられ たるに よっても 明白で ある。 

II の稅收 元德 三年 正月 以後 正慶 元年 十月に 至る^ 大寺頟 兵 庫 關の月 宛 納上額 を 見る と、 

正 三月 九十 二 貫 五 百 文. 三. 四 月 百 二 貫 五 百 文、 五 月 七十 二 貫 五 百 文、 六. 七 入 月 五十二 

貰 五 百 文、 九月 八十 二 貫 一 百 文、 十月 八十 五 貢 八 百 文 (元 德 三年 十月 二十 九 貫 八 百 文) 

に大 體决定 してお り、 一 年 合計 大約ー 千霣 文で あらう。 此內譯 支出 は 臨時 所了定 

所 下 • 供料 等 配分に 分 たれて ゐ る。 兵車 島 修固料 は元德 三年 四月の 如き 月 宛 全額 

を 以て 充當 されて ゐ るが、 他の 場合に は 臨時 所 下の 內ょ b, 支給され、 其 外 訴訟事件 

のた め 京 都. 鎌 倉へ の 旅費. 滞在費. 供料 等 を 月 宛 關役を 以て 返濟 する ことと して 借 

出： せる 「力に 對 す：， る 元利の 支拂 等が 臨時 所 下の 內に 含まれて ゐる。 定所 下. 供料 配 


分 は 東大寺に 於け る それぞれの 供料 費、 納 

ベ る 如く 關務雜 掌に 對 する 給 分 も 此內に 

るべ き 税務の 額が 月 宛に 一 定 せる を 見て 

せられる。 關務雜 掌 は 升 米 方と 置 石 方に 

料 結解狀 による と、 元 德 三年 正月 以後 元弘 

して 月 宛 額より 先 以て 差 引かれて ゐる。 

なす は 早計で あつ て、 至 德四年 正月 寺 方よ 

足 支出の ため、 二十 貫 文 を關所 税務 を抵當 

雜 掌より 六 貫 文 を傳借 し、 後 各々 升 米. 置 石 

分 ニニ の 割合 


所. 年預 以下への 配分 等で ある。 後に 述 

含まれて ゐ ると 思 はわる が、 每 月 不定な 

も、 雜 掌が 一 定額 を 契約した りし 事が 察 

分 たれる。 右の 元德 三年 正月 以後の 供 

二 年 正月 ま で 「此 內四貫 文 置 石 方 未 納」 と 

然し 之 を 以て 置 石 方 請負 額 を 四 貫 文と 

り 禁裏 御 元服に 際し 使者 粮物 以下の 料 

として 升 米 方 雑 掌より 十四 貫 文、 置 石 方 

の 税務 中より 關税結 懈の際 寺 方 院家三 


て 各々 雜 掌に 返 辨せ しめたる 如 き、 當 然六貫 幷に其 利子 は 置 石 方 

稅 務の內 に豫定 されなければ なら ぬ。 (f?^ 七 頁) 卽ち當 時 供料 月 宛總額 一年 約千霣 

文の 內置石 方 五十 貫 前後の 少額に 留る譯 ではなかった。 猶 この 月 宛 額に は目錢 

も 亦 八 a まる 、事 を考へ て妨 なきもの 、やうで ある。 

束大寺 兵車 關々 務 執行の 事情 は、 前 述の 如く 升 米 方. 置 石 方の. 雜 掌あって 月 宛 解 

納の額 を 契約す る。 東大寺に あって は學侶 衆徒が 一般 財政 事務 を 評議す る も、 其 

第一章 兵 庫 港の 發達  一一 三 


神 戶市史 笫ニ輯 别錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 四 

寺頜 等に 就いては 年預 所が 代表 掌理す る。 故に 關 所に 關 して 臨時に 公事 等 あり、 

叉 寺 家 一 般の費 川 等 を 關所月 宛 を抵當 として 借錢 する 際、 年 預が 借主と なる 場合 

は、 年 預が 關務の 代理者と して.、 はなく 寺 家 財務の 代理者と して..、 ある。 されば 

年 預は關 所の みなら す、 他 の 寺頜等 を抵當 とする 事 も 自由であった C 關 所に は沙 

汰人. 祌人. 公人 等が ある。 彼等 は 税務の 取 立て 等に 任じた。 (雜 « 献脾帐 £ 、月 麟滅 si 

年 八月 四日 兵ン 

庫 問 丸 請 文 ) 

^総 細^ 月 宛 錢の配 當を寺 方卽ち 衆徒 方 三分の 一一、 院家方 三分の 一 とする 事 は 早く 元 德. 

正慶の 頃から 行 はれて ゐる。 貞治四 年より 應安六 年に 至る 兵 庫 關結解 日記 を 見 

る と、 兵 庫 關所出 分 一 ケ年 二百 霣文 或は 二百 十 貫 文 で、 此 內別 進と して 十 貫 文. 奉 行 

得分と して 十二 貰 文. 雜 掌 得分 二十 五 貫 文 或は 二十 六 賞 二百 五十 文 で、 之 を 恒例 入 

物と 稱 し、 殘 分 百 五十 三 貫 文 或は 百 六十 一 莨 七 百 五十 文の 內 三分の 二 を 寺 方と し、 

殘は院 家 方と する。 (ffM 七— 二 四 九 頁) 奉行 は卽 ち北關 奉行で、 東大寺 を 代表して 税務 

を 監督し 行政 的 支配に 任じたら しい C 雜掌は 卽ち升 米 置石雜 掌で ある。 明德ニ 

年 七月の 雑 掌 請 文に よると 月 宛を當 年より 九十 貫增 加す る 事と し、 內 三分の 二 六 

十 貫 文 を 寺 方 • 三 分の 一 三十 霣文 を院家 方に 納 むべ く、 各 八 分の 一 卽ち寺 方に あつ 


て は 七 莨 五 百 文 .院 家 方 

中 四十 霣文を 月 宛に 分 

は 月宛錢 を抵當 とせる 

つて は 三 十 貫 文中 二 十 

百 五十 文 を 同 樣借錢 元 

る 雜掌給 分の 他、 島 修 固 

て 支出す ベ き 用 途、 月 宛 

三分の 一に て 計算 さ れ 

正慶 元年 十二月の 北 

被， 致， 沙 汰, 關所 用途 事 

合 貳拾貫 文 者 

右 任， 先 規 (寺院 家 結 解 

奉行所 口 如お 


る- 


あって  は  三 

し、 殘 二 十霣 

錢 元利の 支 

文 を 月 宛 分 

の 支 拂に充 

の 如き 關所 

を抵當 とせ 

奉行所 下知 


赏年 嶋修固 

之 時、 以， I 三 分 


當 


る 


七 百 五十 文 を雜掌 得分と し、 寺 方 六十 貫 文 

の內 右の 雑 掌 得分 を 控除し 十二 貫 五 百 文 

に充當 する こと を 記して ゐる。 院家 にあ 

し、 殘十貫 文の 內雜掌 得分 を 控除し 六 貫 二 

する 事 明白で ある。 かくて 關務當 事 者た 

附隸 する 經 費、 供 料 其 他 寺 家の 月 宛 錢を以 

借錢 の返辨 等す ベ て 寺 方 三分の 二，^ 家 方 


正慶 元年 十二月 n  U 

と ある は、 兵 車 島嗲固 料と して 二十 貫 文 


之 分 配； 加 限 之 利； 幷 可 ％_1 御 立 用 1 之 由、 依 御 

淸增 花押 

を 借 入れた る 元利の 返 辨は寺 方 三分の 二- 


第一章 兵 庫 港の 發達  一一 五 


雜莩請 制よ 

り 代官 職 請 

制へ の轉化 


神 戶市史 第二 輯 别錄ー 中 • 世の 兵 庫と 外 國關係 

院家方 三分の 一にて なすべき を 達した ので ある。 院家を 代表し 

たの は撿校 所であって、 文 安 以降、 月 宛錢北 關檢校 所得 分 請 取狀と 

納の請 取 状が 多く 殘 されて ゐる。 されば 院家 方の 三分の 一の 配 

を關 方の 配. 當 として 三分の 一 の 收得を 以て 北關雜 掌が 關務を 請 

する が 如き は 誤解と いはねば ならぬ。 雜 掌の 得分 は 寺 方 .院 家 方 

の 割合にて.^ 辨 さる 、ものである こと は 明白で ある。 

然るに 永享 頃に は雜 掌に 代りて 代官 職の 關務 請負が 行 はる、 

四月 二 日 ポ大寺 八幡 宫頜 攝津國 兵^ 北 關升米 置 石 代官 職の 請 文 

百 五十 貰 文の 內 四十 貫 文 は 北 野 御讀經 料に して^ 大 寺に は其殘 

納 む ベ く、 其 月額 は 前者に 對 して は 三 貰 三百 三十 三 文、 後 者に は 正 

は 各 六十 貰 文 宛、 十 二月 は 五十 貫 文 を 南都に 於て 納入す ベ く、 敷 錢 

文を納 め、 滯 納の 場合に は 差 引かる ベ く、 越 3 其 他 不法の 行爲 あれ 

らる、 も 異議な き 事 を 約して ゐる。 雜 掌に 於ても 月 宛 を 契約し 

夂茅 +r つ S ゝ. >  、、應 畏 元年 六月 廿 八日 年預某 披露 狀ン £ 、釓^ こめ 週 沿よ 

改替 せらる ヽ 力 , 應長 元年 八月 僧 如 道 愁訴 良案 j 乒 富^す ゆ 1^:, 

なく、 又兵亂 のた め關務 妨碍され たる 事 等 を 年預に 注進 し、 納 分 な 


二 六 

て 兵 

し て 

當 を 

負 ひ 

よ り 


車に 置 

三 分 の 

以 て、 恰 

たる も 

三 分 の 


力 


に 至 

- J ま 

額 ヒ 

0 よ 

と し 


り、 永享 

請負 年 

百 十 貢 

り 十 一 

て 百 二 

ば K 官職 を 

不履行の 場 

く 月宛錢 一 

き 理由 を述 


れ 


も 之 

の と 


八 年 

額 ヒ 

文 を 

月 0 

や 貫 

罷 め 

§ は 

錢 も 

る 


土 貢 及び 寺 

納 請負 額 


等 已むを 得 ざ 

る を 示して お 

す し て、 萬 一 の 

分 は豫め 定め 

は 寺 家 納分額 

の 如きす ベ て 

は 寛 正 五 年 五 

定 光に 申 付け 

き 代官の 負擔 

特に 島 ま 固 は 

する 事 を 述べ 

永享 以後の 

請 文 日 

嘉吉三 年 十 

第 一 章 


せ  土 貢 歳 額 及 

f  契約 額 (貫) 

月  八 五 〇 

兵 庫 港の 發達 


る 正當の 理由 ある 場合 は、 月 宛錢 契約の 

り、 代 官請 文の 場合 は 月 

場合の 敷錢を 設定して 

て 寺 家 卽ち寺 方. 院 家 方 

を 定めて 代官の 所得の 

寺 家より 同檨月 宛錢を 

月北關 代官が 島 修固を 

代官 を 交替せ しむる や 

內 にあった から で、 永 正 

寺 家の 命 あれば 請ロ卽 

てゐ るの は、 代 官 の負擔 

代官 職 請 制度の 土 貢 額 


々の 請 額 は 

お り、 請 制 を 

より 割合 を 

多少 は 其 手 

以て 支辨す 

怠 る の で、 慕 

うに 東大寺 

五 年 六月 十 

ち 寺 納額中 

ならざる を 

と 寺 家納額 

寺 納歳額 (貫) 

九 〇〇 


る 

府 


不履行 も是 認 さ 

なる 事情 ある も 

せしめて ゐる o 

て 給す る が、 代 官 

か、 るので ある- 

であった  が、 代 官 

P 其 公 會 を預 る 

じた 率が ある。 

の 代官 職 請 文に- 

沙 汰 し、 其 都度 使 

した 迄で あらう- 

に擧げ る。 

宛 額 (貫) 


正，！ 十一 各 八 〇 へ 五 

十二  二 〇 l 兩 


の 

に 命 

二 日 

よ h\ 


を 左 


る 、餘地 あ 

怠 納を 許さ 

叉雜 掌の 給 

請 制の 場 合 

U 叉 島修固 

請 制 時代で 

土 倉の 正 實. 

島修 固の 如 

條件 として 

を 具し 注進 

3 へ 資料 ン 

尸 三 八 二  i 

摘  耍 


〇 は 相 國等持 

寺の 國料 


二 七 


二  二十 十 正 十 正 十 正 
十 十 十 十 十 


各 各 

各 

各 

—二三 五 

三 七 

二八 

o 五 五 〇 

〇〇 

〇〇 

— ^ 

の 四 

兩 i 

兩五 

北 〇 

寺 〇 

寺 〇 

野 は 

の は 

の は 

御代 

國相 

國相 

緒官 

料國 

料國 

沙 

等 

等 

汰 

待 

持 

祌 戶市史 第二 辑 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國翮係  二八 

文 安元 年 四月  八 五 〇  九 〇〇 

文 安元 年 十一月 十五 日 七 五 〇  八 〇〇 

寛 正 四 年 八月 廿 九日 六 〇〇  五六 〇 

文 &ニ年 十一 月サ三 日 一 〇〇  一 〇〇 

永 正 五 年 六月 十二 日 一 〇〇  一 〇〇 

右の 內寬正 四 年 以後の 請 文に 相國， 等持兩 寺の 月俸 國料錢 を 加へ ざるに 就いて 

は， 三 箇所 月俸 國料錢 が 寛 正 年中 興 福 寺 側に 寄附され たりとの 所傳も あり (u II 

怖 fjffu 年)、 等 持. 相國兩 寺の 東大寺 寺 方 及び 北關 奉行所 宛 公用 錢納狀 が 寛 正 1 一年 

以後 を缺 くので あって 多少 其處に 問題がない ではない。 尤も 三 箇所の 內北野 御 

經の分 は 右の 請 文に 明記 さ れ， 興 福 寺 側の 寬 正の 寄附の 所傳 は、 旣 記の 如き 文明よ 

り長享 にかけ 與福 寺と 等 持. 相 國兩 寺との 月俸 錢 所有の 係爭の 間に 呈出され た 請 

文であって、 是叉 寄附 狀自體 が 疑 はしき もの も ある。 若し 從來の 如く 月俸 國料錢 

の 支出 あれば 寺 納五百 六十 貫 文中より 沙汰した ので ある。 文 龜. 永 正の 請 文に て 

は、^ 大 寺が 其 寄附され たる を 主張した 際で あるから 消滅した 譯 である。 寺納額 

は 前代の 如く 寺 方 三分の 二  .院 家 方 三分の 一に 配分され る。 例せば 寬正五 年 一月 


代官 職と 僧 

俗人の 多少 


よ h\ 

文、 院 

を 以 

の 目 

る 事 

或は 

に よ 

實 例 

と ま 


サ月ま 

家 方 (北 

て も關 

掌 の 契 

锬をも 

は 前述 

契， *7 化备 

爿 未納 


甲 ひ は 

P す る 

永享八 

增、 孫左衞 

嘉吉三 年 

文 安元 年 


例 せ 

察 


と も 

せ ら 


勿 

升 

廣 


の 

れ 


で 請 文の 月 宛 寺 納額は 

關撿校 所) 三 分の 丁 十六 

方に て 三分の 

約 月 宛 年額 は 

含まれた る も 

する 所に より- 

乃至 寺 納額は 

の 場合が 尠く 

る に、 右 の 請 口 

ぬ。 唯 代官 職 

はぁリ 勝ちの 

卯月 二日 北關 

門 淸正代 子息 

十月 同 請 文 

四月 同 請 文 
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五十 貫 文に て、 寺 方 三 分 の  一 H 一一  十三 貫 三百 卅ニ 

貫 六 百 六十 五 文 を 各 .t 、收納 する ズ ほ llsg) 之 

割合にて 請負 ふたる にあらざる は 明白で あ る < 

德. 正 慶 年間の 約 一 千 貫 文 (此 際 は南關 分立 以前 

へ て 差 支な い) は、 兵 庫關役 全額に 近き もので あ 

る が、 永 享 以後の 代官 職 請 制で は 右の 土 貢歲額 

でない。 雜 掌の 月 宛 契約に も雜 掌の 違法 怠慢 

ので ある が、 代 官職 請 制の 場合 之 を 寛 正 以前の 

關 する 限う 特に 雜掌 時代 以上の 違法 怠慢 あり 

利 を 計る ため 税率 税法 を變改 した リ、 島 修固を 怠 つ 

あった。 代官 職の 身分 を 見る に 

石 代官 職 請 文 小 白 E 次 郞左衞 門 光淸代 子息 重 

信久 

國寺錢 納所 梵種 

次 岡正淸 

二 九 


田 


毛 

目 

一一 ョ 一一 
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三 〇 


莊園 制度 崩 

壤の 一 事象 

としての 關 

務の 衰滅 


文 安元 

寛 正 四 

文龜ニ 

永 正 五 

代官の 內 

んど 武家 

武貫九 百 

守護 代た 

思 はれる- 

凡そ 一 

寺の 莊園 

^-货 であ 

武家た る 

じく 守護 

たらしめ 


十 

十 

度 


一月 十五 日 

月サ 九日 

一 月サ 三日 

月 十二 日 

Is  , 呂も ある 

事 が 注 意 さ 

新 代官 藥師寺 

左衞門 尉敷錢 

家で ある。 

雜 掌が 一般 

頜の 請負 制 

の 崩 壤期卽 

一種の 所領 

が 年貢 徵收 

發 達せる も 

制 を 徹底せ 


同 

同 請 

同 請 

が、 多 

れ る 

三 郎 

納 之 

恐 ら 

度 の 

ち武 

た る 

と 領 

其 伊 

し む 


文 油 倉玉數 

淀 藤 野 三 郞左衞 門 

文 原 田 藤 五郎 

山村 五 郞左衞 門 尉 助 次 

は 俗人で あ り、 而 も 姓名に よ 

延德三 年 の 北 關納分 往來に 

あり、 aff 七 頁) 藥師寺 氏は攝 

前記の 代官 は 攝津に 勢威 あ 

なりし と對 比される 事實で 

底 化と 請負 代官の 俗人 化殊 

のた め 侵害 併呑され る 時代 

所 も亦此 例に 漏れぬ C 鎌 倉 

運上と を 請く る 地頭 請が 始 

あ る。 卽ち 武家の 侵略 時代 

が 寧ろ 頜 家に とり 有効と な 


h,- 推知 さる ヽ 

，延德 三年 鲜納 

津 守護 細 川 氏 

る 武家が 多 か 

あ る。 

に 武家 化と は" 

に 現 はれた る 

時代 旣に莊 園 

ま リ、 室 町 時代 

に は 武家 を以 

つたので ある- 


如く 殆 

の 輩 下 

らうと 

諸家 社 

普通の 

に 於て 

に は 司 

て 代官 

, 此處 


於て 俗 代官 請 食 制 


免稅 船と 脫 

稅船增 加の 

傾向 


はれた 此事 

室町 時代 

落 船. 迸 船が 

を 免除し 來 

三年 以來石 

淀 河 尻. 神 崎 • 

木の 勘 過 を、 

ゐる。 是等 

く) と い ふ。 

於て 國料過 

御用 船の み 

誓 は し め、 關 

氏の 春 日 丸 

與 へて ゐ る- 


情 を簡叙 

に 人る と 

次第に 增 

れる もの 

淸水 八幡 

渡 邊. 兵 庫 

延文ニ 年 

關所 通過 

應永 十一 

書 船 を 停 

除外し、 問 

税收 入の 

が 幕府の 

, 小 早 川 


は や 

し よ 

歲 と 

o  ノ 

力 し 

力 あ 

宮大 

三 月 

の 便 

年 幕 

止し 

正確 

公 用 

生 口 


力 


共 


て 所領の 衰滅の 前 麦 曲と も 見ら る 、譯 で、 兵 車 關に現 


山 


に 有力なる 守護 大名 又は 其 名の 

. 然る に また 從來 朝廷 及び 慕府 

兵車 關に 於ても 此 目的 を 達した 

崎祌 人は院 宣、 幕 府. 六 波羅 の御敎 

除 を 許さ れ、 永 和 元年 八月に は 

同寺領 周防國 得地庄 年貢 運上 

與へ、 貨物 課税 を 免除す る 特許 

春 日 社 及び 興 福 寺の 造營 料と 

關税を 寄附し、 唯 御所 丸 以下の 

をして 諸權 門の 年貢 船に 商品 

期せし めた。 應永 十五 年. 十九 年- 

運漕せ るを以 て、 慕 府ょリ 兵庫兩 

幡 入道 公 實の船 は、 生 口 舟と 稱し 


第一章 兵 庫 港の 發 


下に 脫税を 計る 所謂 

の 特許 を 受けて 關税 

る ものが ある。 正 和 

書 を 得て 荏胡麻 等の 

慕 府は東 福 寺 造營材 

の關税 賦課 を 禁じて 

狀を過 所 (過 書と も か 

し て、 兵車 • 河 上諸關 に 

將 軍の 直轄に か ヽ る 

を 積 込ま ざ る こと を 

-サ 年. 廿 一 年に は大友 

關河上 諸 關の過 書 を 

毎年 雜具を 運送す る 

三 1 
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ために、 應永サ 九 年 十二月 兵車 

に 翌年 三月 幕府 は 兵車 兩關に 

務を 致す ベ きを 達して ゐ るが 

書ハ 號，, 生 口 船 ハ不， 致，， 關 務 沙 汰 (瀨 波 

が 關務を 負 はざる は當然 なれ 

年の 生 口 舟 過 書 案の 端 書に 「亦 

の港津 で、 室町 末期の 海道 圖等 

て舍 多大 を擧 げてゐ るが 多分 

口 島の 船 卽ち瀨 戶田津 の 船で 

ので、 小 早 川 氏の 作爲に 出た も 

ので あるから 之 は 違法で ある 

び 國料を 停止し、 同 三 年 六月 二 

國料 分と して 北 野 宫寺頜 船. 相 

止す ベ き 高札 を 南 關に揭 示せ 


中世の 兵 庫と 外 國關係 

兩關河 上 諸 關の過 書 

宛て、 前年の 生 口 舟の 

其 理 由 は 「小 早 川 生 口 

田 等 商 船、 數 多 馳通云 

？、 瀨戶田 等の 商船の 


號ー ー瀨戶 田 舟 こと ある。 

を參 照して 記した 鄭 

瀨戶 田の 事で あらう 

ある。 此處の 商船が 

ので あらう が、 過 書 は 

0 文 安元 年 八月 幕府 は 興 福 

十六 日に は 過 書 船と して 大 

國寺 船. 等 持 寺 船 を擧げ て、 其 

しめた。 然るに 間もなく 慕 


船 以下 數十艘 の 免税 を 許可した の で、 七 月 十二 日 興 福 寺で 


三 二 

を 幕府より 附與 された。 然る 

過 書 を 召 返さし むる を 以て 關 

因幡 入道， 去年 十二月 中 賜， 一 御 敎 

々」 と ある。 雜具 運送の 生 口 舟 

しが 違法であった C 前 

は 安藝 國豊田 郡 生 口 島 

日本 圖纂に も、 港 市と し 

川 氏 の 所謂 生 口 舟 は 生 

の 過 書 を 利し 脫税 した 

送に 對し與 へられた も 

寺 南 關に對 し 新 過 書 及 

神宮 船 以下 五箇 所の 船、 

他の 過書國 料の 船 を 停 

府は管 頜船幷 に 諸 大名 

は學侶 集會の 評定に て 


馳通， CN 

瀨戶田 

若 曾の 

. 小 早 

生 口 舟 

雜 0^ 運 


大訴 する 事と 

頜諸 大名 等の 

九月 初め 神木 

以て 兵車 關に 

て 文 安三 年 六 

年 十二月 サ六 

る。 卽ち 右の 

たので、 寛 正 二 

月 こ ま 大^ " ま 

此等新 過 書 

東大寺の 北關 

めら れる であ 

くに 東大寺 北 

は 南 關同檨 に 

米 置 石 代官 職 

第 一 章 


し、 其 後 幾多の 折衝が 繼續 された o(ls^ 錢錄) 是 い 

申請に よった もので あらう。 寶德 三年 八月に も 寺 

遷座 大衆 蜂起して 大訴 したが、 時の 管領 畠 山 持國は 

つき 御 教書の 發 せらる 、 を 吿げ、 (^錢 舰 難錄) 幕府 は 

月サ 六日の 御敎 書と 同檨の 主旨 を傳 へたので あつ 

？寛 正 二 年 八月 サ 六日に も 新 過書國 料の 停止の 御 

停止が 事實上 全く 行 はれ す、 興 福 寺より は絕 え す 慕 

年に は 管領 方 千石船 幷十艘 船 以下の 勘 過 停止 を 申 

細 川氏憐 の 船と 號 して 關料を 沙汰せ ざる 事 を 

國料 停止に 關 する 徵證は 多く 興 福 寺の 南 關に關 す 

に關 する 徵證は 索め 得ない が、 大 體北 關に對 しても 

らう。 (^ft 頁) 國料船 北 野 宮寺等 三 箇所の 國料月 

關に 於ても 南關 と共に 分擔 支出して ゐ たの で、 三 箇 

勿論 北關 にても 許された 事で あらう。 文 安元 年 十 

請 文 に 「若 被 ，破，, 新 過 書 等 f 可，, 公 用增 申, 候」 とい ひ、 寛 正 四 

兵 庫 港の 發達 


ふまで もな く 管 

門 閉鎖の 事 あり、 

八月 サ九 日付 を 

九月 六日 付を以 

た。 其 後長 祿三 

敎書 を與へ てゐ 

府に訴 訟 を續け 

請 し、 同 四 年 十 一 

訴 へて ゐる。 

る もので あ. つて、 

同様の 事實が 認 

俸錢は 前述の 如 

所の 國料船 勘 過 

一 月 兵 庫 北關升 

年 八月の 同 請 文 


稅收 及び 其 

減退の 理由 


祌 戶市史 

に 「升 米 和 市增幷 

料 有，, 停 止, 者， 隨，, 明 

总 で あ hN 、南 關 と 

與 福 寺 南關商 

後に は K 官職 補 


第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係 

川 關等巨 多 請ロ滅 少者 也、 乍 i 世界 和 市 成、 通 途 


ら 

て 


文 

算 


リへ资 料 ン 

严三 六 〇 頁」 

内 三百 ["守 

文 未納 ネぉ 

二 千 莨 文で 

る C 

正 以前の 朿 

に 近き もの 

決して 滅少 

に 加算 さる 


年 夏 之 

同じ 立 

船； a 錢 

任と な 

其寺納 

税 九十 

あ り、 大 


體, 申 合、 可 fe?,, 申 

契 


場を說 

も 月 宛 

,5、 其 請 

額は應 

貫 を 計 

麻 ひ-糸 


明 し 

錢 を 

制 の 

永 六 

上し 

川 氏 


大寺 兵車 關の 稅收 

なる に 比 し、 三 箇所 

したる ものと 速斷 

べきで ある。 若 叉 南 

れ たりと すれ ば、 升 米 i 石 税に關 

に 近き ものと する。 殊に 一般的 


靑 

11矿 

化 

を 


す る 


し 


ロー 候」 と あ 

る C 

る 


て 

來 


考 

」r,- 一 

守 


力 

護 


る に、 元 ！！• 正 慶 

める 代官 請負 

出来ぬ。 卽ち 

目錢の 分立 以 

寧ろ 後者の 稅 

大名 等の 强權 


三 四 

脷 等合幷 過書國 

料 は 卽ち新 過書國 料の 


雜掌を 命じた 

大寺北 關と似 

寺 供養 耍 脚注 

寛 正 四 年に は 

P 過す る もの 


の で 

た る 

文 に 

七 百 

多 き 

年間 

額 力 

代官 

前 な 

收額 

に- よ 


、へ大 乘 院 記 錄、 

力, 資料 六 一 頁 


が あ 

八 百 

の 上 

少し 


つたで あ 

七十 五 莨 

納 あって 

たといつ 


餘 莨が 其全税 

文 乃至 六 百 貫 

剩收得 其 他が 

者に 目 錢が加 

加 4- 認 むる を 

税 船の 增加は 


武權 侵奪の 

激化 


室町 時代 

加へ たも 

四 年の 定 

安 以來其 

ベ き 場 A 口 

米 和 市の 

の 滅少す 

四 年頃に 

の 時代で 

ので ある- 

過 書 所持 

減じた る 

的の 爭^ E 

に 置いた 

第 


加 はれる を 

と 思 はれる 

ニ千霣 文な 

口 は 漸次 滅 

記 し て、 新 過 

低 は 米穀 を 

はいふまで 

淀 河 河 上 諸 

つ て、 此 事 は 

而 して 新 過 

名の 下に 關 

この 爲 であ 

に 甚大なる 

ある。 兵 庫 

川 勝 元 と、 西 


以 て、 兵 庫 港 

0 南 關目錢 

る 事も參 照 

少して 寬正 

書國料 及び 

以て 徵收せ 

もない。 河 

關 三百 八十 

船舶の 關税 

書國 料の 增 

税を 沙汰せ 

る o 

打 擊を與 へ 

津は 東軍 首 

軍 の 領袖で 


の 船舶の 廻 漕 は 鎌倉時代に 比し 1 層 頻繁 を 

應永六 年の 定納八 百 七十 五 賞 文に 比し、 寛 正 

べきで ある。 北關 代官 職 請負制度に 於て 文 

年に 至りし が、 請 口の 減少の 理由と 其增 加す 

川 關の增 滅、 升 米 和 市の 高低 を擧 げてゐ る。 升 

る 税務 を錢納 する の で、 米 價 騰貴 すれば 錢納額 

關の互 多が 請 口 減少の 一 理由と する 事 は、 寛 正 

箇所と 稱 せら れ、 全 く 無制限 無秩序の 關 所濫設 

負擔 能力 を滅殺 し、 運 漕 業務に 皮 障を與 へた も 

加が 特に 重大 で、 細 川 氏 を 始め 守護 大名 等 は 新 

，興 福 寺の 南關 毎年 定額 二 千 餘霣が 七 百 賞に 


す 


の は、 應 仁 文明の 大亂と 其 後に 相續 ける 全國 

であり 攝津 守護で 四國の 大部 を 一 族の 勢 下 

P 中 國. 九 州に 勢威 を 張った 大 內政弘 とが 爭 


章 兵 庫 港の 發達  三 五 
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奪 を 競へ る 中心と なつ 

勢圈內 にあった が、 南 關 

の 聞 あつ て、 两 軍に て は 

誤 傅なる を 辯 明 し、 西 軍 

明せ しめた 事が ある。 

赤松 氏 兵 庫 を 攻めて 

住民 は 悉く 殺害され 

可能で、 「兵 庫 關幷祌 供 

有名 無 實」 と い ひ、 文 明 

§) と いふ も それで あ 

進められ たと 同じく 

に 相違な い。 

東大寺 北關の 代官 

龜. 永 正 年間に は 僅に 

公用 錢 注文に よれば- 


領 

る 一 

，守 


別錄 一 中世の 兵 庫 と 外 國關係 

に。 應仁ニ 年より 文明 元年に 亙う 兵庫津 

光宣が 代官 職と して 關 

き 旨 興 福 寺に. 達した る 

大內氏 輩 下の 問 田 氏 等 

氏 は 攝津の 勢力 を 恢復 

南 關所を 始め 在家 寺院 

爭亂の 渦中に あって は 

金，， へ 大乘院 寺 杜雜事 記 ン 

お 一 A 應仁 二 年 十月 二十 三 日」 

已 後、 彼 關務 有名 無實之 

し 諸家 諸 社寺の 1 壯園崩 

無視の 態度 は 一 罾 甚し 


關 は 束 軍 方 

は當 方に て 

軍で は應仁 

" 文明 元年 

守將 問田弘 

たとい ふ。 

等 事大 內 

年 二月 サ 

, 此大亂 


の 成身院 

沙汰す ベ 

二 年 九月 

十月 細 川 

像 を 破， CN 

かやうな 

違 亂、 無二 一 

七日 ニ亂 

を 契機と 


護 大名 以下 の關税 

の 請 口 は 文 安元 年 

貫 文に 激滅 して ゐ 

月よ リ 十月に 至る 


一一 一 六 

一 带 は大內 氏の 

務を 掌理す ると 

所、 興 福 寺 は その 

に 宛て 實否 を^ 

せんと し、 山 名 氏 • 

悉 く 燒 亡、 兵 車 の 

關務の 遂行 は不 

と い ひ、 「近年 關料 

東. K 寺 衆徒 事 

B^u 書 # 資料 三 六 

壞 の 度が 急速に 

きものが あった 


より 寛 正 四 年に 至る 漸減の 形勢よ リ文 

る。 此 間にあって 明應 三年の 兵車 北關 

月 分納 合計 三百 三 霣九百 六十 一 文で あ 


る o(s?? 八 頁) 蓋し 大亂 以後 關税の 激減せ るに 就いては、 守護 大名 以下の 强請强 行 

*」 る 新 過 書 乃至 落 船の 增加を 原因と して 當然 擧げ なければ ならぬ。 然し 之と 同 

兵 庫 廻 漕 船 時こ關 a の對 象と なり 得る 一 般 船舶が、 內海 方面の 戰爭と 無秩序との ため 減少せ 

の頓減 

る 事實は 看過すべからざる 事實 である。 殊に 兵車 島に 對し 大亂 以後 搏津カ 之 を 

壓倒 する 商港と して 擡頭し、 船舶の 輻輳 地と なつ たので ある。 文明 五 年 十二月 幕 

府は 前に 免税 を 許可せ る鹽鲍 島の 船の 特權を 停止 し、 兵 庫 兩關に 關設を 沙汰せ し 

むべ き 旨 を 令した が、 (讀 I 二 ー 三 頁) 翌年 五月 十六 日鹽飽 船が 兵 庫關の 關税を 忌避 

して 寄港せ なかった 事に ついての 幕府の 奉書が 興 福 寺に 達した 事が 春 日 神社 文 

書に 收 めら れ、 そ れ に は 「攝 州 兵車 幷泉堺 所々 於-一 奉 書 一 者、 正文 付乏 畢」 と 記されて ゐる。 

これ は鹽飽 船が 堺を 指して 渡航す るた めに 途中で 寄港す ベ き 兵 庫 を 避けた る 故、 

慕呀 はこれ を 取締る ために 兵 庫と 共に 堺 にも 同一 の 命令 を發 した もので あらう。 

(fips^ 一一  卷ン 15 船 は 室町 後期に は靈飽 島と 搏津 を往來 して、 盛飽島 以西 航路と 

の 連絡 運漕 を 行って ゐる。 (雜五 © 

永 正 五 年 六月の 北關 代官 職 請 文に 「次 依-近 年 廻船 等 無 "之、 請 口 如お 滅 少 候、 如  > -往 古- 

廻 舟 着津候 者， 請 口 可-一 增 進 申-候」 と あ リ、 文 安. 寛 正 年度の 請 文に 請 口の 滅少を 新 過 書 
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國 料の 增 加. 川 關 の 互 多. 私 市の 高騰に 歸 したる に 比し、 「依， 一 近 年 廻船 等 無，， 之」 と 明 言 せ 

る 事 實の眞 相 を 凝視し なければ ならぬ。 應永卅 四 年 十一月 北 關雜掌 信 賢 書状に 

「抑， 天 下 一同 之兵亂 無，， 其 隱， 候、 殊 更西國 之 事 は 侬，， 國 之 煩 (小 船 之 一艘 も 不， 着 候、 御 月 宛 

等 之 事 も 一 錢 も不. 可. 有 候 云 々」 と あ るが、 (15 八 頁) 應仁 文明 以後 か 、 る狀 態が 大規 

摸に 繼續 的に 繰 返された^ であ り、 殊 に 堺津の 擡頭が 兵車 關務 に與 へた 打 擊は大 

なる もの ありと いはねば ならぬ。 

以上 關務を 通じて 兵 庫の 港津 としての 推移 を昆 るに、 鎌倉時代 以後 室町 時代 前 

兵审 港の 盛  I 

衰  半期に 至る まで 漸次 發展の 跡 を 認め 得る であらう。 卽ち 室町 前半期に 至リ、 關税 

税務の 實施困 難. 晩 税 船の 增 加 ，税 務 制度の 變 化に も拘ら す、 其 税收 額に 於て 寧ろ 增 

加の 傾向 を認 むべ き は、 廻 漕 船舶 のより 大 なる 增 加の 狀態を 察知せ しむる もので 

ある。 而も 前述の 税務の 衰退 崩 壞の經 過は應 仁大亂 以後 急速に 進める と 同時に、 

廻 漕 船舶の 減少 を 招致した の で. 是又 必然に 港津と しての 兵車の 萎縮 時代 を 現出 

した ものと いはなければ ならぬ。 


第三 節 運 漕. 販 賣. 金 融機關 の發達 


貨物 の 兵 庫 兵車 關税 

積換 及び 荷 す 

揚  ある C 兵 庫 

揚げさる 、 

過 書 は 神 崎- 

勿論 右の 過 

せる ものに 

HT 十四日 幕 

尼 崎に 至る 

つ を 兵 庫 島 

時 同一の も 

上 の 警 固 に 

護 を 命じた 

島に て 行 ふ 


務が 多く 通過 税 として 示 

島に て 小舟に 積換 へて 京 

貨物 も 同様に 課税され た 

-渡 邊. 河 上 諸關と 併記した 

書に より 免税 特權を 享受 

就いて 見る に、 兵 庫 島陸揚 

府は紀 伊の 海賊 衆泰 地. 鹽 

迄丙國 運送船 及び 廻船 を 

に 於て敎 收 する 事 を 許し 

の を 記して ゐて、 尼 崎 は 三 

當っ たもの で、 淀 川 を 溯 上 

次第で ある。 然るに 其 海 

事と したる は、 兵 車 島に て 


れてゐ る は 落 船に 關す 

叉 は攝河 泉の 备 地に 

ものと いふべ きで あ 

のが 多い。 兵 庫 島に 

る箬 である。 貨物 運 

又は 積換の ものが 尠 

二 氏 をし て、 相 共 に 周 

固 さ せ、 兵 粮料 足の 名 

ゐる 。S? 一  頁) 河 尻- 

川尻で あるか ら、 竈 戶 

る 船 は 尼 崎まで 卽ち 

屎 險料 ともい ふべ き 

物を箜 揚げ 又は 積換 


海路 
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文書 多 

し、 或は 

叉 兵車 

けさる 

實 際の 

い。 曆 

戶關か 

て 櫓 別 

洲， 尼 崎 の 

より 尼 崎 

上ます 

錢の徵 

船舶の 

三 九 


於 


る 


きが 故で 

此 地に 陸 

、貨物 も 

狀況を 記 

應三 年 三 

ら攝津 の 

錢 百文づ 

三 關 は 當 

に 至る 海 

ベ て 其 保 

收を 兵車 

殿くな 力 
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遮洋 船の 兵 


つた 事 實を對 勘し て. 始 めて よく 理解 

所謂 遮洋の 大船に あって は 河 上の 

室町 時代に 竈 戶關の 藥師丸 や 富 田の 

して ゐる が、 此 等 は 皆兵 車に 荷揚げし 

る C 此 等の 船舶 は 遣 明 船と して 傭 用 

戊 子 入 明記に よれば 藥師丸 は 七 百 石 

朝 鲜. 琉 球の 來朝船 は 必す兵 庫 島 を 到 

陸路 又は 河 舟 を 利した の も 一 は此處 

や 兵車 港に て 平底船 卽ち河 舟に 乘換 

室町 後期の 交通 狀、 况の實 際の 姿で あ 

ゃ商賈 物の 一 部 等 を 洛南鳥 羽より 鳥 

湖川 船と して 淀川 船. 宇 治 W 船. 梭 i  Mm 

に 申 付け 尼 崎に 到 う、 尼 崎よ リ攝津 守 

に 運 び、 兵 車より 赤間關 まで は 別の 海 

拂 つて ゐる C 而 して 慕 府遣 明^た る 


さる ヽ ものと 甲 i ま ，1 る。 

運航に は 支障が 多かった ものと 考 へられる。 

彌榮丸 は 周防國 東大寺 領の 運上 物 等 を 運漕 

て ゐて兵 庫まで を 往来した ものと 認められ 

され 或は 傭 用 さる ゝ資袼 を 有せる 遮洋 船で， 

■ 彌榮丸 は 千 四百 石の 船であった とい ふ C 明. 

著點と し、 使 人 等 は 京師との 往来に 此處 より 

に 理由が あらう C 鄭舜 功の 日本一 鑑に堺 港 

へ る を 記した の は、 海 道圖 等に 從っ たもので， 

る。 戊 子 入 明記に よると 幕府の 明 帝 進獻物 

羽 船 (鳥 羽 の 河 舟卽ち 後世 和漢 船 用集卷 五に 

-志 賀 浦 船. 堅 田 船 等と 記す 類で ある) を 公事 船 

護 細 川 氏の 命 を 以て 尼 崎 公事 船 を 以て 兵 庫 

船 を 以て 運漕した。 是に は 船賃. 船方 賃を 支 

和 泉 丸 は 門 司の 船 で、 或 は 赤間關 にて 貨物 を 


半 莨 物の 兵 

庫 津勘渡 


積換 へた もので あらう。 

山 陽. 南 海. 西 海諸國 より 京 師. 南 都へ 運上 さる ゝ年 貢物 等 を、 代 官職 等が 兵車 津に 

て 勘 渡す ベ き 事 を 契約した 場合が 尠 くない。 

文 保 二 年 十二月の 東寺領 安藝 國新 勅旨 田の 御 年貢 送 文に 依れば、 米 九 石 ニ斗內 

一一 石 一 斗 三 升、 小 大豆 五 石 六 斗 三 升 八合內 一 石 三 斗 一 合は雜 用と して 差 引かれて 

おり、 それに は 年貢と 共に 此送文 を も 託送せ る 梶取佐 東 八日 市 藤 次に 支拂 はれた 

兵 庫 迄の 運賃 等 を 含む ものである。 而 して 翌年 正月 サ 日付の 乘南兵 庫 上下 粮等 

注文 弁に 安藝 新 勅旨 田 年貢 支配 狀 によれ ば、 束 寺より 兵 庫に 向け 年貢 請 取の ため 

下向せ る乘南 等の 上下の 糗 料 • 兵 庫 逗留 等の 經費 は、 右 の 兵 庫までの 運賃 等 を 含む 

雜用を 控除せ る 正米大 M 中より 支出され てゐ る。 (fs  T、t ぼ If  0 四 號) 永享 十二 

年 十 一 月 東大寺 頜周 防國仁 井領 代官 職 補任 狀案. 同 代官 職 請 文案に 於て、 正 米 五十 

石. 正錢 五十 貫. 鹽 五 石. 鲷 五十 枚. 釜 一 を 兵庫津 にて 引渡す ベ き 事 を 記して おり (f?l 

l、51i 九) 叉 寶德ニ 年 十二月 三日の 油 倉 宛 送 文 を 以て、 代官 職よ リ 東大寺 頜富田 公用 

米 二百 八 十四 石 六 斗 四 升 中、 竈 戶關の 藥師 丸の 兵 庫津に 到る 船賃 四十 四 石 一 斗 を 

差 引き 正 米 二百 四十 石 五斗 四 升 を 運上 し、 享 德四年 五月 八日の 送 文を以 て、 同 じ く 
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富 田 公 川 米 七十 石內、 燊師 丸の 船賃 十 一 石 六 斗 六 升 六合 を 差 引き 正 米 五十八 石 三 

斗 三 升 四 合 を 運上し て、 そ れぞれ 兵車 津に著 船の 際 送狀に 任せて 寺納 さるべ き 事 

を 述べて ゐる。 (fj^ 一一 一一 一, U; 四.) 油 倉 は當時 東大寺の 財政 事務 を 掌理して ゐ た。 猶此 

東大寺 領 よりの 運上 物が 兵車 津 にて 勘 渡す る 慣行であった 事 は、 兵 車關が 同 寺の 

所領であった 點とは 自ら 別問題で ある。 兵車 關務 は關務 として 存在す る もので. 

寺領 よりの 年貢 上納 等に は 直接に 關係 はない。 唯朿大 寺領の 運上 物に 對 し、 同 寺 

領 たる 北 閥が 關税を 免許す ベ きは理 の當然 なること であらう。 然るに 關務が 代 

官職 請 制と な り、 唯 請 文に 載せる 契約に 關 する 以外 は 寺 家より 殆ん ど獨立 的なる 

存在と なった 結果 は、 北 關 にて 朿大 寺の 運上 物にすら 課税す るに 至った。 康正ニ 

年 三月 束大寺 五. 師 延營 より 北關 代官と 推せられ る 池 田 某に 宛てた 書狀 に、 朿 大 寺 

頜周防 國衙正 税幷に 富 田地 頭 方 年貢の 運送船 は 北關に 於て は 煩な く 勘 過す ベ き 

事 は 毎度 油 倉よ， 9 通達せ る に拘ら す、 备 船 著 津の節 之 を 抑留した る は 不都合な り 

とし、 「北 關 事、 乍 寺 門 之 所 知 〔於，, 當 寺 收納之 船 ^勤 翻 役-之 由、 被 fe- 段、 太 以 無- 1 其 S 外 聞 

不^然 候」 と 述べ てゐる o(s?io 頁) 

凡そ 米穀 雜物 等の 現 物納が 主として 行 はる 、時代に 於て は、 水運の 利す ベ きも 


のが あれば、 一 般 的に は 其 輸送 能力と い 

に西國 方面より 京師に 到る に は、 縱 令 兵 

リ三國 川を經 るか 或は 渡 邊を經 て 淀川 

南都に 送る に は、 同 じく 淀川よ リ木津 川 

る。 而し てこの 舟運 は 前後 を 通じて 利 

德 元年の 周防國 仁井頜 年貢 結解狀 によ 

に 著す る と、 東 大 寺より， 兵車 迄 年 貢 請 取 

却した。 正 米 五十石 は 兵車 津勘 渡の 契 

賃 等が 差 引かれた ものである。 而 して 

を 除き 四十 貫 文 を堺迄 船賃 四百 文に て 

日 比 二 境 一一 テ 請取ヲ 替フ」 と あれ ば、 堺 の 

あらう。 (f^o 頁) 四 貫 一一 百 文の 雜用分 

使の サ 日間 料 物 等で 他に 八 百 十五 文の 

せ) 叉^ 仁 井 令 年貢 阵 正月 サ日比 到来 

正 米 六十 石 代ヒ 十八 貫 文 
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ひ 賃金と いひ 陸運よりも 便益で ある。 被 

車津 にて 河 舟に 積換 へ をな すと も、 河 尻 よ 

を 溯 上 し、 鳥 羽 其 他 便宜の 地に 荷揚げ し、 叉 

に 入り 木津に 荷揚げす る 方法が 考 へ られ 

用 さる、 事が 多かった。 然るに 例せば 明 

る と、 前 年康應 元年 年貢 正 米 五十石が 兵車 

の 人 を 遣 はして 之 を 四十 四 貫 三百 文に 賣 

約の 下に 此處 まで 送付 さ れ、 兵 寧に 到る 船 

此 正米賣 却代錢 中よ リ雜用 分 四 貫 三百 文 

(殘 力) 

送 付 し、 「定錢 三十 九 貫 六 百 文 十二  B: 十四 五 

商人より 爲替 として 奈 良に 送った もので 

は 他の 文書に よれば 關 賃. 船 賃. 渡 船 料幷に 

惡錢 及び 不足が あった。 0，« お^お | 教 

結 解狀に 

四 三 
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此內雜 用 

壹霣貳 百 三 十 文 

七 百 八十 文 

貳百 七十 文 

合 参 賞 四百 サ九文 

眞房雜 用 幷夫賃 等 事 

百 五十 文 
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四 四 


を 兵 


(缺) 

クラシ キ (倉 敷) 

米 六 斗 代 

トイレ ゥ (問 料) 

米ノ ネッケ 引 物 


七 百 八 

眷六 

二宮 方 


十 文 米 六 斗 代 

十 文 45:t (荷 揚) 二宮 方 


文 


兵 庫 ノヤ トタ入 

ハタ コ  ー| ヲク 

セ 力 ヮ (瀨 河) -I テ 

用 フ 

酒 手 

ヤマサキ- 一 テ 

船 チン 

兵 庫へ ノ下粮 物- 一 下行 

正月 十一 二日 歟 

山^-ヨリ ノ 

夫賃 


廿五文 

サ五文 

十 文 

十 文 

壹 貫 文 


ャ 


西 宫 

ヤマサキ 

ワラ クッ七 足 


十 文 

五十 

五 文 

貳百文 

九 百 八十 五 文 

によると 明德 元年 分 仁 井 令 年貢 正 米 六十 石 を 請 取る た め、 東 大 寺よ， CN 一  眞房 

車に 下向せ し め、 彼 は 兵車の 問屋に 委託して 七十 八霣 文に 賣却 し、 雜 用 參貫四 


天神 ノ 森-一 

テ ヒル ヤス ミ 

今度 ノ 奉公 一一 

下 給 了 

、京都 帝 大國史 研ン 

^ 究室寫 本 十九 J 


百 サ九文 を支拂 つたので ある。 此雜用 分支拂 の內譯 は、 正 米 六十 石 兵 庫 請 取 後の 


米穀の 賣捌 


處置を 明細なら しむる 

西國 海道 を 西 宮*瀨 河 を 

白に 示す もの で、 正 月 サ 

寺頜 公文 分寺納 注文に 

に 倉敷 分と して 三 斗 を 

卅五 文に 賣 却して、 此內 

百 サ七文 を 差 引き、 十 一 

村 下 村 f 不， 令， 渡 之 間、 引，， 給 

三箇 村の 內で、 東 福 寺 へ 

行はなかった ので あら 

京師 や 南都に 送る 運 


と 共 に、 一 眞 

經て山 崎に 

日 比に 寺 家 

よ る と、 明 應 

支拂 ひ、 殘十 

支 拂分三 賞 

霣 二百 文 を 

之 f 見，, 干 木 算 

送付せ る 年 

う 乂資 料 ン 

ご 一一 七 九 頁」 

上米 を 兵 寧 


此 地で 米賣 買が 行 は れ、 運 搬 にも 手 

らう。 かくして 兵車 は 米穀 取引の 

事 實が考 へられる。 米穀 其 他の 貨 

達し、 米穀 ゃ錢 貸の 輸送 取引に^ は 


房 雜用幷 夫賃等 事の 內譯 は、 彼が 代錢を 持して 

到 リ、 渡 船に て 淀川 を 渡  >  南都に 入った 事 を 明 

に 著した ので ある。 明 應九年 四月 一日の 東 福 

八 年分 公文 分 兵 庫 著 正 米 十五 石の 內兵庫 問屋 

四 石 七 斗 を 石 別 一 貫 五十 文定 にて 十五 霣 四百 

九 百 八 文の 切符 錢 と、 兵 庫よ リ 京に 到る 運賃 三 

寺納 したので ある。 支拂 分の 切符 錢とは 「I 一 上 

用 狀 I」 と あ つ て、 上 村卞 村 は 東 福 寺 頜周防 國得地 

貢の 爲替 (切符) に對 して 二 村から 其 額の 支拂を 

に 陸揚げす る 事が 次第に 盛んに 行 はれた の は、 

輕な 錢貨に 容易に 代 へ られた 事に も 依る であ 

中心地と なった の で、 他 の 貨物に 於ても 同樣の 

物 運 漕. 倉 車 .販 賣を營 業と する 問屋が 此 地に 發 

る 爲替も 亦 問屋の 一 營 業であった であらう し、 
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又 別に 爲替屋 も 出 

間 屋の發 達 前掲お 仁 井 令 年 

値 付の 引 物 (禮 錢) 等 

問屋 名で あらう C 

分 兵 庫 問 給乏」 と 記 

丸 (問 屋) 兵 庳島鑄 物 

安 幷に馬 允 .貞 廣. 馬 

所 雜掌珎 賢から 守 

i 一一  四) 思 ふ に德琳 

ての 紛爭 から 來た 

船に 藉口して 脫税 

る 生 口 船に 對 して 

事件に 就い て 同年 

よ る と、 生 口 船の 兩 

戶田 商人 等の 脫税 


し 

辻 


法 

し 


錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  四 六 

ので ある C 

月サ rn 比 結解狀 に、 倉敷 料. 荷 揚 船 賃. 問 料と して 米 販賣の 

はれた の は、 勿論 問屋に 對 して ぐ あって、 二 

九 年 四月の 東 福寺領 公文 分寺納 注文に も 

る。 旣に應 長 元年 六月 阿波 國 小罄津 商人 

^部 允と が 結託して、^ 大寺領 兵 庫 關の關 

を 打擲^ 傷 し、 船 弁に 所有 財物 を 押 取し 

出で たる 旨 を 本 寺に 注進し 上裁 を 仰い 

問屋と は 取引 關係が あつ て、 其 商 貨に對 

あらう。 應永 三十 年 三月 幕府 は 瀨戶田 

た の で、 前 年 小 早 川 生 口 因幡 入道 公實の 

兵 庫 兩關の 過 書 を 召 返した 事 は 旣述の 

庫 問 丸 孫 太 郞. 光 圓. 道 有 三人より 幕府へ 

を 其 船頭 等が 兵車に 著 岸した 場合に、 以 

役 を關所 沙汰 人 等と 共同して 取 立てる 


宫と あるの が 

■ 米 三 斗 を 「倉敷 

德琳 法師と 問 

所 使者 神人 行 

とい ふの で、 關 

事が ある。 (I 

る 關税に 就い 

の 商船が 生 口 

具 等 を 運上す 

くで ある。 此 

出した 請 文に 

未進 分 卽ち瀨 

述べて ゐ る。 


す る 

で あ 

入 明 

物 上 

車 の 


H 船の 商 


現 米 


であら 

て、 請 文 

に 幕府 

在所、 問 

屋 であ 

合 

八 拾 壹 

比 內 壹 


貨の 荷揚げ ゃ販 賣に此 等の 

う。 然し 營 業者と しての 問 

に も 「於， 一向 後一 者 不 取-一次 申 關 

の 荷物 を 鳥 羽 船に て 尼 崎へ 

丸 世 善 倉 置, 之、 楹 代 可^^ 之」 と 

る。 應仁ニ 年 正月 晦日の 藥 


問屋が 關 係した か ら、 未 進 分の 額 も 判明 

屋 からい へ ば、 か 、 る 事 は 不利益な 處置 

役， 之 者 也」 と斷 つて ゐる。 (45 五 頁) 戊 子 

• 尼 崎 公事 船に て 兵 庫へ 運 び、 「於- 1 兵 庫一 御 荷 

記して ゐる。 世 善 はいふまで もな く 兵 

師丸 年貢 算用 狀に 


石 八 斗 伍 升 五合 

石 兩人御 問 科 給 候 

內八 斗南 關米渡 申 

定米八 拾 石 五 升 五合 

代 四 拾 五霣六 百卅文 

拾 石 別 五 貫 七 百 文 宛 

以上 
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四 七 
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應仁貳 年 正月 脇 日  友久 花押 

御 問 丸 

道祐 

と ある が、 右 は 恐らく 柬大寺 領周防 國富田 公文の 送 米 で、 兵 車 着 現 (正采 八十 一石 八 

小 五 升 五合の 內、 興 福 寺 南 關へ米 八 斗 を 交付し. 問 料 一 石 を 差 引き、 殘 りを賣 却して 

四十 五 貫 六 百 卅文を 送付した ので、 此販賣 は 問屋 二 名が 引受けて 此 等の 問 料と し 

て 一 石 を 差 引 請 取った ので あ る o(fJ^ 九 頁) 

兵車の 問屋が 更に 兵車 著の 運上 米 を 納所まで 運漕す る 事 を 一 切 請負った 場合 

が ある。 長祿 三年 十一月 十二 日 兵車 問丸景 孝の 請 文に よる と、 東 福寺頜 周防國 # 

地の 年貢米 を 海 河 上 諸 關. 車 力 等 七 分賃を 以て 無 算用に 東 福 寺へ 倉納 すべ く、 過 書 

は 寺 家より 調達して 下附 された く. 河 上 關の增 加した る 場合 は 改めて 注進 申 上げ 

ると 記 し、 又 周 防より-兵車 迄の 運賃 等 を立替 るなら ば 運賃 三分 を 下 亏ぁリ たしと 

運 貧と 船 貧 述べて ゐる。 柬大 寺頜の 周防國 から 兵車に 到る 運賃 を昆 ると， 

ほ 船 乃： 石) 0  (船お 其 他 f 石 用) g(4) 正 (お 

永 和 五 年 二月 十日 

靈惠 年貢 送進狀  一二  二  二 一  〇 


寶德ニ 年 十二月 三 曰 藥&丸 

富 田 公用 米 送 文 禱 

享德四 年 五月 八日 

富 田 公用 米 送 文 

享德四 年 五月 八日 

大前 公文名 得分 米 送 文 

享德四 年 五月 八日 

麿 奉行 得分 米 送 文 

享德四 年 五月 八日 

厚東 名 得分 米 送 文 、 

應仁ニ 年 十一月 廿 八日 W 暂丸 

富 田 公用 米 送進狀 f ゼ^ 


藥師丸 


一八 四 丄ハ四 

七 〇 


〇 


五 

六 0( 亥歲 分) 

〇〇( 子歲 分) 


右の 內永和 元年の 送 文に 「雜用 二 石 至， 午 兵 車， 

「船賃 抢贰石 二分 半」 「船賃 拾貳 石同レ 之」 と 明記す る 

卽ち 兵車 著の 現 米に 對 する 率で ある。 周防國 

邊 から 出荷した もので あらう し、 東 福 寺 領得地 

車までの 運賃 三分の 請求 は 稍， 高率で あ る やう 

七 分 貧の 意昧は 寺納現 米に 對 する 率なる 事が 

あ る が、 嚴 密 にい へ ば 運賃 は 現今の それと 同じ 

は 現今の 傭船 料に 相當し 船主 對 船の 借 手の 場 

の 位置に 立つ もの で、 出 荷主と 船主との 間に も 
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四四丄 

1 了 六 六 六 

三 丄ハ八 

三 六 

1 二 

ニニ 

貳分賃 定」 と 

か ら、 分 賃 は 

東大寺 領の 

に 於ても 同 

だ が、 之 は 立 

明かで ある 

く 出荷 主對 

合で ある。 

運賃 契約 が 


，九 


二 四 〇• 五 四 

五八 丄三ニ 四 

一 八. 四 

八 


あ リ 、應 

乃 米に 

運送 米 

檨 であ 

替 へる 

0 猶運 

船の 借 

運賃の 

成立す 


，五 

• 五 


仁 二 年 

あらす 

は玖珂 

ら 3  0 

故で あ 

手の 場 

場合 借 


四 八 

の 送 文に 

して 正 米 

郡 富田津 

景 孝の 兵 

ら う か C 

ひ-記載 力 

合 で、 船賃 

手 は 船主 


ら C へ は 田 正 一 氏 日 

7., (本 海法史 


二 
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^> 前述の 送 文中 永 和 五 年の もの 、 み 運賃と あ り、 他 はすべ て 船賃で、 殿く とも こ の 

七 例で は 大體區 別して 使用され てゐる やうで ある C 

«8 替 業の 發 爲替は 米穀 餞 貸の 輸送に 代って 行 はれた が， 兵 庫で は 又 爲替を 業と する ものが 

多かった。 康曆ニ 年 三月 サ 九日の 東大寺 領束仁 井 令の 惣保 地頭 職た る 良 海 等 五 

名の 請 文案に よると、 地頭 得分 內 二十 貫 文 分 を 永く 東大寺 學侶 方に 賣却 したる を 

以 て、 右 得分 錢を替 物卽ち 爲替を 以て 進める ことと し、 爲 替 手形た る 割符 を 學侶方 

に 納付す る 期限 は 迅速の 手 續を經 て 必す年 內に到 著す る やう に し、 割 符が到 著す 

れ ば、 兵 庳. 堺 浦に て 爲替金 を 取 立て 、學侶 方に 交付す る 事 を 述べ てゐ る。 (^ぜ i) 

卽ち この 割符に 指定され たる 支拂 人が 兵車 及び 堺 浦の 爲替屋 であった。 又享德 

三年 五月 廿 四日の 得 地 三 箇村幷 伊佐江 田 布施 段 餞納下 帳に よると、 段 錢總額 百 六 

十九 貫 八 百 九十 文の 內周 防に 於け る雜用 支拂分 三十 一 賞 四百 卅文 で、 殘 り 寺納分 

百 三十 八 貫 四百 六十 文の 內譯を 次の 如く 記して ゐる。 

寺 納 

二十 九 貫 文 龜都寺 上洛 之 時 兵 庫 割符 

五 貫 八 百 文 同夫賃 


八十 五 貫 文 於，， 兵 庫, 材木 方 渡 之 

七 百 文  於-兵 車 1 向 方 渡 之、 伹 廿四貫 文 之夫賃 

百 文  隨カ尼 崎 因-五 貫 割符 仕 時 之斜用 1 

十七 貫 三百 六十 文 同夫賃 

已上 佰參拾 八 貫 四百 六十 文 

都合 百 六十 九 貫 八 百 九十 文 

定時 納 百 十四 賞 八 百 伍 十 文 除 二 夫 貧- 

之 を 解して 次の 如く 考 へる。 二十 九 貫 文 は龜都 寺が 周 防より 上洛の 際 兵車 支 

拂 の爲替 として 寺納 せる もので あり、 八十 五 貫 文 は 兵 寧の 材木 分に 東 福 寺 支拂分 

として 交け した ものである。 夫賃 合計 二十 三 貫 九 百 六十 文 を 差 引ける 百 十四 貫 

五 百 文が 沲寺納 分と して 夫賃を 除く 定寺納 百 十四 貫 八 百 五十 文に 當 る。 (此餞 高 

の 1 致せざる は 寺 納內譯 六 件の 合計が 百 三十 八 貫 四百 六十 文より 三百 五十 文少 

ない の だから 誤脫が あるか、 又は 事 實餞數 に 不足が あつたで あらう。 )(§ 福 £) 若し 

右の 如く 八十 五 貫 文 を 兵 庫に て 材木 代に 支拂 つた ものと すれば、 それ は 多分 此頃 

建築 を計畫 されて ゐた東 福 寺 三重 塔の 用材で あらう。 同年 六月 三重 塔婆 造 立の 
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運送 1 
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寺 

貨 


甲 浦 


と 


一， ir 
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ために 京師の 法 性 寺 大路に 柬福 寺で 關所を 設けて 關税 を徵收 せんとした 

一 揆蜂 S して 之 を陂棄 した 奪：^ あつ . こ 。へ^^ 記享德 三年 六月 十一 日、 東ン .M  t 

- お i あ -ミ る^ 舅 ナ朞 カオ Z ナ , 寺 執行 日記 享德 三年 六月 十二  之よ 

德 年間 束 福 寺の 山門 や 法 堂が 建立され た 際、 幕 府は同 元年 九月に 尼 崎よ b. 

る 山門 造營 材木の 河 上 關の勘 過 を 命 じ、 同 二 年 九月に 兵 庫より 運送す る修 

船 參艘の 同じく 河 上 關勘過 を 命じて ゐる が、 右 は 尼 崎 及び 兵 庫の 材木商よ 

した ものと 思 はれる OCSI^ 麵藏) 卽 ち至德 元年 十一 月に 尼 崎の 善 重に 東 

リ法堂 材木 代 十 貫 文 を 交付せ る 請 取狀が ある。 (絲麵 寺) かくの 如く 兵 庫 は 

集散 取引 地で 材木 等 も 取引され たので ある が、 文 安二 年 正月の 兵 庫 北關入 

によると、 二月 三日の 入船に 

材木 三百 石^  ？ 文 一 フサ 九 公方 

ほ 汶， 請 取 前 濱板百 枚 上 八日 八百廿 文替, 一, 三 

板 数 七 杉  八日 七 郞左衞 門 ニノ 三 

二 良 三 良 

材木 百 サ石ダ 三百 五十 文 4 膽針盯 也 枝 舟.  同 

，同月 四日 入船に も 

林木 百 石 入  計 主 二 郞太郞 


と あるが、 

恐らく 兵 

問屋 商人 

帳 を 通じ 

や 三 原 • 引 

S 蓍.倉 

時代に 入 


之 は 阿波 國甲 浦よ 

車の 問屋 商人で あ 

が 多い のでない か 

て 見ら る 、兵 庫津 

田. 鹽 雜 等の 鹽 等が 

庫 .委 託販賣 等を營 

り 發達を 遂げた も 


以来 室町 時代に 入 り、 兵 庫 は 

常な 發達を 遂げた ので あつ 

板 屋 若， 一 蜂 屯 1」 と いへ る は當に 

の 時代に 入った 事 は 前述の 


り 運漕 陸揚げし 

り、 此 入船 帳に 二 

と 思 はれる が、 猶 

に 陸揚げし 取引 

あ る C 

業と する 問屋 幷 

の で、 兵 庫に 於け 

海陸 交通の 要衝 

て、 應永 二十 七 年 

此際 である。 然 


たもので ある。 二 郞三郞 三 郞太郞 は 

段に 記さる、 人名 中、 下 段の ものに は 

充分の 徵證を 必要と する。 猶此 入船 

された 商品 は、 山 陽. 南 海 地方の 米穀 類 

に 爲替屋 も 鎌倉時代に 現 はれ て、 室 町 

る 事情 も同檨 である。 かく 鎌倉時代 

として 叉 物貨の 集散 取引 地と して 非 

朝鮮 使節 宋希璟 が 此地を 過ぎ て 「高 低 

るに 應仁 文明 大亂 以後 兵 庫 は 稍， 衰 微 


如くで あつ て、 外 國交涉 上に 於け る 兵車の 位置 も、 か 


の 如き 港津の 趨勢と 密接な 關 係に あるので ある。 


第一章 兵 庫 港の 發達 


五三 


第二 章 日 明 交渉と 兵 庫 

第一 節 日 明 交渉の 開始と 明の 

海外 通交 政策 

明の 建國と 明の 太祖が 元の 至正廿 八年ぽ Sii 金 陵に 據っ て卽 位し、 元 を 建て ヽ洪 武と稱 し- 

日本 遣使怔  『 三 4 

| 府 との 交 翌ニ年 及び 三年の 間に 新 王朝 の 建設 を 告げ、 四 夷 君 長 酋師の 歸順を 促す ベ き 詔 諭 

の 使臣 を 諸國に 向って 派遣した。 日本に 對 する 遣 使に 就いては 皇明實 錄洪武 二 

年 春 正月 乙 卯の 條 に 「遣 以， ー卽 位, 詔， 一 諭 曰 本. 占 城. 爪 哇. 西 洋 諸 國,」 と ある。 皇明資 治 通 

紀ニ卷 太祖 洪武 元年 十 一 月の 條 に 「遣， 使 頒 ，詔 、ま 一安 南. 占 城. 高 寧 曰 本 各 四 夷 君 長 ことし 

て 掲げた 詔 諭が 卽ち 右の 卽位 建國の それで ある。 然るに 實錄同 二 年 二月 辛 未の 

条 に 「遣， ー吳 闬 顏.宗 魯. 楊 載 等 一 使， 一 占 城. 爪 哇. 曰 本 等 國 1」 と あ つ て、 賜-一日 木 國 王 一 璽 書を收 載し 

、胡ノ 

てゐ る。 曰 く 「上 帝 好 i 、惡， ,不 仁 者； 向 者 我中國 自 ，ー趙 宋 失 fe 、北 夷 得， 據乏、 播-故 俗ハ以 P 羶 

中 土 8 風 不， 競、 凡 百 有， 心、 孰 不 --興 憤 S 一 辛 卯， 以 來、 中 原 擾 擾、 彼 倭 來 一一 寇 山 東 f 不 A 乘 一一 胡 元 之 

(一)  一： —、 ： 

衰, 耳、 眹 木 中 國之舊 家、 恥，， 前 王 之 置き 振， 旅、 掃，； 蕩 胡 S 宵 衣 肝 食 ま 二 十 年 S-1 去 歲ー以 來 
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刺 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  五六 

ぎ絕 此 夷 〔以 ま， 中 國 (惟 四 夷 未， 報， 間 者 山^ 來麦. 倭兵數 寇， -海 邊 (生-離 人 妻 子 (損(|) 物 命； 故 

修， 書 特 報-正 統 之 事； 兼 ま： 倭 兵 越， 海 之 由； 詔書 到 日、 如 臣則奉 ^ 來 庭、 不^ 則 (|,) 兵、 自 固、 永 

安，， 境 +K 以 應，， 天 休 【如 必 爲， -寇 賊 (朕 當， 命， 舟 師 帆 諸 島 (捕，， 絕 其 徒 (直 抵，， 其 國； P 其 王 (豈 于代 ^ 

天 伐.. 不仁 者&, 唯圖. 之 c」 明 あ 藁 1^ ーハ 百明史 451  に 行人 楊 載の 派遣 を 洪武ニ 年 三 

月に 懸ける r  ，海 圖 編 に 洪武ニ 年 秋に かくる は 趙秩の 派遣 を 同年と する 誤解 

からで あら， つ。 資治通 紀の詔 諭 は 諸 國に對 する もので、 日本に は 特に 前掲の 詔 諭 

を 齎らした 如く 見 ゆる が、 洪 武六 年の 来朝 使惽 無逸克 勤の 天台 座主に 寄す る 書に、 

明より 前に 三度 日本に 遣 使した る 車 をい へ ば、 洪武 三年の 趙 秩の來 朝と 合せ， 洪武 

二 年 两南恒 信 風 期に 前後して 二 使の 来朝 を昆 たの かも 知れぬ。 楊 載 等の 来朝し 

た 頃 は 九州に は 征两將 軍 宫懷良 親王が 罄を 張って ゐられ た 際で、 親王 は 其 無禮を 

趙秩の 来朝 憤ら せ 給 ひ、 其 使者 一 行の 內五人 を 殺し 楊 載 等 を 拘留 せらる ゝ事三 ヶ月に 及んだ 

とい ふ。 太祖 は 翌洪武 三年 gf 三月 萊州府 同 知 趙秩を 来朝せ しめ、 懷良 親王 を 日 

本國 王と 誤りて 親王に 宛て、 先に 楊 載 等 を 遣 はし 詔 旨 を 齎らした る 所、 五 人 を 殺 死 

し 楊 載. 吳 文 華 を覊留 する 事 三 ヶ月に て往 問に 答へ す、 大 海 を隔涉 せる 一 方の 凳土 

に 安せ す、 奸 宄流劫 民を擾 せし むと いひ、 天 必す禍 を汝に 降して 我 國家必 す 天 討 を 


^祖來 の 渡 

明 


祖鬧克 勤 の 

來朝 


奉じて 問罪の 師を 興さん 

送還した る は、 情 犯 深 重な 

唯 其 懲戒 を 示す 爲肢體 に 

の 史書に 親王が 趙佚等 を 

に 害せ しめられん とした 

ら ざ る を 述べ 、親 王 も釋然 

明の 實錄に 依る と、 洪 武 

び 方 物 を 貢して 同時に 九 

られ たと 記して ゐる C 

太祖 は 更に 洪武六 年 tf 

住持 無 逸克勤 をして 來朝 

使節に 僧侶 を 撰んだ の は 

であると いふ C 一行 は 同 

洛 して 嗟 峨の 向陽 庵に 入 

下した。 善隣 國寶 記收載 


と 


れ 


と 


人 


嘉與 

し め- 

來 等 

サ五 

り、 八 月 

の 無 逸 


せ 


月 
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ベ、 又 明に て 先に 楊 載 等 をして 擒獲 せる 海賊 惽人を 

罪 日本の 所 部に 係れば 殺戮 を 加へ す、 叉 刑 を 施さす、 

て 送還した る 事 を 述べて ゐ る o(5^sl， 赋 S  T 一一 一) 明 

其趙 姓なる 所より 蒙古の 裔の 使臣な りと して 將 

は大明 天子の 神聖 文武の 帝に して 濛 古の 比に あ 

こ レー 奪 /  へ籌海 圖編卷 二、 明 史藁 列傳ー 百 九十 六、 明ン 

ナと傳 へ てるる 〈史卷 三百 二十 二、 殊域 周^ 錄卷之 二日 本」 

月に 懷良 親王が 僧 祖來を 遣して 表 箋を進 め、 馬 及 

が 入 明 し、 明 州. 臺 州の 被虜 男女 七十 餘ロを 送還せ 

府 天寧禪 寺の 住持 仲 猷祖闈 弁に 金 陵 瓦官敎 寺の 

. 五月 一一 十日に 明 州 を出發 した。 太祖が 

の 來使を 見て 日 木に 佛敎の 盛んなる を 知った 爲 

日 五島に 著 し、 卅 日 博 多に 到 り、 六 月 二十 九日に 上 

サ 九日 歸國 すべ き 旨を傳 へ られて 九月に 入リ西 

より 天台 座主に 寄す る 書 に、 前 兩年皇 帝 (太 祖) 三 度 

五 七 
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日本に 使せ しめたる も、 關 西 親王 皆 自ら 納めて 祖來を 以て 入朝 稱賀 し、 帝 卽ち 祖闈. 

無 逸に 命じ て、 「眹三 遣& 干 曰 木, 者、 意 在 焦ー 其 持 明 天 皇 f 今 關西之 來、 非 二 朕 木 意 a, 一 其 關 禁 

^僧 不&、 故 欲 X 叩，， 汝 一 一 人 S 以，， 眹 意 一 往 笋之、 曰、 中 國 ？主、 建，， 號 大 明 ； 改，， 元 洪 武 【卿 以^ 來、 故 

悉 P 於 關 西 K「 密 以，, 我 一 一 ム吿， 王 知， 之、 大 國 之 民、 數 寇，， 我 疆宝 宜， 禁乏、 商 賈 不， 通、 王 宜， 通乏、 

與， 之 循 一一 唐 宋 故 事 『脩" 好 如^」、 と あ る。 此 書に 就いて 國寶 記の 筆者 瑞溪周 鳳 は 「久 寓 一一 筑 

紫； 因，； 瓦 官ー 寄， 一 曰 木 天台 座 主 一書 中 所， 述 如. 件」 と 記して ゐる が、 內 容 から 見て 上洛 以前に 

博 多に て 認めた ものら しい。 當時懷 良 親王 は 恰も 博 多から 肥 後の 菊 池に 移られ 

た 時で、 武家 方の 今 川 了 俊が 鎭西 探題と して 勢 を 張った 際で ある 爲か、 前述の 如く 

速 かに 上洛して ゐる。 祖閬等 は 翌七年 五月 サ 八日に は 旣に金 陵に 歸 著し て、 太祖 

より 白金 八 百 兩. 文 綿帛各 ニ兩を 賜 ひ、 從 行 僧に も 白 金. 綺 帛を 下賜して ゐる。 祖闡 

等の 歸國 する や、 潫 州より 啓して 「棹 五 日 、至，， 其 國 境 ？ 又 踰， 月 入， 主 都 S, 一 於 洛陽西 山 精舍ハ 

運-一聖 訓ー敷 一一 演 正教 S 者聳 愕、 以 爲- 一中 華 禪 伯 1 白-一 於 王 S き 天 龍 禪寺ハ § 1 1 删 | 闈 等 以 -一 上 

命， 辭乏、 g 且 申 i 來 使 一之 i 悅 t  i  、隨 一一 攝 等 一入 貢」 と 述べて ゐる。 (3 糊 聰赫粒 

m) 明史 藁 • 明 ^に 祖闡等 を 遣り 祖來の 一 行 を 送らし め て、 懷 良 親王に 大統曆 及び 

文 綺紗羅 を 贈^し に、 王 (懷 良) 無 镫 にして 拘留す る こと 二 年と 記して ゐる。 


僧 宣閗溪 の 

渡 明 


其 後の 怔西 

府 及び 西國 

と 明と の 交 

涉 


祖閬 の! I 州よ 

朝 (慕 府) の 使者ら 

を 貢 せんとした 

懷良 親王の 來使 

如く 述べ てゐ る- 

庭 海 壽. 權 中 巽 等 

リ 京都の 事情 も 

事 を 記し 「時日 本 

文 1」 と ある。 

其 後明の 記錄 

武九年 な娥 四月 


リの啓 に 「王 悅 具， 表 遣& 隨， 阛 等, 入 

し い 

僧 宣 

は 太 


の 我 

次第 

國持 


が、 其 事實は 明か 

聞 溪等を 指す の 

祖の木 意に あら 

兩 三度の 遣 使が 

が 禪僧を 通譯と 

に 分明に なって 

(懷 良) 

明 與 1 良 懷, 爭 立」 と 


ならす し 

かも 知れ 

すして 持 

親王の 許 

して 同行 

ゐ る。 實 

記 し、 「宣聞 


せ 


貢」 と 

同 年 

〕 祖 

天皇 

至 リ 

し め 

に 太 

等資， 


2 は懷良 親王の 遣 はされ た 使 

レ廷用 文 桂が 奉 表 馬 及び 方 物 


を 


(懐 良 親 王) に 文 綺帛を 賜った と あり、 同 十二 年 天授 


兒 


力 i 

貢 し 

五 年 五 

上表 馬 及び 刀. 甲. 硫 黃等を 貢した と あ り、 翌 十三 年 五月 

黃カ .扇 等 を 貢し 表 文 無く 太祖 は 不誠を 青め て 却け た 

助 等が 來 使し 方 物 を 貢した る も 表 文な く、 征 夷 將軍源 
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る の は、 文 意 

月明 都に 入 

の 天台 座主 

ゆる を以 

闡 等の 派 

で、 之等禪 

宣聞溪 の 

臣 之 書 f 達， 


力 


力 


らいへば 北 

馬 及び 方 物 

宛てた 書に、 

木 意と する 

に 太祖 は 椿 

往來 によ 

を 却け る 

省； 而 無， I 表 


の 

賈 


昆 


に 入貢した 事が 

謝罪す る 所 あ リ、 太 

月に 列宗 秩. 通 事 尤 

に 僧慶有 等來使 し 

とい ふ。 是歲 九月 

義満の 丞相に 宛て 

五 九 


える。 洪 

祖は國 王 

度 .兪 豊 等 

馬 及び 硫 

僧 明 悟 • 法 

たる 書と 


の 兵 庫と 外 國關係  六 〇 


い ふ 

0 良 

じ て 

十二 

親王 

し て 

朝 典 

肯 て 

右 

准 じ 

等の 

之 

も あ 

氏 A 


年 

君 

て 

,--ト- 

よ 

力 


王 

を 


な 


力 

返 

力 


神 戶市史 第二 辑 別錄ー 中世 

を持參 し、 其 辭怠 倨慢 にて 太祖 は 命じて 其 貢 を 却け た 

僧 如瑤を 派して 方 物 及び 馬 十 匹 を 貢 せら れ、 太 

王 (親 王) 及 び 征夷 將 軍に 移して、 先に 克 勤. 仲 猷 を 

復 書して 肆侮甚 しとて 征討の 意 ある を 以て 示 

書と いふの が 明.^ 藁. 明 史に收 めら れてゐ るが、 

らん や、 天下 は 天下の 天下に して 一 人の 天下に 

あ れ ば、 小 邦 も 亦 之 を 禦ぐ圖 あ リ、 水 澤 の 地. 山 海 

いて 之 を 奉 せん や」 と 宣 ひて 雄偉なる 御 氣魄を 

懷良 親王の 遣 使と 記す もの 或は 表 文 を 持し 或 

納れ 或は 却け てゐ る。 將軍源 義満の 丞相 宛 書 

我が 國の 史料に は 見えぬ。 

洪武七 年 六月 入 明せ る 宣聞溪 等 は懷良 親王の 

揭實錄 の 記載の 如く かく 斷定し 得る もので な 

幸 等 を 遣り 入貢せ しめた が、 太 祖は 木國の 命な 


あ る 


之 

お 


を 

り 先 

力 ま 

^ 道 


とい ふ。 翌年 

祖之を 却け て 

遣る に 無せ J を 

さしめ た C 此 

「中華の 主 あ る、 

非 る 也」 と 喝 破 

の洲 自ら 其の 

示し 給へ る は 

は 持せ す、 明 側 
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い。 之と 前後 
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匕 RT こま 

禮 部に 命 
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備 あ り、 豈 

有名なる 

でも 之に 

いふ 明 悟 

解す る 向 

して 島津 

入貢な り 


とて 之 を 却け た。 實錄に 宣聞溪 入貢の 記載 を 承け て 「是 時、 其 臣 有， 一志 布 志島津 越後 


守臣氏 久 (亦 遣， 一 僧 道 幸 等 (進， 表 
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五 
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類を獻 
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良 親王 

の 所 謂 

に往來 

其最た 
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貢， 

こ 

じ、 

ま 


入貢 船 の 


馬 及 茶 • 布 .1^- 

吿 によ， 9- 同 

實 は 袤 良 親 

もの も ある- 

又高宫 山の 
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附塔 物件に 


等 物 1 云 

忠 と 共 
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洪武九 
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つて 京 


々」 と 

に 慕 

で ま 

年 五 

# 託 
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も 疑 
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あ 
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が 叉 
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商船の 自由 
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氏久 
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/ 


こ 
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受け 
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ら 貿 
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あ 
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高 皇 

る o 

同 樣 

を營み 

料に よ 

れ、 臣 下 の 

を禁 す る 

カ1- 


中元 年 | 

と戰 つて 


も の 明 都 

上した が、 

に對す る 

帝 御製 文 

南宋 時代 

で 、丙 國 の 

，之 等 は 又 

り 推察す 

入貢 を 許 

方針が 嚴 
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に 確立され て來 るので ある。 此方 針 は 倭寇 防禦の 必耍上 日本に 對 して は 特に 嚴 

重であった C 明史 藁. 明 史の傳 ふる 所では 明の 左 丞相に 胡惟庸 なる もの あ リ篡奪 

を 企 て、 助 を 日 木に 藉 らんと し 寧 波の 衞 指揮 林 賢に 結 び、 佯 つて 賢の 罪 を 麦して 日 

本に 譎 して 其 君臣に 通せし めた。 尋で 奏して 其 職 を 復し使 を 遣し 召し 歸し て、 密 

かに 書 を 日本 國 王に 致して 其 兵の 助 を 借らし め、 賢 旣 に歸國 した。 日本 國王は 僧 

如 瑤を遣 り、 卒 四百 餘人 を率ゐ 入貢と 詐稱 し、 巨 燭を獻 じ 其 中に 火 藥カ 劍を 蔵して 

おいた が、 時 に 胡 惟 庸は計 破れて 實 行せ す、 數 年に して 事 露見した。 これより 太祖 

は 益， 日 本 を 僧 み、 遂 に 意 を 決して 交を絕 ち、 十 五の 不征國 を 列した 中に 日本 を 入れ 

て 置いた とい ふ。 篛海圖 編卷之 二に 廷用文 桂の 洪武 十五 年 入 賈 S し て 其 歸國の 際、 

林 賢 を 伴って 罪 し、 日 本に 流 し. 翌 十六 年 如瑤の 入貢す る 際 精練の 兵 四百 を 率ゐし 

めた と 記す。 鄭曉 の吾學 編に 十五 年廷 S 來貢 したる を 記 し 「於 i 有， 一林 賢 之 獄 I 曰、 故 

丞相 胡惟庸 通， 一日 本 ハ § 中 是時庸 惟 死、 且 三 年 矣」 と あ り、 又 十七 年 如 瑶の來 貢 を 記し 「又 

來 貢、 坐，, 胡 惟 庸ハ發 k 南 守 禦,」 と ある。 吾學 編に は 胡惟庸 は洪武 十二 年頃に 死 し、 同 十 

五 年廷用 入貢の 際發覺 して 林 賢 罪せら れ、 如 瑤 再度の 入貢に 當り彼 も 連坐して 雲 

南 守禦に 貶せられ た 如く 記して ゐる。 胡惟庸 事件 は 嘉靖大 倭寇の 際の 書に 歷々 
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る 


ま 


し 


武 
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入貢 を 三年 一 度に 制 

共に 海外 諸國詔 諭に 
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■ 依，, 洪 武 初 制； 於， ー浙 江 • 福 
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て 色 さ 

は 確かで 

に 設けら 

琉球、 廣 

に對し 

らす入 

三 佛齊 

め、 同 四 

め た e 

司 s,_ 提 

ン こ o 

し -7. 

限す る 等 

積極的に 

外 番國朝 
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て抽 分 

貢 船に 

年 に 福 

洪武七 

擧 官ハ以 

洪武七 

太祖 は 

乘 出し 

貢 之 使 

_ 市舶提 


い あらざる か を 疑 はしむ る が、 洪 武の後 


間もなく 廢 

城. 暹 羅. 西 洋 

餞 を 徵收し 

對 して 徵税 

泉 州 河口に 

建 行 省に 諭 

年 正月の 

領 一之」 と あ 

年に 市舶 

極めて 消 

市 舶司も 

附帶物 貨ハ前 

擧 司 (隸， 布 政 


止して 寧 波 • 泉 州. 廣州の 三 

諸國 のために 備 へた。 明 

，或は 博賣を 計った る 如き 

を 優 免す る を 原則と し 所 

到った 時 、高 麗 船の 太 倉に 

して 占 城 海舶の 貨物の 征 

部の 麦に 「海外 諸國入 貢ノま 

如く、 市 舶司は 入貢 船に 附 

は 一 度 停止 さ れ、 翌 年 海外 

極 的 態 度 を 示した が、 成 祖 は 
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來 交 易 者、 須％ 官 專 ま 之、 遂 

司 S 司 置， ー提 擧 一 員從五 品. 
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副 提擧ニ 員從六 品* 吏 H 一員 從九 品 こと ある。 諸國 朝貢 船の 附 進物 及び 使臣の 附進 

物に 對 する 番貨價 値の 規定 は 載せて 大明會 典に あ り、 特 に 日木國 王 (足 利 慕 府) の 入 

賈 船の 正 貢. 附 進物に 對 する 給 賜賣買 に 就いても 規定が ある。 而 して 之に 抽分を 

加へ ざる は 前述の 如く 明 代の 方針で、 邱游 の大學 衍義補 に 「明 雖， 沿，, 前代 巿舶司 之 名； 

而 無-, 抽 分 之 法 【惟 浙閩 廣三處 設&、 以 待， 一海 外 諸番之 進貢 者 (蓋 懐-一 柔 人ー實 き 所. 潲， 一 其 人， 也」 

と ある。 弘治 年間に 至 hN 改 制せる 番貨價 値の 條 に 「凡 番國 進貢 內、 國 王 主 把 及吏臣 

等 附至物 貨、 以，, 十 分, 率、 五 分抽分 入， 官、 五 分給與 還，, 價 値 (云  々」 と あ る は、 半 ばを官 に抆辱 

し、 殘 の 半ばに 給 儕す るに 定めた る 如く なれ ど、 是 一 般 法規に 過ぎす 各國皆 事例 を 

異にする。 

a 舶 と商舶 市舶 は 貢舶の 貨物の 交易 を監 掌す る 所で、 商舶 は與ら す、 商 舶 なる もの は 原則- 

として 明で は  容認し なかった と 見るべき である。  然るに 正 德.嘉 靖の 頃に は廣東 

に 於て は暹 羅. 潇 刺 加 等 西洋 諸國 の賈舶 に附隨 する 商 舶に對 して 抽分 する 事が 行 

はれて ゐる。 兵 部 尙書張 時 徹の議 に 「貢 舶者王 法 之 所， 許、 市舶之 所， 司. 貿易 之 公 也、 海 

商 者 王法 之 所， 不， 許、 市 舶 之 所， 不， 經、 乃 貿易 之 私 也、 日 木 原 無-, 商 舶 【商 舶乃 西洋 原賈諸 夷、 

載^ 舶， 廣 東 之 私 澳 【官 税 而 貿，, 易 之，」 と い ひ、 叉 「外 夷 貢 者、 我 朝 皆 設，, 市 舶 司 (以 領， 之、 在， 廣 柬, 


者、 專 爲， 一 占 城. 暹 羅 諸 番， 而 設、 在， 一福 建-者、 專 爲， ー琉 球 一而 設、 在， 浙 江， 者 專 爲，ー日 本 一而 設、 其 來 也 麵 

帶，, 方 物 (官 P 牙 SM 貿 易、 謂， - 之 互 市ハ是 有，, 貢 舶 (卽 有，, 互 市 (非，, 入 貢,、 卽 不， 許，, 其 互 市, 明 矣」 と 

ある。 (|，，1) 廣束 にて は 两洋諸 國貢舶 に附隨 する 商 舶に對 して 抽分 交易 を 許 

して ゐた が、 嘉 靖 初年 ポ ル トガ ル 人が 廣 東から 驅逐 された 際に、 從來 貿易 を 許され 

てゐた 朝貢 諸國も 傍杖 を 喰つ て、 定 期の 貢巿 以外 一 切 商舶の 貿易 を禁 せられた。 

給 事 中 王 希 文の 疏 に、 佛 郞 機 (ポ ルト ガル 人) の 如き 祖訓會 典に 載せない 國が 妄リに 

侵入して 迻患 をな し、 居 民の 生業 を 困難なら しむる を 防がん た め、 や は リ 「來 有 一 一定 期 一 

舟 有， 一定 數ハ 比- 對 符 驗ー相 同、 乃 爲， 1 伴 送ー附 搭 貨 物、 官 給， 鈔 買」 と 云 ふ 祖宗の 舊制を 申 明して、 

進貢に は 必す金 葉の 表 文 ある を 要 し、 叉 一 舟 百 人 を 限る と 云 ふ 制限 を設 け、 附 搭 の 

貨物 は抽 分せ すし て、 官 にて これ を 買 ひ 上 げ、 人 民の 私に 接濟 貿易す るを禁 すべ し 

と 云 ふ 意見で ぁリ、 (键" gwm) 叉 巡撫林 富の 上 麦 も沸郞 機の 通 市 を 許さ、、、 るの み 

な ら す、 朝 貢國の 列に ある ものと い へ ど も、 朝 貢 炎 文な き 番舶の 私 商 は 其 通商 を 許 

さすと いふ 意見で ある 鎮 細細 翻 蓋し ポ ル トガ ル人 驅遂の 原因 をな し 

た 御 史何鰲 の 麦 は 朝貢 國の 貢巿舶 を驅逐 する 意味で な く、 私 舶商舶 の 驅遂の 意味 

であった が、 結 果 は 「例 應，, 入 貢, 諸 番、 亦 鮮％, 一至 者資 舶 乃 往， 镎 泉 (廣 州 市貿蕭 然、 非，, 舊 制, 矣」 
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と ある 如 く、 貢 舶が漳 泉 地方に 往航 し、 又 同時に 事實廣 束に 往來 する こと 尠く なか 

つた 商 舶も漳 泉 地方に 往巿 する 事に なった。 漳泉 地方に 滿刺 加. 暹 羅 商船の 來往 

する 事 は、 是 より 漸く 熾ん となる ので ある が、 廣 束の 市 况蕭然 たる ものが あるので. 

置 を 生じ 易き 商 舶の來 航を廢 し て、 祖 宗の舊 制た る抽 分な き 貢 舶の來 市 を 復活す 

ベ き 事が 主張され たので ある。 

明國 商船の 以上 述べた る听は 海外 諸 國の通 貢 通商に 關 してぐ ある が、 本 國 商船の 海外 貿易 

關 する 政策 に 就て は 明初に は 前代の 如く 抽分を 課して お り、 後 に は 一 般に下 海 を 禁止す る や 

うにな つた C 支那 商人 は宋元 時代より 南洋に 出かけて 盛に 貿易に 從事 し、 か く て 

舶 商に 關 する 諸 取締法 やその 脫 税に對 する 處分法 も宋元 時代から 順次 成って 明 

律に 條文 として 掲載され てゐる C 明初よ リ 順次 制定 し、 洪 武 三十 年發 布され た 明 

律 | 八 舶商匿 貨の條 に 「凡 泛海客 商舶船 到 fet  、卽 將％ 貨 i 實 報、 官 抽 分、 若 停- _塌 沿 港 土 

商 牙儈之 家； 不， 報 者 杖 一 百 、雖- 供 報 一而 不 i 者 【罪 亦 如乏、 物 貨 竝 入 ％  、停 蔵 之 人 同罪、 吿獲 

者 官 給， 一 賞 銀 二十 兩ー」 と あ る。 卽ち泛 海の 客 商の 船舶の 到 岸 すれば 船中 物貨 の全數 

を報吿 し、 官 十分の一 を抽 分して 然る 後 照 を 給し 賣買を 許す ので ある。 洪武 二十 

七 年 當時琉 球. 眞 臘. 暹 羅三國 のみ 入貢 をして お ^緣 海の 人往々 私に 諸 番に下 海し 


番貨を 貿易し、 蠻夷を 誘うて 盜を爲 すので、 蹬 部に 命じ 下 海を禁 絡し、 私に 諸 香に 下 

海 互市す る 者 を 重罰し、 番香 番貨の 販鬻を 禁止した。 (？ 雜錢職 服 gii 十) 宣德八 年に 

も 私に 外 夷に 通す る は 已に禁 例 あるに も拘ら す、 近 年 官 員. 軍 民往々 私に 海 舟 を 造 

リ 朝廷の 名目 を假り 擅に 下番して 外 夷を擾 害し、 或は 誘引して 寇を爲 すと て、 已に 

擒 SI! せる もの は 重罪に 處し、 前 禁を申 明して 緣 海の 軍民に 榜 諭し、 犯人の 申告 者 は 

犯人 家 貲の半 を 給し、 知る 者の 告げす 軍衞 有司の 禁 せざる もの は 犯 者と 一 體に治 

罪ナ しめた 0(5 棚 9 脑ぉ^ 叉 正統 十四 年 六月の 福 建 巡 海按察 御史董 應賴の 麦に、 舊 

例 瀕^の 罟民 私に 外 夷に 通 じ、 番 貨を 貿易し 事情 を泄し 海賊 を 勾引して 邊地を 劫 

掠す る 者 は、 正 犯 は 極刑に 家人 は 邊を戍 し め、 情 を 知りて 故ら に縱す もの は 同罪た 

らしむ とい ふに 拘ら す、 比 年 民往々 利に 走って 禁を 犯す と あ り、 英 宗 刑 部に 命じて 

舊制を 申 明し 禁止せ しめた。 (^剛^ 確 S 統) 景泰 三年 六月に は 偶， 黄蕭 養の 亂ぁ り、是 

は 海 寇嘯聚 に 由る 事 を 言 ふ もの あつ て、 景 宗は刑 部に 命 じ、 福 建 沿海 居 民の 中國貨 

物 を 收販し 軍器 を 置 造して、 海 船に 駕し琉 球國に 交通し、 招 引 寇を爲 すを禁 約せ し 

めた。 (s^l? 脑辩 S) かく の 如く 客 商の 下 海 貿易が 種々 の 弊害 を 伴 ふとい ふので、 之 

を 禁止す るに 至った。 卽 ち 「誘， 蠻 爲， 盗」 と か 「常 洩， 一事 情-及 引-一海 賊ー寇 邊」 と いふ 事 が、 早 く 
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日本に 對す 

る 通交 政策 


よ 

- 一 

家 


匿 貸 

ゐ る- 

然 る 

は れ 

一 中 

リ、 之 

。ノ 力 

及び" 

商舶 

で あ 

明 代 

ま 一 

の 抽 
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論 さ れ、 禁 止 

際 令の 纂 


別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  六，^ 


の 


隆慶 • 萬曆 

U 卽ち閩 

をな した 

緩和し 之 

つた。 遂 

舶商税 は 

海 澄 を 基 

こ o へ 其 要領 

す, 卷七稅 


海外 通 交 

般 に 認 容 せ 

分 交易 を 行 


二 辑 

の 主要なる 理由と なつ 

註 に も 「然 今 將 ，船 下 海 通 

年 間、 漳 州 府海澄 縣に於 

粤海 商の 南洋 及び 日 木 

のであって、 例禁 容易に 

を防壓 する ために 通 ず 

に 隆慶六 年 海 澄に て、 郡 

防 海 大夫之 を 監視 し、 其 

點 としてお 西 二 洋に往 

は 東西 洋考ン 

餉考に 見 ゆ y 

政策 は 大體に 於て 貢 船 

ざる を 祖宗の 制と し、 隹 


たので ある C 高 

番 者、 有 細，, 禁 之； 又 


て^ 西 

に 通 交 

行 はれ 

禁止と 

守羅靑 

後も税 

來 貿易 

及び 之 

廣 東に 


し 


於 


賢 の 明 律 集 解 

愼， 1 重 海防 之 意 


洋の洋 

易す る 

■ 嘉靖 年 

許との 

東西 二 

に大な 

■ 就中 海 

附搭す 

て 西洋 


も 


を舶 商に 課 

の 多 く、 漳 州 

海寇， 倭寇 の 

立 的 爭論は 

の 商 税を徵 

進展 を 見せ 

の 互 賈は主 

貨物の 貿易 

國貢 船に 附 


附 例の 舶 

也」 と 記 し 

する 事が 

は 其 海 商 

弊 養， 大と 

嗷々 たる 

して 賈舶 

た。 泉漳 

な る 資本 

を 許し、 商 

隨 する 商 


つ た。 叉 木國 商船の 海外 通商 は 之 を 禁止す るに 至 リ、 唯 海 澄に 於 


て 商税を 課して 束 西 二 洋下海 を 許した。 然るに 日本に 對 して は賈船 以外の 通交 


は彌， 嚴 禁し其 警戒 を 固 め、 浙 江市舶 司に 於 

が 渡航 船の 表 文な きもの は 進貢 物 を 却下 

ら であらう か 時に 賜與 して ゐる。 周 鳳 は 

信 也、 此永樂 之 式爾、 九州 海濱 以 fe 爲^ 者、 五 

是 以 不 fej, 一日 本書 及 勘 合, 者. 則 堅 防 不， 入、 此 惟 

蓋し 貢 船 は 明朝の 本 制た るの みならす、 日 

甄 別嚴戒 する 必要が あった C 周 鳳 は 「有 一一 勘 

てゐる が、 勿 論 一 般 商船 等の 自由 渡航が 永 

本のた め備 置され た浙 江市舶 司が 専ら 貢 

である。 唯 勘合 制度 等に よ リ貢船 以外の 

制規も 種々 加 へら れ、 嘉 靖ニ 年の 寧 波亂後 

の 要求、 貢 船 以外の 渡航 船の 警戒 を嚴 に し 

の 如くと すれ ば、 倭 寇を 極度に 畏怖した 明 

で あ り、 海 澄の 東西 ニ洋 通商 船の 商 税制 度 

つた。 萬曆 四十 年 六月 題 准の 刑 部 議覆新 
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て は 貢 船の みを處 置した。 洪武 年間 我 

して 受け す、 唯 文 綺. 白 金 等 を 賞 犒の意 か 

善隣 國寶 記に 記し て、 「今 所 謂 勘 合 者、 蓋 符 

船 十 船 號、 本 使 S 入，， 大 明； 剽，， 掠 瀕海 郡縣ハ 

彼 方 防， 賊、 此 方 禁 之 計 一也」 と いって ゐる。 

木に 對 して 倭寇 防壓の 政策 上 特に 之 を 

合, 以 來、 使 船 之 外、 決 無，, 往 來， 可 fe 哉」 と い つ 

樂 以前に 許された 譯 にあらざる 事 は、 日 

船の 貸 物 交易 を監 掌した 點ょリ も 明白 

取締 は 益， 嚴 重と な リ、 遂 に 貢 船 に關 する 

は閉 關絕賈 の議 すら 起り、 貢 船 规約嚴 守 

た。 支那 商船 下 海の 禁止の 理由が 前述 

に 於 て、 日 木通 交 を 禁止す るは理 の當然 

の 設置 後 も 日本 通交 は嚴禁 する 所で あ 

例の 內 (一) 凡そ 沿海 軍民の 私に 倭 國に往 
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き 

俱 

< 冊 

足 利 幕府の 

i 明 通交 態 

度 

し 


人 

る 


中國違 

て 斬に 

海 船 を 

貿易す 

ひ 籾 % 

に邊衞 

すと あ 

された 

足 利 幕 

て大明 

は此後 

肥 富 な 

多 商. <: 

-事實 


船と 其， 


制 犯 禁の物 を 以て 倭 王. 頭 目 人 等に 

處し 梟首 し、 從 者 は 俱に烟 瘴の土 池 

私 造 し、 紬 絹 等 を 得て 擅に 下 海 し、.^ 

る 者 あ り、 噙 守 船 貸 を 巡 獲 すれば. 之 

ニ箇 HT にして 烟瘴の 地に 發 して 永 

に發 して 軍に 充 て、 造 船 工匠 は枷號 

る。 是 等の 規制 は 「誘， ー蠻 夷, 爲&」 の 憂 

ま # でち る 。へ 海防 纂耍 ン 

お， \ ォ る ー卷之 十二」 

府の對 明 通交の 開始 は 應永八 年に 

皇帝に 上表 し、 之 に對し 太祖 は 日 木 

日本 國 王と 署 した 圖書を 送つ て 入 

る もの ヽ勸め で、 應 永 八 年に は 皮が 

が宋元 時代 以來 頻りに 商舶を 通じ 

上 之 を 利して 主として 貿易に 從事 

搭 貨物 貿易 を認 め、 特 に 日 木に 對し 


せ 

筒 

力 


賈 


始まる 

國王源 

の 

て 


七 〇 

もの は、 首謀者 は 謀 

て 軍に 充 つ (二) 姦民 

勢官の 牌を假 冒し 

沒收 し、 首謀者 は 一 

充て、 從者 は枷號 一 

所得の ェ餞 は贓物 

靖 末の 大 倭寇 を 經 

。 義滿 は此歲 日本 

道義と して 返書 を 

o 義満の 使 船 派遣 

して 渡航して ゐ る- 

あ る が、 遣 明 船 貿易 

る。 明 代の 海外 通 


貢 船 以外 を嚴戒 した 


罪に 比 照 

利 を圖っ 

倭 國に往 

斤の 枷 を 

nr にして 

して 罪 を 

强烈に 主 

三 后と 署 

へ、 次で 義 

筑 紫の 商 

西國 殊に 

開始 さる 

政策が 貢 

で あ り、 叱 


返に 遣 明 船 貿易の 發 生と 其 性質と を 規定す る條 件が 作られて ゐ る。 從來 の商舶 

は 其 貿易の 目的 をよ く 達成す るた めに 貢 舶の形 をと る 必要が あり、 一 方に 於て 貢 

^は 所謂 日本 國 王の 名に 於ての み 明に て は 之 を 認め、 臣下 私人の それ は 容認され 

ぬ。 義潇が 進んで 此 位置に 登場し、 明 皇帝に 上表 進貢し、 日木國 王の 稱を 受けた 事 

は 日 明 通交と 貿易と を 達成す る 上に は 必然の 經過 である が、 其 ^に 彼の 名分 を沒 

却せ る 責任が 負 はさる 、所以が ある。 

第二 節 日 明 使 船の 往来と 丘ハ庫 

一 足 利義満 時代 

第一 囘遣明 足 利 義滿は 南北の 媾和 も 成立し、 山 名 氏 淸.大 內義弘 の 如き 有力なる 守護 をも仆 

して、 國內 平定の 事業 も 一 段落す ると 共に、 北山 莊の 築營其 他の 佚 財 多く、 漸次 膨ヲ 

する 政 費の 補給 を 要する 折 柄， 筑紫 商人 肥 富の 遣 明 船の 利 ある をき ヽ大に 意が 動 

g 阿 肥 富の いたので あらう。 應永八 年 I？ 一  5 祖阿. 肥 富の 遣 使 一行 は 秋の 小迅を 利して 渡航 

I しこ. つし い C 卽ち此 際 齎らした 國書は 同年 五 y: 十三 日菅相 公秀 長が 草 進し、 前宮 

內 郎 行^が 清書した ものなる ことが 康富 記に 見える。 善隣 國寶 記收 載の 其國書 
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は 次の 如くで ある C 

日本 淮三后 某， 上，， 書 大明 皇帝^ 下 百 本國 開闢 以 來、 無， 不， 通，, 聘 問 於 上 邦 (某 幸 秉，， 國 釣 f 

海 內 無， 虞. 特 遵，： 往 古之規 法； 而 使 K 肥 富 相，, 副 祖 阿, 通， 好 獻，. 方 物 ：！ 金 千 兩. 馬 十 匹. 薄 様 千 帖* 

1 ^百 本 • 屏風 三雙. 鎧 一 領侖丸 一 領， 叙 十¥ 刀 一 柄. 硯笞 一 會同 文臺 一 箇 (捜 -I 尋海嶋 漂 

寄 者 幾許 人-還 之焉、 某 誠惶誠 恐 頓首頓 首 謹 言 

造 明 使の 歸 翌年 使 船の 歸 朝に 當り 明の 惠帝 は禪僧 道彝天 倫と 敎 一 庵 一 如と を 遣 さしめ た C 

朝 明 使 夭 倫  1 

一如の 來ま 同年 七月 初めに は 歸朝船 筑紫到 著の 報が 京師に 達して おり、 お 崎 時^ M 七) 八月 一 

日に は 明 使 船 は 兵 庫に 著した とい ふから 歸朝船 も航を 同じく したで あら う c(^ 

Si 代) 義滿は 八月 三日 之 を 見る ために 喝 食たり し 女 を 伴 ひ 兵 庫に 下向 し. cs 山 基國. 

一 色 滿 範. 山 名 時 澱 等 之に 供奉した。 義満は 九日に 歸洛 し， 明 使 天 倫 二 如 一行 は 兵 

庫より 上洛の 途、 橋 本より 輿 I&T にて 善 法 寺に 參詣 し、 十 一日に 入 洛. 法 住 寺に 館 し、 翌 

月 五日 義滿は 之 を 北山 別業に 接見して 儀仗 盛儀 を 極めた o<2 卵概、 细 ぽ； f) 天 倫 

等の 齎らした 明の 國書は 建 文 四 年 | お 二月 初 六日 付で、 「玆 爾 日本 國王源 道 義、 心 存， 一 

王 室 sk" 君 之 誠 ハ踰，1 越 波 濤 ife 來 朝， 歸，, 逋 流 人 【貢- 寳 刀. 駿 馬. 甲 青. 紙 硯 (副 以 -I 良 金； 朕 甚 嘉 

焉」 と あ り、 又 「今 遣-使 者 道彝ー 如 P 示 大 統 曆# 奉-一正 朔 (賜，, 錦 綺 二十 匹 (至 可， 頜」 と あって、 


朝貢 國 として 處理 して ゐる。 

中正の 渡 明 應永八 年の 遣 使に 相 國寺普 廣院の 僧仲芳 中正が 隨伴 渡航した が、 彼 は 博 學を以 

て 一世に 名 あ り.， 法 は眞草 兼ね 備へ て 自ら 一 家 を 成して ゐた C 明の 成 祖は其 筆 

札 を 善くす る を 聞き、 命じて 永 樂通寶 の 四 字 を 書せ しめ、 之 を 銅 錢に鑄 造せ しめた 

事が、 橫川景 三の 文明 六 年 撰す る 書 江山 小 隱圖詩 筏に 見える C 惠 帝の 叔父 燕 王 朱 

棣は兵 を 擧げて 金 陵に 迫 り、 建 文 四 年 六月 王 都を陷 入れて 帝位に 卽 き、 七 月に は 建 

文 四 年を更 め洪武 三十 五 年 を 以て 紀 とし、 明年 を 以て 永樂 元年と 定め た C  (細 i^i) 

^樂 通寶は 永樂六 年に 至って 鑄 造され たので あるか ら、 右 の所說 が事實 とすると 

to: 芳は 暫く 明に 留っ たものと 見える。 

明 使 9 歸國 明 使 天倫丄 如 は 京師に 滯在 する 事 二 箇月に 及び、 此間 五山 僧侶と 往来した 事 は 

岐陽 方秀の 不二 遺 稿. 端 溪周 鳳の 臥 雲 日件錄 等に 散見して ゐる。 翌應永 十 年 二月 

笫ニ囘 i 十九 日 彼等 は 北山 殿に 詣 つて 歸國を 告げて 京を發 した が、 三 月 三日に 兵 庫 を發船 

,  するとい ふ 率であった。 此時義 満は叉 天 龍 寺の 堅 中 圭密を 正使と して 梵雲 • 明 空 

及び i 事 除 本元 等 を倶に 明に 遣 はした。 成 祖の卽 位の 事 は 薄々 我が 國 にも 聞え 

てゐ たので、 義満 は豫め 二通の 國書を 用意せ しめた 。(士日ぷぎ 成祖に 贈った 國 書に 
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七 四 


圭密の 渡 明 「日本 國王臣 源 表」 と署 

著せる 事 を 禮部尙 書 

て 表 を 奉 じ、 馬 ，鎮 由 7 佩 

は相國 寺の 絕 海中 津 

へ て此時 渡航し、 其 求 

月の 僧 如 蘭の 跋が蕉 

げんとして、 左 通政趙 


遣 明 使の 歸 

朝 明 使趙居 

任 の 來 


して ゐる。 圭密等 

李至剛 より 麦 上し 

刀. 瑪 瑶永 晶. 硫 黃 等 


V くへ 皇明實 錄永樂 \  £ 径 

<  I 元年 八月 已未」 ま璃 

公 記に よると 應永十 

の 所 を 十九 日始 行に 

お り、 義 满が 下向 を 急 

は 二十 七日に 兵 庫に 

五艘 來り、 三 艘が兵 庫 

M 醋) 明 使 一行 は 五月 

ふ が 1 我 滿は 十六 日に 


の 起草し 

請に ょリ 

堅 稿に 收 

居 任. 行 人 

等の 到る 

1 E- 永樂 

一 卑ニ年 

繰 上げて 

いだた め 

向 ひ、 五 月 

に 著 岸し 

十二 日に 

趙居任 等 


たもので 

誌され た 

めて ある 

張 洪， 惯錄 

を 見て 喜 

四月 義潇 

お リ、 そ れ 

であった 

七日に 歸 

たとい ふ 

入 京 し、 八 

を 北山 第 


永 柴 

お 爻 

獻 じ 

る が 

永 あ 元 

U 是 よ 

司右闡 

び、 圭密 

次 修 

は 十九 

U 唐 船 

洛 して 

の は 恐 

十. <程 

に 接 昆 


元年 销^ 九月に は 旣に寧 

十月に は 一 行 三百 餘人金 

こ。 へ 皇明實 錄永樂 元年 九月 ン もお 

す , 己 亥、 同 年 冬 十月 乙 卯 」 き 

,絕 海の 弟子 等 聞 は 其著蕉 

年 十 一 月の 僧 道行 

り 先 成祖は 新に 登 

敎道成 を 日 木に 遣 

の 旖國と 行 を俱に 

法 を 二十 二日より 

日に は 旣に唐 船が 

は 歸朝船 を 指して 


り so へ 南都 眞言 院傳ン 

^ る I 法 灌頂記 裏書」 

らく 明の 使 船で あ 

で 馬上の 者 三十 餘 

し こ o へ 東 寺 王 代 記ジ 匕 

しプ パ兼宣 公 記 ) J, 


の 序、 幷 

極した 

さんと 

せしめ 

始 行す 

兵 庫に 

ゐ る C 

五 S 三 

ら う * 

人で あ 

RT こ， H 


波府 

陵 に 

堅 稿 

に 同 

る 事 

レ こ 

し -V- 

こ o 

ベ き 

著 岸 

B  t 


に 到 

入 つ 

を 携 

を 吿 

る 所 

兼宣 

豫定 

し て 

義滿 


日頃 唐 船 

大乘院 日記 

目 錄. 增 修 和 

つたと い 

義満は 建 


明 使の 歸國 


龅紐 金印 勘 

4n 等の 頌付 


第三 囘遣明 

船 

明 室の 渡 明 


遣 明 使の 歸 

朝 明 使の 來 


仁 寺 七 

した も 

も の 

る 明 

朕 登 

命じ 

と あ 

合 底 

一 ぎ も 


章 の 

が、 應 


き 

賜與 

氷 十 

り 先義滿 

る。 明 使 


四 世 を 

らしい 

時日に 

を 記す 

： 書 は 永 

-、 卩. 

-1皀 幷 阜 

-と 同道 

金印と 

扇 を 贈 

である- 

永樂ニ 

を 謝し 

二 年 五 

は 兵 車 

一 行の 


繼げる 明 室 梵亮を 正 

リ 東 寺 王 代 記に 六月 

かけた ものである。 

が、 是 は 遲れて 著津せ 

樂 元年 十 一 月 十七 日 

貢、 歸 鄕 之 速、 有 ー褒 

せしめて 日木國 王に 

は 日 木國王 の 印で あ 

つ て、 勘 合 ある 使 船 (貢 


使と して 明に 派遣して お リ、 明 使 も 同道 歸國 

末に 唐人の 本 國に歸 る こと を 記す は、 京 師 を 

同書に 叉 八月 サ 八日 唐人 五六 十 人 入洛せ る 

る ものと 解すべき であらう。 趙居 任の 齎せ 

付 で 「咨 爾、 日 本 國王源 道 義、 知， 一天 之 道 S, 一理 之 義； 

ハ用 錫， 一 印 章 S 守， ー爾 服；」 と あ リ、 實 錄に も趙居 任に 

冠 服， 綿 綺.紗 羅 及び 龜紐 金印 を往 賜せ しめた 

る。 永樂の 勘合、 本字 勘合 一 百 道 弁に 日 字 勘 

船) の 他往 來を禁 する ことと したる も此 際と 


fe- 應永十 

キ 一 年 


十 月 


第二 章 日 


こ o へ皇 明實錄 永樂ン 

-T ご 一年 十月 壬 申」 

月明 使 は 入洛し 

に 下向して 四 HT 

歸國 したる は 八 

明 交渉と 兵 庫 


は 明 

明 室 

て お 

サ五 

月 十 


都に 到  >  、表 を 奉，^ 馬 及び 方 物を賈 し、 冠 

の 歸國の 際 成祖は 使者 を 遣  > 同行せ し 

リ、 三百 餘 人に 達した とい ふ 。( 舰龄 お 無 f) 

日に 歸洛 して ゐる が、 歸 朝 船 を 見る ため 

日なる ベ く、 是 と共に 源 通 賢 等が 使と し 

七 五 


月 U1 

め た 

是 よ 

で あ 

て 出 


神 戶市史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  七 六 

發し たものと 思 はれる C 義満が 八月 三日に 兵 庫に 下向した の は 之 を 見る ためで 

ある c(ls)  . 

^四 囘遣明 源 通 賢 は 同年 触 llilfj- 年 十 一 月に は 明 都に 到 り. 表 を 奉 ク. 馬 弁に 捕獲せ る 海寇を 

呷 I の 渡 獻 じた。 (sf t 脑 is 三) 先 是に明 使の 齎らせる 國 書に 「又 能 遵ニ奉 朝 命； 禁> ー止壹 岐. 對馬 

諸島 之 ム不， 爲，, 海 濱 之 害； 用， 心 勤 至、 尤 爲， 可， 嘉、 自， 今 王 更 宜, 戒， ー嚴 其 民 (皆 就 i 樂， 業、 王 亦 y 

無 窮之命 名と と あ る を受命 遵行した もの で、 籌 海圖編 に (永 樂 一 一 年) 「曰 本 首先納 欽、 擒， 獻 

犯 邊倭賊 二 十餘 人,」 とい ひ、 殊域 周咨錄 に 「永樂 二 年、 對馬 • 壹岐 諸島 夷、 刼，, 掠邊境 (上 命，, 行 

人 潘 賜 *^勅 往 P 國 王 源 道 義 捕, 之、 國 王 卑辭納 欽、 謝，, 約 束 不&、 出 兵 殲，， 其 衆 (獻， ー渠 魁 二十 

人於闕 下 こと 潘 賜の 往使 後の 如く 記 し、 俱 に 年 代 • 事 實の 錯誤が 多い が、 之 に 比すれば 

明 史 藁. 明 史 の 「明 年 (永 樂ニ 年) 十 一 月 来賀、 g 中時對 馬 i 岐 諸島 賊、 掠， ー濱 海 居 民 (因 鐮， 一 其 

王, 捕乏、 王 發レ 兵、 盡 P 其 衆ま 其 魁 二十 ム以， 一三 年 十. 一 月 ー獻， 一 於 朝 【」 と あ る 方が 事 實で. ある。 

成 祖は鴻 臚寺少 卿潘 賜 .內 官王進 等 を 遣 は し、 通 賢と 行を倶 にせし めた が、 特 に海寇 

の 渠魁 を 獲て 獻 せる を 喜 び、 厚 く 賞して 白金 以下の 物 を 多く 賜 給 し、 特 に 海 舟ニ隻 

を 缸、/ こ养パ 主き さ る 。へ皇 明實 錄永樂 三年 十 一 月 辛 丑. 同 四ン i  乂卜三 fe- 永樂 £ 弓 4"  L 

を fs ナ*- カ^^され ズ-, 年 春 正月 己 酉. 明 國别幅 幷兩國 勘合」 應、 刃. t«  一一-^ 四 年 li 月. t '力 

逍明 使の 歸 日 唐 船 九州に 著した 報が 京師に 達した。 之より 先 同月 十五 日義満 側室 中納 言 局 


朝 明 使潘賜 が 

の來朝 


磨の 室 津で卒 し、 其 葬 儀 


に 下 

豐光 

著 岸 

宅 云 

船 一 

歸 朝 

然 る 

きと 

と 見 

之 を 

の は、 

て 翌 

光 の 

こ C- 

f ひ 


も 


參會 した 裏 松 重 光 は 十八 

義満の 招請で 廿 四日に 兵車 へ 向つ てゐ る。 

に 向ふ箬 であった が、 サ 九日 過ぎと なった。 

之 は 明の 使 船であった。 圖書寮 藏敎言 卿 

f  jp>  ノー 

唐 船 ハ未筑 紫 云々、 然而唐 ヨリ 進上 一 双 兵 

岸 を 記す は卽ち 五月 サ 九日 著の 分で ある- 

車 著 岸が 遲れ たこと を 述べ てゐ るの で、 重 

日の 條に 「唐 船 已六七 艘著岸 云 々、目 出々 々. 

に 著 岸せ る 此六七 艘の唐 船中に は 明 使 船 

" 義潇は 重 光と 前後して 歸洛 してお リ、 同 

に 接見して ゐる。 義潇が 十五 日に 唐^ を 

でもな く 歸朝船 を 見る ためで ある。 歸朝 

九 日夜 赤 間關到 著の 報が 京師に 達した と 

金 阿 彌が乘 座して ゐ たので ある。 裏 松の 

は緣 者の 乘座 する ものが あった 故で も あら 

第二 章 日 明 交渉と 兵 * 


從兄 


日 歸 

サ八 

サ九 

六月 

-1 著 

唐 船 

が 早 

庳 土 

他 一 

十 一 

る た 

中 寶 

ふ 事 

族が 


し た が、 サ 日に 兵 庫 

に は 重 光の 弟 烏 丸 

に 唐 船 一 艘 兵車に 

日の 條 に 「裏 松 ハ 歸 

珍 重 々」 と あ つ て、 明 

未筑 紫と いふの は 

歸洛 した 譯で あ る。 

有， 一 御 荒 猿-云 々、珍重 

の 歸朝船 もあった 

に は 明 使 入洛して 

尼 崎まで 出向いた 

の 如き は餘程 

あ り、 此 寶 丸に 

り. に 兵 ハ率 に ，主 


遲れ 

は 豊 

來し 


七 七 


第五 囘逍明 

船 

圭密の 渡 明 


遣 明 使の 歸 

朝 明 使の 來 

朝 


潘賜 

劫-掠 海 

際 「封-其 

めて ゐ 

して ゐ 

潘賜 

し い。 

て ゐ 

五ガ 

此時 

畐 本 

付で 

其義 

る に、 明 

四 年 七 


砷 戶市史 第二 輯 別錄ー 中世 

の齎 せる 明の 國書は 永樂四 

濱ハ朕 命 i 除乏， 王 卽 出 孅 -I 其 


る 


。一 

ま 


之 山 P 毒 安 接 國 

C 馮應 京の 月 令 

o 

の 歸國と 同時に 

滿が 同年 八月 五 

は 多分 之 を 見送 

都に 到って 方 物 

が圭密 及び 中立 

本が 尾 張 德川侯 

は實錄 にも 收載 

文 獻通考 に獎！ i 

臣下 同様に 看做 

に 兵車に 著津し 


之 山 5,1 碑 

廣義卷 之 


の 兵 庫と 外 國關係  七 八 

年 正月 十六 曰 付 で、 「若， 一 對馬鲞 岐 等 遠 島； 海 寇出沒 

黨 類 (破-一 其 舟 檝 〔擒- 一 其 渠 魁 S 送-一京 師 こと ある。 又此 

其 地 こと 實錄に あり、 成祖の 親ら 撰せ る 碑文 を收 

二十 三 晝夜令 如意 珠の條 に 右の 山 を 阿蘇山と 


£J 入き 

日に 兵 

るた め 

を 貢し 

に與 へ 

爵 家に 

されて 

臣ェと 

したの 

たもの 


正使と し、 中 立 を 副使と して 派遣したら 

ん として 太 田に 赴 き、 十 二日に は 歸洛し 

. 圭密等 七十 三人 は 翌永樂 五 年 

俊 寇道金 等を獻 じて ゐ る。 錄 ぉ雜) 

に相國 寺に 保存 せら れ、 又 幕府への 書の 

てゐ る。 孰れ も 永 樂五年 五月 二十 五日 

る。 此 書に 押して ある 印 文 は廣運 之寶と あり、 

る。 明で は 日 木國王 (幕府) 叉 は その 使節 を 遇す 

ある。 圭密の 歸國の 際 も 明 使 又 来朝し、 應永十 

如 く、 義 滿は裏 松 氏 を 同伴し 同月 廿 二日に 兵車 


密 を 

力 

ら う 

所 の 

が 現 

さ れ 

リ t 


に 下向し 廿 九日に 歸 

後、 九 月 十五 曰に 再び 

であらう C 十月 サ日 

し、 明 人 をして 其舆を 

明 使の 齎 せる 國書 

明 使の 歸國 明 使 は 翌應永 十五 

が、 此時圭 密は叉 正使 

つて 五日に 歸洛 した 

人り 方 物 を 貢し 獲る 


笫六囘 遣 明 

船 

圭密 9 渡 明 

第 七 囘遣明 


義 滿の訃 を 

吿ぐ 


六 年 五 \  . ^るこ^- 頁へ 丘 

月 癸丑、 ^る ( A  ^5 

是 が圭密 等の 明滯在 

國書 及び 故 義滿の 祭 

へ 皇明實 錄永樂 六 \ 备之 

パ年 十二 年 庚 寅 ) 务 3 


せし 功を稱 し、 特 に 恭 

使 船 は 翌應永 十六 年、 お | 六月 頃 


洛 して ゐ る- 

兵 庫に 向 ひ • 

義満は 明 使 

舁 かしめ た 

は 永 樂五年 

年 正月 十九 

として 渡 明 

o へ 東 寺 王 代 記- 

V 敎 言 卿 記 、 

所の 海寇を 

月 六 日) 義 滿 

中に 到 著し 

文 を 作 り、 中 

は 義滿が 職 

獻と謚 する 

永樂 


、敎 言， 

. 即 己 

^  0 1  一 m!、 


リ 而 して 八月 五日 

_サ 二日に 歸洛 して 

と共に 常 在 光院に 

とい ふ。 

五月 二十 六日 付で 

日 京師 を辭 して 兵 

したの で 1 我満は 二 

一圭 密は 同年、 | 特五 

獻 じたので、 成祖は 

は薨 じたの で、 慕 府 

た る を 以て、 成祖は 

官周全 渝を往 使せ 

貢の 禮に厚 く、 朝 命 

旨 を 記載した もの 

に 兵車に 來 著した 


山 莊に明 

る の は、 歸 

んで 紅葉 

めて 善隣 

に 下 、二 

一 日 兵 庫 

に 一行 百 

を 刑 部に 

使者 を 遣 

二月 二十 

めて 圭密 

遵奉す る 


使の 接 

% 舟 力 

を覽、 明 

EssI 寶 言 

月 三 日 

に 下向 

餘 人と 

引渡し 

及其 針 

一 日付 

と 同道 

を嘉み 


第二 章 日 明 交 涉と兵 庫 


ある。 (鶴 謂國) 歸 

しい。 義 持は義 

七 九 


見 を 終へ て 

遲れ たから 

の 衣服 を 著 

にある C 

に 出船した 

し、 之 を 見送 

共に 明 都に 

り こ o へ 皇明實 

めす パ 錄永樂 

を吿 げしめ、 

義 持に 贈る 

せしめた C 

し、 寇 盜を殄 

朝 船 及び 明 

嗣 と共に 同 


渝の來 朝 


第 八囘^ 明 

船 

圭密 謝罎の 

爲め渡 明す 


義持明 使 王 

進 等 を阻囘 

せし む 


明使呂 淵の 

第 一 囘來朝 


月 サ 

殿 に 

二 十 

後 潜 

來ー故 


圭 

にえ 

同 


成 

を 捕 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄 

五日に 兵 庫に 下. M して 

引見した が、 其 儀 禮は義 

三年 義 持が 明 使に 吿げ 

使 堅 中 與, 明 朝 行 人 |( 周 全 

違 而迦乏 、及，, 乎 使 E 之 

又 正使と して 渡航し 四 

及 襲爵の 恩 を 謝した 事 

める ことと し、 圭 密 と 共 

|「 九 H: 九日 兵 庫より 

_復 遣， 主 進 (齎 褒 、資& 市 

騫海圖 編に 「遣， 主 寶太監 

_ 彼 夷 初 御 以 ，禮 、後 ま 別 議ー 

二 足利義 

祖 は永樂 十五 年 =11 

へ て 京師に 獻 す る や、 群 


一 中 世 

サ 九日 

満の時 

しめた 

歸？ 3堅 


月 に 


W ま 


の 兵 庫と 外 國關係 

に歸洛 して ゐる。 七月 

と異る 所なかった やう 

言 葉の 中 に、 明 の 使命 を 

余欲禾 4^ 之、 以。 其 未 K 以，， 如 

中爲 諭，ー 此^」 と ある。 翌 

明 都に 入 り、 表 を 奉じ 方 

る 。へ皇 明實錄 永樂ン g  UL  二 

る 产八年 四月 甲 辰 J 選^  二 

せしめた。 義持は 之 を 


、皇明 實錄永 樂九年 二- 

Z 月 甲 寅， 如是 院 年代記， 


力 見え 

に來航 

物 貨； 其 君 臣 謀 fei 、不 &, 歸 進ハ潛 

王 蕖 奉，, 使 曰 木 買 奇 貸 『至-寧 波 I 

輙 下 ，* 江 龍 干 港 口 得，， 支 港 (潛 出 

持 の 通 交 拒 絕 

十 月、 微 葛 成ニ郞 五郎なる 者 を 

臣の 日本 數年微 賈を嵴 めざる 


八 〇 

五 日 義持は 明 使 を 

で あ る o( 赚ー g) 後 に 

受 くる 意志な しと 

上 事 | 諭 9 使 臣ょ亦 爲， 吊： 

年 周 全渝の 歸國と 

物 を 貢して、 義満の 

月 內官王 進 を i つ 

却け て 入洛せ しめ 

明 史 藁 • 明 史 に 「明 年 

登 舶從， 他 道， 遁還」 と 

■ 選ョ肚 軍 顧 通 號， 一大 漢 

彼 夷婦密 引、 而 還」 と 


北山 

應永 

て 「其 

_ 先 君- 

共に 

諡 を 

て往 

す ram. 

永樂 

九 年 

あ リ， 

將軍ハ 

あ る n 


首領と する 海 寇數十 人 

は 倭寇の 阻む 所に て 之 


を is して 罪 を 正す ベ きをい へ る を 返 け、 刑 を 以てする よ リ德を 以て 懷柔 する に： 如 

かすと て、 刑 部員 外 郞呂淵 等 を 日 木に 遣り 之 を 送還せ しめた。 

成 祖の國 書に 敬 天 事大の 義を諭 し、 中 華 人の 掠 捕せ る もの を 送還せ しめん 事 を 

記して ゐる 03鄉^ 悄脑 ^ぉ 此使船 は 翌應永 二十 五 年の 春に 兵 庫まで 來 たらしい o 

卽ち 更に 次年 應永 二十 六年呂 淵の 再度の 遣 使に 從 つて 來 朝した 明の 通 事 周肇ょ 

リ 幕府に 贈った 書状に 「使臣 呂 淵去歲 H お 奉，， 國 命 【齎，， 勅 書 【就 带， 一 倭 人， 來、 曰 本 國公幹 

令 一 一 人 通 報函 王 命， 1 古 幢 長 老 8, 一海 濱 S 旮 審， - 詳 來 意 (長 老 旋， 車 後、 一 向 信 息 不， 聞、 以， 此 齎， ー捧 

勅 書 (囘， ， 京 師,」 と あ る。 義持は 二十 六 年の 呂淵來 朝の 際、 元 容西堂 をして 說 かしめ 兩 

國 通交 は 神の 聽 かざる 所に して、 先君 | は 肥官ロ 辯の 愆を詳 かにせ す、 左右に 惑 ひ 

た る 所、 其 易 簀の際 册書を 以て 諸 神に 誓 ひ、 永 く 外 國の通 問 を絕っ ことと せる 旨 を 

吿 げしめ た が、 「去歲 旣 命， 一 古 幢 長 老 (往 ま ー此 意 こと あ り、 更 に 看 聞 曰 記に よれば 二十 五 年 

0^ 六月 頃に 呂淵は 同 旨の 諭告 をう け 空しく 兵車より 歸國 したので ある。 (随 f| 錢^ 

ims) 呂淵は 同年お 特十 明 都に 歸 つて ゐ るが、 此際義 持が 日 喁薩三 州 刺 使島津 

縢 存忠等 を 遣って 表 を 奉じ 隨來し 謝罪せ しめたと 實錄に 見える。 籌海圖 編に も 

「次年 f  f 年 淵 還、 其 國王亦 遣， 一 刺 史" 奉， 表 稱， 謝」 と 記 し、 明 ^ 藁. 明 おに も 「明年：^  A 四 月、 
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1; 戶市史 第二 辑 別 》ー  屮 の 兵 s と 外 WS 保  八 二 

其 王 遣お， 随 淵 等-来 貢， 謂， 海 寇旁 午、 故賈使 不 fe„ 上 達； 其 無賴鼠 竊者實 非，, 臣 所鈿、 願 F 罪， 

容： 其 朝 貢； 帝 以氕 詞 P 許乏」 と ある。 去 文に は臣 祖父より 以米命 を 朝廷に 受けて 恩 

德霃 被され し も、 比 年 倭^の ため 海道 を 遮られ 朝貢の 使 上達し 能 はすと ある。 是 

によると 義 持が 島津存 忠狄^ の を派逍 したやう に 見える が， か ヽる事 は 勿論 有り 

^ない C 前掲 通^ 周 鼙の害 狀に呂 淵の 空しき 歸 國を敍 して 「裱 有， 一木 國日 向州 人 S, 一 

船 一 叢 装- 硫 黄. 馬 疋 S 賈， 因 fe„ 國 主 之 書； 不 k 領」 と あって、 義 持に 關 係な く島津 氏が 使 船 

を 途中より 同行せ しめたの が R 相で ある。 翌年 再び 呂淵を 派遣す るに 當り 齎ら 

した 成 祖の國 害に 「惟爾 敬，， 順 天 道 (隨 ，，士 官性運 等 S, 貪 方 物 見 _爾 悔 k 遷^ i 尊，， 仰 朝 廷， 

之 心 t と あ つて 士官 性 運が 卽ち 島津 氏の 使者で あらう。 此國 書は義 持が 先王 | と 

異^ 朝貢 通せ す、 逊 境を寇 掠す る 者 ある を 青 め、 明 の 師旅は 水に 於て は 舟 楫に習 ひ、 

陸に 於て 騎射」 便に し て、 元 兵の 水楫に 短な りしと 相違す 等と 威 示 し、 群 臣 兵を發 

し 罪 を 問 はんと 請 ふ も， 先 王の 賢 を 思 ひ、 軍 馬 一 度來 らば 罪 無き 百姓に 波及す るに 

忍びす、 先に 特に 行人 呂淵を 遣  >  海寇を 送還せ しめたり と 述べ、 士官 性 運 等の 來貢 

により 爾の誠 は 一 應認 むれ ど、 復 呂淵を 遣り 性 運と 同道し 勅 を 齎らさし め、 爾 の 先 

行を改 め、 先 王の 例に 倣 ふこと を 諭す とい ひ、 「如 果 爾 所， 爲、 不， 能， ー悛 改； 使 臣 至， ー爾 國 中； 爾 


明使呂 淵の 

第二 囘來朝 


或 拘 留、 或 殺 戮、 聽， -爾 所 ^ 、爾 不 --遣 入 來- 也」 と 結んだ ものである。 性 運が 縱令義 持の 貢 

吏と いふ 觸れ 込みであって も、 明 で是に 事實上 何等の 價値を 認めなかった 事 は 右 

性 運の 來 使が 義 持の 意志 

肇 のい へる 如く 因 k>l 國 主 


の國 書に 明かで あつ て、 明 の國 書に 

したの も 或は 權宜に 出た もの で、 周 

へ 修史 爲ン 

る I 徵ー J 

呂淵 は永樂 十六 年 十一月 初 一日 

传^  ^出發 し. 六 月 廿日 博 多に 入リ 

る 後 (魏麵 丑) 七月 兵車に 來 著した。 

鹿 苑院の 僧 一 人 を 下向せ し め、 彼 僧 

書 を 一見 し、 之 を寫 せる 案文 等 を 校 

僧 はかの 案文 を 持って 歸洛義 持に 

の 案文の 文 言 が 「凡 存 外 也、 所 詮 如-一文 

卽ち是 は 前掲の 成 祖の國 書の 案文 

ふ 書 で、 元 容西堂 をして 前年 古幢長 

を 吿 げ、 海 寇の 件は關 知せ ざる 所と 
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に關係 あるら 

之 書 ネ^ 領 が 眞 


しく 記 

相で あ 


付の 前述の 國書を 齎らし- 

探題 1 川道鎭 に面謁 し、 暫 

唐 船 一 艘兵 庫に 著した 事 

は 十九 日に 福嚴 寺に 於て 

合 し、 官 人 は 持 參の書 を 船 

呈出した。 滿濟淮 后 日記 

永 時 (チ 及， -是 非？， 被， I 追 歸 I 分 

である。 義持は 七月 廿日 

老 をして 說 かしめ たと 同 

し、 猶 沿海の 吏に 命じ 制す 


-性 運と 共 に 翌 

時 太宰府に 滯 

が 聞え たので 

明使官 人の 持 

に持歸 つた。 

同月 サ 三日の 

御 治定云 々」 と 

付 の 諭，， 大 明 使 

樣に明 使 を 却 

べしと 述 ベ て 

八 三 


UL 應永 

年 廿六 

在した 

_義 持 は 

參 せる 

鹿苑院 

條 に、 右 

あ る C 

者 一と い 

くる 意 

ゐ る が、 
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再度の 書に 「余 之 所 _ 以 不， 接，， 使 E 兼 不き a 1 介, 者， 非. fe 待： 喻 m ーチ服 也、 神 之 豪.. 先 君 

之 命 (以 行^ 耳. 昔 元 兵 再來、 舟師百 萬， 皆 無^ 而 溺，， 干 海； 所 以 者 何， 非，， 唯 人 力 S 祌兵兵 陰 

助. 以 防 禦 也」 と い ひ. r 来書 亦 云， 使 臣 至-中 國ハ或 拘留 或 殺 戮、 H, 爾 所 直、 是 何 謂 哉、 吾 不， 欲， 拘， 一 

殺 使 臣 【只 耍„ 彼 不お， 此 不 ft  、各 保， 一封 疆 こと 述 ベ、 速 かに 舟 楫を囘 さん こと を两 堂に 吿げ 

てゐ るの は. 右 の 明の 國卉の 案文に 答へ たもので あって、 此書狀 は 日付 を缺 くが 多 

分 滿濟准 后 日記 を參照 すれば 二十 三日 付で あらう。 當時朝 鲜の世 宗が對 馬 島に 

征軍を 送った 際 で， 蒙 古 .髙 魔 軍 來寇の 巷 說が傳 へら れ、 其 明 使 拒絶に 由来す との^ 

も あ り、 莶 持が 明の 國 1$: の 兵威 を揚 示した るに 對し 一 入强 硬なる 態度 を 示した の 

であらう。 (，T^IIS£ 神 ぉ細) 兵 庫に 下向して 明使官 人に 折衝した 鹿 苑院の 潜と 

は 元容西 堂の 事で、 七 W 十三 日付 で 「今 復 蒙^ 贵-捧 勅 書 (就 带，， 進 貢 番人 一 十六 名. 同 先 

來 八 名 i 來、 今 有，， 忠 信 之 言 【將 ，爲， 贅 大 夫， 吿 i 重， 譯 弗， 詳， 故 筆，， 諸 書 sfc 大夫王 左右； 幸詳 

明 使の 搽國 說， 一之 萬 一 この 書 を呈 した 通 事 周肇等 は福嚴 寺に 到った 官人 であらう。 呂淵 等は翌 

八 刀に 空しく 兵 庫を發 して 歸國 し、 義 持の 身 を 終る まで 兩國 との 交通 は中斷 され 

こ 。へ 武家 年代 ン 

I ク記 裏書 ) 

三 足 利 義敎の 通交 復興 


明宣宗 復交 

を圆る 


應永 二十 六 年 

る が、 明 の 宣 宗 は 

宣德七 年. ほ W 四 

を傳 へて 中 山 王 

戌) 中 山 王に 贈つ 

朕 聞、 王 國 與 I 日 

諭 一 道 (王 H 遣： 

日本 國王 有-一 使 

宣德七 年 正 


と 

び 

び 


5 ふ。 「歴代 寳ン 

ォ る I 案、 詔勅」 

刀. 生 漆 類を購 

三 * の 船 到 著 

を吿 げた の で 

身の 明 帝への 

米 粳物を 分載 

第二 章 日 


義 持が 明 使 呂淵を 却け 

卽 位以來 四方 諸 國の皆 

=： 內官柴 山に 命じて 勅 

より 勅 を 曰 本に 齎らし 

^  0  0 こ 

本 國 (接つ 境、 商 賈 往 來、 道 路 

, 人賫去 與 一日 本 國 王？ 其 

臣來 朝； 就 令， 附， ー搭 內官柴 

月 二十 六日 

柴山は 同時に 銅 錢ニ千 

入す ベ き 命 を 受け て、 翌 

す る や、 右 の 諸 品の 買 辨 

, 琉球國 王 は 態々 日本に 

進貢 物 を 明 船に 附 し、 南 

せ しめ、 日 木 宛の 勅諭 を 

明 交渉と 兵 庫 


山 


てから 明との 通 交 

朝貢す る 中 に、 唯 日 

を 齎らし 琉球國 に 

往 かしめ 諭す る こ 

^阻、 玆 遣， I 內 官 柴 

遣， 使 往 來、 和 口 及 

山 等 船 一同 來、 王 其 


貫 文 を 齎らして 屛 

A 年 、，J 六月に 琉 

終る 日に 自ら 三隻 

人 を 遣 リ、 買 辨 せる 

米 結 制 等 を 使者と 

齎らし て、 宣 德九年 


本のみ 

行 き、 中 

ととし 

等 一 ず 1H1 

買、 生 理 

，至懷 故 

風 ，扇， 五 

球に 到 

屛風等 

し、 通 事- 

I？ 五 


中絕 したので あ 

到らざる を 以て， 

山 王尙巴 志に 旨 

こ o へ 皇明實 錄宣德 

f  I 七 年 春 正月 丙 

國中公 幹 (幷 遣-勅 

同 享。 太 平 之 S 如 

懷  , 

樣の磨 刀 石. 腰 刀. 

著した C 柴山等 

て 日 木に 赴く こ 

前記の 諸 品 及び 

• 火 長 等 七十 名 及 

月」 日 を 期して 

八 五 


神 戶市史 笫ニ辑 別錄ー 中世の 兵 庫 A 

柴山等 を 護送し 日本に 往か しむる とい ふ 

を 翻へ し， 勅 諭 を 自ら 收め たま 、 日 木に 赴 

球產の 品に あらざる を以 て. 琉 球 國王は 人 

に 装 載 し. 又 自 進物 をも附 載した の で、 其 事 

る 五月 一 日付の 尙巴 志の 素 文に 記して ゐ 

球國 王が 五 は 南風 期に て 歸國の 節に あ 

北山 赛に 赴き 海 祭 を 行 ひたる 問 に、 六 月 一 一 

•€ も 琉球國 王に 舉用 されし 木 土の 一 佾が 

羅は柴 山の 船に 投じ 去った ので ある。 此 

表 文 及び 禮部 宛咨 文に 右の 顚末を 縷述し 

永 保， 使 者 領沙每 等 をニ隻 の 船に 駕し遣 は 

諭 は 遂に 日本に 達せ ざり しの みなら す、 又 

たか 否か も 不明で ある。 屏風 等 を 購入す 

後 間もなく 同じ 季節風に 依って 來 朝した 

き 直接 幕府 へ の 使命 を 有せる もので なか 


< 外國 M 係  八 六 

事であった。 然るに 柴山は 俄かに 前言 

かす 歸阈 せんとした C 一方 屛風 等は琉 

を 日本 本土に 遣り 買辨 し、 之 を柴 山の 船 

は柴 山の 日本に 向け 出發 する 豫定 日た 

る： 柴山は 前 言 を變 せる のみなら す、 琉 

ら ざる を 告げて 止留 したに も拘ら す、 其 

十四日 木國に 向け 解纜して しまった C 

奴 八志羅 なる もの 、ため 謀殺 さ れ、 八 志 

に 於て 琉球國 王 は 同年 八 S 十五 日付の 

て柴 山の 不當を 青 めん 事 を 請 ひ、 長 史 梁 

して ゐる o(¥^si?® かくて 宣 宗の勒 

勅諭の 主旨 すら 果して 日本に 傳 へ られ 

るた め琉 球の 使 船 は、 宣德 A 年 、|5： 六 3 

と認 むべ きで ある が、 勅 諭傳 達の 件に つ 

つた 箬 である。 當 時日 琉球 貿易 は 博 多 


將軍 義敎の 

復交 

第 九 囘遣明 

船 


造 明 船の 成 

立 


を 

.1 き 

力 

力 

あ 


中心と 

孰れに 

初めに 

し て、 義 

UL 正 長 

寺 元 年 

こ 帚， c\ 

せんと 

，皆以 て 

阒迎へ 

o 而し 

遣 明 使 

う。 然 

永享四 

乘院等 

る。 此 

第 


し 主に 行 はれた か ら、 必 すし も 上洛 を耍 せなか つた かも 知れぬ 

しても 永享四 年ば f の 遣 明 船 は 前年より 其 沙汰 あ X 

旣に發 遣の 事が 決定した のであって、 右の 琉球國 王 を 

敎の 自發的 意志に 基く 事 は 明白なる 事實 とい はねば 

末日 木通 信 使と して 大司成 朴瑞生 を 發遣來 朝せ しめ 

義敎の 答 書 及び 禮物を 進めて ゐる が、 彼 は 義敎が 朝鮮 

する 意 ある 事を吿 げたの でぽ 宗は 明に 轉素 する の 可 

不可と したと いふ o(fi1 館 義持は 正 長 元年 正 

られて 幕府の 嗣 とな り、 義 宣と 改名 し、 次 いで 翌永享 元 

て 義敎が 朴瑞生 等 を 等 持 寺に 引見した の は此歳 六月 

の 意 あ り、 義 持 時代 中 絕後を 受けて 朝鮮に 先 容を請 ふ 

らば 義敎は 繼嗣と 同時に 遣 明 船 復興の 意が あつたの 

年の 遺 明 船 は 幕府 船 一 隻、 山 名 船 一 隻、 畠 山. 一 色. 細 川 等 

の 寺院 合せて 大名 寺院 十三 家より ニー 一隻す ベ て 五隻を 

遣 明 船の 歸朝を 記して 満濟准 后 日記 永 享五年 六月 八 

二 章 日 明 交渉と 兵 庫 


看 聞 曰 記 永 享 四 年 ゾ 

八月 十七 日條頭 註, nz 


介す る勅觀 

ならぬ。 李 

瑞 生は翌 

憑 藉 して 

を 左右に 

薨 じ、 靑 連 

三月 義敎 

，此頃 前後 

を傳 へた 

あ る Q 

大名 及び 

遣した と 

の 條 に 「渡 

八 七 


>ト 

ネ 

否 

の 


を 


年 


の 


俟た 

世宗 

末 京 

I 月 

う た 

よ リ 

改め 

幕府 

で あ 

醐 寺. 

說が 

船 共 
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悉五 a お 爲 赤 問 渡 唐 代官 佾^ 進到來 了」 と あ り. 又 「但 山 名 舟 一 艘着岸 

遲 な」 と 記 し， 更 に 五月 十四 曰の 條 に 「自， 一山 名 方, 申. 渡 唐 公方 様 御 舟. 去 月 E 月サ 七日 自， 一 

リ ^  yH  p^e  .ZF 山 y 今 リー：：： ん な：： た. とム ん に-近 叫 船 八：：^ 江 化： ：- で^って^ 内に 

蘇め 船 及び 山 名 船の A,:: まれた る， は 明. IT で ある C 大名 寺院 十三 家の 寄 合 船に 就 

き 同 曰 記に 「唐 船， 大略 今 曰治定 了， 寄 合 m 船 事、 赤松 令き 行 ！a ハ、 催，， 促 之； 舟 修理 

以下 事 可， | 申 付-云 々」 と ある C 八幡 丸 は 後 節に 述べる 如く 傭 川 船であって 度 ほこ 際 

しての 修 fl 料 等 は 俯 主たる 遣 明船經 Ma 者の 負擔 となる が當 時の 慣習ら し く， 寄 合 

船 は 赤松 氏が 宰 配して 八幡 丸を偷 ふこと と し、 右 の 修理 料 等 を 寄 合 船の 共同 經營 

者 に 分、 せしめる とい ふので ある C 六月 五日に 赤松 氏の 使者が 三寶 院に來 リ 、寄 

合 船 共同 經營 者と して 武家 方に て、 お 山 I. 細 川^ 一  色. 細 川^ 赤松の 五 氏と 決定し 

た る 故、 醍 醐寺 以下の 分 は滿濟 より 仰 付ら る ベ きを 達して ゐる C お 祭 は 大體十 家 

の 寄 合と いふ 豫定 であった が、 後 十三 家に 增 加した。 大乘院 日記 目錄に も 「永 享 四 

年 八月 十六 曰 渡 唐 船 出，， 攝 州 兵 庫； 將軍 下向 給、 四號 船人 數、 大乘 院初而 被， 加，， 之 十三 人，」 

と ある。 此 十三 家の 寄 合 船が 遣 明 船五隻 の 內慕府 船. 山 名 船の 二 * を 除く 殘三蹇 

であると いふ 說は 誤解で、 それ は 第 四號船 八幡 丸 一隻で ある。 然 らば 殘のニ  * ま 


何れ 

等 三 

實 を 

乘院 


唐 船 

ハ 三 

武家 

る は 

た」 と 

し て 

丄 こ 

こ 1 W 

十 一 


の 船 かとい ふ に、 看 聞 日記 永 享四年 八月 十六 日の 條 に 「唐 船 公 方. 相 國 寺. 諸 大 名 

艘 也」 と あって 相國寺 船が 一 装存 する 事 は 文意 上 案せられ るので ある が、 其 事 

一 層 明細に 示す は此 時の 遣 明 船に 乘 座した 楠 葉 西 忍 入道の 談話 を 記した 大 

寺社 雜事 記の 記載で ある。 卽ち 「永 享-- 自 一一 當 門跡 一 被卞， 一 北面 快弘 一宗 信 © シ ハ八 

也、 十 三人 ノ寄合 船 也、 三 寶 院.聖 護 院？ K 乘 院. 善 法 f 三條 殿. 靑 連 院由 中. 武 衞. 白 田 山 

文明 五 

月 十七 


(上) 子 座  /t ョ td  ，  (四) 

-細川 二 色. 赤松」 と あり、 (£  J ほ S 六 A 號船 は四號 船の 誤りで ある が、 叉 「永 享 五 年 


(五)  (公) 

ハ六艘 也、 一 號船ハ 北方、 二 號船ハ 相國 寺、 三號船 ハ 山 名、 四號船 パ 十三 人、 五號船 

十三 間 御堂」 と あえ 四號船 十三 人の 名 を 列して おる。 (政 卵 J I S) 十三 家と して 

側で は武 衞 (斯 波 氏) が 加 は り、 醍 醐寺 沙汰の 分で も 二 家が 增 加した。 田 中と あ 

満濟准 后 日記 永 享四年 七月 八日の 條 に 「田 中 法 印融 淸參 申、 唐 船 御 人 數畏入 云 

あるが 是 である。 寄 合 船に は經營 者の 一 員た る 大乘院 から は 快弘が 代官と 

乘 込んで お り、 叉 前 揭潇濟 准 后 日記に 渡 唐 代官 僧と ある も 醍醐 寺より 派遣 さ 

ものである。 此 等に 關 する 組織 は 後に 述べる。 連 華 王院が 第五 號船を 占め 

就いては 御堂の 修理に 關係 ある やうで ある。 如是 院 年代記に 永 享五年 二月 

日に 連 華王院 修理 始の 事が 見える が、 此 際の 遣 明 船に 坐乘 して 硫黄の 賣 買に 

第二 章 日 明 交 涉と兵 庫  . 八 九 


^明 船の it 

^明 使^^ 

の 来朝 


ん 

匕 

下 

と 


神 戶市史 笫二辑 別錄ー 中世の 兵 摩と 外 保  九 〇 

つき 不始末が^ 見して 歸朝後 同 六 年 六月に 所 罰されて 流罪に 返せられ た瑞 *: 記 

の 事 を 「此佾 三十 三 間 堂 御堂 造焭 奉行 也」 と ある。 (If 膽?： ^六) 

正使と して は 明 州 鄞縣盥 倉撟の 人で 博 多の 聖福 寺に 住し 永享四 年に 天 龍 寺に 

た 龍 室 道 淵が 任命され た o(s 相 練) 船 は 八月 十九 日に 兵車 を出發 したが 義敎 

を 見る ために 十七 日に 諸 大名 近習 を隨 伴して 兵車に 下向 し、 須 磨. 明 石に も 遊 

(七) 

^五： n に歸洛 した。 日本一 鑑卷之 六に 麴祥の 貢 船に ての 渡航 を 宣德壬 子に 

ける は 恐らく 確な 由 據がぁ り、 同 年 秋 渡航した る もの ヽ如 く、 翌 年 五 3  ^  に は 

京に て 奉 表 甲. 盔 力 等 を 貢 し、 次 いで 道 淵 以下に 明 帝よ b 例の 如く 餞 き 衣 類 の 

賜 あ り-六 月に は 中 官雷春 を 正使と し， 鴻 臚寺 少卿潘 賜. 行 人高遷 等を往 使せ しむ 

こ と と し た。 脾 g  g) 同日 付の 明の 國書 に 「皇 帝 勅-き 日 木國王 源義敎 一」 

冒 頭 し、 「逮， 罱父 王 道 義 ste 皇祖 太 宗 文 皇 帝 【恭 謹 之 誠 、貫-干 金石； 〇 1^ 爾 父 旣 沒、 使 命 

不為、 蓋 亦 有， 年、 王 今 嗣 主， ー國 能 持 一 一忠 孝 之 志； 脩， ー繼 述 之 功 (」 と あ る。 叉 之に 先 だち 六 

月 六日 道 淵に 勅して 僧 錄司右 覺義之 職 を 授け 本 國に歸 り 天 龍 寺に 住持せ しむと 

迄 述べ てゐる o(g^ 國ン 寄 合 船の 通亊 として 渡 明した 明 人善德 堂の 歸朝 後の 談に 

「於， 一 唐朝， 賞翫 儀、 言 語 道斷新 儀」 と あ る。 (f 賴 f ば？  f ほ享) 蓋し 琉球を 介して 朝貢 を 促 


將軍 義敎の 
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明 使 一行 
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が、 明 人 も 
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勘合 一 百 
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を 以て 宣宗 は大ぃ に 満足す る 所 
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に 兵 
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明 使 

を 目 

ふ の 


日 字 勘合 底簿ー 扇 

に 到 著し、 歸朝船 三 * も 同 

五月 一 日 八 口 島に 著した。 

せし も 風雨に よって 再び 

入津した。 義敎は 夫人と 

. 義敎 は三條 公保. 日 野 兼 

向 を 命じ、 雅世は 和歌 撰 集 

せ ら れ、 其 儀 相 盛 美 を 極め 

發し瀨 河に 二 泊 六 H: 一  日 

人 で、 雷 春の 宿 は 大宫猪 熊 

べしと いふので 六 條法花 

は 仁 和 寺 法 住 寺に 點 宿す 

的と する 故、 每 日 京 へ 出向 

で、 かく 洛內 に點 置され た 


を 齎 

亍 で 

メイ V 

力 く 

室津 

共に 
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道場 
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入 P 

伊 力 

不 便 
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たと 見える n 

が、 慕 府船は 
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サニ 日和 田 

兵車に 下向 

世 以下の 諸 

を 見合せ た 

こ o 

內官 三 人 外 

されて ゐた 

他 は 方々 の 

h\ 、今 度 も か 

て內 野の 通 

接見 は 六 a: 
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九 


神 戶市史 第二 輯 別め 

五日に 行 はれた が， 其 儀は大 

ぎ る の で、 義 滿が 公卿 二人 を 

^を 受 くるに 燒香三 拜の後 

たる 事 等が 主なる 新谘 であ 

した^で あ り、 叉 菊 其 ぼ ^ 

無，， 比 類； 仍叉 H 本人 數 ；n  <赏 

無沙汰 之 儀 候 者、 自ス 「 已 後， 日 

御 興 降之大 率 g 唐 不^ 其 

ベ ており， 此： ^持が 幕府 を. > 又 

非の 論 あ り、 次 の義 持の 果斷 

に 其 態度 を 緩和した に 過ぎ 

八： サ  一 ：n 明 使 雷 春 等 は 

月 三 日 兵^ を發 し， 之と 共 


一 中世の 兵 寒と 外 國關保 

お^^:;^ い^^を^^し. 

し て 明 使 を總門 に出迎 へし 

跪 坐して 披見した る を， 燒 香 

る。 義敎は 元来 遣 明 船 貿易 

役であった 滿濟淮 后の 如き 

翫 儀 超-過 前 ミ如. 此 之 儀， 於- 此 

本. <  渡唐咔 儀、 若 無沙汰 之 儀 

曲ー歟 之 間、 以：： 折 中 儀 8 使御對 

配して ゐ たので ある。 卽ち 

の 後 を 受けて、 一 方に^  くま 


九 二 


ぬ 


^濟准 H 曰 記、^:  M 日 記. 

^成 記、 東 寺 執行 日 記 


R  a  0 が 餘 

を 四 脚 門 ま 

二 拜の後 立 

の 利 を 希望 

も 「F» 一  今 ゆん 御 

方-唐 使 以下 

モャト 存^ 

面 儀 ハ先可 

義滿の 態 度 

で 通 交 の 利 


で と し. 明 の 國 

ち 乍ら 披見し 

して 之 を復與 

音 信、 唐 朝歡喜 

御 賞翫之 儀、 御 

候、 然者禁 朝 

；且 儀 候 歟」 と 述 

こ ま.^ 石 こ 曰で 

を 求 請す る爲 


し 


京師 を 辭し兵 庫に 下向 し、 同 

に 叉 遣 明 船が 同行す る 事に 


月 歸航の 豫定の 所遲れ て 

なった。 

六月 滿濟 から 三條 公保 を 介して 幕府に 對し、 醍醐 寺造營 のた め 山 


遣 明 船の 成 

立 


を 出す こ と： ，硫 黄 積載 免許 あれば 人 を 其產地 j 黃 の 領主 島津 氏に 遣 


名 氏と 寄 合 船 

召 寄すべき 


こ と、 船 は 小 泉 丸が 今度 は 傭 主 無け 

いふ 奪で ちつ こ C へ 滿濟准 后 日記 永 享ン 

し -、 ミ\ す, 六 年 六月 廿 四日 ) 

一 月に 大乘 院頜 四十 八 箇所の 土民 

る。 卽ち遣 明 船經營 のために 要す 

反抗 騷 ぎが 起きた ので あつ て、 大 乘 

述楠葉 西 忍 入道の 談に 「永享 -I ハ第 

渡航せ し 事が 分る。 七月 二十 六日 

による と、 兵 車 發船は 八月 中旬の 豫 

發 した 際に も 八月 中に 兵車 發歸國 

使 船 も 遣 明 船 も 同行の 上の 話で あ 

本船 又 被， 遣， 之」 と 

た 事 は 看 聞 日記 

中 誓の 渡 明  正使 は恕 中中 

附 して、 永 樂の勘 

に 「此き 勘合 百 枚內六 枚、 普 廣院 殿御 

第二 章 日 明 交渉と 兵 庫 


くる こと 等 を 請 ひ、 孰 れも 仔細な しと 

日記 目 錄に遣 明 船の 兵車 出發 以後 十 

錢の 事から 蜂起した 事が 記されて ゐ 

段 餞と して 賦課した ので、 之に 對 する 

明 船に 參 加した る も事實 である。 旣 

珍 大人  ー| 相伴 テ六艘 渡 也」 と あ う、 六 艘 

僧の 永頊都 寺が 満濟に 面談した る 所 

たらし く、 叉 明 使が 八月 サ 一 日 京師 を 

ちつ こ 。へ 滿濟准 后 日記 七月 廿 六日 ジ^ 侖月 

ま Z  -7  V 看 聞 日記 八月 廿ー曰  」タ ^印 

院記錄 に 「八月 曰 大唐送 船 行， 一本 國 (同 日 

も の で、 (赫歸 ^^f) 事實は 九月と な つ 

歸唐 出船 云 や」 と 明記 して ゐる： 

の 新 勘合 六道 を 一 號 より-順次 各 船に 

を 返還す るた め 持した。 戊 子 入 明記 

年 渡 唐 之」 と ある 永 享四年 は 六 年の 誤 

九 三 


れは 申請 

叉 大乘院 

が 渡 唐 反 

る 費用 を 

院が叉 遣 

二度- 1 尸 

渡 明 使者 

定 であつ 

の 豫定で 

る。 大乘 

ある は 此豫定 に 基き 記した 

に 「九 月 三日 唐人 自ー 一兵 車ヌ r 月 

誓 で、 明 使 雷 春の 齎 せる 宣 德 

合殘餘 五十 七道 同底簿 一 眉 

代 永享四 


翁 戶市史 第二 辑 別錄ー 中世の 兵 * と 外 國肫保  九 四 

である。 中 暂 の潸 せる 國^: は # 隣國资 記に 收載さ れ， 得 嚴惟 肖の 作に か、 る もの 

で-八 月廿 三日 調 成された。 初め 義敎は 前例 を 知らざる 爲 か、 日 本年 號を用 ふべ し 

と い ひ， 諸 人 之に 就き 論あった の で， 滿 濟の 意見 を徴 した が， 滿 濟は 前例 明の 年號を 

使用し 米れ るのに 改變 する は 炎 裏 ある 如く 思 はる 、を以 て、 今 度の み 明の 年號を 

川 ひ、 以 後 は 此^-叶 はざる 行 を 別紙に 具して 遺 は し、 且 明 使に も 「祌 國之 間、 一 向 隨， I 唐 

朝, 儀 ハ 難^.、 只 以， 一隊 好 一可， 一 申 通 1條 御木 望 之 由」 通 すべし といって ゐる： 然し 之 は 明 使 

及 明の 國 書の 受容 そのものと 結局 矛盾す る もので あつ て、 遺 明 船の 性質 及び 其 可 

能に つき 徹底せ ざる^ 見に 過ぎぬ。 隣 好 を 以て 通交 せんと し、 祌 國 たる 所以 を 正 

視 するなら ば、 義 持の 如く 斷交を 選ぶ ベ きであった。 

明使來 朝の 中 誓 等 は 翌年 Sf 十月 北京に 到り、 表. を 奉じ 方 物 を 貢した。 此 後明 使の 來朝は 

廢ぶ 

事實行 はれ す、 翌 年 §  f  二月 初 四日の 英宗の 國書を 得て、 遣 明 船 は 七月 歸 朝した。 

薩凉軒 日 錄永享 八 年 秋 七 月 二日の 條に 「遣唐使 恕 中和 尙歸 朝、 被， 參， 一 御 所 1」 と あ るは歸 

洛 して 義 敎參謁 の 日であって、 如是 院 年代記に 歸朝を 六月に か け、 大 乘院 日記 目錄 

に 六月 廿 六日に かける は 恐らく 兵 庫 著津の 時日で あらう。 

四 寶德 度の 遣 明 船 


第 十 一 囘遣 

明 船の 成立 

及び 渡航 る 


の 


貨 

を 


義 政の 時代 は 前後 四 囘の遣 明 船が 派遣され た が、 此 間 遣 明 船の 事情に 

變展が あ リ、 兵 車との 關 係の 推移に も 著しき ものが あった。 

寶德 三年の 遣 明 船 は、 一 號船天 龍 寺 •  ニ號船 伊勢 法樂社 • 三號船 天 龍 寺. 四 

題. 五號 船島津 氏. 六 號船大 友 氏. 七號船 大內 氏人 號船 大和 多武峰 • 九號船 

船 伊勢 法樂 社で 合計 十艘 より 成り、 內五號 船島津 氏の 船 は 渡航し なか 

正使 は 東洋 允彰. 景泰ニ 年 歲次辛 未 八月 日付、 義成 據^ の國 書を齎 

第 六 號 より 第 十六 號に 至る 勘合 を 持した。 

一 號船 坐乘の 正使 允 澎と綱 司 僧 芳貞等 は 十月 サ 六日 京を辭 し、 サ 八 日 

、永 福 寺に 滞在し、 翌月 九日 夜半 東風 を 得て 出帆した o(ws!^^ ひ) 十四日 

- 恐らく 銅 等 を 積 込んで 翌 十二月 十一 日 赤 間 關に到 著した。 翌享德 元 

博 多に 到 リ妙樂 寺に 入ク、 八 月 十八 日 迄 七 ヶ月 餘を 過して ゐる。 

九州 探 題. 大 友. 大 內 等の 大名 船 は、 い ふまで もな く、 孰 れも 渡航の 遣 明 船 

• 安藝. 備後 等の 諸港津 所有の 傭船と 考 へられ、 天 龍 寺 船 三 集の 如き も 博 

を 調達した もので あり、 多 武峰船 は 安藝 高 崎の 船で あった。 貿 

し 積 込む 關係 や、 是 等の 西 國諸船 を 廻 漕す る 便宜 上、 博 多に 船 を 廻 
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© からさ 

號船 九州 

天 龍 寺. 十 

つ た。 

ら し、 宣 葸 

兵車に 到 

尾 道に 到 

年 正月 五 

は 長 門 .豊 

多 商人が 

易 貸 物 等 

曹 して 出 


神 戶市史 

帆の « 装 を爲し 

あって、 八月 十八 

號船 も志贺 島に 

船と いへ るに 對 

準備が 完了した 

享德 二 年の 春迅 

月 三十 H 開 洋し 

らしい。 景泰四 

遲れて 十七 日に 

府康 門卽ち 寧 波 

遙 かに 遲れて 九 

八艘來 貢の 報 を 

船の 起闕を 促し 

を 受け て、 官 收 賈 

私 貿易 等に 宛つ 


第二  * 別 錄一 中世の 兵 庫と 外 SSE 保  九 六 

S  /  合が ある。 允澎 の、 乘座 する 一 號天龍 寺 船 も 恐 

H 一  號 船が ^お fep  ： 社き- 此處 は^^て 卜號 $ と 記し 兵 庫 

- 05  i  H  I  3C より 赤 間 M に 到る 間は妃 さず 

に 到った： サ 

い ふ) の 勘 八 口 を 

H: 五日 大 島に 

た。 かくて 三 

れ は 一 號船他 


来り、 せ 三 曰平戶 

し ニ號船 以下 を 

ものである。 九 

を 待つ 事と なつ 

たので ある が、 そ 


年 四：^ 十 H  _u 

定海縣 に 到，^ 三 

WW 門 港 に、 四號 

リ 十四日に 寧 波 

齎らして 北京に 

た。 翌サ 八日よ 

にか ゝ る 硫黄 其 

る 起 送 物件 を 諸 


二 年 四月 十日に 

"以下 支那 太^ 膊 

十日に 箏波府 

船 は 五月 二日 

に 到った。 五 

艺 き *同 月サモ 

り 各 船の 貨物 

他の 附搭 物^: 


四日 類 

點檢し 

行き 順 

H 十九 

に 類 船 

三. 七. 十 

に 達し 

寧 波 港 

月 三 日 

日に よ 

の荷揚 

を 南京 


船に^ 込み、 正使 以下 起 


船 (卽 ち 一 號船を 

たの は、 此返 にて 

風 を 待った が， 風 

日 諸 船 五島 奈留 

七艘 で、 九號 船の 

號は定 海 縣に著 

た。 ニ丄ハ 人號船 

龍 琛に到 著した 

明の 官人陳 氏 は 

北京より 禮部劄 

げ を 行 ひ、 市 舶 司 

に 送付し 、進貢 物 

京 人員 三 百 名 


ら ぐ それで 

翌日 二 號丄ニ 

惣船 又は 本 

全， WW: の 梦鲁 

向惡 しく 翌 

に蜀 hN 、同 

みは 遲れた 

し、 一 號船は 

は！ ii 三 0Z に 

0 九 號船は 

日 木 進賈船 

到って 進貢 

官 人の 點撿 

其 他 會同館 

は 八月 六日 


遣 明 船の 歸 さ 


安遠驛 を出發 した- 

入った。 後 著の 九 

京 を 許可され たる 

捧げ、 十 一 日 禮部勘 

賜與ぁ り、 十 二月 六 

船 居座 淸 海の 入京 

船の 居座で あらう- 

正月 四日 に 段 子等 

の 間に 折衝 行 はれ • 

行 はれた。 正使 一 

此處 にて 先に 寧 波 

れ、 叉 給 價銅錢 を 

使 人の 明國滯 在中 

海上 三十日 分の 關 

一 號 船はサ 七日 朝 


杭 

己 

一一 一-口 

淸 

頜 

を 


州よ リ運 

の 分 を 加 

合せて 三 

撿し、 十 一 

副 使 .從 僧 

事が ある 

海 は 前日 

與 されて 

號 船の 起 

二月 廿八 

南京に 送 

して 五月 

給 ロ粮を 

支給 せら 

羅 島に 到 


河 を 

へ る 

月 八 

に 段 

が、 淸 

の 賜 

ゐ る- 

京 者 

日 に 

付 せ 

二 日 

受 け 

れ て. 

著、 翌 


して 八月 サ 五日 通 州に 到 著、 翌 日 


十五 

月 十 


發 

日 に 

四 日 


員 千餘人 


十 

進 


曰 

力 

P 

赤 


で 


月 一 

し、 十 

が あ 

寧 波 

サ八 

の 給 

人に 

て 四 

不用 

十 日 


千 二 

と も 

プ 

發 


百 メ 

レ ふ 


へ 第 四 章で、 

\參 照 」プ 

港 を 出で 


帝 


十 


月 十 

著し 
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謁見 三 

正 畐 伊 

同月 八 

てお 爻 

類 を、 翌 

き 正使 

茶飯の 

南京に 

木. 硫黄 

著いた 

三 日 市 

國の途 

こ c  P 

%7  白 匕 

九 七 


0 

の 


會同館 

し、 其內 

日 表 文 

に 衣類 

日に 二 

或は 九 

景泰五 

と禮部 

饗應等 

到 著し 

等 を 返 

0 遣 明 船 

舶 司より. 

こ尤、 こ- 

f  .1© し ナ 

ち 享德三 


年 

こハ 

還 


神 G '巾お 笫ニ 稱 別錄 一 中世の 兵 W と 外 H 翻 保  九^ 

年 七 H; 十三！ n に當 る。 1 一 號船は 五日、 喊 ^ 三 號船は 六日. | 日 七 號船は 十一 日、 f 日 

九 號船は 十四 =fHn に それぞれ 赤 問關に 到^した。 

八號 船の 旅 楠お 两忍 入^ は の 迸 明 船に も 加った ので ある が、 其 渡 唐 記 中に 「假 令资德 

程 

渡 唐-一 多 武峯長 谷 寺兩寺 ヨリ 船 一 艘 沙汰 之 時-一外 官三 人 2,1 葉， 也、 此下 -I 商人 

以 下 人 分 、人 凡 -I テ 召 具 之， 百. <  ハ 外官三 人 之 下人 分 也」 と ある。 多 武峯長 谷 寺 船 

は八號 船で あ り， 之 に乘 坐せ る外官 三人の 內楠 葉と は 西 忍 自身 を 指す の で、 彼 は 八 

號 船に 乘 坐せ る もの で， 外官 は大 體土官 とも 亦稱 してお り、 外官三 人 は八號 船經營 

者より 委任 派 遺された る もの で、 旣 述永享 四 年 遣 明 船の 寄 合船乘 坐の 渡 唐 代官 僧 

と 同樣其 利益 を 代理す る ものである ズ默 ^1 特 55 媒^ 文) 彼の 日記に よると 景泰四 

年 四 H: サ 三日 寧波府 著、 A 月 六日 正使 等と 共に 赴 京 

し、 入 京に 就て は 「九 月 廿 三 日. 十 月 三 日 入 曰 三 度 一一 都 二 入」 と 記 す が、 入 唐 記に 十月 八 

日 「四 號丄ハ 號 入 號. 等 船 衆. 龍 踩光 幢始入 京」 と あ り、 彼 は 八 曰に 入京した ものと 見える。 

北京 發は 正使と 同 日， 南 京 著 は 正使 到 著の 前日 四月 九 日、 同 發は 一 日 遲れて 五月 三 

日、 寧 波 著 は 四日 早く サ六 日であった。 

feu-  0^ は『 丘、 窜 

歸著  七月 中旬 頃までに は 全部 赤 間 關に到 著した と考 へられる 遣 明 船 中、 大 內. 九 州 探 


へ 實國逍 
の 情に 明 
影と 於 船 
響爾 けの 
後る 明 


題. 大 友 等の 船 は 東に 廻航 する 耍 もな 

津 したやう である。 十月 五日 細 川 勝 

右衛門 尉は將 軍の 使者と し、 歸 朝 船々 

50 へ康富 記享德 三ン 

る \ 年 十月 十五 日」 

允 澎は景 泰五年 正月 初 九日 

一 百 道 を 持ち 歸 へった。 寶德 

易 貨物 遙 かに 前代に 超えた C 

廩給 口 糧等 の 過大と なるこ 

泰四年 冬 十月 丙 戍の條 に 「時 

擊人 一至， 死」 と ある。 是 恰も 允 

使 臣 至-臨 S 掠， I 奪 居 ム及， 令-指 

淸 糊赚 M 舰昌 通過の 事 を 記す 

日 獲^ 而 去； 故 今 倍^ 而 來、 若 如-前 

十二 貫 一 百 文、 時 直 銀 二十 一 萬 七 

る安價 に差定 したた め、 允 澎等は 

第二 章 日 明 交渉と 兵 庫 


の 明 

遣 明 

に 明 

易 給 

入貢- 

入貢 

詰； 又 

例 一 給 

千 七 

幾度 


かった であらう が、 他 は 十月 初旬 

元 は 兵 庫に 下向 し、 慕 府 奉行 飯 尾 

荷檢 知の ため 同月 十日に 兵車に 

の 國書を 齎ら し、 叉 景泰の 勘合 一 

船 は其隻 數九艘 人員 千餘人 1,5 

の對外 通交 政策 は 消極的に 傾い 

價の 膨脹す る 事 を 抑止 せんとし 

多 至， 一千 A 所， 過、 輙 需-, 酒 食 諸 物 (P1 陵 

の 事に か、 るの で、 續 い て 「平 江 侯 

毆乏幾 死」 と ある。 入唐 記に は 九 

に 言及し てゐ ない。 其 官收買 給 

直. 除. 折 一一 鎇 布-外， 其 銅餞總 二十 一 萬 

百 三十 二 兩有 奇矣」 と て 其 各貨の 

か 強硬なる 折衝 を禮 部との 間に 

九九 


に 兵車に 著 

美 濃 守 • 同 孫 

出向いて ゐ 


百 道、 同 

^に 達 

てゐた 

た。 實 

繹 傳ハ往 

陣預麦 

月 十五 

價 は 「蓋 

七 千 七 

折給價 

行 つ た。 (皇 


底簿 

し、 貿 

の で、 

錄景 

々 毆- 一 

-日木 

日 臨 


百 三 

を 頗 

叨 


子 越南 嶺法 


神 戶市史 第二 轉 別錄 一 中 》 の 兵 庫と 外 SW 係  一 〇〇 

"ITSII 年) かく S て景泰 五 年 二月 サ 四日に は 禮部 麦して 允澎 等の 唯 肆に響 を 貪り 

も^  S 恤を. 5 に す、 途 に ふ，^ て は W 尺 を 擾^し 職 〈：： を^ 打 し -m  |  M に； ii  b てに 航 

夫 を捶楚 し. 憨 治 を 加 へ すば 諸 蕃を懾 服す る 能 はすと て、 錦 衣衞 をして S 程を崔 足 

せ し め， 拒 まば 北； 罪 を 正さん：？；： を 麦 請 し、 そ れ がた めか サ 八日に は 會同館 を 出發し 

てゐる C か、 る 明の 政策 態度の 結果、 今後 遣 明 船に 著しき 制限 を 加 ふ る 事と なる 

が. 其 經緯は 次 節 以下に 詳述す る。 歸海圖 編. 吾 學 編に 寶德 度の 遣 明 船 を 正統 七 年 

H の 入貢と する は 勿論 誤で ある- 此 前後 遣 明 船の 入 賈歲次 及び 其 事 實に關 し， 

兩 書の 記載の 頗る 混淆 錯雜 彼此 誤謬が 多い。 兩 書と も宣德 元年の 入貢 を 記す が， 

か、 る 事 赏な く、 吾 學 編に 宣德八 年 義滿卒 し、 雷 春. 潘 賜 を 弔祭の ため 派遣せ りと す 

る は， 永 樂七 年の 周 全渝の 派遣と 宣德八 年 雷 春. 潘 賜の 遣 使と を 混同せ る も の、 籌 海 

圖編宣 德七年 入貢に 「來使 不， 知，， 禮 法 S 擾， 一 干 民， 禁， 之」 は 景泰四 年の それ を錯 入せ る も 

のであって、 一々 擧げ るに 堪 へぬ。 之 等の 書 を 踏 用せ る殊 域周咨 錄. 武 備 志. 圖 書 編. 

日 木 風土記 等 孰れ も 錯誤 甚 しき は い ふまで もな く、 明 史 藁. 明 史 とい へ ども 其 影響 

尠 しとせ ぬ。 

寶德 度の 遣 明 船に 子 越南 嶺の法 孫 元久が 渡航し、 南嶺 のために 景泰五 年 歲在甲 


孫 元 久の渡 戍夏 四月 朔旦 

明 

杭 州 前 衞昭信 

せんと し、 弟 日 

を 瓶 め、 後 兵 車 

寺の 額 を 賜 ひ" 

し 壽 藏の塔 を 

年 九月 十一 日 


遣 明 船 

明 船發著 

は 具體的 

も 有用な 

月^" り 己 

日- ひ 言 

記 に、 永 享. 寶 I 

笫 二 章 


た 

史 


の 日付 ある 浙江 杭州府 僧綱 司 綱 天竺 靈山 住持 比 

校 尉 管 軍 百戶葵 原 吳東升 書幷篆 額の 碑文 を 得て 

東海と 偕に 長 門 を 過ぎ 厚東 武實に 請せられ て 鳳 

福嚴 寺に 移 り、 觀 應ニ年 詔して 福 嚴寺を 諸 山の 位 

山 井 一 鄕を 割き 永く 常住 莊 園に 充てら れ、 彼 又 寺 

造り 續燈 庵と いふと ある。 延文四 年 八月 筑前聖 

、良 ^ こ 。へ 南嶺和 尙ン 

ノ 蒗しナ (， 道 行 碑 文.』 


第三 節 遣 明 船の 經營 及び 組織 

舶の準 備. 乘 込 員 の 構 成. 進 貢物 竝に 附搭 貿易 貨物 

經路 等の 遣 明 船經營 及び 組織 を 研究す る 上に、 應 

史料が 尠 ない。 此點に 於て 戊 子 入 明記 等 は 前期 

料で ある が、 之 は 寛 正 年間の 始めから 計畫さ れ、 應 

で あ リ、 此 遣 明 船 は 歸途南 海路 を迂囘 して 堺に歸 

德 年度の 遣 明 船の 史料 を 併せ 考へ、 應 永年間の も 


仁 元 

著し 

の を 


雲 屋妙術 撰. 浙 江 

る。 南 嶺は入 元 


U 東 

列 せ 

西北 

寺 に 


隆寺 厚東 都 


年 

そ 


られ安 

に塏地 

入 rnN 、負 


棚 井村 

國 禪 

を爽 

治 二 


日 明 • 交 渉と 兵 庫 


込 事情 乃至 は 遣 

間の ものに 就て 

れを 見る 上に 最 

年に 渡航した 遣 

た。 今 戊 子 入 明 

參 照 して、 以上の 

一 〇 一 


卢秀 ノ  ASH; 


神 戶市史 笫ニ辑 別錄 

諸 點を鬧 明 せんとす るので 

後の もの も變化 ある. のでな 

化した までとい つてよ い。 


戊 子 入 明記 

r〜 も g 

門 司 和 泉 丸 

同宫丸 

上 關藥師 丸 

楊 井宫丸 

顿宮丸 

院島熊 野 丸 


一 遒明船 

一 「可 fe„ 渡 唐， 船 

二 千 五百斛 

千 貳百解 

五 百 解 

七百斛 

千斛 

六百斛 


1 中世の 兵？！ と 外 國關 保  一 0  二 

ある" 遣 明 船の 經營 及び 組織の 大體の 性質 は 文明 以 

く、 唯 經 營に參 加す る 者 或は 參加 する 場合の 方法が 變 

々舶の 準備 

分」 と して 左の 諸 船 を舉げ てゐる C 


是ハ. K 船- 

テ不 唐-也 

^  ノ 無二 

子細-也 


1 寺 丸 千 A 百斛 fwl 及モ： 默 II 


又 同書に 別に 唐 船せ として 次の 如 

門 司 

寺 丸 千 七 百 石 宫丸 千 二百 石 

牛 窓  尾 道 

田 原 丸 千 石  國料 八 百 石 

ト モ 

宫丸 千 五百石 彌增丸 千 E 百 石 


^防國 

富 田 彌增丸 

深 溝 熊 野 丸 

催 後國々 料 

尾 道 住吉丸 

同 

田 島宫丸 


. 己 ro 

熊 野 丸 千 二百 斛 

カマタ 

夷 丸上關 

藥師丸 七 百 石 


千斛 

六百斛 

七百斛 

七百斛 


田 島 

宮丸千 石 


門 司 

夷 丸 七 百 石 


ャ+ィ 

宮丸七 百 石 


此 際の 遣 明 船 は 始め 一 號船和 泉 丸 I 府 ニー 號船宮 丸 三 號船寺 丸 で、 文 正 

元年 閏 二月 博 多 を 出帆して 呼子 浦に て 風波に 遭って 渡航 を 延期し、 一 號船は 和 泉 

丸 を 寺 丸に 換 へた。 此經過 を 京師へ 注進した 同年 関 二月 サ三 日付 居座 紹 本の 書 

狀 こよれば、 泉 丸 | 泉 其大積 三千 斛、 宫丸其 大積千 二百 斛、 幸 丸 大積千 八 百 解と 

あり、 戊 子 入 明記の 和 泉 丸の 石 積と 一致し ない。 叉 入 明記の 記事 も 同一 船 を 指し 

て必 すし も 前後 石 積が 等しくない。 是は 勿論 入 明記の 記載の 不確實 を 示す もの 

である。 人 明記に 擧 げられ た 十三 艘の 船舶 は、 門 司灿、 、寺. 富 田麵, 上 關錢細 丸、. 深 

溝澝 野. 柳 井啰尾 道 她吉. 靳ゃ院 島 (因島) M 野. 牛 窓 加 原の 港津の 船主に 屬 する もので 

ある。 比 等の 船粕は 普通に はいふまで もな く 貨物 運漕に 使用 又は 傭 用され たも 

のであって、 尾 道の 住吉 丸の 如き 國料 船と 記されて ゐる。 竈 戶關の 藥師丸 は寶德 

二 年 十二月の 送狀 によれば、 東大寺 領周 防國富 田の 公用 米 二百 八十 四 石 六 斗 四 升 

內 船賃 四十 四 石 一 斗 を 差 引き 兵車 津 まで、 叉 享德四 年 五月の 送狀 によれば、 同じく 

富 田の 公用 米 七十 石、 內 船賃 十一 石 六 斗 六 升 六 合、 厚 東 名 年貢 五 石、 內俵 賃. 倉 I 賃 

計 一 石 を 各 差 引き 兵車 津 まで 運漕して ゐ るが、 藥師丸 は前揭 可お-一渡 唐 一 船 分に 擧 げ 

られこ 上 關藥^ 丸に 相違ない。 此船 は應仁 元年に も 同 二 年に も 周 防國の 東大寺 

第二 章 日 明 交 涉と兵 庫  一 〇 三 


神 戶巿史 第二 辑 別錄 一 中世の 兵 床と 外 國關 保  一 〇 西 

領の 年貢米 を 兵 庫まで 運漕して ゐる： 叉 富 田の 彌增丸 は 應仁ニ 年 十一 ガの富 3 

公 川 米 送進狀 によれば、 同 元年 分 六十 石 內船貨 十二 石、 同 二 年分 六十 石內 船賃 十二 

石 を 差 引き 兵車まで 運^して ゐる： 大日 木 史料に 此 文書に 註して 「彌增 丸 ノ明ー j 

往キシ コト應 仁 元年 是歲 ノ條 -I ァリ」 とし， 戊 子 入 明記 參 照と ある は 誤謬であって、 

彌堺丸 は 此時渡 明して はおらぬ。 渡航した る は 寺 丸ニ呂 丸の 二 装と 他 一隻 は 不明 

である が、 其 寧 波 を 開 帆し 歸國 の途 にっきた る は 成 化 五 年卽ち 文明 元年 五. 六 月 頃 

と 見るべき で、 應仁ニ 年 十一月 以前に 歸國 して 運漕に 從事 する 箬 はない。 入 明記 

に 「可 fe, 一渡 唐 一 船 分」 と して 列擧 したる は、 明 渡航の 傭船と なし 得べ き 船 を 示した もの 

で、 其 等の 內に は從 前の 遣 明 船に 傭 用され たもの も あるで あらう。 

M 船 料 修理 永 享四年 遣 明 船の 大名. 寺院 合せて 十三 家の 寄 合 船 八幡 丸が 何處の 船主に 葸す 

る もクカ 明かで ない。 寄 合 船 經營の 計算書に よる と、 三 百 貫 文 船賃、 三 百 貫 文同修 

理. 船 道具と あ る。 三百 貫 文の 船賃 は 船主に 支拂 はれた る 傭船 料で ぁリ、 此場 <J 口 昔 

手 はいふまで もな く 寄 合 船 經營の 十三 家で ある。 叉 三百 貫 文 は 船の 修理と 船 道 

具に 宛てられて ゐる。 船 修理 は 遠洋の 風波 を 凌ぎ、 長途の 遮洋 のために 修補す る 

必耍 もあった であらう が、 特 に 破損の 部分 を 修理して 返還す るた めの 費 a: である C 


船 道具と は 借 船 契約に 於て は 揖， &楫 柱. -テ ン 

れ るが 其 類で あらう。 貞應ニ 年の 奧書 ある 

は 異 論 が あ り、 大 體足利 末期の ものと 稱 せら 

廻船の 慣習 を 編纂した る もの で、 慣 習の 存在 

る こと は 疑ない。 式目に よれば 借 船 契約に 

於て 船舶の 航海 碇泊に 伴 ひて 生じた る 自然 

い 、伹 し 「無， 一分 別 一所 を押而 出船 仕、 其 船 損 時 は 借 

あ， 0； 「借 り 船 仕、 受 取 後湊之 內、 或 は 出入の 時、 船 

仕 可， 戾 事、 但 過分に 損 候 は、、、 可 一 配 當 1 事」 と あ 

楫柱 破損の 時 は 借手辨 償の 責を負 ふ を 原則 

用せ し當 時の 狀 態に 於て 返 還 すべ きものに 

すべき ものである とする。 而 して 遣 明 船の 

にして 其 期間 も 普通 一 ケ年 乃至 それ 以上に 

ざる は殆ん ど當然 であつ て、 或 は 修理 道具に 

か、 然 らす とする も 此に關 する 經 費の 計上 を 
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マ」 の 所謂 四つ 道具 を 意味 するとい は 

かの 廻船 式目 を當 時の 編纂と なすに 

れる。 但し 之 は 當時實 施せられ たる 

は 一 般相當 長期 間に 渡り 醸成され た 

於て は大體 原則として 借 船 期間 中に 

的 破損 は 借り手に て辨 償の 青 任 はな 

手 可， 辨 事、 伹 最前 之 約束た るべ き 事」 と 

賓庾 はば 多少に よら す、 借 手よ リ作事 

り、 叉 船の 蟲 喰に 對し借 手に 責任 あり、 

とする。 叉 船 道具に あって は 船 を 借 

て、 引 合せて 不足せ る 時 は 借 手の 辨償 

借用に 際して は、 長 期 長路の 外洋 航海 

達する もの なれ ば、 多 少の 損傷 を 免れ 

關し借 船 契約に 特別なる ものあった 

要する は 當然の 事と いはなければ な 

一 〇 五 


神 戸市 史笫ニ 轉别錄 一 中世の 兵 庫と 外 係  一〇 六 

らぬ： " 近叨船 八^ 船た る 多 成^お 谷 寺 船 は 锊^: 側よ b 外官 として 乘 

坐 渡航せ る 楠 紫两忍 入道の 渡 唐 船 入 目 日記に、 十 莨 文 を 「安 藝國高 崎 H 船 借 下向 

粳物」 と 計上 し， 三百 莨 船賃. 三百 貫 船 作 事と 記 して ゐる。 卽ち高 崎の 船主よ 沿 

賃 三百 霣 文に て 契約し. 三 百 貫の 船 作 事と は 結局 船修 理. 船 道具 を 意味す る もので 

あらう。 叉 戊 子 入 明記に よれば、 一 號船 g 府和泉 丸の 船賃、 卽ち門 司の 船主よ， C- の 

俽船 貸が 三百 貫 文. 造作 費が 同じく 三百 貫 文で あ つた。 此外 船頭 以下 水夫の 賃金 

支拂 は經營 者 側の 負擔 として 計算され てゐる が、 是 は 後に 述べる。 ，掂 一 ^以下 ま 普 

通經營 者に 雇傭され たる ものと 認 むべき である。 永享六 年の 遣-明 船 派遣 に 祭 し. 

滿濟 より 三條 公保 を 介 し、 慕 府に 醍醐 寺. 山 名 氏の 寄 合 船と して 小 泉 丸 は 今度 は^ 

主な しと 考へ られ るから 申請した きも 事宜 如何 を 伺 ひ、 仔 細な しとの 返答 を や て 

ゐる。 これによ ると 小 泉 丸 は 幕府の 御用 船ら しく も感 せられる。 之より 先應永 

十一 年 五月 幕府 は 兵 庫 及び 河 上 諸 關に對 し 國料幷 に 過 書 船の^ 稅を 停止し， 御所 

丸. 御 .M 丸 A 幡 丸. 御 判 丸 を 除外せ しめて ゐる が、 是 等 は 幕府の 御用 船で あらう。 建 

內 記の 嘉吉 元年 七月 サ 五日の 條に 兵車に 在った と 推せられ る 車 御所の 下に 注し 

て、 唐 船 新造 事 也と ある。 此の 車 御所と は 幕府の 管下に ある 造^所ら しい。 然し 


船舶の 新造 


第 十二 囘遣 

明 船の 主要 

乗組員 


遣 明の 事 行 は 

であらう C 此 

に 朝 鮮 i 那. 琉 

め と し、 安 藝. 備 

事實は 明かで 

し、 殆んど 船舶 

合 に、 彼 等 は 時 

以前にて は 傭 

戊 子 入 明記 


る 、 に 際して 特 

處 では 遣 明 船の 

球 等の 海外 交渉 

前 .備 後. 播磨 等の 

ある。 文明 以後 

の 調達から 便乘 

に 船舶の 新造 計 

船が 普通に 充 當 

二 乗組員の 

に 遣 明 船 三 隻 の 


正使 淸啓 

居座 妙增 
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松 雪 軒 

土 官全杲 


從僧 同宿 呌僕 

同宿 僕 

同宿 僕 

同宿 僕 
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に 其た 

修理 等 
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內 海に 
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畫を餘 

された 

構成 

主なる 

已上拾 

以上 八 
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已上八 


め に 新 船 を 造 

が 行 はれた で 

した 事情から 

面する 山陽 道 

が 遣 明 船 貿易 

たる 客 衆に 至 

儀な くされた 

と 見られ る G 


ると ハ ふこと ま 

あらう。 交通 機 

推して も、 豊 前. 長 

諸國 に大 船舶が 

に 進出し て、 南海 

るまで 獨占 的の 

事 を考へ 得る の 


事實上 寧 ろ 稀 

關、 交 通 量、 叉 待 

門. 周 防 等を始 

所有 せられた 


員 


員 

員 


惣 船頭 

柴通事 

沈 通 事 

カ者淨 


僕 


乘組員 を 次の 如く 記して ゐ る- 


以 

已 


を 多 

を 示 

あ る 


く^ 用 

した 場 

が、 應 仁 


員 

員 


〇 七 


神 戶市史 

.M 石 兵^ 助 

土 官重幸 

土 官 

H 聽周能 


第二 輯 別錄 

殿原 中 問 

同宿 中間 


居座 眷洋 

. 居座 壽敬 

土官 

土官 

三號船 

大通寺 

居座 通懌 

居座 永扶 

土 官玄樹 

正使 副使 正使 は又專 使と もい ひ、 應 

任命した。 應仁 元年 渡 明の 

正使の 任命 を受 くる ゃ義政 

は、 正使と しての 資格 を與へ 


一 中世の 兵咪 と外國 W 係 

已 上 八 員 船頭 門 司 

e 上 三人 知 庫三 郞 

薜通事 

張 通 事. 

船頭 次 


一 〇 八 

五郎 左 衞門祐 盛 

太郞 脇 船頭 右 馬次郞 

僕 二 員 

僕 一 員 

左衞門 


人 伴 八 員 林 通 事 

人 伴 八 員 院通事 

人 伴 七 員 船頭 大蔵 

永 八 年 最初の 遣 明 船の 異 

正使 天與淸 啓の 如き は 信 

自身 建 仁 寺の 公帖に 親署 

るた めであった。 副使と 


僕 二 

僕 一 

左衞 

例 の 

農 國 

し、 入 

い へ 


匿、 此ダ子 一 

P 人 免 之 

員 

Rr 

他 は 京都 五山の 僧より 

法 金 寺の 住持であって、 

院後 一 宿で 退院した る 

る は 居座の 間より 指名 


したる 如くで、 居座 紹木を 又 副使と 記して ゐる。 (隨 H 卯场 J I) 正使. 副使 は 幕府の 

使と して 一 行 を 代表す る もの で、 進 發に 際して は辭 見の 事 あ リ、 親 しく 將 軍に 謁し 

て 遣 明 表に 別 幅 を 受け、 一 號 船に 乘 坐し、 明 都に 到る や、 奉 天 殿の 謁 見. 表 文の 捧 呈. 進 

貢 品の 獻進等 使節と しての 任命 を 遂行した ものである。 叉附搭 貨物の 公私の 貿 

易に 於て は、 使 船 を 代表す る ものと して 明の 官 司に 折衝 し、 官 收買 給價の 如何 等に 

就き 交 涉に當 つたので ある。 

居座 土官 各 船に は 居座 i 官が乘 座す る。 居座. 土 官は該 遣 明 船 經營者 を 代理す る もので 

其點に 於て 遣 明 船を監 掌す る。 楠 葉 西 忍 入道 は 永 享四年 遣 明 船の 寄 合 船に 就き、 

「人別 外官 一 人、 從 二 人、 合 三 十 九 人」 と 述べ てゐる が、 之 は 寄 合 船の 經營 者た る 大名 寺 

院 十三 家より 各々 外官 一 人、 從 二人 づ 、乘 坐せ しめた 事であって、 合計 三十 九 人と 

なる。 而し てこの 外官 及び 從には 抽分餞 を增收 する ために 有徳の 商人 を 撰ぶ が 

祕訣 であると いって ゐる。 又 同人の 寶德 三年 遣 明 船 多 武峯長 谷 寺 船の 渡 唐 日記 

に 「外官 三人 ？ 觸 |f 葉 • 也、 此 下-一 商人 以下 百 人 分、 人 凡-一 テ 召 具 之、 百 人 尸 外官 三人 

之 下人 分 也、 一 人ノ下 二 三十 人餘 也」 と あ り、 外 官 三人に 對 して 百 人 を 各々 の 下人 分 

として 乘 坐せ しめたの で、 之 主として 商人で あ リ、 船 方 は 別に 「四十 人、 計 在 之」 と 記 し 
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祌 戶ぉ史 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 摩と 外 國關係  一一 〇 

てゐ る。 又 永享四 年の 寄 合 船に つき 十三 人 ^1 練 申 合て 商人 十 餘人を 載 

せ、 乂 この 商人に 從者 として 商人 を 召 具せ しめ、 「假 令 外官方 -I 四十 人、 船 頭 方 二 五十 

人 計、 商 人 方 二三 十 人 計、 此 外商 人 方 可-相 計 1 者 也」 と 述べて ゐる： かく 船方 を 除き 外 

官 從 者. 商 人 及び 從者 等の 名義 を 以てする も、 事 實は 大部分 商人で あつ て、 かくの 如 

き 形式 を 持つ の は 遣 明 船 は 入貢 使 船であって 單 なる 商舶で なく、 正使 以下の 使者 

の 職制 を 整 へ る 要 を 有すと 共 に、 「外官 人 下行 物 一 一 テ事成 也、 餘 分 ハ 外 官德分 也」 と あ 

る 如 く、 從 者 を 一括せ る外官 宛に 麋給 口糧が あつたの である。 故に 外 官は縱 令 商 

人が 任す ると も 正使の 下の 使臣と して 待遇され たので ある C 外 官は內 官に對 す 

る稱 である が、 居 座. 土 官を又 かく 呼べる ものと 思 はれる。 但 居座 はー號 船に 於て 

は 五山 關 係の 僧 侶、 其 他の 船に 於ても 僧侶よ ク撰 任された ので あ り、 土 官も亦 僧侶 

が 多かった やうで ある が、 俗 人 も 撰 任されて ゐる。 應仁 元年 渡航の ー號船 土官重 

幸の 如き は大內 氏の 族で ある 。(錄| 節) 土 官には 商人 さ へ 任せら る、 場合 ある 事 は 

前述の 如くで ある。 居 座. 土 官は使 人と して 各 船 を 代表す るので あるか ら、 明 國 に 

於て 折衝 を 要する 場合 共同して 行 ふこと あり。 (赠 籽綠则 ，續赚 誠き 辦 針ト) 又 自己の 

船の ため 給價 恩賞 を 請 ふ 場 4 口 も ある o(Jt ^腿 一^ S) 束歸 光松の 談 に寶德 


通 


事 


度の 遣 明 船に つ き 「此 

R 以， 故 無， I 犯き 者 1 矣、 探 


へ鹿苑 

〈ん 年 

家に 

通 

に MT 

て 奴 


撰 任 

の 家 

に 虜 

又來 

通 事 

を 過 


日錄 明應) 0 

八月 六日」 S 

於 て 任 補せ 

事 は 各 船に 

を 構へ て 嵐 

隸 として 賣 

を 得 て、 支 那- 

渡航せ しめ 

永サー 年 四 

に 宿泊 し、 以 

とされ 日本 

朝 し、 其 後 明 

となり 妻 を 

ぎて ゐ たと 


府船 

る も 

走し 

ら ね- 

-朝  鮮 

ら れ 

月 サ 

麦 魏 

に來 

但 力 

娶 つ 

い ふ 


時 之 船、 皆 一 艘々 々警固 之人乘 

題. 大 內. 大 友. 塔 峯 各 有，, 俗 官 i 而 乘 

の 居 座 •  土 官は 幕府の 任命す る 

ので ある。 

ニ名乘 坐し、 孰れ も 支那 人で、 或 

來れる 者 も ある が、 多 く は 倭寇 

機 を 得て 通 事と して 登用され 

等の 來朝 使節 ある 場合 應 接に 


一 日 朝鮮より 囘禮使 として 來 

天 は 希 環の 使命に 對し 斡旋 を 

リ、 後 朝鮮に 渡り 李 子 安 先生の 

同歸國 した が、 明 帝 之 を 

を 生 み、 義満 の 恩寵 を受 

始め て 捕虜と な リ來朝 


を 


ら 


帶 

-其 


乏、 萬 一 

, 之」 と あ 

所で あ 

は 元朝 

のた め 

たので 

當 り、 又 

朝 入京 

して ゐ 

家 奴と 

日 木に 

けて 資 

したの 


商人 等 有-狼 請 則 各 致 一一 之 

るの は土官 であらう。 

リ、 各 家の 船の 


遺臣の 來投 

捕 へられた 

ある。 通 事 

遣 明 船 派 ■ 遣 

した 宋希璟 

る。 彼 は 支 

な り、 朝 鲜 囘 

還 送せ しめ 

財も裕 とな 

は、 元 末 明初 


次 


それ は 各 

る も の、 又 

ので あつ 

幕府より 

際して は 

通 事魏天 


の 


使に 從ひ 

o かくて 

、當 時 七十 

頃で あら 
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神 戶市史 第二 1： 別錄 一 中世 0 兵 庫と 外國 SW 係  ニニ 

う o(l^ 驗日) 趟祥 字寮德 なる 者 は 元は 永 平の 人で， # 十四に して 永樂 初年 父百戶 

亮 調が 金山に 任 を 奉じて 共に 在った 際、 倭 寇の ため 捕 へられ 日本に 榑賁 された が- 

莶滿に 召 出され 元 貴と 改名して 妻子 を 得た。 宣德 年中 遣 明 船と 共に 北京に 到リ、 

上疏 して 情を陳 じ， 又 金山に 到りて 老母に 會 ひし も、 明 帝命 じて 日本に 去らし めた。 

麯 祥は明 帝 就の 諭 を 以て 義敎に 傅へ、 義敎又 入貢に 從行 せし め、 宣 宗 の 詔 許 を 得て 

老母に 歸 養した とい ふ 。(§ 僧 ff 贿 g4) 彼 は 永享四 年. 同 六 年に 恐らく 通 事と して 渡 

航 したので ある。 (お If 維卷) 應永九 年の 遣 明 船に 徐木 元、 永 享四 年に 善德寶 等の 通 

事の 名が 見える。 寶德 度の ものに 一 號 船に 乘 坐した 通 事に 趙文 瑞.盧 圓が ぁリ、 二 

號 船に は阮貴 玉が ある。 趙文瑞 に 就き 惠鳳翊 之の 竹居淸 筆の 中に 收 むる 送 3 通 事 

ミタピ 

趙 公文 瑞三 入-一大 明 國-序 に 「公 之 在-吾 園-也、 宣 德之末 受， 一重 食 一 莫 一一 或 $ 齒 _| 通 事 列-者、 不 

一 而 足 吾 國 I 食， 一通 事 錄 宣 德， 到 入 「、其 給 胥繼者 公 一 人 也」 と ある。 彼 は永享 四年以 

後 三度 通 事と して 渡 明した が、 此際 渡航して 遂に 彼 地に 留 つた。 (雜 ぜ膽训 崎^ 正 五) 

趙文瑞 は 右の 寶德 度の 渡航に は 都總通 事 (惣 通 事) と も 記されて ゐる。 之 は 上位の 

通 事で 1 號 船に 乘 坐す る 通 事で ある。 (J 州 4 姆 ^^西) 盧 圓は柴 江と 共に 康正 一一 年 

幕府が 惽永嵩 等 を 建 仁寺修 覆の 資を 求めて 朝鮮に 派遣す るに 際し 同行せ しめら 


れ、 先の 寶德 度の 遣 明 船が 明に 於て 不軌 を 行 ふたる ため、 朝鮮が 幕府の ため 先容を 

なさん 事 を 請 ふ 委任 を 受けて ゐる。 彼等 は 永 嵩 等に 遲れ 翌年 十月に 京 城に 入り 

使命 を果 したが、 其 際 朝鮮の 世 祖は汝 等 は 木 漢人た る に 日 木の 書 を 奉じて 来る は 

何故かと 尋ねた る に對 し、 「吾 被 ft 二日 木 薩王憐 愛， 之、 故 奉 ，使 而来」 と 答 へ てゐ る。 (.tg 

S 醉 S) 右の 柴江 は應仁 元年 渡航の ー號 船の 通 事と. なって ゐる。 戊 子 入 明記に 一 

號 船柴. 沈の 二通 事、 ニ號 船薜. 張の 二通 事、 三號船 林. 院の 二通 事の 名が 記されて ゐる。 

此內林 通 事 は實錄 に林從 傑と 記す もの 是 で、 林 從傑等 通 事 三人 は 明 帝に 麦して 「原 

(日 本 力) 

係 一 1 浙 江 寧 波 府等衞 As 被- 1 倭 賊 掠 一 賣 一一 奥 本 i 一 一 通 事 (今 隨，, 木 國 使 臣 一-入 貢、 將 還、 乞 容， 一 便 道 

省 察 こと 述 ベて ゐる。 (I 糊? 脑 I ち 叉 戊 子 入 明記に は 記されぬ が、 多 分 三 號船通 事と 

して 渡航した 閻宗達 は、 浙江奉 化縣の 人で、 事あって 日 木に 逃亡し 來 たもので あつ 

た。 3 14 脑 II) 文明 以後の 例 を  一 ニ擧げ ると、 永 正 六 年 了 庵 桂 悟に 從っ て 渡航し 

た 通事錢 六官宗 貞は 通 事と して 長く 幕府に 仕 へ、 文明 八 年の 遣 明 船に も 通 事で あ 

つたら し く、 永 正 六 年に は惣通 事と して 正使に 隨 伴した。 其 子 宗璃は 長く 我が 國 

內に 生活した 爲 明の 言 葉 を識ら す、 通 事の 業 を繼ぐ 事が 出來 ぬの で、 桂 悟 は 特に 之 

を 愍み其 隨行を 許した とい ふ。 (，| 赚^ 鶴 ^ れき 又 かの 後年 寧 波の 亂の發 頭 人の 
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祌 戶市史 第二  «: 別錄ー 中世の 兵 摩と 外國槻  一 一四 

一人と なつ た 宗素卿 は， 本名 は 米 縞、 浙江鄧 縣の朱 漆 匠の 子で，^ 貨不 渡の 代 憤と し、 

明應 五年歸 朝の 船で 米 朝した が、 細 川 政 元は 京都に 來 り 徘徊す る を 聞 き、 之 を 厚く 

H 1  一 03t  MJ こお 円. S き 月 £  >  Ms  ：±  .--  i こ-一、 へ^ 林 新 集^  EL 卷詩， 皇明實 錄正德 五ン 

^^して^:.. ^し.. 40 逍 ひえ. ：！ とし. v< とし J  I 年 S 月 IBS 皮 子、 日 本 一 鑑卷之 七巿舶 ) 

從 商人 船方 近 明 船乘^ 员 中 其. W 數 上よ リ 見る も 注. なすべき は 商人で ある。 戊 子 入 明記に 

和 泉 丸 客人 衆と して 千 貫 文 衆 十八 人， 五 百 貫 文 衆 十八 人を擧 げてゐ る。 客人 衆 は 

又 客 商と もい ひ 便乘を 許した 商人で あつ て、 勘 合符 中に 搭物貨 人員 を 明記され るつ 

然し 其 他に 正 使. 居 座. 土 官等の 從僕 人と して 乘 船した る內 にも 商人が 多かった と 

考 ふべき である。 楠 葉 西 忍 入道の 語る 所に 侬れ ば， 前 述の 如く 永享四 年度 遣 明 船 

の 十三 家 寄 合 船に 於 て、 外官 十三 人 一 人別 從 二人 合計 三十 九 人 を 記 し、 外官竝 に 從 

に 有德の 商人 を 成す が 秘事と し、 別 に 十三 家の 申合せで 商人 十餘 人を乘 船せ しめ、 

其 商人に も 一 人別に 二人 許の 従者の 商人 を 召 具 し、 「假令 外官方 二 四十 人、 船頭 方 -I 

五十人 計、 商人 方- 1 三十 人 許、 此^ 商人 方 可， 相 計, 者 也」 と いひ 三十 反 帆の 船に て 百 五 

十 人 計の 乘員 となる 事 を 述べて ゐる。 之に 依る と 船方 及び 外官の 商人なら ざる 

乘員等 を 除き、 商 人 は 七 八十 人 乃至 それ 以上で ある。 而 して 右の 內 商人 方と 稱す 

る が、 客 商の 名に て 渡航した ので あらう。 又寶德 度の 渡 唐 日記に 依る と 多 武峯船 


- ； ま 

十 人 

も 十 

人. 媳 

柴通 

五十 

ざ る 

乘坐總 員 及 か 

び 赴 京人 員 

か つ 

の 遣 

餘人 

餘 と 

の 談 

出 1 テ 


外官三 人の 下に 商人 以下 百 人 分 下人と して 從へ る 事 を 述べ て あ リ、 船方 は 四 

許と 別に 記して ゐる。 應仁 元年 渡航した 一 號船寺 丸の 實員 は、 正使 方 宿 僕と 

一 人. 增部聞 方 八 人. 本 都 寺 方 八 人. 松 雪 軒 方 八 人. 高 石 兵車 助 方 十 人. 能 土 官方四 


船頭 方 三 人. 宗正 一 人. 三位 一 人已 

事 方 二人. 沈 通 事 方 二 人. 三 郞 通 事 • 

二人 を 加 へ ると 惣計百 五十人で 

は 前述す る 所に 依，^ 明かで あ る 

くの 如くして 一 集の 遣 明 船の 乘 

たで あらう が、 大 凡百 五十 名 程度 

明 船の 總人數 は、 允澎 入唐 記に、 歸 

が 其 宴に 預 つた 事 を 記して ゐ る- 

九 隻人數 千 二百 人で あつたと あ 

なる。 其內 上京 を 許された 人數 

に 「王 城 へ ハ 可-上 分 1 パ 於，, 唐 土, 定， さ 

後定事 也」 と ある 如くに 赴 京人 員 
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上 合計 五十 四 人、 客 人 衆 三 十 五 員、 公 人と して 

祐 祝. 宗 才. 力 者. 馬 飼已上 合計 九 人で、 之に 水 手 

ある。 此內 商人 は 客人 衆 三十 五 人に 止まら 

〕 

坐 總人數 は、 船の 大小 等に よ > 勿論 一 定 しな 

であった 事が 察せられる。 寶德 年度の 九艘 

朝 出帆の 間近く に 景泰五 年 六月 七日 日 衆 千 

. 又 蔭凉軒 日錄に 記す 心月两 堂の 談に 依る 

る。 (？^ 綺 5 传 5K) 卽ち 一 隻 平均 百 三十 三人 

は 入唐 記に 依る と 三百 餘 人であった。 楠 葉 

(衍 力) 

人數 イカ ホト ノ分ヲ 王城へ 可， 上 之 由、 被 被 一一 仰 

は 明に て 決定す る。 


舶敉 货の內 

容 


進 贷 物 


使の 

は 勿 

の 遣 

前後 

於 て 

な す 

し て 

貢 品 

諸 品 
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の 宵 錄に侬 ると 應永十 年の 圭密 正使の 際 は 三百 涂 人. 同 十 


六 


際 七十 三人， 同 十五 年 又 圭密 

論 南京 入京の 人數 であって 


明 船 は 

あった 

に 達し 

各々 之 

„5.- 舟 ひ 

ので あ 

王 進貢 

ゐ る。 

の 記 載 

は卽ち 

御 鎧 


五 集で 

律 i 言 

たで あ 

を 制限 

三 

舶載せ 

る が、 之 

物は卽 

進貢 物 

を擧げ 


進貢 品で 


つ て. 寅 錄 

てゐる Q 


るに 至 

進貢 品 

貨物 は. 

$ 力 仴 

將 軍の 

如何に 

う。 入 

あ る o 


よ 


し 


帝 

己 

一一 ーーロ 


百 


る 


渡航の 際百餘 人が 入貢 奉 表し 

渡航 總人數 を 示した もので は 

使臣 道 淵 等 奉 表 入貢し 三 

百 二十 人 は 赴 京人 員 で、 渡 

人 數と赴 京人 員に 關 して 

經緯を 述べ る條に 考敍す 

達と 貿易 貨物の 積載 

於て は國王 進貢 物. 同 附搭物 

見れば 複雜 なる 內容を もつ 

へ の進獻 物で あつ て、 其 品 種 

調達 さる ゝか を考 へる 上 

の 冒頭に 渡 唐 御 荷物 色々 


三年 同 

こ ！：± 

な い 

十 人 

人數 

ゃ卩 - ) 

と す 


じく 圭密正 

見える。 之 

又 永 享四年 

衣類 銅錢の 

五 隻七百 人 

後年 明 側に 


に 使臣の 自 進物と 

組立 てられて ゐる。 

應永以 來大體 一 定 

、先 づ戊子 入 明記の 進 

耍脚 とし て列擧 した 


御太刀 

御 長刀 


御屛風 


右の 

岐. 細 川 

十二 箇 

して ゐ 

院，栖 眞 

進めた 

以上 

足ら ざ 

る が、 是 

如く 天 


內 


太刀 

0 は 

* 極. 

五山 


六 角 _ 

よ り. 

る。 五山 調 

院 i 凉軒各 

の で、 此際 


百 振 代 百 五 拾 貫 文 一 硯箱 

百 技 代 百 漆 拾 賞 文 一 御 書 箱 

百 挺 代 百 伍 拾 莨 文 一 馬碯 數 

參雙 代 百 伍 拾 莨 文 ー硫磺 壹 

代 伍 拾 三 貫 七 百 文 一 御馬 

氏 、屏風 は 三 寶院、 馬 は 三 職 晴、 s、i 

-畠山 i の 諸氏より 各 一 疋を獻 進 

守護 富 檻 氏より 進め 

苑院. 玉 泉 寺 各 二 箇、 相 


五箇 は加賀 

進の 分 は 鹿 

一箇で あつ 

保 も 進貢 用 一 

の 如く 進貢 品 は 諸 大名 

る もの は 之 を 購入した 

は 勿論 幕府の 收得 であ 

龍 寺 船が 一 號船 たる 場 
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、蔭凉 軒 日錄寬 正， 

\ 六 年 正月 晦日 、 


三 

依 


萬 斤、 幕 府の 商賣用 

社寺よりの 獻進 -, 

ので ある。 進貢 品に 對 

る。 然るに 幕府 船が 渡 

合 は、 天 龍 寺に 於て 進貢 


代 廿四貰 四百 五 拾 文 

代 八 貫 三百 八 拾 文 

大小 二 拾 

萬 斤 

贰拾疋 

に て 三 疋、 山 名 難. 山 名 I. 一  色. 土 

した もので あ り、 瑪 瑙 二十 箇中 

たもの で、 三 箇は 代物に て 購入 

國 寺. 三 會 院. 等 持 寺. 建 仁 寺. 西 芳 

硫黄 は 島津氏 及び 大友 氏から 

萬 斤 計 四 萬 斤 を進納 して ゐる ( 

る ものが 多かった ので あるが、 

對 して は 明 帝より 頒賜 品が あ 

渡航せ すして 例せば 寶德 度の 

物を辨 進す ベ きもので ある ( 

一 一 七 
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卽ち天 龍 寺で は 慕 府 より 公 帖百六 を 受領し， 肅元 奪嚴赌 ての 如き， 其 內サ通 を 

申 受け 九州 邊 にて 资 却して 進貢 物 を 調達した。 而 して 此 場合 明 帝よりの 頒 賜物 

は 原則として は 幕府の 收得 となる ので ある o 同 僧の 談 に 「渡 唐 船十艘 調乏、 嶋 津 者 

雖 お，： 勘 合^ 而 不， 渡、 以， 故 九 艘 渡乏. 其 內三艘 者 天 龍 寺 自受用 之 船 也. 進 物 者 自，, 寺 家，， 

之. 自， -大 唐， 返 物 者 皆 i  I 餘 悉 可 二 寺 物-也」 と ある。 (？  s  5^  m  s  §i  g  "si 

日) 進物 は 進貢 物で あり、 返 物は頒 賜物で あ り、 自 餘 物と は 抽分餞 等 を 指す ので ある。 

g 府の货 易 所謂 國王 附搭 品の 內で、 客 衆と 稱 せられた る 商人 其 他の 便乘 商人が^ 載せる 貨 

物 力 主要なる もので あつ て、 是 こそ 實 質的に 日 明 貿易の 木體を 形成す る ものと い 

はなければ ならぬ。 然るに 叉 其 他に 遣 明 船 經營者 自身の 商品が 積まれた の で. 之 

を 幕府 船に 就て い へ ば 所謂 公方 檨商賈 品等と 稱せら る 、ものが それに 該當 する C 

戊 子 入 明記 に 「古 御所 之 御 時 御 商 物色々 事」 と し て 

1 御太刀 八 百 伍 十 張 代 八 百 五十 貫 文 

一 御 扇  二 千 二百 木 代 四百 四十 貰 文 

一 御 铫子提 百 具  代 百 拾 貫 文 

一延 金  百兩自 n 御倉 一 S 代 三百 貫 文 


一 蘇 方 木 

一 赤銅 

一 砥石 刹刀砥 

と ある- 以上 幕 

う を 除 き、 諸 貨 の 

五十 七 貫 三百 文 

黄. 馬 匹 を 除く 諸 

百 伍 拾貳貫 二百 

物色々 事」 は 義 敎 

撿 する に、 千 四 百 

際の もので あら 

たる 率 は 入 明記 

幕府 船 商 賈物は 

公方 樣御商 

三百 文 扇子 

第二 章 日 


辨 せる 延金. 蘇 

物櫃 以下の 雜 

唐 御 荷物 色々 


一一 千 斤 自-- 御倉-出 代 二 百 貰 文 

但 馬 國. 美 作 國. 備 中 國. 備 後國四 

ケ國 ヨリ 被, 1 仰 付-至- 1 尾路- 出レ之 

不用 明朝 返上 

府の 倉より 出 

合計に 進物 商 

と な り、 之 に 「渡 

貨の 合計 六 百 

八 十 文」 と 記 す 

時代の 幕府 船 

五十 七 貫 三百 

う。 然る に 「渡 

の 記載 內容に 

次の 如くで あ 

賣物分 

參百木 


九十 四 

は 些か 

商品と 

文の 下 

唐 御 荷 

徵 して 

る o 


方 木 及び 赤銅 &石 S I 翻？ 

費 五十 七 貫 三百 文 を 加算し 

御 耍 脚」 と して 前掲の 進貢 品 

八十 文と ある を 通計し て 「想 

の 點 が あ る。 卽 ち 「古 御所 之 

く、 妙 智院 所蔵の 戊 子 入 明記 

四」 と 註記す る を 以て 永享四 

物 云 々」 の 進貢 品 は應仁 元年 渡航の 

明撩 である。 而 して 應仁 元年 渡航 


貫 九 百 

不可解 

考 ふ ベ 

に 「永享 


此 二種 は 諸 大名 寺院 よ 

もので あら 

て 千 四百 

中 瑪瑙， 硫 

^ 八 口 1 頁 千 

御 時 御 商 

原 寫木を 

年 遣 明の 

際の もの 

遣 明 船の 


贰百文 扇子 捌 拾 木 


明 交 涉と兵 庫  一一 プ 
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石 王 寺 硯 百 八十 面 太刀  五 百 腰 

S 刀 四 拾 枚 銅 .卅 五駄內 寸 

金  三 五 文 H: 硫黄  三 萬 斤 

右の 內 三百 文お 子 ト神； の 三百 木 は 寺 方より 年始に 進上した る もの、 二百 文 

眉 子 は 代物に て 購入せ る もの， 石 王 寺硯百 八十 面 は 五山 中より 支出した もので あ 

る C 硫黄 三 萬 斤 は 進貢 品 一 萬 斤と 共に 大友 A 津兩 氏の 獻 上せる もので、 銅 十駄は 

備中 守護 | が の獻 せる も S で- 「此外 山 名 殿 I. 兵 部 少輔殿 枷 | 無沙汰」 と あ b- 銅 進上 

の 命に 應 じなかった ので あらう。 金 三百 五 文目の 內百 三十 六 文目 は 仙 阿方 能 副 

寺より 受領せ る ものである。 銅 は 當時但 馬. 美 作. 備 中. 備 後 等が 主產地 で、 永 享 六 年 

の 遣 明 船に も 之 等の 諸國 守護より 幕府 商品と して 獻 進して ゐる。 硫黄 は 硫黄 島 

を 領有す る島津 氏が 古くより 幕府に 進獻 して ゐる が、 遣 明 船 進貢 竝に 商品と して 

も 早くより 用立て 、 ゐ たもの で. 永 享四年 遣 明 船で は 幕府 は 十五 萬 斤の 進納 ある 

べき を 達し， 滿濟准 后 日記に 依れば 二十 萬 斤 を 公方 物と して 積み込み、 內五萬 斤 を 

瑞 書記が 山 名 船に 交付した とい ふの で、 歸 朝 後 問題と なって ゐる。 次の 永 享六年 

の 遣 明 船で は、 硫黄 輸出 を 禁止す る 方針で あつたが、 醍醐 寺. 山 名 氏の 寄 合 船が 醍醐 


寺 造營の 意昧を 有つ とい ふので 特に 許可され た。 寶德度 

德ニ年 十月 幕府 は鳥津 氏に 對 して 硫黄の 件 は 天 龍 寺造營 

以て 執 進す ベ く、 天 龍 寺 以外 は 堅く 禁制す る 旨 を 達して ゐ 

の 九 艘の遣 明 船に は 何れも 多量の 硫黄 を 積んで お り、 總 計 

ので ある が、 慕 府が天 龍 寺 以外の もの は 堅く 禁制 するとい 

したの で、 之 を 購入 輸出す る 事に なれば 關知 する 限りで な 

記 に 「此 內 四百 貫文ュ ワウ ノ方ハ 普廣院 殿御 代ハ 不 J ^入、 近 

り、 八號船 積載 分 硫黄 五 萬 斤 を 三百 貫 文で 購入し、 船賃と し 

る。 之に よると 永 享年 間の 遣 明 船で は島津 氏が 無償で 硫 

あった 事が 知られる。 唯 それ は木來 幕府に 進獻 した もの 

府が 寄進 方 を 指定した ものに 限った 譯 であらう。 硫黄 は 

し、 其 他に 大友氏 頜豐後 國に產 したの で、 戊 子 入 明記に も 慕 

萬 斤を大 友. 島 津兩 氏よ り. 門 司. 博 多で 交付 積載して ゐる。 

て薩摩 船が 硫黄 を 積み 一 號 船に 到った と 記す は、 卽 ち旣述 

進 方 を 命じた 分で あらう。 故に 西 忍の 記す 八號船 積載 硫 


の 遣 明 船に 際して は寶 

の ため 遣 明 船 を 出す を 

る 。( 雌 藤 讀？) 而 して 此際 

三十 六 萬 斤餘に 達した 

つたの は 執 進 方 を 停止 

かった。 西 忍の 渡 唐 日 

年 雅意故 一一 入 云 ケ」 と あ 

て 百 貫 文 を支拂 つて ゐ 

黄 を 進めて ゐ たもので 

で、 寺院 船 等で は 特に 慕 

かく 硫黄 島 を 主産地と 

府 進貢 幷に商 賈品計 四 

允澎 入唐 記に 平 戶に於 

の 天 龍 寺造營 のた め 執 

黃 の 船賃 百 貫 文と は、 薩 
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摩より 平 戶か博 多に 運漕した 賃金で ある- 

以上 述べた る 如く 幕府 船の 商品 は大 名. 寺 院の 進上 物が 尠 くなかった が、 足ら ざ 

る もの は 購入した。 長 祿四年 二  》:、 義 政の 去年 新 第 移 徒に 當 つて 各方 面から 折紙 

を 進上した が、 そ れは 目錄に 過ぎぬ ので 現 餞の 進呈の 遲れ たる を、 此 度義 政が 遣 明 

船 を 出す 綏 費に 充てる ため 百方 督促した $ が ある： (駄^ 喊特 4，^ 旺) 是等は 叉 進 

貢 品 や 商品の 調達に も充當 せられた ので あら う" 叉 義政は 遣 明 船 積載の 銅を購 

入す るた め 伊勢 負 親 をして 十 萬疋の 調達 方 を大內 氏に 命せ しめた o  s  « 

；^) 此千貰 文 を 以て 銅の 他に 太 刀. 金 等 を 購入した 事が 戊 子 入 明記に 昆 えて ゐる C 

大名 寺院 等 大 名 • 寺 院 の經營 せる 遣 明 船に 於ても それぞれ 自家 貿易の ため 貨物 を^んだ で 

の 船終膂 者 

の 货易货 あらう。 旣述 寶德度 遣 明 船の 多武峯 船に 於け る 硫黄 五 萬 斤の 如き は 其 例で ある C 

特に 當 時の 守護 大名 等 は 之 を 朝 鲜.琉 球 貿易の 事 實に徵 する も、 自 ら 貿易に 從 事し 

利を圖 る事尠 くなかった 程で あるか ら、 彼 等 自身の 貿易 貨物 も 多く 積載され た 事 

と 思 はれる。 應永十 年の 遣 明 船出 發に當 り て、 吉 田家 日 次 記 に 「兵 具 以下 被， 遣乏、 此 

次 亦 爲， 一 商 賣 S 大名 沙汰 遣， 之」 と あ る が、 諸 大名が 交易 目的で 兵 具 類 を 積 込んだ ので 

あ る。 然し 之は必 すし も 大名の 經營 船と いふ 譯で はなく、 公卿 大名が 遣 明 船に 依 


從 商人の 貿 

易貨 


遣 明 船の 經 

費 


賴 して 貿易す る 場合 もあった であ 

商人の 貿易 貨物の 積 载は實 質的 

船 經營の 多端なる 經費も 亦 商人の 

いのであった。 

遣 明 船の 明 國到著 後 は 口 糧.廩 

の 際 は 粳米等 四十 日 分の 給付 あ 

炭 等の 費用 及び 正使 居座より 船 

る。 戊 子 入 明記に は 幕府 船に 要 

府船 商品の 一 部 は 別の 廻船に 侬 

弁に 船方 賃金 及び 正使 以下の 出 

羽より 尼 崎に 至る 河 舟 や、 尾 道 の 

として 申 付けたり して ゐる。 同 

九州より 明 渡航 間の 正 使 • 居 座. 客 

の 費用 と、 船頭 賃. 水夫 賃. 船賃. 同 造 

其 合計の 下 に 「及， 三 千 石, 可， 積 船 之 
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ら う 

に 遣 

便乘 


n 


と 


船 貿易 

貿易 貨 


あ 

費 


の 根幹 

物 積載 


を 


の 事 

程で 

に 至 

る 經 

り 赤 間 

立錢等 

曳船 等 

書 に 「渡 唐 御船 色 

人 衆 以， 下 及び 船 

作 費， 舟 具足 費 

事 也」 と 註して 


,CN  、貨 

つ て、 

人 件 

の 明 

迄 運 

支出 

-么 事 


其 經 


さ 


運搬 等 

船賃 竝 

なる 記 

し、 此間 

れてゐ 

として 

々 下行 

方 等の 

で、 此合 


成す 

よ h\ 


舟 車 

is 月 

修 造 

が あ 

貨物 

が、 慕 

用立て 

0 文」 と 

粮米費 

計 二 千 


等 

ゐるを 見る と、 大 體 


ので あ り、 又 遣 明 

辨 さる ゝ 事が 多 

の 官給 あ り、 歸 國 

到 著 迄の 粮米薪 

其 他の 雜費 であ 

。 進貢 品 及び 慕 

荷揚 料. 船賃 • 船頭 

の 貨物 だけ に 鳥 

め た り、 守 護 沙汰 

て擧 げたる 分 は. 

炭. 寧醬 油 .茶. 酒 等 

十五 貫 文で あ る。 

二 千 石 積 程度の 


神 戶市史 笫ニ 轉 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  一二 B 

船關 係の 一 切の 經^ を 加へ て 大體ニ 千 W 程 ぼの^^ を耍 した ものと 見える C 楠 

葉 西 忍の 語る 所で は、 永 享四年 遣 明 船の 十三 家 寄 合 船の 經费は 

三百 貰 文 船賃 

三百 貧 文 同 修理. 船 道具 

贯文 船頭 四十 人 給 分、 此外十 人 計 ハ 船頭 方 召 仕 物 在乏云 々 

五 百贯文 糗米 水 之 桶 榼等代 通 事 給 分 御馬 ノカヒ .鹽.サ ラウ ソ 

色々 雜物 用意 之 事、 共 以，, 五 百 貧, 成， 之 

と ある。 此 合計 千 五 百 貫 文に て 之 を經營 者た る 十三 家に て分擔 支出し 

ならぬ C 「仍 一 人別 御 出 分 事、 百 二十 贯文宛 歟」 と 記す は 卽ち是 である。 又 

楠 葉 氏の 渡 唐 船 入 目 日記に 侬れ ば、 多 武峯 船の 經費は 

十 貫 文 安藝 國高崎 H 船 借用- 1 下向 粮物 

三百 貰 文 船賃 

三百 貫 文 船 作 事 

四百 貫 文 船方 四十 人別 十 

五十 貫 船ト ゥ* 力 チ トリ 


ク. 藥 以下 

なければ 

寶德 度の 


四百 貫 ュ ヮ ゥ五萬 斤 f.gjl^^ ハ ヮ 

百 貰 四月 ヨリ 八月 マテ 每月 十五 貫 文ッ、 船方 御 丁 間 水 人 別 百 人 分 船方 マテ 

百 貫 渡 粮米百 石 百 人 分 船方 マテ 

百 貫  ス ミ. 木. 油. 水 榼. 糖. ラ ゥ ソ ク. 茶. 色 々 事：、、 ソ. シホ 

六十 貫 文通 事 二人 給 分 

合 千 八 百 二十 貫 文 

此內に は經營 者の 自家 貿易品た る 硫黄の 代金 及び 船賃が 含まれて ゐ る。 

此等經 費の 捻出 法と して は、 幕府 船に 於て は 諸家よ リの 進上 錢を 充當 した ク、 寺 

院船 では 永 享六年 大乘院 で 渡 唐 段錢を 課した る 如き 方法で 其 一 部 を支辨 する C 

而 して 其 資源の 主なる 者 は 遣 明 船 搭乗の 商人 及び 其 貨物に 應 じて 徵收 する もの 

であった。 

鹿 苑日錄 明 應八年 八月 六日の 條に、 欤 首座の 談 として 「乗船 者 一 人別 償， 三 十 貫文ハ 

荷物 者 一 默 十二 貫 文 也、 昔 償，, 八 霣 文, 也、 持 荷物 十駄之 商人 者、 不 a3,- 乘 賃 二十 貫 文, 也、 己 

之 外 叉乘， 二 員, 也 三 十 駄之人 者已之 外乘， 三 人 也、 以 ，-已 上 之 餞, 而 造船. 借 船 復營- 唐 之 進 

物 一也、 又 因 fe, 一 勘 合 一而 用， ー禮 錢, 也」 と ある。 卽ち 文明 以前の 遣 明 船で は 商人 一人 乘 船に 

第二 章 日 明 交 涉と兵 庫  一二 五 


神 戶市史 笫ニ 辑 别錄 一 中世の 兵 庫と 外 K 翻 係  一二 六 

付 二十 貫 文. 荷 物 一 駄八貫 文 を 支出せ しめ， 荷物 十駄を 持つ 商人 は 二十 貫 文 を 免除 

して 猶已の 外に 一 人を乘 船せ しむる 事 を 得 三十 駄 所持の もの は 他に 二人 を乘船 

し 得る とい ふので ある C 思 ふに 之 は 十 駄增： 毋に 一 人の 乘船 を認 許した ので あら 

う。 二十 貰 文は乘 船賃であって、 八 貫 文 は 船床 料 或は 運賃と もい ふべき もので あ 

る。 面して 此乘船 K 及び 船床 料 又は 運賃 を 以て 造船. 借 船の 資 とし、 明 への 進物 を 

購 入 し. 勘 合 下 附の疆 物に 充當 するとい ふ。 造船 は 船 修理 卽船 造作と 同義なる ベ 

く、 借 船 は卽ち 船賃で ある。 明 へ の 進物と は 一 號 船の 場合 は 進貢 品 購入の 資 とも 

な る ベ く、 各 家經營 船に あって は附搭 物た る 自家 貿易 貨物の 仕 入に も 宛て 得た で 

あらう。 勘合 下 附の禮 餞 は 各 家より 幕府に 致した ものである C 戊 子 入 明記に 和 

泉 丸 客人 衆と して 千霣文 衆に 今 熊 野の 純藏主 以下 十八. <  同 五百霣 文 衆と して 相 

國 寺の 達 蔵 主 以下 十八 人 合計 三十 六 人を皋 げてゐ る。 千 貧 文 衆. 五 百 貫 文 衆 を 解 

して、 一 駄別 八貫づ ゝ千霣 文 卽ち百 二十 五駄を 積む る 者 十八 人 合計 二 千 二百 五十 

駄， 及 び 五 百 貫 文卽ち 六十 二 駄半を 積む もの 十八 人 合計 一 千 百 二十 五駄と し、 通 計 

して 三千 三百 七十 五 駄を客 衆 分と して 積載した と 解す る說も ある が、 之 は 恐らく 

誤解で ある。 卽ち客 衆 分の 貨物の みが 三千 餘駄に 達する とせ ば、 そ れは 二 千 石 積 


の 船舶 に 負 重に 過 

額 を 支出せ る 事と 
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とい ふ。 卽ち博 多 
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乘 船賃 及び 荷 

艘 分の， 總 貿易 

實を 見れ ば、 到 

は 各々 十八 人 

る 客 衆で ある 

を辨じ 得る も 

商 尺 ある こと 

百 貫 文 衆の 內 

東歸 光松の 談 

之 居 座 S 赴， I 博 

正使 允 澎と共 

に 博 多に 赴き- 

其 他の 名義に 


物 料金の みに て 合計 二 萬 四千 貫 

額の 十分 一 の抽 分が 稍" 後 に 四千 

底辨 出し 能 はざる 體の互 額なる 

にて 共同して 一 駄八 貫の 割合に 

0 以上 客人 衆の 支出 分 千 五百霣 

ので あるが、 猶 客人 衆 以外に 居座- 

旣述の 如くであって、 之 も 同檨の 

に、 兵 庫の 櫛 屋ゃ問 丸左衞 門四郞 

に、 寶德 度の 天 龍 寺 船に 就いて 「天 

多き 商 人 (以 調 一一 船 幷 進物 等 一也」 と あ 

に 綱 司と して 一 號 船に 乘 坐した 

商人と 折 街して 船 弁に 進物 を 調 

て乘 座し 貨物 を 積載 し、 而 して 其 


殳ス直 勿 進貢 品 及び 寺 家の 貿易 物 乃 を^  #ー  レ. この である。 但 

^乙 蓬 ^至な 吏 巨 0 私達 換も あらう を ig-l す ひべ ま  1 


は 陡臣の 私 進物 も あらう 


つて 應仁 以前の 遣 明 船が すべ て 博 多 商人の 調達に か 、 る 


の 巨 
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第二 章 日 明 交渉と 兵 庫  ニー 七 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國翻係  一 二八 

へ る は 早計であって、 其^ は 戊 子 入 明記の 千 貫 文 衆. 五 百 貫 文 彔の名 列 を 一 瞥 する 

だけで 明白で ある。 

^^難 かくの 如くして 遼明船 綏營の 費用 は 大體捨 出し 得た ので あるが、 經營の 目的 は 

いふまで もな く收 得の 利に あつたので、 それ は 主として 商人の 貿易 貨物に 對 する 

抽分 餞の 徵收 にある。 勿論 幕府 船に あって は、 明 帝 よりの 頒 賜物 も 遣 明 船 K 遣 の 

主なる 目的の 一 であ > 、天 龍 寺 船の 如く 幕府 以外の もので 一 號船を 占む る 場合 は、 

進貢 物 は 自ら 調進の 法 を 講じ 乍ら、 頒 賜物 は 幕府に 歸 する 譯 である。 或は この^ 

に 幕府 船の 「公方 檨商賈 物」 を 始 め、 各 家の 自家 貨物の 貿易 も 遣 明 船 經營の 目的に 添 

ふ ものである が、 待 に經營 者の 定收 入と なった もの は 卽ち抽 分 餞で ある。 

永享四 年の 十三 家 寄 合 船の 抽分 餞に 就き 楠 葉 西 忍の 語る 所に 依れば、 外官ー 人 

別從 二人 合せて 三十 九 人を乘 せ. 外官從 人に は 有德の 商人 を 成す るが 祕事 なりと 

て 「十 分 一 ヲ取故 也、 一 萬 貫 一一 ハ千霣 取, 之 者 也、 日 本到來 者- 1 代物 ヲ付テ 其 分 一 ヲ取 

也、 計 會 仁 尸 不， 可^- 事 也、 能 々 可， -覺 悟, 事 也」 と い ひ、 叉 十三 家に て 商人 十 餘人を 別に 乘 

船せ しめて、 此 商人 も 一 人別に 二人 計の 従者の 商人 を 召 具せ しめて、 其 十分の 一 を 

抽 分して 十三 家に て 配分して 收 得する の で r 假 令 二 萬 貫 二 ハニ千 貫 ノ分ー 也. ^ と あ 


抽分錢 の 請 

氛 


る o 

者の 

經營 

て 「天 

木 之 

寺 船 

氏 の 

其 一 

文 を 

じ て 

多 

內 1 

糸 才 

艘三 

間八 


卽ち 商人の 貿易し 來れる 貨物 を 評價し て、 そ の 額の 十分の 一 を抽分 

收得 とする のみ で. 商 人の 貿易に 對 する 課税と 見るべき である。 卽 

の 主なる 目的の 一は 税收 にあり といへ る。 鹿 苑日錄 に 金 溪梵釋 の 

龍 寺 船 歸朝之 時、 於， -鹿 苑， 有， -抽 分， 也、 干 時 院主 卽竺 雲 和 尙 也、 所 謂 抽分錢 

直、 有-, 博 物 之 <而 定，, 其 w 以， 一 其 十 分 一 -納- 一之 於 寺 一也」 と ある は、 寶 德 度 遣 明 

ー號船 以下 三 装の 抽分錢 を 記した ものである。 同じく 寶德 度の 六 

船に 就 き、 臥 雲 日 件 錄に大 友 氏の 善政な りと て 諸 商人の 輸入品の 値 

割に 當る抽 分 餞 を 納めし めた が、 彼 は 資性 恬淡 寡欲で あつたか ら、 例 

出 だすべ きと ころ は 三百 文 を 減 じ、 十 霣文を 出 だすべ きと ころ は 三 

受取る 事に したと いふ 。( 赚垂^ 胁 S 德) これ も卽ち 抽分錢 である。 

るに 抽分 餞の 徵收法 が、 文 明 十五 年の 遣 明 船に 於て は 旣に豫 め 一 定 

て 請負 ふ 事が 行 はれて ゐる。 ^歸和 尙の談 に 「唐 船 事 曰、 今 商 人 所， 一 請 

, ト， (義 政)  (堺) 

千 貫 文 也 慈 照 相 公 渡 之 時. 予 與， 一子 ？肅 元, 共 往、 界 之 人 所，, 請 切， 者、 一 艘 四 


千 貫 獻乏、 三號船 一 號船也 三 號船者 內裏之 船 也、 甘露 寺 之 伯父 龍 首座 

ある。 正使 子璞周 璋. 居 座 肅 元. 壽 嚴等は 幕府 船 一 號. 三 號のニ 船、 內 裏 船 二 

笫 二 章 日 明 交渉と 兵 庫  一二 九 
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號船 合計 


神 戶市史 笫ニ稱 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國翻保  ニー 一 〇 

三 装 を 以て 文明 十五 年 堺 を出發 したので ある が、 此 際堺 商人が 幕府 船 ニ隻を 

各々 四千 贯 にて 請負 ひ、 內 裏 船 は 甘露 寺 親 長の 伯父 龍 首座が 請負った の で、 之 と て 

も 彼は堺 商人の 請負 を 斡旋した まで ゝ あった。 此 請負と いふ^ 味 は抽分 餞を豫 

め 契約す る こと で、 玖 首座の 談 に 「昔 者 歸朝之 時、 皐- 一荷 物 一而 定 二日 本 之 代ハ以 其 十分 一之 

(堺)  (切 力)    I 

— I 錢 云 爾、 今 則 界 之 商人 請 □ 之 故、 一 艘 一  I 莨、 未 ^ 已 前 所 ^ 也、 是 亦 抽分錢 也」 

と ある が、 簡 明に 之を說 明して ゐる。 この 抽分錢 を 請負 ふ 事と なった 結杲 は、 遣 明 

船に 乘 坐して 貿易 を 行 ふ 所の 商人が 堺の 商人に 獨占 せら れ、 或 は 全然 其 商 權の下 

に 掌理され ると いふ 举 になる。 故に 乘 船賃 及び 荷物の 料金 を 支拂 ひ便乘 する 商 

A も、 同 じ堺の 商人で ある か、 尠 くと も 其 支配 下に 投 する もの 以外に は 許されぬ 事 

になる。 而 して 此 等の 收入は 結局 遣 明 船經營 の 用 費 を 支辨 する ものであって、 い 

は..、 遣 明 船 派遣 を 成立せ しめる もので あつたか ら、 實 質的に 商人の 潜勢力が 經營 

-  の 方. S に 迄 加 はって 來 るので ある。 此 等の 事情 は 後段に 觸說 しょう。 

抽分錢 々高 抽分錢 はかくの 如く 商人の 轍 入せ る 全 貿易 額の 十分の 一 を 木 米徵收 した もの 

である。 是は 物貨に 於て は 我が 國 にての 相場に 準據 し、 金 餞なる 時 は 勿論 其 一 割 

を課收 したので ある。 永享四 年の 十三 家 寄 合 船に つき 楠 葉 西 忍の 語る 所 は、 彼が 


外官 として 乘 船した もので あ り、 大 凡當 時の 實 際に 準じた もので あらう が、 此 際 の 

抽分錢 三千 貫、 貿 易 額 三 萬 貫に 達した 事 實を推 想せ しめる。 叉堺 商人の 請負 額が 

一 艘 四千 貰と いひ 三千 貫と いはれ た が、 之 も 將來の 利 損 を 案じた る 上の 請負で あ 

つ て、 元 來抽分 餞に 代用され たもので あるか ら、 是 亦當時 一 艘の 貿易 額 を 推察す る 

上に 一 の 目安と もなる であらう。 

読^ 以上の 如く 商人の 參加 貿易の 有無 は、 遣 明 船 經營の 殆ど 决定的 問題と なって ゐ 

> 重耍生 

たので ある。 商人 及び 其 積載 貿易 貨物が 減少 すれば 抽分 餞が 縮減す る だけに 止 

まらぬ。 船舶 其 物に は 一 定 せる 船頭. 船方 等の 賃金 ま 費と. 其 傭船 料. 修造 費 等と を 

要し、 而 して 遣 明船經 費の 支辨の 源た る 商人の 乘船 賃# 物 料 は 減少す る。 幕府 及 

び 幕府 船に あって は 明 帝よりの 頒 賜物 も あ り、 應 永年間に は相當 多額の 銅 錢の頒 

給 もあった。 然し 諸家の 經營船 にあって は、 か ヽ る 場合 結局 自家の 貿易に より 收 

途 を增大 する 外 はない。 應 永年間 永樂の 勘合 を携带 せる 三十 七 艘の遣 明 船に 於 

て、 諸家 の 經營船 は 如何なる 事情に あつたで あらう C 商人 參 加の 有 勢 化、 殊 に 文明 

以後 抽分 餞が 請負 制 化せる 事 實に隨 伴して、 商人の 遣 明 船 經營に 勢力 を 加へ た 結 

果は、 結局 遣 明 船が 經營 者の 手より 離れ、 一 の收 益機關 たる かの 如き 機運 を 招致し 

第二 章 日 明 交渉と あ 庫  ニー 二 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵車と 外 國關保  ニー 一二 

たので あ り， そ れ だけに 又 有 勢 者 間の 爭 奪の 目標と もな，^?:: たで あらう C か 、 る 

遒明船 經玆內 部の 推移 事 愔を應 永年 代に 溯って 考へ るに は 史料が 闕 けて ゐる C 

然し 商人が 最初より 參 加して ゐた^ は 疑 ふまで もない。 筑 紫 (恐 らく 博 多) の 商 人 

肥 富の 勸吿が 莪滿を 動か し、 彼 自身 使と なつ て 渡航した^ 赏の 1R 相の 側面 も 之に 

よって 明かと なる C 

f  從商 正中 二 年に^^ や. 元 弘 三年に 住吉 社、 曆應四 年に 天 龍 寺の 各々 造營 のために. 幕 

府は入 元 商船に 特別の 保護 を與 へて 造營費 を支辨 せしめた。 天 龍 寺 造 營の船 は 

當 時の 貿易 家 至 元なる もの に、 入 元 船 二 艘を認 許 し. 差 當リ 一 艘を 渡航せ しめて 貿 

易 を 行 は せ、 其 利益の 如何 を 問 はす 錢五千 貫 を 寺 家に 納付 させた ので ある。 此船 

は 商船で あつ て、 遣 明 船の 入貢 船た ると は 其 性質 を 異にする。 卽ち 元に 於て は 市 

舶 司 の 抽 分が あ り、 口糧 麋給等 の 賜 與は遣 明 船の 如くあった 譯 でない。 我が 商舶 

は 元の 市舶司 設置の 開港 地に 自由に 往來 通商して ゐた 際で あるか ら、 五 千 貰の 寺 

納を 約した 所以 は、 主として 幕府が 沿海の 守護 大名 等に 命を傳 へ、 船 を 出して 海賊 

等の 難を警 固せ しめた 報酬と 解す る 外 はない。 遣 明 船 時代に 商人が 之に 參 加す 

る 事を務 むる は、 遣 明 船の 經 費が 明 地に 於け る 官給 賜物の ため 輕 減され るの みで 


な く、 當 然 海上の 保護 を 

殊に 此 時代 は 入貢 船た 

ので ある。 五 千 貫の 寺 

分 餞が 經營 者の 殆んど 

らく 應 永の 初よ リ是等 

四 貨 

舶貨の 積 込 戊 子 入 明記に 依る と. 

課徵せ る 車卽ち 公事 車 

て 積載す ベ き 旨 を慕府 

本の 斡旋に て 「以， 榼代ー 御 

氏より 尼 崎 公事 船に 申 

積 下した。 兵 庫に 於て 

る。 途中 尾 道に 寄 泊の 

汰 して ゐる。 永 享六年 

箇國 より 尾 道に て ^積 


受くべ きもので あつ 

る 遣 明 船 を 利用す る 

納は當 時 の 元 の 抽 分 

完全なる 收得 となつ 

の 例に 倣って 行 はれ 

物の 積 込と 遣 明 船の 

一 號船 幕府 船の 貨物 

を 以て 鳥 羽まで 搬出 

奉行 及び 守護より 達 

荷物 積 了」 と ある。 尼 


たとい ふ 

外 に、 正常 

餞 類似の 

たのと 相 

たもので 

起 著 

進貢 物 及び 

物の 一部 等 


ほ 面よ， T\ 

なる 貿易 

制で ある 

通す る。 

あ ら う o 


見る も當然 であ 

の 手段が 無 かつ 

が、 是 又 遣 明 船の 

抽分錢 の 慣行 は 


公方 商賈ど 

である。 を 

河 舟 i 羽 


し、 鳥 羽 の 

したる も 問 丸領掌 

崎より 兵 庫に 到る 間 

付け て 運漕し、 兵 庫より 赤間關 まで は 某 船 

貸 物 は 問 丸 世 善の 倉庫に 置 き、 若 干の 倉敷 

際 は、 船の 出入 案內 曳船の 事 を備後 守護の 

の 遣 明 船の 際 は、 慕 府の 貿易 物の 銅を但 馬. 美 作. 備 中. 備 後 

させて ゐる が、 此 傺も備 中 守護よ， o- 進上せ る 銅十駄 及び 


原寫 本に よる こ 

に 德持丸 か { 

料 を 支拂っ て 

山名敎 豐ょリ 


る广 

抽 

恐 


より 所 司 代よ 

公事 船に 申 付 

す、 一 號船 居座 

は攝津 守護 細 


t 


て 

ゐ 


第二 章 日 明 交渉と 兵 寧 


神 戶市史 第二 a; 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  一三 四 

入 銅 サ五馱 を 同じく 尾 道よ り^んだ もので あらう。 兵車. 赤間關 問 船賃 は卅 貫で 

ある。 ー號 船に 充てられた 和 泉 丸 は 門 司の 船で ある が、 或 は此處 にて 稅換 へ たも 

ので あらう。 硫黄 四 萬 斤 は 赤 間關道 場. 門 司大通 寺. 箱 崎. 志 賀. 野 古. 平 戶. 五 島 奈留浦 

等へ 大 友 • 島 津 氏より 送 置し 枝んだ ものである。 ー號 船客 人 衆 中には 大內氏 輩 下 

の 陶氏ゃ 船頭の 口 入の ものが ある。 船頭 は 門 司の 五郎 左 衞門祐 盛であって、 彼等 

は 博 多 や 門 司の 商人 を 斡旋した もので あらう。 二 號^. 三 號船も 門 司の 船で あつ 

て、 孰 れも ^多に て 艤装 を 完了した もので あらう。 かくて 文 正 元年 閏 二月 十九 日 

に 成 多より 出帆した ので ある が、 風 波の ために 引返した ので ある。 寶德 度の 天 龍 

寺 船 も 綱 司 や 居座が 博 多に 赴 き、 商 人と 折 街して 船 や 進物 を 調進した ので あるか 

ら， 博 多 商人が 多く 參加 し、 船 も此處 にて 準備され たもので ある。 允澎 入唐 記に 侬 

る と、 平 戶 にて 全船の 集合 渡航 準備 を 完了した やうで ある。 

遣 明 船が 前後 を 通じて 直ちに 兵 庫より 開 帆す るか、 博 多より 出發 する か は必す 

しも 一定した 譯 ではな からう。 蓋し 遣 明 船々 主の 所 在. 參 加 商 人 A 物の 狀况 及び 

之 等の 事情と 連關し て、 經 營 者の 都合 如何 等に よつ て 孰れと も 決着した 事で あら 

う。 應 永年間に 溯って 當 時の 這般の 事情 を 明細なら しむる 事 は、 現 在の 史料から 


造 明 船と 兵 

車の 問屋 藏 


は 困難で あ 

す れ ば、 兵 庫 

遣 明 船に 對 

を 有利と し 

長 門. 博 多 商 

者 含レ 之」 と あ 

但し 遣 明 

まで もな く. 

然し 大友氏 

戊 子 入 明 

え る が、 是 は 

て、 慕 府 貿易 

を 行った と 

山 名 氏が 慕 

名 氏 を： ^問 


る と 


/W\ る 

人 (以 

る は 

其 他 

や 九 

己 - 』 

言 f 

勿論 

品 と 

い ふ 

府 よ 

せ る 


思 はれる。 然し 永享 以前に は 史料の 簡單な 

が 多い やうで ある。 然し 尠くとも 寶 德. 應 仁 

博 多 商人の 勢力が 強く 浸透して お り 、前 述 の 

は 確かで ある。 <! は娜麵 謂. 狱 卵删) 金 溪梵釋 の 

營， 一 船 S 是 乃 船 自， 一 博 多 一而 出 之 時 也、 或 命-一大 內, 營 

文明 以前と 以後の 相違と を 指摘した もので 

歸 朝に 際して は 兵 庫に 廻 著す るが 一 般 であ 

の 經營者 も 多く 近畿に あつ て、 抽 分鉸の 必要 

州 探題の 船の 如き は必 すし も 東航 を 要しな 

幕府の 貨物 を 兵 庫の 問 丸 世 善の 倉に 置 き、 倉 

營 業者の 問屋で ある。 永 享六年 五月 兵 庫に 

して 積 渡した 硫黄 二十 萬 斤の 處 置に 就て、 瑞 

ので 幕府よ， 9, 轧明を 加へ たる 處、 瑞 書記 は 二 

り拜領 したと いふので 同氏 方へ 交付した と 

に、 か 、 る事實 なしと 答へ、 瑞 書記 も其詐 謀に 


る 記述より 敢て推 想 

と 時代の 降る に從 ひ、 

起 帆の 諸事 情が 博 多 

談 に 「不， 命， ー界 之 者 " 則 命 一一 

, 之 、今 則 無， 之、 大 內 爲， 堺 

あ る。 

つた。 幕府 船 はいふ 

もあった からで ある。 

かった であらう C 

敷 料を拂 つた 事が 昆 

歸 著した 遣 明 船に 於 

書記なる ものが 不正 

十 萬 斤の 內五萬 斤 は、 

答申した。 依って 山 

あら ざ る證狀 あう と 


第二 章 日 


明 交渉と 兵家  一 三 五 


辆 戶市史 笫ニ輯 別錄 一 中世！ の 兵 庫と 外 國翻係  一三 六 

抗爭 した。 此 等の 顚末 を六パ 九日 幕府より 滿濟淮 后 宛に 報じて ゐる が、 滿 濟は記 

して 「瑞 書記 不法 ポ. 方  <、 及，， 其 沙 汰， 歟、 以 外事、 山 名 硫黄 拜頜實 否 御 究明 率、 山名定 可，, 畏 

巾 入， 哉」 と いって ゐる C 是 によると 硫黄 事件の 他に 種々 の瑞 書記の 不始末が 露昆 

したら しく、 又 硫黄に 就て は 山 名 氏が 拜頜 せり， とて 五 莴斤を 取得した とい ふ 主張 

も 全然 無根であった 譯 ではない らしい C 看 聞 御 記 六月 十九 日の 條に、 瑞書 記が 流 

罪に 處 せられ、 其 理由 は 唐 〇 明 に 於て 買得せ る 物惡く 不法の ためで あると 記して 

ゐ る。 瑞 書記 は 同 記 に、 三十 三 間 堂 御堂 造營の 奉行で あ つて、 勸進聖 であると 記し 

てゐる C 彼 は 流罪 を 愁歎した る 餘リ斷 食して 兵 庫で 死去した とい ふ^まで 傳ヽ 

られ た。 之より 先 六月 九日 硫黃 事件 等の 顚末を 幕府より 滿 濟に傳 へた 中に 「仍於 _ 

彼 舟 具 足， 者、 被， 點， 一 置 兵 庫 藏ー 了、 追 何 在所へ モ 可， 被， 寄 歟」 といって ゐ る。 卽ち瑞 書記の 

處罰 として. 彼 舟の 具足 卽ち 所謂 四つ 道具 等 を 兵 庫 藏に點 置して、 將來何 返 か へ 寄 

附 しゃう とい ふ 案 を 述べた ので ある。 彼 舟と は 何れの 船 か 明白で ない が、 此際五 

隻の遣 明 船中に 三十 三 間 堂の 船が 一 蓥 あり、 而 して 之 は當時 建築中の 同 寺 御堂の 

修營 のた め 派遣され たもので あらう とい ふ 事 は 旣述の 如くであって、 瑞 書記が 御 

堂造營 奉行で あり、 勸進聖 であつ た^を 併考 すると、 彼が 三十 三 間 堂 船の 居. ¥土官 


明使迎 接の 

諸鸫 費と 幕 

府の兵 庫 料 

所 


として 渡航し 

も敢て 無理で 

借主た る 三 十 

具足 點 置の 藏 

註す る 庫 御所 

あ ら う o 

満濟淮 后 日 

歟、 但 兵 庫 御 下 

於-一 用 脚 等, 被 レ仰， 

，兵車 事 可， 被 fe. 


たこと が 察せら 

はなから う C 此 

三 間 堂 卽ち寺 家 

に關 して は、 建內 

の 事が 想起され 


記 永 享六年 二月 

向 事 可， ー申 沙 汰, 條 

付 一 衆 中お-兵車 

付 赤松 播磨 守， 歟 

方樣 渡御 御 煩 以下 事 つ爲， 一 洛中 

チ 置-代 官 於 兵 庫, 者、 只 今 沙汰 之 

何 云々」 と ある。 此兩 日の 条を 

用 を 京都の 土 倉 中よ リ 支出せ 

は 公方 樣 渡御 御 煩と は、 此 歲 五 

第二 章 日 明 交渉と 兵 庫 


れ、 彼 舟と は 卽ち瑞 書記 乘 

船 も 恐らく 傭船で あ つ て 

を 代表す る瑞 書記の 賨任 

記に 記す 兵 庫に あつたと 

る。 當時 恐らく 幕府 直轄 

サ 二日の 條 に 「兵 庫 事 可, 被 

二 衆 中事定 可, 爲， 無， 一 故 實 I 欺 

年貢, 可， 被 一一 返付 ー歟云 々にと あ 


坐 の 三 

舟 具足 

となる 

思 は れ 

C ぼ-力 

レ 仰- i 1 衆 

、然者 爲> 

り、 叉 同 

出 f 其 子 


三 間 堂 船と する 

毀損 亡 佚 は當然 

であらう。 此舟 

唐 船 新造 事 也と 

庫に あつたので 


、但 猶 可， 相， 一尋 管 頜 一之 由、 被， 一 仰 

(役 力) 

土 蔵 約 一可き 其 沙 汰, 之 儀 無，, 子 細, 云 々 

儀、 定後曰 無 足 怖 畏 可， 相 殘， 欺、 然 者 尤 

對勘 すると 兵 庫 事 卽ち唐 船 糢米竝 

しめんと する 議 があった ので ある 

月に 兵 庫に 來 著した 歸朝 船. 明 船 を 


中 一 土藏方 由、 尤可， 宜 

御料 所 分 爲， 一 何 仁； 

月 二十 五日の 條に 

細 、ノ 唐 船 糗米幷 公 

々、但 諸 土蔵， 者 共同 

不 便 II 思 食 也、 如 

に 公方 渡御の 費 

0 兵 庫 御 下向 或 

覽 るた め、 義 滿 時 

一 三 七 


神 戶市史 第二 稗 別錄ー 中世の 兵 庫と 外國 as 保  ニー 一八 

例の 如 く， 且 此際は 一 入の 盛儀 を 極め 

に屢， 金 

つたら 


代 の 

用で ある。 土 盒は有 

を辨 進す る 事 は故實 

て は 幕府 料 所の 年貢 

けんとの 案 もあった 

川を辨 進せ しむる も 

年貢 を 以て 返付 し、 單 

料 所 は 兵 庫に あった 

の 內两方 散在 田地と 

車の 料 所の 存 した 事 

か く て 唐 船 糗米竝 に 

土 倉の 代官 を 兵 庫に 

ふので あった。 然る 

費と 共に 土 倉が 引受 

依， Os て決濟 さるべき 


^に 際し 幕府 

になき 事で あ 

を 以て 返付し ようと 

が、 管 頜細川 持 之に 諮 

子細な しとの 義敎の 

に 土 倉 役と しての 負 

の で、 其 後 文 安 六 年 四 

を 岩清水 八幡宮に 寄 

實は昆 當らぬ やうで 

公方 渡御 御 煩 等 を 土 

置く やうに しな けれ 

に 右の 唐 船 糗米を 遣 

け、 之 を 一種の 貸借 關 

ものと 考へ る 說もぁ 


て 義敎が 兵車に 下向した 路費 以下の 費 

錢を 上納して ゐた が、 兵 車 下向 等の 費用 

し く、 さ れば 右の 用 脚 沙汰の 土 倉に 對し 

いふので あった。 而も 猶 赤松 氏に 申 付 

る 事 を 命じた の は、 土 倉 役と して 右の 費 

決意が あつたから である。 卽ち料 所の 

擔に 終らせぬ 事と したので ある。 この 

月 幕府 は 兵車 上庄の 內德珍 名と 福原庄 

I  〕 匸 ゴ り 、「菊 大路 家 文 書. 足 利義政 \  £ 、麦 £、 

進して あり I 寄進 狀、 細 川 勝元遵 行 狀」 ま 賴 ^ 

あるから 或は 此料所 を 指す ので あらう- 

倉に 課する も 差 支な しとした が、 義 敎 は 

ば、 彼 等 は 後日 不安 を殘 すで あらう とい 

明 船の 糧食と 解し て、 將 軍 の 兵 庫 往来の 

係な リと て、 遣 明 船が 歸朝後 貿易の 利に 

る。 然し 土 倉 支出の 件 は 果して 實行さ 


關務 と島修 

固 


れ たか 否か も 明かで なく、 辨濟 の資は 兵車 

れてゐ る。 柏 原 氏が 公方 檨 渡御 御 煩 以下 

航船卽 ち 幕府 遣 明 船の 資 であると 解した 

使 等の 粮 米と 解した の は 或は 安當 であら 

は 以上の 議 のあった 三 箇月 後の 五月の 事 

で あ り、 叉 派遣の 事實が 具體化 もせぬ 次囘 

殊に 遣 明船糂 米の 事 は 卽ち遣 明船經 費に 

として 此經 費の 支出 を實際 上分擔 したと 

五 兵車 島の 修固 

初め 延慶 年間 兵 庫 島の 升 米. 置 石 を来大 

れた 際に も、 島 修固は 寺 家に 於て 沙汰 し、 其 

なされて ゐる。 升 米. 置 石 等の 港津 税の徵 

因由して ゐ るの だか ら、 之 は 當然の 事と い 

諸種の 關役 が、 專 ら 所得の 對象 物に 轉 する 

に實 施され たかは 疑 はしい。 然し 叉 一方 


料 所の 年貢 を以 

事 と は、 來 朝 せん 

は 勿論 誤解で 


ま 


0 へ 史學雜 誌 二 五ン 

产ノ 一 一  四 三 頁」 

あって、 之 を 迎 

遣 明 船に 關す 

する 問題で あ 

て も 其 は 自ら 

八幡宮 顯密御 

剩を 以て 御 願 

は、 木來 は港津 

なければ なら 

至 つ て、 杲 し て 

於て 島 彦固は 


てす る 豫定が 明記 さ 

とする 明 使 を 送る 渡 

る が、 唐 船粮 米と は 明 

朝 船. 明 船の 兵車 來著 

る處 置が 當 面の 問 題 

問題で は あるまい。 

て、 土 倉 も亦從 商人 等 

問題で ある。 

の 料 所と して 寄進 さ 

料に 宛つべき ものと 

修備 の資を 求む るに 

o 然 る に 港 津税卽 ち 

修 固が 如何なる 程度 

津 の繁榮 と共に 叉繁 


第二 章 日 明 交渉と 兵 庫  ニー 一九 


神 戶巿史 笫ニ辑 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 S 關保  一四 〇 

荣を維 ft する 上に 歲 々必須なる 施設で あつ て、 兵 庫 居住 民の 看過す ベ からざる 事 

^たると 同時に、 港津の 繁榮は 關務の 盛衰に も關 係す る 事赏 なる を 以て、 全く 之 を 

放棄す る 如き 事情 は 許されぬ 點も考 へ 得る。 

兵 庫關所 供料 結 解狀に 依れば、 元德 三年 四月の 月 宛铰は 一 圓島修 固に 立 用し 二 

文 ひ寺納 なき 事 を 記して お り、 此 月 宛 餞 額 は 百ニ霣 文と 推定され る C 同じく 結 解 

狀に侬 る に、 元 德 三年 六月. 正慶 元年 三月に 各々 三十 霣文を 支出して お b, 、之 は 臨 f 

所 下卽ち 臨時の 經 費に 計上され てゐる C 正慶 元年 十二月の 北關 奉行^ F 知狀に 

よるに、 本年度 島修固 料卽ち 右の 三十 霣文 は、 寺 家 三分の 二、 院家 三分の 一 の 割合に 

て 支出した ものである C 其 筏永德 三年. 至德五 年に も 島修固 分と して、 寺 家. 院家三 

^の 二 及び 一 の 割合にて 寺 家の 分 は 二十 霣文を 支出して お b,、 應 永 卅ニ年 九月 二 

日の 兵 庫 島修固 算用 狀に は、 八月 六日より， 同月 十七 日までに 合計 百 七 貫 三百 四十 

文. 八月 サ 三日から 九月 二日までに 五十 四 貰 九十 四 文 を 費して ゐ る o( 雜む M 大- 

年の 然るに 永 享年 間に 至って は、 兵 庫北關 々務は 完全なる 代官 職 請 制と なリ、 島修固 

も 大體に 於て 其 青 任に 委せられ たので 之 を怠リ 勝ちとな つた。 永 享五年 五月 幕 

府は^ 大寺 宛北關 代官 職が 島 修固を 無沙汰す る を 告げ、 御 願に 於て は 厳^に 執行 
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永享五 年の 

港の 浚渫 


永 享五年 七月 慕府 は攝津 守護 代 藥師寺 氏に 命じ、 多 

た 兵車 砂 掘 人夫の 催促 を 止めし めた o(» ま 院) 此矽掘 

に對 しても 五 反別 一 人と して 課せられ たの で、 六 月 三 

に 遣り 免除 方 を 幕府に 請談 せしめた が、 免 除な しとの 

では 兵車 島 掘 人夫 沙汰 用途と して 五 貫 文 を 矢 野庄地 

さんと したが、 地下で は 三 貫 文 を 沙汰し， 而も 耕作 已下 

一 貫 七 百 文 を 進む るが 故に 人夫 免除に 預 るよう 扶持 

四日 二 貰 文 を 上 原 氏 へ屆 けて 免除 方 斡旋 を 請 ひ、 不成 

する 事と し， 地 下 へ は 五 貰 文 進納を 申達す る ことと し 

掘 人夫の 徵課は 兵車 港の 浚渫で な く， 堺 港の 四 圍の溝 

渠 浚渫に 關 する ものと する 說が ある ズ^§ べ^? ffg) 

その 兵車の 溝渠 浚渫なる 事實を 明確に する 史料 は 何 

の 浚渫に あらざる は 用語の 上に 明白で あると いふ 主 

田院 文書に のみ 依った から で. 柬 寺 百合 文書に は 兵車 

港の 浚渫と 解す るが 安當 である。 砂 掘 人夫の 徵課は 
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神 戶巿史 第二 輯 別錄 一 中 K の 兵 碓と外 國關係  一四 四 

のと 思 はれる が、 か ヽ る 規模 を大 にせる 浚渫 事業 も 亦 正 享定 光の 島修 固と 共に 逭 

明 ^-明 船の 來往を 機と せる ものと 思 はれる。 

寛 正 五 年 六 刀 島 修固を 倉 方が 拒絕 し. 管 領勝元 も 其 執 成 方 を頜掌 せす に 終った 

が， 結 局翌 七月 サ 三日 北關の 領主で 島修 固の 青 任 を 有つ 來大 寺よ タ、 頜 掌す る 旨 寺 

門の脔 狀を 眞蘂の 許に 齎らした の で. 眞 0 之を義 政に 告げた。 而 してお 大 寺の 頜 

掌した 件 は 端 板 修補と ある 。(ぉ 舰軒) 

第 四 節 遣 明 船に 對 する 明の 制 親  . 

一 所 謂. 永 樂. 宣 德耍 約の 疑問と 其眞相 

滅 m は H 明 通交 史上 問題 視 さるべき ものに 永樂± 德の耍 約が ある。 前者 は 成 祖が永 

樂ニ 年に 趙居 任を來 朝せ しめ、 義満に 日木國 王の 冠 服 等 を 贈り 龜紐 金印 を 給し. 永 

樂の 勘合 百 道 を 齎らす と共に、 (一 ) 十 年 に 一 囘 入貢せ し め、 (二) 毎 貢 正副 使 等 人 數はニ 

百 人 を 過ぐ る 事な からし め、 (三) 船 は 二 隻に止 め、 (四) 軍 器 を携 ふる 者 は寇を 以て 論す 

る 事 を 約した ものと いふ。 後者 は宣德 年間 (一) 人 は 三百 人 を 過ぐ る 事な く、 (一一) 刀劍 

は 三 千" を 過ぐ る 事な からしめ たもの で. 其 要約 は 永 享六年 六月 来朝した 明 K 雷 春 


が 宣 德の新 勘合 

樂.宣 德のニ 要約 

るが 如くで ある 
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底簿を 齎らす と共に. 改訂 を 約した もので あら 

に 就て は 今日 殆ど 何等 疑惑 を容 るべ き餘 地な 

U 否 寧ろ 其 內容に 就て は 精密なる 批判が 看 却 

し 此ニ條 約の 存在 は 何等 疑 ふべき 點 がない も 

約の 如き 兩國 交通 を 規制す る 何物 もなか つた 

對 して 右 要約の 存在 を 確認す る 反駁 論 出で ヽ 

，七 後藤 秀穗 氏、 日 明 交通 史上に 於け る 明 史の誤 

約に 就 いて 後藤 肅堂 君の 說を評 す、 中 央史 i® 十 
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判 を 加へ 
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、之 を當 時の 實 際に 徵し て其眞 相を捉 

とすれ ば、 何 故に かく 誤られた る もの 

と S ふミ 詳しく は 小 葉 田 淳臺北 帝 國大學 史學科 年報 第三 輯所 敉日ン 

J パ明 通交 史上の 所謂 永樂 宣德兩 1 約の 疑 間と 其 眞相參 照 j 

史料の 批判 永 樂. 宣 德兩耍 約の 事 は 明 史. 明 史藁を 始め 明末淸 初の 日 木に 

記す 所で ある が、 之 等 は 以下 耍に應 じて 順次 批 判 を 加 ふる 事と 

記事の 大體 原典と も い ふ ベ き 鄭若會 撰 日本 圖纂 J | 尸 同人 撰 

び鄭嘵 撰吾學 編^ | 十 に 就き 考察し やう。 
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なる か を 
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氏 倭寇に 就 
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關 する 史書に 多く 

し、 先 づ之等 類書の 

籌海圖 編 細 | 十 及 

一 四 五 


神 戶市史 第二 辑 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  一四 六 

日 木 圖桊、 講海圖 編に 永樂耍 約に 就き 

永樂 二 年 入貢、 g 中 曰 木 首 先納， 欵 *g 中 勅 褒獎. 給， 一 勘合 百道ハ 定以， 一十 年 二 霣、 舡止， 一二美 

人 止 ：1 一 百 例 以 論 、制-限 進貢 方 物お | 

又吾學 編に 

永 樂ニ年 使 還、 遣，， 通 政趙居 任 【賜-王 ？文 綺. 金 銀 • 古 器 • 書 畫 (又 給-一 勘 合 百 道； 令， 干 年 一 霱 

毎 貢 正副 使 等 母 k,l 一 一 百 人 f 若 貢 非 、人 船 髀數、 夾， I 带 刀 鎗 (竝 以^ 論 ， 

と ある。 宣德耍 約に 就て は 前者に 

宣 德 元年 入 貢、 入 貢 人 虹 踰， 數、 刀 劍 過 多， 待 ま 來 $ 後貢舡 不， 過，, 三 翁 使 人 母， 過，， 三 百、 

刀劍 伊通-三 H 不ビ 許-一 違 禁 一 

と あ タ、 後 ^ に 

宣 德 元 年 遣. 人 來 貢、 人 船刀劍 不.奉 一一 我 約 束 I 職 i 後 貢 母き 1ー 舟 S 人 ラ過， - 三 百ハ 

刀敛 母き 二 十一 否 不， 受 

と ある o 

日本 圖纂ま 海圖 編の 記事に は、 日本 にっき 淸新 有用の 文字 尠 からざる も、 猶 前代 

の 諸 書の 記錄を 任意に 剪截 縫合して 其 間 誤謬が 僅少で ない。 特に 永 樂. 宣德 前後 


の 遣 明 船の 記載 等 年代の 錯誤、 事實の 交 錯、 誤 解 等甚し く、 其 二三 は 本章 第二 節に も 

簡 叙した が 二々 擧說の 煩に 堪 へぬ。 吾學 編の 妄誤は 寧ろ それ 以上で ある。 右 要 

約の 條に 含まる 錯誤 は 後段に も 述べ る 事と する。 永樂耍 約の 一 條 として 吾學編 

に 「夾， ー帶 刀 鎗ー竝 以， 寇 論」 と あ り、 曰 木 圖 纂. II 海圖 編に は 記されぬ。 之に 關 する 史料 を 

當 時に 覔 める と 皇明實 錄永樂 元年 九月 己 亥の 條に 「禮 部尙書 李至剛 麦、 日 木 國遣使 

入 貢、 已 至， 一 寧 波 府冗 番 使 入， 一中 國 -不， 得 K 私 ，,載 軍器 刀槊之 類 (鬻 a 於 民 S 有 1 禁 令 叩 ％ 司 (會 

撿， 一番 舶 S 有，， 兵 器 刀槊之 類 送 京 師：： g 中 上 曰 、^所 則 官 爲 K 準き 國 之 直， 市 * 之、 母 _拘，， 法 

禁, 以 失，, 朝 廷 寛大 之 意 S 阻 8遠 人 歸慕之 心.,」 と あ る。 之に 依れば 番 使の 中 國に入 り、 兵 

器 刀 槊の類 を 私 載 し、 民 間に 販賣 する 事 は 禁令 ありと いふので ある が、 我 が 遣 明 船 

は 常に 之 を 積載した ので 成祖は 特に 官 にて 收賣せ しめたの である。 其 後 も 刀劍. 

搶の類 は 明に て 私 易せ しめす 官收買 し、 遣 明 船の 齎らせる 主なる 貿易品であった r 

右の 永樂 元年 入貢の 遣 明 使 は卽ち 圭密の 一 行 で、 其 歸國 と共に 趙居 任を來 朝せ し 

め、 通 說 では 此 際に 永 樂の耍 約を頒 つたと いふ。 吾學 編の 文 は 恐らく 右 實錄の 記 

载事實 を 誤記した に 相違 あるまい と 思 ふ。 それ はとに か く 「夾 -ー帶 刀 鎗 一 云 々」 の 記 事 

なき 日本 圖 纂. 籌 海圖編 に、 宣 德 元年に 入貢の 船數 人員 共に 數を踰 え、 刀 劍 過多なる 
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右 論者に 依れば 永 樂耍約 は 應永十 一 年、 宣 


り それ <\- 適^ さるべ きもので あつ 卜」 とい ふ。 
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の遲延 する 等の 事 あつ て、 博 多 發は文 正 

際の 渡航 は應仁 元年 及び 二 年と なった 

り、 唯 細 川. 大內兩 氏の 遣 明 船 派遣の 爭奪 

個別 的 派遣と して 一 装が 渡航した ので 

寇 を防衞 する 軍船と 稱 して 一 隻を 副へ 

永 樂ふ旦 德 の船隻 ニ艘 及び 三艘の 制限 あ 

れ ばなら ぬ。 
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內 氏の 遣 明 船が 嘉靖條 約 を 約した とい ふ 

約の 時代と なる。 然し 所謂 嘉靖條 約なる 

る 事 は旣述 した。 故に 若し 所謂 宣德 要約 

ち 所謂 嘉靖條 約へ の 改訂 は 何時頃な るか 
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の 遣 明 船 は 十 艘、 實 際の 渡航 は 九艘で 人員 

して 杲 さす 翌年 春と なった。 第三 次は寶 
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元年と な り、 之 も 風波の ため 妨げられて 實 

じ 船數三 装で 以後 遣 明. 船 數大體 三 * とな 

があって 紛糾し、 七 次 八 次に 結局 細 川 氏の 

ある。 最後の 大內船 は 遣 明 船三隻 の 他、 海 

た。 假 に寶德 三年 及び 其 以前の 遣 明 船に 

りと すれ ば、 其 違法 甚 しき 事實を 認めな け 
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せ 

乂 

米 


通 交 は、 成 

一の 理由 

記 す ベ き 

讀 李時勉 


し 

力 

し 


人 


れ す、 通 

に 餞 七 

を 日給す る 

明 交渉と 兵 庫 


こ iB チ 

諸國 

事 實 

しみ、 

德十 

て、 四 

十 人 

巡按 

十九 


の 極 

防 倭 

實 で 

は、 外 

あ つ 

下 海 

其 海 

其附 

永享 

七^ 

の 使 

赴 京 

建監 

等携 

六 千 


以外 


めて 満足す る 所た ると 同時に、 此 入貢 船の 持續 

の 一手 段と 考 へた 事に ある。 此點は 彼我の 通 

ある。 然るに 成 祖の晚 年 外 夷 招集の 費に 困 迫 

夷 朝貢の 近き もの は 三年 一 貢、 遠 きもの は 五 年 

こ乂皇 明實錄 永樂 十ン 

す \ 九 年 四月 甲 辰 ) 

貿易す る 事 を 禁止す る に 至 リ、 寇 賊を 勾引す る 

外 往商は 甚だ 熾んで あった。 宣宗 時代に は 諸 

搭 物件の 公私の 貿易 と、 特 に 私 易に 伴 ふ 明 人と 

禮部尙 書 胡漢は 方今 一 切の 冗費 を 節して 軍民 

臣 多く 沿途の 供給に 疲弊す る 事 を 麦 し、 以 て 琉 

せ し め、 餘 は 福 州に 殘留 せし むる^と した。 正 

察 御史成 規は茇 して 琉球國 使臣の ため 福 州 停 

伴せ る 梢 人 等 二百 餘 人に 達し、 日給の 廩米 以下 

九 百 有 餘に及 び、 而 も 間々 紛擾 を 惹起す るが 故 

切の 費 を 悉く 罷 め、 叉 通 事 等が 紛耘 を禁戢 せす 

1 五 五 


ば 之 を 

せし む 

哇 は 

依 つ 

王 亦 

北京 

程 せ 

め し 

琉球國 使 船 


の 制限  力 

1 る 

る を 

も 一 

私 に 

う て 
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治 罪せん^ を 請うた。 依って 英宗は 文 を 移して 

る と ) こ C へ皇明 » 錄 正統. ' 

«- 尊と しす 一四 年 八月 丙 戌) 

八 年 廣來參 政^ 琰爪哇 の 朝貢 頻 にて、 供 億の 費甚 

樂以來 「比 年 一 貢. 或間歲 一 貢， 或 一 歲數 I； 貝」 (，ゆ^ 卷) 

英宗 は爪哇 使の 歸 還に 際し 勅 を附與 し， 海外 諸 邦 

しく 軍民 を^ 恤し此 制に 遵ふ べしと 吿 げた C 成 

り囘 還して 當該布 政 司に 至らば 三十日 內 を^り. 

め、 期 を 過ぎ 及び 中途 故 無く 停止す る 寧 一 日 以上 

こ o へ大明 會典卷 一 百ン 

プ, 十五 禮部 i! 羞 ) 

うな 拊極 的對外 政策の 結 果、 琉 球國 入貢 船に 加 へ 

と、 先 づ成化 十 年：^ I 琉球國 使臣の 通 事 察璋等 が、 福 

機 と し、 同 年 入貢せ る 正 議大夫 稃鵬の 囘國に 際 し、 勅 

百 五十人 を 過ぎ ざら し め、 毎 年 一 貢 を 改めて 二 年 一 

貨物 を附搭 する を 得 ざら しめた。 同 十二 年 琉球國 


戒^ i せし 


1 五六 

め 改めす ば 治 罪 


し き を 

と稱せ 

並 に 三 

化 十九 

例 に 照 

ならば 

られた 

ら 


素した C 

すすいで 

一 1| 貝なる 

夷人の 進 

茶飯 管 待 

給 を 支す 


制限の 事實 

殺傷 事件 を 

後每船 一 百 

し め、 國 王 正 

王 は、 一年 一 


許されなかった o( 賤卿 針^ 45fJ) 此 渡航 人員. 貢 次年 及び 附搭物 


し 爪 

る C 

以 て， 

し、 又 

て 0 

を 止 


0 せ 

多 く 

の 他 

を 請 

ク- 0 


對外 政策 消 

極 化の 理由 


限に は 必然に 廩 給. 口 糧. 賜 給の 滅 少、 貿 易 額の 制限が 隨 伴意圖 されて ゐる。 同 十二 

年 四月 巡 按福建 監察 御 史葉稠 等 麦して、 琉球國 一 國に對 し 福 建の 市 舶提擧 の 事務 

閑なる を以 て、 內 官施斌 の 卒去に 當リ 新に 官司を 差す 事 を 止 め、 太 監廬味 をして 兼 

官 せしめん 事 を 請うた が、 憲 宗は內 官常査 を 派した。 成 化 十八 年の 禮 部の 麦に 依 

れば、 琉球國 使臣の 赴 京人 員 は 舊例四 五十人 乃至 六 七十 人と いひ、 現在 十五 人に 留 

むと いへ ば、 宣 德十 年の 二十 人の 規定 を 更に 減少した ものである。 其 後弘治 三年 

三 中 山 王 尙眞王 入貢 麦 請し て、 赴 京人 員 十五 名 を 五名 增加 し、 貢 船 著 岸の 際 口糧 

支給 百 五十人 分 を 二十 名分 增加 する 事と なつ た oc?ss 脑魏 職) 正德 元年に 多年の 

琉球國 の 麦 請 を 容れて 一 年 一 貢が 許された が、 嘉 靖 元年に は 二 年 一 貢と し、 每 航 百 

五十人 を定 限と した。  . 

かくの 如くして 宣宗朝 以来の 對外 政策の 消極 化の 反面に も 財政の 問題が 結ば 

れてゐ る。 卽ち廩 給. 口 糧. 賜 給 等の 節減が 其 一 であ り、 官 貿易の 縮 少と私 貿易の 嚴 

戒が其 二で あ り、 特 に 後者に は 明 人との 生 釁を慮 リ、 異 禁物の 交 易， 國 情の 漏 達 等に 

鍋す る^ 具 も わつ こ 。へ 例せば 會典卷 一 百 八禮部 朝貢の 條に 於け る 會同館 私易ン IB  -  r  >  > 

す スチ もも ミ\ す パの條 令、 特 に 弘治十 一 年. Jg 十 三 年^ 靖 三年の 令 等參照 j  ^して 力、 

る 消極 策の 具體的 方法と して は、 船 隻數. 渡航 人員 • 赴 京人 員. 貢 次年 の 制限 等が 其 主 
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神 戶市史 第二  «: 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 係  一 五八 

なる もので あつたの である C 

贿 交の 皇 明實錄 正統 五 年 八月 甲 申の 條に 「浙江 右 布 政 使 石 執 中等 言. 近 年 日本 諸 國來貢 

者 少、 其 市 舶提擧 司 官吏 人 等 冗 娠. 乞 裁レ 滅，, 三 之  一 K 從， 之」 と ある。 市 舶提擧 司 官吏の 主 

たる 者 は、 永 樂 元年の 制 置で は提擧 一 員. 副 提擧ニ 員 • 吏 目 一 員 等で あつ て. 布 政 司に 

隸 感 して ゐる C 浙江布 政 司の 管掌す る 寧 波の 巿舶司 は 專ら日 木に 對 する ものな 

るポ いふまで もない。 日本 等 諸 國の來 貢の 滅少 する-を 述べて ゐる が、 之 を 遣 明 船 

に 就て いへ ば、 宣 德 七年義 敎が義 持 時代 中絶の 後を復 して 入 明せ し め. 宣 德十 年に 

叉 入 明して ゐ る。 其 A 數 は五隻 及び 六隻 で、 永樂 年間 雜ュ かふ 七 年間に 六囘 

fl^g 鮮 i 邝 合計 三十 八 & に 比し、 多少 減少の 狀を 認め 得る。 然し 宣宗が 義持時 

代の 入貢の 中絕 せる を逍憾 とし 詔 諭せん と し、 義 敎之を 待た すして 通交 を 復活し 

た 際で あつ て、 巿 舶提擧 司 官吏 人 等が 冗賑 なりと て 三分の 二 迄の 大滅 殺を决 行し 

た る は、 當 時の 消極的 對外 政策の 一 と 見られる ので ある。 

情德れ U  然るに 次 囘寶德 度の 遣 明 船卽ち 景泰四 年に 入 明せ る 遣明皓 は、 九艘 人員 千 二百 

名に 達し. 附搭 貨物 は 叉 前 囘に數 倍した。 實錄景 泰四年 冬 十月 丙 戍の條 に 「時 四 夷 

入貢 者 多 至，， 千 ム所， 過 輙 需， 一 酒 食 諸 物； 憑， 一 陵 驛 傳； 往 往擊， 人 至， 死、 平 江 侯陣預 麦、 日本 陡 臣 


至-臨 

糧 を 

件 を 

が、 宣 

下し. 

等 は 

た 程 

重 賞 

て ま 

せ し 

日 を 

ま し 

歸國 


允 


淸 ；掠， 一 奪 居 ム及， 令， 一指 揮 往 詰 X 毆， 之 幾 死」 と ある。 卽ち 渡航 人員 

需 めて 驛傳を 憑 陵し、 允 影 等の 赴 京に 際しても き 錄^ 計 

生じた とい ふ r 附搭 貨物 は當時 は官收 買の 物件 多く 行 はれ 

其價額 差定を 漸次 低、 减 し、 此 際に は 其 數量も 前 囘に數 

して 「附搭 物件 價 直， 比，, 宣 德 年 間, 十 分 之 一 」 と 

向 ひ 給 價の增 賞 を 強硬に 主張し、 法 樂社船 

て、 (II ま 明) 景泰五 年 二月 禮部は 麦 

ま 玲恩恤 を 受けながら 龍 sfl 非 

擾 害 し、 會 同 館に ありて は 禁約を 犯す を以 

せば 其 罪 を 正さん 事 を 請 ひ、 景 宗之 を聽し 

月サ 八日に 允澎ー 行は辭 京して ゐる。 

歸國 する や 明より 幕府に 通す る 所 あ リ、 康 

して 謝罪の 意 を 明に 吿 げん 事 を 求 め、 慕 府 


じ 
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で 

め、 逢 

經て 

澎等 


ク し 

來 

ゥ 

を 

ま 


叫ば しめた- 

の  如き  荷物 

し て 、日本 國 

禮 を 行 ひ 貪 

て、 錦 衣衞を 

こ o へ皇 明實錄 

プ V 五 年 二月 

正 二 年義政 

のた め先容 


過 多 

臨淸 

て ゐ 

倍 し 

. 其 

を 其 

使臣 

饕を 

し て 

景 0 

乙 巳」 

ま M 

を な 


て 

糸 

で 

そ 

は 

さ 


に 遣 

めた。 其 文 に 「爱 我國行 人、 先， 是 於，， 大 明國, 事頗不 軋、 然 而 聖恩 寛 宥、 特 屆 

日 【以 加- 囚 禁 こと あ る。 長祿 三年 明よ リ 朝鮮 國 使に 吿 げ、 謹 厚 老成に し 
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廩給. 口 

殺傷 事 

である 
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積戾し 

等已 に 

, 沿途に 
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故 か 四 
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大體を 
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知った る 人物. 通 事 は謹愼 にして 禮を 知る もの、 往復 途中^ 端 を 生じ. 人民 を 騷搔せ 

ざ る ，財 物 を 掠めて 官符を 欺 凌せ ざる 事 等 を 幕府に 通せし めた。 之 等に：^ ると 

明に て は 臨淸の 事件 及び 正使 以下の 非 禮不軋 等 を 以て 幕府 を 詰問したら しいが， 

之 等 は 根本的に は 船 挚 人 員の 過多 と， 廩 給. 口 糧. 賜 給の 增 大、 及 び附搭 物件の 互 額と 

貿易の 膨 股と に綠由 する ものなる $ は 容易に 推察し 得る。 此 際の禮 部の 幕府 宛 

咨 文に も. 今 後進 貢 方 物を濫 に將來 する 事な からし め、 硫 黄の 貢 數は三 萬 斤 を 過ぎ 

ざる^ を 告げて ゐる C 同樣 貿^ 制限の 方針 は 成 化 二十 一年の 詔に も 「其 進貢 附搭 

物件. 禮部茇 請、 以 後 不， 許，, 過 多； 只 照，， 宣 德 年間 事例 S 様 刀劍總 不 一一 IV  1【 庶 彼此 兩 充，, 

勞 費，」 と あ る。 宣德 年間 兩 度の 遣 明 船 刀 劍附搭 數は大 約 三千 把であった。 

0^ かくし て 遣 明船隻 數. 人員 等 の 制限が 行 はるべき は此 際に ある 事が 推せられ る 

であらう。 文明 十九 年 五月 寶德度 天 龍 寺 船の 先例に 據り、 遣 明 船三隻 を相國 寺に 

寄せて 其 他に 大內 氏に 一隻 を 許可 せんとの 議 のあった 際、 蔭凉 阡日錄 同月 廿 六日 

(伊 勢 貞 宗) 

の 條 に 「汲 古 云， 以 前 九 艘波之 時、 自，： 大 唐， 相 定、 於，， 以 後， 者、 遣 唐 船 不， 可， 過，， 三 艘 ^者 四號船 

事者不 叶 事 乎」 と あ る。 其 後船裳 • 使 人の 决定 等に 幾多の 曲折 あ つた 後 、同日 彔長 

享 三年 八月 十三 日の 條 に 「心 月 云， 三 十 年 以前 九艘渡 唐， 人 數千 二百 人、 其 時日 本人 多 


制限： S 付 後 

の經過 


々 故 、於-一大 唐， 喧 嘩 出 來、 以， 故 以 後 

渡 唐 皆 三 艘、 今 被レ 破， 一 其 法 g 艘 渡 

西 堂 は此時 副使に 擬 せら 

にて 臨淸 事件 等の 憑 凌の 

限した る は 毫末の 疑惑 を 

福 州の 憑 凌 事件 を 機と し 

所謂 不軋 は、 叉 明の 消 

の 過多と 附搭 物件の 

れ ばなら ぬ C 若し 所 

ば、 當 然此 際の ものと 

檢 すれば、 應仁 以後 所 

あらう o 


ひ 月 

過 多 

- ) 制 

對し 

正 使 

船 装 

い は 

も の 

曰 

囘， -と 

題 奉 


等 

あ b, 

欽、 仍 


で 

-叉 

十 


者 不^, 過，, 三 艘 K 數 不， 可， 過，， 三 百 人 茈分相 定、 其 後 三 度 

之 者、 於，， 大 唐, 不， 可 許 容ハ然 者 與， ，大 唐, 可 ，篇， 義 


れ て 

こ と 

容れ 

人 船 

極 的 

謂 宣 

考 ふ 

謂 宣 


る。 之 

つたる 

事 實 で 

制限 貿 

外 政策 

リし結 

要約の 

き で あ 

要約に 


に 嘉靖六 年 麦 准 

同サ七 年の 浙江 

年 一 貢、 遂爲， - 定例，」 と ある。 (難雜 §) 


の耍 約と して 「凡 

巡 撫朱紈 の啃報 


依って 明 

青め ると 

る。 0 し 

の 縮少を 

施行す る 

は、 此 政策 

員三 百、 十 

力く の 

き事實 の 


非 翻、 及 人 

夷 船 事の 麦 

而も 是は嘉 


こて ま 

共 に、 以 

て 合. も 

なした 

決行 を 

年 一 賈 

如くし 

實 施せ 


德度 

の 遣 

化 十 


の 


年 


絕 こと あ る。 

船 攀人 員 


船 を 

琉球 

淸 事 

_ 寶德 

る も 

述 の 

所以 


三 0 

件 や 

度 の 

の と 

た る 

遣 明 

を 0 


過， 百、 船 過， 三、 多 挾 

に も 「以 ^ 此 嘉 

靖六年 九月 


兵 器 1 皆 阻 

靖六年 該禮部 

の浙江 巡按御 
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神 戶市史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外國 關 係  一六 二 

史楊 彝の茇 によれ ば， 旣 に當 時の^: 例であった。 是 より 先 明 應五年 入 明した 堯夫 

壽 冥の 一行 は、 濟 寧に 於て 殺傷^-件 を惹 S し て、 今 筏 起 京人 員 を 五十人と し， 餘 は 浙 

江 館に 在留せ しむる^ とした C(5I^S き B) 起 京人 員 五十人の 制规は 今後 永く 變 

改 せられなかった。 而も 人員 百 名の 制限 は 渡航 人員と して は 事 宵 不可能 で， 賞 犒 

の 人員なる 事 は 別に 述べた る 如くで ある。 之より 先 渡航 人員 三百の 制限 ありた 

る も、 是叉 事實行 はれ 難 く、 叉 赏際 多く は 履行され なかった。 永 正 八 年の 遣 明 船に 

(辛 未 力) 

は 壬 申入 明記 に 「則 六 百 餘人豈 能 生 乎」 と あ り， 日 本 一 鑑卷之 七に 正 德乙巳 使 人 六 百 

六十 八と ある は確赏 な正數 であらう。 又 起 京人 員 も 壬 申入 明記に 成 化 五 年以來 

兩 度の 遣 明 船 に 「以 上 年中 進 京 三百 餘 人」 と ある は 牽强の 嫌な しとせ ぬ が、 同 書に 起 

京人 員 五十人に 制限 せられし を、 枝 悟 は從使 二百 九十 二人 を 起 送 せん 事 を 請うた 

の も 先例に 侬 つたので あらう。 船 装の 制限 は 應仁以 米 正しく 實 施さ れ、 永 正 八 年 

に 杜悟等 三隻を 以て 渡航せ る 他、 宋素卿 の 細 川 船 之に 先 んじ 渡航し、 大永三 年に も 

宗設 等の 大內船 三 装の 他に、 瑞佐. 宋素卿 等の 細 川 船 一 装が 到った。 而も 明に て は 

之 を 異例と し、 永 正 七 年 細 川 船 一 装 の 渡航 を 記し て 「禮. 部 麦 日本 國 進貢 方 物 例 三舡. 

今 止， 二 舡 こと ある ズ«? ^脑 囚) 刀劍 三千 把の 制限 も 成 化サー 年の 咨 文に 明示し 


された。 

の 寧 波の 亂勃 發以 後， 閉 關絕賈 の議起 り、 又 右 

〕 同 六 年 九月 楊 彝が麦 請して 十 年 二 貝. 船 三 

司 をして 日 木に 移咨 し、 今 後の 遣 使 入貢に 遵 

る も その 一で ある。 同 十八 年閏 七月 湖心 頓 

や、 世 宗は 命じて 巡 按御史 をして 三 司に 督し 

ば 例の 如く 五十人 を 起 送 上京せ し め、 所 在 の 

た c(5 棚 4 脑酷舰 十) 同サ 三年 釋壽光 等の 人 明 

す る や、 十 年 一 貢の 貢 期に あら す、 又 表 文な しとて ffl 囘 せしめた C 同 サ七年 三月 策 

彥周良 を 正使と する 大內船 四 艘は寧 波に 入った が、 六 月 巡 撫朱紈 の 日 木 國賈使 周 

良 等 六 百 餘人浙 江界に 入りし 報 は 北京に 著した。 朱紈は 右の 通報に て 周 良の 齎 

ら せる 勘合 表 文 は 正し く、 貢 期に 數 月の 差 ある も、 之 を阻囘 する は 策に あらす とし. 

隨伴 する 者 水夫 共 六 百卅七 人に て、 前年より 外洋に あ り、 (2 » 舶^ S) 病死す る者サ 

一  < 又三隻 の 他 軍船 一 隻を 副へ たる は 「要 在 7 防- 賊 舟 (而 完.. 貢 船上而 己、 嘉 靖 二十 一年 以 

來邊寇 指，, 商 船, 爲， 名、 不 時 來 國、 或 與, 竄 島 兇 賊 - 交 通、 或 侵-劫 邊 民； 剽-奪 家 財； 不， 可， 勝&、 國 王 
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てゐる が、 是 又實 行され す 多數に 積載 

寧波亂 後の 然るに 嘉靖 ニ年宗 設. 瑞 佐. 宋 素 卿 等 

制^ 遵守の 

厳達 の 定例 を嚴 重に 施行す る蔡 となった 

崔予 人 員 百， .過 多 の 兵 器 携 帶 の 禁を布 政 

行せ し め、 違 へ ば阻囘 せしめん とした 

鼎 等の 遣 明 船 寧 波に 入る の 報 達する 

嚴に 譯審を 加へ しめ、 效 順の ものたら 

居 民 をして 私に 交通す るを禁 せしめ 


人の 

ベ し 

は 事 

等 は 

商 舶 

は 依 

せ を 

て 其 

サ九 

員、 從 

あ ら 

所謂 兩^ 約 船 

の 誤謬と 其  力 

因由 £1  o 

<3- び. 


神 戶市史 笫ニ辑 

組 慮 設，， 副 軍船 一 隻，」 と辨 

數^ すれ ど も、^ 詞 

と て. 十 八 年の 例に 

宜を 防止して 斟^ 

翌年 四ガ 入京して. 

入，, 夷 中 (往 往 歲 匿，， 海 

つ て 百 人の 他に 量 

以て 新に 茇 請して 

の 制限 は 渡航 人員 

遵行 は 比較的 固執 

年の 制と し て、 日 木 

商 六十 名總計 二百 

う。 然 らば 多分 こ 

集 三、 人員 三 百、 十 年 

制と なす 日 木圖纂 
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叫す る 所があった。 疆部 はよ つて 周 良 等の 期に 

恭 順. 贯 期 を 去る 事 遠から す、 拒 絕 を 

倣 ひ 五十人 を S 送 し、 餘 は 寧 波嘉賓 

處置 せしめた。 禮部は 賞 犒は百 人 

隨伴者 多 く， 又 一 艘の附 來は敉 て 明 

島 I 爲, 計」 を 以て 賈舟を 護らん が爲な 

加賞犒 して 百 人の 制の 遵行し 難き 

ら 。へ 皇明赏 錄淼堉 二 十七 年 六月 * 申ン 

7 ス "二十 八 年 六月 甲 寅， 朱紈 甓餘雜 集」 

の 意味 を 持つ ので ある が、 其 制限の 

せ す、 實 際 上に は 賞犒數 となした の 

贯船 水夫 七十 名、 三 船 水夫 合せ て 二 

九十 名と したる は、 或 は 前囘の 事情 

の 渡航 人員 數を叉 賞犒數 たら しめ 

一 貢、 刀 劍 三千 を 過ぐ る を 得すとの 

等の 說の 誤れる は 勿論、 之 を 永享六 


加 ふる は遠航 

館に §H めて 賞 

に 限らん とし 

制に 背く にあ 

る 事 を 陳情し 

事、 賈 舟の 數を 

之 を 以て 之 を 

事實 不可能な 

である。 日 木 

百 十 名、 正副 使 

を 斟酌 差定し 

たものと も 思 

所謂 宣德 要約 

^ 德 


年 お^ 雷春來 


先んじ， 舟 

の 勞憐む 

犒 し， 互 巿 

た が、 周 良 

ら す 、「中 國 

た。 蹬部 

斟酌 せん 

見れば， 人 

る を 察し 

圖^ に 同 

以下 二十 

たもので 

はれる C 

が、 宣 德 元 

朝の 際の 


頒布に かゝ ると する 通說の 誤謬 は 以上の 如くして 斷定し 得る と 思 ふ。 船 隻 三、 人 

員三 百の 制限 は 寶德度 遣 明 船の 後に あ り、 而 して 十 年 一 貢の 制限 も 恐らく 此 際に 

あらう。 刀劍の 制限 も 成 化 二十 一年の 咨に 明示され てゐる が、 是 叉船隻 の 制限と 

同時にあった とも 思 はれる。 所謂 永樂の 要約に 至って は、 之 を 日 明 通交の 實 情に 

照し 架空の ものた る を 信せ ざる を 得ぬ。 卽ち宣 德 (事 實 は 景 泰) 以 後に 比 し、 永 樂 年 

間の 明の 對外 政策が 一層 消極的な， しと は 到底 考 へられぬ。 是は 彼我 通交の 實 

相 を 見れば 容易に 理解し 得る。 

然 らば 日本 圖 纂 i 海 圖 編. 吾 學編等 は 何故に かくの 如き 架空の 事 を 記載し、 叉 誤 

謬 を 犯す に 至った ので あらう か。 之 等の 書 は 明 末 .淸 初の それと 同じく 嘉 靖の大 

倭寇 を 被 り て、 倭 寇 の 眞 相 • 防 備 等を敍 して 日本 國 情に 及んだ もの で、 其 ため 我が 國 

情に 關し 潤色 的の ものが 自然 的に も 或は 意識的に も 濃厚で ある。 洪武 年間の 胡 

惟庸 事件 等の 記載 も か 、 る 傾向が 感 せら れ、 年 次 等 も 一定し ない。 籌海圖 編 に 「西 

番琉 球從來 未， ー嘗 置、 其 通 貢 有ネ， 待， 言 者 百 木 狡 詐叛服 不， 常、 故 獨 限， 一 其 期- 爲， 一十 ま 人 爲，， 

一 一 百 【舟 爲- 一二 隻1 云 々」 と ある が、 之 等の 書 は 日 木 貢舶の 制限 を 唯 日 木の 叛服 常なら ざ 

る 事に 由る 如き 口吻 を 漏らし て、 洪 武 年間の 日 明 通交と 義滿 時代の 通交 事情の 展 
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開に は 充分の 理解がない。 


H 本 圇纂. ^海 阖編は 永樂耍 約の 頒 

納， 欲」 と あ る は、 永樂元 年圭密 等の 成祖 

る も の と 見られ、 「擒 一一 獻犯， 逸倭賊 二十 餘 

の 如く 永樂 三年 源 通 賢 渡航の 際の 事 

頒 ち、 船 寧 人 員 食 年 等の 制限 をな した 

二 年 趙居任 遣使來 朝の 際に かける が 

二十 餘人 【卽 付，, 使 人 一治. 之、 縳， 一親 中 一 蒸 死」 の 

卞赏を 其 後と し、 船婪 二の 制限 を 明示 

めた る は 何れも 理由 ある 事で ある。 

同樣 である。 永樂 勘合の 賜與 はいふ 

而 して 永 樂 三年 源 通 賢が 入 明し 海寇 

等 を 派し 來朝 せし め、 諸 物の 外に 海 舟 

じたる も此 際で ある。 此 前後 籌海圖 

圖 纂. 籌 海圖 編と 同じく 明會耍 f せ は 


布 を 永 樂ニ年 入貢の 際に か 

の 詔 論 を 待た すして 渡航せ 


AE 命 ヌ治 以 一一 彼 


^であ 

とい ふ- 

■ 永樂三 

條を其 

せす し 

薛俊 の 

まで も 

二十 人 

一 5 を 

編 等 年 

-斤 胃 、K 

P; き卩 、TR 


る C か 

0 吾學 

年の^ 

以前に 

て 「人 船 

日木考 

なく 永 

を 進む 

贈った 

代事實 

樂耍約 


國 之 法 (盡 蒸.. 殺 

くて 勅して 褒 

編に は 永樂耍 

實 た る 「遣， 人 來 

かけ、 永 樂四年 

踰. 數」 と 記して 

略の 重 刊補遣 

樂ニ 年 趙居任 

る や、 成 祖は大 

事 實がぁ る。 

の 錯誤 多き は 

の頒付 を永樂 


一 六 六 

け るが、 「日 本 首 

る 事實を 指し 

さ」 と あ る は、 旣 

獎し勘 合 百 道 

約の 頒付を 永 

貢 幷 擒， 1 獻 

朱. Hwi ジ貪 

船 袅 制限 


5| は 吾 

來 朝の 際 

に 喜 び 翌 

壽 安 鎭 國 

旣述 した- 

二 年 入貢 


犯^ 

士吉 

を も 

學編 

で あ 

山 を 

) 曰 

の 際 


先 

述 

俊 

フ 

び- 

含 

と 

るハ 

封 

木 


かけ、 圖書 編, 林 は吾學 編と 同じく 永樂ニ 年趙居 任の 遣使來 朝の 際と し、 後 二者に 

「夾， ー帶 刀 鎗 冠以， 寇 論」 の 項 あり 前 三者に 之を缺 く。 然るに 例せば 閩書卷 之 一 百 四十 

六 島 夷 志 に 「(永 樂 四 年) 以， ー兪 士 吉 1 爲， 都 御 暴 1- 賜 之 龜紐金 印 S 命 封 爲， 1 曰 木 國 王 【名， 一 其 國 

之 山 ま 壽 安 鎭 扇 上 親 製， 文 勒 一一 碑 其 上； 遂 給-勘 合 百 道？ 十 年 一 貢 賢 道 誘 寧 波 (船 無き 一 

#^ 人 無 k 三 百 こと ある。 何喬 遠の 名山 藏も 同様で ある。 是 いふまで もな く 永樂ニ 

年の 事 實と四 年の 事實と 混同して ゐ るの で、 龜 紐 金印の 賜 與. 曰 木國 王の 詰 命. 勘 合 

百 道 頒付は 永樂ニ 年の 事で あ り、 籙 安 鎭國の 封 名 は兪士 吉が潘 賜と 行 を 共に せる 

際で、 此 混同の 理由 は 船 ニ袅が 永樂四 年に 贈られた るが 故で ある。 大明會 典 £1, 

§ 之と 同じく 永 樂四年 を 唯永樂 初と し、 「夾 一一 帶刀鎗 一 云 々」 の 項が ある。 殊域 周咨錄 ff 

抑 に 「給 以無 合 百 道 (定， ， 約 十 年 一 貢 (人 止， ll 一 百 (船 止 三 艘 (毋ら伊 夾， 帶 刀 翁 (如 違レ例 越 貢、 並 以. 

寇 論、 仍 命， 都 御 史兪士 吉 (宵 「日 金 綵带幷 海 舟  一 K 賜乏 云 々」 と あ り、 耍 約 を永樂 四年潘 賜. 

兪士 吉の來 朝の 際に か け、 海 舟 二の 贈與と 明白に 聯繫 せしめて ゐる。 明史 藁. 明 史. 

續文獻 通考卷 二十 九 に 「永 樂初 詔、 日 木 十 年 一 貢、 人 止 三 百； 船 止 三 艘禾 4^ 携， 一軍 器 (違 者 

以， 寇 論、 乃 賜以三 舟； 爲， 入 賈 用 ことな し、 勘 合の 事 を 缺くは 流石に 用意の 程が 傯 ばれる。 

明 史 藁. 明 史には 永樂ニ 年趙居 任、 四 年の 潘 賜、 ま 士吉の 来朝に 關 して は 略 ぼ 實錄に 
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神 戶巿史 

准 じて 正確なる 

を 注 ^ す ベ き で 

賜與を 記さば 同 

らしめ た 所以で 

が 永樂四 年の 海 

と 思 ふ C 人員 二 

もので あらう o 

貢 こと あ る を、 之 に 

十 年 一 賈 【船攀 水 

に 船 * 以下 の 定 

して 所謂 宣 德 耍 

として 結成 さる 

ので ある。 刀劍 

耍約を 宣德 元年 

學 編の 刀劍三 十 


別錄 一 中世の 兵 庫と • 外. 國關係  一六 八 


笫ニ輯 

記載が あ り、 永 樂.宣 德の耍 約が 全 

ある。 勘合の 頒付を 加 ふれば 永 

四 年と なさ..、 る を 得ない C 是勘 

あらう。 以上の 如き 諸事 實は結 

舟 二 * の贈與 より 著 想され たる 

百 は船隻 ニを條 件と し、 宣 德 耍 約 

弘治會 典に 「日 木國 〇 中略 (洪武 ) 三 

依った と 明記す る薛 俊の 日木考 

手 食 物 俱 有， 一定 制 こと 記 し て、 「後 定」 を 

制 を 加へ、 嘉靖九 年の 重刊辅 遣に 

約に 比し 一 層 消極的の 制限た る 

> に 至った に 就て は、 旣述の 如き 

に關 する 項の 由来す る 所 は 先に 

にかけ る を 其 儘 受けし は 殊域周 

£ 三 の 誤記 を すら 同様に 記して 


く 別に 景泰四 年の 條に記 

樂ニ 年に かけざる を 得す- 

合の 項 を 除 き、 永 樂 初めと 

局所 謂永樂 要約と 船 *  二 

事 を 自ら 喑示 する もの で 

の 三 * 三百 人より 推 想 さ 

十五 年 復來朝 貢、 後 定 爲， 干 

略 4^ に 「太 宗文 皇帝 御 極 

成祖卽 位の 初と し、 十 年 一 

は 人 二百と 明記して ゐる 

永樂 要約が、 嘉靖 年間に 至 

倭寇 畏 恐の 雰圍氣 が考へ 

述べ た。 日本 圖纂等 三 書 

咨 錄.圖 書 編 等 で、 圖 書 編の 

ゐる 程で ある。 明史藁  • 日ノ 


さる ゝ 

二 舟の 

曖昧た 

の 制限 

あらう 

れ たる 

年 一 來 

初， 詔 許 一一 

貢の 他 

" かく 

り史實 

られる 

の宣德 

如き 吾 

史，續 文 


勘合 編 置の 

来由 


獻 通 考. 明 會典等 は宣德 初と 改めて 

も 三十と 誤記して ゐる。 明 會耍が 

出来と いふべき である C 

二 勘合の 制度 

周 鳳 は 善隣 國寶記 中に 記し て 「今 

濱 以レ賊 爲. 業 者、 五 船 十 船、 號， 一日 木 使 B 

則 堅 防 不 X、 此 惟 彼方 防 fe  、此 方 禁き 

佛 氏, 者、 大 則 行， 化 唱. 道 之 師、 小 則 遊， 方 

有， 一 勘 合, 以 來、 使 船 之 外、 決 無， 一往 來 i 

海 寇を禁 防す るた めに、 日本 國 書と 

いふので ある。 楠 葉 西 忍 は 「昔 日 木 

無， 一 相 違 (近來 ハ海盜 以下 不道輩 有， 之 

ヲ 被-一 乞 請き 勘 合一 者、 可， 一教 害, 云 々、盜 人 

宣德の 勘合 を 齎らす や、 此 歲 に宣德 

永樂勘 4 口の 殘餘 五十 七道 及び 同日 


葷 してお  >  、四 書中 明會 典の み 刀 劍の項 ぁリ之 

之 を 宣德八 年 遣 明 使 来貢の 際に 敍 したる は 上 


所 謂 勘合 者、 蓋符信 也、 此永樂 以後 之 式爾、 九州 海 

入 一 一 大 明^,, 掠 瀕海郡 縣 (是 以 不き日 本書 及 勘 合一 者、 

之 計 也、 自， 古 兩國 商舶、 來者往 者、 相，， 望 於 海 上； 故 爲，, 

驅 之 士、 备 遂， | 其. 志 【元 朝絕， 信 之際尙 爾、、 况 其 餘 乎- 

哉」 と 述べて ゐる。 卽ち 勘合 は永樂 以来の 制で 

共に 日 木の 賈使 たる を明證 する 符信 であると 

仁 正直 ノ時 つ 何時 モ 商人 二 付テ、 僧俗 渡 唐歸朝 

間、 不， 用，, 曰 本 仁 渡 事 一也、 鹿 菌院殿 糞 計 略, テ、 勘 合 

故 也 云々」 と 語って ゐる。 永 享六年 明 使 雷 春が 

の 新 勘合 を携へ て 渡航した 正使 仲 誓 は、 前代の 

字 勘合 一 百 道の 底簿 一 扇 を 齎らして 明 へ 還納 
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勘合； P の 意 

ぷ 糸 好 


した 

編 置 

成祖 

逢 明 

た 際 

吾學 

あ るハ 

苴 

府 に 

て 窺 


欽 依 照： 

太 


合 


神 戶巿史 第二 稗 

で、 此 車 は 幕府よ 

た 勘合 は 永樂の 

卽 位する や、 右 通 

圭密 等の 到る を 

給付した もの な 

-H 本圖 ¥籌 海 圖 

ジ iie の邳 たる 力 

れる宣 德の勘 合 

a  50 へ 柏 原 昌 三 

される 一日 明 勘合 

行 在禮部 爲，， 關 防 

, 例 編 置 | 日 木國勘 

祖 皇帝 聖 旨 (南 海 


給」 と あ 


別錄ー 中世の 兵 康と外 國關係  一七 〇 

り纔部 宛の 咨 文に 明記され てゐ る。 我が 國に對 し 最初 

勘合で ある が、 勘 合 は 「每 ，, 改 元, 則 更造換 

政 趙居任 等 をして 來朝 せしめて 登極 

見て、 翌永樂 二 年春俱 に來航 せしめ、 龜 

る 事 は 疑ない。 但し 永樂 勘合 頒 付と 

編 等に 記す 所謂 永樂條 約に 就て は 前 


を 


共 


吿 げし 

金印 を 

に、 頒付 

に 述べ 


八醴部 朝貢 y 

ん とし、 ss!- 


府 に 


は 永 享六年 六月 サ 四日 兵車に 著 岸せ る 

と共に 齎らせる 宣德八 年 六月 十一 日付 

氏 史學雜 誌 三 一 所 載ン 

の 組織と 使 行を參 照」 

S 該 - 

合、 査 得洪武 十六 年 間、 欽，, 奉 

諸 番 國、 地 方 遠近 不， 等 、毎 年 多 有 i 船 往来 


使 雷 

Am  。- 


春 


る 对 

斐寬 

書 に 


多 有&, 名 託， 姓、 事 甚 不， 實、 難，， 以 稽 考 ハ致&,, 外 國 不, 能 ，盡， 一 其 誠 款ハ又 


貢、 及 

有 k 去 


做， I 賣 賈 


つ 

幕 

0 


勺 V、 

fr"  ノで 


廷 差 使ハ到，, 那 ？生 ％ 、需 索 擾，， 害 他 ハ不& 、您 禮 部 家、 置， 立 半 印 勘合 文 簿 (伹 是 朝廷 差 去 


的 人、 及他那 裏差來 的、 都 要, 將，, 文 書 K 對： 一 硃 墨 子號相 同、 方 可， 聽 信 (若 比 對 不， 同、 或 是 

無， 女 書, 的、 便是假 的、 都 拏將來 、欽^ r 除- 欽遵 > 外 、今 置 も 字 一 號至ニ 百號- 勘合 一 百 道、 

底 簿ニ眉 、本字 一 號至ニ 百 號& 合 一 百 道、 底 簿 一 一 禁內 將-曰 字號 勘合 幷木 字號底 

簿ニ扁 S 留在、 此及將 朱字號 勘合 幷曰字 號底簿 一 員 差义齎 赴-曰 木 國收受 、將- 木 

字 號底簿 一 扇 著， 1 福 建 布 政 司- 收 貯、 今 後 但 有-一進 

貢、 及 一 應客商 買 賣往來 霧 A 木 掛ー P 瑱 勘 合 R 開 一一 寫 進 

貢 方 物件 數、 本 國幷 差來人 附搭物 件、 及 客 商 物 貨、 乘 坐 海 船 幾 隻、 船 上人 ロ數目 (逐 一 

於， 一 勘 合 上, 開寫 明白：： 若 

朝 廷 差，， 使 臣 函，， 木 國須 S 硃 墨 字號相 同、 方 可 =遵 行 (使 臣 囘& 木 國如 有 >i 贈 送 物 件ハ 

亦 須, 於 to 合 內, 遂 一 報 00 知-遠 方 禮 意 (如 無二 勘 貧 比 對 不. 同 者、 卽 置 僞き木 人 一 

解 送、 赴， 京 施 行、 今 將，, 日 字 號底簿 一 扁、 本字 號 勘合 一 百 道 去 曰 木 國, 收 受、 書 塡 比 

對 施行、 

右置訖 

宣德捌 年 陸 月 日  (戊 子 入 明記) 

明國に 於て 海外 諸 國に對 し 始めて 勘合 を頒 付した る は、 洪武 十六 年 暹羅に 給せ 
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神 戶市史 笫ニ輯 別錄 


中世 の 兵車と 外 國關係 


底 簿を福 建 

布 政 司に 備 

置す こと の 


る ものである 

來る もの を 稍 

の 制 は 毎國に 

百 道 及び 暹. 羅 

扇 を 暹羅國 に 

勘合の 制に あ 

木字號 勘合 底 

扇を內 府に備 

扇 を 浙江布 政 

然るに 前掲 

記 す が、 是 は い 

ある。 之より. 

洋諸國 のた め 

中止 さ れ、 永 樂 

簿を浙 江 布 政 


其 目 

し、 叉 

合 二 


字號 


送し 一 

て ま. 

二 扇 

し、 本 


ま で 

洪武 

々市 

元年 叉 

司に 備 


字號 

字. 本 

四 扇 


的と せる は進賈 使の 他、 假 名 託 姓の 徒に 

明 國使人 を詐稱 して 諸國に 到る 輩を識 

百 道. 號 簿四扇 を 編 置 し、 例 せば 暹羅 にあ 

底簿各 一 屑 を內府 に備送 し、 羅 字 勘合 一 

扇 を 廣^ 布 政 司に 收む るの 

各號各 勘合 一 百 道 計 二百 道. 

成し、 日 字號 勘合 一 百， 道 及び 

百 道 .日 字 號底簿 一 扇 を 日本 

る o 

と 木 字 號底簿 一 扇 を 福 建 布 

州市舶 司に て 勘合 を査檢 する 

に 日 木の ため、 泉 州に 琉球 のた 

き、 布 政 司の 下に 隸 せしめた の 

说活 された。 故に 日 木よりの 遣 

置せ すして 福 建 布 政 司に 瞒置 すると は 


る の 

書 に 

なく 

年 寧 

司 を 

じ く 

せ す 


一 

一 

る 


1 七 二 

て賣買 を 目的と 

別す る にある C 

つて は 暹字號 勘 

百 道 及び 暹字號 

である C 卽ち日 

日字號 勘合 底簿 

日 字 木 字 號底簿 

に 送 b: 本 字號底 


司 に 

と な 

廣州 

あ つ 

ん ど 


備置 する 

う、 甚だ 奇 

に 占 城 .暹 

て、 其 後 一 

ため 本字 

不可解の 


し 

簿 

y. 

怪 

羅- 

度 

HJ 


て 

八 口 


扇. 


を 

で 

-两 

ま 

實 


である。 或は 之 を 解 せんとして 宣德 

航路 は 大小 琉球を 經て泉 州に 達する 

とする 說が行 はれて ゐる が、 之 は 全く 

「按海 寇 舊 乘，， 風 沉 (易， 於 爲 i  、歲 凡 仲春 南 

帆 備 發、 往 者 山 新羅. 百濟 至，， 遼 陽， 南 下、 木 

八 山. 霍 山ハ直 對， 1 寧 波 f 不， 一 五 曰 夜？ 夕 P 浙、 發 

S 針娜 にも 同種の 記載 ぁリ、 明 末の 書 

變遷を 記す は 何に 基く か 明瞭で ない 

した もので あらう。 右三 道が 嘉靖末 

初に 大小 琉球を 經て福 建に 到リ、 後 五 

問と いはなければ なら ぬ 0(1 五 章第ノ 


三 節參 照. 

球 を 經たリ とする は 如何で あらう。 

日 明 州を發 し、 三 日の 後 五島に 到，^ 五 

部尙書 李至剛 麦し て、 日 木國使 I 入貢 

に 命じ 撿番 せしめ 之 を 京師に 封 送せ 


八 年當時 及び その 

を 普通と し、 更 に 北 

承服し 難い。 其 憑 

風 始 迅、 番 船 乃 西北 

朝 初 由 矢 小 琉 球ハ迂 

則 無&」 と あるに 墓 

にかくの 如く 往昔 

が、 或 は 籌海圖 編 等 

大 倭寇の 進路で あ 

島ょリ 西航 する に 

んゃ遣 明 船の 航路 

洪武 六年來 朝せ る 

日に して 博 多に 來 

して 寧 波に 到る を 

しめん 事 を 述べ て 


以前にあって は 遣 明 船の 

航 して 寧 波に 到った もの 

據 とする 所 は 憲章 類 編に 

至、 秋 而 歸、 今 任，， 其 何 風 S1, 

ー鐃 福 建 (P 浙、 近 乃 發= 五 島 ハ由，- 

くもので ある。 圖書 編き 

-明 初. 今 時の 倭寇 來 航路の 

に 記す 倭寇の 三 道 を 敷衍 

た 事 は事實 である が、 明 

つたと なす は大 なる 疑 

宣德八 年 以前に 大小 琉 

使 仲 猷祖閬 等 は 五月 廿 

した。 永樂 元年 九月 禮 

じ、 軍 器 刀 槊の類 は 有司 

る。 楠 葉 西 忍 は 永享四 


ゥ 


ま 


る 
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神 戶市史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  一七 四 

年. 寶 德 三年の 兩 度に 渡 明した ので ある が、 其 航路 を 語って 「日本 國 ヨリ 大唐ハ 相， 富 

未 中 方， 1^ 津不 m4 お」 とい ひ、 明 州 卽ち寧 波の 事 を 述べ て 泉 州に 言 及 せ す、 「春 ハ 肥 

前 國大嶋 小 S 浦 ヨリ 船出 之、 五 十 里 南 也、 秋 ハ同國 後 唐ノ嶋 ヨリ 船出 之. 五 十 里 北 也、 

其 故 ハ 自， 一八 月, 至， ニー  月 一 マ テ 尸 北風 □ 自， 一三 月 一至， 一七 月 一 マテ" 南風 也 S? に ¥ゅ JI- 力 云 

々 」 と い ひ、 五 岛. 小 S 浦よりの 發航 をのみ 述べて ゐる C 宣德八 年 以前 は 必す泉 州 を 

經 たりと すれ ば、 永 享四 年度の 遣 明 船 は 必す泉 州に 到った もの で、 當 然 彼の 言 及 す 

べき ものと 思 はれる。 宋元以 來殆ん ど 漏れな く 我が 商舶の 渡航す る もの 平 戶， 五 

島より 發 せし を 參考 すべきで ある。 故に 宣德八 年の 禮部制 書に 發， 一福 建 布 政 司ー收 

貯と ある は 浙江布 政 司の 誤記と 斷定 すべ きで ある。 

湖^ »M 勘合 は 表面に 字 號を半 印せ る 長方形の 紙 券で、 幅員 約 一 尺 三寸 長さ 約 二 尺八 寸 

程と 推知せられ、 例せば 戊 子 入 明記に 圖載 する 本字 壹號の 勘合 は 本字 壹の左 半分 

を 印 し、 木 字 底簿は 之に 比對 せる 一字 號以 下半 印 百 道を簿 綴せ る ものである。 遣 

明 船 は 船 毎に 勘合 一 道 を携へ て 行った の で、 寧 波なる 浙江布 政 司に て底簿 と比撿 

した 後、 北京に 護送し、 § 一 |f 針^ 年 更に 禮 部の 勘合 竝に底 簿と較 合し. 彼此の 硃墨字 

號を檢 したので ある。 明 使の 來朝 する 際 は 明の 禮部 にある 日字號 勘合 を 齎らし 


て、 我 

の 際 

ら せ 

己 ) 

齎せ 

へ し 

曰 


國に保 


力 

明への 

る 勘合 

たので 

る咨文 

宣德木 

木國今 

恩 事 (宣 德 

禮 部、 日 字 

欽 差內官 

誥 命 幷 給 

到レ咨 者， 

今 開 


,7 い 


管す る 日 字號勘 

物 は總て 勘合に 

裏面に 進貢 方 物 

る。 は 4f 塡 善隣 

とレ In  EC 

初 め に， 「日 木 國 今 

號第 一 號 勘合の 

木 字 壹 號 勘合 壹 

年 陸 月 初 拾 日、 淮， 

號 勘合 咨 文 S 

春 等齎捧 

等 物、 勘 合 底 簿、 欽 


合底簿 

己 AV  ) 

き 口  ノ し 

# 數.附 

國 寶  一一 ーーロ 

塡、 本 字 

裏面に 

道、 爲_| 


と硃 墨字號 を比對 

携へ歸 らしめ る定 

搭 物 件 • 客 商 物 貨.乘 

收 載の 永 享六年 遣 

壹 號 勘合 壹 道 爲-恩 

記載せ しもので あ 


HT な 

日 メ 舟 

人口 


して 其證 となし、 且つ 

めであった ハ 

坐 海 船 幾 集 

明 船の 正使 

事 こと 題 せ る 

る o 


o 遣 

• 船 上 

伸 誓 

ま、 1 


力 


f 询 

の 齎 

等 を 

部 に 

の携 


遵 逐 壹 P 數 收 領 外、 今 差 一一 正 使 (恩 表幷 進貢 方 物. 開 坐、 須， 


, 恩 表 文 壹 通、 齎，, 激 永 樂年號 木 字 勘合 伍 拾 漆 通、 同 日 字 勘合 壹 百 通底簿 

• 第二 章 日 明 交渉と 兵 庫  一七 五 


M 


中世の 兵 康と外 s; 關係 


，戸市 史 第二 輯 別錄 

壹 貢 歉方物 馬 貳抢匹 撒 金 鞘 太刀 貳把 

金屏風 參副 鎗壹百 柄 黑漆鞘 柄 太刀 壹百把 

幷匣 屑 壹百把 

壹 差 去， 正使 壹員  . 

右咨ニ 

^部 

宣德玖 年 捌 刀 貳拾參 日 

右に よれば 宣德八 年 六月 十 一 日付 

記 し， 永 樂勘會 底簿の 殘餘を 還 納 する 

文. 進貢 方 物の 種目 員數. 正使 員 數を填 

禮 部に： 壬せ し咨 文の 初めに、 「曰 木國、 今 

船の 携 へし 宣德 本字 第 七號 勘合の 裏 

日 本 國、 今 塡木 字漆號 勘合 壹 道 爲，, 朝 

今 將朱 船 装 載 方物幷 人員 姓 名， 開-坐 

今 開 


硫黄 

長 


禮部 

事 を 

し て 

塡、 木 

面 に 

貢 I 事 

干 后 者 


の咨文 

記す は 

ゐ る o 

字漆號 

記せる 


を以 

一 般 

又寶 

も の 


で 


萬 斤 

壹百柄 


一 七 六 

腦大 

鎧 壹 


明 使 雷 

場合に 

三 年 遣 

道爲 1 一朝 

あ る C 


/  - 


硯 壹面 


春の 齎 

あ ら ざ 

貢 1 事」 と 


せる 物 

る も、 次 

正使 允 

あ る は. 


件 を 

に 表 

澎が 


壹 表 文壹道 賈獻方 物 

壹 馬 貳拾匹 〇 中略 

壹 專使壹 員 綱 司 居座 從僧 通 事 從人 船頭 壹名 水夫 

右咨 

禮部 

景泰貳 年 捌 月 日 

右に 侬 ると 善隣 國寶 記に 收载 する 場 合、 人 員の 明細 は 省 記した のか も 知れぬ。 

以上 第 一 號船 所携の 勘合に は 孰れ も 一 號船 積載 乘 座の 物件. 人員 ほ 

を塡 せる 事 明白で ある。 されば ー號 船の 携帶 せる 勘合 赚 一き^ に 正使 以下 人員 • 

附搭 物件. 客 商 貨物. 渡航 船 隻. 乘員數 のす ベ て を 記載す ると 解す る は 誤解であって、 

ニ號船 以下の 携帶 勘合の 裏面が 空白で ある 譯 ではない。 此事は 例せば 該 勘合の 

制に 類似す る當 時の 琉球 船の 符 文の 幾多の 實 例によって も 推知され る。 各船携 

带 勘合に は當該 船の 附搭物 件. 乘 坐 人員 等 を それぞれ 塡す るので あつ て、 楠 葉 西 忍 

の談に 「永享 二百 枚、 寶德 二百 枚 給， 一 勘合 一 云 々、此 勘合 ヲ船 一 艘宛 一一 持 之テ其 船中 人數 

ヲ 書付 也、 外官 何人、 仁 凡 何人 ト書， 之、 一 號船土 號船. 三 號船ト 書， 之」 と ある。 戊 子 入 明 

第二 章 日 明 交渉と 兵 庫  一七 七 


神 戶市史 笫ニ辑 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關保  一七 八 


置 

を 


は 新 帝 

の 新 勘 

なかつ 

以 て、 同 

合の 殘 


船 一枚と して 居座 以下 

枚と ある は、 S3 らく  ©  .da 


記に 景泰 勘合の 內 一 枚と して 幕府 船の 正使 以下 乘 員、 細 

乘 員， 大 內船 一 枚と して 居座 以下 乘員を 記して 已上 勘合 

記載の 乗員 を 記した もので あらう。 

勘合の 頒付 明 代 は 一世 一元に て、 四 夷 諸 蕃の國 王 又は 國 

元年に 直ちに 朝見 進貢して 禮 部に 於て 元年 編 

が 遣 明 使 は 此事を 普通 行 は す、 遣 使 も 元年と 限 

永 享六年 明 使 雷 春が 宣德 勘合 を 齎らした る 

は 其 第 一 號 より 第 六號に 至る 六道 を携 へ、 永樂勘 

合一 百 道 底 簿ー扇 を還納 した。 寶德 三年の 遣 明 船 は十艘 

第 十六 號に 至る 十 道を携 へ、 靠鄉 S 蘇 ほ 其歸 朝に 當 

を赍 らした。 次の 應仁 元年 及び 二 年 渡航の 幕府 船 以下 三 * は景泰 勘合 第一 號ょ 

. り 第三 號に 至る 三 道を携 へ、 宣德 勘合の 殘餘 八十 四 道 及び 同日 字 勘合 底簿 一 扇 を 

還納 し. 成 化の 新 勘合 底簿を 得て 歸國 の途に 就いた。 是時國 內は應 仁 文明の 大乱 

の 際 で. 第 三號 船の 經營者 大內氏 は 西 軍に 屬 して、 第二 號 船の 細 川 氏に 對立 し、 瀨 戶 

內海 は大內 氏の 勢威 强 く、 海 賊 劫掠の 虞 も あ リ、 南 海路 を 通って 歸航 せんとし たが 


卽位を 祝賀す るた め、 其 

を頒 付され た。 然し 吾 

渡航せ る 六 艘の遣 明 船 

五十 七道 及び 同日 字 勘 

で宣德 勘合 第七號 より 

つて 景泰の 新 勘合 底簿 


遣 明 使の 行 

程 


亲 ® 


を 用 


合 は 結局 

氏 を 中心 

ふる 等 勘 


旦 

三 


ま 

し 


遣 

允 


導 

月 

日- 

て 


を 

• 壬 

る- 


明 船 は 入貢 

も 行った。 

澎 入唐 記に 

百餘艘 が來っ 

畫船 五十 餘艘 に乘 

か れ、 定海 

澎 入唐 記 

の 內官に 

北京に 報 

飯 を 設け 

東 車に 入 

第 二 章 


大內 氏の 手 

勘合 爭 奪の 

行は紊 

船の 接 

式で あ 


の 

る 


遵 

形 


に 依る と、 正 

て歡迎 し、 酒 


使 一 行 

永. 食糧 

吹き 鈹 

に 入港 


に歸し 

紛糾 あ 

窗 I ナ 

待處置 

つたの 

が普陀 

品等 を 

を 打つ 

ノこ. 1st. 


れ 

. 布 政 

遣 明 船 


れ、 點檢 して 


-策彥 入唐 記 等 

嘉賓 館に 館せ 

司 按察使 等 は 

搭載 貨物 は 一 

貢獻方 物の 他 


つ C  5 る o へ 本章 第 六 節應^ 度) ヌ 

b-  V ネる , の 遣 明 船の 項參 照」 £ 

，或は 新舊 勘合 を兩 用し 又は 舊 


ギ 


大內 • 細 

合の み 


である C 

，明國 では 朝貢 

舟 ゆ^  -2 坻，^ 

島の  一 {  +1 

り、 次 で 沈 家門 

歡 迎 し、 や が て 

記されて ゐ る- 

よ  つて  大體を 

め ら れ、 布 政 司 

州よ り 來て歡 

船より 順次に 

送 貨物 を 匣に 


船と して 待遇 もし 種々 の 


連 華 & 

に 章) す 

巡檢司 


に 碇泊す 

る やまた 

いら 遣 は 


記 す と、 寧 波に 到 

より は 日 木 進貢 船 

政 堂， 觀 光堂に て 筵 

明官人 立食の 下に 

入 れ、 又 官 收 買の 物 


や、 彩 船 

官 人が 

た官船 

こ 1  一 了 

X7 1 \ィ 

來 著の 

宴 を 張 

荷揚げ 

貨等を 


日 明 交渉と 兵 庫  一七 リ 


神 戶市史 笫ニ 稗 別錄 一 

隨^ 南京 等に 送付す る C やが 

到り， 一 行 は 四明驛 にて 船に 乘 

人員 は 明 政府の 所定に よる も 

官の 出す 所の 車馬 驛驢 に乘っ 

記して 會同 館に 入れし める。 

奉 天 殿に 於け る謁 見. 表 文の 捧 

して 涎に 寧 波から 送られた 賈 

納 し. 又 官收 買物の 給價を 決す 

百 八 朝貢 通例に 詳細なる 記載 

て 行 はれた が、 官 收 買物の 給 贋 


中世の 兵 庫と 外 國關係  一 AO 

て 北京 禮 部よ リ 進貢 船 を 速に 起 闕 せし 

リ 河川 運河に て 北京に 向 ふ ことと なる 

のであった。 北京に 近く 通 州に 到って 

て 北京に 向 ひ、 崇 陽 門に 到れば 官人は 一 

やがて 鴻臚寺 習 禮亭に 於て 朝の 禮を習 

呈を 始め 闕左 門の 賜 宴. 會 同 館の 茶飯 等 

獻方物 等が 會同 館に 達する や、 禮 部 主 客 

る ことと なる。 霣獻方 物の 檢納に 就て 

が ある。 慕府 及び 正使 以下への 頒 賜物 

は 南京に て 支給した らしい。 允澎 等が 

る。 楠葉两 忍の 談に 「然則 日本 國ェ御 返 


赴いた の も 一 は そのため であ 

- 、  (伢 力) 

下每度 如^ 口 代 於 南京 ノ 御藏 ヨリ 取 出 テ渡給 之. 永 享 ノ渡モ 今^ 寶德 


めよ との 劄 

が、 こ の 53 京 

上陸し. 驛丞 

行の 姓名 を 

ひ、 こ れ から 

が ある C そ 

司 は 之を檢 

は 會典卷 二 

は 北京に 於 

歸途 南京に 

報ノ 料足以 

度-一 モ料 足 


六 萬 貫. 段 子 五 百疋於 南京 迻テ 

私 貿易 は 市 舶司監 掌の 下に 


請 取 之畢云 々」 と あ る。 

寧 波に 於て 許さ れ、 又 會同 館に 於ても 主客 司 監督の 


下に 行 はれた。 會典 朝貢 通例に 「凡 交通 禁令， 各處 夷人 朝貢 領掌之 後、 許 „ 於會同 館 開，， 


市 三 曰 或五旦 g 中倶 主客 司 出-給 告示 於 館 門 首； 張 掛、 禁„,戢 收， ー買 史 

西番連 段疋幷 一 應違禁 器物 (各舖 行人 等將 入， 館、 兩平 交易」 等の 

筵 宴 明 都 及び 寧 波に 於け る 筵 宴に 就て は、 會 典卷 二百 十四 禮部筵 

宴 一 一 次、 使 臣 囘 還、 至， -寧 波 府-管 待 一 次」 と あ り、 叉 宣 德 年間の 規定 を 

至，， 通 州， 湯 飯、 令 お 在 光 祿寺辨 送 至， ー濟 寧 州； 浙江布 政 司幷寧 波府茶 

正使 以下の 起 京 者 及び 進貢 方 物 等の 起 送 物件 を 運ぶ 舟 車 等 

於け る 曳船 人夫の 給付 等 は 策彥兩 度の 渡 集に 詳か である。 叉 

口糧 び 明都滯 在中 は 勿論 沿途に 於ても 廩給 口糧の 賜 給が ある。 楠 

渡 唐 日記 に 「明 州 --ン ホウ 外官 一人前 ノ 記、 下 行 分 也」 と し て 

柴 四百 五十 斤 则^, 兩 酒 一 瓶 茶 七 斤 計人ホ 也 


炭 百 五十 斤 二十 四 貫目 

サン セゥ 

花桝 十五 兩 一 兩別十 文 

茶 サ五兩 二百 五十 目 

鹽三斤 十二 兩六百 目 

ラ A ソク 

欄 子 百 五十 丁 

笫ニ章 日 明 交 涉と兵 庫 


書 及 玄黄 紫皂大 花 

規定が ある。 

宴の 條に 「日本 國 筵 

記 し て 「宣 德 間、 使 臣 

飯 管 待 4」 と あ る。 

も 官給 さ れ、 各 驛 に 

正使 一行の 寧 波 及 

葉 西 忍の 寶德 度の 


油 三 斤 十二 兩六百 目 

a? 一  斤 半 二百 四十 目 

菜 三 斤 四百 八十 目 

白米 五 升 六合 餘、 七 合計 器 也、 日 


本 


神 戶市史 第二  at 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  一八 二 

以上 外官方 

人 凡- 一 ハ 黑 米 二 升 宛 

と ぁリ. 「假令 寶德渡 唐 -I 多武峯 長 谷 寺兩寺 ヨリ 船 一艘 沙汰 立 之 時 二 外官 三人 || 

^5 也、 此 r  -I 商人 以下 百 人 分、 人 凡- 1 テ 召 具 之、 百 人 ，ノ 外官 三人 之 下人 分 也、 一 人 

ノ  F  -1 三 十人餘 也. 此 分 ヲ每日 外官 人 下行 物- 1 テ卞ヲ 成 也、 餘 分 ハ 外 官德分 也、 外官 

人 r 行 物 一一 テ事ヲ 成 也、 餘分 " 外 官德分 也， 米 ハ 人別- 1 被 ヤー 一行 之 (何十 曰ナリ 共、 明 州 

二 在 國中ハ 毎日 此分 下行 也、 船 方 四十 人 計 在 之、 明 州 河 ハタ 二 木屋ヲ 造テ候 二、 船方 

へ 下行 物 叉 在 之、 數 百 人 船人 也， 两忍之 船 分 四十 船方 也 、毎 曰 下行 物色々 在 之 云々、 凡 

希代 菩政國 也」 と ある。 之に 侬 ると 外 官の從 者た る 名で 渡航せ る 商人 等 は、 各 々 其 

附隸 せる 外官へ の 支給 さる 、分の 中よ リ給與 される の で. 黑 米 だけ は 人別に 二 升 

を 給せられ る。 船方 は 別に 下行 物が あつたの である。 後の 天文 八 年の 遣 明 船の 

際の 記錄 に、 在，， 寧 波- 官人麋 給 | せ；； || 其 口糧 5"| に J と あ inl ハ 明細 は 

I  ^-n 米 五 升. 肉 へ 兩. 油 四 兩. 鹽 四 兩ま E 兩. 酷 四 兩. 茶 四 奴. 酒 一一 一 斤. 笋 

5  ^ 三 斤. 蘿 蔔 三 斤. 花 椒 四 匁. 燭 六 枚. 柴 三 十 斤. 炭 六 斤 以上 十四 色 

コ 厂 艮米ニ 升. 肉 二 兩. 藤蔔壹 斤 • 

c  f 柴五 斤. 醬 二 兩. 鹽 二 兩 

と ある o(i 程) 官人麋 給は官 人に 對 する 給付で、 卽ち 天文 八 年の 遣 明 船で は 一 號船 


で ま、 官 

給付で 

景泰四 

酒 一 

茶 一 

肉 一 

と ある 

あって 

廩給も 

て擧げ 

勺 ンこ 

0  L  f 


員 十五 人三號 船で は 五 人、 三 號船 では 六 人で、 正使 以下 居 座 i 官等に 對 する 


あ る- 

年卷 

員 一 

員 一 

員 一 

. 六 

_ 其 給 

口 糧 

た る 

の で 


內 と 

日 半 

日 一 

曰 八 

十六 

付 の 


粳は從 商 人. 水 夫 等に 給す る もので あ 

し て、 專 使等每 一 員 一ヶ月 柴九百 斤と 


政 司； 成 化 十九 

考縻 給 住， 支」 と 

起 京 者が 滯 

記 し て 「官， 一 給 米 

第」 二 章 


員 

ま、 

る- 

中 


レ .」 


せ 一 員 

花椒 一 

ま 可 ~ 

は驛程 

日 分で 

。 會典 

-I 二十日 


にも 司 じ 


一日 四兩 鹽 一員 一 

員 一日 ー兩 燭 一員 

を 指す か 明白なら ざ 

錄の 官人廩 給と 大部 

ある。 楠 葉 西 忍の 渡 

树. 欄 于油等 は 其 十五 

卷之 一 百 十五 禮 部下 

內お I 例 茶飯 管 待 起 程- 

廩給 .ロ 糧が ある- 


日 四 

一 日 


允 


.酒. 酪. 菓 子. 醬. 柴 等 一」 と あ る。 楠 葉 西 忍 


らう。 戊 子 入 明記に 載せる 

し て 

兩 醬 一員 一日 四兩 

十 枚 炭 一員 一日 十ケ 

多分 正使 以下 居 座 i 官等で 

致す る。 驛程錄 の 前 揭官人 

記外官 一 人前の 下行 分と し 

に 當 る は、 外 官 下人 給 分を斟 

條に 「凡 夷人 進 賈及囘 至 ，_ 該 布 

期 及 中途 無， 故 停止 一 日 之 上 

入唐 記に 北京 滯 在中の 事 を 

の 渡 害 日記 に 「都 王宮 毎度 之 


明 交 渉-一と 兵 庫  一八 三 


祌；， 戸市 -史 笫ニ： 輯 1 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  一八 四 

下行 注 文」 と し て 「每 日米 一 升 白米 酒 瓶 半. 麥 コ. 燒 餅 四. 茶 子 ノ 菓 子. シ ホ. ミ ソ. ク キ. 力 ゥ 

(s(5( 難) (山羊) (蹇) (山椒) (炭) 

ノ 物 *ス* 力. -I ヮ ト リ*ャ キ. 生 力. サ ン 小 .薪* ス ミ」 と あ b、 以 上 一 日 分と して 五ケ 日毎に 下 

行 ある こと を 記して ゐる。 驛程錄 に 「於， 一 北 京ー廩 給 口糧 上下 無， 一 差 異 ことて 「白 米 五 升. 羊 

一 疋 A 一  率鷄 一 隻其外 十二 色、 蓋 五 曰 分 也 S 羊 .鵝. 鷄 十 人別 也」 と あり. 五 曰 分 を擧げ 

て ゐるは 毎 曰の 分 を 五 曰 毎に 支給した からで、 米 一 曰 一 升. 五日 五 升と な り、 合 計 十 

六 色と なる 事 楠 葉 氏の 記錄と 一致す る。 但羊ー 疋. 鵝  一 0.0 一  集 は 五日 分 十 人別 

として 給す るので ある C 會典 一 百 十五 禮部欽 賜 下 程の 條に 「日 木國 g き ^ き 各 五 

日 下 程 一 次、 毎， 干 人, 羊. 鵝 A 各 一 装， 酒 二十 五 瓶. 米 五 斗. 麪 十二 斤 八兩. 葉 子 一 斗. 燒 餅 一 一 

十 箇. 糖 餅 二十 箇. 蔬 菜 廚 科」 と ある は是 である。 之 五日 分 十 人別の 支給で ある。 

正使 以下の 上 京. 囘 至の 沿途に 於ても 同樣廩 給. 口 糧が ある。 驛程錄 に 「自 ，, 寧 波, 至，, 

杭 州-之 間 同上 S 麻 S 同 s| is 、ま 杭 州， 至， 一 北京， 之 間、 廩給 3 升 口糧 SI ね I, 

北京 貢回廩 給： slflu 日 糧^ 训 J-絲 と ある。 金 溪和尙 の談に 「日 木 人出， 一明 之 京ハ以 

赴 途 中、 或 乏， 一食 物 受用等 之 物 ハ 故 以， 一 精 餞 之 耳 白 者 (人 々 十 貫、 サ 貰、 百 貰 文 買，, 彼 土 食物 等, 

也」 と あ る が、 囘 途には 一人 一日 宛 餞 七十 二 文の 麇 給、 三 十五 文の 口糧が あった もの 

と 見える。 會典卷 一 百 十五 禮部 蕃夷 土官 使臣 下 程の 條 に 「凡 使臣 進貢 沿途關 支， 一 給 


口 糧 (囘 還 亦 如 

日 支 下 程ー處 

六十 七 刑部關 

付、 チ 許- 1 容 令- 1 買 

彥再渡 集に 北 

廩給 •  口 糧 と 

在 中景 泰四年 

履、 從 僧 紺羅銀 

P 冬 衣裳 I」 と あ 

萬、 從僧段 子 一 

日 賜 衣の 事が 

に 詳細で あつ 


朝鮮 等 A 國幷蓮 北 J はお 细 每. 人 S 

津、 多 支， ー廩 給， の 條に 「各處 地 方、 如 遇， 一 夷 


分 


-之、 惟 朝鮮 日本. 錫 蘭 山. 迤北 1^5 使臣 囘 

半 斤. 酒 半 

人 入 貢ハ經 

銅 餞 を 支 

を 下付 さ 

物が ある 

使 金襴 金 

月 十九 日 

使 段子羅 

て 入京し 

て は 楠 葉 


賣ー云 

京 よ 

共に 

十 一 

環袈 

リ、 十 


あ つ 

て、 


々」 と ある。 囘 還の 途 白米の 

りの 歸 途， 驛 每に廩 銀 一 匁 四 

正 使. 副 使 .從 僧 等に 種々 の 給 

月 十二 曰の 條 に 「朝參 賜^、 正 

裟. 柳 綠藍羅 衣， 襪 子. 履」 と あ 久 

二月 六 曰の 條に 「朝 參、 欽， 一賜 正 

子 力 

子 二 端. 銅 分 五 千,」 と あ トノ、 叉遲 

た。 此の 衣装 以下の 賜 給に 


れ 


還、 沿 途 除， 一 廩 給. 口 糧 一外、 仍 

瓶」 と ある。 叉 同 卷ー百 

過 驛遞、 卽便査 ，, 照 勘合 ー應 

給す る は 後の 制定 で、 策 

れ たのが それで あらう C 

リ 允澎 入唐 記に、 北京 滯 

環 袈裟. 柳 綠藍羅 衣. 襪于 

の條に 「上 憐，， 日本人 件 等， 

沙 四 I 子 六 端. 銅 子 一 

た 居座 淸海 等に もサ八 

西 忍の 記せる 衣装 日記 


進ス §5 フス 


C 羅^ 

2ー喵 從僧 コサ § 居 以上 僧ノ 衣装 三ッ、 外官ー 一 ハ a  ノ金織 


使 か ぉ預 --ぅ 座 

タル 三ッ 、 

人 凡 二  " 北 絹 衣装 三 ッ 、、叉 冬 衣装 一 ッ 、 ^ 確 f  レ々 之 外 
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と ある は 十 一 刀 十二 日の 賜 給に 當  最 後の 「又 冬 衣装 一 ッ 、/か 同月 十九 日の 賜 衣 

を い ひ、 又 「歸 朝に 引出 物」 と し て 

S) 

進ス. 外官 以下-一 人別 北紹四 反.。 一反 ふひ 一反： シュス ，2 縱好祷 S  . 

以上 七反ッ 、. 進ス錢 十贯ぅ 卿^、 コサ. 外官ニ ハ A 貰ッ 、 

人 凡-一 ハ北絹 一反. 木綿 一 反. 三百 五十 計 也 

と ある は 允澎の 記載と 數 量に 多少の 差 ある が、 當 に 十二月 六日の 賜 給 をい ふので 

ある。 會典卷 之 一 百 十一 禮部給 賜の 條に 「日本 國差來 正副 使， 每 員 金襴 袈裟  一 ¥鍍 

金銀 钩環金 羅直裰 一 件. 羅褊衫 一 件. 竚絲ニ 疋. 紗羅各 一 疋. 絹 六 疋. 銅 錢 一 萬 文 • 靴筷各 

一 雙， 居 座 以下 土 官.從 僧. 通 ¥從 人 有 一と ある。 正副 使の 給 賜 僧衣 三 件 は 衣装 日記 

の 記す 如くで あ リ、 他 の 諸 品 はよ く 允澎の 記と 一致す る。 會典 では 日本 國王卽 ち 

幕府への 頒 賜物 も、 正 副使 以下の それと 饼 記して 同様に 處 置して ゐる が、 之 明より 

見れば 當然 である。 然し 幕府へ の頒 賜物 は 進貢 物に 對 する ものと 見れば 一 種の 

貿易と 考へ 得る。 禮 部の 言 に 「四 夷 朝 使 到， 京、 有， 物 則 有， 賞、 有， 賈 則 有， 賜」 と あ つ て、 (g  ■ 

賞 給 は附搭 物件に 對 する 給價を 意味 し、 貢 物に 對 して は 賜物が ある 譯で 

ある。 國王 以外に 進 賈物は 勿論 許されぬ の で、 使 臣の自 進物に 對 して は 「正 賈外使 


臣自進 幷官收 買. 附 來 貨物 俱給 價. 不. 堪 者 令， ー自 貿易 一」 と ある。 故に 幕 一 付/の 頒 賜，^ ま 

貿易の 項に 便宜 敍 する 所以で ある。 正使 以下への 給 賜 は 應永十 年 入 明の 圭密等 

に は 「賜， 一圭 密等文 綺.紬 鍋 衣. 並 錢 i 羅， 有， 差、 賜， -其 通 事 冠 帯 こと あ >、 (J  1 5? 賤 g  I 元) 同 

十五 年 入 明の 同じく 圭密等 に 「賜，, 圭 密鈔百 錠. 餞 十 萬. 綵 幣五表 裏. 僧 衣 一 襲 其 僕 從, 

有き」 と あり、 (1、 脉難 ^ 年) 永 享四年 入 明の 道 淵 一 行に 「賜 ，- 日本 國 使臣 道 淵 等 二百 二十 

A 竚. 紗雍絹 布 及 金 織 襲 衣. 絹 衣. 銅 錢 一有き 」 と ある。 s  ？  I  ^ 年) 

0M 以上 述べ たる 如く 正使. 副使. 從僧. 居座. 土 官等 以下 廩 給. 口糧 及び 給 賜 あつ て 渡航 

物  者 全般に 及 び、 叉 起 京人 員 は 明 政府に て 定めた ので ある が、 沿 途 以下の 支給 尠 くな 

かった。 應永十 年 入貢の 圭密 一行 は 三百 餘人 入京して お り，、 此 場合 は 明 都 は 南京 

であった が、 永 享四 年の 道 淵 等 一行 は 二百 二十 名 入京して ゐる。 渡航 人員が 增大 

する 事 は 明の 負擔は 此方 面から も 重く したので ある が、 寶 德 度の 渡航者 は 千 二百 

人に 達 し、 起 京 者 も 三百 五十人 以上に 達した。 實錄 に 「時 四 夷 入貢 者 多 至， 午 人 ハ 所， 過 

輙 需 ，- 酒 食 諸 物ハ 憑，, 陵 驛 傳 S 々 毆 fe 人, 至， 死」 と あえ 曰 木 使臣 § が 臨淸に 到って 居 人 を 

掠 奪 し、 又 往 詰せ る官人 を毆 打せ る 事 を 記して ゐる。 成 化 十九 年 所謂 夷人の 進貢 

及び 囘 至して 布 政 司に 到る 時、 卽 ち 遣 明 使に あつ て は 寧 波に 到った 際 三十日 內を 
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限り 例に 照し 茶飯 管 待し 起 程し、 如し 期 を 過ぎ 及 中途 故 

る 時は麋 給の 支給 を 停めし めた。 是も廩 給 口糧の 過大 

防止した ので ある。 遣 明 船が 三隻 人員 三百 人に 制限 さ 

後なる は 旣述の 如く 斷定 し？：： るの で、 十 年 一 貢の 制限 も 

あらう。 然し 其 後 も 渡航者 は 常に 五六 百 人 以上に 達し 

航の堯 夫 壽萁の 一 行が 北京 を辭し 歸途に 就いた が、 人 失 

事に 困難した 事、 叉 食物 受 用の ものに 乏し く、 高 價を 以て 

る C 或は 旣述の 如く 歸途 の廩給 口糧 を 白米 以外 銅铰に 

もので あらう が、 之 も 支給 上の 便法で あらう C 其 後 起 京 

者 百 名と 規定され たらしい が、 嘉 靖ニ年 寧 波 亂以來 人. 件 

十七 年 最後の 遣 明 船 策 彥周良 一 行 六 百 餘名到 著の 際 も • 

送 五十人た らし め、 餘 は嘉賓 館に 留めて すべ て 百 人 を 賞 

策彥 一 行 は 翌年 四月 入京した る 後、 百 人の 外 賞犒を 加へ 


德 の 

行 は 


ん 


0 

一- -1 


る を 

船以 

の で 

年 渡 

す る 

見 え 

つ た 

渡航 

、天文 

て 0 

る o 

事 も 

百 人 分 を 勘 渡さる るの み で、 再 三 寧 波に 留 むる 五百餘 人の 衣裳に 缺 くる を訴へ て、 

亢 H こ <、、 c  F 付 ら ら 7 ンヒ J  I  .yn  A-  S7 こり e  „o つ こ 。へ皇 明實 錄嘉靖 二十 七 年 六^ 戊 

：^少 し 方て^^; せらる へ しと^  、迈么 口を^. v*bv*3 つ ナ 〈申、 司 二十 八 年 六月 甲 寅、 策 彥 和 


くして 一 

な 使臣 

た 事 は、 寶 

は 同時に 

ので ある- 

乏 しく 領 

物 を 購入 

支給され 

員 五十 名 

取締 は嚴 

江 巡撫朱 

する 事 を 

事 を 請 ひ、 


以上 停止す 


遷延す 

れ 


力 

じ 

ゐ 

の 


舶貨 に對す 

る 給 賜耠價 

法の 推移 


I ね番) 渡航 人員 百 名の 規定 は船隻 三の 實員數 として 到底 不可能の 數で. 前述す る 

所に 依リ 或は 賞犒 すべ き數の 制定なる 事が 察せられる。 


第五 節 遣 明 船 貿易の 動向 


洪武 二十 六 年の 制定に 「凡 

到 ^ 京 願， 入， 官 者、 照， 一依 官 例, 具 麦 

進 賈 內、 國 王 主妃及 使臣 人 等 

錢鈔 I 相 兼、 國王. 王 妃餞六 分 .鈔 

錢五 串. 九十 五 貫 折 物、 以次加 

是は正 貢物 以外の 國 

治 年間の 改 制に 於て、 旣述の 

如くで ある。 卽ち 五分 を抽 

餞 五 串と 殘九 十五 貫と を 物 

と 同時に 示された る 番貨貭 


遠 夷之 人、 或 有，， 長 行 頭 匹 (及 諸般 物貨 不， 係 賢 獻 

ま-給 鈔錠 函，, 其價値 こと ある。 弘治 年間の 改制 

附至貨 物、 以， 干 分 ー爲. 率、 五 分抽分 入， 官、 五 分 黧 

四 分、 使臣 人 等錢四 分. 鈔 六 分、 叉 以， 物 折 還、 如 鈔 

增 皆 如， 一 其 數 8 奉』 曰 特 き 抽 分, 者 不， 爲， 例」 と あ る 

王 主 妃. 使 人の 附搭 進物に 對 する 一 般 規定で 

如き 貿易 等の 明の 消極的 政策が 顯 著に 示さ 

分す る 事、 錢 鈔を兼 給 し、 其 內鈔 給に 於て 鈔 一 

を 以て 准 給せ る 制に 示された 實際的 事實で 

値卽ち 各種の 進物に 對 する 鈔 にて 評價 せる 


定價と 折 還 物 價を對 照 すれば、 後者に 於て は數百 分の 一 乃至 其 以下に 暴 


之 數 H 帶 

に 「凡 番國 

價 値で 必 以-ー 

一 百 貰、 銅 

リへ大 明會典 

パ卷之 一 百 

ある C 弘 

れてゐ る 

百 貫に 銅 

ある C 之 

內 府估驗 

落せる 鈔 
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八 九 


^ 明 船 H 易 


進 K 物と 頒 

賜物 


神 戶市史 第二 輯 別錄ー 

惯 にて 評惯 さるる に對 し， 前 者 

鈔 の 給^ を 折 物給與 

も 以上 は 一 般的 制定 

遣 叫 船に 於て は會典 

-, む る c へ卷之 二百 十) 之 

とまる 〈一 禮部給 賜」 之 

上 非常なる 問題と な 

遣 明 船の 齎らす 貨 

依り 明かで ある。 宣 

件 及 客 商物貨 1 云 々」 と 

う が、 客 商 物 貨： は 廣 義 

進貢 物 或は 正 貢物 

恩賜 物と 考 へ られた 


中世の 兵 庫と 外 國關係 


實錄成 化 五 _ 

年 三月 甲 午. 


一と 


ふ 如 


さるる に 

たるに 止 

に 「正 貢 外 

こ^れば 

つた 事 は 

物 は、 正 貢 

德八 年の 

あ つ て、 本 

にて は I 貝 

に對 して 

か ら、 勿 論 

，進貢 物 は 


應永八 年 義満が 始めて 使 人 

金千兩 馬 十 匹 薄 樣千帖 


於て は然ら すし 

して 受領者 側の 


り、 赏 際 

臣自進 

分の 事 

にも 述 

物 • 使 臣 自 

勘合 記 文 

船 附搭物 

は 明 帝よ 

厳密に 代 

對應 して 

を 明に 遣 

扇 百 本 


の收 買に 

幷官收 買 

はない。 

ベ る C 

進物 及び 

に 「開， 1 寫 進 

と は 幕府 

件に 含ま 

り頒 賜物 

償と いふ 譯 

見る 時 は 一 

ま し ， こ 寺 ま 

屏風 三雙 


1 九 〇 

て 或は 時 直に 近き を 示 し、 從 つ て 

損失 甚だ 大 なる ものが ある。 尤 

當 つて は 各 國例を 一 にせ す、 我 が 

. 附來 貨物 俱給 惯、 不ぉ 者 令， ,自 貿 易 こ 

伹錢鈔 兼 給. 鈔折 物が 賁 際の 貿易 


物件の 三種に 分け る 事 右に 

• 本國幷 差來人 附搭物 

に 示した もので あら 


件 

で 


る 


種 の 


鎧 


" 頒 賜物 は 貢 國に對 する 

ない。 然し 「有. 貢 則 有. 賜」 (M 

貿易 物と も考 へ 得る。 

一 領 筒 丸 一 領 飆十腰 


刀 一 柄 硯莒ー 合 文 臺ー筒 

で ぁリ、 之 に 對し應 永 九 年 明 使 道彝. 天 倫 等 は錦綺 二十 匹 を 賜物と して 齎らした。 

次の 應永九 年の 遣 明 船に は 

生 馬 貳拾匹 硫黃壹 萬 斤 馬腦 大小 參拾貳 塊 計 或 百 斤 金屏風 三 副 槍 壹千柄 

太刀 壹佰把 鎧壹領 硯 一面 幷 E 屑 百 把 

を 進めた が、 此後 進貢 品目 は大體 一 定す るに 至った 如くで ある。 (§p 國) 應永十 一 

年來 朝した 明 使 趙居任 等 は 

狞絲五 匹 紗五匹 絹 四十 匹 紅雕 漆器 五十八 件 盤 十四 箇 香 疊ニ副 

器 二 卓ん 母 卓 十六 件 共 三十 二 件 葵花 樣鑑粧 一 副 盤 一個 碗 五箇 

を 齎らし、 (I 剛細 | 幷) 同 十三 年に 来朝した 明 使 潘賜等 は、 鈔 五十 錠 会 千 五 百 ¥織 

文 綺紗羅 絹 三百 七十 八疋を 齎らし、 叉 義満が 先に 對 馬. 壹 岐の 海寇を 捕へ 


せ る 


長 衾褥. 枕席. 器 显諸物 幷海舟 一一 等 を 贈った o(ss 糊！ ぉ醉針 i,ISE,l^0) 叉 同 

四年來 朝せ る 明 使 は、 義 満に 白金 一. 千 兩. 銅 餞 一 萬 五 千 貫. 錦. 竚 絲. 紗 .羅， 銷 四百 一十 

僧衣 十二. 龍 帷 .帳. 衾 .裤. 器 皿 若干 等 を、 義 満 夫人に 白金 二百 五十 兩. 錦. 竚 絲. 羅. 絹 八 十 
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卓 


嘉賞して、 白金 千兩. 織 金 各 諸 色綵带 二百 匹. 綺繡衣 六十 件. 銀茶壸 三. 銀 盆 四 及綺 繡紗. 


十 

疋. 


神 戶市史 第二  sw 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  一九二 

匹 を 滞らした 。( ド H 農 Jgl) 此際 幕府に 宛てた 明 帝の 副書が 尾 州德川 侯爵 家に 所 

蔵され て、 右の 內義满 への 賜物の 明細が 記されて ゐ る。 例せば 錦 以下 四百 一十 疋 

の 內譯は 錦 一 十 匹. 竚絲 五十 匹. 羅 三十 匹. 紗 二十 匹. 綵絹 三百 匹で ある。 

義敎 時代 遒明船 復興の 第二 囘目 永享八 年の 進貢 物 は、 

馬 二十 匹 M 漆 鞘 柄 太刀 壹佰把 撒 金 鞘 太刀 貳把 長刀 壹佰柄 硫黄 壹萬斤 

鎧壹頜 馬腦 大小 貳拾塊 硯 壹面幷 IK 金屏風 三 副 扇 壹百把 鎗壹百 柄 

であって、 應永九 年の 進賈 物に 比し 瑪 瑶. 槍 力 劍の數 に 多少 あるに 過ぎぬ。 寶德 度. 

應仁 度の 進貢 物 も 之と 同じ く、 文 明 八 年. 同 十五 年度 は^ サ疋 が四疋 とな り. 明 應 一 一 

年 は三疋 となった。 之に 就て は、 明 の 內官が 硫黄 は琉 球より 賈進 する し、 硫 觜. 馬 の 

積載 は 困難なる 故. 以 後 は 之 を 略して 黄金 を 以て 铫 子 .提 子. 香 爐等を 鑄て 渡す がよ 

いとい ふ 事であった とい 丄。 s« 贿ぉ讀 «f 十) 

明 帝よりの 頒 賜物 は 永享四 年度 遣 明 船に 對し て、 将 軍 に 

白金^ 百兩 粧花絨 錦 四 匹 竚絲 二十 匹 羅 二十 匹 紗 二十 匹 彩 絹 二十 匹 

將軍 夫人に 

白金 壹百兩 粧花絨 錦 二 匹 竚絲十 匹 羅八匹 紗八匹 彩 絹 十 匹 


であった。 其 

物 は 大瞪是 と 


の 永享八 年- 


^賜物に 現 

はれた 明の 

消極的 態度 


匹 

せ 

せ 

,— 


麦 


幷王 

叉 古 

る 日 

こ jl 

f 力 

つ た 

化 力 

ん と 

及 び 

年間 

由 な 

の 常 

, 特 


多少の 

妃 ことし 

銅大香 

明 通 交 

し 


あ 


夫 


樣で 

あ る 

，硃 紅 

ま、 

復 活 

う し、 

卽 ち 

，允澎 

、 o 

し 

贈 る 

に耍 


明 會典禮 部 

等 物 こと あ り- 

易 勿 こ 八、、 

貝 も { 力 

锬の頒 賜 


あって- 

に  過ぎ 

漆彩粧 

以下の 

した 最 

後の 賜 

此 際の 

等も强 

明に 於 

銀き 狞 

照す る 


寳 德 年 度. 應 

續 善隣 國寶 

ぬ。 而 して 

戧金 轎ー乘 

賜物が あつ 

初の 使節で 

物 は 麦 討と 

附搭 物貨は 

硬に 增給を 

て は 宣 德 以 

絲鑫. 紗. 彩 0 

に、 永樂 年間 


仁 年 

己 - J 

一一 一一 p  I 

永享 

以下 

こ o 

あ つ 

あ つ 

未 曾 

昏 O 

來常 

の 六 


度 • 文 

四 年 

の 諸 

蓋し 

て、 明 

て、 正 

有の 

明 で 

例 の 

種 に 


略 ぼ 


定 

前項 六 品の 他の 


八 年 等の 遣 明 船に 對す 

る 別 幅に 依れ ば、 狞 絲，紗 

明 船に 對 して、 「皇帝 特賜 

つてお り、 叉 寶德度 

賜 は、 義 持の 時 に 一 

大に之 を歡迎 せる 

等の 要請に 基づく 

明の 折價は 前囘に 

特賜品 を 以て 多少 其 意 

賜物と して、 王 及び 王妃 

まった ので ある。 

諸 品が 特賜 品と 見 


寺 

ま 

澎 


給 賜の 搽に 依る に 、「日本 

之に 對し宣 德十年 以後 

て 比較す る と、 宣 德 

が 中止され たる 事 


國、 永 樂間 賜， 

の 給 賜に は 

以後 相當 

は 注〗 ほさ 


I 國 王冠 服. 鈴 

六 種 を舉げ 

減殺され 

れ る C  0 
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絲. 杪. 羅. 金 銀. 古 器. 書 

て特 賜に 及ばぬ。 

たる 事實は 否定 

仁 度 遣 明 船以米 

一 九 三 


る頒賜 

-羅 等の 

一日 木國 

には特 

日 ー斷絕 

所で あ 

もので 

比し 頗 

を 緩和 

卽ち將 

之 を 永 

る ベ き 

叉 之 を 

し 得 な 

將軍義 
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政 は國書 中 に 犀， 銅 ^の 賜 給 を 求めて ゐ る。 卽ち應 仁 度の 遣 明 船に 際して は國書 

中 に 「寄 籍銅錢 仰，, 之 上 國； 其 來 久 矣、 今 求- 二 一  物 S 希 麦 達， 以 滿 k 所 "欲、 書 目 干 左 方； 永 樂 年 

間 多 給，： 銅 S 近 無- 1 此 擧ハ故 公庫 索 然、 何 以 制 ^ 、欽 待^^」 と ある。 成 化 五 年 Mi:  二月、 旣 

に 一 號土號 船の 正使. 居座 等辭 去し、 三號船 土官桂 奄玄樹 は、 其 船が 海上 風波に 遭 ひ 

方 物 を 喪失せ りと て 「乞 如 fe 給 價、 囘, 國、 庶 王 不免， 一 其 罪 事 1」 とて 乞 ふ 所 あ り、 特 に義 政に 

絹 一 百 疋. 綵 段 十 表裡を 賜った が、 玄 樹は猶 銅 錢五千 貰 を 請うて 已ま す、 遂 に 五 百 貫 

を 給付され た。 義政は 又 文明 八 年堺を 出帆せ る 遣 明 船に も、 公 庫の 索然た るを吿 

げて 永樂の 事例に よ hN 、銅 錢の賜 給 を 乞 ふ 旨の 記載 ある 國書 を附 した。 明で は 永 

樂の 事例 を耍 照す る も 給 賜の 例な しとて 拒絶した が、 正使 笠 芳淸莪 の 加 表 麦 請し 

たる 結果 銅 錢五百 貫 を 給付して ゐ る。 文明 十五 年の 周瑋 等の 使せ る 時 も 銅 餞 十 

萬 霣を請 ひ 「抑 弊邑久 承， 獒蕩之 餘ハ銅 錢 掃お 而 盡， 官 庫 空 虚， 何 以 利 fe」 と 述べ てゐる が. 

此使 船に 對 する 續 善隣 國寶 記收 載の 明の 國書竝 に 別 幅に も 銅 餞の 事 見え す、 此 要 

請 は 勿論 容認され なかった であらう。 銅 餞 頒賜を 行はなかった に 就て は、 一面に 

天 順. 成 化 頃より 銅 餞の 海外 頒布 を 禁止す る 傾向が 強調され たに も 依る らしい が- 

ー  股に 宣憲 以後 對外 政策の 消極 化が 頒 賜物の 上に も 反映せ る を 感知せ ざる を 得 


使臣 自 進物 

に對 する 給 

頃 


附搭 物件の 

貿易 

廒 永年間の 

附搭貨 貸 易 


ぬ。 文明 十五 年 遣 明 船に 對 する 頒 賜物 は 前囘の 

此船 にて 渡航せ る肅元 壽嚴は 之に 就 き、 進 貢 物 が 

物が 又 少なし とい ひ、 進 貢の 鋅 柄の 如き 三尋 木で 

つたと い ふ o( 喊^ 塘^ 潘 3 進貢 物の 品目 は當時 


常例 頒 賜よ > 減少し 

事の 外 聊爾の 故、 其 返 


作 り、 金 屛 風の 下 

一 定 して ゐ たが 


物に 影響し 

使臣 自進 

かった。 然 

主體 は附搭 

船 經營各 家 

附搭 貨物 の 

し て 「自 -I 兵 車 

之」 と あ り、 此 

同 遣 明 船が 

使 入貢して 

鬻 ぐ を 得 ざ 


の 

月 

0 


ま 


も 事實で 

明細 は 一 

は 孰れに 

の 貿易で 

易 品が あ 

が 不明で 

三 日 可， 1 乘 

大名 出資 

秋 寧 波 に 

寧 波府に 

禁令 ある 


あ ら う o 

々の 遣 明 船に 於 

しても 貿易， とし 

ある。 其 內には 

り、 叉 從 商人の 貨 

ある。 吉 田家 日 


でない が、 後 の 例 

した もので ない _ 

所謂 公方 檨御商 

る。 應 永年間の 

應永十 年 遣 明 船 


て 明か 

ては大 

幕府の 

物が あ 

己 こ 

.RN き 口  I 

船 一 云 々、種 々 兵 具 以下 被 41 之、 此 次 亦 爲 -一 商 

の 商品 兵 具 等 は附搭 物と して 齎らされ 

到 著す る や、 九 月廿 四日 禮部尙 書 李至剛 

到る を吿 げ、 番 使 中國に 入り 軍器 刀槊の 

を ^ て、 有 司 をして 日本の 貢舶中 を撿せ 
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j ま 

其 粗 

C ま 

0 遣 

賈 品 

遣 明 

の 兵 

賣 S 

たも 

麦し 

類 を 

し め、 

1 九 五 


たとい ふ。 

報た る頒賜 

反古に て 張 

惡 化 が、 頒 賜 

刀劍 類が 多 

明 船 貿易の 

を 始 め、 遣 明 

船に 於て は 

庫 ii  ^ を  一一 一一 口 

大名 沙汰 遣， 

ので あら う o 

て、 日 木國遣 

私 載し、 民に 

-兵 器. 刀 槊 の 


永 享年 間の 

附搭ほ ^易 


神 戶市史 

類 あれば 京師に 

許さぐ る を 以て 

に準じて 市 易し 

らしめ たとい ふ 

事が 明か で、 今後 

てす ベ て官收 買 

義敎の 時 遣 明 

に は 北京に 旣に 

ゐ る。 

宣 德八年 賜 例 _ 

每把火 筋每雙 

五 百 文. 黑 漆 泥 

灑金硯 匣笄硯 

賈 以， 斤 計 者、 硫 

二  • 腰刀 僅 三 千 


第二 稗 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  一九 六 


封 送せ しめん 事 を 請うた。 至 剐復茇 して 

IS ぐ 所な しと 述べ たの で、 成 祖は is ぐ 所 無 

• 法 禁に拘 りて 朝廷 寛大の 意 を 失 ひ. 遠 人 歸 

リ 之 に^れば 正 貢 以外に 貿易 を 目的と せ 

ともに 刀 劍類は 遣 明 船 貿易 貨の 大宗で あ 

したので ある。 

船 復興 後の 第 一 次 船の 正使 龍 室 道 淵の 一 

入京して ゐる C 此 際の 附搭 物に つき 明の 

蘇 木 硫黄 每斤鈔 一 貰. 紅 銅 每 斤 三 百 文 力 劍 

俱 三 百 文. 抹 金 銅铫苺 個 六 貰. 花 硯每個 小 带 

金 灑金嵌 羅甸花 大小 方圓 香盒 箱 幷香壘 等 

銅 水 漏 每副ニ 貰， 折 k 絹 布 (每>1 鈔 一 百 貫-絹 一 

黄 僅 二 萬 二 千. 蘇 木 僅 一 萬 六 百. 生 紅 銅 僅 四 

五十 耳 


刀 槊の類 は 

ければ 官に 

慕の 心 を 阻 

る刀劍 類の 

り.、 こて ま 

行 は 宣德八 

實錄に 左の 

每把十 貫 A 

刀 每把印 花 

物 器 皿每個 

疋、 五十 貫 布 

千 三 Ifc 


民間 私有 を 


て中國 

むこと 

舶載 さ 

私 易 を 

B- 永享 

年 五 年 

如く 記 

每條三 

鹿皮 每 

八 百 文- 

一 疋、 當 


の 

ばく 


MM 


力 

金 

所. 


計 者、 袞 刀 僅 


明に て は附搭 物の 折 

絹布に 折 支し、 而 して宣 

一 疋 と し、 鈔 一貫 を錢ー 

德の遣 明 船の 場合 を參 

である。 かくて 永享の 

貿易品の 折 惯は鈔 にし 

明 五 年 六月 十七 日の 條 

度 如 一一 昔 代， 於 南京 ノ 御藏 

段 子 五 百 反 於，, 南 京 邊ーテ 

は 幾何に も 達しな かつ 

渡航 は 疑 もな く此 時の 

價 額の 過半 六 萬 貰 は 銅 

せられた ので あらう。 

に は 頗る 不當 なる 點が 

或は 幾多の 曲折が あつ 


價に鈔 

當 


德 の 

貫 に 

照す 


も 


合 


造 

て- 

請取畢 

あ 

と 

錢 にて • 

後述す 

あ P  0 

たで あ 


取 

の 


を 以て 

時に 於 

じ、 錢. 絹- 

も、 叉 一 

の 場合 

六 萬 四 

西 忍 の 

出テ渡 

云 々」 と 

らう 事 

認 定 さ 

他 を 絹 

る.^  く 

錢の折 

ら う が 


行 ふ 

て ま 

布 に 

般番 

を E 

千 三 

^ と 

給乏 

あ る 

は 察 

れ る 

布 に 

鈔 に 

價間 

詳 ^ 


に 際し、 錢 

鈔百貫 に 

て 給付せ 

貨賈 直の 

る に、 銅. 硫 

百 九十 霣 

し て 「然則 

■ 永 享ノ渡 

0 銅 .硫 黃< 

する に 難 

^ ら、 彼 の 

力 f 年の 

折 給す る 

ての 折價 

に は矛暂 

し な、， 

、 VI ダ L 
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鈔兼 給す る 事と し、 鈔 に 於て は 

つき 絹 一 疋、 同 五十 貰に つき 布 

ん としたの である。 是 次の 寶 

定 制の 主旨に 考勘 する も 明白 

黄 力 劍. 蘇 木の 四 種の 主要なる 

となる。 大乘院 寺社 雜事記 文 

日木國 H 御 返報 ノ料足 以下 每 

モ 今度 寶德渡 -1 モ料足 六 萬 貰. 

-刀 劍. 蘇 木 を 除く 他の 商品の 額 

くない が、 丙 忍の い ふ永享 度の 

渡航せ る は 永享四 年、 寳 德 三 片 签 t 

S 明 船なる 事 は旣述 した、 肝^, * 

事に して 段 子 五 百 反 等 を 給付 

と、 折 支 絹布の 鈔に對 する 折價 

が あるの で、 右 の 給 價收受 にも 

1 九 七 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國翻係  一九 八 

次の 永享六 年の 遣 明 船の 附搭物 は刀劍 三千 把、 其 他 醍醐 寺 • 山 名 氏の 寄 合 船に 若 

干の 硫黄 を W ん だと 思 はる 、他に は、 他 の 物貨に 就て は 不明で ある が、 次 の 寶德三 

年の 船の 給 價の議 に 宣德十 年の 例に よる 等の 事 も昆ぇ て、 同 樣の 商品 は 勿論 齎さ 

れ たもので あらう。 寶德 三年の 遣 明 船 は朿洋 允澎を 正使と して、 九艘 渡航した が、 

此 際の 舶貨に 就て は 明の 赏錄 に 「今 所賣 硫黄 三十 六 萬 四千 四 百. 蘇 木 一十 萬 六 千. 生 

紅 銅 一 十五 萬 二 千 有 奇. 袞 刀 四百 一十 七 ま 刀 九 千 四な 八十 三. 其 餘紙扇 箱 盒等物 比， 

(宣德 八 年)  ， 

^  ^ 增，： 數 十 倍； 蓋 緣.： 荷 曰 獲^ 而 去； 故 今 倍^ 而 來、 若 如-前 例-給 直、, 折  >竊 布-外、 其 銅錢總 

二十 一 萬 七 千 七 百 三十 ニ霣 一 百 文、 時 直 銀 二十 一 萬 七 千 七 百 三十 二 兩有奇 矣」 と あ 

る。 此主耍 なる 舶貨の 品 量 は 大乘院 日記 目錄に 記された る ものと 吻合す る。 然 

るに 以上の 袷 價は時 直に 違 ひ、 甚 だ高價 なりと て 鱧 部より 有司の 申告に 基き 麦 請 

して 之 を 改めた。 之 を 表記す ると 

蘇 木  一斤に つき 銀 七 分 一 〇 六、 〇〇〇 斤  七、 四 二 〇 兩 

銅  同  銀 六 分 一 五 二、 〇〇〇 斤有奇 九、 一二 〇 兩 

硫黄  同  銀 五分 三 六 四、 四 〇〇 斤  一八 三 二 〇 兩 

計  三 四、 七 六 〇 兩 
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一個に つき 鈔四 
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不明 


t へ哀刀 四 一七 

I 腰 刀 九、 四 八 三 
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五 一 

不明 
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五 九、 四 〇 〇 
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五 〇 

-鈔 二 
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V 物 大小 六 三 四 包 

、大 乘院日 記ン 

, 目錄に 依る 7 


に^ 繪 

と あ 


不 

不 


一、 九 三 〇霣 

疋  鈔 二 一一、 九 五 〇 貫 

貢 

と、 通 計して 九 五、 九 六 八 貫で あ 

九 四、 二 六 二 貰に 達する。 從 つて 

其 數量價 格より- 昆て肯 かる 、 の 

である が、 銅 餞に て 給付 せらる 、 と、 鈔 を 絹布に て 

ある。 此給價 差 定は景 泰四年 十二月 二日の 條 


-、 蘇 木 .銅. 硫 黄 力 劍 

抹 金銅铫 等の 物 

である。 給價は 
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條 に 

.遂 に 

例 に 

H に 

賞 を 

五 百 


十七 

及び 

年 十 

受 せ 

し い 


方 物給惯 

蹬 部は宣 

てま 巧^ 

允澎 麦し 

乞 ひ、 遂 に 

疋. 布 一 千 

て 四月 サ 

價新錢 三 

日 阮太監 

臥 雲 日 件 

ガ十 三日 

る 銅鉸に 


增 賜 

十 年 

許 戮 

■ 附搭 

を 增 

日 石 

り 給 

に 六 

お - - 

し て 


中世の 兵 庫と 外 國閼係 

翌年 正月 六日の 條に. 

請 ひ、 其 後 宣德八 年の 

例に 準じて 袷^せん 

る ゝ 旨を陳 じて 訴へ 

件の 價 直が 宣德年 問 

一 萬 貫 を 加給し、 な ほ 

せしめた 事 を 記して 

橋に 到 り 、翌 曰 硫 黄 • 銅 

三 萬 貫、 サ 七 曰に 紗絹 

同じく 三 萬 貫^ 得 て 

贯を 得た る 事 を 記す 

船歸朝 宣德錢 到来と 

^三千 萬 宜德分 と あ 


二 〇〇 

疆 部 給-曰 本番 惯 直, と 

ら ざれば 歸 

したる も、 綱 

一方 明の 實 

十分の 一 な 

う て已 まざ 

澎等は 二 月 

返還 を 受け 

翌月 十六 日 

揭大 乘院寺 

る e 大乘院 

澎の 入唐 記 

德通寶 が 多 


事 ^ 

こ と 

て ゐ 

に 比 

允澎 

ゐ る 

子 若 

子 五 

ゐ る 

と 一 

あ る 


に 依 

を 達 

る o 

し て 

等 請 

, 允 

干の 
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I 前 

5^ す 

が、 允 


，此 時 宣 


あ h< 

國 せ 

司 よ 

さ 1 

る 事 

る を 

廿八 

て、 サ 

吳山 

社 雜 

日 記 

に 石 


二 月 

す と 

り猶 

は 正 

を述 

以 て 

日 に 

六 日 

畢 - > 

事 言 

目 錄 

城 橋 

載 さ 


| 鈔兼 給の 附搭 貨物の 官收 買に 際し、 錢鈔兼 給し、 而 してき を 銅 餞に て 折 支す ると 絹布に て 


折^す ると では 非常な 損得が あると いふ 譯は、 鈔錢の 比率 は寶鈔 發行當 時の 鈔 一 

貫 会 千 文の 法定 を 依然として 適用した ので あるが、 折鈔 絹布の 場合 は 恐らく 鈔の 

時 直によ つたから である C 而 して 舶貨の 折 價は時 直を參 酌した ので、 鈔ー 貰. 鲛ー 

貫， 銀 一 兩 を同價 として、 之 を 以て 評惯 したる^ は 前述の 記錄 によって 窺 はる 、が、 

價 給す るに 當っ て 低落せ る 鈔價を 以て 折 支せ る 絹布 を 兼 給す る 事 は、 收 受者 側に 

とり 大 なる 損害と い はねば ならぬ。 

洪武八 年 大明寶 鈔發行 以來明 政府 は 手段 を盡 して 其 流用 を 計った が其效 なく. 

鈔の 法定 價は 暴落して、 永樂五 年に は 米 一 石鈔 三十 貫？ K 絹 每疋鈔 五十 貫. 小 絹每疋 

鈔 三 十茛. 大 綿布 每疋鈔 三十 貫. 小 綿布 每疋鈔 二十 五 莨. 金 每兩鈔 四百 貫. 銀 每兩鈔 八 

十 莨に 准 折して 課税に 收鈔 せしめた C 當時 大禮銀 ー兩& 一貫に 折す る 故に 錢ー 

貫鈔 八十 霣 である。 宣德の 初めに 米 一 石は鈔 五十 霣に折 S せし め、^ 化 一て 年 こよ 

內外 課税 餞鈔 中半 兼收 して 鈔 一 貫 餞 四 文に 折せ し め、 同 六 年に は各處 の.^ 料鈔 一 

貫 餞 二 文と して 折收 せしめた C 明 史食貨 志に 憲宗の 時 「內外 課税 餞 鈔兼收 、官俸 軍 

餉 亦 支， ー錢 鈔 s> 一 是 時 一 鈔 一 貫 不， 能 fefe 一  文,」 と あ る。 以上 鲛に對 する 鈔の 比價 は永樂 

五 年 八十 分の 一、 成 化 元年 二百 五十 分の 一、 同 六 年 五 百 分の 一 に 暴落して ゐる r 之 

第二 章 日 明 交渉と 兵 庫  二 o 一 


祌 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 中 K の 兵 庫と 外 國關係  一一 〇 二 

を 以て 見れば 宣德 景泰 間、 絹 一 疋折鈔 百 貫. 布 一 疋折鈔 五十 貫 は 永樂五 年の 鈔 儕 比 

定に 比し 大凡 半減せ る もので 時 直に 淮 せる ものと 認められる o 然るに 例せば 刀 

劍 一 把鈔六 貰の 差 定は鈔 錢同惯 として 時 直を參 酌せ る ものと 見られる の で、 艰 歸 

(刀) 

和 尙の談 に 「普廣 相 公之 時 唐 之 價者初 者 千 疋中者 五百疋 後者 二 貰 五 百 文.^ 雄 糊 ^§ 

の 逍明船 は 永 享四年 .21 六 年の ニ囘 にし て. 永享四 年度 給價 は赏錄 に刀劍 毎把鈔 十貫卽 ち千疋 1 、 >. 

に 常る。 中 は 五 百 疋とは 永 享六年 或は 實は義 政 代なる 寳德 度の もの を 指す ので あらう。 とし O 

又經覺 耍鈔に 楠葉两 忍の 談 として、 寶德 度の 給 價を記 し 「太刀 者 五 莨 無， 一 相違 一」 と. Q る 

は 勿論 銅錢 の代偎 をい つて ゐる。 然るに 實際給 價に當 つて は 錢鈔兼 給 し、 鈔 に 對 

して は鈔 の時價 により 絹布 を 折 支 せんとす る は、 收 受 者に は 非常な 不利と いふべ 

(蘇芳) 

きで ある。 楠 葉 西 忍の 談に 「ソ ホウ 日本一 斤 五十 文 或 百 文 唐土 一貫 五 百 文 分に て 

ハ鈔} 

七 百 五十 文に 成、 七 百 五十 文 は 紙 餞サゥ 也、 一 枚 五 文 計 者 也 云た」 と ある は、 多分 永享 

四 年 m 難 T 取 Sim 斤 の 給價を 指す もので あらう が、 之に 依る と錢 鈔寶德 度と 同檨 

折半 兼 給した ものである 事が 推せられ る。 而 して 鈔 の定價 は寶鈔 一 貫の もの 一 

枚が 錢五文 卽ち當 初の 法定の 二百 分の 一 の價 値で あつ て、 先 に鈔の 時價を 明の 史 

料に 基き 推定せ る 所と 略 ぼ 合致 し、 蘇 木 一 斤鈔 一 貫 五 百 文の 差定 による 給 價は折 

半 支給の 銅 餞 七 百 五十 文と 赏際上 は 大差ない。 「唐土 一  貫 五 百 文に て 七 百 五十 文 
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搭 K 貸 易 


に 成」 と は此 意味で ある。 然るに 事實に 於て は 永 享四年 

く 西 忍の 談に 依れ ば、 大 部 は 銅 餞に て價 給され たる もの 

錢. 折 鈔 絹布 約 半々 に 差定さ れ、 且 實際 にも 之 を 以て 支給 

寶德 度の 舶貨 は給價 そのものが 前囘に 比し 甚だ 低率に 

かくの 如き 不利が あつたの である。 されば 正使 允澎の 

一 萬 貰 • 鍋 五 百 疋. 布 一 千疋 等の 增給ぁ り、 且 っ收 買物の 一 

要鈔に 記す る 楠 葉 氏の 談に 「唐朝 之 儀 散々 之 間、 商 賣 之 様 

ケ ビ、^  ^  E た、 實 錄に銀 五分 卽ち錢 五十 文 然し.^ 

々 5  !s  t 頁 ま U  T  T 度 f タ ば鈔賈 は. a; 價 値に 等し いから 廿五 

者 五 貫 無，， 相 違 (惣 而時儀 不快 之 間、 伊 勢 國法樂 社 之 枝 船、 徒 

無， 一正 體ー者 也、 比 興」 と ある 如 く、 甚 だ 不満足の 貿易であった 

代 明 錢の输 入と 國內ン 

銅錢 流通 事情 參照 ) 


の 遣 明 船の 場合に は _ 

と考 へら れ、 寶 德 度に 

されん としたの であ 

差定 された る 上に、 加 

強硬なる 要請の 結果" 


同 じ 

ま 0 


る C 

へ て 

經 覺 

斤 先 

太刀 

硫黄 以下 持 返 云 " 、、仍 諸事 

) e  b  へ 小 葉 田淳， 臺 北大 學 

のズ ある I 史學科 年報. 足 利 時 


部 を 返還した る 上に 

(i  一 3 

不， 可， 說云 々、黄 硫は 一 

を錢鈔 半々 の價 給と すれ 

文と いひ 得る かも 知れぬ 


應仁 度の 天 與淸啓 を 正使と せる 三隻の 遣 明 船に 就て は、 刀 劍 類の 給價 のみ 實錄 

見える。 

禮 部 麦、 日 本 國 所， 貢 刀劍之 屬、 例 以，, 錢. 絹 S 其 直 自來皆 酌 

鈔價眩 貴賤 相 遠、 今 會 議 所， 賞 之 銀 以 ，兩 計 之、 以 至， I 三 萬 八 


時宜 a 增， 一 損其數 S 近時 錢 

千 餘, 矣、 不^ ^不^ 也， 而 使 臣 
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淸啓 犹援， 例爭論 ，巳、 是 則 雖， 碩，， 府 庳 之 貯, 亦 難. 滿，, 其 溪 0 

是乏， 仍 令，, 通 事 辨之、 勿. 使，， 復 然" 

成 化 年間に 至り 鈔^ の 暴 落 益， 甚 しく 錢鈔價 の 懸隔 は 

する も 約 十倍と なって ゐる C 流石に 鈔を 以て 折 給す る 

評惯 する^と とし、 三 萬 八 千餘兩 と差定 したら しい。 此 

甚 しく 其 要求と 餘程 懸隔あった ものと 見える C 全部 銀 

は 事 實上從 前に 比し 相當 の犧牲 たる を以 て、 思 ふに 差定 

りし や を 疑 はしむ る。 壬 中 入 明記に は 成 化 五 年 進納三 

たとい ふ。 果して 然 らば 刀劍は 民間 市貿を 厳禁し、 叉 壬 

い へ る ものなる を以 て、 此 惯格錢 九 萬 貰に 達する であら 

來の 例に よれ ば、 錢 三 萬 八千餘 莨、 又 銀錢時 直に よれば 大 

う o  ^化 十六 年 十二月 大與縣 民 何 通の 上 言 に 「前 E  t  I  ^  fe^  )  ？ 

京師 錢價毎 二 銀 一 錢， 僅 易 二八 十 文， 云 さと ある 正使 淸啓齡 ひ 要 

とする も、 其 二倍 三倍の 加給 あり-と は 到底 考 へ られ ぬ。 

事に 吟味す ベ きものが あら う。 

同書に よれば 成 化 十九 年 ^麵針 ま 三 萬 七 千 把， 毎 把 三 


之 欲 I 矣， K 裁節以 抑， 

大 とな り-、 之 を宣德 

を 躊躇し て、 銀を以 

差定 に對し て淸啓 

にて 折價 する 事 は 

價格 自體に 可成の 

萬餘 把、 毎 把 三千 文 

申入 明記 は官收 買 

う。 銀 三 萬 八千餘 

約 三萬餘 莨と なる 

請の 結果 若干の 增 


一 其 貪； 上 

間に 比 

て 賞 給 

の不滿 

明に て 

減殺 あ 

であつ 

にっき 

兩は從 

であら 

賜 あり 


之 恐らく 壬 申入 明記の 記 

千 文、 弘治 A 年 翻 醜 


1 一年 ヒ 
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千 把、 每把 一 千 

船の 正使と し 

本のみ を收 め、 

乞 ひたる 呈書 

に は 多少 牽强 

引鹿苑 日錄收 

淸 啓の 渡航せ 

多ぐ 五 百 丄 二 百 

の 經驗に 基づ 

茇に、 舶載の 刀 

文 給 賜 せん 事 

刀 劍九百 t  、こ 

八十 把 ±z  f 

宋素 卿の 細 川 

書に 對 する 桂 

百 文で あ り、 後 

第二 章 日 明 交渉と 兵 庫 


八 年 三 隻の遣 明 

附進 刀劍は 三千 

數給價 の 增加を 

で、 其 前例の 事實 

足利時代 明錢 輸入 光 

銅錢 流通 事情 參 照き 

百 文と い へ る は 

見 ら れ、 今 は刀數 

十五 年の 遣 明 船 

部 尙書周 洪謨の 

文、 之 を 每把六 百 

及び 使臣 自 進物 

り 前に 渡航した 

然 る に 布 政 司 文 

九 年に は 每把三 

にす ベ て 收受さ 

二 〇 五 


八 百 文であった とい ふ。 此 記載 は 了菴桂 悟が 永 正 

て 寧 波に 著し、 刀 劍八千 本 を携へ てゐた が、 朋 にて は 

代價は 三百 文 を 給す る 事と したる を以 て、 刀 劍收買 

に 見える。 此文は 前例 を擧 げて强 硬に 主張した の 

附會の 嫌が ある 事 は 前に も 述べ た 所で あ る。 t 麵^ 

載の 東歸和 尙の談 に、 刀價 にっき 述べ て 後者 二 莨 五 

る 際 か、 或は 次の 妙 茂の 正使たり し 文明 八 年の 船と 

文なら では 收買 せす とい へ る は、 彼 の 渡航せ る 文明 

(11 十一 年) 

くもので あらう。 果して 成 化乙已 數 I 针 粗の禮 

劍 すべ て 三 萬 八 千 六百餘 把、 當 時の 例每把 一 千 六 百 

を 請うて ゐる。 お^ 卷 桂 悟の 要請の 結果 附搭物 

收 買 し、 給 價は弘 治 年間の 例に 依る とした が、 桂 悟 よ 

船も此 例に より， 每把 三百 文で 收 買され たとい ふ。 

悟 側の 呈 書で は、 弘 治 八 年に は 給 價每把 千 八 百 文、 同 

者の 例に 侬 るべ きを 強硬に 訴へ、 結局 單價千 八 百 文 


神 戶市史 笫ニ辑 別錄 一 中世の 兵， 庫と • 外國關 係  二 〇 六 


る、 * になった らしい。 弘治 八. 九 年に 


弘治 年間の 

番 K 愤値制 

定 


である。 此際 刀劍の 

制限 或は それ 以前よ 

百 文. 三百 文の 低價に 

の耍 請が あって 或は 

RI^  4；： 年！： ：；=■  ®  、 え。 *w 

るべ きもので あるが- 

內 一 分 與^ T 九 分 ざ 絹" 

一 分卽ち 三百 文 を 銅 

に 付 絹 一 疋の 割合で 

せ ん とする 番貨價 値 

示した ものである。 

國 王 主 妃. 使人附 進物 

て 折 支す るので ある- 

鈔 絹布に て 給付す る 


收買三 

^'の 刀 

差定さ 

增 給し 

く番貨 

特に 刀 

每き 一 

餞に て 

あると 

を鈔に 

i ち き 

を 收 買 

, 旣述 


千 把 に 限る 

僉舶 I* 數。 

れ、 弘 治 年間 

たらしく も 

惯 値の 制定 

劍價 値に 關 

百 貢 1 每親 一 

-殘 九分 卽ち 

いふ。 此時 

て 評定した 

述の 番貨價 

して 餞鈔兼 

の 如く 銅 餞 


と 事 實上價 値 に 非 


依り 給惯 にかく 差 ありと い ふ は 怪訝な 事 

としたの は、 成化廿 一 年の 勅鎩に 示した る 

制限に 據っ たもの で、 其 頃より 刀 劍價が 六 

にも かやうな 給 價が行 は れ、 其 間 時に 使臣 

思 はれる。 

あ り、 遣 明 船 附搭貨 は抽分 特免の 部に 含ま 

する 制 あつ て 「日 木 國附進 刀 劍、 每 把 鈔 三 貫、 

疋」 と ある。 之に 依れば 刀劍每 把鈔三 貫， 內 

鈔ニ貰 七 百 文 を折鈔 絹に て 給 し、 鈔 一 百 貫 

制定され た る 「內 府 估驗定 價」 は 明に て收買 

も の で、 「折 價 還 物 價」 は 鈔に折 支す る 物價を 

値の 一 般親定 に 墓 き、 內 府估 驗定價 により、 

給 し、 其 內 鈔 は 「折 惯還物 價」 に 准 じて 物を以 

一 貫鈔 一 貫と して 銅 餞に て 折 給す ると 折 

常な 差違が ある 事 は、 「內 府 估驗定 價」 と 「折 價 
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各 

各 

色 

色 

色 

ぬ 
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子 
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還 物價」 の 比較に よりても 了 得される。 其 二三 を 指標 的に 示せば 次の 如くで ある。 


內府估 驗定價 番貨買 入 方定價 


腰 
刀 

足 

色 
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兩 
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鈔 

鈔 

鈔 
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折 還 物價— 支拂方 明の 物價 


右の 鈔價は 之 を 一 般 通貨た る 銅 錢. 銀 にて 示す と 內府估 驗定價 と 折 還物價 とに 

て 卽ち買 入 方と 支拂 方に て 非常な 差が ある。 之 を 詳細 且 精密に 考證 する は餘タ 

に 多岐に 亙る が、 大 體を 示す は簡單 である。 內府估 驗定價 に 於て、 足 色 銀卽ち 純銀 

は鈔 十五 貰と ある が、 同 時の 制定に 銀 一 兩折錢 七 百 文と あれば、 鈔 十五 貰 は 餞 七 百 

文に 相當 る。 故に 假に足 色 銀の 差定を 指標と して 見る と、 本 來の鈔 一貫 餞 一 賞の 

第二 章 日 明 交 涉と兵 庫  二 〇 七 


神 戶市史 第二 稗 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係 


法定に 比して サ 一 分 


私 ^易へ の 

轉向 


然るに 折 還 物 

狀 である が. 之 

一 に 近き もの 

落せる 鈔惯 を 

準た る鈔^ に 

R 分、 或 は錢四 

依 hN て 一定せ 

て 差が あ り、 例 

暹羅に は鈔十 

で， 是 勿論 番貨 

の刀劍 の給價 

, 乂拂 はれる の 

と 大差ない 事 

ず述 の. S  く 


wtf  D 少 

僇 y あ 

は 絹 を 

あ ら 

て 差 

が あ 

少 し、 

！ W  /、 

ば 錫 

文と 

力 く 

定 に 

あ る 

認 め 

て寶 


で 

せ 

差 

し 


D 1 虽こ ぷ 

惯は 如何。 

指標と して 

う。 ©  く と 

定 せる 举 は 


落した 鈔 

當時鈔 は 

見 る と， 宣 

も 折 還 物 

認められ 


るの だか ら、 受領者 側 

チ此 場合す ベ て 鈔價で 給 

j 1 K 鈔ー赏 


の 特例が 設 

一 斤 鈔五百 

し、 烏木 一斤 

ジ 0. き 大 な 

從 ふ と， 毎 把 

が、 折 鈔絹は 

られ ると 田 心 

德 年間の 遣 


の 割にて 錢 

けられて 

文が 琉球 

鈔五百 文 

る 品質の 

鈔 三 貫 內 

殆んど 無 

ふ o 

明 船に 至 


^により 

餘^' に 暴 

德.景 泰 間 

惯が鈔 の 

る。 斯く 

の 損失 は 

價す るが 錢 

を 給付す る 

ゐる C 內 

に は鈔八 

を 暹 羅. 滿 

差 あるか 

一分の 餞 

谊 こ urj 


番貨を 

落し 通 

) 少 お は 

時價に 

買 入 方 

大 であ 

とい ふ 

府估驗 

貫. ^ と 

束 力に 

らでま 

卽 ち 三 

ぐ 事 實 


差定し 

化され 

と同桡 

卽 せ ざ 

と支拂 

る が、 實 

如く 兼 

定價の 

し、 象牙 

は鈔四 

な い。 

百 文 と、 九 

上 每把餞 


二 〇 八 

？の 

力 

と 


十 

之 


とい へ る * 

たのが 實 

二百 分の 

，非常に 暴 

評 價の基 

t 丄 \ 分 ® 

れも國 に 

國に 依り 

五 百 文 を 

1 る.^ き 

本 國附進 

折鈔 絹が 


百 文と いふ 

るまで 附 進物の 多くが 明の 政府に て收 


する 明の 退 

嬰 化 


買せられ たる^; 實が 明かで ある 

の屬 のみに 就て 論せ られ てお る 

ふ。 桂 悟の 耍 請に も專ら 刀劍の 

給價 せられた ので はない。 弘治 

劍 のみ を 問題と して ゐる事 も 同 

より 民間 私 易の 禁令 ある 刀劍類 

が、 其 他の 商品 は 多く 私 易 さる ヽ 

宣 德以來 明の 對外 政策が 消極 

にある 事 は屢" 述べた。 遣 明船附 

と 順次 低率と な タ、 景 泰ニ 年の 如 

勿論 之 等 諸 商品 を 通じて 同時に 

景紊ニ 年の 給價卽 ち寶德 度の 遣 

たので ある が、 給 惯の 全額 は殆ん 


_ 然るに 成 化 五 年 正月の 袷價に 於て は專ら 

の は、 官 收 買が 刀 劍屬に 限られた 故で あらう 

て ゐ 

制 定 


買 に 

間 の 


至 

な 


山 

つ 

る 


允 


囘 


力 

宣德 

十分 

な る 

し附 

使以 

餘^ があった。 折惯の 低下に 加， へて 支鈔 絹布の 實際 的の 

の 額 を滅少 せしめた ものと いふ 事が 出來 る。 「唐朝 之 儀 散 

第二 章 日 明 交 涉と兵 庫 


の み 

番 貨 

か ら 

官 收 

た も 

も の 

對 す 

を し 

^ き 

永享 


^一目 及 

價 値 

で あ 

買 は 

の と 

が あ 

る 給 

て 前 

時 估 

四 年 


る 


考 


何 

〈 

ノ、 之 


大 


差な き狀 態 で， 


力 

正 


の 商 


木 

年 


給付 事情 

々 之 間、 商 


が 希望 

物に 於 

_ 明 にて 

き 事で 


る- 

し 

ま 


刀 劍 

と 田 5 

通 ク 

て 刀 

當初 

あ る 


二 年 

〕 是 


密 なる 

に景泰 

しめた 

故で な 

至 十 

蓋 し 想像に 

二重に 給價 

之 檨 不^, 說 


^0 し 


二  0 九 


支那 商品 iw 

買の^ 加 


神 戶巿史 笫 

云 々」 と い ひ 「仍 諸事 

於け る 如上の 態度 

應仁 以後 官收 

載を禁 じ. 宣 德 

じ、 時代の 降下 

價 低落の 絕體 


,JC 

ひ ^ 

を滅 

力 J 

差定 

亦 あ 

に 代 

と な 

と し 


態度 

德年 

か ら 

ゆ る 

つ た 

文明 

斤 二 

州絲 


との 相對 

問の 遣 明 

す 其儘齋 

のみでな 

リ 永享四 

十二 年 十 

百 五十 目 


ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外國： 關保 . 

無-一正 體ー者 也」 と 報せられ たの も 當然で 

が、 遣 明 船 貿易 を驅 して 一 層 私 易に 向 

買 は珲ら 刀 劍類を 主と せる 事 旣述の 

間の 如く 三千 把に 限る を 幕府に 達す 

と共に 其 給價を 低下せ しめた。 我が 

的 理由と なす 通說は 一 方 的の 意見で 

的の 現象で ある。 

船に 至る まで は附 進物が 多く 官 貿易 

ら された るが 如くで ある。 然るに 有 

く、 支 那 商品の 博 買を增 加して 其 利 を 

年. 寶德 三年 兩 度の 遣 明 船に 渡航した 

二月 大乘 院の尋 尊大 僧正に 語つ て 「唐 

也、 日 本代 五 貫 文 也 、於，, 西 國. 備 前 .備 中 I 銅 


州. 雲 

(I) 

ワウ 曰 本 


二 替乏 者、 四 十 貫 五十 贯 成 者 也 云 々、叉 金 一 棹 


る。 明 

しめた 

くで あ 

と 共 に 

劍の品 

つ て、 是 

ら れ、 給 

な 我が 

增 する 

葉 西 忍 

(利) 

之理 ハ 

駄代十 

兩 ハ 三 


斤 五十 文 或 百 文、 唐 土 一  貫 五 百 文 分に て 七 百 五十 文- 1 


二 一  〇 

政府の 官收 買に 

る こと は 疑 はれ 

つ て、 而 も 其 過多 

，刀 劍每 把の 給價 

質 装備の 祖惡化 

は 寧ろ 明の 價値 

付 物た る 銅錢も 

商品 を單 に餞貨 

事が 次第に 盛ん 

は、 彼 の 經驗を 基 

不， 可， 過，, 生 絲 一也、 唐 

貰 文 也， 於，, 唐土, 明 

十 貰 文 -I 成 也、 ス 

成、 七 百 五十 文ハ 


(鈔) . 

紙錢 サゥ也 一 

以て 生 絲に換 

く尋 尊大 僧正 

ェ 可， 持 物 " 假 

(胡 椒) 

也、 コ 少. 太 刀. 長 

事」 と し 「生 絲 第 

て は 「色 々ノィ 

、、、、入 タル 中 

寶德 度の 遣 明 

貨物 舶載 貿易 

ことと し、 大 友 

當 リ三 割を特 

め る o 

然るに 支那 

寧 波に 於て は 

第 二 章 


枚 五 文 計 

ふる を最 

に 永享四 

令 百 貫 足 

(鎗) 

大 刀， ャ リ- 

ー  用-立 物 

ン 金 也、 唐 

ハ 見事 也- 

船中 天 龍 

を 許して 

船 も歸朝 

減したり 

商品 博 買 

巿 舶 司、 會 


者 也 云 さと 述べ、 蘇 

大の 利益な りと い 

彼の 乘座 せる 


年の 

一一 テ 

-铫子 

也 • 北 

土  二 

五寸 

寺 船 

の 際 

と い 

の 增 

同 館 


モ十色 ニ物ヲ 

鍉. 赤金. 金. ス ヮ 

絹. 段 子. 金 蘿. シ 

テ ハ指 タル 物 

三寸 モ大 切」 と 

の 如 き、 船. 進 物 

の 際 搭載 貨の 

商人より 搭載 

ふ 贫き梦 す も 


木の 明の 官收 買の 利 

つて ゐる。 叉 彼 は 文 

十三 家 寄 合 船に 就き 

可レ持 也」 と い ひ、 「ラ ン コ 

ゥ.吉 扇」 を 擧 げ、 又 「自， 1 唐 

ャ 香. 道 士ノ古 衣」 を 擧 

二 テ 、ノ 無、 此 方 二 テ 德 

いひ、 「女房 ノ 衣装 モ同 

を 博 多 商人 をして 調 

價 値を定 め、 十 分 の 一 

貨の價 値を定 め、 十 分 

支那 商品の 輸入 尠か 


加 は 私 易に 於て 期し 得る ので ある 

に 於て は 主客 司の 監視の 下に 行 は 


日 明 交渉と 兵 庫 


と共に 我が 商品 を 

明 十五 年 正月 同じ 

語 り、 舶 載 品 は 「唐 土 

皮 唐土- -テハ 冬 入 者 

土 一 相計テ 可-持 來 1 物 

げ、 道 士の古 衣に 就 

ァ リ、 皆 被 物 共 也、 タ 

事 也」 と ある。 旣に 

達せし め、 同 商人の 

の抽分 錢を徵 する 

の 一 を抽 分す るに 

らざ りし を 察せし 

C 私 易 は 主として 

れる。 然るに 遣 明 

二 一 1 


祌 戶市史 第二 辑 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 

船附搭 物件 は 寧 波に て 荷揚げし 明 吏の 點檢 を受 け、 官 收 買の 物件 は 

送され た。 正使 等 は 上京して 給惯を 定めら れ、 歸 途 南京 及び 其近綠 

せられた。 其 寧 波より 起 京の 際に は 進貢 物 及び 會同館 私 易の ため 

途轉 送す る。 然し 附搭 物件の 官收 買の 多かった 時代に は、 其 給惯代 

館 私 易に 資する 事 は旣に 不可能であった。 殊に 所定の 會同館 開 市 

貨 と 絲. 親 等との 交換が 行 はれた ので ある C 商貨の 相互の 交換が 楠 

ゆる 如く 私 易に 於て 尠 からす 爲 された ので ある C 會同館 私 易 は 諸 

が 集まった .、、 け に、 遣 明 船 貿易の 主なる 一 の 目的と なった ので ある 

に 「悟 等 從人及 商 衆， 歷， -歲 月, 凌，, 風 波, 遠 乘、 直 欲, 拜，, 帝 闕之肚 麗 (且 得。 京 城 貨 

明の 官收 買に 對 する 消極的 態度が 刀劍 以外の 附搭品 を 私 易せ し 

と 同時 に、 支 那 商品の 博買增 加が 私 易 を 一 層發展 せしめた ともい 、 

の 遣 明 船 は 此點に 於ても 前後 飛躍の 跡 を 認めら る、 ので ある。 明 

和 尙の談 に 「而或 絲或綾 羅. 擇，, 其 好, 者 買乏. 相 殘 者 以，, 高 偎, 而 著，, 其 物, 矣. 又 

之、 則 唐 人 以，, 高 價, 而 賣, 之、 其 物 者 惡而其 價者高 也」 と ある は 文明の 渡吭 


1 二 

多く 南京 へ 


にて 銅 

の 貨物 

錢を以 

に 於て 

葉 氏の 

國 各地 

0 桂 悟 

物 上 也」 と 

むる に 

る。 寶 

應八年 

日本人 

の經驗 


錢を給 

等 を 同 

て會同 

我が 商 

談に見 

の物貨 

の呈書 

あ る C 

至った 

德. 應仁 

の來歸 

往 而 買， 

に 墓く 


もので あらう し、 大乘院 寺社 雜事記 明 應五年 四月 二十 八日の 條に 「唐 皓三搜 當年可 一 


^朝 一お  1 、各 ,5 泉堺 地下 人 一 萬 賞 雜物積 之、 三 倍 四 倍 二 可, 成 之 間、 三 艘 ハ 數萬 貫足ナ リ」 

と ある は 風說を 記した ものら しい が、 當 時の 遣 明 船が 有利の 支那 商品 を 仕入れし 

事 を 示して ゐる C 堺 商人 等の 營利的 活躍 は 著しく、 彼 地の 商人との 間に 紛擾 を惹 

0 し、 時 に 張 州 灣の鹽 を 南京に 轉賣 する 等の 不軌 を 行 ひ、 殊 に 私 易 興 盛の 結果 は浙 

東の 富 商と 潜に 相 通 じ、 官 司 叉 其 監視 を 怠 り 市 易 を 紊亂し て、 遂 に 寧 波の 亂等を 誘 

導し、 さらぬ だ に 益 ，消極的 に 傾ける 明 政府 をして 市舶 司の 廢 止の 議を 沸騰し、 遣 明 

船 諸 規制の 嚴行等 を 敢行せ しめる 一 因と なった ので ある C 

の 推移 

であつ て、 明 では 臨 

消極的 對外 政策 を 

として 前囘の 船に 

妙 增都聞 も 同時 に 

二 一 三 


第 六 節 日 明 通交と 丘ハ 庫との 關係 _ 

一 應仁 度の 遣 明 船- 

ぜ^/ f 寶德 度の 遣 明 船 は九艘 人員 千 二百 人に 達し、 附塔 貨物 も 巨額 

淸事件 や 使臣の 不軌 を 青め て 船 * を 以後 三隻に 制限す る 等 其 

實 施した る 事 旣述の 如くであった。 

寶德 三年よ ち， 十 年 目に 當る長 祿四年 六 月、 次 の 遣 明 船の 正使 

て 渡 明せ る 經驗を 有つ 信 濃 國法全 寺の 天 與淸啓 を 任命 し、 居 座 
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撰ばれた。 翌月 淸啓は 信 濃より 

山 住持の 資格 を與へ る爲 めに 過 

本 都^^ 問 は 副使に 


發遣 せしめん とし、 二 

娄賴 する 所があった 

定 せら れ、 俯 船 は 孰れ 

同年 六 パ大內 氏の 

凉 軒の 使者 到， 9 淨書 

と な り、 渡 明 發較の 吉 


任命 さ れた 

月 蔭 凉軒眞 

" 遣 明 船 は 

も 門 司の 船 

進 ^一一 曰 に &  b 

して 付 送す 

日 を 卜して 


上洛して， 建 仁 寺 住持の 

ぎなかった から、 一 宿に 

C 寛 正 五 年の 初め 義政 

蘂西堂 をして 明に 贈る 

一 號船 幕府 船 以下 順次 

であった。 

. 正使 等 九州へ下 向-す る 

るた め 表 草 を 請うて ゐ 


八 ム帖を 許された が、 是 は 五 

して 退院した。 前後して 

は 愈， 本年 八 =：： に 遣 明 船 を 

國 書の 作成 を 瑞溪周 鳳に 

細 川 船. 大內 船の 三 集と 决 

^とな り、 瑞 溪の處 にも 蔭 

る が、 西 下 は 遷延して 七月 


結局 八日と し、 六 日に 正使 天與等 請暇の ため 將軍 

に^して ゐ る- 然るに 八 m の 出 發も行 はれ す、 結 局 翌年 七；^ 頃まで 遲 1 た C 迄 妙 

增都 聞の みが 此歲 七： IT 十九 R に 兵車に 赴く ため 幕府に 暇 を 告げ たと 記されて ゐ 

るから. 彼 は 船舶 其 他の 準備の ため 先に 两 下した もので あらう。 翌六年 六月 瑞溪 

國書を 草 し. 國 書 • 別 副 ふ 旦 德 勘合 殘餘 八十 四 道 及び 底簿と 景泰新 勘合 一 道と を 副 吏 

紹本都 寺に 交お し、 二道 を 唐 船 奉行 飯 尾 氏に 渡 付して、 細 川. 大內兩 氏に 傳與 せしめ 

た が、 番 號を 誤った ので 翌月 更に 改め 洽 した。 


戊 子 入 明記に 依る と 正使 天與淸 啓 • 副 使 紹木都 聞 は 


へ 兵車より 傭船に て 赤間關 

船と して 傭 用した 門 司の 和 

以下 周龜藏 主， 壽 嚴藏主 等 は 

て 寺 家より 請暇 を 得た 所で 

龍 寺に 對し渡 明の 事 を 命じ 

う。 慕府 船の 客人 衆の 中に 

が 見える が、 其 他に 船頭 ゃ大 

博 多 等の 商人と 思 はれる C 

察せられる が、 大 內 船に 門 司 

三 隻の遣 明 船 は 多分 博 多 

風波に 遭 ひ、 大 內船は 檣 折れ 

も 船に 異 事な く、 慕 府の 貨物 

は 肥前國 小豆 島に 滯 在し 風 

が、 翌年 以後と なった。 此間 
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に 向 ひ、 途 中 尾 道に て 銅 

泉 丸に 移乘 したので あ 

天 龍 寺の 僧で ある が、 旣 

あ つ て、 五月 に 細 川 氏よ 

てゐ る。 彼等 も 正使 等 

は 兵 庫 問屋 右 衞門四 郞- 

內氏 家臣の 陶氏ロ 入の 

細 川 船の 客人 衆 中には 

-博多 商人の 多き は殆ん 

で 艤装 を 終へ て、 翌文正 

梶碎け 私財 大半 を 失 ひ • 

又 無事で、 細 川 船 も別狀 

期 を 過ぎた の で、 八 月 に 

に 幕府 船 は 細 川 船たり 


幕府の 進貢 物. 商 賈 物 

等 を 積み、 多分 赤 間關に 

らう。 細 川 船の 居座 眷 

に 細 川 船に 乘じ 渡航す 

爿眷洋 以下の 各 字 を 書 

前後して 西 下した の 

車 櫛屋. 蘆屋の 孫三郞 

のが あ り、 是 等 は 門 司 • 

庫. 堺 の 商人の 加 はれ 


明かで ある。 

年閏 二月 出帆し 呼子 

府 船は梶 折れ 船具 を 

かった。 正使 以下 は 

津 する 豫定 であった 

寺 丸 を 充用す る 事に 

二 一  五 


等を携 

て 幕府 

洋 首座 

るに 就 

立て 天 

であら 

等の 名 

-赤 間關. 

る 事が 

浦に て 

損せる 

五月 頃 

とい ふ 

なった ( 
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^0  愈々 其 渡航せ る は 戊 子 入 

年 渡航 說 仁 二 年の 率と す 


の土官 として 

を 陰 すべ き 上 

卽ち應 仁 元年 

居座 紹 本の 筆 

是はニ 號船細 

航は遲 れて翌 

五月 已巳 i の 

裟綵段 等の 物 

は 細 川 船の 居 

は 普 通 上京 後 

し， 寧 波よりの 

はる 、を 以て" 

又 六月 戊戍 i 


る が， 之 を 非と し應仁 元年と な 

つた 玄樹の 島隱橥 に， 應仁 元年 

此 一 行に 加った 等 楊 雪 舟 を 明 

係け てゐ SV とい ふに ある。 然 

にか ゝ る 戊 子 入 明記の 渡航 年 

船. 三號 船大內 船の 渡航 を應仁 

年春汛 にかくる を 安 當 なる 解 

に 、日本 國 使臣 居座 壽敬 等來朝 

賜 り、 存 留在船 通 ¥ 從 人 等に も 

にて 此際 正使 は 未だ 上京して 

二 ヶ月 を經て 順次 行 は れ、 寧 波 

京 も 寧波官 司の 貢舶到 著の 報 

川 船の 寧 波來著 は、 其 前年 卽も 

條に、 H 木國 通^ 林 傑 等 三人 は 


月 己 こ 

0^  | 一一-口  >( 

す說カ 

使 を 奉 

の徐璉 

るに 之 

代 を 誤 

元年 秋 

釋とす 

し 馬 を 

賞 給 あ 

居 ら ぬ C 

ょリ 上京 

吿に 依る 

應仁 元年 

麦 し て 彼 


ば 其 書名の 示す 如く 應 

れてゐ る。 卽ち 大內^ 


己 捽 

丁 亥 

き eg 


應仁 

一一 ^ 


中華に 赴く と ある 

る 詩の 序に も、 成 化 

て 正使 天與 淸啓丄 

とする は穩當 でない C 

かけ、 一 號船 幕府 船の 渡 

皇明實 錄成化 四 年 

恩 を 謝して 賜 宴 あ 

事 を 記して ゐる。 

して 賜 宴. 賜 給 等の 

沿 途叉ニ ヶ月 前後 

部の 剳 至る を俟っ 

な hN と 解す ベ きで 

は 浙江寧 波 府のも 


n 


あ る 

を耍 

て 行 

あ る 一 

の な 


も 


るが 倭賊 に掠虜 された る 事 を 述べ てゐ 

の 林 通 事に 該 當 す ベ く、 然 らば 同船 使 人 

も應仁 元年に ありと 考 ふべ きで ある C 

上位 號船 居座 を 以て 代表し 記載した 

隱 集に 渡航 を應仁 元年と し、 又 同船に 

疑問 もない C 

然るに 正使 淸 啓に 關 して は、 同 年 十 

於て 人 を 傷 け、 憲 宗淸 啓に 命じて 之 を 

子の 條に刀 劍給價 にっき 淸 啓の 爭論 

賜 給の 事 あ り 、幕府 への 賜 物. 國 書を附 

る 幕府の 咨 に 「成 化 五 年 伏 奉， 一 制 書 こ 云 た 

たので あらう。 戊 子 入 明記に-成 化 四 

部 宛の 連判 狀を收 載す る。 是 等に 依 

後と 推せられ る。 故に 明史 藁. 明 ^ に 

禮之 如， 彝 典- (2 中) 十 一 月 使臣 淸啓復 
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る。 林 傑 は大內 船の 通 事 

等の 起 京も壽 敬と 同じく. 

五月 已 巳の 條に壽 敬等來 

ので ある。 然 らば 大內船 

乘 せる 等 楊 亦 同年の 渡航 


月 辛 未 £ 五の 條に麻 答 三 

罪せし めんと したる 事 を 

たる を 叙し、 辛已 む 六 の條 

せる 事 を 記して ゐる C 次 

ぁリ、 禮 部の 制 書 も 

十 一 月 十日 付淸啓 以下 各 

リ淸 啓の 入京 は 多分 同年 4 

も右實 錄に據 り 「成 化 四 年 夏 • 

來賈 云々」 と ある。 戊 子 入 明 


た る 

大內 

朝 云 

の 土 


B. 、ふ 

己 し 

一一 ーーロ  L 

に | 円 

囘遣 

此際 

船 居 

仁 七 

年 叶 

乃 遣： 

記 は 

二 一  七 


戊 子 入 明記 

船の 寧 波 著 

々と ある は 

官玄樹 の 島 

る は 些か の 

る もの 市に 

■ 翌年 正月 丙 

啓 等に 賜 宴. 

明 船の 齎せ 

に 付せられ 

率土 官の禮 

一月 初旬 前 

, 使 、貢, 馬、 謝., 恩、 

主として 一 
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國 使つ 必 係， 一居 士 約 束お 十 雖き， お，： 相 位ハ (§1、) 而 R 木 國王凡 議-,大 事； 則 必 參 -I 豫 之， 云  <、」 と 

記して ゐる c  Ifet 滿 元は 應永 十九 年 管^職に 補し，^; 三十 三年 十月 歲四 十九に て 

卒して お り、 右 書 狀は其 管領 職 補任 以前 に あ b  、文 中 今年 三十 一 歲の辭 句あって 應 

永 十五 年の ものた る を 知 ち、 恐 らく 同年 二月 兵 庫 を出發 せる 正使 圭密の 遣 明 船に 

附送 せんとして 起草され たもので あらう C 明 使 一行の 宿泊 配置 や 遣 明 船， 護の 

議に細 川 氏の 加 はる は、 慕 府の耍 職に ある 家と して 常然 でも ある が. 寛 正 五 年 遣 明 

船. 明 使 船の 來往 のた め 兵 庫港修 同の 件に 參與 したの は攝津 守護た るの 立場から 

でも あらう C 細 川 氏 は攝津 國內に 於け る 遺 明 船 貨物 等の 警固を 委命さ れ、 戊 子 入 

明記に 依る と 細 川 氏の 奉書 を 以て 幕府 船 貨物 を 尼 崎 船 を 公事 船と して 尼 崎より 

兵 庫 まで^んだ^ が 見える。 

脚 II ー遗 細 川 氏が 有力なる 守護 大名に て 幕府の 耍 職に ありし と、 前 述の 如き 日 明 通涉に 

於け る 位置と に侬っ て， 遣 明 船經煢 ^として 參 與し來 つたので ある。 永 享四年 遣 

^船の 十三 家の 寄 合 船に は 細 川 賴之は 同族 持 常と 共に 加って ゐる。 其 後 應仁度 

の 遣 明 船 三 嫠 中二 號船は 細 川 船であって、 同氏 は 遣 明 船 經營に 重要な 位置 を 占 守 

する に 至った C 此 際の 幕府 船客 人 衆 中に 兵 庫 i 屋の 商人の 名が 見える が、 之 よ り 


大内氏 海外 

交涉ハ te; 地 

を扼す 


先 同地の 商 

入と な， o- 活 

て、 攝 律 と 共 

つたの みで 

とい？ S 事 ま 

管下の 商人 

明 船 經營者 

大內氏 も 

弘は 堺に叛 

二 州 を與へ 

八 年 十二月 

遺領を 襲ぎ 

世 は 潞川満 

大友 持直 は 

の筑 前國粕 


人 等 は、 旣 に 商港と して 繁榮 の途 にあつ 

躍した であらう。 和泉國 も亦賴 之の 弟 

に 細 川 氏の 勢 下にあった。 唯 兵 庫 ゃ堺 

は 守護と しての 細 川 氏と 必 す しも 直接 

出来ぬ。 然し 幕府 船に も 大內氏 家臣の 

に 同樣の 斡旋 を爲 した 場合の ある 事 を 

たるに 及ん で、 始 めて 商人との 緊密なる 

亦 細 川 氏同樣 に、 或 は 一 層 深く 日 明交涉 

し て、 守 護國紀 伊. 和 泉. 豊 前. 安 藝を 削ら れ、 

られ た。 然るに 周 防に ては弘 茂の 兄 盛 

長 門 國四王 寺山毘 沙門 堂 及び 下山に 戰 

防 長 二 州 及び 豐 前， 筑 前の 守護 職に 補せ 

直と 共に 兵を筑 後に 出し て、 菊 池 武 興 と 

菊 池 .少 贰 氏を援 けて 大內 氏に 對抗 した- 

星 郡 立 花 城を拔 き、 六 月 大友持 直. 少 貳 満 


た堺 商人と 共に 遣 

賴 有の 子孫が 代々 

の 商人が 遣 明 船の 


に 共 通 す 

陶 氏が 客 

考へ 得る * 

關係を 生 

其 弟弘茂 

見 兵を擧 

ひ、 弘茂は 

られた C 

戰 ひ、 以 來 

, 永享三 

貞 等と 筑 


る^ 害關 

人 を 口 入 

"而 して 

じたので 

た。 應永 

は 幕府に 

げて弘 茂 

耿 死 し、 盛 

永 享 元 年 

連年 兵 を 

年 四月 盛 

前 國 深 江 


明 船の 從商 

守護で あつ 

從 商人と な 

係に あった 

したる 如く、 

細 川 氏が 遣 

あ る C 

六 年 大內義 

降って 防 長 

に 抗 し、 應 永 

見 は義弘 の 

盛 見の 弟 持 

構へ、 豐 後の 

見 は 大友氏 

に O 欤 冗 
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した。 盛 見の^ 持 盛は豊 前國朽 綱に 在陣 してお b  、持 世 は 三年 七月に 自立して 家 

督を頟 する^- になった。 

かくて 九州に 於け る大內 氏の 勢力 は 一 時 瓦 

死す る や、 石 見 • 安 藝 等の 軍 をして 大內氏 を 助け 

撫し， 叉大友 氏が 大內氏 分國を 侵略す る^な き 

賴を 認め、 持 盛 は 長 門 守護 職に 補して ゐる。 十 

破 り、 次 いで 豊前を 侵略して 企 救 郡に て 持直の 

は 持 世と 不和に て內訌 生じ、 永 享四年 二 月 持直 

は豊 前より 石 見に 走 り、 三 月 山 口に 歸， ^六月に 

持 世を援 けん 事を議 し、 御 教書 を 安 藝. 石 見の 諸 

を 出して 持 盛， 持 直 等 を 伐た しめ、 持直と 不和な 

後を與 ふる を 約 し、 島 津 氏に また 出兵 を 命じた ( 

率ゐ親 綱. 兼 朝の 軍と 共に 持 盛 を 追 ひ、 永 享 五 


年 四 

八月 持 世の 軍は筑 前に 少貳氏 を 攻めて 満負を 斬 


したので ある が、 幕 

め、 僧 梵佶を 遣って 

命じた。 十月に は 

月 持 世は筑 前に 入 

親 雄と 對陣 したの 

共に 持 世の 軍 を 襲 

府に 入った。 幕府 

及び 伊豫の 河 野 通 

大友親 辋に豐 後 を、 

持 世は備 後. 石 見. 安 

月 持 盛は豐 前國篠 

り、 轉 じて 持直 を豊 


は 盛 

世 • 持 

世 の 

持直 

あ る 

た の 

同 年 

等 に 

池 兼 

• 伊豫 

に 敗 


見の 炚 

盛 を 慰 

家督 相 

の 勢 を 

が、 持 盛 

で、 持 世 

十 一 月 

下 し、 兵 

朝に 筑 

の 兵 を 

死した。 


後に 討 ち、 持 直 


^に吭 して 遁走し 其 所領 は 親 綱に 寄せられた。 翌六年 五月 持直 は豐 後に 歸國し 


海賊の 脅威 

と 航路の 保 

護 


崎 社 

を 豐 

. 年 正 

七 月 

吉 元 

め、 嘉 

松 浦 

瀬 戶 

勢 力 

を 掌 

し て 


を 追 

頭 に 


を 

ゐ 


に 陣 

に攻 

直 を 

十 月 

彫 れ 

の 咽 

確保 

し に 


て 

姬 

し、 

の 


諸 城 

こ o 

て 破 

州 を 


二 年 

たるに 

歸朝後 多額の 

海賊の 難 を 防 


平 

世 


府持 

平戶に 

又對馬 

を扼し 

JT ヅ刃 

は 容易 

建 長 寺 

も拘ら 

金錢を 

ぐた め 


を復 し、 一 方 

其 後 大內氏 

り、 八 月 持直 

定し周 防 

めた る 際 

の 嗣子 

遁れ、 次 

に奔っ 

外洋に 

より 中 

に 察 せ 

船、 曆 應 

す、 幕府 

呈 供す 

海 上 警 


と 


貞の 孫嘉賴 は殘兵 

の 間に 互に 勝敗が 

-嘉賴 を 討って 勝 ち、 翌 

に 歸國せ る 捷報 幕府 

伊豫の 河 野 通 久.土 居 

弘に 命じて 大友親 綱 

で對 馬に 渡り、 後 宗 氏 

0 かくの 如く 大內氏 

する 耍津を 占 め、 且 守 

筋に 其 勢威 を 伸ばし 

天 龍 寺 船の 如き、 

を 仰ぎ 船 數. 渡 航 

を 負うた る 故 は、 


れ る- 

年 の 

忍 宁 

き B  sub 

義務 


を 率ゐて 大內持 世に 對抗 し、 箱 

あつたが、 翌七年 五月 持 世 持直 

年 六月 持直の 姬嶽 城を拔 き、 九 

に 達した。 之より 先 永 享七年 

通 吉等戰 死して ゐる。 其後嘉 

等と 共に 少贰嘉 賴等を 討た し 

の援を 得て 筑 前に 還りし も、 上 

は 赤 間 關. 門 司 を 領內に 有して 

護國 たる 筑 前. 豐 前に 於け る實 

て、 日 明 通交 上に も 特殊の 位置 

元にて は 商舶の 通交 貿易 を 許 

の 時期 等に 就き 其 指令 を受 け、 

慕莳が 中 國. 九 州の 海路に 於て 


固 を 命じた にある。 瀨戶內 の 海賊 は 往古より 有名で 


第二 聿 日 明 交渉と 兵 庫 


祌 戶市史 笫ニ輯 别錄ー 

あった が、 吉 野 朝 頃より 北 九州 

^獗を 栈 めて 航海^に とり 非 

で あ り、 沿 途の 守護 大 名. 海 賊 首 

でもない。 永 享四年 渡航の 遣 

時 九州に て は 大内. 大犮氏 の爭 

に 命じて 歸 朝の 頃 を 計 ひ、 肥 前 

ん とする を 諮 り、 滿 濟 より 山 名 

賊に， M を 命す るはポ 宜の處 

を 可とした。 侬 つて 時 の警 

り 管領 細 川 持 之に 報じ 其 指令 

しめた。 ^ち 上 松 ¥r 松 ゅ千 

が、 渡 明經驗 者正藏 主、 大內氏 一 

なった。 「鹿 苑院 殿御 代 唐 船， 

は義 満^-代 にも 敬.！ 固 を 命 せら 

をして 小豆 島邊に 出向せ しむ 


中世の 兵 庫と 外國 

沿海より 朝 鲜. 支 

常な 恐怖と 障碍 

領に 命じ 海賊 其 

明 船の 歸朝も H 

^の 際に て、 義 敎 

上 松沛邶 小豆 島 

時 澱に 警 固の 件 

^なりと し、 叉 備 

固 を 命す ベ き 御 

に 從 ひ、 唐 船 奉行 

葉. 大 內， 島 津. 伊 集 

族 安 富 氏の 主張 

固 事、 島津 ハ 不，, 仰 

れ たので あらう _ 

る と 共 に、 壹 歧.對 


00 

那の 

と を 


邊海を 侵掠せ 

M へた。 遺 明 

他の 保障に 努めし 

睫の 間に 迫った の 

は 三 寶院の 潇濟に 

附近に 出向き 九州 

を議 した。 時 澱 は 

後の 海賊 村 上 氏に 

敎 書の 宛名の 注進に 

飯 尾 大和 守. 同 加賀守 

院. 菊 池の 七 氏に 命す 

も あ り、 島 津* 伊 集院兩 

出 ー歟」 と あ れ ば、 旁 々 上 

, 叉 一方 義敎 は四國 

馬の 者の 狼藉せ ざ る 


二  二 四 

る 海寇は • 

船 は慕府 

めた 事 は 

同 六 年 

防. 伊豫 

豫. 周 防 

同じく 

基 づ き、 

をして 

る こと 

氏 を 省 

松 浦 等 


次第に 

の 行事 

いふ ま 

正 月當 

の 海賊 

吿 知せ 

等の 海 

命す る 

滿濟ょ 

調製せ 

とした 

く 事と 

の 諸氏 


海 賊.備 後 海賊 

よう に警 固せ 


しむる を處 置せ しめた。 (f. 讀 14 お 御 十) 戊 子 入 明記に 依れば 寛 正 六 年 

六月 サ 日付に て對 馬の 宗 氏に 對 し. 渡 唐 荷物 船 を對馬 國津々 浦々 警固を 致し 煩 無 

く 運送せ しむる やう 下知す ベ きを 達して を り、 同 樣沿途 の 警固を 上 松 浦 一 族 中. 松 

浦 壹 岐 守 ^下 松 浦 .奈 留. 佐 志？ K 島. 大 友 • 宇 久 大 和. 大 內. 平 戶松浦 肥 前 守. 藝 州 守護 山 名. 

備後 守護 山 名. 播磨 守護. 備前 守護 竝備中 守護. 諸 國所々 海賊 中. 攝津 守護の 諸氏に 命 

じた。 文 正 元年 関 二月 正使 淸 啓の 遣 明 船三隻 は 呼子 浦に て 風波の ため 損傷した 

が、 此 歲 六月 十九 日付 奉行 奉書に て 幕府 は 肥 前大島 氏の 渡 唐船警 固に 奔走す る 事、 

正使 居座より 注進 ありし を以 て、 勞 を 謝し 一 層 緩怠な からん 旨 を 達して ゐる。 


大內 氏の 海 永享 元年 通信 使と して 來 朝した 朝 鲜 使節 朴瑞 生が 歸國 して 報告した る 中 に 「臣 

賊に 封す る 

統制 力 到-日 本； 自， ー對 馬 島, 至， 一兵 車 (審，ー 其 賊數及 往來之 路 (若， ー對 馬. 一 岐.內 外 大 島. 志 賀. 平 戶 等 島 S 

間關以 两之賊 也、 四 州 以北 竈 II； 社 島 等 處、 赤 間關 以東 之賊 也、 其 兵 幾 至， 1 數 萬 f 其 船 不， 下，, 

千 隻ぉ 右 東西 相應、 一 時 興， 兵、 則 禦， 之 難 矣、 其 两向之 路、 則 對馬島 爲，, 諸 賊 都 會, 之 處、 赤 間 關 

是两 州諸賊 出入 之 門、 如 有， 一 西 向 之 賊 (宗 貞 盛 下， 一 令 其 民 (不^ 許-汲 水 H< 內 殿 丁-令 赤 間 國禁ニ 

. 其 西 出 (則 海賊 不， 得， 一往 來, 矣、 且 志 賀ま 戶社島 等 賊、 大 內 殿 主乏、 內 外 大 島. 宗 像 殿 掌， 之、 豐 

第二 聿日明 交渉と 兵 庫  ニニ 五 


神 戶市史 第二 稗 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  ニニ 六 

筏 州 海邊諸 賊、 大 友 殿 治乏、 一 岐. 平 戶 等 島、 志 佐. 佐 志 由 平. 呼 子 殿 分-任 之； 使 3 彼 諸島 之 主 

嚴 立- 1 禁 防^ 賊 心 無^？ 啓 矣、 大 抵其俗 不" 知- _繮 義； 小 不^, 意、 不， P 其 身 ；雖-- 御 所 之 命 i 而 チ 

從， 由， 此 觀， 之、 修，， 好 御 ^^爲 -交 隣 之 道； 而 於- 禁 賊 之 策- 猶& 也、 且 曰 木 有" 所 *、 則 遣 fe 請. 之、 

如 無， 所， 求、 雖お 新 吊 ^之大 節； 漫 不^  fe  、今 臣 等 奉 k 命 而 至、 接 待 亦 不 、恐 因-其 國舊史 

所 A 書、 而 然 也、 願 自ス 「 國 家 不ぉ 之 率 及報聘 外、 不 V 許，， 遣 使 【而 於-, 上 項 諸島 之 主； 厚 薄， 來、 

以 悅 ，- 其 心 M 或 *5 敦 m 至、 意 以 i 賊 之 策 こと ある。 (T  f  ？  4 肚 

應永 二十 七年來 朝せ る 朝鮮の 宋希璟 の 老松 堂 曰 本 行錄に も、 壹 岐. 志 賀 島. 壇 浦 A 

防 室 積 • 安 藝. 高 砂. 蒲 刈 島 等が 海賊の 居住地た る を 記して ゐる。 赤間關 以西 及び 以 

^の 海賊が 朝鮮 沿海に 來寇 する に は、 對 馬が 途中の 集會 地と なる を以 て、 宗 氏が 命 

令して 汲 水 等を禁 せし め、 大 內 氏が 瀨戶內 の 海賊の 西 行す る關 門た る 赤 間 關を閉 

塞せ しめば 海賊の 往來は 不可能と なる。 大內氏 はかくの 如く 朝鮮 乃至 支那 沿海 

に 出向 せんとす る 瀨戶內 海賊 を 制した のみでな く、 志 賀. 竈 戶關 等の 海賊 を 支配 下 

に 置いた。 當時 內外大 島の 海賊 は宗像 氏、 豐 後の 海賊 は大友 氏、 一 岐. 平 戶 等の 海賊 

は 志 佐. 佐 志 由 平. 呼 子の 諸氏の 支配 下にあった とい ふ。 かく 沿海 諸島の 海賊が 該 

地方の 領主の 指揮 下に あつ て、 慕 府は 直接に 之 を 統制す る 威力がなかった の で、 海 


賊の 禁遏は 寧ろ 其等頜 主の 力に 俟っ 

くで ある。 故に 幕府 遣 明 船の 警 固に 

る と 共 に、 上 松 浦卞 松 浦 .大 內氏等 諸氏 

をより 效杲 的なら しめた ものと いは 

長 & 前 等の 海賊 を 支配 し、 其 後 益， 北 九 

た。 寬正ニ 年 六月 サ九曰 付從， 一山 ロハ 於 

門 4 前. 筑 前の 守護 國の他 に、 安 藝國に 

(^翻^^) 殊に 大內 氏が 瀨戶內 の 咽喉 

昧は 倍加され た。 伊豫の 河 野 氏 は 宇 

年 通久は 大內持 世の 軍に 從 つて 大友 

が應仁 元年 五月 西 軍に 黨 して 上洛の 

騎兵 船 二 千 艘に乘 組み、 十九 日に 先陣 

とい はれた 野 上. 倉 橋. 吳. 警 固屋の 徒が 

大 綱 西國は 前代に 於て 支那. 朝鮮 通商 貿 

と： H 海外 通 

§ き 歴史的 發展 して、 遮洋の 大船 も 多く 所有 せら 


を效杲 ありと した 事 は朴瑞 生の 指摘せ る 如 

村 上 氏の 如き 海賊の 首領に 命す る を 忘れ ざ 

に 命じて 警固を 全くせ る は、 大 小 海賊の 保障 

ねばならぬ。 大內氏 は旣に 永享の 初年 頃 防 

州に 於け る 勢威 を 伸ば し、 又 中國 筋に 雄飛し 

一 御分國 中, 行程 日數 事の 奉書に よれば、 周 防. 長 

日 高. 吳. 蒲 刈 • 能 美の 諸島 等が 擧 げられ てゐる C 

赤 間 關を頜 知せ る 結 果、 海 賊警 固に 對 する 重 

賀 島. 因 島 .來 島 等の 海賊と 一 族で あ り 、永 享 五 

氏 を 討ち、 後 豐後姬 嶽に戰 死した。 大 內政弘 

途に 上った が、 河 野 通 春の 兵 を 合せて 三 萬餘 

の 兵船 約 二百 艘室津 に 著いた。 海賊 衆 先陣 

それであった であらう C 

易の 地 で、 博 多 は 其 中心 をな し、 又 海運業 早く 

れ、 遣 明 船 貿易に 從 事せ る從 商人 も 應仁 以前 


第二 聿 日 明 交渉と 兵 庫 


大內 氏ハ逍 

明 船弒營 


神 戶市史 笫ニ 辑 別錄ー 

博 多. 門 司 等の 商人が 優勢で あ 

つた。 大內 氏は是 等の 港津を 

にも 特殊の 位置 を 占めたので 

永享四 年の 遣 明 船五隻 中に 

大內持 世 は 來間氏 


後、 間 

お KV 

き 

共 に 

船 を 

0 を 

盡し 

然 る 


も な 

せ し 

，豫め 

度 の 

永年 

早 く 

出 し 

守護 

，殊 に 

に寶 


の經營 


中世の 兵 庫と 外 國關係 

ソ、 門 司. 柳 內. 富 田. 室 ^等の 諸 船が 

下に 置 き、 前 述の 如き 諸事 情と 

る o 

大內 氏の 船 は 八 a まれな 


二  二八 

储用 さる ゝ ：？t 多 か 

相 俟 ち， 日 明 交涉上 


こ o へ滿^ 准 后 日記 永^ ノ 

ナパ 四 年 九月 廿 六日 > 

都六條 なる 大內氏 

叫 船に は七號 船に 

遣 叫 船の 內容は 明 

タ參與 して ゐ る。 

ゐ る。 蓋し 山 名 氏 

と し、 頜 內に尾 道 ，辆- 

府 船の 主なる 附搭 

度に は 社寺 船六艘 

ゝり しもの たる を 


力 


せ 


力 


かった 

して 書狀を 持ち 上洛せ し め、 其 

叉 翌永享 五年逄 明船歸 朝と 共に 

の 邸宅 を 明 人の 宿所と して 用意 

大內 船が 渡航して ゐ る。 

白で ない が、 武 家と して は 山 名 氏 

永享四 年に 三 號船ー 隻， 同 六 年に 醍 

の 富強と 幕府に 於け る 位 置， 備 前. 備 

-室 等の 耍津を 擁し、 沿岸の 警 固. 舟 揖 

貨の 一 たる 銅 を屢， 獻 進せ る 等の 事 

を 除 き、 四 艘は大 內. 島 津.潞 川？ K 友 の 

注意され る。 此 際の ー號船 以下の 


• 八 月 其 兵車 出發 

海の 件 を 幕府に 

使の 來钥 する に 

しめた 。(g、s 旺) 

大 內. 細 川 二 氏と 

醐寺 と共に 寄 合 

後 .播 磨 等 內海沿 

の 立 用 等に 力 を 

情が 考 へられる。 

悉く 西 邊の四 氏 

天 龍 寺 船が 幕府 


に 代って 齋らす 進貢 品等 を 調達す るた め， 寺 家で は 公帖を 九州に 於て 賣 却した。 

天 龍 寺 船の 居座 等 は 船舶 貨物 を 調達す るた め 博 多に 赴いた ので ある が、 卽ち博 多 

の 商人が 客人 衆と し て從 商し、 船舶 其 他の 費用 を 出資した ので ある。 島津 船の 渡 

航は 中止され た が、 他 の 三 氏 は それぞれ 管下の 商人 を 集めた る は 勿論 なれ ど、 特 に 

門 司 • 博 多 商人 を擧 用す る 事が 多かった らう。 事實此 地の 商人が 旣に日 明 貿易に 

優勢 を 占めし は 推察に 難く はない が、 此 際に 至って 最も 顯 著に 示されて ゐる C 次 

囘の遣 明 船の 計 畫に當 り、 長 祿ニ年 七月 松 浦 氏が 頜內觀 音院の 炎上に 依 り、 修 營 の 

ため 類 船の 發遣を 細 川 持 賢 を 介して 申請し 免許され た 事が ある。 (4^^ぉ，«賺) 

然し 此事 は實 現せす して 幕府 船の 他に 細 川. 大 內の兩 船の 發遣 となった。 

大內氏 は 寛 正 五 年 五月に は 正使 天 與淸啓 以下の 翌月 九州に 出發 すべ きを 促し： 

其 代官 松 雪 軒 は 蔭凉軒 主と 遣 明 船に 就き 談合す る 所あった C  贿 S. 诚域 群^ 

碑 鴨 域お 喊 S) 義政は 伊勢 負 親 をして 幕府 船の 商品 不足の ため、 銅 を 購入す る 經費十 

萬疋の 調達 方 を大內 氏に 命じた 率が 見える。 正) 敎弘は 其 命に 應じ千 

貫 文 を 納めた C 奉書に は專ら 銅の 購入 費と なって ゐる が、 實 は 銅の 外 太 刀. 金 等 を 

購入した 事が 戊 子 入 明記に 見える。 幕府 以下 三 * の 船 は 孰れ も 門 司の 船で あつ 

第二 章 日 明 交 涉と兵 庫  ニニ 九 
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二 三 〇 


た。 大內 船の 乘組員 等に 就て は 論す る 

淸 啓. 副 使 紹 木. 居 座 妙增の 他に 土 官三名 

軒 H 錄に大 內雜掌 松 雪 軒と あ り、 京 郤 に 

其 人なる ベ く、 叉 高 石 兵 庫 助 或は 土官重 

の 文書に 高 石 兵 庫 助と あ り、 其 族 系に 當 

其 人に 相違な からう と 思 ふ 。( 狱隱 麟實) 又 

て乘^ せる もの ヽ 中、 船 頭 門 司の 五郎 左 

其 他 松 雪 軒. 高 石 重 幸 等の 家僕 中間と し 

の 商人と 見られる。 大內 氏が 自家の 船 

端 は 之に 依っても 想 察される。 文 正 元 

正使 等 肥 前 小豆 島に 滯留 して 順風 を 待 

大內 氏が 筑 前. 豊 前の 守護 國の 確保 を 

ると 共に、 遣 明 船經營 にも 實 勢力 を 敷衍 

:s 飾 麵1 以上の 如くして 細 川. 大內兩 氏^ 遣 明 

經營 上の 對 ,  , 

立  形勢 を 成した。 從來遣 明 船. 同 正使 等の 


まで もない が、 慕 府 船の 乘組員 は 正使 天與 

あ り、 其 一 人 松 雪 軒 土 官全果 と ある は蔭凉 

在って 這 回の 遣 明 船に つき 彼是 奔走せ し 

幸と ある は、 大 內 氏の 一 族に て應永 十四 年 

り 文明 十 年 以下の 文書に 高 石 重 幸と 署す 

幕府 船の 千 貫 文 及 五百霣 文の 客人 衆と し 

衞門祐 盛の 口 入 二 名、 陶 氏の 口 入 一名 あり.、 

て 渡航せ る 商人 等 は 尠くとも 門 司 • 博 多 等 

の 他 に、 此 際の 遣 明 船に 占めし 赏 勢力の 一 

年 関 二月 其 出 發に際 し、 呼 子 浦に 難破して 

つ や 「就 fe 米 等 一大 內 方 無，， 怠 慢，」 と いはれ た。 

决定 的と し、 北 九 州. 瀨 戶內へ 勢威 を 伸展す 

したので ある。 

船 經營の 上に 實 勢力 を 强 化して 饼立 する 

發著 港たり し 兵 車、 遣 明船從 商人たり し 兵 


庫 * 其 他 近 

る 理由 は認 

早くよ， h\ 優 

事 實に徵 す 

も 特に 對立 

rCN 實 勢力 を 

たので ある 

かくして 

し、 相 互に 結 

兩 氏の 政治 

從 商人と し 

關係は 相互 

つた。 然る 

舶 船方の 傭 

明 船 を經營 


畿 商人 

めら れ 

位の 地 

る も 明 

的なる 

強化す 

合して 

遣 明 船 

に 排他 

に堺商 

まで 


レ」 

步 

り 

貿 

AH 

匕 


、同じく 博 多 • 門 司 

。 船舶に 於て、 外 

を 占めし は歷史 

である。 叉是等 

のがあった 譯で 

に 及ん で、 管 下 の 


の 商人と 


し、 其 實 勢 


大 內 氏、 兵 

同 的に 對 

の 爭の激 

易に 博 多- 

であった 

が 登場す 

地方の も 

力 を擴張 


庫 に 

畤す 

化で 

-門 司 

の で 

る や、 博 

のを擧 


國 貿 

的の 

の 港 

は な 

商人 

れ る 

-  > ま 

つ て、 

商人 

， o 

多 • 門 

用 し 


易 に 

も の 

津 を 

、 o 

し 

と 直 

堺 の 

次の 

之 は 

は 優 

t  く 

司 の 

な く 


の 間に 

於 て、 博 

で あ 

管下 

然 る 

接 に 


商人 

三 事 

應仁 

位で 

と も 

商人 

な つ 


對立的 

多 • 門 司 

、之 を 當 

有する 

彼等 自 

合 し、 對 

博 多 • 門 

が 考 へ 


つたと 

際 上 一 

は 遣 明 船 

た。 (三) 大 


な る 

の 商 

時の 

田 M 

ら 童 

立 的 


事 態 を 釀す大 な 


人が 近畿に 

朝 鮮. 琉 球 貿 

- 大內兩 氏の 

明 船 經營者 

態 度が 激化 


司 商人の 抗爭が 

られ る。 二) 大內 

依り 招致 さ れた 

はい へ、 近畿 商人 

方 的， 獨 占 的で は 

貿易より 排除 さ 

內. 細 川兩氏 が 自 


し、 殊 に 應 仁. 文 明の 亂 以後 は 打 續く兵 亂の軍 


匕 ン 

し 

易 の 

間 に 

と な 

さ れ 

激化 


と の 

な か 

れ、 船 

ら 贵 

は 增 
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チ グ おす 

大內 氏の 河 

野 氏支拨 


大 せる 

從 商人 


神 戶巿史 

を以 て、 遣 


る 

遣 


正 

春 

IT 


と し 

レ J 

し f 

而 し 

え 


四 國 

五 年 

通 春 

し め 

を援 

援 けた 

依 り、 使 


る 


を 


分錢 

場の 

あ る 

に こ 

數 等 

は 阿 

の 兵 

つ ベ 

敎 US 

の で 

は、 從 

元の 

伊豫 


第二 輯 別錄 一 中世 

明 船 獲得 は 財源の 

乃至 抽分餞 請負 餞 

みで な く. か ゝる利 

の爭を 促進して 安 

が 著しく 制限 せら 

三 應仁 文明の 亂 

波. 讃 岐. 土 佐 等 細 川 

通 春 を 討ち， 十 一 月 

きを 命 じ、 翌 年 六月 

は 其 子 政弘を 先鋒 

あ る が、 病 を 獲て 九 

前の 兩 氏の 關 係よ 

部 將土佐 守護 代 新 

に 遣り 政 弘に內 書 


の 兵 庫と 外 國關係 

一 と し て 益-要望 さ れ た。 

が 主で ある。 兩 氏が 互に 

害 關係を 通じて 商人との 

協 又は 緩和の 餘地を 失 は 

れた^ であらう C 

と 細 川. 大 內 氏 

一 族の 領國 であ り、 伊 豫 の 

幕府 は 僧 承 勳を大 內敎弘 

に は 勝 元の 請に 侬り 近國 

と し 杉 .陶 等 を 遣 し、 次 い で 

月 伊豫 國興居 島に 沒 した 

リ當 然と い ふ ベ く、 九 月 に 

開 之 實等耿 死した。 之よ 

を 與 へ て、 其 河 野 氏 援軍 を 


遣 明 船 經營の 收入は 

管下の 商人 を 被 護す 

問に 緊密 不可分に 結 

しめたる は、 寶 德 以後 


河 野 通 春 之に 抗し、 寬 

の 許に 遣し 兵 を 出し 

諸將に 命じて 兵 を 出 

自ら 出馬して 陰に 通 

。 敎弘が 河 野 氏 を 陰 

は 勝 元の 兵と 伊豫 井 

り 先 慕 府は勝 元の 請 

止め 歸國を 命 せんと 


細 川 大內兩 

V ^つ SS- 勺 

確執と 遣 明 


した 

の 令 

匕 

て 赤 

な つ 

た爲 

要請 

門 司 

に て 

て ゐ 

に 遣 

を 得 

を 主 

で あ 


力 ま 

を發 

歲七 


川 方 


そ 

之 


應仁 大亂の 


め と 

に從 

の 船 

る o 

明 船 

て 幕 

と す 

る o 

るに 應仁 

第二 章 


を 

に 支 

府 の 

る 從 


欺 死者 多し との 戰， 到 

程であった。 

に は 遣 明 船 正使 淸啓ゃ 

ひ、 博 多に 到って 船 舶. 貨 

に は經營 者の 一 人大內 

ら C へ蜷川 親元 日記 寬正 六年ン 

る 〈十 月 七 日 .i: 一日 各條 ) 

まで、、、 あった が、 大 內 氏- 

用して 翌文正 元年 閏ニ 

が、 正使 以下 は 小 W 島 に 

以て a るに 細 川. 大 內 兩 

障を與 へる 如き 事 は 差 

名に 於て 派 童 さる 、も 

商人の 共通 的の 立場 が、 


り、 翌 十月に は 又 勝 元の 求めに 從 ひ政弘 追討 


糸 I /  AM ク 


物 等 を 

nr* 力 


敎 

糸 

氏 

力 


居 座 

達 し 

月 に 

弓 0 

^ き 

し て 

內氏 

で あ 

■ 遣 明 

爭 を 


等 


力 

生 

る- 

所 


は それ 

歲 秋の 

て 客死 

書 を.： b- 

たるに 

不幸 風 

を 得て 

リとも 

ち 遣 明 


あ 

白匕 

船經營 を實際 

超越す. ベ きも 


ぞ れ 

渡航 

した 

し た 


も 


之 に 


庫 を發し 

不可能と 

情が あつ 

は 勝 元の 

す、 孰 れ も 

め 呼子 浦 

之 を 謝し 

つて 直ち 

府 の 認 許 

して 貿易 

つたから 


の大亂 が勃發 して 細 川 勝 元. 山 名宗 全が 東西 兩 軍の 領 首と して 爭っ 

日 明 交渉と 兵 庫 


勃 敛と钿 川 

大内兩 氏の 

00 


兵 庫の 爭奪 


神 戶市史 笫ニ辑 別錄 

た。 大內政 弘は從 前の 事情 

を 重から し め、 赏 力より いつ 

年 五月 周 防. 長 門. 安 藝. 石 見 .筑 

洛の途 に 就いた e 政 弘は同 

春の 兵 之に 合し て、 同 H: 十九 

十 H 政弘 以下 海上 衆と い は 

細 川 氏 は大內 氏の 來上を 聞 

して 攝津 本庄 山に .翌 四 日に 

元 明に 添へ て 赤松 氏の 兵 を 

しゃがて 船 岡 山 に陣 した。 

攝洋國 は 山 陽 • 南 海. 两 海 と 

つた。 四國に 根據を 有つ 細 

めた 所以で あ り、 西 軍 の 重 鎭 

あった が、 そ れ だけに 大內氏 

應仁ニ 年 七月 亂を奈 良に 


豫八 

發し. 

兵船 

に 兵 

所 あ 

軍 と 

を 破 


戰 とな 

箇 國 


一 中世の 兵 庫 と 外 國關係 

から も 两 軍に 投じた の 

て 勝 元 對政弘 

前 ，筑 後 .豐 前 • 伊 

パ 十日 山 口 を 

H に は 先陣の 

れた 海軍 は旣 

き備 へしめ る 

は小淸 水に^ 

遣 り邀擊 せる 


六 

つ 


0 


近畿 を 連繫す 

川 氏が 攝津の 

たる 大內 氏の 

は此 地の 奪取 

避けた 一條 兼 


る 海陸 

守護た 

上途を 

と 確保 

良の 孫 


力 


此 


此 新手の 

たので あ 

を率ゐ 

日 柳 井 


で 

百艘播 磨の 

上 


兵 

三 


力 

-次 

，同 

要 

し 


月 


し 

サ 


--. 

處に扼 

傾倒し 

房 は、 十 


よ \ 

三 日 

當 P. 

其 勢 

す " 

な け 

一 月 


参加 

る o 

て 海 

か ら 

室津 

之 よ 

月 三 

が 0 

入京 

一-、  J&L 

ぶノ 肆 

威 を 

は 是 

れ ば 


は 西 軍の 勢威 

政 弘は應 仁 元 

陸に 分れて 上 

乘 船 し、 河 野 通 

に 著 し、 七 月 一 一 

P 先、 幕 府 及び 

日に 兵車 を發 

津 守護 代 秋 場 

し てお 寺に 陣 


其 中心で あ 

層 重から し 

とも 必要で 

ら なかった ハ 

の家領 であ 


つた 兵 庫の 福 原庄に 赴いた。 政 房 は 同 十九 日に 奈良を 出で て、 翌 サ 日に 尼 崎の 南 

明 菴に宿 し、 廿 一 日に 人 を 遣り 兵 庫の 事態 を 窺 はしめ た が、 大 內 氏の 代官 問 田 氏が 

奉公 致す 旨 申 人れ たので、 サ 三日に 福嚴 寺に 人った。 (は1 糕 iff 鄉體 f き) 之よ リ先、 

寬正四 年 十一 H: に 細 川 勝 元が 福原庄 を押領 したる 例 も あ り、 大 內. 細 川兩 軍の 攻爭 

地と なった 福 原庄の 事態に つき 懸念した 事で も あらう。 然るに 問 田 氏より 好意 

を 示さ れ、 政 房 は 「庄 家 事 無, 相 違 (問 田 一 向 致， 一 奉 公一 畢」 と 再度 叔父に 當る 大乘院 の尋尊 

大僧正に 報じて ゐる。 問 田 氏 は 卽ち備 中 守弘綱 で、 前 年 政弘に 從ひ柬 上した もの 

で、 兵 庫の 守備に 任じたら しい。 當時又 興 福寺頜 兵車 南關は 東軍 方の 成 身 院が關 

務を 掌理す との 風聞が あつたの で、 西 軍に て は两軍 方に て 沙汰す る 旨 を 寺 家に 通 

達 し、 興 福 寺より は 其誤傳 なる^ を辨 申した 事が あった。 西 軍に て は 應仁ニ 年 九 

月更， に 問 田 氏 等に 宛て 、實 否を轧 明す ベ きを 命じ た o(!s 寺) 翌十 H: 大內 氏の 兵 

が 興 福寺領 兵庫關 及び 神 供料 を 違亂せ り と て、 學 侶 集會を 催して ゐ るの は、 或 は 問 

田 氏 等が 右の 指令に 依り 瓶 斷の擧 に 出で たもので あらう o( は 1 報 传雕讀 5M) かく 

して 大內氏 は 兵 庫 を 確保す ると 共 に、 攝 津の 諸方 を 攻略 し、 翌 文明 元年 七月に 池 田 

氏 を 豊能郡 池 田に 攻 め、 勝 元 赤松 政 則の 兵 を遣リ 救援せ しめたる も 遂に 之 を拔ぃ 
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たのであった C 


一 條家領 福 

原庄 の歸趨 


細 川 氏 は 失へ る 

赤松 氏の 兵と 共に 

興 福 寺の 關所 を始 

嚴 寺に 滞在中の 一 

^ 政 1 ^は 問 田 氏 

ぬ C 幕府 は 直ちに 

府に 申請し 給與さ 

將仁保 弘有を 討ち 

らしい。 福 原庄頜 

福 寺造煢 料 所と し 

つ た が、 之 を 寺 門と 

其 半分 だけ 納 め、 無 

相違の 時 は 召 返す 

庄 年貢 を 取 立て ゝ 


攝津の 勢力 恢復 に 努めた ので 

兵 庫 を 攻めて 大內 氏の 守將弘 

め 寺 院. 在 家 悉く 燒亡 し、 兵 庫 の 

條政房 も 山 名. 赤 松 氏の 手勢の 

と眤懇 にして ゐ たらしい から 

兵車 五箇 庄を是 豐に與 へ て 之 

る、 との 風評が あった。 同年 

成功し なかった が、 攝津に 於け 

家 分 及撿料 人足 分を翌 文明 二 

て 寄附した ので ある が、 其 內 實 

して 取沙汰して 本 役 分 を 一 條 

爲の後 守護 請 だけ 沙汰す ベ き 

とい ふので あった。 細 川 氏の 

ゐ たので あらう が、 寺 家より は 


あ る が、 文 明 元年 十月 山 名 是豐は 

綱の 嗣子 弘 胤と 戰っ て 之 を 破， 5、 

住民 は 悉く 惨殺され たとい ひ、 福 

こち 叫 ftK さ 1 こ C へ 大乘院 寺社 雜事記 

-7 1 &束 あさ ォナ "文明 元年 十 一 月 十 

. か 、 る慘 害に 逢うた のか も 知れ 

を 賞 し、 又 福 原 庄は日 野 勝 光が 幕 

十二月 是豐 は祌崎 城に 大內 氏の 

る 細 川 氏の 勢力 は 著々 恢復した 

年 四月. 一 條兼 良より 春 日 社 及 興 

は、 從 來 福 原庄 年貢 は 守護 請で あ 

家に 納 むる 事と し、 當 時 大亂中 は 

事、 寄 進す とい へ ども 前述の 請 文 

輩 下が 前年 來 守護 請と して 福 原 

此 度の 寄進 を 吿げ寺 門に 打 渡す 


is  -ク て- 3 

ま身 ゾ rj\ 

氏 分^^ 制 


し 

,-せ 

で、 

十 


ベ き 事 を 守護 細 川 氏に 通達して ゐ る- 

牧 めん としたか ら、 是 豐の 代官が 立腹 

は 寺 門より 大內 氏に 福原庄 代官 を 申 

蓋し 文明 五 年 十 一 月に は大內 政弘の 

左 衞門尉 等 を 尼 崎 及び 大物 城に 攻め 

も 消長あった が、 文 明 元年 十 一 月以來 

福 原 庄の寺 家より 代官 を 補任して 管 

て 年貢 取沙汰 も 行 はれ 難かった やう 

して 年貢 も辨濟 せす、 一 條家 では 文明 

の 間 に屢， 折 衝を 行って ゐる。 

東軍で は 更に 政 弘の分 國を亂 して 之 を 

對 馬に 走った 少 貳嘉賴 は、 子敎賴 と共に 應 

筑 前に 入 り、 大 內 氏の 軍と 博 多 i 宰 府 

友 親 繁.少 貳賴忠 等 兵 を 超して 勝 元に 

宰府に 入った。 同年 八月 義政は 書 を 


の 


文明 四 

审 を亏 

大內氏 

相杜弘 

れ たる 

して 細 

しめた 

鎭靜 

年以 


後 

爱 


じ、 


牽 制 

仁 元 

に戰 

筑前 • 

に與 


へ て 


な、 


力 

あ り- 

川 氏の 

事 も 前 

も 細 川 

田 リ 


^护政 力 

事 力 才 

物 を 進 

IFr ひ 糸 

■ 兵 庫 中 

勢 下に 

述 する 

氏 家臣 

ゃ攝津 


め 

な 

び 

守 


原庄 

，文明 

る 


した。 先 

に應 じて 

敗 死した 

大內 氏の 地 

んで長 門 • 周 


力 


の 兩 

つ た 

ぐ 0 

香 川 

護 代 


敎 

-文 

を 


の 地頭 職 

七 年 三月 

事が あつ 

藥師寺 三 

軍の 勢力 

と 見られ 

亂 中の 事 

氏 代官 職 

藥師寺 氏 

こ fill まれ 

兵 を率ゐ 

元年 五月 

し、 賴 中 5 は 


を 


る 一 

太 


防 を 攻めし め、 勝 


第二 章 日 明 交渉と 兵 庫  二三 七 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關保 


^明 船の 歸 

朝と 南 海路 

0 


元 又島津 

郞は義 政 

幸 を 長 門 

せしめた 

入って 政 

撰す る 海 

貳殿两 南 

文 明 元 

事 記 同年 

土 州  一一 I 云 

前に 於て 

確保す る 

勢 伸 び、 幕 


め肷走 

0 敎頼 

資を擊 

^諸國 

四千 餘 

年 五六 

八 =; 十 

た」 と あ 


ひ、 

せ 


立久 をして 之に 共力せ しめた。 翌年 春 政 

に 起し、 政 弘の部 將陶弘 護 • 仁 保 十 郎等 を 誘 

に 謁して 筑 前の 代官 職に 補任せられ て 下 

に 破り、 敎幸石 見に 逃 れ、 吉 見 信 賴の援 を 得 

し、 政弘は 京都より 益 田 負 兼 を 下向 

の 子政资 等よ く大內 氏の 軍 を 防い 

破 し、 筑 前. 豐 前 は 一日 一 平定され た。 朝 

記に 博 多の^ 情 を 記し て 「博 多 民萬餘 

IV 大 友 殿お 北 六千餘 戶」 と あ る。 

月頃 寧 波 を 出帆せ る三隻 の 遣 明 船の 

三 日の 條 に 「唐 船歸 朝、 大內 可， 一 落 取-之 由 

る他徴 すべ きものがない。 一 行が 五 

は 大 友.少 貳の黨 が 大內 氏と 爭ひ 却って 優勢 

所であった。 瀨戶內 に 於て は 河 野 氏 其 他の 

府 船. 細 川 船 等が 大內 方の 妨碍 を 慮 り、 九 州 の 


ニー 一一  八 

弘 の 叔父 敎幸柬 軍 

ト 京都 東藏寺 

した。 同年 十二 

阿武 郡に 出で し 

しめて 弘 護と 共 

が、 文 明 十 年 九月 

鮮李朝 成 宗ニ年 

戶、 少 贰 殿 奥-一大 友 


其 後の 消息 は大 

• 在，, 其 聞, 之 間、 經， 1 九 

島 か 平 戶 に來著 

で あ り、 兵 庫の 地 

海軍 大內 氏に 隸 

南 を 廻り 土 佐 に 


に應 じて 兵 

に陣 せる 十 

月弘 護は敎 

も、 弘 護の 弟 

に 之 を 銳滅 

政弘豐 前に 

1^ 串叔舟 

殿-分- 1 領 さ少 

乘院 寺社 雜 

州 窗 i 養 一四 國 

した 頃 は、 筑 

は 大內氏 の 

して 西 軍の 

出で たと す 


成 化の 新 勘 

合大內 氏に 

歸す 


南海 路迂囘 

の 事情 


る 

人 

-ぺ 

し 


力 & 

き で 


力 1， 

七 年 

大內 

國王 

出 來 

な い 

な 力 

ムロ 勺- 

、で AM 

躇 さ 

に つ 

そ の 


ゐ 

で 


からぬ 事 

らす從 商 

る。 此際 

傳 へて 

上 優勢 

政 力 ％ 

使き 力 

大內氏 

と 述べ 

ら 、幕府 

H7 とも 

事 的の 

ゝ 事情 

隨分露 

の を 格 


ある。 然し 大內船 は 勿論 幕府 

船舶 船方 等 は 孰れ も 大內氏 管 

ょリ 給せられ た 成 化の 勘合 は 

パ Y 蔭 凉軒 日錄長 享) C ひ ま 凡 5 ち 

力ぐ K 年 ナ月廿 九日」 そォ {  s  f 

つ て、 之 を 幕府に 納付す るに 至 

遣した 性 春 は 成宗に 告げて、 成 

に 朝した 時に、 符驗百 部 を 給 は 

あって 交付せ なかった から- 

リ 然し 勘合 を三號 船た る大 

大內 氏の 勢力 を 代表す 

である。 應仁 以前の 遣 

たからと て 直ちに 遣 明 

れは 今後の 事例に 見る 

したが、 假 令大內 氏に 不 

如き 態度に 出で なかつ 


第二 章 日 


力 

力 

_-> 

爭 

別 妨害す る 

明 交 涉と兵 庫 


じた 

安當 

あ つ 

) そ 

を な 


船に 就き 見る 

下の 所有に 屬 

後に 大內 氏の 

く 幕府 船に 於 

ら なかった も 

化 丙戍年 

リ大內 の 使 船 

.國 王に 符 がな 

內 船の 使臣に 

る 使臣が 之 を 

明 船の 經營組 

船 其 もの を 奪 

も、 細 川 夫 內 兩 

滿な 決定 を昆 

た氣味 さへ 窺 


多. 門 司の 商 

點を 注意す 

奪 はれた も 

大內 氏の 勢 


ら う。 文 

-管提 崎 龍、 

て歸 つた 

貢す る 事 

事 は 有，^ 

府に 交付 

解 すれば、 

如き 事 は 

月 沿り $w 

日, B 

にも f 明 

0 勿論 應 


二三 九 


神 戶市史 第二 輯 別錄 


中世の 兵 庫と 外 國關係 


二 四 〇 


^明 船 易 

に 於け る辦 

商人 9 進出 


仁 文 

而し 

海兵 

る と 

考 へ 

さ れ 

R 霜 

-レ 

逢 

と 


し 


明 の 

元 に 


ノ 


文明 

島 三 


際 は、 

對し 

北 九 


或 


る o 

で あ 

と し 

へ た 

商人 

易 に 

年 九 

左衞 


川 氏 

る 所 

よ P 

幕府 

の 海 

事 は 

0 旣 

-ー u、  6. 

が 撰 

有 せ 

展 開 

幕府 


HJ  ^ フ 

RT 力- ^ 


とい ひ 

得を齎 

瀨戶內 

の 海上 

賊の歸 

後年 遣 

と 共 に 

f る ベ 

る 富 力 

が 示 さ 

堺と遣 

は島津 

一渡 唐， 被 


大內氏 

らす贵 

を經て 

警 固の 

趨に對 

明 船が 

路を避 

山 陽 • 南 

き は 當 

を資木 

TL こリ 

,w プ ク 

明 船と 

氏に 宛 

_ 仰 付-之 


とい ひ、 

明 船 を 

兵 庫 に 

命 は 無 

して は 

中國路 

けて 兵 

海 • 西 國 

然 であ 

と し、 f 

である 

の新關 

て、、 和 

上 者、 以- 


お 


カを睹 

に 要す 

る 海路 

とな hN- 

府 側 

避け 

へ の 

近畿 


由. 所， 被-一 仰 下 I 也」 と 琉球 渡航の 事 を 命じて ゐる 


力 

船 獲 

- 文明 

の 小 

儀ー嚴 

0 之 


し て 

る 虞 

は 到 

海賊 

寧 ろ 

海路 

陸 力 

繋ぐ 

て 遣 


降の 

林 太 

力 二 下 

P 先 


の爭中 

は 充分 

る 所 兵 

に對し 

一 層不 

に 就い 

更と 

耍津に 

舟 力 

中した 

遣 明 船 

郞左衞 

知； 無二 其 

文明 三 


で あ 

あ つ 


と 

た 理 

な つ 

當 h\ 

^ に 


HJ 寸 

P ま 

煩 苛 

年に 


つたから" 

たに 相違 

往來 あり、 

に 無統制 

なった 事 

由と して 

た 以上、 遣 

商人の 活 

入 hv- し を 

氏 を 背景 


堺の湯 川 

, ^全 n 彼 渡 

も 島津氏 


幕府 

な い。 

又 沿 

と な 

情 が 

見出 

明 船 

と し、 


宣 阿 • 

海-之 

に命ヒ 


が 
木 


亂 

の 


苑 
殊 
林 
を 


夫義 ナ日カ o 第 

ASfc 三の 頁 一 
A 年 成 以卷 

化 下 本 

に 九 參編 

賜 月 
は に 


船 

と 
い 


じ 近年 堺 商人の 琉 球に 渡航す る 者 多き を 以て 之 を 取締る やうに 通達して ゐる。 

(難 M) 渡 唐に つき 仰 付く と ある を 以て、 文明 七 年 性 春 を 朝鮮 に 遣して 成 化 新 勘合 

の 給付 ■^fiprsl- は を 求めた 如く、 琉球國 王に 新 勘合の 下 附幹旋 方 を 求めた の 

かも 知れぬ と 想像す る說も ある。 然し 此頃琉 球より 明に 送った 表 麦. 咨 文 は 多く 

現存す る が、 か 、る點 に 言 及した もの はない C 而 して 堺 又は堺 近 住の 三 名の 富 商 

が、 次 の 遣 明 船の 出資者た る を 承諾した た め 、幕府が 琉球 貿易 に 特別の 便宜 を與へ 

&明 4,,f 囘) たので あらう との 推測 は 恐らく 肯定され る o(4TO« 娜) 果して 文明 八 年 三月 十 一 日 

II 船 $ 「柚 皮 (§ 湯) 申 沙汰」 と 記された 三隻の 遣 明 船が 裸 を 出帆した ^随樣 特晰膽 ，服) 正 

使 は 天 龍 寺 長老 笠芳妙 茂、 副 使 は 玉 英慶瑜 で、 成 化の 勘合な きを 以て 景泰の 勘合 第 

四 .五. 六 號の三 道を携 へた。 一 號船は 幕府 船で ぁリ、 二 號船は 相國寺 

は れ、 三 號船は 或は 大內 船と いふ 說も あるが 是は 疑問で あ る o(f  #  ^ 

船 は 翌年 春汛に 九州よ リ 渡航した と 思 は れ、 明 の實錄 による と、 同 年 

は 妙 茂 馬 及び 物 を 貢し て、 正 使 以下に 賜 宴. 賜 給の 事 あ り、 國 王 及び 妃 

る 勅 及び 白 金 • 錦 段 を 齎らしめ る 事と し、 沸 祖統記 を 求めた に 對し法 

た。 翌成化 十四 年 正 H: 妙 茂の 陛辭 したのに 對し勅 を 賜 ひ、 且つ 義政 

第二 章 日 明 交渉と 兵 庫  二 四 一 


大內氏 文明 

十五 年 (第 

十四 囘) 遣 

明 船 を 失 ふ 


査 

鲜 

慕 


祌 戶市史 

公 車 索然 

しめた 結 

收 載の 明 

し 寧 波 を 

地方 監た 

途 なる を 

歸 京 し、 十 

に 對し正 

力  <: ん.； i 


笫ニ輯 別錄 


中世の 兵 庫と 外 國關係 


たりと 

果、 先 例 

帝の 勅 

出發歸 

る大靜 

知って 

一月 二 

畐 使 等 

を 命じ 


の 遣 明 船 

船、 ニ號は 

居座に 肅元 

リ 初め 幕府 

船 を 出さん 


て 永 

は 無 

書 は 

國 の 

縣監 

日 に 

の 歸 

て ゐ 


樂の 例に 依 

い が、 妙 茂の 

成 化 十四 年 

途に 就いた 

れを見 

へ 本國 

に 謁し 

際、 島津 

で、 恐 ら 


こ 


る 


政 

の 


お 円 

ま a 

、七 

南 


錢 の 

に よ 

初 九 

月 風 

獲 せ 

還し 

る o 

頜土 

海路 


賑賜を 申 

り 五 萬 文 

日付と な 

波の 爲朝 

ん とした 

た e 正副 

これより 

に 於け る 

より 裸に 


二 四 二 

請した の で、 禮 部 

を 特に 與 へた C 

つて ゐる C 此歲 

鲜大靜 島に 漂泊 

が、 濟 州牧 使が 明 

使 等 は 同年^^ 

先 此歲の 二月 義 

滯在 及び 歸航に 

歸 帆した る もの 


をして 調 

續 善隣 國 

夏の 風迅 

した C 朝 

に 使して 

十月 廿九 

政 は島津 

至る 迄扶 

と 推察 さ 


の ニ艘は 

周瑋、 ー號 


は 文明 十五 年 十二月に 堺を開 帆した と 推 

內裏 船であった。 正使 は 鹿苑院 長老で 相 

壽嚴. 東歸光 松が ぁリ、 ニ號船 居座 に 甘露 寺 

は 旣に歸 降して ゐ た大內 氏に 對 し、 文 明 十 

とする 旨を吿 げ、 大 內政弘 は 程經て 第三 號船を 出 だす 命 を 奉じた の 


せられ、 一 號， 三 號 

國寺前 住の 子璞 

親 長の 弟 首 龍 首座が あつ 

二 年 十二 月明 年 を 以て 遣 


で 

こ 

政 


堺 商人の 抽 船 

分錢 請負 

て 


等 

遣 明 船 渡航 遣 


あつたが 

船 は堺商 

首 龍 首座 

, を 破った 

、遣 明 船 許 

事が 關係 

弘 に 許す 

れ ばなら 

經營 者と 

は 承諾し 

の 請負 一 

は 多少の 

下に 置い 

し 盡す事 

明 船 派遣 


-其 

可 

な 


後 約 

が 抽 


し 


第 二 章 


變じ 

錢 を 

事 實 

は、 元 

大 な 

^ わ 

つ て 

^ ま 

錢 を 

の も 

を 普 

ん で 

事 は 

の で 

-T レ 

\ィ I 


て 第三 號 

豫め 請負 

堺 商人の 

來此 度の 

る 負擔卽 

へ 堺市史 

^"七 頁以 

大內 氏に 

先例に 依 

主と する 

無理 はな 

通と する 

も 他の 商 

結局 遣 明 

ある o か 

得た ので 


船 を も 幕府の 手 

つて 其 客人 衆 を 

手に 歸 したので 

遣 明 船 は 東 山山 

ち禮 分を耍 求し 

，九) S ち 初めは 

とつ て も 幕府に 

り 公 物と して 慕 

收 得で は、 其 上 に 

い C 然るに 首 龍 

を 特に 一 艘 四千 

人の 介入 を 許さ 

船の 諸 經費も 彼 

くて 幕府 は 多額 

あ る。 然し 文明 


に收 めた ので 

獨占 する 事に 

あった。 幕府 

莊經營 の 費 等 

た 結果 大內氏 

幕府 は 一 號船 

代って 進貢 物 

府に 進めな け 

多大の 蹬分を 

首座 等 を 介し 

貫に て 請負う 

す、 從 商人 を獨 

等 の乘 船賃. 荷 

の 請負 餞 舰分 

十四 年 大內氏 


交渉と 兵 庫 


ある。 而 

なった C 

の 大內氏 

を 支辨せ 

が 承諾し 

を 三號船 

は 自ら 調 

れ ばなら 

幕府に 强 

て、 堺 商人 

たので あ 

占 若しく 

物賃 等で 

を收 得し 

の 不滿の 

二 四 三 


して 幕 

內裏船 

との 契 

ん ため 

なかつ 

と 共 に 

達しな 

す 、遣 明 

要され 

は抽分 

る。 彼 

は 其 商 

ナ 出 

たる 上、 

ため か、 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 四 四 

義政は 將來は 必す遣 明 船の 事 は大內 氏に 命す る を 約して ゐる C 文明 十五 年の 慕 

る 、遣 明 船 は 土 佐の 幡多 恐らく 中 村の 港 下田に て 越年し、 

渡航した ので あらう。 明の 實錄に 成 化 二十 年な？ 十 十一 

を 貢 し、 賜 宴. 賜 給の 事 あ り、 憲 宗は勅 竝に國 王 及び 妃に賜 は 

べき を 命じて ゐる。 續 善隣 國 寶記收 載の 勅諭 は 翌成化 二 

ある。 正使 周瑋は 同年 七月 歸途寧 波府に 於て 客死した が、 

國路を 通過して 翌 文明 十八 年 七月 四日に 堺に 入港した。 

南 海路 を 通過した に 就て は、 大乘院 寺社 雜事 記に 長 門 以下 

る 故、 幡 多に 越年して 四國 から 渡 唐す るで あらう と 記して 

ゐる。 此歲 少貳政 資が筑 前の 舊領を 奪略 し、 政 弘 前軍 を 先づ筑 前に 遣 り、 八 月に は 

九州 渡海の 兵船 役 を 赤 間關に 課する 次第 を 定め、 十一 月に は 慕府は 政弘に 命じて、 

先に 政資 のた め 肥 前 綾部 城を逐 はれた 龅 川萬壽 丸と 共に 政 資を擊 つ を 命じて ゐ 

る。 長門路 次の 難儀と は 右の 如き 騒亂の 間に 兵船に 觸 れ、 海 賊に逢 ふ を 恐れた の 

であらう。 大內 氏が 此遣明 船决定 に對し 衷心から 釋然 たらざる ものが あつ て、 其 

結果 遣 明 船に 對し 直に 敢へ て 報復 的 手段に 出 づる事 を 恐れた からのみ では ある 
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め 幕府 は 文明 十九 

のために 渡 し、 三 號 

規に 反する 攀 とな 

等 は 俱に大 內氏を 

二 章 日 明 交 涉と兵 庫 


たとの 
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に歸洛 

W のた 
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は 文明 

ので あ 

た C 遣 
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る 程で 
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歸 著し 

主 進 * 曰 
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箇國の 
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の亂と 
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口に 大 

へ て ゐ 

國 寺 慈 

年 五月 

船 を大內 氏に 

るので、 一 號土 

煩ます ことと 


の 

日メ 
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荬 

與 

虎 

な 


は 文明 十七 年 十二月 


く 南 海路 

ると 述べ 

船 上下し 

先 規の如 

年より 翌 

0 然し 伊 

一行 は 五 

て 好意 を 

こ o 

正使と し 

船の 際の 

ると い j 


より 歸洛す 

てゐ る。 蔭 

、渡 唐 船が 過 

く 南 海路 を 

年に かけて 

勢. 飯 尾 氏 等 

月 平 In/ 藍 島 

謝して ゐる 


二十日に 義政 

れ ば、 翌 年 四 五 

凉軒集 證は中 

海の 際 兵船に 

經るが よいと 

の播磨 守護 赤 

の 主張 で、 中 國 

を經て 赤間關 

C 此間 大內氏 


て堺を 出帆した 遣 明 船で 

如く ー號土 號. 四號の 三隻 

が、 四 集の 渡船 

大內 船と して、 

月 伊勢 氏の 運 


事であった 

幕府 船と し、 三 號船を 

た。 其 後長 享 元年 十 


二 四 五 


祌 戶市史 第二 裨 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 四 六 

動が あつ て、 景 泰第 十の 勘合 一 枚 を 得た ので ある が、 四 集の 渡船 は 支障 も あ り、 先 に 

大內 氏より 幕府に 收 めた 成 化の 勘合の 第三 號は 結局 大內 船と 決した 三號 船の た 

めに 長 享ニ年 五月 大內氏 雜掌與 文 首座に 交付 さ れ， 伊 勢 氏 は 景泰の 勘合 を 還付し 

た。 然し 之に 依り 伊勢 氏 は 其 渡航 を斷 念した のでな く、 大 內 氏と 結んで 別に 一 艘 

を 嫂ん と 計 書- し、 大 內氏 も相國 寺の ために 渡航 するとい ふ 幕府 船 一 號三號 船 を も 

併有 せんとした らし く、 之 に對 して 細 川 氏 は隱然 反對の 態度 をと り、 遂 に 延蔥ニ 年 

閏八 H 成 化 勘合 第 一. 第二 號を 獲得し、 第三 號は旣 に大內 氏の 手に あった が、 之 も 頜 

掌すべく 將 軍の 同意 を 得たら しい。 細 川 船の 經營 に與る は堺の 商人 で、 細 川 政 元 

の緣者 上司 遊 初 軒 等緣の 手に 交付され て ゐた成 化の 第 了 第二 號の 勘合 は、 堺 商人 

の勸吿 により 問 もな く 景泰第 十， 第 十一 號の兩 道に 代へ た。 景泰第 十三 號は 慕府 

船の ものと した が、 其 後 大內氏 は 別に 成 化の 勘合 二道 を 請 ひ、 先 に 獲得せ る 第三. 第 

渡航 及ぴ歸 四號と 合せて 四隻を 渡航 せんとす る計畫 であった が、 結 局不實 行に 終った ものと 

認められる。 かくて 正使 以下の. < 選 にも 幾多の 曲折が あった が、 細 川 船 二 ♦ 幕府 

船 一隻が 明 應ニ年 三月 堺を 出帆した。 蓋し 遣 明 船三隻 とする は寶德 以後の 明の 

制限に し て、 今 囘 J の 複： 雜_ な る， 遣 明 船 獲得の 爭の 中に も 其 超過す ベ からざる 事が 屢， 


永 正 年度 

(第 十六 囘) 
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ゐ る。 明の 實錄 に侬 ると、 弘治九 

金 等 を 賜 ひ、 正 使 以下に 賜 宴. 賜 給 
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七 年 


年 |S 関 三月 壽 

あった 事 を 記し 

せる ものと 解せ 

して 濟寧 州に 至 

た 乙 ひ、 孝 宗 命じて 

めた と ある。 籌 

を惹 S し、 明 の 官 

記事と 思 はれる 

合 及 底簿を 得て 

つ て、 義 蒲の 百 囘忌沸 事の 經費を 得る た め、 相 

り、 や がて 幕府 船  一 ♦ 細 川 船  一 A  、他 の 一隻 も 
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したら しい 

號を 幕府に 留 め 、第 二 號は細 川 政 元に 交付され た。 而 して 

福 寺の 了 庵 桂 悟の 手に 歸 した が、 其 裏面に は大內 氏の 手が 動 

結局 一 號全號 船が 大內 船三號 船が 細 川 船と な つた。 細 川 氏 

第二 章 日 明 交 涉と兵 庫 


荬等來 貢して、 王 及び 

てゐ る。 壽荬 等は此 

られる o 又 同じく 同 

り、 夷 衆人 を 殺 し、 壽 荬 

今後 起 送 五十人たら 

海圖 編に 弘治八 年 五 

吏 數名責 を 負うて 罷 

U 同書に 「次年 哪麟 M  J 

堺に歸 著したら しい" 

國寺諸 長老の 間に 遣 

相國寺 船と する に决 

弘 治の 新 勘合 第 ー丄 一一 

府船 ニ隻の 勘合 は 東 

いた ものと 認められ、 

は大內 氏と 對抗 する 

二 四 七 
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庫に 上 

昌寺に 
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t  素 卿の 
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を 求 


中世の 兵 庫と 外 國關係  二 a 八 


六 


ク. 

、鹿 

せ 

0 


住 

時 


吉 

， し _ 

往 

れ 

わ 

A 

先 


めて 宋素卿 を 綱^ 

から 乘 船して 先づ 

し 彼 は 兵車に 滯在 

来して 禪詩を 留め 

して 和 韻 を 請うた 

關に 著した が、 渡 航 

て、 搭乘す る もの は 

た。 大內氏 は前囘 

l^kfe:- 細 川 氏 開基 

青 t5 辛 の 動け る.， P 

た か ら、 歸 朝の 際 

幕府に 請うて^ 

名字 を 註して 校 

囘 航 し、 大 內 氏と 

も 永 正 六 年に 渡 


/  J 


宋素 


. 副 使 源 永 春 貢， 一方 物, 云 や」 と ある は 根據ぁ 


として 渡航せ しめた C 正使 桂 悟 は 

尼 崎に 至 り、 十 八日 更に 乘 船して 兵 

中 に、 永 正 元年 京洛の 亂を 避けて 禪 

て 西航し 去った の で、 眞 乘は桂 悟と 

察が ある c(flra 碰 集、) 桂 悟 は 次で 山 

は 遲れて 永 正 八 年と なった。 大內 

中國の 人か堺 にある 大內氏 家臣の 

に は旣に 勘合 二道 を 得て 遣 明 船 を 

手 と堺 商人の 策謀に て 奪 

大 內頜界 にて 二 號船細 川 船 を 抑留 

福 寺に 命じ 證狀を 製し、 細 川 船に 從 

する 事 を 述べ、 周麟 から 幕府に 申請 

共に 渡航した ものと 思 はれる。 宋 

航 し， 籌 海圖 編に 「正 德四年 五月、 正使 

る事寳 であらう。 實錄に 正 德四年 


十 一 月禮部 麦して、 明年 正月の 大祀慶 成 宴に 日本 使の 列 位 は 先例な き も、 朝 鮮の例 

の 如く 殿 西 第 七 班に 列 せん 事 を 請 ひ、 貢 船 三 船の 例なる も 今度 は 一 舡 なる を 以て 

銀带 三分の 一 を 賞 し、 又 表 文 無 く咨 文の みなれば 勅 を 賜 ふや 否 を 麦して ゐる。 十 

正使 桂 悟 等 一 月に は旣に 素啣は 入京して ゐ たものと 思 は れ、 實 錄に翌 正 德五年 二月に 素 卿 等 

の歸朝 

に 賜 宴 給 賞 ありし 事が 見える が、 同 年堺 に歸航 した ものと 思 はれる。 桂 悟 等 は 正 

德六 年、 ¥  S 六月に は 寧 波に 到 り、 畿 輔山 東に 盜賊橫 行して 上京す る を 得す 南京に 

留 ま り、 翌 八 年 六月 寧 波を發 して 歸 朝した。 

大 永年間 遣 前將軍 義植と 將軍義 澄との 間の 爭亂は 長く 續 き、 義 植は 大內義 興の 力に 賴 つて 

口と」、 Tp 

氏の 獨占 將 軍職に 還 補し 義興を 管領と したる 故、 義 興 は 遣 明 船に 對 する 自家の 特權 にっき 

文明 十四 年の 義 政の 御 內 書の 如き を 示して 抗議す る 所 あ り、 永 正 十三 年 四月 義植 

は 改めて 御內書 を與へ て 遣 明 船の 事 は大內 氏が 先例に 任せて 永く 管掌す ベ きを 

命じた。 大內氏 は 前囘の 渡航の 際 其 手に 收 めた 正德 勘合の ー號 より 三號に 至る 

もの を携 へ、 遣 明 船 三 隻を獨 占し 宗設を 正使と して 渡航せ しむる 事と し、 船 は豊前 

國池 永に 艤装され た。 之に 對し細 川 氏 は 鸞岡瑞 佐 を 正使と し、 宋素 卿と 共に 弘治 

細 川 氏 別 船 勘合. を携へ 一艘 を 渡 明せ しむる 事と し、 船 を 種子 島で 艤装せ しむる 事と した。 瑞 
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め 宗設を 引渡さし め 

翰 は 先の 大內 氏の 遣 


ら さし め、.^ 設 

贈る 書翰 を琉 

ため 路が 梗塞 

臣 神代 源太郞 

亂の ため 所在 

ゐ る。 嘉靖九 

ゐ る が、 明 で は 

譎詐に して 遽 

たる 後に 然る 

明 船が. 正當な 


占辨の 多に 遣 
へ 商 優 門 於 明 
入 勢 司け 船 
の よ 商る 從 
獨 り 人 博 商 


ら ざる 如く 記して ゐ るの で、 之 は 細 川 氏が 義晴の 書翰に 託して 自家に 有利な 釋明 

をした と 見られる。 大內氏 は 之に 對し大 永 七 年 九月 使 僧を琉 球に 遣 hN  、日 明 通 交 

に 於け る 其 特殊の 地位 を釋 明して 傳達を 求めた が、 幕 府に對 しても 其 保障 を 求め 

たらし く、 幕 府 は享德 三年 三月 九日 御敎 書を發 して 速に 遣 明 船に 於け る 特權を 行 

狱 m 使 せん 事 を 達して ゐる。 其 後大內 氏は兩 度の 遣 明 船を獨 占す る 事と なった。 細 

川 氏 も 亦 其 計畫ぁ り、 天 文 六 七 年に は堺 商人 は 木 願 寺 を 介して 土 佐の 一 條 家に 託 

して 船 を 調達せ しめた が、 結 局 其 事 は 出現 を 見なかった。 

文明 以 後、 當 時外國 貿易に 對 して 充分なる 資力 を積蓄 した 堺 商人 は、 從 來の 如く 

博 多. 門 司 等の 商人の 出資 を 要せす し て、 遣 明 船の 經營を 可能と し、 是 等の 港 市 を 各 

管下に 有した 大內 氏と 政治 的. 軍 事 的に 相對峙 した 細 川 氏と 結合す る 事と なった。 

應仁 以前の 遣 明 船で は 各 船 經營者 は 經費を 尠くも 一 部 は 自ら 支辨 し、 當 該 船の 從 

商人の 乘 船賃 或は 荷物 賃等を 以て 多く 捻出され た。 幕府 船に あって は 明 帝の 頒 

賜物が ある が、 其 他の 船で は從 商人の 一 切の 貿易 貸 物 を歸朝 後適當 に評價 し、 十 分 

の 一 を 抽分錢 として 收 得する が 主なる 收入 である。 此 時代に あって は從 商人 は 

概して 簿 多. 門 司の 商人が 優勢であった として も、 各 船 を 通じて 獨 占され たので な 

第二 章 日 明 交渉と 兵 庫  二 五一 


堺 商人の 從 

商獨 占の 事 

情 


神 戶市史 

い C 然るに 文明 

損得の 如何に 拘 

人が すべ て抽分 

て、 從 つて 堺 商人 

b  (A 際 上經營 費 

俟っ： ^となる C 

文明 十五 年の 

が 一 艘 四千 貧 都 

事實は 彼が 堺商 

も 大乘院 寺社 雜 

ま 切 制 が 此 際に 

そ 百 五十 名內外 

八 年大內 氏の 遣 

船 百 四十 人中 從 

て 遣 明 船 を 請 切 


笫ニ  «: 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 五 二 


以後 堺 商人が 抽分餞 

ら す、 經 營 者に 對し納 

錢 契約の 堺 商人で あ 

の獨 占に 歸 する 事に 

の 大部分 を 捻出した 

遣 明 船 は 旣述の 如く 

合 八 千 貫で 請 切， 9 三 

人 請 切の 斡旋 をな し 

事 記に 「柚 皮申沙 汰」 と 

も 旣に行 はれて 湯 川 

の 乗組員の 半數 以上 

明 船の 事 實に徵 する 

商人 九十 五 人、 三號船 


を 渡航 以前に 豫め 一 定額に て 請負 ひ 

濟 する 事が 行 はれた C 此 制度に 於て 

る か、 又 は 其商權 下に 拘束され る もの 

なる C 故に 元來從 商人の 乘 船賃. 荷物 

ので あるか ら、 遺 明船經 費も堺 商人の 


る 場合に は、 待 定の 代表的 


, 三 隻の內 一 號. 三 號のニ * は 幕府 船で 

號船內 裏 船 は 首 龍 首座の 請ける 所と 

たに 過ぎぬ C 之より 先 文明 八 年の 遣 

0 柚 皮 は堺富 商の 湯 川 氏で あつ 

其 代表者で も あらう。 從 商人 は 

めた る 事 は 旣述の 如く で、 之 を 後 

號船百 八十 五 人中 從 商人 百 十二 

十 一 人中 從 商人 九十 人で あ つ た 

富裕なる 商人が 之に 當 るので あ 


あ る 

氏 は 

を 占 

も、 一 

百 三 


、歸朝 後 

は、 從商 

であつ 

賃 によ 

出資 に 

、堺 商人 

いふ も 

月^ B こ 

て、 或は 

一 船 凡 

の 天文 

人三號 

0 而し 

る。 後 


年 天文 六、 七 年頃に 堺 商人の 遣 明 船 渡航の 計畫ぁ つたる 際、 天文 日記に 「堺 南北 十 人 

のき やくしゅ 纖 I 粒 雌よ り、 以， 一木 屋宗觀 1 1 山西宗 右衛門 ハ五種 五 荷到來 也」 と ある。 

此堺 南北 十 人の 客 衆が 卽ち 右の 特定の 富 商に 當る。 多くの 從 商人 は 乘船者 一人 

別に 二十 貫 文、 荷 物 一 駄に 十二 貫 文 を 出さし め、 荷 物 十駄の 商人に 二十 莨 文の 乘船 

賃を 免除す る。 (删 赚鮮 II 5 測 謹^ 日) 此は 船舶の 傭賃. 造作 或は 明 へ の 進貢 物、 勘合 給 

付に 對 する 幕府の 禮錢 等に 宛てられ たとい ふ。 卽ち遣 明 船の 經費 である。 元來 

か、 る經 費は當 船經營 者に 於て 經理 された ものである。 進貢 物 は 幕府に て、 又 一 

號 船が 幕府 船なら ざる 際 はー號 船經營 者に て 調達した ので ある。 然るに 延德四 

年次の 遣 明船發 遣の 計 畫に當 り、 先 の 明よりの 頒 賜物が 先々 より 滅 せる 事實 につ 

き、 幕 府は 先度 渡航せ る蕭 元につ き 質せる 所、 我 が 進物が 聊爾 にて 彼 又聊爾 であつ 

たとい ひ、 今度 は 細 川 氏 4 賺雄 はより 申 付る 故聊爾 なから うとい つて ゐる o( 滅^ 赚细 

I お 月) 先度 卽ち 文明 十五 年の 遣 明 船の 一 號船は 幕府 船た るに 拘 はらす、 進貢 物の 

調達に 關與せ す、 全 然堺 商人に 委任したら しいので ある。 次 囘の船 は 細 川 船が 一 

號船 であるか ら、 進 貢物の 費用 出資 は 事實堺 商人に 相違ない が、 其 調達 は經營 者た 

^細 川 氏の 責任で ある。 故に 細 川 氏より 之 を 監督 指令す る は 元 來當然 の 事で あ 

笫ニ章 日 明 交渉と 兵 庫  二 五三 


神 戶市史 笫ニ輯 别錄ー 

る C 然し かやう に 進貢 物の 調 

切よ， 招致した ものと いはな 

人 衆の 獨占 ^'にある もので あ 

如 は 船舶の 調達 等に 斡旋す る 

悉皆 此方より 依，, 申 付, 相 調、 當 津 

令-一進 上 一之 由、 以， 一目 錄 I 申 候」 と あ る 

び 一 人 之 乘前を 無償に て 本願 

船床の 意で あらう と 思 ふ。 卽 

である。 かくして 堺 商人の 請 

所と なる。 ^歸和 尙の談 に 「叉 

矣、 雖 i 取， 一竿 於 志 賀 島 f 又 取，, 水 於 此 

兆 乎」 と ある。 博 多 商人の 便乘 

堺 商人？ 逍 氏が 遣 明 船經營 にっき 大內氏 

明 船 經營に 

城す る潛勢 に侬 る。 堺 商人の 遣 明 船經營 

成 化の 勘合 一 號* ニ號を 受領す 


中世の 兵 庫と 外 國關係  二 五 四 

達 を 全然 堺 商人に 委せ 切る とい ふ 傾向 も、 抽 分錢請 

ければ ならぬ。 かくして 多くの 從 商人 は 特定の 客 

る C 天文 年間の 遣 明 船 發遣計 畫に當 り、 本願 寺の 證 

所あった が、 天 文 日記に 「昨日 客 衆 申 事-一 つ 唐 船 之 儀 

まで 付 事 候、 悉 存 候、 又 於，， 唐 船， 五駄 荷所幷 一 人 之乘前 

0 客 衆 卽ち十 人の 客 衆より 禮分 として 五 駄荷所 及 

寺に 呈上 するとい ふので ある。 荷 所 は 荷物 を 積む 

ち 乘 船賃. 荷 物 料の 徵收は 客 衆の 宰 配下に あつたの 

切れる 遣 明 船の 從 商人 貿， 易は堺 商人の 獨占 化する 

近 來者船 不， 過， 一大 內 所 領 I 考故 船 過，, 南 海 南 邊 (其 費 太 多 

嶋 f 故 載， 一博 多 商人 數 輩 (別 以， 一 小 船， 遣， 之、 以 取-雨 物-也、 蓋 吉 

を 許す も、 單 に 便宜 的の ものに 過ぎなかった。 細 川 

と爭ひ 得た る も、 一 面より い へ ば堺 商人の 富力 ある 

に對 する 實 勢力 は 益， 表 面 化して、 細 川 氏が 延德ニ 年 

る や、 景 泰 勘合の 是 なる を 主張して 之 を 取換さし め、 


或は 一 千 百 貫 文 

へられた 程で あ 


大內 氏の 遣 

明 船 經營と 

博 多 門 司 商 

人の 資力 


氏 

之 


は 


き 


と い 

に あ 

き 全 

歷，| 五 

と あ 

博 多 


日 明 貸 易の 


大內氏 は 

は ニ艘の 

條、 不^, 1 勘 

結局 大 

し た が • 

一 號. 三 

はれた 

る大內 

く大內 

島, 而 入， 

る。 是 

_ 門 司の 

德度遣 


之 に 

渡航 

合 I 可： 

內氏 

次 の 

號の 

が、 中 

氏 慕 

氏 の 

は大 

商人 

明 船 
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を禮 分と して 

つ た。 

對し博 多. 門 司 

を 許さ れ、 進 貢 

無， 一沙 汰 一之 由」 と 

の 計 畫は實 現 

遣 明 船より 大 

大內船 二 隻 に 

國の 者と は 勿 

下 杉 氏の 輩 下 

下に 派遣され 

因ョ造 舟. 水 手 倶 

內 氏 の 派 遣 せ 

は堺 商人の 如 

以 後、 明 にて は 

明 交 步と兵 拿 


出して 遣 明 船 三 * の 勘合 三 道 を 掌中に 收め たと 傳 

等の 商人の 資力 を 背景と した。 長 享ニ年 五月 大內 

物を辨 進す る 事に なった が、 「博 多 商人 仁 船 進物 白 付 

て 成 化 第 三. 第 四の 勘合 を 給付され たので ある C 此 

せす、 一 號土 號兩隻 細， 川 船、 三號 幕府 船 

內 氏が 次第に 有 勢 を 占めた。 明應ニ 

就 き 「乘 船 考或 中國之 考或 界之杉 之 慕 

論 博 多. 門 司 商人 を も 併せ 指して ゐる 

商人 も乘 坐した ので ある。 天文 八 年 

た。 日木圖 纂. 籌 海圖編 に 「其 貢 使之來 

在- 1 博 多 I 故 也、 貢 舶 囘則徑 收， 一長 門 (因 翻 分 

る 天文 年間の 遣 明 船の 實狀 を錄 せる 

く 抽分錢 を 請 切る 事 は 行はなかった 

臨淸 事件 使 人の 不軌 等 を捉へ て 幕府 


としてもより 

年の 遣 明 船に 

下 者、 是 皆 乘 船」 

であらう し、 堺 

同 十六 年の 如 

必 由， 一博 多 1 開 洋、 

司 官 在, 焉 故 也」 

ものである。 

であらう C 

を 青 め、 其 消 極 


二 五 五 


神 戶市史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 五六 

的對外 政策 を實 施し 、船隻 の 制限 等 を頒っ た 事 は 前に 述べ た。 

かくて 貿易に 於て 官收 買物の 多 かりし より 私 貿易 を 主と する 傾向 を 生 じ、 從 商 

人 は 有利なる 支那 商品の 舶載に 依り 利益 を倍增 せんと 務めた。 堺 商人 は 商責の 

ために は 父子の 間 も 相 敵視した とい はれる 稃 で、 彼 地に 於て 一 種の 專賣 法の 下に 

置 か れた鹽 を. 張 家灣で 仕入れ 南京に て賣 却す る 如き 不軌 を 行った， も あ り、 (f き 

膽践！ f  一一  一  一一  S) 私の 取引 上 爭鬪を 惹起した 事 等を傳 へて ゐる。 貿易品に つきて 見る 

と、 主 耍 輸出品た る 刀 劍の附 搭の如 き、 寶 德度約 一 萬 把な りし が、 壬 申入 明記に 依れ 

ば、 應仁度 三 萬 把、 | きれ ^ 疑 文明 十五 年度 七千餘 把、 明應ニ 年度 三 萬 七 千 把、 永 正 八 年 

度 七 千 把と い ひ、 天 文 八 年度に は 二 萬 四千 五十二 把 を 稍み し 事 下行 價銀帳 竝譯程 

錄に 見える。 其 他 銅 は 天文 八 年に は 二十 九 萬 八 千 五 百 斤 を 積んで ゐる。 船货の 

多かった 事 は、 制 限され た 遣 明 船 貿易に 於て 從 商人の 活躍の 一 層 熾なる もの あり， 

し を 察せし める。 

應仁 度の 遣 明 船 は 規定の 如く 三 装で、 一 號船和 泉 丸の 乘員百 五十 名で あつたか 

と. sn 貿易 の 

退步  ら、 三隻 にて 四百 名內 外で あつたと 思 はれる。 文明 八 年の もの は三隻 三百 人で あ 

つた。 此三隻 が歸 朝の 途朝鲜 大靜縣 界に漂 到 し、 濟 州 枚 使 鄭享が 送り 歸國 せしめ 


こ let 

百 人 

明 八 

前 囘 

十餘 

0 力 

李 4# 

名 の 

サ 一 

^其 

部 麦 

さと 

し て 

强 硬 

な 官 


を 記して、 成 宗實錄 九 年 七月 乙 酉 

乘， 一 船 三 S 朝 一 一大 明, 囘 來、 遇 k 鼠 一泊 大 


年 度 • 同 十 五 

壽荬等 渡 明 

名の 超 京 を 

もる o 桂 悟の 

矛る 先例に 


年度 の 遣 明 船 孰れ 

の 際濟寧 事件 ぁ爿、 

請 ひ、 又舊規 喪失の 

求 請せ し 刀劍の 給價の 

つ き 同樣の 事實を 見る 


實錄を 信と すべ く、 起 京 人 員 は 

進 京 者 ある 箬 はない。 此 間に 

年の 勅諭に も 「今 後 王 差，, 使 臣 通 

沿途往 還、 小 心 安， 分 、伊作-非 S 以 

請、 以 後 不. 許，, 過 多 (只 照， 一宣 德 年間 

ある。 當 時官收 買物 は 主と し 

お り、 使 人 は 增價を 請ひ禮 部と 

に 主張した。 勿論 刀劍の 品質 

給價の 縮減の 傾向 も 事 實上認 


の 條 に 「全羅 道 

靜縣界 I 云 々」 と 

進 京人 員三 百 

後 超 京 五十人 

當を强 調し 先 


くと も 

航 人員 

つても 

人 等 f 須 

I 奉 使 之 

例 f 各檨 

刀劍類 

衝 し、 應 

粗惡化 

られる 


文明 八 

中 一 定 

明で は 

> 知- 大 

禮ハ以 申 一 

刀劍總 

こ 退ら 

仁 度の 

にも 衣 


觀 察使馳 啓、 日 本 

ある。 壬 申入 明 

餘 人と ある が、 之 

に 制限され たる 

例と して 擧 げた 

年度 は 渡航 人員 

數を 限る ので あ 

前述の 消極 政策 

體 I 守，, 禮 法, 者 1 帶， 

一 鈉欵之 忱？ 其 進 貢 

(千 力) 

不 二十 把 S 彼 

れ てお り、 其 給 價 

淸 啓、 永 正 八 年度 

るが、 一 方 明 政府 


國使妙 茂 等 三 

記 に、 應 仁 孝 文 
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神 戶市史 第二 輯 别錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關保  二 五 < 

永 正. 大 永年間 二度の 遣 明 船が 四隻 となった の は， 細 川. 大 內兩 氏の 爭の 結果で あ 

る C 而も 其 決定す るに 當 リ. 制 限 數三隻 を 超過す ベ からざる 事 は 渡 明 經驗者 や 有 

識者に 依， 9 赓- 論 せら れた C それに 就き 早く 長享ニ 年に 蔭凉軒 集證が 一 案と して 

「一艘 被き 之 者， 彼 三艘者 、待」 艘歸 朝日； 可. 被き 之献」 とい つ てゐ るが、 <sw 雄 5|« 享) 

大體此 主旨に 依 タ四隻 の內 一隻 は 別途に 渡航して ゐる C 明應ニ 年堺を 出帆せ る 

壽萁の 一 行は濟 寧に て 殺傷 事件 を e したる た め、 以 後 S 送 人員 五十人に 制限され 

たじ 永 正 八 年の 桂 悟 を 正使と する 遣 明 船三& 人員 六 百 六十 A 人 r ハ 別 に 

渡航せ る 細 川 船 は 一隻 百 五十人であった C 十 年 一 貢. 人員 百 人. 船數三 * の 制限 は 

此 時に 作られた らしい C 大永 三年 ff^ 寧 波の 亂後市 舶司廢 止の 議も 起り、 寧 波に 

寧 波の 亂と 於け る 私人との 通商 を嚴に 取締った C 明 史食货 志に も 「海 外 諸國入 貢、 許 _fe 載 方 物 

明の 通交 貿 

與-中 國>貿 易 S 設-市 舶司置 提擧官 >以 領. 之、 所 T 以 通 &? 情-抑- 姦 商- 俾" 法 禁 有. 所. 施 因 以 消。 其 

赘隙 一也」 と ある。 旣述の 如く 遣 明 船 貿易が 私 貿易 を 主と する に 至った の で、 浙東商 

ん との 取引 は 益" 密 接と な り、 支 那官 司の 通弊と して 市舶司 有司 も 私 故 を 交へ て 幾 

多の 時弊 を 生じた。 殊に 早くより 市 舶太監 が 置かれ、 此內官 による 不正 は甚 しく- 

正德 年間の 劉瑾の 如き 其 尤なる ものであった C 明 にても 其 弊 を 認めて 嘉靖八 年 
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波の 亂の 如き も 細 川 船の 寧 波 到 著 は大內 船に 比 

通せる 宋素卿 は 太監賴 恩に 贈賄し て、 大 內 船より 

る點檢 を濟ま せ、 嘉 賓 堂の 茶飯に も 細 川 船の 正副 

の 不平が 勃發 したる に 始まる。 貨物の 早き 荷揚 

事 を 得た ので ある C かくて 明の 遣 明 船に 對 する 

て來 た。 天文 八 年の 大內船 三 * 人員 四百 十五 人 

京せ し め、 所 在の 居 民の 私に 之と 交通す る を嚴禁 

良 一 行 は四隻 人員 六 百 三十 七 人に 達した が、 貢 期 

數 ヶ月 も 滯在 し、 其 上人 員 規定 を 超 ゆると て禮部 

が、 結 局 規定 通り 五十人の み を S 送せ し め、 百 人 の 

方 求 請の 結果 斟酌 加 賞す る 事と なった 經緯は 前 

發展と 相俟ち 支那 商品の 需要 は 高ま リ、 彼 我商舶 

船 貿易の 衰 返と 支那 官 司の 通番 禁止 政策と は 却 

事情に 應 じて 天文 頃 以來日 明 貿易 は 非常なる 盛 

二 五 九 


神 戶市史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係 

時を來 したので ある C 


〇 


第三 章 日鮮 交渉と 兵 庫 

第一 節 朝鮮 及び 幕府 使節の 往来 

高麗 時代 西 平安朝 末期に 當り宋 商の 活躍 を 中心として 日 木. 高麗と 宋 との 通商 は 盛んと な 

國商. <  の 半 

島 通商 り、 日卞 高麗 間の 貿易 も活 氣を呈 して 来た。 當 時の 我が 政府の 鐘 國的對 外 政策に 

反して、 西國 商人の 對外 通商 は 漸く 隆盛と なり 博 多の 地 は內外 貿易の 一 中心と な 

つて ゐた。 麗朝 文宗の 代、 之 等 商人の 半島 通商が 著しき を 加 へ た 事が 高麗 史に徵 

される。 宣宗十 年 § 曆 f〇M 三 I 七月 西 海道 按察使 麦して、 安西 都護府 管下の 延平 

島に て 海 船 一 艘を 捕獲した る 所、 宋 人 十二 人、 倭 人 十九 人乘組 み、 弓 箭. 刀 劍を 所持し、 

是必す 兩國の 海賊に て 邊鄙を 侵さん とする ものなる を以 て、 兵 仗 等の 物 は 官に納 

め 海賊 を領 外に 配 せん 事 を 請， つて ゐる が、 其 後 高宗の 代に 至り 倭寇の 侵害 甚 しき 

を 告げて ゐる。 當時 半島との 通商 は 進 奉 船と 稱 して 方 物 を 進 め、 之 に對 して 政府 

より 賜 給が あつたの で、 其 齎らした る 商品 は螺 鈿ヵ 劍. 鏡 匣 .硯 匣. 屛 風. 香 爐. 弓 箭永 銀. 

第三 章 日 鮮交涉 と 兵 庫  ニナ 一 


神 戶市史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 

眞珠 等であった。 元宗 立ち 進 奉 船 貿易の 

た が、 時 に 元の 興隆に 際會 して 高麗 は 日 元 

寇 となった ので ある が、 其 後 忠烈 王 を經て 

を 極め 其 侵奪の 範圍は 廣く且 劫掠の 法 は 


正 平 二十 二 年 就 一一 H 十四日 高麗 使 

^  > 來朝 

る狀を 告げて 其禁遏 を 求む る 書 狀を 齎ら 

に 同じく 高麗 使 金 逸 も 來 朝した の で、 慕 府 

た。 金 龍 等 は 前年 卽ち 高麗 恭憨 王の 十五 

に 朱た もので あ り、 金 逸 も 同年 末に 本國を 

の 牒狀の 措置に ついて. 朝 廷 (北 朝) と 議 して 

の所爲 にて 刑罰の 加へ 及ばざる 所と して 

に 天 龍 寺 妙葩は 使者の 接待に 當り金 龍 等 

讓の半 鳥 の 僧 梵寧梵 鏐は兩 使 を 送って 高麗に 使し 

を報聘 使と して 迎へ答 禮の信 物 を 託した 

十 じ 年に は、 七 H; 對馬 島宗經 茂の 吏 も 亦 到 


外 國關係  二 六 二 

絕ぇざ ると 共に 倭寇の 劫掠 又 劇し かつ 

の 間にあって 兩國交 涉に加 は り、 遂 に 元 

忠 肅 王 .忠 定 王 .恭 愍 王 の 代、 倭 寇 は 益， -猖 橛 

劇甚と なった。 

金 龍 等 は 我が 海賊の 半島 沿岸に 來 侵す 

して 兵 庫に 米 著した。 同！ IT  二十：." 日更 

は 彼等 を 天 龍 寺 雲居 菴に 置い て延 接し 

年に 出 雲に 著 岸した の で、 廻 航 して 兵 庫 

出向した ものであった。 幕府 は 先づそ 

武 多 より. 囘書 する ことと し、 是 九州 海賊 

六月 サ 六日 囘書を 使者に 授與 した。 時 

の 敬慕す る 所と なった とい ふ。 天 龍 寺 

て、 翌 年 正月 國 都に 到った の で、 高 麗は之 

。 天 龍 寺の 二 僧が 高麗に 使した 恭愍王 

,9、 其 後對 馬との 間に 遣 使の 往來ぁ つ て、 
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內 氏. 島 津氏等 

等 も相續 い て 

買 使役され た 

られて 貿易 發 

年 末、 大 內氏は 

二月に は大相 

る が、 之 に對し 

じ て 之 を 接待 

舟船往 來の途 

朝鮮 使者に 諭 
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たので ある こと を 附記 

頻りに 使 を 朝鮮に 派し 

通好 を 事と する に 至つ 

もの を 送還す る 事 は、 厚 

展の途 が 開かれた の で 

朝鮮に 使 を 遣した る を 

國 (義滿 ) の 命に て 壹岐 .對 

朝鲜 では 朴惇之 を囘禮 

せ し め、 應 永 五 年 八月 書 

を 通す るに 努力すべき 

さしめ た。 翌年 卽ち定 

たが、 此際義 満は方 物 及 

畠 山 基 國， 細 川 満元等 を 

歸洛 して ゐる c(lgl 抄) 

思 はれる が、 之 に 對應す 


る 半島 側の 史料 は 見 

大宗 二 年 六月に は大 

政府 答 書 を 致して 達 

れんこと を 求む る 事 

入洛して 二十 九日 義 

の 使者 僧 周棠等 朝鮮 

道義 也」 と 特に 朝鮮で 

が 明の 冊 封 を 受けて 

呂義孫 をして 周棠と 
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する 狀を托 し、 梁 儒 は 


如くで ある。 恐らく 之に 答へ る 使者と 思 はれる が、 翌 

滿) に 託して 銀 樽 以下の 土 物 を 贈る 事が 見 え、 七 月に 議 

派 し、 更 に禁 賊を嚴 にす る 事 を 請 ひ、 俘 虜を 悉く 發 還 さ 

" ^0 達 謝 忱は翌 應永十 年 十月に は 

満之を 引接して ゐる。 (士』 如 M) 太 宗四年 fs| 十 七月に は義満 

に 到 り、 十 月 闕に詣 つて 還 を 吿げ辭 去した。 此 際 「日 木 國王源 

して ゐ るの で、 之 は 應永八 年以來 明との 交涉 により 彼 

王を稱 した 結果で ある。 (S お U お © 朝鮮で は 報聘使 
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來朝 せしめた が、 彼 は 三月 二十 八日 入洛し た o( 舰 ^ 王) 翌 

を 派 し、 太 宗六年 f  J イ 二月 周棠 闕を辭 する に當 り、 尹 銘 

めた。 同年 叉 義滿の 遣 使 あ り、 應 永 十五 年：^ f にも 其 使 

五月 義滿 は薨 じたので、 翌太宗 十 年 梁 儒 を 日本に 遣 はし 

しめた。 梁 儒 は 三月 入洛した ので ある が、 義 持 は 六月 日 

告げて 國書 を附與 し、 管 頜 斯波義 淳又議 政府 宛 同 旨を陳 

幕府の 遣 使と 共に 翌太宗 十一 年 正月に 歸國 した。 義持は 書 

二 六 五 


祌 戶市史 第二 輯 別錄ー 中 il の 兵 庫と 外 國關係  二 六 六 

に 唯 日本 國源義 持と 記し、 對明 交渉の 場合と 同じく 父義滿 の對外 態度 を 改めた 

其 年號は 明の それ を W ひた o(K£$s ^丁) 次いで 大宗 十四 年^^ 幕府の 使 

圭籌到 り、 其 需 めに 應 じて 大蔵 經を 幕府に 贈 り、 大 般若 經を 圭籌に 給した。 大藏 

は 先に 十二 年に も 幕府へ 進めて ゐる。 

太祖 は當 初より 倭寇 は國 家の 重要なる 問題と し て. 內 に邊防 を充實 せし め、^ に 

幕府 を 始め 九州 探 題、 大 內氏等 以下 對 馬 i 岐. 松 浦 地方の 諸 族と 通交して 禁賊を 請 

ひ、 又 邊 海の 海寇の 首領と も H すべき もの 等に は 懐柔の 方策 を 以て 臨んだ。 卽ち 

朝鮮に 投降 歸順 する もの あれば 之 を 許 し、 或 は 官職 を授 け、 通 好 者に 對 して は享く 

接待して 貿易 を 許した。 彼等の 間に は 使 人の 名に 於て 渡航す る 客 倭、 使 船に 從ひ 

叉 は §B -獨に 貿易の ため 渡航せ る 商 倭 等が あった。 然るに 投降 歸 順の 所謂 投化倭 

は增 加して 商 倭 等の 往來は 頻繁と な り、 太 宗 初年に は 何等か 之 を 取締る 事が 必要 

と な り、 商 倭 は 富 山 浦 (釜 山 浦) 及 び乃而 浦 (薺 浦と もい ふ、 昌 原 郡 熊 川面 薺 浦 里) の 一 一 箇 

所に 限， 9 到 泊す る 車 を 許 し、 太 宗七年 Ml ィ に は 其 住 地の 渠 首から 渡航 證明 書と 

して 行状 を 受けた 上で 渡航せ しむる ことにした。 太宗 十四 年 慕 府使僧 圭籌の 到 

つた 際に、 朝鮮で は宗貞 茂の 許に 使 を 出し て、 將 軍. 對 馬 島. 大 內 氏. 少 貳氏等 十 處の使 


諸方 渡航者 

の 3? 加と 朝 

^则 ハ扠啼 


契 


力 


0 


應 永の 外 宼 以外 渡航 させぬ 

對馬島 を 日本 諸 

くより 考へ てゐ 

みた 邊 海の 首領 

加 へ ざ る を 得 ざ 

者 さへ あった。 

だ が、 一は 貞茂 の 

五年沒 して、 翌ニ 

船 を燒き 進んで 

て 海 州の 延平串 

粮を 贈らし めて 

に 對馬島 を 伐 つ 

應 永の 外寇 であ 

僧亮 倪の镟 之より 先、 九州 

遣 

人に は 酒 食を铪 


事 を 請求 し 、負 茂 

處 との 通好 上 重 


た。 受職 

や 居 民 等 

るに 到，^ 

太 宗の如 

盡 瘁に囑 

十六 年 五 

庇 仁縣城 

に 到って" 

に 决 し、 六 

る o 

探題 齙川 

し 乍ら、 對 


人 や 商 

ま、 寺 _ ) 

彼等の 

きも 夙 

して ゐ 

を圉み 

助 ¥ 節 

去った 

月 兵船 

義俊は 

馬 島の 


より 各地に 通達 させた 事が ある。 かく 朝鮮で は 

視 したので ある が、 叉 此地は 倭寇の 淵叢な りと 早 

倭の 貿易 接待 等の 恩恵に よって 一 面に 懷柔を 試 

寇 盜を恣 にす る 徒輩 で、 平 和 的 手段 は 終に 制限 を 

間に は 意に 副 は ざれば 寇盜 をな さんと 公 言 す る 

に 對馬を 伐つ て 賊徒 を 剿滅す る 意が あった やう 

たもの、 如くであった。 然るに 貞茂 は應永 二十 

倭寇 三十 二 艘忠淸 道 庇 仁 縣の都 S 音 串に 到 り、 兵 

て 城外の 民家 を虜 掠し、 十一 月 叉 船 三十 八 艘を以 

制 使 李 思 儉， 萬 戶 李德 生の 兵船 を圍み 明に 航 する 

0 これより 先太 宗は位 を 世 宗に讓 つて ゐた が、 遂 

對 馬に 向 ひ、 七 月に 互濟 島に 還り 泊した。 是 所謂 

應永 二十 六 年の 春、 朝 鮮 にて は同國 にあった 九州 

者 を 拘留 し、 其 夏 兵 を 遣して 對馬を 伐ちた る を 見 


第三 章 日 鮮交涉 と 兵 庫  二 六 七 


神 戶市史 第二 輯 別錄 一 中世の 兵 庫と 

て、 朝 鲜の眞 意 を 知らん ため Hi を 遣 はさん 事 を 


囘禮 使宋希 

璟の來 朝 

外宼 後の 折 

街 


住の 僧 亮倪を 正使と 

名と して 朝鮮に 赴か 

宗 敬は來 朝して 博 多 

(gw> 亮倪等 は 應永ニ 

を 問 ひ 釋典七 千 軸 を 

討の 事故 を吿 ぐる  み 

宋希環 は 正月 十五 日 

に志賀 島に 到 り、 本 船 

ふ や、 亮倪船 一艘 を以 

せて 來訪 し、 博 多に 入 

にも 通交せ る 宗 金 と 

は先づ 京都に 赴 き て 

は 四月 十六 日 兵車に 


し、 陳 外郎の 子 平方 吉久 を 

し り こ 。へ老 松 堂 曰ン東 ト P ま 

しめ ナ I 本行錄 j 陳ク 良" 

に 住した が、 宗 壽は 義滿の 

十七 年 ^^十二：^ 京 城に 

求めた。 翌年 正月 世宗は 

あ り、 更 に 囘禮使 宋希璟 を 

京 城 を辭し 三月 中頃 釜 山 

を 繋留して 小舟に て 四日 

て 之を迎 へ、 探題の 代官 伊 

る や 探題 厚く 之 を 遇した 

共に， 舟ニ艘 に分乘 して 瀨 

幕府に 復命す ると 共に 朝 

到 泊した ので あるが、 一 谷 


將軍義 持に 

一 S 伊と して 

元 人 i 敬 (號 

召請に 從ひ 

到り 書 契 を 

更に 亮倪 を 

して 共に 來 

浦を發 し、 對 

に 博 多 に 到 

東 氏 及び 平 

レ 亮倪は 博 

戶內海 を 護 


二 六 八 

勸 めた。 義持は 博 多 在 


• 表面 大藏經 

台 山) の 子宗 

入洛して 明 

進 め、 無 音 を 

弓 見して 前 

朝せ しめた 

馬 .壹 岐を經 

著した。 其 

方 吉久亦 酒 

多の 商人に 

送 し、 兵 庳 に 

の先容 をな 


を 過ぐ る や、 宋 希璟 詩を賦 


を 求む る を 

壽 であら う。 

にも 使した C 

謝して 起居 

年の 對島征 

ので ある。 

て 三 月 三 日 

志 賀 島に 向 

を 小舟に 乘 

し て屢 "朝鮮 

到 る や、 亮 倪 

) i,JO  一  一  了 

し/  I チ 

て 「荒 原 


短 瀧鎖烟 霏 、滑 海茫茫 水鳥 飛、 聞 說當 年爭戰 地、 自 相 雄 長偬爲 非」 と い ひ、 兵 車に ては亮 


倪の報 吿を待 つて 五 

帆滯海 門、 殊 俗 亦 能 知 

所 一路 中 雜詠ニ 首」 と し 

每聽饑 民 乞食 聲」 と い 


て 見れば 

ぎ 入京し 

陸路 を 行 

魏 天の 家 

羊 1 m 二. 

を 他に 移 

て 陳外郞 

亦 對馬を 

あ， し を 

あ リ、 遂 に 

第 


一 行 は 兵 庫 

たる もので 

乗換へ るが 

き、 歸途 淀川 

に 宿 し、 次 い 

十 里が 略 ぼ 我 

がー 里に 當る 


泊 し、 代 官 

禮 義、 慇 憝 

て 西宮に 

ひ、 瀨 川 (豐 

に て乘船 

あ ら う o 

普通 で、 殊 

を 下った 

で義 持の 

竹林の 間 

充 つる を 

使呂 淵が 


の 来訪して 酒席 

(呈 撙ィ) 

更 停 樽」 と 詠 


して 館舍に 

は傳へ て、 明 

侵し、 先の 少貳氏 等の 

以て 將 軍の 憤る こと 

義持も 意 解けて、 斯波 


來 謁 

て 「處 

を 捨 

蓋し 

に 外 

伊 力 

命で 

に あ 

例 と 

^ 鮮 

注進 

甚し 

氏の 


處神 堂處處 

瀨川) に 到 宿 

て ヽ 上陸し • 

一般に 两國 

船 は 悉く 兵 

^くない C 

深 修菴に 移 

る 一 尼寺に 

した。 此間 

と共に 來 寇 

狀 に 「蒙 古 舟 

き を吿 げた 

臣 甲斐 氏 を 


を設 くる や 「高 低 板屋 若 蜂 屯、 數 月 停 

じた。 二十日に 兵車 を發し て 「向， 一王 

僧、 人 多 遊 手少畦 丁、 雖云耕 繫無餘 事、 

して 叉 一詩 を 詠 じて ゐる。 之を以 

此處ょ ヅ西國 街道 を 經て山 崎 を 過 

から 上洛す る 者 は 兵 庫に 上陸し 又 

庫に 碇泊 し、 使 臣等は 入洛に は 多く 

宋希璟 は 二十 一 日 入京した が、 通 事 

つた。 深 修菴は 幕府 を距る こと 朝 

て、 朝 鮮囘禮 使の 入京す る 時 は 住 尼 

一 行が 幕府より 冷遇され たに 就い 

せんとの 激越なる 國書を 致 し、 朝 鲜 

先陣 五 百 餘艘、 押 一一 寄 對馬津 一 云 ぐ」 等と 

リ 希璟は 之に 對し 種々 陳辯 する 所 

して 一 行 護衛の 任に 當 らし め、 深 嗲 


三 章 日 鲜交涉 と 兵 庫  二 六 九 


祌 戶市史 第二 輯 别錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 七 〇 

菴の 各室の 疊換を 行 ひ 庭園 を淸掃 し、 諸 山に 命じて 食事に 對 しても 留意せ しむる 

所 あ り、 六 月 十六 日寶幢 寺に 於て 引見 し、 宋 希 環より は國 王の 書を呈 した。 かくし 

て 希 璟は諸 山 を 巡覧し、 二十 七日 一 行深修 菴を發 して 淀に 到 り、 夜 半 船に 乘 hN 尼 崎 

を 經て兵 庫に 入り 長 福 寺に 泊した。 此際 一詩 を陚し て 「繋 舟滄溟 曲. 尋 入梵王 宫. 帆 

影 飛 前 沛、 鐘 臀動遠 空. 窓 外 脩 脩 竹、 庭 中 落 落 松、 水 亭 更 深 邃、 高 樹 起 秋 風」 と 詠 じ た。 一 

行 は 七月 三日 乘船 を換 へ て 兵車 を發 し、 三 十日 志賀 島に 到 り、 翌 月 二十日まで 滯留 

し. 九 月 三十日 薺 浦に 著 し、 十 月 二十 五日 京 城に 還った C 之より 先. 朝 鲜 では 對馬征 

討の 兵を罷 める と 共 に、 書 を 宗 貞 盛 (都 都 熊 丸) に 送 り、 對 馬 はもと 慶 尙道雞 林 (慶 州) に 

^したる ものと し、 貞 茂の 慕 義轍誠 を 推稱し て、 恩 義を 忘れて 侵寇 せる を實 めて 貞 

盛の 來降 を勸 め、 然 ら すば 衆 を 率 ゐて木 國に歸 るべ しとし 再征 を 以て 威嚇した C 

やがて 都郤熊 丸の 使と 稱 する ものが 入鮮し て. 降 を 求め 印 信 を 賜 はらん こと を 請 

ひ、 拘 留對馬 人の 發還を 求めた が、 太 宗は前 度の 方針 を 以て 命 じ、 嘗 て貞 茂が 衆生 を 

率 ゐて珍 島. 南 海 島 等に 遷居 せんこと を 請うた る 遺志 を繼 ぐべ しと て、 應 永 二十 六 

年 十二月 を 期限と 定めて 决を 迫った。 之に 對し對 馬から 都 都 熊 丸の 使と 稱 して 

時應界 都なる もの 來 り、 島 人 を E 濟 島に 遣 はして 外 護 を爲す 故、 之 を 入 耕せし めて 


田 税を對 


通交 關 係の 

駕 


ふ 

の 

じ 


て 

力 

な 


力 

-べ 

こ _ 

中 

丄 

宜 


さ 


契 


し 


を 

歸途博 

歸國復 

かった 


馬に 給す る ことと し、 貞 盛 

國州 郡の 例に より 州 名 を 

を申傳 へた。 朝鲜 では 對 

て 以後 は 代 官. 萬 戶 等が 各 

持參 せす ば 禮接を 許さぬ 

る に 宋希璟 等の 初め 對島 

馬 を慶尙 道に 隸す とい へ 

を 聞かす ば 百戰百 死す と 

つ て、 對 馬の 地頭と な り、 守 

く る こ と 深く、 當時負 盛. 宗 

多に 於 て、 少 貳 氏が 對馬征 

命 後、 少貳氏 等の 不平 を 知 

が、 應 永 三十 年 冬對馬 征伐 


の 


族 人 

め 印 

を 屬 

に 人 

に 决 

0 る 

を 難 

攀 ふ 

代と 

等 は 

を 憤 

中 心 


十九 年 五月 義持 は嚴中 撰す る 


に 守護 職 を 奪 はる 、惧 あって 出 去し 難 

信 を 賜 はるなら ば、 臣 節を效 して 命に 從 

州と する 事 を 認めて 慶尙 道に 屬 せしめ、 

を 遣 はし 書 を 通す る を 停止 し、 都 都 熊 丸 

し て、 應 永 二十 七 年 正月 其 旨を對 島に 通 

や、 早 田 萬 戶 三 味 多 羅 (左 衞門太 郞) は 先 の 

じ、 此島 は少貳 氏が 祖先 以來相 傅の 地に 

べしと 陳 ベた。 宗氏 はもと 少贰 氏の 麾 

な リ、 遂 に 守護と なれる もの で、 少 貳 氏の 

其 許に あつたの である。 かくて 宋希璟 

れるを 以て 折衝す る 所あった。 宋希璟 

論 も 出 で、 對 馬との 圓潢 なる 交涉も 進ま 

人物 太 宗が薨 じて 通好 關係も 整備され 

^の 國書を 齎らして 僧 圭籌を 派し 大藏 


C 應永 

を 求 請せ しめ た。 (鶴 繊相) 圭 籌 は 同年 (世宗 四 年) 十 一 月 京 城に 到って 世 宗 に 謁 し、 世 

第三 章 日 鮮交涉 と 兵 庫  二 七 一 


神 戶市史 第二 輯 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 七 二 


宗 は蔵經 

應永三 十 

義持は 七 

更に 蔵經 

月 乃而浦 

歸 國の途 

しめ、 一 行 

き、 義 持 は 

し、 安 臣 之 

貫 を 給し 

壬 申. 六 年 二 

月 戊 午、 善 隣 

使の 來朝 

へ て 幕府 

齋ら せ る 

と し て、 經 


を囘禮 

年 五 ガ 

月 再び 

々板 を 

に 到 著 

に 菊し 

は 圭 

六月 


使 に 

入洛 

求め 

し、 翌 

こ o 

と 共 

十五 


を不當 として 

た。 八月 初 九 

I- 十 

國齊記 中 


月已 酉. 十二) 初め 


して 共に 來朝 

て 蔵經を 進め 

して 國書を 撰 

り こ 。へお： 隣國ン 

か. 7  , 资 記 中」 

圭籌等 一行 京 

鲜 で は 囘禮使 

五月 二十 一 日 

等 持 寺に 延見 

陳辯 する 所 あ 

州に 到り 十二 

朴 安臣の 赤 間 


を 幕府に 報じた が、 其 囘報久 

の 求む る 經板を 所持せ ざる 

は 華嚴經 板で 蔵經 板で は な 

板. 蔵 經等 のみ 京都へ 送る こ 


せし むる ことと した。 (HI  ^ 千) 囘禮 使は翌 

義持 は寶幢 寺に て延 見した。 SIS^H) 

せ し め、 專 使 圭 籌. 副 使 梵齢蔵 主 を 遣 はさし め、 

慕 府使船 十八 隻は 囘禮使 船と 共に 同年 十 一 

城に 入り 書 契. 土宜を 進め、 髮年 H  二月 辭し 

として 朴安 臣、 副 使と して 李藝を 共に 来朝せ 

入 洛 し、 深 修菴に 館 し、 經 板 ，藏 經 を相國 寺に 置 

した。 慕 府は經 板の 他 禮物を 受け ざらん と 

>  、慕 府 結局 之を納 れて路 次の 費用と し錢百 

月 京 城に 歸著 復命す る 所 あ つ た。 (频糕 

關に 到る や、 圭 籌は 使者 を 上洛せ しめて 囘禮 

しく 来らざる を 以て 其 故 を 問うた 處、 圭 籌 答 

故で あらう とい ふ 事であった。 卽ち 安臣の 

かった ので ある。 其 內大內 氏より 幕府の 命 

と を 達 し、 叉 京都よ リ囘 著せる 瓊蔵主 は將軍 


の 意と して 囘禮船 を 赤 間關に 拘留 し、 經 

あ る が、 大 內 氏より 斡旋す る 所 あ つ て 安 

して 前述の 如く 慕 府は經 板 .藏 經 外の 禮 

る が、 安 臣 の歸國 する や、 專 使 中 兌 西 堂 (朝 

主 を 遣り て、 前 述の旨 意を傳 へ しめ 更に 

て應永 三十 二 年 正月 末對馬 島に 到り、 四 

板は傳 ふる 所 只 一 木に て 命に 從 ふこと 

書 を 禮曹に 呈し兵 庫の 人 四 郞三郞 の 妻 

門 三 郞の 子の 刷 還 を 請うて ゐる。 右の 

\ で まらる ま、 い。 へ^ 宗七年 四月 辛亥 ン E 

リ 「 f ォる まし 力 〈乇戌 善隣 國寳記 中」 正 

は 三月 伊豆 國朿福 寺の ため 藏經を 求め 

て 朴瑞生 を 派し 義 持の 死 を 弔 し、 新 將 軍 

年 十二月 歸國 して 義敎の 答 書を呈 し. 且 

る。 其內に は先づ 朝鮮の 最大なる 關心 

到る 海上 彼が 仔細に 見 分した 事 實を陳 
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板. 藏 經 をのみ 輸せ しむ 

臣 一 行 は 五月 入洛す る 

物 を 受け ざらん との 態 

鮮の 記錄に 虎嚴西 堂と 

藏經板 を 求めし めた。 

月 京 城に 入り-書 契 を 進 

能 は ざ る 旨 を 答 書し た- 

及 び 子、 對 馬 舟 越の 人彌 

四 郞三郞 は 或は 嘗っ て 

長 元年 正月 義持 は薨じ 

しめた。 (gig) 同年 末 

義 敎へ賀 書を呈 せしめ 

途上 見聞せ る 各種の 日 

事であった 海钱 にっき 


る 事を傳 へたので 

ことが 出 來た。 而 

度 を 示した ので あ 

も あ る) 副 使 梵齢藏 

幕府 使 僧 は 稍， 遅れ 

めた。 世宗 は藏經 

" 同月 廿 三日 梵齡 

耶次郞 、對馬 人左衞 

彼 地 に 居留した 商 

たので ある が、 慕 府 

世宗は 通信 使と し 

た が、 彼 は 翌年 H 

本 事情 を 啓して ゐ 

對 黾 島よ 兵 庫に 


じて ゐ る o( だ J) 朴 安臣と 共に 幕府 


力. 


鮮交涉 と 兵 庫  二 七三 


神 戶巿史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 七 四 

遣した の は宗金 及び 道 性 等 一行ら しい C 宗金 は屢" 朝 鲜に 通好せ る 博 多の 商人 宗 

金 其 人で あらう C 彼等 は 翌永享 二 年 二月 京 城を辭 去した C 永享 三年 七：：；； に朝鲜 

使の 入洛す る あり、 銅 錢千貫 文 其 他の 進物が あつたと い はれ、 (wf  S お H 一) 永享五 

年 正月に も 義敎は 同じく 朝 鲜使を 室町 第に 延 見して ゐ る まき ド l^tuiu 

^ 五) 後者 は囘禮 副使 金久冏 及び 李藝の 一 行で、 同年 四月 十三 日 歸路尾 道に 於て、 博 

多 商人の ため 銅 四千 餘斤を 積み 船 膠して 動かざる 內に 海賊に 襲 は れ， 幕 府 書 契 .禮 

物 及び 貿易 雜物等 皆 奪 は れ、 陸 上徒步 にて 赤 問 關に到 リ、 通 事 を 遣，^ 將 軍に 訴 ふる 

と共に， 一 行 七十 五 人は大 內？ K 友. 小貳氏 等を獎 み、 其 盡カ により 五月 對 馬に 護送 さ 

れ. 更に 對馬 島より 囘 送され て歸國 したと いふ。 (種 5^ ぉ脾 IS は 子、) 世宗 一一 十二 年 

f §： 『 八月 高 得宗を 通信 使と し、 尹 仁甫を 副使と して 發遣 せし め、 十 二月 義敎 はこ 

れを延 見して ゐる。 高 得宗の 一 行 は 翌永享 十二 年 正月 五山 を 一 見し、 二月 將 軍に 

請暇して答書を受け、同年五月歸國復命した0(1|^1^ネ？5^、|、賤4怖^晴、|»针 

i^i^tis.is 針^ 日) 嘉吉三 年 一一  月下 孝 文 を 通信 使と し、 尹 仁 浦 を 副使と 

して 我が 國へ發 遺せ しめたが、 此 際に 後年 海 來諸國 記 を 撰した 申叔 舟 (當 時、 訓 鍊 院 

注 簿) が 從事官 として 同伴 來 朝した ので ある C 然るに 下 孝 文 等の 兵 庫津に 入る に 


先 だ ち、 管 領畠山 持國は 

汰の折 柄、 朝鮮 使の 京都 

等 答へ て從 前の 如く 商 

朝せ， 9- と 答へ たる を以 

て將 軍よ， o- 答 物 を 得る 

用 を 要したら しい。 そ 

評議し 朝鮮 使 を 京都に 

十九 日 室町 殿に て義勝 

叉義 敎を弑 せる 赤松 満 

へた C 一行 は 同年 十月 

聞 日記 同年 七月 二 日、 世 宗 一 マ 

十五 年 十月^ 子、 南 方紀傳 


板 を 求めて 聽 かれざる を 

二 行 二十 九 人 は 同年 宗. 

巳、 二 十 六 年ン 

正月 甲 辰 ) 


衆に 諮，^ 

に 人る は 

のた め 

遂に 入 

に、 貿 易 

は 結局 

らしめ 

謁 し、 七 

の 弟 則 

國世宗 

信 使の 

以 て， 更 

五 年 十 1 


賈 

入 


通 


新 將軍義 勝 

無益の 事な 

に來 るに あ 

萄を 許す こ 

物 を 將來し 

諸 大名の 負 

ざる やう 談 

月 に 義敎の 

繁 が 嘉 吉 元 

に 復命す る 

歸國 する や- 

に  一蔵  七  千 


幼少 

P と 

ら す 

と と 

て 慕 

擔 と 

合 し 

年播 

所 あ 

幕府 

卷全 


朝鮮 使節の 


比 頃よ， 9, 以後 は朝姅 


よ P 通 き 口 


月 京 城に 入 り、 翌 年 


使 .囘 禮 使の 上洛 


して 諸 大名 國役 以下 耍 脚無沙 

其 入洛 を 拒む 所 あつ  た 力  、孝 文 

將軍義 敎の死 を 弔す るた め來 

た。 朝鮮 使節より 禮物を 進め 

も 亦 其 交易の ため 尠 からぬ 費 

る 事 多かった の で、 夙 に 諸 大名 

ゐ たので ある。 孝 文 等 は 六月 

相國 寺に 修 して ゐる。 彼等 は 

を沒落 し、 朝 鮮を 侵せる 事 を訴 

Co へ康富 記 嘉吉 三年 五月 六 曰. 七 月，. j. 

+/  I. 九 曰、 建 内 記 同年 六月 二十 三日 看 

光厳 等 を 遣 はして 先に 大藏經 

の 印本 を 要請せ しめた。 光嚴 

正月 辭去 歸國 した。 (wf 一一 一 肝お 

殆んど 行 はれなかった。 世祖 


第三 章 日鮮 交渉と 兵 庫  二 七 五 


^府 報聘止 五 年^ g 八月 

む  テ^- 


籍等を 求めん 

八 年に は 通信 

れ、 同 十 年に は 

病 を 得て S り 

正月 辛 巳， 中 宗 三ン 

十 年 二月 辛亥 } 

幕府の 使臣 を 

した こ と、 使 節 

力なる こと を 

遇は應 永外寇 

齋ら さすとの 

其 上洛す る や 

往 來、 不， 耍 K 以，， 土 

の 下 孝 文の 場 

つ たと 推考し 


神 戶市史 第二 賴 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 七 六 

宋處儉 を 通信 使と して 来朝せ しめ， 紬 三百 匹 • 銀 五 百 兩を齎 して 書 

文明 


としたが 海路 難破して 到ら 

使 同じく 斐孟 厚、 副 使 蔡籌を 

通信 使李享 元. 副 使 李秀仝 等 

• 知 世 浦に て 死去し、 一 行は隨 

朝鮮で 幕府に 使臣 を 派遣す 

迎 へる 待遇が 極めて 消極的 

派遣の 本來の 使命であった 

暴露した 點等 を考へ 得る で 

の與 へ た餘 憤の 結果と する 

理由で、 赤 間關ょ り 藏 經，經 板 

餘の禮 物 を 一 切 受け ざらん 

宜， 爲&、 唯 倏，， 隣 好， 而 已、 互 省，， 國 

合 を 併考 する と、 禮 物 .貿 易 の 

て敢 へて 不當 でない やうで 


す、 又 成宗六 年： P おに は 通信 使斐孟 厚、 同 

して 出 發の治 装 を 行 はしめ しも 中止 さ 

を發 船せ しめた が、 享 元は 對馬 島に 到り 

つて 霈 i ンて ， る つ こ o へ 世 ^ 五 年 (天 順 三 年) 八 

\  _ 岛 ， も I- ズ， $  \  -7  , 月 壬 申、 六 年 (天 順 四 年) 

る 事 を 躊躇す るに 至った 理由と して は、 

で あ り、 時 に 之 を 忌 避す る 態 ^を すら 示 

海賊 禁 退に 對し 幕府の 威力が 意外に 無 

あらう。 宋希璟 が 京都に 於て 受けた 冷 

も、 朴 安臣 等 は 幕府の 求 請せ る 蔵 經板を 

のみ を輸 して 歸還 せしめん と し、 次 い で 

とした。 而も 義 持の 書に 「自今 以後、 行李 

費； 不， 一 亦 可 一哉」 と いった 程で ある が、 之 を 後 

費用に 堪 へ すして かくの 如き 處置を 執 

ある。 下 孝 文の 來 朝に 先 だ ち、 管 頜畠山 


持國諸 大名と 相議し 貿易の 費用 等 を 避ける ために 京都に 

氏 等 談合の 際、 淸 原 業忠の 意見と して 今度の 國書を 古 今 の 

を 咎めて 囘還 せしめ や 

年 幕府が 宗 氏 を 召し て 

を來 朝せ しむる は商賈 

つ こ：、 へ宗 氏世ン 七 

つたと しふ , 系 私記」 A 

を 以て 朝鮮 使の 入京 を 

賊 の巢窟 で、 金久冏 一 行 

て 殆んど 無一物 裸 同然 

海 も 容易の ことで なか 

れ よりも 猶朝鲜 をして 

る 幕府の 統制 力が 薄弱 

使臣 往來の 結果 判明し 

朴耑 生の 復命に、 對馬島 は 海賊 都 會の地 で、 赤 間關は 四國以 北. 竈 戶關等 海賊 西 向の 

門で あ り、 宗 貞 盛が 島民に 令して 汲 水を禁 せし め、 大 內 氏が 赤間關 にて 西 出 を 禁止 

第三 章 日 鮮交涉 と 兵 庫  二 七 七 


乘 する 箇所 あれば 之 

聞に 屬 する が、 康 正 元 

として 朝鮮の 連年 使 

せし むべ からすと い 

の 當事 者が 費用 多き 

加 へ て 瀨戶內 海 は 海 

ふ 衣類まで 强 奪され 

に 到った 有樣 で、 其 航 

たので ある C 然し そ 

は、 邊 陲諸 大名に 對す 

有せぬ 事 が、 幾 度 か の 


うと さ へ II せ 

朝鮮の 事 等 を 

のた めで、 海陸 

宗 全 の 言 の 眞 

嫌忌した 事 は 

の 如く 書 契 .禮 

にて 乞食の 如 

つた。 之 等 は 

幕府 遣 使 を 無 

で、 殊 に 海賊 禁 

來 たこと であ 


入る 事 を 拒 み、 奉行 飯 尾 

牒狀 と對照 し、 文 章 上に 

られ たので ある。 稍" 後 

問うた 時、 山 名宗 全の 言 

の 役 費 多 く、 以 來は 入京 

否 は 暫く 措 き、 當 時 幕府 

確かで ある。 その上に 

物. 貿 易 物 は 勿 論、 身 に 纒 

く 陸路 を 徒步し 赤間關 

逐 一 歸國の 上 復命され 

意義に 感 せしめた もの 

遏上 それ 程の 實 勢力 を 

る。 永享 元年 來 朝した 


祌 戶市史 笫ニ稗 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係  二 七 八 

す れ ば， 海 賊往來 する 能 は す， 且 大 內.大 友 • 志 佐. 呼 子の 諸氏 は それぞれ 瀨 in 内. 北 


の 海賊 を 統領して ゐる^ 赏を 牛； i げ、 海 

御 所 (將 軍乏 命 【拒 而 不ぉ、 由& 觀， 之， 修，， 好 

又 H 木 (慕 府を桁 す) 求 むる 所 あれば 遣 

節と 雖も漫 に禮を 致さ す， 瑞 生^の 命 

「願 身 今 國 家 不ぉ JU 之^-及 報 聘 外、 不， 許： 

或 遣& 敦 諭 至、 意 以 爲 ，_ 禁 賊 之 策, 也」 と 陳 

より 歸阈せ る 招 撫官茇 勸 は、 博 多より 

農 商 を^と し， 略 ぼ 作 賊の察 無. _き も、 壹 

薄 農^ を^と せす して 作賊 を， 行 ふ 故 

接待 撫 養せば 順 服 せんとい ひ、 呼 子 • 志 

雞 なれ ば、 S1 求：： を 給し 梃 料 を 給し て、 不 

も 朝鮮で は 禁賊耍 請の ために は、 幕 府 

北 九州の 諸 豪族に 通好 を 篤く する が 

朝鮮 使の 來翊が 絕 え 〔た 後 も 幕衧は 


九州 

賊 は 「大 抵 其 俗、 不， 知， ま 義 (小 Ki 尸 意、 不^ 顧- 1 其 身 ハ雖， 一 

御 所； 雖蓋， 一 交 隣 之 道 (而 禁賊之 策猶緩 也」 と い ひ， 

使して^ ひ、 求む る 所なければ 贺新 弔^の 大 

を 奉じて 到る や 接待 亦禮を 以てせす と 述べ， 

逢 於， i 項 諸島 之 、王 nuK 往 薄， 來、 以 悅，, 其 心 (間 

じて ゐる。 又世宗 二十 六年狄 | 四月 ー岐島 

大內 氏に 到る 問 は， <ロ稠 密. 七 地肥饌 にして 

岐.對 馬， 上 松 浦 等 は 人 居 蕭條. の 地に て 土地 堺 

に， 海 賊經 由の 地た る對 馬 .壹 岐兩 島の もの を 

佐 • 佐 志 氏 等は將 軍の 令 も 及ばす して 自尊 大 

虞に 備へ ん こと を 啓して ゐる o( 養 liiiK) 卽 

に對 する よりも 大 內.大 友 氏 や、 對 島. 壹 岐 及び 

-K 效 ある を識認 する に^った ので ある C 

頻りに 使 船 を 派遣し て、 或 は 蔵經を 求め 或は 


西國 諸氏の 

通交^ 易 


寺院 修造の 募緣を 求めて ゐる 

船の 經營、 禮物 等の 調達 等に つ 

を 利した 事 は 想像に 難ぐな い 

併せて 次 節に 述 


る。 その 事 は 


が、 使 船に 附隨 する 貿易 は 益，. 增 大した。 素より. 幕府 

き 早くよ， o. 博 多 商人 等の 參與 し、 之 に附隨 する 貿易 

が、 後 には此 傾向 は彌" 露 骨 r 

ベ や う o 


文獻上 にも 表 はれて 來 


第二 節 朝鮮 通交 貿易の 發展 


太 祖. 太 宗 の 

州 • 中 國の 大小 

の 宗 氏、 壹 岐 の 

朝に 入る や 益. 

宜 或は 小禮土 

事實上 一 の貿 

り 到来した 物 

上獻 進の 土宜 

獻 物 は、 後 の 記 
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頃より 旣に 九州 

名 が、 頻 りに 俘虜 

志 佐 氏を始 め、 九 

多くの 物資 を舶 

宜と 記して 物貨 

易であった。 舶 

も 含め 多種 多樣 

として 蕭ら され 


探題 1 川 氏 を 始め 大內 • 島 津- 

を 進め 土 物を獻 じて 彼 地の 

州 各地の 土 豪 • 商 人 等 も 亦 通 

載す るに 至った。 是等は 使 

を獻 進し て、 之 に相當 する 賜 

載 物 貨は丹 木 ま 黃. 胡 椒. 肉 桂. 

であった が、 尠 くと も 前記の 

た 場合が 多かった。 此書契 


J「 


書 契 之 物 少、 而 私 進物 則 多」 と 記された 如 


少 貳. 大 友 

物 貨を得 

好す る こ 

人 の 齎 す 

物 を給與 

-沈 香 も 確 

大小 名の 

にも 記載 

く に、 iii  A 


の 諸 

て ゐ 

と絕 

書 契 

せ ら 

等 多 

£ ル n 

^ ザ 

さ れ 

力 ^ 


氏 其 他 九 

る。 對馬 

え す、 世 宗 

に 不腆土 

れ たので 

く 南海よ 

では 形式 

た 土宜進 

進物と し 
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舶は ハ^ 大 て 

と 半 鳥 側 の 

對^  S 


官 


て 


れ 

貿易 形態の や 

推移 
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神 戶市史 笫ニ輯 別錄 

舶載した 貨物と は 形式 上 

し て is! 進す る 銅. 丹 木が 多 

に 納めて、 此地 の 貢 船が 上 

物 は道監 司に 命じて 上 中 

使 人に 囘賜 する 事に した 

對 し 「其 客人 齊丹 木 • 銅， 臨 時 

載せる 私物 は 銅. 丹 木の み 

引 を 許した ので ある C 浦 

てゐ た乃而 浦 • 富 山 浦の 客 

山 (鹽 浦) を 開 き 販賣を 許し 

以来、 獻 一-一 刀 1 者、 亦 稱，| 使臣 S 

みの 獻 進物 を赍 らして 商 

國 にかけ て の 所謂 商 倭 の 

に、 朝鮮で も 商賈の 船と 看 

に、 初め 獻 進物の 形式に 於 


一 中世の 兵 庫と 外 國關係 

區 別し 得る ので ある C 世宗ニ 年 六 

くて 京 城に 到る 輸轉 站路の 弊が 大 

來 する 際、 硫 黄と 併せて 上 送す る こ 

下に 三分せ しめて 本曹 に移關 し、 本 

リ 是は獻 進物に 對 して 官 の給價 せ 

量 k 、上 送、 其 餘 竝 於，, 下 船 處 (和 賣」 と あ 

量 計して 官 貿易せ し め、 其 他 は 浦 所 

所の 貿易 は 倭 館で 行 は れ、 世 宗 五 年 

館 (倭 館) 及 び 舶載 物を納 むる 庫廩を 

てゐる C 世 宗ニ年 九月の 條 に 「上 曰 

要， 1 買 賣ハ所 i 齎 財 貨、 絡 釋、 道 路驛夫 受， 弊 

賈を 率に する 者が 多くな つた が、 恐 

計畫 した ものが 多かった であらう 

做して ゐた商 倭の 通好 は、 世 宗 朝 に 

て 多く 交易 を 計った 如くに 見ら る 


二八 〇 

月に 是等使 人の 連 

なる 爲 め、 海 邊の各 

と 、 し、 其 他獻 進の 

曹が物 價を參 酌し 

る 貿易で ある が、 此 

つ て、 附 進物と し て 

で 私 貿卽ち 商賈の 

十月に は旣に 開か 

加 造し、 八月に 新に 

• 初 日本 使臣 尙 少、 比 

不, 小 云 た」 と あ り、 名 

らく 九州 北邊 より， 

V 元 來使送 船と は 

入 リ 益-多 くなる と 

ヽ大 小名 等の 使 送 


幕府 使 船の 

附^ y 易と 

W 多 商 入 


船が 漸次 私物の 舶載 增加 によって 純然たる 貿易 船に 轉 

五 年 十二  H; 幕府 使僧圭 籌.梵 齡 等が 闕に詣 つて 土 物 を 進 

血 一 斤 等と ともに 銅 二百 斤を禮 曹に呈 した が、 翌 六 年 正 

ら せる 私物 は 旣に市 裏にて 貿易して お り、 銅 鎩. 丹 木. 胡 椒 

限 あるの で、 ェ 曹. 軍 器 監. 義 盈庫 等で 官貿 する 事に なった 

して 行 はれた 官 貿易と 私 進物に 對 して 適用 さる 、事の 

す れ ば、 私 貿易 は 市人 相互の 取引 關 係に 委せられた 力ら 

し た り、 監 掌す る 事が 行 はれた ， I . 之 を 適宜 市 價を參 酌 

に 比して 有利な 場合が 多かった であらう C 李 朝の 初期 

沿默進 勿の 內容を 見る と、 博 多 其 他 沿岸 都市 商人の 介在 

私 進物の 增加 による 貿易 發展 は、 所 謂 商 倭の 活躍と 共に 

情勢 を 感知し 得る ので ある。 同檨の 傾向 は 慕府使 船に 

ので ある C 

應永 三十 年に 入鮮 せる 走 寧梵 齡 と 共 に、 都 船主と して 

し、 船嫠 十六 隻で 人員 五 百 二十 三 名に 達 し、 內 京 城に 赴 行せ しもの 百 三十 五 人 
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化する 觀を呈 した 

め， 別 に 私 進物と し 

月戶 普の 啓に よれ 

• 大刀 等 は 市人の 財 

。 世宗 初年に 獻進 

多 か つ た 私 貿易と 

、 —— 尤も 後に 惯格 

て 價格を 定める 

九 州 • 中 國の 大小 名 

した こと を 察せら 

彼等の 勢力の 益" 進 

於ても 之 を 明かに 


世宗 


久 俊なる ものが 行 


_ 其齎 

に も 

に 對 

要說 

官給 

貿 易 

使 送 

る 力 

せ る 

得 る 

共に 

に 達 
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した。 この 一行 は 前述の 如く 多くの 貨物 を赍 らして ゐる C 久 俊なる もの は 何人 

か 明白で ない が、 後 例に 見 ゆる 如く 商人で 恐らく 博 多の 人で あらう。 正 長 元年 朴 

安臣の 歸國 と共に 幕府の 派遣した 宗金は 博 多の 貿易商であった。 文 安四 年 秋 幕 

府使僧 文 溪正祐 は 京都 を發 し、 南 禪寺 のために 藏經を 求めて 翌年 #f 一一 一  四月 乃而 

浦に 到 著した。 正裕 は- 乂 安四 年 八：： T 召に よって 溥 多より 上洛 し， 使 命を带 びて 渡 

航 したので ある が、 宣 慰使奏 孟 卿の 注進に よる と、 正 祐等は 多くの 僕 從を率 ゐて上 

京 せんと し、 隨 伴した 商 舶所釵 の 貨物 を 盡く楡 京 せんとす るの で、 上 京人 員 は 二十 

人と 定ま b  、丹 木 • 銅 趱 等の 物 は 浦 所に 留めし めんと し、 京 外の 債 格に 懸隔な く 徒ら 

に 轍. •：： 小の 負擔を 重く する 所以なる を說く も、 正 祐等肯 せ す、 銅 鎩を 京に 轍せ すば 木 

國に歸 還す ると 述べて 服せ なかった とい ふ。 上京 人員の 差 定 、銅. 丹 木 等の 浦 所に 

留 むる は、 之 より 先 同年 正 刀 H: 本 使臣 上京 伴 人數は 二十 人 を 限と し、 若 し 強請せば 

二十 四 人 を定と し、 貿易 物  一 二百 駄 なれば 三 道 に 分 送し、 三， 百駄 以上 なれば 轉輸の 

弊 及び 京 外 同 價の狀 を 開陳し て、 銅. 丹 木 等 負 重の 物を留 浦せ し め、 品 數を看 品して 

給價 する： si- としたの である。 かく 正祐は 多額の 貨物 を 齎ら し、 船隻三 艘を 以て 來 

航 したので ある が、 宗 貞 盛の 吿 ぐる 所に よれ ば， 慕 府御敎 書に 示された 使 船 は. 一 隻 


であった か ら、 正 祐等 上京す る ゃ孟卿 をし て、 他 

詰問せ しめた。 正祐 答へ て 「吾等 船 非-木 國船, 也 

不， 大、 而 蔵經秩 多、 恐 不. 容 哉、 故 加 * 一 一  船- 以 來」 と 述 

副 へ たとい ふ は 正 祐の强 辯な り-と て、 孟 卿 は 前 

を 述べ、 興 利の 徒 を率ゐ 上京した る 非 を 反駁し 

商人の 手に て 調達され、 之に 附隨 して 使臣 私 進 

時 した 經緯を 明に 示して ゐる。 針. 5 誘 午 

^遣 もと ミ 楞等 入京して、 世 宗の喪 を 弔し、 義政蕃 契 

量の 銅を輸 載し 上京した の で、 朝 鲜 では 

なれば 浦 所に 於て 行 ふの で、 來 京す る 要 


外の 物 は皆大 臣 (大 名 を 指 す) の 貿 易 

京 城を辭 し、 朝鮮から は藏經 を附送 

人 等 は、 銅 .鐡. 丹 木 等 負 重の 物資 を も 

である が、 留 浦 の 制、 私 S 易 禁止 等 は 

I 朝鮮で は 銅の 生產は 殆んど 無く、 
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の 二 艘は博 多 興 利の 人なる ベ き を 

ま, 博 多, 備 來、 博 多 人 亦 有, 從 來 者 (船 皆 

ベて ゐる C 藏經 運搬の ため ニ艘を 

に 藏經を 請うて 一 船 渡航の 例 ある 

てゐる C 右 は卽ち 慕府使 船が 博 多 

舶載 物の 名の 下に 盛に 貿易に 從事 

-) 文宗卽 位の 歲? S 三月 幕府 使潜景 

には義 成と す) の 書を齎 して 蔵 經を需 め、 多 

之を官 貿易せ ん としたる 所、 景 楞は官 貿易 

なしと て抗 辯した。 其 際 彼 は 書 契 所載 以 

であると いって ゐる。 翌 四月 一行 二十 五名 は 

して ゐ る 。^s^ll  配 未.) 幕府 ゃ大內 氏め 使 

轍 京 を强行 し、 朝 鮮 でも 已むを 得す 認容した の 

やがて 銅 等の 舶載 を 阻止す るに 至る を 恐 れ、— 

. 而も 時々 の 鑄錢其 他に 日 木 銅の 輸入 を 必要と 

二八 三 
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した II 端宗ニ 年お f 正月 盡く輸 京す る を 認容し 私 貿易 も 許した ので ある。 世 

祖 元年^^ 三月 幕府 使 僧 承傳京 城に 到 り、 義 政の 書 契を呈 して 美 濃 國に新 創せ る 

承國 寺なる 寺院の ために 藏經を 求 め. 七 月 これ を 得て 辭 去した ので ある が、 使 船 の 

船主 道 安 は 銅 .鐵. 蘇 木 等 惯格正 布 約 九 萬 餘匹も 舶載した ので、 浦 所 貿易 は 所 置の 貨 

(正 布 • 綿 布 等) 尠 く，. > て 悉く 買收 する こと を 得 す、 轍 京 すれば 往来に 時日 を耍 し、 留 浦 

する 場合 又給糧 過大と なる を以 て、 分 半して 浦 所と 京と に 於て 遂 R 私 貿易 をす る 

ことにした。 此道安 は 博 多の 貿易商で 琉 球へ も 屢" 貿 易に 赴 き、 蘇 木， 胡 椒 等の 如 き 

朝鮮 輸出の 貨物 等 を 仕入れた のであって、 此 より 先端 宗 元年 ttf の 如き 琉球國 王 

の依囑 により 同國 使と して 朝鮮へ 使して ゐ るので ある。 彼 は 幕府 使 船の 船主と 

して 渡航せ る此 際に 圖齊 を受 け、 お 祿 元年 き I に は 受職を 授けられて ゐ るので あ 

る G 慕府使 船が 道 安の 手に て 艤装され た 事 はいふまで もない。 (僧 5 航 ^ 特 in お 

^ 賊. 1.8  B  «w) 康正ニ 年 幕府 は 建 仁 寺の 僧 永 嵩 西 堂-全 密两堂 等 を 朝鮮に 遣 

は し、 建 仁寺修 覆の 資五 萬繙を 求め し め、 叉 通 事 盧圓を 同行 せ しめ， て、 先 の寶德 度の 

遣 明 船が 明に 於て 不軌 を 行 ひ、 近 く 謝罪の 使 船 を 派す る 意 ある を吿 げ、 明 と 疆域連 

接し 聘問 交繁 なる 朝鮮 か ら、 幕府 のた め先容 をな さん こと を 請 はしめ た。 永 嵩 等 


は 翌 年^ 翔 三 月 京 城に 到り-蔵 經. 銅 錢 一 萬 貫 を 得て 五月 辭去 し、 盧 圓等は 十月に 入京 

して 使命 を果 した。 永 嵩 等 は 翌長祿 二 年の 初めに は歸洛 してお り、 二月 義政は 建 

仁 寺に 赴き 大藏經 及び 僧堂の 修覆狀 態 を 見、 四 月に は 奉行 飯 尾 氏より 朝鮮 奉加 錢 

壹萬貰 は 建 仁 寺に て豫定 通り 成耿 すべ きこと を 命じて ゐる。 然るに 蔭凉 軒日錄 

の 長 享ニ年 二月 十三 日の 條 による と、 寂 路菴惠 光が 密两 堂と 共 謀 し， 渡 航 の 煩 費 は 

彼等の 支辨 したる もの 故 一 萬 貫 は 私物な り-とて 寺納せ す、 永 嵩 は 之 を 幕府に 訴 へ 

て兩 人は闞 所に 行 はれ、 兩人闕 所 分 弁に 船中の 殘物等 合せて 四千 貫 を 以て 山門. 僧 

堂 以下 を 修造した とい ふ。 永 嵩 等 使 船の 船主 は 道 幸と い ひ、 禮 曹に 書を呈 して 先 

の 道 安の 舶載した 貨物が 値段の 折 合附か す、 薺 浦に 在る 滯貨銅 二 萬 一 千 二百 斤. 丹 

木 一 萬 一千 斤 ，鐡 千 九 百 斤に 達した 事 を 述べ、 然るべ き 交易 を 請うて ゐ るの で、 彼 も 

亦 博 多の 商人で 道 安と 密接の 關係 にある もので あらう。 使 船の 煩 費 を 寂 路菴が 

支辨 したと 稱 して ゐる が、 遣 明 船の 經 費が 實 際は從 商人の 出資に 多く 求められた 

^  く、 恐 らく 專多 育に P お. g こ 多ぐ よ つ こで わらう 。へ 善 f 國寶記 中、 世祖 三年 五月 丁- 亥. 六 

.?  I  ^  ^^蕹ゾびは養，-^くょ\ プイ^ぐ う , 月 壬 寅. 十 月 丙 寅、 g 凉軒曰 錄長祿 二 

w  = 日.) 長 祿ニ年 八 土岐持 益が 朝鮮 渡航の 免狀を 得た ことが 見える が、 幕 

府使 船と して 翌年 g 顿春頃 京 城に 到 り，  <  月 通信 使 宋處儉 の 一 行と 共に 出發 した C 

笫 三 章 日鮮 交渉と 兵 庫  二 八 五 
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十月 對馬 にて 暴風に 逢 ひ、 幕 府使船 は 無事 歸國 したる も 朝 

て 行方 も 知れす、 副使 船 は沈沒 した C 此使船 は土岐 氏の た 

あった が、 翌 長 祿四年 三月に は 藏經著 岸の 鱧と して 五十 貰 

へ^ 隣 國资記 中， 世 m 五 年 八月で 申. 六 年 正月 辛 巳 ジ^  5 こ =ff  I  、  £ -^^ 

"蔭凉 軒 H 錄長祿 二 年 八月 七 曰. 四 年 三月 十日 、タる {  t  ノ  <?r 三年 

が 京 城に 到 り、 義 政の 書 契に は 圓滿院 の 淨善法 司竝に 大叨 

師と いふ を 派し、 大和 國有敎 寺の 灰燼に 歸 したる を 以て， 藏 

が 記 されて ゐる。 (，預 脾^ 細 庚) 此遣 使に 相當 する 記錄は 

あ つ て、 而 も 其 前年から 天 龍 寺の 奉加 船が 計畫 されて ゐた _ 

天 龍 寺より 僧堂 造 營の勸 進の ため 朝鮮 へ の 使 船 を 請 ひ、 幕 

るが、 翌年 三ガ 漸く 害 契 を 作成せ しめた。 正使 は 天 龍 寺の 

| 七 に 京 城に 人 り、 銅 錢の賜 給 を 求めた が、 朝 鮮 では 銅錢 

たので 儲備 無しと が 絶 し、 遂 に 布 貨 (正 布. 綿 布 等) を 與 へたの 

K^^s^^ 寛 正 六 年 十一 一月に は 慕 府は奈 良の 

る こと を 許 し、 翌 年 二月 書 契 を 製作した ので 正使 は融 圓、 副 

行 は 翌世祖 十三 年 1^ 三月 京 城に 到り、 藥師 寺助緣 として 


鲜の 通信 使 船 

め大藏 經を需 

を 幕府に 獻じ 

九月 に 慕府使 

國天蓳 第一位 

經 及び 銅錢を 

我 カ國頂 に昆 

, 卽ち寛 正 二 

府は之 を 許し 

俊 超 西 堂 で、 世 

は 一 般的 通貨 

e  b  so へ 隆泣軒 

て ある I 年 十一 

藥師寺 修理 料 

使 は宗禮 であ 

綿 布 6 布 各 二 
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,1、 し- フ >o  、 善隣 國寳記 中、 薩凉軒 曰 錄寬正 六 年 十二月 六 曰 J  ^ 月 二， HI '人 3-  我 

五 百 匹 を賜與 されて ゐる (お お 一一 月 二十 八日， 世祖 十一 一一 年 三月 丁 ま 」タ ら 二.？/ 月| 

政 は 光^， を 派 し、 舊 印 車 火の ため 失へ るを吿 げ、 新 刻 を 用 ふる を 以て 訝る ことな 

からん こと を 報せ しめた。 舊 印と は 薩凉軒 日 錄寬正 三年 三月 二十 九日の 條 に 「自- 一 

天 龍 寺 P 遣-一 干 朝鮮 國之御 書 御 印 一 (2 中) 御 印 者 德有鄰 也、 御印卽 返-干 御 倉 こと あ る も 

. ので あらう。 光以等 一行 二十 三人 は 翌年 11 十月 人 京 書 契 を 奉呈した。 細^ 

二  it) 文明 四 年 十月 こま 正 球 首座 を 遣 し、 高 野 山 西 光 院修營 の 助緣を 求め、 且つ 先 

年 細 川 氏 • 伊勢 氏の 使者と 稱 して 資助を 請うた の は本國 にて 關知 せざる 所なる を 

偽 使の 往来 告げし めた。 卽ち 之より 先成宗 元年 七月に 伊勢 政 親の 使者 朝鮮に 到り、 細 川. 山 名 

Si 合 ー。 氏の 兵亂 にっき 將 軍の 命と して 多額の 軍資金 を 請うた 事が あり、 成 宗の與 へた 答 

書に、 今 來る細 川 勝 氏なる もの 、使者、 國 王の 印 兵火に 燬ち たる を 以て 再送 を 求め 

たる こと あり、 朝鲜 にて は 舊來送 印の 事實 なく、 列國の 間、 印 を 以て 送付す ると は 名 

義上も 如何と 述べ、 且つ 管領の 使者と 稱し將 軍の 命 を 承け たりと いふ もの 多く  4 

る を 記して ゐる。 正 球 等 は 成宗五 年な f 十月 京 城に 到り 書 契を呈 し、 十二月 辭去 

したが、 此際 象牙の 符十枚 を 授け 、幕府の 使臣 や 大臣 (管領 等) の 遣 使の 際 は 之 を 授け 

て 以て 信と なさし めんと した。 符は周 圍四寸 五 分、 圓 徑 一 寸 五分、 一 面に 朝-餡 通信 
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^化 十 年 甲 午の 六 字 を 記 し、 右 半 を 送付 し、 左 半 を 留めて 驗 

付し r な る o へ其 隣國寳 記 中. 補 茶 京 帮 集、 

^し ブアズ  1 1 成 宗五年 十月 已酉. 十二月 

の 手に 歸 したる を以 て、 景 泰 勘合 を 

より 明に 請 ふこと を侬賴 する ため 

以て 大友 氏より 傳 達する 所 あ り、 博 

上 り、 九 月 十八 日^ 府の書 契 を 受け、 

は 彼の 果して 正使なる や を 疑った 

リらミ 善隣 國寳記 中、 成 宗六ン て、 e  l^x 

*3 る 〈年 八月 丁亥. 九月 乙 亥 jT^ して^ 政 

大和 國圓城 寺の ため、 大藏經 を 求め 

した。 圓城寺 文書の ニ號船 日記に 

問 關に滯 在して ゐる。 之に よれば 

は堺 商人が 或 程度の 金錢を 幕府に 

たる ものなる こと 殆んど 疑 ひない。 

ける 遣 明， 船 の 經營と 歸趨を 同じく する ものである。 榮弘 

城に 到り 書 契 を 奉呈 し、 や がて 藏經 を^て 辭 去歸國 した。 
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へ 成宗十 三年 四月 丁 未. 同ン 4^ 月.. r  \ 

グ月. ^寅、 績 善隣 國寳記 」タ もサヌ 

を 朝鮮 へ 派遣す る ことと し- 

城に 到着した。 此際使 船 は 

お り、 等 堅 は 三度 上書して 其 

i  "こ o へ蔭凉 軒曰錄 文明 十 

之 を 酽しナ ク國寳 記 下、 成 宗 十 八 

鮮 へ の 正使と して 鐵牛西 堂 

出で た 事 を 記して ゐる が、 鐵 

內政弘 の 使 僧と して 大和 國 

二 年の 朝鮮 遣 使 船 經營に は 

ものが ある。 前年の 長享三 

を訪 ひ、 集證 に 向 ひ、 堺 より 年 

廷 より 慕 府に仰 出 ださ れ、 神 

集證 は 飯 尾 氏 に 此事を 質し 

民 部 卿源忠 富から 朝鮮へ 船 

越後 國安國 寺 船の 渡航の 際 
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年 六月 越後 國安國 寺の ため 藏經を 求めて 僧 等 堅 首座 

八月 四日 付の 書 契 を 持して 等 堅 は 翌年 十 五月 京 

朝鮮で 貿易に 嚴 重なる 制規を 設け てゐた 金を齎 して 

賣却を 請 ひ、 是 非の 論が あった が、 遂 に 成 宗の意 を 以て 

li^siussl 隣) なほ 簾 軒 日錄に 文明 十 A 年 A 月 朝 

が 近日 周 防國に 赴く 事 を 述べ、 十月 小船に 乘じ堺 港 を 

牛 は 等 堅 に 稍" お くれ 六月 京 城に 到 著して ゐ るの で、 大 

長 谷 寺の ため 藏經を 求めて ゐ るので ある。 次の 長享 

堺 商人が 出資して 貿易に 從 事した こと は明證 される 

年 十二月に 城 侍者なる もの 堺 商人 を 同伴して 蔭凉軒 

內に 朝鮮 へ 船 を 渡航させる 箬 なりと い ひ、 叉 此船は 朝 

祇 伯より 唐 船 奉行 飯 尾 氏に 命せられ たものと 傳 へ た。 

た る 所、 彼 は 仔細 を 知ら す、 只 先き に 祌祇伯 資氏王 及び 

を 渡さる、 時、 慕 府 への 謝 禮の額 を 聞かれた か ら、 先 年 

千 疋を獻 上 し、 朝 鮮 より 贈った 反物 を 悉く 進上す ベ き 

二八 九 
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約であった が、 自 餘の事 

月 正月 周麟の 朝鮮に 與 

れば. 新造せ る 般若 三 味 

同 寺の 惽惠 仁であった 

て 出 で、 三 十緣で 自身 を 

朝鮮 S 使 船 認 を 得た の で、 此 ，は 鹿 

鸫營の 内容 

の^ 實は 當畤の 朝鲜遣 

の 安國寺 船は藏 經を需 

其謝禮 として 千 疋の蹬 

恰も 遣 明 船 に 於て 社寺 

進貢 物 を 自身の 手で 調 

である。 卽ち 朝鮮より- 

の  であらう。  右の 安國 

くの 貨物 を 積み 貿易し 

めた ので ある が、 其 間 朝 


別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係 

は 知らぬ と 答へ た 迄で あると いふ 返樂 

ふる 書 契 成 り、 四 月義政 一 覽の上 印を捺 

院の ため 藏經を 請 ひ 兼ねて 修造 費 を 求 

" 然るに 此歲 十一 月月 印なる ものが 正 

れ たるに 對 し、 先 づ十 綣を收 め、 叔 和 

川) も 承知して ゐ ると いひ 集 證を驚 

の經營 事實を 見る 上に 參 照し 得る 

ため 幕府の 許可 を 得て 其 名義で 渡 

朝鮮より 贈れる 反物と を 全部 幕府 

が 禮分を 出して 勘合 を 請 ひ、 其 第 一 

て、 明 帝よりの 頒 賜物 は 悉く 幕府に 

幅 土 宜は正 布. 綿 布が 主で ある が、 之 

も 商 人 (恐 らく 裸 商 人) よ り 多く 經費 

である。 長享ニ 年の 船 は 般若 三昧 
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二 九 〇 

であった。 翌年 二 

した。 此書 契に よ 

めた もの で、 正使 は 

使と 稱 して 名乗つ 

西 堂から 正使の 承 

かして ゐる C 以上 

ものである。 前年 

航 したので あるが、 

に 進上した とい ふ C 

號 船に 當る もの は 

進める の 例と 同様 

は 幕府 へ 納めた も 

を支辨 し、 彼等 は 多 

院の ため 藏經を 求 

明 十五 年 の 遣 明 船 


將軍義 植^ 

^ 時代の 通 

交 


の 際の 如く 朝廷 自ら 經營 者と なら れ、 併 せて 三昧 院の ため 藏經を 求められた のか 

も 知れぬ。 此 際は堺 商人が 遺 明 船 同様に 使 船 を 請負うた と 思 はれる か ら、 船 の 準 

備も進 贈物 もす ベて 其 手で 調達した であらう C 惠 仁 (月 印が 惠 仁の 號で實 際 赴い 

たので あらう) は 翌年 八月 京 城に 到り- 藏經を 得、 九 月に 辭去 歸國 した。 刊 1^ 


お？^^^ 脾 肝 成) 一 行 は is 德 三年 七月 頃歸洛 して ゐ るが、 同月 

西 實隆に 朝鮮よりの 進物 鏡 鉢を拜 見す ベ しとの 御 下命 あ り、 次 いで 此物 

遣す ベ きか 否かとの 御 勅問 あ り、 實 隆 答へ て 遣 さる 、が 至. 當 であらう と 

ゐ る。 前述の 如く 答 禮物は 幕府に 進む ベ き 先例より い つ て、 實 隆の奉 答 

いはねば ならぬ。 延德ニ 年 十月 幕府 は 義材の 襲 職 を 吿 げ、 博 多の 妙樂寺 

經を 求め て、 僧 慶彭を 朝鮮に 派す ことと し、 周 轔に 命じて 書 契 を 作成せ し 

彭は翌 年 (成 宗ニ 十二 年) 八 月 京 城に 著 し、 藏 經 及び 經藏 造營の 助緣を 得て 

帚 g  こ。 へ績 善隣 國寳 記、 翰 林 胡 蘆 集， ま 凉軒曰 錄延德 二 年. ^月.. j 月 ご匸丰 幕 一 付^ 皓 

歸國 した 〈二十 九 曰. 十月 五 曰、 成宗 二十 二 年 八 月 戊 申. 九月 癸 卯/ 印 ヌ <?T  W  tk  3?- 舟 

持 寺 前 住 元 菊を芷 使と し、 山 城 國妙勝 寺の 修造 費 を 朝鮮に 募 財す る こと 

書 契 を 作成せ しめた。 元 菊 は成宗 二十 五 年 四 g 入 都した ので あるが、 之より 

先 三 H: 戶普判 書 ま八ム 弼 の 啓に よれ ば、 使 船の 齎らした る 私 進物 價 綿布 二 萬 八 千 八 
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百 三十 九 匹に 達した とい ふ。 朝鲜 では 當時私 獻 (卽 ち 官. 貿. 易) 禁 止の 方針であった 

の で、 市 人と 私 貿易 せん 事 を 命じた ので ある が、 元 菊 等聽か す、 特 に 曰 本國王 使臣た 

るの 故 を 以て 私 進 を 許 し、 以 後は聽 かざる を 以てした。 然るに 元 菊 は 貿易品 中 黄 

金. 朱 紅 を 公 貿易せ しめ す、 銅 の 給 價を亦 三分して 給した の で. (綿 布. 綿 紬. 正 布の 三種 

にて 給す る、 我 が國 にて は 綿布 を 重視し た) 招 宴に 赴か K 遂 に 龍 腦？ K 狼 皮. 沈 香 等 を 

其い ひ 値 を 以て 收受 する 事と したる も、 其 間猶 幾多の 折衝が 行 はれた C 成 宗の答 

書 に 「、况 銅鐵之 價 、分-三 色 - 以 給、 國 有，, 成 法 (黄 金 • 朱 紅 竝 令，, 私 as 有-令 條 【有， 國 有. 法、 貴 國 所 

. 同以. 此 未 發，, 其 躁 急 S 所 謂 使， 一 於 四 方- 不 * 君 命， 者 乎」 といって ゐる。 S  5 1  ；  f  ^  f  、s 

君の 代に も、 三 年 H 義， 高 の 使 惽等慶 到り、 佛寺 

僧 钙 中來 著して 藏經を 求 め、 同 年 再び 僧 周般到 

を經 て成宗 朝に 到る 間 幕府 使 船と 稱 する もの 

隨 せる 貿易の 事情 を槪述 した。 幕府の 名に 於 

求 め、 時 に 珍 禽. 奇獸 等の 贈與 を依賴 して ゐ るが、 

る佛 寺の 手で 行 はれた ものが ある。 卽ち遺 明 


月 二十 七 HT 成 宗ニ 十五 年 三月 ン  t、  J 

丁 未. 四月 乙 丑. 六 月 辛 未. 甲 申 j せ \  ^ サか U 

創設の 助緣を 求め、 八 年 に は 使 

つて 蔵 經. 綿 布 等 を 請うて ゐる。 

所謂 府使 以上 世宗 朝より 文 宗. 端 宗 ぁ 祖 等 

船の 實體 

が頻 々として 朝鮮に 往來 し、 之 に 附 

て 蔵 經を請 ひ、 或 は佛 寺の 修造 費 を 

使 船 經營は 或は 藏 經.修 造 費 を 求む 


與と使 
商船 
入の 


船に 於け る 社寺 船と 同様で あ つ て、 時 に 朝 

船が 明に て 日本 國 王の 貢 船と して 處置さ 

めた の で、 將 軍の 署名 ある 書 契 を 齎らして 

等が 書 契の 作製 以下に 與 つた。 經營者 は 

幕府に 進む ベ き で、 恐 らく 遣 明 船の 場合と 

と 使 船の 經 費と を 自ら 調達す ベ きで ある 

あ つ て、 之 又 遣 明 船の 場合と 類似す る。 朝 

豪 • 商 人 等 孰れ も 自由であった が、 (一定の 制 

使 船と して 貿 易. 接 待. 給 糂 等に 對 する 特權 

之 を 利 川した 一理 由で ある C 此 商人 は 最 

應 仁大亂 以後 堺 商人が 參與 する に 至った 

から 幕府の 使者と して 入鮮 した もの も、 博 

である。 彼等 は 使 船 經營に 出資す る 他、 逢 

他の 事實上 經營者 ある 場合 は 其 者に 致し 

之 を 請負った 場合の あった 事 は 前. に 述べ 
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廷 の經營 された 場合 すらあった C 遣 明 

れた 如く 、朝鮮に 於て は 幕府の 使 船を認 

お り、 其 認許は 幕府の 手に あ り、 蔭 凉 軒 主 

適宜の 蹬 物と 朝鮮より-の 別 幅 土 宜とを 

同様で あらう。 經營者 は 朝鮮への 進物 

が、 事 實は 之に 多く 商人が 出資した ので 

鲜の 通交 貿易 は 明と は 異なり 諸大 名 i 

限 制規が 漸次 附 加され て 來てゐ る) 國 王 

は 他に 比し 大 なる ものが あ り、 商 人が 叉 

も 多く 博 多 商人であった と昆 るべ きで、 

事が 注意され るので ある。 朝鮮の 初 世 

多の 僧 侶. 商 人が 尠 からす 見出される 程 

明 船の 抽分錢 に相當 する 禮錢を 幕府 や 

たで あらう。 堺 商人に 於て は 尠くとも 

こ o 

, 二 九 三 


祌 戶市史 第二 稗 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係 


二 丸 B 


諸方 通」 父な 

易者 及びな 

易 額の 激^ 


三 浦 居住 戶 

口の！ i 遝 


世 宗 朝より 世 祖を經 て成宗 朝に 到る 間、 我 が 

商 倭 等の 通好す る もの 益， 多く、 且 貿易 額 は 頗る 

馬 島 等： E 木 人の 春夏兩 節の 上京 留浦 する もの 

一 リに此 歲の諸 處使送 倭人 六 干 一 百 十六と 稱 

より 書 を對 馬の 宗 氏に 致し て、 近 來 商船の 猥 り 

り、 中 に は 偽造の 書 契 を 持す ものが 

吿 げ、 又 成宗七 年：^^ 十一 月の 戶曹 

で 八 百 二十 七 匹， 慶 尙道 一 萬 七 千 三 

八 匹、 廣 尙迸 一 萬 五 千 八 百 三十 三 匹 

鄭蘭宗 の 啓に よれ ば、 是 歲夏 三朔に 

したと いふ。 所謂 商 倭に して 三 浦 

其 數數百 In- に 達 し 、朝鮮で は 屢， 宗氏 

祖 十二 年：^ に は 薺 浦 三百 戶千ニ 

二十 A あり、 成 宗 六 年せ 棚に は齊 浦 

五十  <鹽 沛 三十 四戶百 二十 八 人 あ 


あ り、 給 糧 米 

の 啓に 從へ 

百 八十 匹に 

に 達して 倍 

の 地に 定住 

に 命じ 之 を 

百 人. 富 山 汕 

三百 八 戶. 千 

り、 叉 寺院が 


國 各地の 大小 名 等の 使， 送 船 及 所謂 

壻 大した e 世宗 一一 十 年 ：s 五月 對 

三千 餘名 とい ひ、 世祖 卽位歲 ！|s 十 

せられた。 又世宗 二十 年 十月 禮曹 

に ロ實を 設けて 渡农 し， 給 糧等を 貪 

一 年の 支給 高 十 萬 石に 達する 狀を 

ば、 前年の H 本人 支給の 綿布 京 中 九 

比 し、 此 歳 は 京 中二 萬 一 千 五 百 八十 

增の勢 を 示 し、 十 九 年 六月 戶曹判 書 

物に 對 する： I： 合 賜 布 帛十餘 萬 匹に 達 

する もの 世宗 十七 年お はの 頃に は 

刷 還せ し め、 叉 命じた ので ある が、 世 

百十戶 三百 三 十 人， 鹽 0 三 十六 戶百 

七 百 三十 一  <  富 山 浦 八十 八月 三百 

薺 浦に 十 一、 富 山 浦に 三、 鹽 浦に 一 あ 


つたと いふ。 

幕府 側近 有 中 國以束 近畿 所在の 諸大 名. 管 領家 等の 遣 使は康 正. 長祿の 頃よ b 頻りに 行 はれ、 

勢 者の 通交 

殊に 文明の 初年に は 畠 山. 細 川. 斯 波. 山 名. 京 極. 伊 勢 等の 諸氏の 他、 斯 波 氏 被官の 甲斐 

氏、 慕 府 奉行の 飯 尾 氏 等の 遣 使が 盛んに 行 はれた。 大亂の 軍資金 を 求む る 率が、 一 

層 遣 使の 皋を 促した やう で、 慕 府の 命と し 物資の 助力 を 請 ふこと 切なる ものが あ 

つた。 伊勢 政 親の 使者に 與 へた 答 書に 「乃 念、 昔 者 國使之 外、 或 有 _稱， 一管 領 之 使, 者 5 然 亦， 

必 承， ー國 王 之 命 一 耳、 今 者 管領 細 川 持 賢. 細 川 勝 氏 4 山源義 勝. 畠 山 源 義 就. 山 名 敎 豐. 山 名 

宗 全 之 輩、 使 船 路 驛、 貴 使 所， 見 聞, 也、 (§ 中) 况 私 交 之 事、 恐 爲，, 國 王 殿下 所。 訝、 足 下 旣 在， 之」 

と ある。 彼等の 內に は隨分 訝しげ な ものが あった。 

諸 大名 等の 遣 使 船 も 多く 瑋多 等の 商人 を 利して 經營さ れ、 商 人 及び 使 人の 名に 

ん なる 貿易 を營ん だもので ある。 例せば 朝鮮と 最も 密接に して 頻繁なる 

行った 大內氏 使 船の 一 例 を擧げ ると、 世宗 三十 年 財 特 三月 其 使 人は隨 伴せ 

を 禮曹の 許に 到らし め、 銅 以下の 舶貨 貿易に つき 交渉せ しむる 所があった 

公 貿易 紬ー 匹 銅 十 斤、 私 貿易 銅 五六 斤で 後者の 有利なる 事實を 指摘 し、 公 貿 

てす るに 舊 制の 如くなら す、 雜 物の 給 價亦然 b で、 甚 だ痛悶 とする 事 を 述べ 

第三 聿日鮮 交 涉と兵 庫  二 九 五 


と iw 多 商 入 

於て 盛 

通 交 を 

る 商 入 

い、 皮 

易 を以 


半 鳥 側の 諸 

脣策 


神 戶市史 笫ニ賴 別錄ー 

て. 「今 聞. 吾 卿 博 多 爲，, 小 一 一 殿 所-火. 

債： 以， 1 何 物-養-一 父 母 妻 子, 乎」 と い つ 

鲜初 以来の 幾多 曲折の あつ 

來， 貿易 額 等 を 調整し、 詐稱す る 

城に 到る. <  員、 貨 物 輸送の 負擔 

成宗 朝に 至る 間 幾多の 制規が 

せ る 銅 印 卽ち圇 書 を 給し て. そ 

は 九州 探 題， 對 馬 島 內は宗 氏の 

島內 より 朝鮮に 通交す る 者 は 

是は 後に は將 軍. 管 頜. 右 武 衞 (g 

分し 得ざる 大內 氏. 菊 池 氏な ど 

を 始め 每年 渡航す る 船 數を限 

鮮に 保管して 驗 察し た) を、 慕 府 

私 貿易の 適用 は 幾度 か 改變さ 

探題) 及び 對馬 島主の 特送、 諸 倉 


中世の 兵 庫と 外 國開係  二 九 六 

父母 妻子 失お 流 離、 曰 夜 ま 吾 々 來 (今 如， 此、 則 以，, 何 物, 償パ 

叉 博 多の 商人であった。 

を 承 け、 且 增大 する 使 送 船. 商 倭の 渡 

居住者の 增加 を防遏 し、 三 浦よ ち 京 

狨 殺せし むる 等の た め、 世 宗 朝より 

〕 世宗 初年より 當事 者の 實名を 刻 

押捺して 徵 證と爲 さしめ、 九州 方面 

もの は 接待し ない ことと 定 め、 對 馬 

渡航の 證明書 を 要する ことと した。 

親しく 來朝 する 者， 宗 氏の 勢力で 處 

からの 使者に も 適用した。 又宗氏 

銅製の 通信 符 (右 符を贈 り、 左 符を朝 

贈った る こと は 前に 述べた。 又 公 

諸 巨 貪 諸 大 名) の 使、 九 州 節度 使 (九 州 

職人 等に よって 迎 送. ニー  浦の 熟 供. 上 


てゐ る。 彼等 は 

た 日 鲜交涉 の 後 

者を甄 別し. 三 浦 

や、 下 海 給糧等 を 

設けられて ゐる 

の 齎らす 書 契 に 

書 契 を齎さ な い 

すべ て 文 引卽ち 

川 氏)、 曾て 通 信 し 

を 除き 日 木 各地 

定 し、 大 內 氏に は 

へ は 象牙の 符を 

れ、 國王 (將 軍) の 使 

の 使、 對 馬 島 人、 受 


兵 庫平 方 氏 

の 通交 


三 浦の 亂と 

モ申條 約 


京 人 數. 宴 會. 賜 物 *留 浦の 日限 等が それぞれ 差 

か /、 の. 如 くして 日本 各地の 大名 を始 め、 所 

る 內 に、 兵 庫で は應仁 元年 ィ 「攝津 州 兵 庫 

書 を 受けて 歲遣船 一 艘を 約した る 者が ある- 

中 守 源 吉 光」 と 稱 する 者 使 を 遣 し. 宗 貞國を 介 

し攝津 守護 細 川 氏の 被官 であらう。 

永 正 七 年 三 浦の 亂勃發 して、 一 時 三 浦 

も 杜綞の 形であった が、 幕府 使臣 等の 調停 斡 

約の 成立 を 見た C 此條 約で は、 三 浦の 居留 を 

ら れ、 歲 賜 米 二百 石の 半 を 削 り、 特 送 船 を罷め _ 

事 と し、 島 主の 子 及び 代 官.受 職 .受 圖書人 等の 

地の 日本人) の 或は 受職 或は 受圖書 人と して 

圖書人 は 改めて 調査の 上 圖書を 給す る 事と 

ことにな つた が、 倭 使の 到來 する 所 は 薺 浦 金 

馬よ リ薺 浦に 來る 船舶 は 其 航路 は 一 切他處 

第三 章 日鮮 交渉と 兵 庫 


定 された ので ある。 

謂 諸 會. 商 倭の 渡航の 新たに 增 加した 

津 平方 民 部尉忠 吉」 と 稱 し、 使 を 遣し 圖 

0 叉西宮 では 同 二 年 「两 宮津尉 長鹽備 

して 接待 を 請うて ゐる C 長 鹽氏は 蓋 

の 我 居留民 其 跡を雜 ち、 對 馬との 交 涉 

旋 もあって 永 正 九 年に は 所謂 壬申條 

禁 じ， 宗 氏 は 歲遣船 五十 * の 半 を 減せ 

• 必要 あれば 歳 遣 船に 付して 報告す る 

賜 米. 歲 遣 船 を 除 き、 叉 深 處 の 倭 (遠 方 各 

來 通して 歲月 久しき もの は量滅 し、 受 

した。 薺 浦 倭 館の みは 復置 せらる、 

山 浦に 限ら れ、 警 戒を 一 層嚴 にし て、 對 

へ 立 寄る こと を 許さ す， 犯 す もの は賊 

二 九 七 


«府 使船ハ 

頻繁なる 往 

來 


言 

匕 

西 

- ) 

と 
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以て 論す る ことと した。 かくして 從來受 職人 及び 受圖書 人と して 對馬宗 氏の 

引 を 受けて 通交した 所謂 諸 酋倭商 等 は對馬 島人 等と 共に 彼等の 貿易 上に 極め 

大 なる 制限 を 受けた C 

此亂後 も大內 氏. 少 式 氏 等の 通交 は絕 えなかった が、 特 に 幕府の 使 船 は對馬 島の 

め 和 を 求 め、 或 は 歲遣船 を^ 制に 復 し、 若 しく は 加給 を^ ふためと 稱し て、 明 宗 朝 

到る まで 殆んど 連年に 亙 b 頻 b に 往来した。 中宗 二十 年お # 四月の 洪彥 b: の 

に、 「日本 使臣 數 來、 民 受，, 其 弊； 今 則 尤 甚」 と い ひ、 同 十一：！ T の 潤德の 言 に. 「曰 木 使 臣、 古 則 

年 間 一 來、 今 則 年年 毎 來、 通 事 悉 言， 之」 と いって ゐる C 中宗七 年、 |  g に は 僧 翊中到 

. 翌年 僧 南 湖两 堂が 使し、 十二 年 | 粒 十 に は僧大 蔭， 十 七 年  一 7 ね に は 僧 大原束 堂、 十 

年に は ー雞ポ 堂、 其 後 二十 年 三十 三年と 頻りに 幕府 使臣の 到る 者が 多かった。 

湖 两 堂の. S き 其 船主と して 宗茂 信なる もの を^ 同して ゐる が， 彼 は 三浦亂 以前 

は受 職人と して 朝鮮に 通好して ゐ たもので あるか ら、 定 約に より 接待 を 拒絶せ 

とした が、 南 湖 の 答に、 「宗 茂 信 非 fe, ー對 馬； 乃 本 國 所 嵐 人、 今 以， 一都 船 主 ハ奉， ー國 王 之 命 S 掌-一 

行 之 事 (捨， ,此 人, 不， 得，, 上 京,」 と述 ベ 、朝鮮で も 「凡 一 行齎來 進上 及 貿易 物 件、 專 管領 者 也」 

て 之 を 認容した。 幕府 iii 臣を稱 する 者の 貨物 を 齎らす こと 夥しく、 一  鶚束 堂の 


來著 したる 際 は 金. 銀. 龍 腦等を 公 貿易す る ことにな つた が、 其 價 2 綿布 一 千 百餘同 

一同 は こ 達し、 二十 年 四月 に來 著した 幕府 使臣 は、 明年の 遣 明 船に つき 豫め 明國へ 

玉 十 pt" 

報道す る こと を 依頼した 書 契 を 齎らして ゐる が、 彼 は 又 胡椒 八 千 九 百 斤 を 舶載し、 

萬 壽寺改 創の 助緣 綿布 一 萬 匹、 宗 氏の 特送歲 遣 船の 加增 と共に、 其 公 貿易 を 請う て 

ゐる。 お ま 五月の 丁 玉享の 言 に 「今 國王 使臣 屢度出 來、 富 商 大 賈、 爭 以-ー 細 布-易 一 其 銅 鐡ハ 

昧用之 物 價漸騰 踊、 公 私 將 レ渴， 市 無 >ー緜 紬 ことて、 公 私 貿易 一 切 禁止 を 請うて ゐる程 だか 

ら 銅の 舶載 も 多かった。 二十 三年 叉 ー鶚東 堂が 使して ゐ るが、 相當 舶載 貨も多 か 

つ た。 

中宗 三十 二三 年頃 卽ち 天文 六ヒ 年頃より 日本より-銀の 輸出が 漸く 盛んと なつ 

たが、 之 は 日 木に 於て 此 頃より-銀 鑛 山の 發 掘が 急激に 進んだ からで ある。 三十 七 

UL 天文 十 に 慕 府使惯 として 渡航した 安心 朿 堂の 如き 銀 八 萬兩を 齎らして ゐる C 

f 通交 の 對 馬島內 外の 諸氏 を 始め 受圖 書. 受職 人と して、 從來 通好 貿易に 從 事した 所謂 諸 

^0 會. 商 倭の 如き は 永 正 七 年以來 非常な 打擊を 受けた ものである。 博 多の 商人 は 彼 

等 自ら 通好した のみでな く、 其 取引せ る 商品 は 直接 間接に すべ て 之 等 諸 地の 通好 

者の 手 を經て 朝鮮に 輸出され てゐ たの だから、 其 蒙った る 影響 は 頗る 甚大で ある 

第一 一一 章 日 鲜交涉 と 兵 庫  二 力 九 
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幕府 使 船と 稱 する 

之 術 也と 推察 


名 を 利して 

う C それ は 

臣と稱 する 

山 氏の 使臣 

き事實 であ 


し 


P 


て 日鮮貿 

我 交涉の 

ち 日 明 交 

理解す るに 

瞭 なる もの 


した 

く の 

時 に 

の が 

稱し 

形態 


二 稗 別錄ー 

ものの 頻々 

如 く、 宗 氏 の 

物資 を 齎ら 

三 浦 亂後密 

渡航し， 朝鮮 

逐次 來 到す 

を變 へた 商 


中世 の 兵 庫と 外 國關係 

たる 渡航 は、 政治的に は 

囘復 運動に よる 點もぁ 

したる ものなる こと は 

貿易が 一 層 傲 盛と な， o- 

でも 甚だ 之 を 疑 ひ、 同 一 

る 如き 怪む ベ き 事 態 を 

倭の 活動 を 其 背景と し 


第三 節 日 鮮交涉 上の 兵 庫 

朝鮮 及び 慕府 使節の 往來 せる 事 實を述 

の 發展と 其 機構 を 稍， 詳 細に 記述した の 

に 如何なる 關係を 有した るか は 自ら 明 

の 眞相を 究める 事が 自ら 叉 兵 庫の 日 明 

必要で ある 如 く、 以 上に よって 兵 庫が 日 

が ある C 


る が- 

覆 ふ 

天文 

人が 

生じ 

て 感 


で 

-叉 

こ 

知 


三 〇〇 

旣に實 則 馬 島隱試 

多 商人が 慕府 船の 

ら ざる 事實 であら 

畠 山 .斯 波 氏 等の 使 

慕府 或は 大內 氏 i 

と と 共 に、 併 考 す ベ 

得る ので ある C 


ベ、 次いで 幕府 使 船 を 中心と 

である が、 之 によって 兵 庫が 

かなる ものが あるで あら う 一 

交涉 史上に 占む る 位置 をよ 

鲜交涉 上に 有つ 立場 も 自ら 


幕府 使 船と して 通交せ る もの が、 幕 府 自ら 經營 したる 場合に 於て も、 或 ま 其 認 許 

を 得た る 他 の 經營者 に 依った 場合に 於ても、 多く 商人の 出資 を B 守 て 行 まれ、 商人 ま 

用して 貿易に 從 事した ものである。 右 

航 船舶 も 防 長 乃至 北 九州の それ を 使用 

。 其 使 僧 等に も 博 多の 僧侶の 擧用さ 

契を受 け、 其 指示 を 仰ぐ ために 必す 一 

は必 す慕府 使節の 往復に 經由 する 場所 

博 多 を 出著點 としたで あらう。 應仁文 

ふこと が 行 はれた が、 此 場合 は 主として 

たこと は 遣 明 船の 場合と 同樣 であらう- 

であらう と 思 はれる。 當時使 船の 航路 

であるから、 兵車 は 其 寄 泊地であった。 文明 十三 年の 使 沿 ま 大和 圓成 

^J"  tir 伊务. ；：>-  (-- 

- .  藏經を 請うた ものであるが 「大藏 請來ニ 合 f 號) 船 錢 錄」 に よ る と、 其 內 文明 十三 年 七月 

十一 日の 注記に 

「月 缺 く」 サ 一 一 日 

第三 章 日餑 交渉と 兵 庫  三 〇一 


幕府 使 船の 有する 特權を 利 

博 多 等の 商人と 認めら れ、 渡 

艤装 出船した ものが 多から 

くなかった が、 彼 等 も 幕府の 

ければ ならぬ。 かくて 兵 庫 

つ た が. 使 船 そのもの は 多 

堺 商人が 使 船の 出費 を 請負 

て 艤装し、 叉此 處を發 著と し 

長享ニ 年の 使 船の 如き それ 


の 商人 は 多く 

て 博 多に て 

ゾもの 力 鈔 

は 上洛し な 

は 相違な か 

の大亂 以後 

船 は 叉堺に 

文明 十三 年 • 

勿論 中國路 

寺の ため 大 


0 


ま 
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ミナミ  US セ キヤ  」 

一貫 文 ヒャゥ n 兩人ー 一 出ス 三百 文り i ス" 方 

Z セ キヤ 

〇 中 略 

廿 六日 

一 3 1-1 C サカヰ ヨリ ヒャゥ 

百 三文 n マ テ センチ ン 

サ 六日  廿 六日 

二ぎ.^ ヒ n 三郎 テラ ノホ 三罠义 サカヰ マテ 米 百 石 

二  Kn.^ リ ラウフ ッ ニ出ス 三， タノ セン チン 一一 出ス 

〇 中 略 

以上 合 七 貫 六 百 六十 四 文 

と ある。 同文 書に 文明 十三 年 f 十二月 十三 日の 注記 ある 部分に、 九月 十二 日 三十 

日頃 赤間關 にて 薪. 油 等 購入の 記事が あるか ら、 右 の 七月 十一 日の 記 錄は兵 庫邊， 9 

にて 認めた のか も 知れぬ。 此使船 は 翌年 成宗 十三 年 四月 一日に は 旣に京 城に 到 

著して ゐて書 契 も 奉呈して ゐ. るので ある。 

幕府 使 船の 他に 畿內 地方の 諸 大名 等の 使 船 も、 右 と 類似の 事 實を考 へ 得る であ 

ら， rc 遣 明^に 兵 寧 近邊の 商人 も # 加した る 如 く、 朝 鮮 通交 船に も 其 事 無き を 保 


せ ぬ 

宋希 璟の航  £ 

路 


つ て 

した 

徵 し 

の 事 

三 日 

した- 

倉 橋 

J ぽ 

ひ ^ 

し 海 

二 十 

年 六 


が、 事實は 明かで ない。 

利 時代 中期 以 後、 朝 鮮 にあって は 世 宗朝以 後、 朝 鮮 使節の 上洛 は絕 えた こと は 

述べた 如くで ある。 麗朝 末に 日本海 岸に 来航した 例 も ある が、 朝 鲜 時代に 入 

は 必す中 國路を 經て兵 庫に 上陸した。 此事 は旣に 本章 第 一 節に も隨 所に 示 

所で あ り、 明 國 の答禮 使の 場合と 同斷 である。 朝鮮 使節 來往の 航路 を 事實に 

て 最も 詳細に 示す もの は 宋希璟 の 老松 堂 日本 行錄 である。 宋希 璟來朝 以前 

情に 就いては 第 一 節に 槪 叙した か ら、 此 處 では 單に 航路 を 記す に 止める C 

璟 は永樂 十八 年 II 正月 十五 日 京 城 を 發し三 月 十五 日 釜 山 浦 を 出船、 三月 

志賀 島に 入った C  二十 二日 志賀 島發， 二十 三日より 三十日まで 赤 間 關に滯 泊 

" 四 =; 一日 室 積、 二日 竈 戶關を 過ぎ て 唐 加 島 (三 浦 博士 の 說には 安藝 灘の 南端 

島の 北西 面に 渡 之 子 島の 名あって 之 を 指す かと ある)、 三 日 高 崎 (安藝 國竹原 町 

なる 海 驛) に 各. 到 泊 し、 四 曰よ リ 七日まで 尾 之 道に 滯 泊、 八 曰 靳津に 向 ふ 途、 日 沒 

中に 泊 し、 其 後室 津を經 て 十六 日に 兵車に 到 著した。 此處 にて 乘船を 捨て、 

日に は 陸路 两宮を 經て瀨 川 (豊 能 郡) に 宿泊し 二十 一日 入洛して ゐる。 永享六 

月 入洛の 明 使も瀨 川に 一 宿して ゐ るの で、 同 じ 行程 をと つた ものである。 歸 
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八月 二 
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R 上 

翌月 
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時 普 
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通の 內 

地と し 
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、是 等の 

。 勿論 

り、 是 等 す ベ 

足 利 中頃 以 

る が、 明 や 朝 


ル^  ) 

て 恐 ら 

泊 し、 四 

を 待つ 

四日 下 

十 日 


海路 

て、 叉 

る o 

卷 ま 

1 々 

て の 

後堺 

鮮の 


尼 崎 

牛 窓 

と 十 

. 二 十 
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示して 


^口 こ 

I び 

に 到 

發展 

船 は 


一一 一 〇 四 

到 泊 

際 の 

過 ぎ 

曰 SS- 


ゐ 

る 


赤 
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る 

航海 

泊 寄 

が顯 

必 す 


し、 次 い で 

樓 船に 投 

て下津 (備 

にして、 二 

レ著 


兵 

し、 

十日 薺 浦に 


右の 記 

を 結ぶ 

海の 航 

內 船た 

赏 とし 

したと 

となつ 

地 を 終 


海 

て 


上 

ま、 

い ふ 

た 時 

著 地 


兵^^ 都 間 とした。 兵車と 京都との 間 は 陸路の み を 通行す る 外、 兵 庫 亡 淀 羽 等との 區間ま 

の 交通 

船 を 利用す る 場合が あった が、 外 國船は 兵 庫に 停泊して 平底船に 乘換 へ られ たの 

§MM である。 海 東諸國 記の 撰者 申叔舟 は嘉吉 三年に 從事官 として 來 朝した こと も あ 

る の で、 其 書中に 記載せ る 曰 木に 到る 道路 里數 は、 大 體又 朝鮮の 通信 使. 囘 氇 使の 往 


復路 を 同時に 示して ゐる ものである。 

慶尙道 東 萊縣之 富 山 浦 I 對馬島 之 都 伊沙只  四十 八 里 

都 伊沙只  船 越  十九 里 

船 越  一 岐 島風 木 浦  四十 八 里 

風 木  筑前州 之 博 多  三 十八 里 

博 多 I ..  長 門 州 之 赤間關  三 十 里 

風 木  赤間關  …四十 八 里 

赤間關  竈 戶 關  …… 三十 五 里 

竈 戶  尾 路 關  三 十 里 

尾 道 — ^  兵 車 關  七 十 里 

以上 水路 

第 づ 一章 日鮮 交渉と 兵 庫  三 〇 五 
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兵 庫  王城  十八 里 

以上 陸路 

都 計 水路 三百 二十 三 里 

陸路  十八 里 

兵 庫に 到る 道 里 は 並 水路と 記 し、 兵 庫. 京 都 間 を 陸路と する は、 朝 鮮 使節が 兵 庫に 

て 乘船を 降り 上陸せ る 事實を 示した るに 他なら ぬ。 朝鮮 使節に 限ら す、 上 洛 する 

外國 使節 は 多く 兵 庫に 下船 陸路 をと り， 歸 路に鳥 羽 • 淀 等より 河 舟 を 利用す る 事が 

尠 くなかった やうで ある。 


第 四 章 琉 球との 交渉と 兵 庫 

第一 節 室町 前期の 琉 球. との 關係  • 

I 難 5J 麵ー 琉球 では 察 度が 出で、 正 平 五 年 卽 位して 中山 王と なり、 明の 洪武五 

年 太祖の 詔 諭 を， つけて 入貢し、 此 頃より 琉球史 の 新時代が 開かれた ので ある。 日 

木木 土との 交涉は 勿論 その 前より 行 はれて ゐた事 は 想像に 難くない が、 只 之 を 明 

確に 示す 資料に 乏しい。 中 山 王 察 度の 明に 入貢して 以 來、 當時國 を 三分して 鼎立 

せる 北山. 山 南の 二王 も 頻りに 朝貢の 使臣 を 派遣した。 琉 球と 暹羅 との 通交 貿易 

も 間もなく 頻繁と なり、 朝鮮との 交涉も 之に 前後して 開始され た。 永享 元年 頃尙 

巴 志 王の 代 山 南 王を滅 して 三山統 一 の 業 成之舊 港. 瓜 哇.満 刺 加. 蘇 門答剌 等との 通 

交 貿易 も 相次いで 開かれた。 斯 くの 如くして 室町 時代の 初 世、 明に て は洪武 より 

永樂 年間に かけて 琉 球の 日本々 土 通 涉は强 化せる 國交 的の 背景 を 持ち、 叉 漸次 擴 

^發展 し 来った 諸國 間の 通交 貿易と 結ばれ て、 新 生面 を 開いた ものと いふ こと 力 

第 四章琉 球との 交 涉と兵 庫  三 0 七 


ず^ 日 

本々 土の 交 

通^ 易關係 


は い 

初 世 

椒. 肉 
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+ノ 
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る o 

で、 彼 

此 事 

目 的 

ら經 

國 ま 


神 戶市史 

" 然る 

殊 


第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  三 〇 八 


義政 

等 は 

は 後 

地 に 

過 し 

で 漂 


向 


に 室 

ら 之 

州 探 

其 他 

又琉 

、 の 

L  H 

ナ 少 


遺憾ながら 此經過 を 直截に 具體 的に 

町 初 世 に 於て 然り であ る。 

； i 關 する 想定 は 間接に は 容易に 與 へ 

題. 大 內 氏. 島 津氏を 始め 九 州. 中 國の大 


の 南海 產の 物貨を 多く 半島に 齎らし 

る ものと 思考せ ざる を 得 す、 琉 球. 九 州 

球 • 朝 鲜の通 交 が相當 頻繁に 行 はれた 

である。 琉 球と 本土との 往來は 多分 

两 海岸に 沿うて 北上し 天草 を 通り 平 

初 世 頃から 島津 氏が 無 斷で琉 球に 往貿せ 

摩 沿岸 を さけ 臥 蛇 島の 西方 を 通つ て平戶 

說明 する。 又薩摩 西岸に 沿うて 肥 後の 高 

ふ經路 もあった。 之 も當時 一般の 交通路 

此 交通路 を 仔細に 報告して ゐる。 文明 九 

した 朝鮮人が 那覇 より 博 多の 新 次 郞の船 


明示す る 資料 は 

られ る。 譬 へば 

小名 や 博 多の 商 

てゐる が、 其 多 く 

間の 通商 が 當 然 

事 は、 高 麗史ゃ 李 

薩南七 島 を經て 

戶に 到り 博 多に 

る 博 多 商人 等 を 

大 島の 間 を航し 

瀨に上 iH して 博 


餘 h\ 豊 富 と 


向 ふ 


李 朝の 

蘇 木. 胡 

球 を 介 

される 

錄 によ 

沿岸の 

ので あ 

したの 

し い。 

の 他の 


で、 後 に 吉利支 丹宣敎 師も自 

年 M 齢 f 衅 七 七 年 に 遠く 與那 

に 託送され て薩 摩に 來り、 九 


州两 海岸 を經 て高瀨 

である。 琉球 使臣の 

る。 要するに 朝鮮 通 

考 へ 得られる ことで 

も、 特 別に 船 を 遣す こ 

柄に 就いて 初めは 日 

使を琉 球へ 遣り 倭寇 

馬の 護 軍 平 道 全 を 召 

永享 元年 西曆 t 求 V  3 

一四 二 九 年 i& 贫ノハ 巳 

しめんと したので あ 

囘の書 契に よる と、 包 蒙 

へ 世宗十 一 年 九月 壬 辰ンせ ^ 

(十二 年 十二月 壬 戌 、相き 

商船に 便乘し て來 たも 

馬の 六 郞次郞 の 船で、 そ 

め 木國に 寄らす 朝鮮に 


陸して 陸路 博 多に 到 り、 次 いで 朝鮮へ 送られた る 如き 是 


る 


上 

鮮 通 交 も 恐らく 前者の 航路 を 

の 如き は敏 くと も 九州との よ 

る。 朝鮮から 報 聘使を 琉球使 

は 遂に 行はなかった ので ある 

人に 屢 "諮問して ゐる C 太宗十 

ため 虜 掠され て轉賣 された 朝 

海路 險 易の 如何 を 問うた 事 も 

古羅 等の 朝鮮に 漂 到した る を 

が、 此 時 同行した 通 事 金 源珍翌 

古羅 は平戶 にて 琉球 船に 引繼 

十三 年に 尙巴志 王の 使と して 

の で、 此 對 馬の 商船と は 同年 九 

の 書狀に 前年 宗貞 盛の 命に て 

到 り、 姑 く 人 を 遣り 禮を 致す と 


經て行 はれた ものと 見られ 

り 頻繁な 交涉を 前提と して 

船に 附送 する こと はあって 

が、 此 海路 遼遠なる 未詳の 國 

£  E '應永 二十 二 年 西 力 羊で. H 

五. ^曆 一四 一 五 年 ^^弋 U 

鮮 人を囘 還せ しめんと し、 對 

ある。 (s^ 年) 世宗十 一 年 

島 津貴久 に 侬賴し て 護送せ 

年歸國 し、 其 齎らせる 長史粱 

がれ 歸國 した ものら しい。 

入鮮 した 夏禮久 等は對 馬の 

月の 條に記 された る 船主 對 

琉 球に 到りし も 偶， 兵 亂 のた 

ある もので あら う。 («| 肝 | 
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此 より 後 は琉球 

契 も禮物 も附送 

は囘 還の 琉 船に 

申 商の 啓に も 「海 

船 を f る こと ま 

1 了- H  XL こ つ c> 七 

\ やに. W ナ ひ ズ. ！5 

る もの を 生す る 

同 樣に琉 球 通交 

易した こと は 疑 

ラの舊 港の 使者 

は 早くより 特別 

し. 叉琉球 船の 來 

繁 になって 来た 


球まで 

も ひ 力 

る商津 

く 、併せ 

利 幕府との 通交 關 係の 開始 


鲜遣使 

めて ゐ 

せしめ 

遠、 〇 中 

つ た e 

互の 事 

つ た。 

に 自由 


る 

し 


力 


ら琉 

日 木 

-是本 

後 に 

疏 き 

代 に 

場 に 

十八 

た る 

た で 

に簡 

當溯 


求 \ 

か ら 

船 - 一 

は 專 

に 乘 

於 て 

あ つ 

年 能 

如 き 

あ ら 

多 商 

叙 す 

P 得 


三 一 〇 

往貿 した 日本 本土 

の 通信 使 • 通 事 等 は 

附 送した かで あ つ 

脩， ー囘 使 之 鼈 こと あ 

日本 船 を 介して 

て琉 使を詐 謀し 

亦 九州 地方の 大 

畨田 時 珍重され た 

道 鎮 が、 前 々年薩 

實も ある 翁 

リ 博 多 は 明. 朝 鲜 

の琉球 通商 は寶 


の 商人に 

書 契. 禮物 

て. 夏 疆久 

る 如 く、 單 

琉球 • 朝鲜 

た 日本 商 

小 豪族が 

南海 • 南支 

南に 來到 

殊 に島津 

通 交 の 耍 

德丄孚 德 頃 


人 

る C 

る ものと 想像され る が、 現 存 


資料， では 運 步色葉 集に 收 むる 應永ニ 十一 年 十二月 二十 五日 付の 義 持が 巴 志に 與 


へた 復書は 古き もの ゝ 一 であらう。 是 より 寛 正. 文 正 頃まで は琉 使の 上洛 は 比較 

的 頻繁に 行 はれた。 此遣 使に は 勿論 貿易 も 伴 ふので ある が、 兵 庫 港 は 幕府との 交 

涉に 際して 直接 關係を 有つ ので あるか ら、 節 を 分ち て 稍， 詳 しく 述べ る ことと す る、 

猶此嗞 に 一瞥した き は 琉球使 船の 經營 法、 其內部 組織の 如何で ある。 之に 就い 

て は國內 側の 資料 は 著しく 斷片 的の もの で、 其 一 の 理由 は琉球 船の 來往が 主と し 

て 九州 地方 を 主と したから でも あらう。 又琉球 側で は 支 那. 朝 鮮を 始め 南海 地方 

との 通交に 關 して は、 近時 世に出で た 歷代寶 案の 如き 資料が あるが、 本土に 對 する 

部分 は缺 けて ゐる。 蓋し 支 那. 朝 鲜 及び 南海 諸國 との 通交 事務 は、 明の 洪 武. 永 樂 年 

間に 琉 球に 歸 化した る閩人 三十 六 姓の 子孫が 鞅掌した ので、 彼等 は 或は 大夫 i 史 

に 補せられ て 明 へ の 貢 謝の 司と もな り、 或 は 通 率摁管 ともなつ て 渡航した ので あ 

る。 (s  i 卷) 叉 彼等 は 使 人. 通 事と して 朝鮮 反び 南海 諸國 に往來 したので、 歸 化の 後 

久 米 村 l^lgi に 居住して ゐた。 享祿の 初年 来朝 中の 琉球 僧智仙 (字 鶴 翁) が 壽 桂 

(號幻 雲) に 語 つ て、 「國人 不駟 字、 以， 一 商 賈 1 爲. 利、 有， 一 一 聚 暫， 一久 米 村, 昔 大 唐人 百餘 輩、 來，, 居 此 

地ハ而 成， 村、 頗 有， 一文 字 (子 孫 相 繼、 而 學 者、 舍 3 彼 有， 文 者 製， ー鄰 國 往還 之 書 5 さと 述べ てゐる C 

本 土 以外の 諸國 との 間の 往復 文書 はすべ て 彼等の 掌理した 所で、 之 等の 外交 
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祌 戶市史 


^侶に 依る 

本土 文化の 

流入 


僧侶の 本土 

通交 事務 掌 

理 


文脔案 を粜 

なり 往復 文 

由來は 久し 

木 土 遊 學 (特 

上の 護國寺 

尙泰久 王の 

平安 (京都) の 

じく 芥隱で 

たと 傳 へて 

智 仙の 言 に 

龍 翔 寺に 住 

あると いふ- 

る  如 く、 本 土 

那 文化の 轍 

れば佛 寺 間 


芥 

恰 も 

の 通 

入 者で 

に殘さ 


力 

ゐ 


ニ輯 別錄 一 中世の 兵 庫と 外 國關係 

ものが 前述の 歷代寶 案で ある C 然 

理 したの は、 主 として 僧侶であった- 

が ある が、 そ れは木 土からの 僧 侶 (特 

遊 學) に よって 興隆した ので ある C 

レー ) c  B-  D せ、 4fs-  4"  -.J  W- 元 中元 年 西暦 

として ジ渋 今一 三 八 四 年 

寺の 建立 頻りに 行 はれ、 廣 嚴. 普 門 夫 

であった し、 叉 其の後 尙眞 王の 代 建 

球 陽 等に は景泰 年間 琉僧鶴 翁なる 

大 永 H 孕 祿の頃 東 福 寺に 遊學 した 智 

嘗っ て關^ 圓覺 寺に 在った 仙嚴も 

た。 又 永 正 年問琉 球に て 上下の 信 

幕府の 外交 事務 • 文書 等に 五山の 僧 

交に は琉 球で も 多く 禪 僧が 關 係し 

あつたに 對し、 本土の 文化 傳播者 は 

るべ き寶 案に 相當 する 資 科の 存せ 


る 


に 本土 

琉 球に 

繹 僧) の 

せ V* 日 

入寂し 

の 三 山 

された 

の肚年 

も 字 を 

球 人で 

を 得た 

所與し 

0 當時 

侶で あ 


力 

僧 

ざる は 甚だ 遺憾で 


三 一 二 

との 通 交 

佛 敎の輸 

渡來 や、 叉 

本 僧賴重 

たと 傳へ 

を 扈 § ^し 

圓覺 寺の 

日本に 往 

鶴 翁と 稱 

大永 頃に 

日 秀も本 

又 使節に 

國 子 監.留 

つたので 


使者と 

された 

球 僧の 

波 上 山 

れ、 其 後 

開祖 は 

山 も 同 

參禪し 

た e 又 

琉 球の 

の 僧で 

ばれた 

生が 支 

る ◎ さ 

る C 然 


使 船の 組成 し當時 

それよ 

火 長， 管 

度で あ 

合 半 印 

哨 官軍 

である _ 

京 す ベ 

を 齎ら 

ので あ 

る C 球 

を 以て 

ん事を 

つたと 

る。 鞑 


の 琉球使 船の 組織 は 多少の 斷片的 資料 を 墓と し、 木 土 

り 推定す る は 容易で あらう と 思 ふ。 渡航の 使 船に は 

船 直 庫 等 を 船每に 任命 し、 稍 水 (水 夫) を 加へ て 通常 乘 員 

り、 琉 球國 王の 行 先地國 王宛咨 文と 禮 物と を 附し、 且順 

を 給して、 装 載 物. 乘込員 等 を 明記 し、 琉球國 船た るを證 

等の 留難 せしめざる やうに 記述せ る符 文. 執 照 文 を 正 

0 但 明に 對 して は 正議大 夫 • 長 史に 補せられ たる 者 を 

き 都 通 事 と、 福 建に 留る存 留通事 を 任命 し、 表 奏文 及び 

すので ある C 使 船の 目的 は 主として 多くの 貨物 を 装 

る か ら、 諸 國 王宛咨 文に は 寛容 貿易 を 乞 ひ、 無 事囘 還せ 

陽 等に は 明の 洪武 二十 五 年  一 暦 麦して、 通 事 程 

通 事 を 兼ねて 進貢 往來 する は勞 する 事大なる を 以て 

乞うた の で、 太 祖は 更に 閩人 三十 六 姓 を 賜 は り、 以 來 琉 

いふ。 使 船の 組織の 整備され たの は 閩人歸 化 後の 事 

合 半 印の 給付の 制度の 如き も遲 くも 永 樂.洪 澱の 頃に 

第 


以外の 諸 國宛使 船の 

正 使. 副 使. 通 事 等より 

百 名 乃至 百 五十 名 程 

次 番號を 異にせる 勘 

して 關津幷 に 沿海 巡 

使. 通 事に 附與 したの 

^人と し、 通 事に も 上 

禮部 宛の 國王咨 文 等 

載して 貿易せ しむる 

しめん 事 を 述べ てゐ 

復， 葉 希 尹 二人が 寨官 

，之 を琉球 臣民と 爲さ 

球の 音 樂禮法 大に改 

なること は考 へられ 

は 完備され てゐる C 


四章琉 球との 交渉と 兵 庫  三 一三 


神 戶市史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫 A 

かくして 琉 球の 海外 通交 貿易 は國 交に 伴 

ゐ たので ある e 

國 書の 形式 本土との 通交 貿易 も 同様の 經營 組織の 

宛の 琉球國 王 書 は 諸國王 移咨- 父に 准 じた 

通交 は 大體禪 寺の 名に て 文書 を往來 した 

一 日の 大內義 興の 書翰 は 天界寺 衣鉢 待 者 

書翰 は國： h に 宛て 、ゐ る。 o^lgli) 大 

相 良義滋 宛の 書翰 は圓覺 寺の 全 叢より 出 

氏と 琉 球の 禪 寺との 私 交の 文書で は 勿論 

の 文 # は 琉球國 王 宛で あ る。 (舗 早 

あ る が、 其 以後 は 同様の 關 係で 往復して ゐ 


外 國關係  三  一 ml 

隨 して 行 はれ、 王家の 手中に 掌握され て 


F に 

も の 

も の 


明嘉 

さ れ 

な い 

き 時 

る o 


行 は 

で あ 

と 田 S 

宛で 

靖壬 

て ゐ 

〕 永 

代 の 

島津 


れ たものと 認めら 

ら -っ が、 西 國 筋の 大 

はれる。 大永ヒ 年 

年次 不明の ニリ十 

万閏 五月 サ六 日付 


る 


C へ 相 良家 文書 ノ 


右 


ま 


三 五 〇 號 

正 五 年 三月 十二 日 

島津 氏との 往復 文 

氏との 關係は 後に 


れ る。 

小名 等 

丁亥 九 

三 日 付 

で琉球 

大內 • 相 

付島津 

書 は 未 

簡 叙し 


幕府 

と の 

月 十 

義 奥 

よ h\ 

良 二 

忠 治 

詳で 

よ う ( 


第二 節 幕府と 琉 球との 交渉 


菘府 への 泣 

使の 開始 


琉 球から 室町 幕府へ の 遣 使と して 最初に 知らる ゝ もの は、 前述の 如く 應永 二十 

年 十二月 將軍義 持の 尙巴志 王に 與 へたる 復 書に^ える ものである。 慕 府は琉 


球の 遣 使 を 入貢と 

る。 猶 之に 關 して 

行錄 による と、 歸 途 

て 、「朝鮮 舡則本 無 一一 餞 

球 船が 多額の 貨物 

間 頃まで 琉 球の 慕 

博 多に 到 り、 赤 間 關 

永享 三年の 永享 三年 八月に 

來使 

られ 沙ォ する よう 

錢千 八百疋 は經祐 

が もえる 4 ョ 

永享五 年の る ものである。 又 

来 使 

入る ベ きを 幕府よ 

四 端. 襦 子 四 端 (以上 

斤卡. 代 千 疋) を 受 け 

第 四 章 琉球 


稱 してお り、 義 持の 復 書の 如き 

は 後に 述べよう。 又應永 二十 

同年 七月 二十 二日 安藝 國蒲刈 

物 (彼 後來瑠 球舡多 載， 寳 物 (若 舡 

を 積んで 當時 上洛した 事 を 示 

府遣使 は相當 盛んに 行 はれた 

ょリ內 海路 を航 して 兵車に て 

仙 洞より 御靛 あつ て、 琉 球よ b 

達せられた 事が あ り、 同 年 十月 

法眼 方より 倉 奉行 籾 井 入道に 

s| 脉 右 は いふまで もな 

永 享五年 八月， にも 琉 球より 著 

り ニニ 寶院の 満濟淮 后に 達せら 

八端 代 四千 疋計歟 )• 沈 俵 二 俵 二 

代金 を 籾 井 方に 渡した 事が 昆 

との 交 涉と兵 庫 


も 宛然 附庸 國に對 する 書式で あ 

七 年来 朝の 宋希璟 の 老松 堂 日 木 

島に 泊した 際に 海賊の 談話と し 

來則 奪取 也」 と 記述して ゐる。 琉 

して ゐる。 此 頃から 寛 正. 文 正 年 

0 彼等 は 勿論 旣述の 航路 を經て 

上陸した ので ある。 

到来の 沈香  一 •  二 俵の 御用 を 命せ 

に 幕府より 沈香 十八 斤 を 召 し、 代 

渡し 琉球 人に 交付せ しめた こと 

く 此歲に 入京した 琉 使の 齎らせ 

岸せ る 物貨の 中に て 入用 品 を 申 

れ たの で、 満 濟 より 申請して 段 子 

俵丄全 十 斤 代 三 千疋) 同 一 俵 三十 

える 。謹 享) 是 叉此歲 

三 一 五 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄 


明の 宜宗琉 

球 を 介し^ 

府を詔 論せ 

ん とす 


千 

來 


入京せ る 

此 より 先 

た の で， 

尙巴志 

来る も 

を 齎ら 

た。 初 

つ て、 琉 

の で， 之 

向け 出 

木に 赴 

ある 力 

の は 確 

した も 


琉使 があった 

將軍義 持は應 

明 の 宣 宗 は 宣 

をして 人 を 日 


の あら 

して 屛 

め柴山 

球 王 は 

を 明 船 

發 する 

かす 歸 

尙 巴 志 

かで あ 

ので あ 


ば柴山 

風 *扇. 腰 

の 話で 

右の 貨 

ことに 

國 して 

王 が^ 風 

る。 右 は 

ら う 


中世の 兵 庫と 外 國關係 

こと を 示して ゐる C 

永 二十 六 年 明 使 呂淵を 却け 

德七年 正月 內官柴 山に 

に 送って 右の 勅諭 を 幕府 

船に 同 乘來航 せしめん と 

生 漆 等 を 購入す る こと を 

目的の 物の 買辨 終る 日に 

が 多く 自國產 の もので な 

しめ 翌年 五月 一 日 を 以て 

" 然るに 柴山は 俄か 

た。 宣宗の 勅諭 は 結 

購入す るた め 宣德八 

の 六月に 琉 球に 来る 

單に 貨物 購入の みな 


つ 

章 

節參照 


山 

o へ 第 二 聿第ノ 


て 以 米、 日 明 

命じて 勅諭 

に 致さし 

した。 柴 

命せられ 

自ら 日 木 

く、 人 を 本 

護送 使 や 

に 前 言 を 翻 

局 日本 に齎 

年 I 特 中に 

と 間もなく 

ら ば、 九州 迄 


三 一 六 

の 關係は 一 

を齋ら さし 

叉 幕府 使臣 

は 同時に 銅 

年 六月 琉球 

赴く とい ふ 

こ i り， 購入 

事 等 も 付し 

して 同年 六 

されす に 終 

日 木に 使 船 

同じ 季節風 

： でも 事足る 


時 中 

め、 中 

の琉 

錢 二 

へ 到 

こ と 

せ し 

て 日 

月 に 

つ た 

を 遣 

せ ノ  { 

こ と 


である が、 當 時琉 使の 幕府 通交の 例から い つても 略 ぼ 上洛す ベ き 年次に も當 り、 且 


永享 八十 

年の 來使 


將 軍^政^ 

代の 來使 


將 軍の 來使 

接見 


明 使の 先容 をな すと い ふ 意味が あ 

て もよ い。 偶" 満濟准 后 日記に 見え 

であらう。 但遣明 船の 事 は 宣宗の 

はれた ので ある。 其 後 永享八 年に 

王に 與 へた 復 書が ある。 此復 書に 

てゐる 。(■ 舶書) 叉 同じく 永享十 一 

前年の 七. 八月 以後に 来朝した 琉 

齋藤親 基 日記に 文 正 元年 七月 

暴 長 史 (於， I 御 寢殿 庭前 【三人 懸， 一 御 

の 參洛は 文 正 元年が 六 度 目と い 

に三歲 なりし を 管領 畠 山 持國等 

服して 征夷 大將 軍に 任せられた 

の 明かなる は 寶德元 年. 同 三 年. 長 

接待 處 置， 琉 球 船の 貿易の 事實は 

來 朝の 使者 は 七月 二十 八日に 寢 
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使 

ふ 


云 


ば、 か た 

永 享五 

諭ゃ琉 
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每年船 

三 月 七 

附與し 

使の 參 

ケ」 と あ 

嘉吉 三 

せられ 

し義政 

年 の 三 

であら 

庭に て 


此 

一一 一 In 
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督 


代 文 

で あ 

力 

軍 に 


は 兵車 ま 

に 来朝し 

を俟 たす 

十五 日付 

く 渡航せ 

敎の復 書 

あ ら う o 

て、 「琉球 人 

將軍義 政 

軍 義敎薨 

嗣 いだの 

以 前、 琉 球 

0 然 らば 

凉 軒日錄 

して 三拜 


* た. 

ゐ る 

ち、 旣 

軍 義 

む る 

あ る 

洛 (當 

代 と 

義政 


の 來 

府 の 

よ れ 

て 返 出 

三 一 七 


ものと 考へ 

琉船 がそれ 

に 前年に 行 

政の 尙巴 志 

やうに 記し 

が、 是 は 多分 

御代 六ケ度 

なりて 琉使 

當時歲 僅か 

元年 四月 元 

朝せ る こと 

之に 對 する 

ば、 文 正 元年 

に。 此 


將 軍の 復書 


神 戶市史 第二 輯 

時 使者が 摁 門の 外にて 

謁見の 際 幕府への 禮物 

千 貫 は 當時禮 物と して 

日琉球 國 (號， I 島人,) 商 人 京 

謁した 使者 (三 人) も 使臣 

元年の 琉使を 親 基 日記 

球國 正使 芥隱两 堂と あ 

れ たもの が、 明 に 入貢す 

た禪僧 で、 尙 泰 久， ：+: 時 代 

德 王の 治世で ある。 彼 

の 外交 事務に 參與 した 

を續 けたの は當然 であ 

酒 等 を 贈って お り、 集 箴 

幕府からの 復 書は假 

號 (勿論 曰 本年 號) の 第二 


を 進めて ゐ るが、 一 


別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  三 一八 

鐵砲を 放つ て 人々 を 驚かした とい ふの は 有名な 話で ある C 

禮物は 料 足 一千 貫 其 他であった e 料 足 一 

たと 見え て、 寶 德 元年 八月の 參洛の 際 も、 「近 

料 足 千 貫 文，」 と ある c(«5 ね销碰 ほ) 將 軍に 拜 

を 奉行 を 介して 進上した ので ある C 文 正 

あ る が、 蔭 凉軒日 錄に王 舅 某 を 記す 他に 琉 

使の 事で ある が、 正 議大夫 や 長 史に補 せら 

あった。 芥隱は 前述の 如く 本土より 渡つ 

を 開 創した 人で ある。 文 正 元年 は 次の 尙 

とは舊 知の 間柄で あ り、 又 是等禪 僧が 幕府 

して 來朝 せる 身で あれ ば、 其 間 緊密な 往来 

に對 して 芥隱 から 支那 渡來の 軸物 ゃ南蕃 

に つき 何かと 幕府との 間 を 斡旋して ゐる。 

M  V. 、で^ リ^ ほの 主へ」 と 記 し、 德 有 鄰の字 印 を 書の 後と 年 

パ >  5 上と 三 所に 捺印す る。 封 章の 捺印 は 「琉球 


仇 となって ゐ 

$1 藥種幷 

しての 私 進物 

長 史と號 すと 

0 王 舅 は 進貢 

が 當 時 普通で 

は 多くの 禪寺 

勿論 五山の 僧 

だから 正使と 

0 蔭凉 軒集箴 

琉球 船の 貿易 

文で 「琉 球國世 

の 上と 封 章の 


細 川 氏の 商 
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幕府の 舶貨 

點檢 法の 綏 
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王 和字 之 第 
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であると 

細 川 氏の 
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代金 を拂 

定 して 押 

が 點撿せ 

係 ある 行 

正 元年の 

一 日 位で 簡 

で、 內點撿 に 
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1?- 

文 


二 字 之 上 印 之」 と あ る- 

る。  御內書 引付に 「琉 

使 船 は 七月 末に 兵 庫 

て、 琉球 船の 装 載せる 

の不拂 があって 四. 五 

幕府に 訴 へたの で， 義 

押 留物は 未だに 返濟 

こ o へ康富 記寳德 三ン 4J3  - 

-r ク年 八月 十三 曰、 老 し 

はぬ とい ふこと なら 

留 し、 之 を戾 さなかつ 

し め て、 予 め 注進せ る 

動ら しい。 

琉船來 朝に 際して、 八 

單に 終る ことと し、 將 

て 麁物細 物 を 注文書 

琉 球との 交 涉と兵 庫 
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リ集證 に 
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つ 


琉球使 船の 来朝 は義 政の 代 文 正 元年まで 大凡 二十 三年 間に 六 度、 三. 四 年 每にー 

囘の 割で あ り、 永 享年 中 は 二. 三 年に 一 囘の 割であった。 

第三 節 西 國の琉 球 通商の 盛運と 

幕府 通交の 衰退 

If 難 I 上 夂正 元年 幕府 は 琉球使 船 貨物 點撿の 法 を 緩和して 來 朝の 頻繁な らん 事 を 計つ 

たので ある が、 實 際 永 享年 間に 比する と義 政の 代 は 来朝 囘數 が 稍 "減 じて ゐる こと 

は 前に 指摘した。 然るに 應 仁. 文明の 大亂 以後 は 其 幕府 遣 使 は 餘程滅 返した。 是 

は 現存 資料の 示す 所に 依り 此頃 以後の 琉 船の 上洛が 極めて 寥々 たる もので あつ 

たとい ふ のみでない。 文明 十二 年 二月 十一 日付 島 津氏宛 幕府 奉行の 奉書に よる 

と、 琉 球國 より 無音の 儀 は 世上忿 劇の 間 は 是非に 及ばざる も、 旣 に 静謐に 属する 上 

は、 先 例の 如く 來朝 すべ きで あると 速 かに 傳 達された く、 慕 府 使者の 歸還出 發と同 

時に 船を琉 球に 遣 はすこと を 命じて ゐ る o( 雌^  «■) 

其 原 因 琉球 船の 上洛 數の減 返した こと は、 其 著 岸 地で あり、 公用物 を 除き 隨意 貿易 も 許 

された 兵 庫に とっても 相當の 事件で ある。 其 直接の 原因 は 前述の 記載の 間に も 

第 四章琉 球との 交渉と 兵 庫  三 ニー 


神 戶市史 第二 稗 別錄ー 中世の 兵 庫と 

きら r 小され て ゐる事 で. 貿 易 上の 拘束 と、 大 

が 兵.. 船 の銜擊 往来の 巷と 

明 船が 歸 朝の 途 文明 元年 

にあつ た 大內氏 の 奪掠 を 

統制から 放 たれた 海賊の 

根本的の 理由であった。 

使者と して 入鮮 した 壽藺 

授 け、 又 禮曹に 命じて 書 を 

藺は文 正 元年 五月 京 城 を 

言 ふ 所に よれ ば、 文 正 元年 

月 上 松 浦を發 せし も、 都 中 

海卽ち 日本海 を航 し. 四 月 

珍 物 を 以て 內海 海賊の 目 

こと は 察する に 難くな い 

海上 貿易 は 此頃は 著しき 


外 國關係  一一 ニー  二 

亂 以後の 內海 航路の 不安で 


大亂 以後 內 海上 

た 事で ある。 遣 

とって 敵 對關係 

幕府 や 諸 大名の 

海路 を 通過した 

藤 源 朝臣 賴 永の 

し 書， 及 び禮物 を 

ことと した。 壽 

る 所あった が、 其 

て， 翌應仁 元年 二 

塞せ るを以 て、 北 

f 國) 夙に 南海の 

狀 態に 置かれた 

琉球 王國の 然る に琉 球の 


化した と共に 

南 海路 を迂囘 

恐れた 點 あり 

掠奪で あって 

朝鮮の 世祖は 

なる もの をし 

大內氏 及び 賴 

辭し、 文明 二 年 

六月 上 松 浦に 

兵 超り 海賊 岸 

若 狭に 著して 

標 となった 琉 


海賊の 跳梁が 

したの は、 慕 府 

とする も、 更 に 

，此事 は 其 後 遣 

肥 前 上 松 浦の 

て、 慕 苻に 通信 

永に 與へ て 護 

再び 入 鮮し世 

還り 船 を, し 

に充 ちて 南海 

幕府へ 到った 

球 使 船が 當時 


ある。 殊に 

自在と なつ 

や 細 川 氏に 

重要なる は 

明 船が 餍， 南 

久野能 登 守 

せしめん と 

送せ しむる 

祖に 復命す 

行 装 を備へ 

此 場合 中 國更 

航路 を 指す 榜 


とい ふ。 (f 


最も 不安の 

發展を 遂げて 益， 隆盛の 域に あった。 卽 


盛代と 海外 ち 尙巴志 王の 代永享 元年 頃 山 南 王 を 討って 三 山 統一 の 業 成 り、 首 里の 奠都が 行 は 

通 の與隆  月戋 匕 

れ、 尙泰 王の 治下に 於け る那覇 港の 修 築、 社 寺の 夥多なる 建 立、 次 いで 文明 九 年；.^^. 

§4  i 四に 王位に 卽 ける 尙眞王 治下 の 王城 修理. 官吏 階級 制の 整備. 税制の 確立. 中央 

集權 制の 完成. 社寺の 建立. 土木 業の 計畫 等、 两曆 でい へ ば 十五 世紀 前半期の 國家統 

一 よ り、 十 五 世紀 を經て 十六 世紀 中期に 至る 間は琉 球の 國カは 未曾有の 伸展 を遂 

げた。 是ー に その 海外 通商の 活躍に よる もの で、 支 那. 朝 鮮.暹 羅. 及 び 木 土間の 仲繼 

貿易に 加へ て、 正 長 元年 5 f 一一 5? 舊港、 永 享ニ年 S?i J 一 瓜 桂、 次いで 嘉吉ニ 年 

胸^ 剛 Its 頃より 満剌加 • 蘇 門 答 刺との 頻繁なる 通交 貿易が 開始され た。 而 して 

十六 世紀の 初期 當時 東洋 最大の 貿易港と 稱 せられた 満剌 加が 葡萄牙 人に 占據さ 

れ、 琉球 人の 満剌加 往來絕 えて 佛大 泥. 巡 達 及び 前代 以来の 暹羅 通交 貿易 を 以て 補 

塡 する ことと なる が、 此狀 勢は猶 十六 世紀 中頃まで 維持され た。 而 して 木 土へ は 

琉球を 介して 南 支 • 南 海の 貨物が 多く 轍 入 さ れ、 黃 金 .銅. 刀 劍. 屛 風. 扇. 金 銀 器. 漆 器 類 等 

の 木 土の 商 貨は又 南支 南海 一 の 主要なる 輸出品で もあった の で、 琉 球の 木 土 通商 

は 一 蟹の 盛運 を豫想 さる 、 ので ある。 

易の 琉球使 船の 上洛 數の 減少と 之に 伴 ふ 近畿 貿易の 衰退と は、 九州 貿易の 發 達と 相 

第 四 章 琉 球との 交渉と 兵 庫  三 二三 


神 戶市史 笫 一一 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  三 二 四 

關の 現象で ある C かやうな^ 味に 於て 九州 貿易の 一斑 を 瞥見す るの も 無益で は 

な い。 

|^喊 减 5 此 時期に は 特に 琉球 船の 博 多 來航、 博 多 商人の 琉球 通商が 頗る 盛んであって、 具 

禱夥 商人の 體 的に は 國內の 資料に よってぐ はなく 朝鮮の 李 朝實錄 等に よって 其 一 端 を 察す 

る ことが 出^る。 李 朝の 端宗 元年!： liitl^f  I 中 山 王尙金 福の 使と して 人鲜 

した 道 安 は 博 多 s 人で ある。 尙金福 王の 書 に 「有， 一日 木 花 島 (博 多) 住 州 送禮來 船； 其 船 

頭 道 安 等 囘還ま 便轉 付」 と ある。 彼 は世祖 元年 赚 sfl、l? 特六年 にも、 同 三年に も 

同じく 琉球王 使と して 渡航して ゐる。 その 翌年 琉球國 王 使と して 入鮮 した 僧 友 

仲 等 は、 そ の 齎らせる 琉球國 王 書 に 「今 遣-一日 本人 泉 殿 (齎 -ー咨 文 一道 幷鱧 物で 1 詣 奉 献」 と 

あって、 泉 氏の 代理と して 來た ものである C 同 八 年入鮮 した 琉使 普須古 等に 附與 

した 世 祖の琉 球 國王宛 書 に 「前 屢 因-日 木 海 商 (發， ー囘 人 口  S 時 仍 付， ー來 人； 略 致- 1 謝意」, と 

記して ゐ る。 同 十三 年 入 鲜の琉 使 僧 同 照^ 渾 等に 就いて 大司 憲の粱 誠の 麦に 「今 

彼 使 本 九州 之 人、 眞 假亦來 可^」 と あ ジ、 琉 球國 王の 眞使 なるや 否や を 疑つ てゐ るが， 

成宗 一一 年 MIS tl 诚 f  J 尙德 王の 使と して 僧 自端两 堂と 共に 渡航した 平 左衞門 

尉 信 重に 就いて は、 尙 德 王の 書に 「爱平 佐 衞門尉 信 重、 乃 以，, 貴 國 臣 S 爲， 1 使 者ハ蓋 用，， 內 緣 i 


耳」 と ある。 信 重 は 康正ニ 年に 筑前州 冷泉 津藤原 佐 藤 四郞信 重と 稱 して 朝鮮に 通 

好 し、 歳 遣 船 一 船 を 約した もの で、 博 多の 富 商 定淸の 女婿であった。 信 重 はかく 歲 

遣 船 を 約して ゐ たの で、 琉 球より 國王 使の 依賴を 受ける 便宜上 朝鮮と 臣事 關係ぁ 

る 如くい つたので あらう が、 文 明 三年 卽ち 右の 琉使 として 入 鮮の際 中 樞府同 知事 

の 職 を 受け てゐる o( 赚 M 諸) 琉球 側と は 成 化 六 年 四月 初 一 日付の 尙德 王の 朝鮮 阈 

王宛咨 文が 殘 つてお り、 「近因 1= 曰 本 國商舶 致， 一書 信幷禮 儀； o 中略 其歸順 遣， 薪 右 衞門尉 

平 義 重 ハ聯，  一 土 儀， 號 一一 申 別 幅 (少 酬， 一 厚 貺之萬 一 一笑 留、 惟 惟幸 云々」 とあって 此義 重が それで 

あら， つ C 同 九 年の 條に成 宗の談 とし て、 昔 は琉球 使者 は 博 多の 人が 琉 球に 往 請し 

て 書 契 を 受けて 來 たので あると 見えて ゐる が、 琉 球 國王使 船 は 曰木國 王 (幕 府) 使 船 

と 同様に 接待 貿^ 上に 特別の 待遇 を 受けた の で、 九 州 商人 特に 博 多 人が 琉 球に 往 

貿 したる 際、 其 委命を 受け 寧ろ 之 を 成宗の い へ るが 如く 求 請して 琉球國 王 使と な 

り、 多 量の 私 進物 を附搭 して 貿易の 利を收 めた ので ある。 成 宗の十 年卽ち 文明 十 

一 年に 琉球國 王 使と して 入鮮 した 新 時 羅等も 博 多 商人で、 彼等 は 文明 九 年 十月に 

琉 球に 赴 き， 琉 球國 王の 書 及び 朝鮮の 漂流 民 を 交付され て、 翌年 七月 出發 して 博 多 

に歸來 し、 朝鮮に 來 使した ので ある。 成宗 十一 年入鮮 した 琉球國 王 使臣 敬 宗が杲 
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神 戶市& 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  三 二八 

島 三 郞左衞 門の 船 等 は 遣 明の 辜に 付き 仰 付けら る 、所 あるが 故 に、 別 儀 を 以て 煩 

なく 琉球 渡海 を 全 ふせし むる やう 島津 氏に 命じて ゐる C 「就， 一渡 唐 一 被 一一 仰 付, 之 上」 と あ 

る は、 遣 明 船 派遣に つき 引 請ける 所あった の で， 琉 球 渡航 を 免許した と 解す るが 最 

も 安^で ある C 卽ち 文明 八 年の 遣 明 船 は 始めて 堺 港より 出航 し、 堺 商人が 獨占的 

に^ 衆と なり 出資した の で、 湯 川 氏が 請 切った 所で あると 傳 へられて ゐ る。 

鶴 ほ^ S 島津 氏が 文明 三年 以前に 一 般琉球 渡航 商船に 對 して 其 認可 を受 くべき 許可 を 

|§關 保の 得た ので ある C 後 永 正 五 年 三月の 島津忠 治より 琉球國 王 宛の 書狀 に. 琉 球と 島 津 

氏との 關係は 他國の 比に あらざる 善隣た る を 述べ て、 自 今 以後 は 我 印判 を带び ざ 

る 往來の 商人 等 は 一々 點檢を 加へ て、 支證 なきもの は 船 財す ベ て琉 球に て 沒收し 

て 公 川と さる ベ き を い ひ、 「伏 希 此 一 件 無， 一 相 違 (永  <、 修， 一 隣 好 i 自 他 全， ー國 家 一 者 也」 と い つ 

てゐる (纏 f !p t 細) かく 琉球 渡航 船に 島津 氏の 印 證を带 せしめた の は、 後代の 朱印 

狀の 濫觴と も 見る ベ きもの である。 

か、 る島津 氏の 特權 認可 を 何時頃から 行 はれた ので あらう。 李 朝の 端宗 元年 

琉球國 王 使と して 人鮮 した 博 多の 道 安の 言 に 「琉 球 與 一 薩 摩-和 好、 故 

^多. <  ぎ： 薩 ^き： 琉 球 ，齐， 未， 有，， 阻 碍； 近年 以来 不，， 相 和 睛盡 行， 據 掠 (故 却 從， ，大 洋 (蓮 0 而 行、 


甚 爲ネ^ 苦、 今 我等 出來 時、 商船 ニ艘亦 被-: 搶 擄 S-1 博 多. 薩 摩. 琉 球相距 (地圖 叉錄」 と ある。 

(I  ^  Is, 狀， I) 博 多 商人の 琉球 往来の 航路 は 本章 冒頭に も 述べた 如くに、 薩摩两 岸 

に 沿うて 赴く ので ある が、 近 來 琉球薩 摩の 間 相 和せ すし て、 此 處を 通過す る 商船が 

擄掠 せら れ、 現 に 道 安の 来りし 時に も 商船 ニ隻が 抑留され たとい ふので ある。 琉 

球. 薩 摩 間の 不和の 事實は 未詳なる も、 是 は 博 多の 商船に 對 しても 島津 氏が 其琉球 

渡海の 認可 を受 くべ きを 強制 し、 違 背せ る 商船 を擄 掠した もので あらう。 島津氏 

は琉球 通商 を 一 種の 獨占 下に 置 き、 相 當の禮 謝な くして は 印 證を與 へなかった で 

あらう。 博 多 商人が か、 る 拘束 を 免 れ、 且 それが ため 受 くべ き 抑留 を 避け て、 大 洋 

に從ひ 航海す る やうに なった ので ある。 海 東 諸國記 琉球國 記の 道路 里數 による 

と、 釜 山より 對 馬の 都伊沙 只. 船 越、 一 岐の風 木 i 都 伊 を 經て肥 前 上 松 浦より 惠羅武 • 

大 島 • 度 九 島. 與 論 島 を 通り 琉球國 都に 到る の である。 惠良武 は 口 永 良 武島を 指す 

ので、 德島 南方の 永 良武は 同書の 琉球 國之圖 に^^ 惠良武 島 き 針 II": 上 松 浦- 

と ある。  思 ふに 之 は 道 安の 話 やその 呈出せ る 地 園に 基いた もので あらう。 道 安 

及び 彼が 琉球國 王の 依頼に て带 同した 朝鮮 漂流 民 は、 寶德ニ 年 臥 蛇 島に 漂 到した 

事 を 述べ て此 島が 薩 摩と 琉 球と に半屬 して ゐる こと を 述べ てゐる が、 海 東 諸國記 

第 四章琉 球と？ 交渉と 兵 庫  三 二 九 


紳 戶市史 第二 輯 別錄ー 中 &の兵 庫と 外 國關係  一一 ニー 一  0 

の 九州 之 阖に臥 蛇^に 附屬 する 小 蛇 の 下に 注して 日 木. 琉 球に 分屬 すと 記して 

ゐ る。 面して 右 阖には 上 松 浦より 惠良武 に 向 ふ 航路と 臥 蛇 島の 两 方 を經て 直ち 

に 大島を 指す ものと を 記して ゐる。 後者が 道 安の 所謂 大洋に 從ふ路 を 示した の 

であらう。 文明 以降 堺 港から 琉 球に 渡海した 船 は、 南 海路 を 撰び 土 佐 沖より 日向 • 

大隅 海岸 を經る か、 或 は 直ちに 屋 久. 種 ケ 島に 向った であらう か ら、 島 津氏が 之 を 取 

締 るに 比較的 容易であった であらう。 孰れに しても 前述の 道 安の 話柄が 島津氏 

の琉球 渡海 船に 對 する 特權 に關係 ある もの だとす る と、 其 特權の 獲得 は 享德ニ 年 

を 去る 遠から ざる 年代で ある。 享德ニ 年に 先 だっこと 十二 年、 嘉 吉 元年に 島津忠 

國 の 代、 將 軍義敎 の 命 をう けて 其舍弟 大覺寺 門跡 義昭の 日向 福 島院に 落ちた る を 

討った る 賞と して、 島津 家譜 等に は 琉球を 賜 はった と傳 へて ゐる。 幕府が 琉球國 

を 以て 附蓆 國と考 へ、 其 使 船 を 入貢 船と 稱し たこと は事實 であつ て、 島 津 氏の 附庸 

たらしめ たとい ふこと も有リ 得る ことで は ある。 然し 島津 氏と 琉球國 との 間に 

附庸國 として 慶 長の 征繩 以後の 如き 關 係が 生じた ので はない。 島 津氏も 後の 書 

翰に て 善隣と い ひ、 兄 弟の 交りと 述べて ゐる。 故に 附庸 とか 知行と かいふ 關係は 

一方的 観念的の もので 事實の 上に 現 はれて ゐ ない。 されば 若し 幕府が 琉球を 島 
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神 戶巿史 第二 輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  三 三 二 

せし 所 風の ため 尙两 鄙に 滞る 故 近日 之 を 還す ベ しと 述べ、 妙賀等 をして 先に 琉球 

に 送られた る を 謝 し、 金 印 兵亂 のた め 失 ひたる を 以て 新 勘 八 口と 共に 金印の 賜與を 

^うて ゐる C 又 七月 二十 四 H: 付 を 以て 琉球國 王に 宛て、 明との 和與 にっき 斡旋 さ 

れたる を 謝して ゐる C 大永六 年に 尙眞 王は薨 じたの で. g 年 尙淸王 は 長 史鄭繩 等 

を 明に 入貢せ しめ 冊 封 を 請 はし めんと した が、 途 中 難破した の で、 蔡 漭等を やつ て 

請 封せ しめる と共に 義晴 の箦を 齎らしめ た C 嘉靖九 年 ま^ 三月 蔡漭等 明 都に 入 

りて 奉 獻+- 物 あ り、 義 晴の書 を 得て 禮 部の 麦に より 再び 琉球國 王 をして 宗設を 送 

5  く き^ 專ぉ ij し. C る 二と とし こ C へ皇 明實錄 嘉^  £ 年 六月 乙 亥. 九 年ン 

る Z きを 傳 0 ゼ ししる ことと しす I- 三月 甲 K  、幻 雲 文集， 續 善隣 國寳 記，) 

義晴の 害 は 管領 細 川 高國の 意向に よつ て 記された もので あつ て， 大 內氏 は義晴 

の 琉球國 王復書 に 稍， お く れ、 九 月 十 一 日付の 書に て、 大內 氏が 遣 明 船に 就いて 幕府 

より 特別の 委命 ある を說 き、 明 帝の 勅書 は 常 家に 屆 けられて 幕府 へ傳 達すべ きも 

ので あるに 拘ら す、 天 王 寺の 僧 を 以て 直接に 傳 達した る は 事情 を 知らざる 爲なら 

ん とい ひ、 遣 使 源 松 都 聞に つきよく 尋問せ らん 事 を 請うて ゐ る。 猶 右の 書翰に よ 

れば、 源 松 を尙淸 王の 承 位の 禮の ため 渡 進せ しむと いひ、 叉 明星 院賴求 をして 明 帝 

の 勅 書 を 日本に 渡せる 由 を大內 氏に 知らし めた 事が 昆 える C 琉球 にあって 細 川. 


大內兩 氏の 遣 明船關 係の 微妙な 對 立に 通せざる は當然 であった であらう が、 右 は 

琉船 上洛の 途に 於て 外交 上 特別な 位置に あ り、 叉 內 海の 重鎮た る大內 氏に 使 を 通 

する 所が あ リ、 旁 々上洛の 使命 を 報じた もので あらう。 永 正. 大 永年間の 琉球使 船 

も 恐らく 中 國路を 撰んだ であらう し、 兵 庳は其 寄 泊地と なった であらう。 猶大內 

氏 は敎弘 時代に も琉 球に 遣 使 し、 義 興 叉 屬， 好 を 通 じ、 享 祿 元年に も 義隆時 代、 同 一 一 年 

にも 琉球 僧の ため 三條西 實隆を 介して 僧位の 勅許 を 麦 請して ゐる。 これ 或は 琉 

求よ り た.^  £  / つ t 吏で わらう o へ大內 氏實錄 正誤 補 遣. 校異、 御 湯殿 上 曰 記ン 

封よ リナ P 氏へ b 遺 佞ズ^ らう "享 祿 元年 九月 十四 曰. 同 二 年 二月 サ 八日) 


第 四 章 琉 球と S 交渉と 兵 庫 
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第一 節 外國關 係の 慨観 


室町^-代 後 

期の 海外 關 

係 


日 明 商舶往 

来の 盛運 


室町 時 

交 も 稀と 

旺 なる 外 

リ、 两國地 

あ る。 

天文よ 

あった。 

嘉靖ニ 

百 名 船 


代の 中期 以後 は 明. 朝 鮮 の 

な り、 末 期に は堺 商人の 遣 

國交 涉に脤 ふこと となつ 

方が 外舶 輻輳 地と な リ、 商 


來使 上洛が 旣に絕 えた 外に、 琉球使 船の 慕府通 

明 船 計 畫も失 はれた に對 して、 九州 地方 は 甚だ 

た。 卽ち 天文 年間よ リ 永祿. 元龜. 天 正 年間に 亙 

品 轉賣の 上で は 近畿へ の中繼 地と なった ので 


弘治 にかけ て、 就 中目覺 しき 發展を 遂げた の は 日 明 商船の 往來 通商で 


年 


^ 浙 江の 市 舶司廢 止 


の議起 り、 明 に て 

三 隻を嚴 守せ し め、 叉 私人の 交易 を 取締る 

年 • 同 十六 年の 最後の 二 囘の遣 明 船の 如き は 頗る 嚴 


は舊例 

こと 頗 

Affill なる 


の 遣 明 船 十 年 一 貢. 使 人 

る 峻烈で あって、 天文 八 

取扱 を 受けた 事 は旣に 
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神 戶市史 第二？ B: 

述べ た。 天文 十三 年に 

而も 彼等 は 海 商の. 取引 

に 出入して ゐた 葡萄牙 

てお 光と 同^ 却 けられ 

朝に 際 し. 王 直が 隨忭し 

年 も 亦 傅 多に 來 り 交易 

業者と もい ふべき もの 

人 又 之に 伴って 雙嶼等 

に 米紈が 提督 浙閩 海防 

海 商 や 曰 木. 葡 萄ォ 商船 

蕩 となった ので ある。 

は雙 嶼に當 ると いふ リ 

したの で. 日 木 商 舶も次 

共に 海舶 互市の 中心で 

かく 日 木 商船の 往來 


別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係 

は 僧 壽光等 入貢した が、 貢 期に 違 ひ 表 文 

地で 貨物の 集まれる 雙嶼 にて 貿易に 從 

人と も接觸 したで あらう。 问 十 

てゐ る。 釋光は 恐らく 種ケ 島よ 

來 り、 傅 多の 助 ケ門等 三人 を雙 嶼 

して ゐる C 此^より 以後 は 所 謂 

が浙江 沿海の 海 商 等 を 伴 ひ 薩糜 

に 往來互 市す る ことにな つた。 

軍務 巡撫浙 江と な り、 禁 止 通番政 

との 問に 銜突 が あ り、 遂 に 二十 ヒ 

之より 先 一 五 四 一一 年頃 に 

ァ ンボ— 竝に福 ^漳 州に 植民地 

第に 往來 通商す る 所が あつたで 

あつたの が 漳州府 月 港であった 


五年淸 

り 出^ 

に 誘引 

通番喇 

の 沿 港 

嘉靖ニ 

策を强 

• 八 年 の 

ま 


が 天文の 中頃 以來 盛んと なつ 


を 開き 

あ ら う- 

の  であ 

のみで 


なしと て 却 けられ. 

事 し， 當 時 旣に此 地 

梁なる もの 入貢し 

した も S で、 翌 年 歸 

して 貿易せ し め、 翌 

噠卽ち 船 持 で、 貿 易 

等に も來 り、 日 木 商 

十六 年-な^ 十 七月 

行 し て、 官 憲と 支那 

雙嶼竝 にお 港の 掃 

によ つ て 葡萄牙 人 

浙閩の 市人と 取引 

。 當時 浙江雙 嶼 と 

る o 

な く、 M に 日 明 通商 


上 大きな 役割 を 占めたの は 支那 海 商の 來往 であった。 メ ン、 デ スっヒ ン 

六 年 S  =  嘉 再度 日 木に 來 たる 時、 薩摩を 始め 南 九州で は 三十 .11 卞 

百艘 以上の 支那 ジ ャ ン ク 船の 碇泊せ ざる 港 はな く， 同 年に は 二 千艘以 

が 日本に 渡 り、 同 年末の 大 暴風雨の ため ジ ャ ン ク船千 九 百 七十 ニ艘が 

記して ゐ る。 このと きビ ント の便乘 せる 船の カビタ ン. ジ ョ ルジ. アル 

報告に 據れ ば、 この 大 暴風雨に よる 支那 船の 沈沒は 七十 ニ艘 であった 

トの 記載 は 誇張に 過ぎる が、 支 那 船の 輻輳せ る 事 は 明かで ある。 嘉靖 

に 日本に 往巿 せんとして 漂流した る 福 建 下 海の 奸民 三百 四十 一 人 を 

馮淑等 千人以 上、 皆 軍器 を 挾帶し 貨物 を舶 する もの を 遼東郡 司より 具 

あった。 日本 來往の 海 商 は 福 建の ものが 多 く、 彼 等 は 月 港より 出洋し 

浙 江の 海 商 は 寧波定 海より 出洋 した。 米 紈の雙 嶼. 月 港 掃蕩の 結果 は、 

地と する 外番 通商の 徒に 一 大打 擊を與 へたが、 通番 禁止の 主唱 者た る 

容 れられ す、 間 もな く巡撫 よ， o 貶せられ て 巡視と な り. 嘉 靖サ九 年 七月 

終った ので ある。 朱紈 失脚 後 は 「禁 防疏潤 大」 と いはれ、 支那 海 商の 下 

されなかった が、 其 强 硬なる 禁止 政策 は 却って 嘉靖 三十 年代 大 倭寇の 
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力 一 

に よ 

の 支 

は れ 

1 レ 

己 ン 

言 I - 

十六 

送し 

す る 

の で 

地 を 

は 却 

f 自 

多 く 


五 四 

つ て 


たと 

ス の 

ビ ン 

年 先 

今 又 

斤 5 

^ 力 

あ リ、 

つ て 

截 し 

阻 止 

と も 


牙 入の 

通商 


祌 戶市史 笫ニ輯 別錄 一 

なった ので ある e 此大 倭寇 は 

である が、 此 間 は 友 

あ 

• 通番 

置 し 

商舶 

，此間 

る 頃 

^  0.0 爭醋 等 で あ 

互つ. し 人 に 乙 

こ o 


荒 掠した の 

而も 漳州等 

し み. 開 市舶. 

緣の 地に 設 

以來 泉漳の 

となった が. 

の 稍， 鎮静す 

よ hs 輸スさ 

材森 毯 .粉. 小 

猶又次 世紀 

て 銀で. あつ 

天文の 後 


が、 此 問 は 

ては官 司 

止の 對立 

る 海澄縣 

徴税 を納 

も 日本 通 

本 往来 は 

も の は、 絲" 

器. 酷 等 で 

て 最大な 


も 


初期に は 印 皮 4 來 


に は又葡 

半島 を經 


！ 0 州の 取引 地 を米紈 のた 


中世 の 兵 庫と 外 國關係 

支那 邊 民の 徒に 日 木 

那商舶 の 往来に 一 頓 

結んで 下 海の 禁を犯 

爭は嚟 々とし て、 遂 に 

て^ 西 ニ洋の 商税を 

て 公然 海 澄 を 墓點と 

は 厳禁した る 所で あ 

え す、 浙  にても 同樣 

ま ザ. ま W も ま • フ、 

る が、 就 中絲卽 ち生絲 

轍入货 であった。 日 

牙 人の 来航が 始ま る- 

し  て 南 支那まで 進出 

追 はれて 闽浙 よ， 9 驅 


三 三 八 

の 邊民を 混へ て 浙閩粤 地方 を 

挫を來 したる は當然 である C 

す事甚 しく、 海 寇. 倭 寇の 弊に 苦 

隆慶六 年 ー1ー1 一!：， 一  先に =； 港 近 

徴 して 賈舶に 及ぶ ことと した r 

して^ 西ニ洋 に往巿 する こと 

つた。 而も 福 建 海 商は大 倭寇 

の 事態 を持續 した。 當時 支那 

銀. 針. 鐡 鍋. 磁 器 • 古 文 錢. 古 名 畫. 藥 

は 前代の 遣 明 船 盛時に 引續 き、 

木より 輸出され た 物 は 主と し 

V 葡萄牙 人 は 西紀 十六 世紀の 

し、 次 いで 前述の 如く リア ン。 ホ 

m さ れ、 ラ ンパ カヲに 通商 し、 後 


吉利支 丹の 

傳道 


澳 門に 移り、 一 五 五 七 年 頃に 

天文 十 一 年 »Tmu 、西 支那 渡航 中 


し、 叉翌 天文 

來葡船 は 年 

た。 永祿五 

他領に 求め • 

葡船 は大村 

#1 だ 不便で 

となった C 

五 七 年頃よ 

り-は 年々 一 

く 銀 を 輸出 

る。 基督 敎 

は果 されな 

七 月 で、 翌 年 


十二 年 に葡 船が 一 

々 鹿 兒島. 山川 等 に 

年  一 n 宣教師 等 

.大 村 氏の 招きに 應 

頜の福 田に 入港す 

, 長 崎 を 撰び 元龜ニ 

葡萄牙 人 は 印度の 

リは澳 門 を 經て來 

艘 鍋. 生 絲. 陶 磁 器 • 金 

して、 支那に て生絲 

の 布教 は 永祿ニ 年 

かった。 耶蘇 食の 

八月 此地を 去って 


装 種子 島 

入港し. 後 

は 平 戶 の 

じ 橫瀨浦 

る ことと 

年 


五 七 

年 


を 


來 


領主 


ゴ ァを根 

航し、 レ ァ 

- 麝香 等 を 

-孝陶 磁 器 

以前 は專 

フラン シ 

平 戶に向 


力 

等 

ひ 


吾 留 

暴 


つ 

ゴ . 

九 


力 

こ 

や 

力 

クレ 

來 

し- 

貨- 


と は 

戶 に 

督 敎 

る ゝ 

li 田 


せ 

ま 


の 


られた 

包 己 こ 

て 貿易 

喜 ば ざ. 

と に な 

外洋に 面 

は 皆此港 


こ れ に 稍" 先 だち 

す も 我 國に漂 著 

されて ゐる C 以 

追々 盛んと なつ 

を 以て 貿易港 を 

た。 同 八 年より 

し 船の 碇泊に は 

に 出入す る こと 
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如き 支那 沿岸の 植民地、 一 五 

酒 等 を 支那に 輸入 し， 支 那 よ 

たので ある。 日 木より は 多 

印度 方面に 輸出した ので あ 

て 行 はれ て、 京 都 布 敎の素 願 

の 鹿 兒島來 著 は 天文 十八 年 

戶 より-山 口に 行 き、 十 一 月 上 

三 三 九 


朝^ 琉 球と 

の 通交 H 易 


神 戶市史 笫ニ辑 別錄 

旬單身 京都に 向った が、 戰 亂 

とも 叶 は す、 堺 から 平 戶に引 

向け 去った が、 山 口で は 毛 利 

リ、 豊後 はパ ー ド レ* カゴ 等の 

上げて 來 リ、 府 內は 耶蘇 會の 

萄牙 貿易 を 欲する 立場から 

である が、 其 信徒の 增 加と 共 

る こと も あり、 結局 宣教師 等 

より 大村 領に來 著す る 結果 

長老 トル レスが ザ ビエルの 

1 ド レまビ レ ラ に ヒ京を 命じ 

朝鮮に 對 して は 中 宗の後 

輸 出 し、 叉 丹 木. 胡 椒等を 齎ら 

斯波氏 等の 使 船と 稱 する も 

は 制限 を受 くる こと 大 であ 


1 中世の 兵 庫と 外 國關係 

の 際と て 布教 は出來 す、 內 褢 から 布敎 


歸 した。 ザビ H ルは 

氏の 手に 歸 して 後キ 

布教 あ つ て 信徒の 數 

宣教 本部と なった。 

葡 船の 來朝を 促 し、 其 

に佛敎 徒との 爭も起 

も 其內心 基督 敎を喜 

となった。 而 して 近 

遺志 を繼 ぎて 開始す 

て 其途に 就いた ので 

期よ hN 明宗 朝に かけ. 

した。 大內 氏. 少^ 氏 

の も 渡航し、 それ 等の 

つた 傅 多 商人 を 始め • 


天文 

リ シ 

も 增 

平戶 

頜下 

ば さ 

畿 の 

る に 

あ る 

幕府 

の 使 


二十 年 十月 

タ ンの數 も 

加し， トル レ 

の 布 敎も領 

か ら 熱 心 な 

信はパ ー ド 

る を 知 リ、 葡 

布 敎 は、 府 內 

决し、 永祿ニ 


使 船が 屢， 入 

船も絕 えな 

問に は 永 正 七 年 

九 州， 中 阈の 所謂 


三 四 〇 

の 允許 を 得る こ 

豐 後より 印度に 

减 じて 豊 後に 移 

スも山 口から 引 

主 松浦隆 信が 葡 

る 信者 も 出た の 

レ の 返 去 を 命せ 

萄牙 商船 も 平戶 

の住院 にあった 

p  V  4i  - 五 i 九.、 

^  / 月 年 九月 ク 

鮮 して 銀 を 多く 

かった が" 山 氏. 

の 三 沛の亂 以後 

商 倭の 喑 濯する 


日本 一 鑑 


もの、 

萎縮す 

锏する 


つたこと は 前に 述べ 

ことと なった が、 九 州 

權を强 調し、 琉 球との 


た。 琉球は 西暦 

方面との 交涉は 

間の 通 使の 往來 


十六 世紀 中頃 以後 

絕 え す、 特 に 島津氏 

貿易 も旺ん であつ 


海外 通商 は 漸次 

は琉球 渡海 船に 

， 1 o 


第二 節 內國 航路 及び 外國 航路 


當時 

叉 同人 

料と な 

や 「南 粤 

し. v '地 

嘉靖 

-hN 日 木 


內外 航路 港津 

撰 で ある)、 鄭舜 

ものである。 

倭 商」 の 地圖を 

や 自らの 見聞 

弘 治 


十四 年 ぉ|: 巡 

王 (慕 府) に 其狀 

願. 蔣 洲を來 朝せ しめた 

合した。 王 直 は國王 (將 

な き 状を吿 げ、 彼 自身 も 


の眞相 を大觀 する 上に 

功 著の 日本 一 鑑は 頗る 

日本 圖纂は 從來の 諸 記 

材料と した もので あり- 

を 基と して 編纂した も 

按浙江 御 史胡宗 憲は倭 

を 吿げ禁 戢する こと を 

. 彼等 は定 海より 出帆 

軍) が 其 宰相と 共 に 殺さ 

中國 の通番 禁止 策の た 


鄭若曾 撰 著の 日本 

參考 となり、 特 に 後 

錄の 他に 蔣洲が 日 

日本 一 鑑は 著者の 

ので ある ◦ 

寇の 害の 劇甚なる 

請 はしめ た が、 同 年 

して 五島に 漂 到し. 

れ、 亂 世に て 諸島 夷 

め窮竄 せる も、 前 罪 
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圖 纂 (籌 海 圖編も 

者 は 最もよ き资 

木滯 在中の 見聞 

來朝 せる 時 蒐集 

に よ り、 有 司 を i 

寧 波 府生昌 (陳可 

. 王 直. 毛 海 峰に 會 

を統攝 せる もの 

を 許し 互市 を認 

一一 一四 1 


H 本  一 ^ぬ 

^s: 鉸所^ 

^の 解說 


丄 

ふ. 

る 


三 

こ 

十 


神 戶市史 

るれば 殺^ 

て 1： ガ浙江 

と 共 に、 文 を 

非常の 恩 を 

，大 內莪長 は 

洲を 送還せ 

時、 三 十四 年 

し 福 建 海&: 

より 京都へ 

首 W 授を遣 h\ 

日本一 鑑卷之 

,9、 福 ^より 九 

である o 


の 

年 


天 文 

三 年 


笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庫と 外 國關係  三 四 二 

の 功も擧 げんと 述べ た の で、 蔣 洲を 留め 陳可 願の み 翌年 歸國 した。 

巡 撫に轉 せる宗 憲は此 g を 以て 茇し て、 威 武 を振揚 して 防備 を 加 

王 直 等に 移して 曉 諭し. 舟 山 等の 賊 i を 剿 除せ し め、 其 誠心 を 兄た 

^"を お げし め、 互 市 通 貢の^ は 蔣洲の 歸還を 侍ち 日本の 事 

る 事 を 請うた。 蔣 洲は豐 後に 到 り、 山 口. 等 には^^ を 1K し 

を 送還す る ことと し. 又 大 友義 鎭は僧 德陽を 遣して 翌年 M 

) 胡^ 憲 は^-に 浙 直總督 であった が、 前 任の 楊宜は 總督た 

舜功を 日 木に 派遣 し、， 情を啃 探せし めた。 彼は賽 おより 

して 大小 琉球 を： g て豐 後に 农 到した C 弘治ニ 年 七月 彼が 

ク、 海賊の 明國邊 境 を 犯す の 狀を訴 へて ゐる。 大 友義 鎭は 

g ら レ办こ o へ 皇明實 錄嘉靖 三十 四 年 四月 辛 巳. 三 十五 年 四月 甲 午. ン 

..ュ  》 .7  V- 三十 六 年 八月 甲 辰、 日 本 一 逡， 將 軍 家 譜、 高 代 寺 日記 ) 

津 铙に收 むる 中に 大小 琉球 諸島 • 南海. 山陽 及び 近畿の 圖が 

る 航路 及び 西部 H 本の 航 路. 港 津. 陸 路. 宿 驛^: を 明細 に^し 

小琉 球よ hN 薩 摩に 及ぶ 部分 は 彼 自身の 見聞に 加 へ て^ 靖 

して 琉 球に 使せ る陳 侃の 使 琉球錄 或は 日木圖 篛 S 海 圖； 編 


加 ふ 

後議 

被 據 

しめ 

弘 治 

元 年 

を 北 

比： を 

舜功 

二 滄 

卽 ち 

- 一一つ ^sf\ 


,  、 / ョみ こ鬪窠 ま ^ 堉 四十 年、 圖 徧 は 四十 一 年に 成り 二 鑑には 其 他に 寧 

等 をき 照した る點も あ， 9  (きき士1郷^ゅ 歸. i§s^t 竹 年 撰 si】 ぃ參 照して ゐる。 一 鑑の 成 

れるは 其 內容に 依り 大體 嘉。 靖.. |  ^  T ま、 W として 日本に て 蒐集せ る 海道 圖の 類を參 照し 

四十 三年で ある ことが^る、.^ 「を 三 

たもので あらう。 其說 明は卷 之ー桴 海圖經 及び 卷之三 の 夷 海 右 道 • 夷 海上 道 に て 

盖 されて ゐ る。 

(I) 梅花 (福 建 省長樂 縣) よ P 雞 籠 (基 隆 嶼) を 經て釣 魚 .黃 麻. 赤 炊 (尖 閣 列 島) を 過 ぎ、 古 米 (久 

米 島). 馬齒 (慶 良 間 列 島). 琉球 (沖 繩 本 島) よ り 熟 壁 (葉 壁卽ち 伊平 屋島) .硫 黃 山 (烏 島) 等 を 見 

て、 七 島 を 過ぎ 屋久 島より 捧 津 (坊 津) に 到 り、 叉 種 島より 一 は 南風に より 棒津に 渡る。 

(ィ) 棒津 より 一 は 西南 風 を 待 ち、 良 寅の 針 を 用 ひて 直航す る こと 六十 一 更半 (^の^ 

一 畫夜を 十 更に 分けて 香 枝 を 焚く 赘 を^ば 度.^  3- て、^: ゆ を f 冲。 に) ： して 呵皮國 椿 泊に 到り、 

t じ 船 上 を 走って 風の 迅綏を 驗し更 の 距離の 多寡 を定 むと いふ。 乂  {  -  F  i  E  f  ？ き 

奴 島 (淡 路) .來 島 (和 泉) を 過ぎて 堺に著 し、 此 慮より 平底の 船 を 用 ひて 都に 入る。 (口) 捧 

津 より， 陸地に 沿 ひて 都に 達する に は、 京 泊 津薩 摩). 阿 久 根 (同). 天草 (肥 後) .江 坂 (肥 前). 河 島 

(同). 樺 島 (同). 瀨 戶 (同). 平 戶 (同). 博 多 (筑 前). 蘆 屋 (豊 前). 赤 坎 關 (赤 間 關、 長 門) .桂 坐 (長 門) 丄 關 路 (上 

ノ 關、 周 防) 宮 島 (安藝) 金 雁 (蒲 刈、 同) 仔 原 (備 後). 戶 摩 (精、 同) • 志 和 久 (鹽 館、 讃 岐). 牛 窓 (備 後). 裏 播 

磨) を 經て兵 庫に 到る。 兵 庫に て 平底の 船 を 用 ひ 西 宫. 杉 田. 山 崎 を 經て下 鳥 羽に 到 

ち 小舟に て 都に 入る。 (こ 叉坊津 より 所謂 右 海 (右 道) を 採る 場合 は、 山 河 (山 川、 薩 摩). 大 
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中世の 兵 庫と 外 國關係  三 四 四 

泊 (大 門と もい ふ、 大 隅). 千湊 (日 向 }.戶 浦 (同). 耳 之 隙 (美 々 津、 

同) 細 島 (同) • 赤 水( 一 曰 垢 水、 地 名 在， 璺 後, と 記せ ど 曰 向に 

0 す K 条江 (蒲 江、 豐 後). 柏 裊土 佐). 駒 妻 (同). 淸 水 (同) .湄 津 (同 }• 

龍 州 崎 (须 崎、 同). 浦戶 (同). 垂柬 津 (同) 丄 S (甲 S 、同 > 椿 泊 (阿波 > 

奴 島 (淡 路) よ り堺に 到り 前述の^  くして 都に 入る C 

以上 は桴 海圖經 により 大體を 記した ので あるが、 

卷之 三の 夷 海上 道 及び 右 道 の 記載 中 內國の 航路 港 

津は その ハ) ケ 詳記 した ものである。 

夷 海 右 道に よると 浙江韮 山よ，？ 硫黄 島に 向け 開 

洋 する に、 好 風 を 得れば 一 晝夜 にて 島 を 望見 し、 两 風 

なれば 屋久島 を 經て種 島に 到り 又は 直ちに 種 島に 

行 き、 两 南風 なれば 棒津に 渡る と ある。 (E) 棒 津 より 

大 隅 .日 向矗 oj 後 •  土 佐 等の 海岸に 沿 ふ 航路 は 前 述 (ィ) の 

如くで ある が、 其 他に 日本人の 談 として 豊 後の 蒲 江 

よ り 豊 前 A 門を經 山城に 到る は 凡 十 曰 程に て、 途 上 


關津 あって 泊す ベ く、 土 佐より 山城に 入る は 十二 日 

程 に て、 關 津 無ければ 多く 野 泊と いひ、 叉 土 佐 國淸水 

より 陸路 中 村に 行き 阿波 國椿 泊に 到 り、 半 日程の 隹 

懦 烏 刺 (勝 浦) よ り、 二 曰 程の 洲 戶 (自 慕 太 卽ち洲 本) に 渡 

り、 叉 は 勝 浦より 半日 程の 讃岐の 湊を經 て洲！ a. に 行 

き、 洲 m, より 半日 程の 兵 庫に 渡る か、 凡 そ 一日 程の 堺 

に航 する かして 都に 入る こと 等 を 記して ゐる。 又 

夷 海上 道に よると 硫黄 島より 西南 風に より 乞 島 (觀 

島) に 到 hN  、南 風に て 五島に 渡 り、 五 島より 平 B, を經て 

博 多に 行き 赤 間關を 過ぎ 都に 向 ふ。 (二) 他 は 硫黄 島 

より 捧津に 渡って 前述の (口)  s 航路に 從ふ。 兵 庫 港 

の条に 

ス タカ 

一 曰、 曰 護、 五 畿攝津 地 方、 可 #,ー 港 內. 衫 田 川,^.^ 佳 中 

ナカ ヅカ  リタ ナヘ $ 

港 長 川^ 佳 鼓 佳 有レ橋 阻レ 舟、 下 港 幡部川 F~  J< 奈 タ 則 於， 一兵 庫 

歪  佳 歪 

港； 用， 1 平 底 舟； 次 五十里 至，, 西 宫ハ 

關 係と 兵 庫  三 四 五 


= 本 圆» の 

E 本に 通ず 

る 二 針 i» 


祌 戶市& 笫ニ輯 別錄ー 中世の 兵 庳と外 國關係 

と ある。 衫田川 は 地 圖には 移 田 川と 記 し、 生 田 川 で、 此 龜は兵 庫 

なった。 長 川 は中津 川、 幡 郃川 は渡邊 川で 

杉 田 (吹 田). 山 崎 を 經て下 鳥 羽丄 鳥 羽より 都 

伊 筑 (市 來， 薩 摩). 阿 久 根 (同) よ b 肥 後の 八 代 を 

ベ 蘆 厘) を 過ぎ 赤坎 問に 渡 タ、 長 門の 府 阈 (お 

田， 備 後 の 三 原. 尾 道、 備 中の 笠 岡、 播 磨 の 三 木 

通 ，5 上 鳥 羽より 檔 寺 (東 寺) に 到る 道筋 を 記 

日本 圖纂の 使 倭 針 經圖說 に は 太 倉使往 

して ゐる o 

前者 は 太お (江，； 蘇， 省； 太： 倉： 縣) よ V 開 船 し、^ 

(安徽 省^ 山 縣) 等 を 經て九 出に 出 で、 此 -ぽ よ 

到る と あ り、 叉 烏 沙 門 (浙 江 省定海 縣) よ り 七 

を 用 ふと ある。 福 建 使 往日 本使路 は大體 

紀 略に 記， し て、 賈 使 (遣 明 船) は 必す博 多より. 

に 向 ふ， は. 抽 分， 司. 官 1 在 る 一が-. 爲 めで あると い 


ある。 兵 庫 港に て 平 

に 入る。 叉 夷 島 陸路 

經て宰 府. 博 多 に 到 り.、 

府). 朝 佐 (厚狭). 周 防 の 山 

を 綏 て 明 石より 兵 庫 

して ゐ る。 

日本 針路と 福 建使往 

淞 江に 出で 齊(山< 江 蘇 

り 卯 針 を 用 ひ 二 十ヒ 

日に して 日 木に 到ち- 

日本一 鑑 の (I) に 同 じ 

五島 を 經て中 國に入 

つて ゐる。 是 は事實 


一一 一四 六 

港と 共に 停泊地 レー 

底の 舟に 乘 b  、两宮 • 

を 記して 捧津 よ.^ 

豊 前の 國 羅 (小 倉) • 足 

口、 安 藝のサ 日 吉 

に 人 り、 西 宫* 山 崎 を 

日本 針路の 二 を 記 


省寶山 

M に て 

陳錢山 

である 

は 天文 


縣) よ b ポ 

日本 港口に 

よ b は艮ぎ 

リ 又 其 日本 

S に は 長 門 

八 年 • 十 六 年 


日本一 艦 隞岛新 編 卷 之 一 夷 都城關 圖 


® に ⑤ 


の 遣 明 船 を 見聞して 記して ゐ 

るので ある。 その 五島の 條に、 

五山 海に 錯懸 して 其 中に 泊す 

ベ き &ぁ， リと し、 日 本の 两 端で 

西 行 五六 日に て 陳錢壁 下に 到 

る と あ る。 (I) 是 前述の 太 倉 針 

使 往日 木 針路に 類す る もので 

ある。 次に 倭寇の 入路 として、 

(<1宽 北 風の 際薩 摩 • 五 島よ b 大 

小琉 球に 到 b  、風 の變遷 により 

廣東 或は 福 建 を 犯し、 (B) 正 朿 風 

なれば 五島よ リ開洋 し て、 風 の 

變遷 にて 南 は烏沙 門. 韮 山 を 過 

ぎて 溫 州. 定 海 • 台 州 等、 北 は 淮揚 

登 莱を犯 し 五島 開洋 して 

三 四 七 


倭寇 の  一二 入 

路 
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し 

HI 支 問の TO: る 

航％ 

ま 

I 

ん 

又 


神 戶市史 笫ニ辑 別錄ー 

南風 猛 なれば 遼 陽 • 天 津を 犯す 

て 便宜の 場所に 到る こと を 

ものが ある やうで ある * 力、 日 

て，^ ち (A) は T) に， (B) は (I に 類 

れた 主なる 日 友交 通路で あ 

る。 (K) は 平安朝 以前に 多く 

利 幕府の 遣 明 船 は殆ん ど^ 

あ り、 復 路も 同様であった。 

ば嘉靖 二十 三年に 入貢して 

れる もの で、 種 ケ島 家譜に n ル 

ば 明かで ある。 之に 類す る 

となつ て 多く 川 ひられた で 

も、 恐 らく 五島！ g 山 を 以てし 

は ( -1 ) に 近き もの によ，？ 五島 

堺 を出發 せる 船 は、 十七 年末 


中世の 兵 庫と 外 國關係  三 四 八 

とい ふ。 若酋も 倭寇の 入る ゃ往々 間道 を 取り 突と 

寇の 場所 も 端倪す ベ から ざ 

る 道 は 一 定 して ゐ るので あ 

の 四 種の 航路が 略 ぼ 當時行 

體此內 に 類別す る ことが 出 

後 一 般に 使用され たもので、 

到り 定 海 • 寧 波に 入った もの 

流された 事 は ある。 (5 は 例 

て 却下され た僧壽 光の 船の 

合 船 解纜の 記事 等を參 照す 

の 間に 日.^ の 私 舶往來 が 盛 

路を 使用 さる ヽ やうに なつ 

で、 薩 から は 內國 航路の (口) 

らうと 思 ふ。 文明 十五 年 慕 

使 |E を 派 し、 南 海路に よるべ 


指摘して ゐる如 く、 其 來 

木より 開洋 して 航 進す 

する ものである。 以上 

つ て、 又 古来の 航路 も大 

川 ひられた も の、 (夏) は 其 

により 舟 山 列島 附近に 

但し 風向に より 北方に 

表 文な く 貢 期に 違 ふと 

ゆる 天夂 十二 年 四月 二 

往復 路は 中世 來薩 摩と 

あらう。 遣 明 船に 南海 

たらう と考へ られ るの 

との 問 を往來 したで あ 

に 五島 奈 S 沛 に，^? し て 


き や 否や を 幕府に 諮つ てゐ 

と 記して ゐる が、 航 路 として 

泳 貿易の 盛衰と 關係 する も 

輻輳して 南 皮 南海の 物貨を 

代 に、 日 木 商人の 南支 南洋 へ 

承け るの みなら す、 琉 球 人の 

商 上無關 係で ない ので ある 

船 あ リ、 叉 南 島に 標識 を 立て 

路が行 はれた 如くい ふ說も 

難破船に 對 する 航海 標識と 

就國行 程 S 見， 1 島 名； 令, 漂 着 之 

より 日本に 向 ひ、 暴 風雨に 遭 

の 海路が 通常 彼我の 往復に 

以上 類型的に 區 別して 述 

リ、 又 (5 を 撰べ る ものが 風向 


る。 (I) は 明 末の 害に 此航 

發展 した の は 室町の 末期 

の で 、西 紀 十六 世紀 中頃 ま 

交易し 得た ので あつ て、 琉 

の 發展が 漸く 始まる ので 

通商の 衰退と 日本 商人の 

。 奈良朝 時代 に 支那より 

島 名 方位 を 記した 事 も あ 

ある。 然し 前者 は 暴風雨 

もい ふべ く 「每 牌 顯 著， 一島 名 

船 知-所， ー歸向 一」 と 明記され て 

遇する 時 は屢， -南 方に 流さ 

用ゐ られ たと する に は 未 

ベた まで、 あつ て， 實 際 の 

其 他に より (F) の 航路に 偏 


路は明 代に 入り-使用され た 

からで あらう。 是は 一は 流 

では 九州の 貿易 船 は 那覇に 

球の 海外 通商が 衰退す る 時 

ある。 是は 時代の 上から 相 

南 支 • 南 洋發展 の 開始と は 通 

歸國の 途沖繩 に 漂 著した る 

つ て、 當 時 南 島を經 由す る航 

のた めの 漂 到で あ り、 後 者 は 

竝 泊 處、 有 永 處、 及 永 角 及 去 

ゐる。 束 北 恒信風 期に 支那 

るヽの で、 之 を 以て 直ちに 右 

だ 疑問が ある。 

場合に は 其 到 著 地に 差違 あ 

する 等の 事 ある はい ふまで 
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三 五 〇 


w^^"  士の 

東上 路 


も 

る- 

タ 

ひ- 

あ 


な い。 

H 本 圖纂に 又 海道 

U 是 等內國 航路に 

き は 古くより 開け 

を 撰んだ であらう 

の來 朝の 際 赤問關 

つ し.： ん .： 


木 

て 


力， レ. 其 他 種々 

路は堺 に て、 平 底 の 

中 國路も 兵 庫を經 

永祿ニ 年 七月 末、 都 

人の イルマ ン. ロレ 

日本史に 府內發 を 

軻に 到る 便船で あ 

神社に 祈願 し， 其 布 

之 を 許 し、 逆 風の た 


圖 を參 

就いて 

たもの 

0  (口) は 

以柬の 

の 航路 

舟に 乘 

て堺を 

の布敎 

ンソは 

一 五 五 

つ た。 

施の 募 

め 五日 


り ■) 

«M し 

見 る 

で あ 

い ふ 

通路 

の存 

到 著 

を 志 

豐後 

プ 年 

守 江 

集に 

間 を 


己 ン 

一 一日 1> . 

(ィ) ( 

う し. 


耍 


で 

入 

府 

し 


も 

內 

て 


たと 

こ 一 

文 遣 

な く 

是 と 

と も 

化 く 

る 場 

0 會 

を 出 

帆 を 

か つ 

宮島 


m.^ は る 

所謂 南 

明 船の 

瀨戶內 

異 な ら 

a 赏ィ 

記せる 

合 が 多 

の バ テ 

で ヽ沖 

ち永祿 

待 つ 問 

に ..、， テ 


^5 名 


海路に 

往來も 

の 要路 

ぬ。 內 

あ る。 

も、 室 町 

^ フこ 

力つ- 

レ ン*ガ 

の濱ょ 

二 年 八 

に 天候 

レンの 


屮 


忠 


力 國另 

て る ベ 

實は多 

應永ニ 

ま. pb 運 

中國路 

期以來 


著 し、 伊 豫 の 


パ ぐゲ 

四日と 

くな り 

问船を 拒 

堀江に 行 


に 羅列して あ 

き も ので， (ハ) の 

く 之に 近き も 

十七 年の 宋希 

も 四通八達で 

は 兵 庫に て， 南 

堺の發 達 著し 

ィ レ ラ 及び：：： 

た。 (フロイス 

す) 此 船 は備後 

同船の 旅客^! 

絶した が、 辛 じ 

き 十日 問 滞 泊 


した o 

靱に向 

ン等は 


是 

ひ、 

之 

メ 


レ 

も、 


スリタ ル 

朽綱を 

た。 ダ 

頭の 出 

に 向った。 

等 同船 を 拒 

と 堺 

長が 、裸 

た 事 も 

を 振つ 


は 他の 

此船は 

巨" E 

るお. es- 

き ヒ 

一 13：  A 

ダ 

な 


の 

參 


例に よる と 船頭が 此地 の も 

軻止リ であるた め 室よ リ來 

さ れ、 他 の 便船に て出發 し、 兵 

十月、 パ 1 ド レ • ルイス • フ D ィ 

共に 平！ 1； を發 して ロノ 津に 

に 著 し， そ れょリ 沖の 濱ょ b 

の 書翰に も豊 後よ リ堺に 行 

ため 此 港に 著け リと 記して 

鹽飽 止リと 見え て、 輕 舸 にて 

シ. は 小豆 島 坂 手 かと 思 はれ 

日間 を 待ち 漸く 便船 を 得て 

靳 とか 鹽飽 島が 中繼 地と な 

鹽飽船 往来 の 事 を 先例の 如 

も、 鹽飽 本島 村役場 蔵 天 .ft 

る 年 三月 4= 六日 朱印^」 

內海 航路の 輻輳 地 は堺 であ 


のであった のか も 知れぬ。 それよ り- 

れ  る  便船に  乘客  は乘換  へたが： パテ  レ 

庫に て 約 半日 程 停泊した る 後 堺に赴 

スは ロノ 津ょリ 来れる ィル マ ン* ルイ 

赴 き、 島 原よ 肥 後 高瀨に 上陸 し、 陸 路 

の 出船 を 待つ こと 一 ケ 月、 堀 江に 到つ 

くに は 伊豫に 寄る は 廷 囘 なれ ど も、 船 

ゐる。 ^江より 六日 を 要して 鹽雔に 

十四 レグヮ を距 てる サ クシ Xacuxi 

るが、 堺行 大型の 便船 多 けれど も、 商 人 

堺に到 著した。 かくの 如く 豊後 方面 

つて ゐ たらし く、 天 正 五 年 三月 織 田 信 

く 異議 あるべ からざる 朱印 狀を與 へ 

して 當時 は猶堺 商人が 壓倒 的の 勢^ 

つた 事は爭 はれぬ C 
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第三 節 外國關 係と 兵 庫 


鲩入 ほの^ 

方轉販 


京堺铕 B 商 

人の^ 荷 棘 

^の 例 


中世 

にて 盛 

^方に 

た C そ 

え：： 地の 

安藝 

屮國海 

人から 

堵料は 


末期 明 

んに行 

は續ぃ 

れには 

商人 も 

國^ 島 

海上の 

又 唐 荷 


の 文 寄 は 孰れ 

葡萄牙 商船 も 

唐 荷と は W よ 

商品が 多 かつ 


屮 


との 貿易 を始 め、 琉 球. 朝 鮮 との 通 商、 葡 

はれた。 是 等の 轍 入 貨物の 主要なる 

て 販路 を控 へて ゐ たの で、 主 として 

博 多ゃ薩 等の 商人 も當 つた が、 特 

之に 加った。 

棚 守 文 害 及び 大願 寺 文書 に、 之 に 關 

行した 海賊の 領袖 備後國 因島の 村 

保險 料と もい ふべ き駄別 安堵 料な 

駄別役 錢、 日 向 .薩 1： 唐 荷役と も 記 さ 

も 天文 末期の もの で、 當 時薩 の 諸 

多く 來航 した こと は^に 述べ た。 

りの 楡入貨 を 意味す る が、 葡 船ゃ琉 

たの だから 其內 に， H ら^まれ たで 


萄牙船 

消費 地 

國 海路 

京 都 *堺 


の 來航取 nr '力 

は 近畿 地み で 

により..^ 方に 

の 商人 往來 


る數通 

隆重は 

もの を 

れ、 叉 單 に 

港 は 明の 

琉球 船の 


興 味 

收し 


ある 文 

を 始め 

てゐた 

とも あ 

盛んに 

ふまで 


九州 

あ り. 

搬出 

取 亏 

fer  --ぃ 

-I 力 

諸國 

リ 太 

培 

る C 

fcj  £ 

も な 


各地 

又 其 

さ れ 

し、 又 

あ る。 

の 商 

K す 

之 等 

し、 又 


や. 力 

ザ はい 

球 船の 齎らす もの もお 赏上 支那 

あらう。 唐 荷駄 別役錢 なる もの 


は、 五月 二十 一 日付の 大內 氏の 堺津組 屋五郞 右衞門 宛の 奉書に 據る と、 村 上 善 鶴 丸 

の 愁訴に 依って 大內 氏が これ を 許した ものである。 之 は 義隆の 頃の ものと 考へ 

られ る。 卯月 サ 日付 陶晴 賢の 書狀 に、 京 .堺 の 商人より 駄別 料と 稱し 村上隆 重が 嚴 

島に 於て 徵收 する の は 先 代 (義 隆を 指す ので あら う) よ り 申 付ら れ たこと であるが、 

當 代 (義 長 を 指す ので あらう) に は 之 を 停止 するとい つ てゐ る。 但し 此書狀 に堺濱 

から 薩 摩へ 往返す る 商人が 前々 駄別料 を 納め 來 たこと を 記して お り、 他 の 大內氏 

の 奉書に も、 堺 津に 於て 日 向 .薩 摩の 唐 荷役 を舊 例の 如く 申 付ける やうに 村 上 氏に 

下知した こと をい つて ゐ るの を參照 すれ ば、 堺 で駄別 役錢を 納める 事 は 商人 達 も 

認めた ので ある。 かく 嚴 島に 於け る 駄別料 徵收を 免除した 報酬と し て、 禮 錢を晴 

賢に 致す ことにな つたの で、 そ れに 就いては 九月 十二 日付の 宣堯 より 大願 寺 上人 

宛の 書狀 及び 八月 二十 六日 付 大願 寺の 圓 海の 書状に 見える。 圓 海の 書狀 による 

と駄別 安堵 料 (此 の 場合 は 宣 堯 の書狀 の 「京 幷堺津 商人 衆 被，, 申 請, 駄 別 御^ 除 候付而 

御 禮錢萬 匹 云々」 と ある 蹬錢を 指 す) は 嚴 島の 町諸國 上下 諸 商人 衆の 內談 して 申し 

調へ た 事で あるが 故 に、 駄 別 免除の 事 は 京 .堺 商人の 申請に よる 事で あ り、 大 內氏か 

ら歸洛 する 松 鶴 軒に 託する ため 京. 裸 商人が 駄別 安堵 料の 內 一 萬 匹 を 京都に て 調 
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协多商 入の 

輸入 貨轉販 

の讽 


進す る 

るので 

であら 

といつ 

るを以 

被害 あ 

飽 舟の 

'や 力 

て 两 よ 

大型の 

S の 
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通 を 認め 法 泉 寺に 交付せ よと い つ て も 圓海は 認め難いと 答へ てゐ 

卽 ち 京. 堺 商人 は諸國 上下 商人に 代って 嚴 島に 

なる の で， 九 お 十四 H には嚴 島に 法會ぁ b-, 京. 堺 

. 右の 趣意 を 申 聞か し、 諸 國の 商人に も調談 する 

I 之より 先 八 十八 日 江 良房榮 より 堺 商人 衆 

ベ からざる 由 を 申 付けて ゐる が、 其 頃 海賊船 多 

篇 め 京. 堺 商人 衆が 迷惑 を 致す との 風聞が ある 

あって 京. 堺 商人 衆が 迷惑 するとい ふ が、 此 兩 者 

到る 便船であった からで あらう C 永祿 四年フ 

る 船 を 降. り、 堺 行きの 便船に 乘 つて ゐる が、 同 時 

多くて 豐 後より 来れる 商人が 乘換 へ た 事 を 記 

多かった であらう。 

家 島 井 氏 は 永 祿. 元 攀天 正の 頃 朝鮮と 通商せ る 

と収 引し、 或は 持 船 永 壽丸を 朝鮮へ 渡航せ しめ 

賣 して ゐる C 天 正 七 年 六月 宗室 自ら 對馬 府中 


よ う 

あ る 

こ few. 

う か 

て ゐ 

て然 

被害 

ザ 津に 

,5 來れ 

便船が 

商人が 


於 

と 

一 ； 

し 


博 多の 貿易 

岐風 本の 商人 

堺* 郡 山 等へ 販 


て 


ての 駄別料 免除 を 

人 も 早 や 著 島す る 

うに 斡旋せ しむる 

右 安堵 料 を 延引す 

て 享鹽飽 舟が 度 々 

記して ゐる C 室^ 

關 係 は 思 ふ に 室， 鹽 

イス 一 行 も 鹽飽に 

此處 には堺 行きの 

てゐ る。 其 商人 は 

馬の 問 星 博 多 屋、 壹 

貿易 し， 商貨を 大阪 • 

渡 航 し、 南 蠻 商品 多 


耶蘇 龠士通 

！裏 に 見 ゆる 

販の例 


表 

せ 


手 

品 


.1-11/  lc  Z 

舅 まォ 

へ 積 出 

し翌六 

Rr ブ I 

月サ五 

形 を 取 

葡萄牙 

ゃ英國 

出向い 

二 五 九 

の 商 者 

とした 

かくの 

を 最も 

參 加せ 

第 


以 

き 

博 

近 

、、ts 

し 


多 

- ) 

力 

て 


ん 


る >v 

五 章 


と は 


4Bf 知 \ィ 

も ある 

し 取 弓 

此 間に 

に歸着 

したと 

貨も同 

東 國 」 

_此 時代 

十九 日 

來リ、 三 

イスの 

天 正の 

弓 し 便 

前に 述 


きを 止めて 之 を 買 入れ 

0 同年 九月 サ 

先の 郡 山 和 泉 

永 壽 丸 を 兵車 

した。 太郞左 


五日 宗 

屋慶助 

ょリ禪 

衞 門と 


いふ。 S 氏) 

樣 にして 東方 

も 商品 販賣の 

に はか、 る 事 

天 正 十九 年 t  & 

七月 一日 養 ^ 

萬、 デ ュ カット 

書翰に 見える 

後期に 大阪 が 

船 運漕 船の 集 

ベた 所で あつ 


こ P 

お 虑 沂 

i 1 了 ま 

の 長 崎 

以上 を 

發展す 

まる 所 

て、 兵 庫 


れ 


商人 


中世 末期の 外國關 係と 兵 庫 


歸 り、 就 中 钍鉍品 不足 

多 を 出で 、 十月 五日 

赴 き、 更 に 堺のァ カネ 

航 せしめ、 積 荷の 取引 

引の 仕切 銀 五十 一 貫 

てゐ たもので ある C 

き、 叉 商品 を 齎らして 

かった。 是 は 稍， 後 の 

著した る 時、 京 都， 堺 の 

て 葡 船の 輸入せ る 金 

前 は、 京. 堺. 博 多 商人が 

津 であった が、 諸 國 の 

も 亦 之に 加 は つ た 事 

三 五 五 


商 

ク 

で 


て大阪 

兵 庫に 

太郞左 

終 へ 十 

十目 ま 

に 和 蘭 

等 自身 

である 

人 や 諸 

交易せ 

國 輸入 

人 も 之 

あらう 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ー 

^^港" 輸 し、 且 兵車 港が 中 國路の 耍津た 

入貨の 取引 

であった 事 は 察せら れる。 室 

中 問 衆の 木綿 三十 五疋買 取. 

疋に付 六 匁 七 分の 賣賈 にて. 

つに 定申候 間、 其 心 得 可， 有， 之 

一、 御 局 方む した 衆の 切 米 十 

かひ 壹 石に 付 六 匁 三分の よ 

十二月 二日 

岡 村 忠右衞 門 殿 

と ある。 是 恐らく 京都よりの 

であらう。 兵 庫で 米穀 .木 綿の 

ある。 木綿 は古來 我が 國に產 

つたが 永續せ す、 室 町 時代に は 

の 栽培 大に 進み 、日本よ リ 輸出 

轍され た。 木綿 は 叉 支那より 


中 » の 兵 庫と 外 國關係 


るに 變 

町 殿 日 

御 役 舟 

是も小 

候 

二 石う 

し す し 


りはなかった 

記 天文 九 年 十 

にて 彥三郞 に 

妻に おとらぬ 

り はら ひ 可 レ申 

こや 新 右衞門 


註文で 

取 弓 力 

せ K 平 

重要な 

せる 貨 

渡來 し- 


で- 

* ナ 

し 


木綿 三十 五疋 

行 は れ、 其 相 場 

安 朝 初期に 異 

る 輸入品で あ 

物の 代償と し 


,此 地 

の條 

申 候、 

ん に 

被-仰 

.其 心 


三 五 六 

が 異國貨 の 一 取引 地 


庫 に 

漂 著 


中世 末に も 有利 


兵 

正 布， 綿. 

なる 輸 


小 妻 もめ 

て 御座 候、 

越 【此 ご ろ 

得 可 1 有乏 

林 甚 

て 買 取 

る 事 を 注 

して 植培 

鲜 では 李 

-紬 と 共 に 

入貨 たり 


ん は、 今 銀 一 

壹匁 三分 づ 

兵 車のう， 

候 以上 

五 郞 

上せた もの 

意 すべ きで 

した^が あ 

朝 時代 棉花 

多く 綿布が 

し 事 は 日本 


一 鑑. 日本 圖纂 にも 記して ゐる。 國內 木綿の 產出は 永 正 年間 三 河 木綿の 名の 見 ゆ 

るを始 め、 其 後丙國 及び 武藏 等に 產せ しと 傅へ るが、 天 文. 永 祿 頃 に は、 近 江の 保內商 

人が 他處 商人の 木綿 を 持ち 伊勢 道 を 通る を押留 した 事が あ り、 永祿三 年 十月 三 河 

商人の 木綿 荷 を 押 置 せんとした 事 等 も あつ て、 三 河 木綿 の 相當に 販路 も擴 張され 

た 事 も 知る。 石山 本願 寺の 證如 上人の 日記に よると、 天文 二十 年 十二月 狩 野 法眼 

に 贈った 檢の筆 功 料と して、 段 子サ端 lis 唐 木綿 册端歡 拾 唐紙 C 帖爺^ 砂糖 サ 

桶 等 多く 外來 品が 見える が、 新 介丄ー 郞三郞 なる も の に、 各 千 疋の外 綿 十 把. 日 本木 綿 

五 端を與 へて ゐ る。 日本 木綿 は 唐 木綿に 對し、 三 河 木綿 等 を 指した ので あらう が、 

右の 日記の 前後 を 通覧しても 明かなる 如く 唐 木綿が 廣く 使用 さ れ、 國 產の もの は 

實際は 之に 比すれば 極めて 少 かった ので ある C 小 妻 木綿と ある は 毛 吹 草に 攝津 

產の古 妻 木綿と 記す もの 是 で、 兵 庫に 於て は國產 木綿 や 唐 木綿が 種々 取引され た 

であらう。 當時 兵車の 人に して 明に 往来した と傳 へられる ものが ある。 天文 十 

九 年 入 明して 世 宗の寵 遇を受 け、 彼 地に 十三 年間 も 留まった とい ふ 小 西 次忠是 で、 

果して 然 らば 之 は 九州の 船に よって 渡航した もので あらう。 (雜 鍵銶 1 蓋) 

室町 時代の 中頃より、 一 方に は 南 海路 を 控えて 中國 海路に 於ても 丙 海. 南 海. 山 陽 
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神 戶市史 第二 辑 別錄 一 中世の 兵 庫と 外國關 系 


三 五八 


の 船舶の 輻輳 港と し て、 又 商取引の 中 

十 一 年 大阪を 全 國！； 略の 中心 都市と 

迄 も 市 鄘を擴 張せ ん. と し、 平 野鄕 ゃ堺 

に 及んで 漸く 全盛の 時代 を 過ぎた 觀 

返せし める I にな り、 慶 元の 兩 殳 に 兵 

海陸 四通八達の 耍津 として 商工業の 

商人 は猶 前代の 餘罄を 承け て 殷富な 

年の 兵燹の 筏に も 遠く 御朱印船 貿易 

の 商館 員の 出張 取引に も大阪 と共に 

然 しながら 元 和偃武 後、 大 阪 が我國 

り， 中 國 海路の 集まる 所 は 最早 堺 にあ 

なければ ならぬ。 稍， 早き 此 期の 外 

ド. コックス は、 元 和 二 年の 江戶 參府に 

て、 下 關丄 關. 高 崎. 牛 窓 を 經て大 阪に著 

都よ，^ 伏 見に 出で 大阪 に滯在 二週間- 


地と して 

て 大阪坂 

住民 も大 

ある。 大 

の 災厄 甚 

國的 中心 

商家 も 多 

舉に 加つ 

は 其 ーャ 

濟の 中心 

すして 大 

來の 一例 

同年 六月 

歸途は 同 


一に、 I&L 

H  ノ 蹿 

の 經 

阪 の 

し き 

の 位 

ぐ 1 慶 

て ゐ 

心 で 

地 と 

^ こ 

を 見 

二 十 

年 九 


を壓 した 堺津 

營に著 手 し、 天 

移 して 新 都市 

發展 は 次第に 

ものが あった 

置 を 形成して 

長 元年の 近畿 

るので ある C 

あった C 

して 漸く 互步 

極まる は 自然 

るなら ば、 英 商 


も、 秀 吉が天 正 

王 寺. 住 吉.堺 に 

の 繁榮を 計る 

堺の繁 榮を衰 

にも 拘 はらす、 

米た C 然し 堺 

大 震 災、 元 和 元 

和 蘭 人 .英 國 人 

を 進む る に當 

の 歸趨と い は 

館員 リ チ ャ I 


其 間に 堺に 出向 


四日 ト u ね 時セ平 P を發し 

«T 十六 日.^  江 戶發、 京 

いてお ち、 大 阪 より 乘^ して 


十 一 

十 三 

曰 

戶發 

十 一 

兵 庫の 復興 た め 

兵 車 

米 を 

て、 其 

替 ふ 

た る 

の 多 

鮮信 

し て 

0 た 


月 五日 平 戶に歸 著 

平 戶 發、 下 關. 軻. 室 等 

_ 京都より 大阪 に (出 

月 十五 日 大阪發 逆 

五日 間滯留 の後此 

港 は 大阪の 外港た 

輸送し、 諸國 の物產 

等の 船舶が 多く 兵 

る ものが あった。 

も、 賣 買 米 或は 其 他 

く、 又 菱 垣. 樽 垣 廻船 

使 や 蘭人の 江戶參 

陸路 神 崎に 到 り、 そ 

て 送る 等 種々 の 場 

o 中世 两 海. 南 海. 山 


れ 

合 力 

陽 よ 


てゐる し、 又 元 和 四 年の 參府に は 同年 

經て 大阪に 上陸 し、 歸 途は 同年 十月 十 

、滯在 約 二週間 其 間堺に 出向きし 事 

ため 傳 法に 一 日帶 泊して 十七 日 兵 

發 して 十二月 三日に 平 戶に歸 著し 

置 を 占む るに 到 り、 大 阪に諸 藩の 藏 

處に 集散 し、 西 國の 物貨は 孰れ も內 

寄港し、 又大阪 港の 水深 淺 きため 兵 

北國 より 下 關迂囘 の 船舶 来り、 城 米 

物產を 積載せ る もの は 兵 庫の 問屋に 

により 江戶 との 通運に も 重要な 位置 

に は、 兵 庫に て 小舟に 乘換へ 大阪に 向 

より 再び 乘 船して 大阪に 到 り、 叉 室 に 

があった が、 元 文 五 年 以後 は 多く 兵 庫 

上る 年貢米 其 他の 物資 を 運漕す 


七月， 十四日 I れ トコ 

二日 uiM 時 十 江 
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前囘の 

庫 著、 同 

てゐる 

屋敷が 

海を經 

車に 於 

は大阪 

依託し 

を 占め 

ひ、 或は 

上陸し 

に 上陸 

る 

三 五 九 


如くで あり、 

じく 逆風の 

U かくして 

置かれて 領 

て 運漕 さ れ 

て 小舟に 積 

に て賣 捌き 

て賣 柳く も 

た。 近世 朝 

兵 庫に 上陸 

て 荷物の み 

する 事に な 

が、 淀 川 を 溯 
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S 醜雜 I 力 航 する こと もあった が、 又 兵車 を 到著點 として、 或は 問屋に 委託して 錢に換 へて 京 

都 .奈 良 等に 上納し、 或は 運送 物 を 兵 庫に て 平底の 舟に 稅換 へた。 两國 に往來 する 

人 は 多く は此處 にて 乘 船し. 上陸し、 外 國船は 必す兵 庫 を發著 港と した C 故に 兵車 

では 運漕. 倉庫. 販賣業 を 兼ねた 問 星が 非常に 發 達した C 以上が 中世 兵 庫 港の 繁榮 

を 来し、 又 其 盛時の 景、 况 でもあった C 古代の 武庫 泊 は 大和. 河內の 政治 中心地. を控 

ハた難 波津の 外港と いふべき であった C 中世の 兵 庫 は 京都 を 核心と する 近畿の 

P 口の 位置 を 占めた。 足利時代 中頃から 堺津の 異常なる 發展 のた め 兵 庫 港の 蒙 

つた 打 擊は斟 くなかった が、 近世 大阪の 政治的、 次で 經濟 的の 全國 的中 心と なると 

共に、 或る^ 味に 於て は舊 時の 位置 を復 して 新時代の 交通 .經 濟 の 分野に 新生面 を 

進めた ものと いひ 得る C 


別 鎖 二 

第一章 祌戶 の氣象 

,  第一 節神戶 平年 氣象 

祌戶 測候所 明治 \ 年 十 3 始めて 觀 測に 著 手せ る 神 戶の氣 象記錄 は、 本邦 氣象觀 測 上 第 三 位 

の 沿革 

を 占む るの 歷史を 有する ものにして、 祌戶港 長 マ ル シャル により 倉め られ たる も 

のな b. し が、 爾 後 變革ぁ り、 明 治 二十 九 年 十二月に は 宇治野 山に 新築せ る 祌戶測 候 

所に 於て 觀測を 開始せ しが、 同 三十 一 年 七月 港 務局廢 止せられ て 久しく 繼續 せる 

同局の 氣象觀 測 は 停止と なり、 其 観測 は神戶 測候所に 於て 之を繼 承し 以て 今に 至 

つた。 左に 先づ 明治 三十 年 乃至 昭和 七 年の 三十 六 年間の 祌戶 平均 氣象 を揭ぐ C 

本 表 は觀察 ^積の 累積 を 同 測候所に 於て 算出せ る ものにし て、 各氣象 要素の 標準 

平年 値に 近き ものた る を 失 はざる ものである。 尙此神 戶の氣 象 は 殆ど 同 測候所 

の 調査に か 、 る 資料に よる ものである。 
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神 戶市史 第二 輯 

備 考 

一、 表 中 全 年 檷の數 字 

量に ありて は其總 

二、 攝 氏の 度 を 華氏に 

三十 二度 を 加 ふ ベ 

三、 氣溫 最高 平均 及最 

四、 降 水量と は 雨の 外 

して 計りし ものな 

五、 降 水 曰 數とは 前記 

六、 雲 量と は 雲の 種類 

七、 雲. 電 雷. 濃 霧 及 霜 日 

八、 快晴 日數と は 一 日 


別錄ニ 第一章 神 戸の 氣象 


i 、氣 0sj 

計 を、 备耍 

換算す る 

じ C 


低 平 

雪. 霰 

PC 

降水 

農 淡 

數は 


均と 

其 他 

量 の 

量 叉 

量 平 


度 ま 

素の 

- J ま 


ま 


水 


每 

な 


ま 


均 


量. 風 速度の 平均 

極 又は 最大に あ 

攝 氏の 度 を 二 倍 

日の 最高 及 最低 

變^ せる もの ゝ 

間に 〇 二 耗 以上 

く 、空 を蔽ふ 面積 

に關 係な く 起リ 

以 下、 曇 天日 數と 


一一 一 六 B 

にあり て は 年 平均値 を、 降 水 

リては 年中の 極數を 示す。 

し、 そ の 一 割を滅 せし ものに 

温度の 平均な，？ e 

降下 せし を 融解せ しめ 水と 

あ， hN し 日な， 

の 十分 率 をい ふ C 

し 日の 數 なり。 

は 一 日間 量 八 以上の 日數な 


九、 不 照 日 數とは 一 日間 全く 日照の なかり し日數 なク。 

十、 暴 風 日 數とは 一 日間の 內に 風速 度 一 秒 間 十 米 以上の 風の 吹きし 事 ある 日數 


なり o 

十 一、 地震 囘數は 測候所に 於て 人體 に感覺 ありし 囘數な リ。 

第二 節氣 候の 推移. 

大正 八 年 大正 八 年 以降 昭和 八 年に 至る 十五 年間の 氣 候の 推移 を槪觀 する に、 大正 八 年に 

ありて は 一 月 は 風 强き日 多く 比較的 陰 曇な りしが 三月に 入り 風 は 弱かリ しも 陰 

濕の日 多 く、 三 月 は 平 調に 過した る も、 四. 五 兩月は 著しく 晴燥 し、 殊 に 五月 は 好晴の 

日 頗る 多く 寡 雨 甚だしかった。 かくて 六. 七 月 は 平 調に 復 したりし も、 八 月に 入る 

ゃ又晴 燥して 旱天 多 く、 九 • 十 月 は 平年と 大差な き氣 候な りし も、 十 一 月 は 曇 雨天 多 

く 秋晴 を 見る こと 少 く、 十 二月に 至り 漸く 平 順に 復 した。 

大正 九 年 大正 九 年 一 •  二月 は 温度 稍-低温 なりし が、 三 月 に は 稍 "高く、 四 • 五 月 は 稍， 低溫 に 過ぐ 

るの 變調を 示 し、 雨 量 は 上半期 總體に 寡く し て、 四 月の 如き は 平年の 約 半ばに 過ぎ 

す、 梅 雨期 も 雨量 は槪 して 少 かった。 七月に 入る や 温度 は 平年に 比し 一度 餘高溫 

と な り、 降 雨 は 稍，. 少か り し が、 八 月 は 降雨 多くして 冷凉に 過ぐ る の有檨 であ つ た。 

九 .十. 十 一 の 三 箇月 は 晴天 多 く、 十 二月に 入り 幾分 降雨量 を增 せし も、 十 一月の 溫度 

第二 節 氣 候の 推移  三 六 五 


大正 十 年 


大正 十 一 年 


大正 十二 年 
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お 例 


度 

月 


ま 


大 
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温度に 比し 二. 三 六 度 高く、 十 二月 も 比較的 溫 

年 は 甚だ 不順に して 一 月に 入リ てよ タ早 

稍， 高 く、 三 月 は^ 激に寒 く、 四. 五 月 は 無事に 


三 六 六 


十 

. 七- 

よ 
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しヽ 

ナ 

し、 

十 


溫 旱魃に 


八 力 は 高温 旱魃と な り、 九 =: に 入る ゃ陰濕 

り 早來 し， 低 温の ま、 過ぐ るの 狀態 であつ 

期 は 九月 を 除き 寡 雨に して 變調を 免れな 

一 年 も 甚だ 變化 不調 を 示せる 年であった 

を 示した る に、 二 月 は 全 月 を 通じて 高温と 

に 達せる のみなら fO 一一  月 は 低温 陰濕 にし 

て は 平年よりも 一 度餘 高温と なりて 雨量 

お 末よ リ氣 候變化 し、 七 月 上旬に は 豪雨 あ 

高溫寡 雨に し て、 九 月 も大體 之に 續 き、 十. 十 

十二月 は 寡 雨であった C 

二 年 一三 月 は 低温に、 三月 は 平年よりも マ 

苦 し み、 年 末に 至る まで 平年に 比し 高温に 


暖に 越年し 

くも 亂調を 

過した る も. 

なる 日 多く 

た e 而 して 

かった。 

. 卽ち 一 月 

な り、 又 多 雨 

て 多雨に 過 

少く 乾燥に 

りて 平年 量 

一 月 は 多雨 


の 


ま 


ぎ 


梅雨 


平 

し 


ま 

月 


過 ぎ 


一 位 口 

過 ぎ 


P 

多 

. 十 

で 


ち 


月 


次第 


低 i 

は 寒 

は 多 

子 三 

年 量 

五上 ハ 

つ た 〈 

し、 八 

に氣 


七 度 高 く、 其 後 八：：：； に 入る や 高 

過ぎし が、 雨 量 は 一 月 の 平年 量 


の 約 半ば と、 八 月の 旱魃 及 十二月の 少量 を 除け ば、 全 年 を 通じて 稍， 多 雨に 失 し、 日 照 

時の 寡少 を吿 げたる は、 槪 して 不順なる 年 柄と 謂 ふべ きで 

大正 十三 年 大正 十三 年 も 亦 概して 不順に 終始せ りと いふべ く、 三 月 

し き 高 溫、 秋 季の寒 氣早來 等 は 之を證 する ものにして、 九月 

稍， 低温に 年 を 終った のであった C 而 して 降雨 は 四. 五月 を 

全 年の 雨量 は 平年 量の 七 割に 充た す、 殊 に 一 月 は 平年 量の 

雨は听 謂 固 梅雨に し て、 六 月 上旬に は 相當の 雨量 ありし も 

季の 七月よ， 八月 中旬に 亙りて は 旱魃に 苦し み、 其 後 時に 

量大 體に少 く、 日 照 時 數 稍， 多 く、 低 氣壓は 叉 時 々襲来 を 見た 

大正 十四 年 は 平 順なる 年 柄に し て、 年 初よ リ 四月まで は 

し、 五 月に 入りて 氣温平 順に 復せ しも 雨量 は 稍" 多く、 六月 の 

に 達し たれ ど も、 稍， 晴 燥の 狀 態 を呈 した。 かくて 盛夏 七 入 

しも 概して 平年の 氣候を 現 し、 九 月 降雨 稍.. 多 か りし 外、 爾 後 

大正 十五 年 (昭 和 元 年) の 温度 は 一 月に 入りて より 甚だ 寒 

三 • 四 月 は 平年に 比し 叉 寒 く、 五 月 は 平年 通りに 經 過せ しも、 六. 七 月 は 平均 溫度 稍， 低 

第二 節 氣 候の 推移  三 六 七 


大正 十四 年 


じて 稍" 多 雨 に 

あった e 

の 春寒 料峭、 七- 

以降 は 漸く 平 

除きて 他 は 非 

約 一 割に 過ぎ 

尙寡 雨なる を 

大雨 を 見た る 

のであった。 

一 般に 低温 寡 

梅雨期の 雨量 

月の 矣ま 時に 

高温に 年を越 


八月の 著 

年に 比し 

常 に 少 く、 

す、 加 之 梅 

免 れ す、 夏 

も、 依 然 雨 

雨に 經過 

は 平年 量 

泠凉 なり 

えた。 


大正 十五 年 

(眧 和 元年) 


月 稍" 暖 か、 りし も、 


祌 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第一 聿 神 戶の氣 象  三 六べ 

く、 八月 は 平均 温度に 比して 一度 餘高溫 を 示した。 九月 は殘暑 酷し く 平年に 比し 

一 • 四 四 度の 高温 を續 け、 十月 は 之に 反して 平年より 一. 三 五 度 低温と なり、 十 一 月 は 

一. 二 度、 十 二月 は ー丄ハ 一 度 共に 低溫 となりて 年 を 終へ た C 而 して 降雨量 は 四月 迄 

の 間に 稍， 多 かりし 二月 を 除け ば、 爾 餘の月 は 何れも 少 く、 五 月 は 同月 二十 八日より 

三十日までの 大雨に よりて 雨量 は 平年の 二倍 を算 した。 然るに 六月 は 平年の 約 

三分 一 の 寡 雨 を 示 し、 七 月 は 其總量 平年の 百 四十 五 粍に 對し 二百 四十 六 粍の 多き 

に 及び、 八月 は 晴天 續き爲 に 平年の 三分 一 に 過ぎ す、 九 月 は 比較的 多雨な りし も此 

月 も 平年 量に は 及ば す、 十 月亦少 く、 十 一月 は 多 く、 十 二  or も 稍， 多 か り-し が、 全 年 を 通 

觀 せば 雨量 は槪 して 少き 年と いふべ きであった。 

§? 和 二 年 昭和 二 年  一 •  二月 中二 月 は 特に 低温に して 降雨 少く、 一  月 中旬より 二  B- 中旬に 至 

る 約 一 箇月 間 降雨 を 見 す、 三 月に 入る も 稍-低 溫 にして 多雨な b. し が、 四 月 は 寡 雨と 

な り、 五 月は槪 して 無事に 過 ぎ、 六 月 は 寡 雨 多 照に して、 七月 も 降雨 少く 稍， 高 溫に經 

過した。 然るに 八月 は 降雨量 平年に 比して 多 く、 九 月に は陰濕 にして 降雨 特に 多 

く、 實 にサ 六日 間の 降雨 を 見し が、 十 月に は 雨量 少 くして 平年の 半ばに 達せ す、 十  一 • 

十二月 は 例年 より 稍， 高溫 にし て、 此 中 十 一 月に は 降雨 可 り 多く、 十 二月 は 平年の 
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しも 風 弱く. 

し、 且つ 此月 
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及 び、 雨 量 は 

經 過 し、 同 月 

しを以 て、 寒 
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平年 量 を 越 

て 特に 八月 

高 きこと 一 

溫は 平年よ 
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十八 

は 比 

き で 

し も- 

平年 
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く、 五 月 叉 ほぐ 等し かり， 

雨季に は 平年よりも 多 

よ hN 高 か る 

に 達 し、 颱 虱 
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、八月に は 七月 

暴風 日數 八日 
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クし 

、i 

た の 
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雨 
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候の 推移 


、殘暑 殊に 烈しく、 平均 氣溫は 平 

比する に 其 半ばに 達せな かつ 

霜 あ リ、 十 二月 十九 日に 初雪 を 

體に感 する に 至らなかった。 

。 卽ち 一月 乃至 四月 は 低溫寡 

平年の 半ば に 達せす して 高温 

に 達せ す、 氣 溫 著しく 高 く、 七 • 八 

であった。 然るに 九月 以後 は 

と な  >  、十 二月 は 稀 有の 高温 を 


三 六 九 
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昭和 六 年 
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は特 
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年 
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し、 
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年 
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十 
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氣溫は 一 

しかった 

にま^ H 

りしが た 

に 高溫に 

ま 梅雨と 

月 亦 高温 

す、 氣溫は 

さ れ、 十 一 
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年 を 通じて 槪ね過 高な 

C 之 を 例月に 見る に 一 

溫 とな り、 三 月に 入 

め に、 櫻 花 は旣に 下 

し て、 五 月の 降雨 量 

な  > 、七 H: に 人 て 

にして 且つ 降雨 非 

稍 ，低温な りしが、 十 

月 尙 多 雨 低 溫、 十 一 一 


る 

月 


ま 


三 七 〇 

^ しが、 降 水量 は 稍-寡 少 を 示 し、 八. 九 

月 は 稍， 低 温な り. しが、 靜穩暖 和に 經 

其 上半 箇月 は 多雨の 現象 を 示 し、 其 

り 開花す るの 狀 態であった。 かく 

年の 半ばに 過ぎ す、 六 月 も 高温に し 

氣 殊に 酷し く 例年より 二度 以上の 

尠 く、 此 寡 雨 は 九月に も 及び 平年の 

入りて は 上半 箇月 は晴 燥に して 殘 

大體 平穩暖 和に して 越年した ので 


ニー  月 は 降雨 稍， 多量 にし て、 三 

雨 にし て 稍.. 低 溫 とな り、 五 月 

戶 地方 は 平年の 約 三十 五 ％ 

雨 あ り、 氣 溫は 二度 以上の 低 

は 多雨 低温な りし も、 十  一 H« 


月 は 稍 ，少 かりし も、 氣 溫は 平年に 比して 

は 無事な りし も、 六 月 は縣下 一 般に寡 雨 

に 達せす、 又 稍， 高溫 であった。 七月 は 平 

溫 にし て、 八 月 も 亦 低温な，^ しも 寡 雨で 

二月 は 共に 稍， 高 溫 と なり、 雨 量 は 平年に 


比して 多量 を 示した。 

"和 七 年 昭和 七 年に は 一 月に 於て 旣に 平年より 二度 以上の 高溫 にして 寡 雨の 現象 を呈 

して 年初より 異常 を 示せし が、 二月に は 稍" 低 溫 と なリ、 三 月 亦低溫 にして 雨量 は少 

く、 四 月 尙低溫 なり しも 雨 多 く、 五 月 は 雨量 稍，. 多 く、 六 月 は 低溫寡 雨、 七 月 は高溫 多雨 

となり， 八月 尙雨 多く、 此狀勢 は 九月に 及び、 十月に は 平年に 比し 一 度內 外の 低温な 

リ しも 雨量 は少 く、 平 年の 二十 ％ 乃至 三十 ％ に 過ぎ す、 十 一 月に は 約 二倍の 雨量 あ 

り、 十 二月 は 平 調を呈 した。 

昭和 八 年 昭和 八 年 一 月 乃至 三月 は 何れも 低溫 にして 特に 三月 は 一. 五 度の 低温 を 示 し、 五 

月 乃至 七月 は 却うて 一 度 乃至 二度 內 外の 高温と なり、 八. 九 兩月叉 稍， 高 溫を示 し、 十 

月 以降に 至 クては 平年と 大差 を 見なかった。 而 して 降雨量 は 一 月 は 稍" 少く、 二 月 

は 平年の 約 半ばに 過ぎ す、 三 月 及 四月 は 共に 多雨な りし も、 五 月は少 く、 梅 雨期 亦 寡 

雨に して 平年の 四十 ％ に 達せ す、 七 月 も 亦 二十 七 ％ に 過ぎ ざリし も、 八 月 は 多 雨、 九 

月は少 く、 十 月 は 叉 多量と なるな ど 變動多 く、 十 一. 十二月 は 平 調 を 持して 年を越え 

たのであった。 

以上 十五 年間の 平均 氣溫及 降水量 を 左に 表示す る。 

第二 節氣 候の 推移  三 七 一 


紳 戶市史 第二 稗 別錄ニ 第一章 神 戶の氣 象  三 七 二 
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第二 節. 氣 候の 推： 移  三 七三 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第一章 神 戶の氣 象  三 七 四 

第三 節 異 常 現 象 (暴 風 雨. 旱 够地 震 其 他) 

^^現象の 大正 八 年 以降に 於け る 異常 現象 を 記す に 方 り、 測 暌 所に 於け る 標準 を 見る に、 左 

標準 

記事 項に 該る もの を 以て 顯 著なる 現象と して ゐる。 

一、 海面に 更正した る^ 壓七百 四十 粍 以下に 降る こと。 

一、 最高 氣溫 三十 五 度 以上に 昇る こと。 

r 最低 氣溫氷 點下五 度 以下に 降る こと。 

一、 濕度 二十 度 以下に 降る こと。 

一、 風速 度 二十 度 (m/s) 以上に 吹き募る こと。 

一、 二十 四時 間 降水量 百 粍 以上に 達する こと。 

一、 四時 間 降水量 五十 粍 以上に 達する こと。 

一、 一 時間 降水量 二十 耗 以上に 達する こと。 

一、 祯 雪五粳 以上に 達する こと。 

一. 落雷 叉 は 降雹 ある こと。 

一、 弱震 以上の 地震 ありし こと。 


大正 八 年 

低 溫 


暴 


霖 


風 


雨 


暴風雨 


一、 雨天 繼續 十五 

一、 旱天 繼續 二十 

一、 其 他 各月に 亙 

ち 左に 異常 現象 

大正 八 年 低温 

日朝に 至り 最低 

暴風 三月 十九 

るまで 烈風 吹續 

霖雨 此年 梅雨 

で 降雨 連續 し、 其 

は 三十 五 入 粍に 

暴風雨 九月 十 

其 通路 附近 殊に 

に 甚だしから す、 十 

午後 二 時に 於て 一 


皀 

ま、 


以 

リ 各 


日 以上に 及びた る こと C 

日 以上に 及びた る こと。 

要素 極 値 の 平年 極 値 を 超越 

說 する。 

月 四日 朝來 北西の 寒風 增勢 

下 五上， 度 を 示す に 至った。 

陸高氣 壓の發 達に 伴 ひ 西風 

最強の 場合 は 午後 四時に 於 

期に 於 て 稍 "顯 著なる 霖雨を 

百 五十 一 粍に 及び、 特に 五日 

一 時間の 最大 雨量 は 十三. 四 

夜四國 沖より-中 國 東部 を 北 

地方に 異常の 大雨 洪水 を 誘 

早朝より 降雨 稍， 强く 一  日中 


し こ 

i  f 


す る 


增 

し 


る 時の 槪况。 

と共に、 氣溫 の遞減 著し 


の總 

耗を 

上し 

0 せ 

の總量 

十 九. 四 粍を惻 り、 風 は 同日 夜半より 


第三 節 異 常. 現 象 


勢 を 告げ、 正午 

十八 全米 を算 

七 0: 一  日よ ち 

量 五十 九 • 三耗、 

示 し た。 

て 日本海に 出 

し も、 神 戶 地方 

量 八十 九. 三 粍 

强風 となり、 

三 七 五 


より 夜半に 

へ た。 

七日に 至る 

四時 間の 最 

でた る 颱風 

にて は 割合 

に 及 び、 同 日 

十四日 午後 


神 戶市史 第二 韓 別錄ニ 第一章 神 戶の氣 象  三 七 六 

七 時には 遂に 十四 八 米に 達せる も 午後 十 時 殆ど 平 穩に復 した。  < 以上 前 神 戶市史 

を 參 照 再 錄 す。) 

默 gg, 大正 九 年 稅雪. 低溫 一月 二十 一 曰 曇天と なり、 午後 十一 時 降雨 を 見し が 三十 

二日 午後 四時 三十 分より 間斷 なく 降雪 ありて 五 糖に 及ぶ。 越えて 二月 二十 一日 

は氣溫 氷點下 五人度 に 降 り.、 測 候 所 創立 以來の 記 錄を殘 せし が、 二十 二日 夜半より 

降雪 ありて 赏に 十八 糖に 及 び、 近 年 稀なる 現象と なった。 

0 風 陣風 i 那 揚子江 域の 南方に 發 生して^ 北來に 進行せ る 低氣壓 は、 五月七日 朝 

九州 南端 に 迫り， 同夜 內海 西部に 達して 七 百 三十 八 耗を示 し、 高氣壓 は數 日來ォ ホ 

ッ ク 海に 同定せ し が 、神 戶 附近に て は 七日 朝來ぉ 北^ 風 勢を增 し， 低氣 壓の內 海^ 

部に 達せる 午後 三時 二十 分に はお 北 束の 風速 實に 二十 七 入 米と なりし が、 降 雨 は 

. 比較的 少く 雷雨 を 伴うて ゐた。 

烈 風 烈風 石垣 島の^ 方に 發 現せる 七 百 五十 粍の 低 氣壓は 漸次に 當 地方に 進行し 

六月 三日 早朝より 北東の 强風 となりて 終日 吹き荒 み、 四 日 午前 四時に 至りし が、 最 

强風速 二十 四 米を算 した。 

颱 風 颱風 小 笠 原 島 南方 洋上に 發生 せる 颱風 は、 土 佐 沖に 迫りて 七 百 四十 四 粍 を 示 


し、 七 月 二十四日 正午に は 最強 風速 二十 七 米に 達 

耗に 過ぎなかった。 而 して 八月 二十日に も同檨 

り 烈風と な り、 午 前 十 一 時には 二十 米 を 超 え、 午 後 

一 日に 及んだ。 

雨 雷雨 八月 二十 七日 午後 三時 を 過ぐ る 頃數囘 

たる 光景 を呈 し、 市 內の 落雷 數 箇所に 及 び、 驟 雨 の 

ら す、 叉 再度 山大龍 寺に 於て 落雷の 爲め震 死を遂 

べきであった。 然るに 九月 二十 五日に は 更に 猛 

り、 異 常 現象と して 近年 其 比 を 見ざる もの あ リ、 蓋 

其 後數囘 雷鳴 あ り、 同 二十 分 猛然た る 雨 あり、 一 時 

其 雨量 實に 五十 三 粍に 達した のであった C 

風 烈風 九月 二十 七日 以来 北東の 暴風 を 起し 三 

十五 米 以上 を 保ち、 同夜 二十 米 を 超えし が、 其 最 强 

九日 は 終日 二十 米 內外を 示して 三十日 夕刻に 及 

を算 する が 如き は 稀 有と いふべき であった。 尙 十月 

第 


して 深更に 及びし も、 降 雨 


の經 

九 時 

强雷 

爲 に 

* ナ こ 

^ な 

し此 
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は 午 

ん た _ 


路 をと りたる 跪 風 は- 

に  は  二十  九. 九  米に  達 

あ リ、 烈 しき 驟雨 を 伴 

下水 氾濫して 浸水 家 

る 者 あ り、 近 年の 猛雷 

る 驟雨 あ り、 や が て 雷 

日 午後-四時 十分 雷鳴 

十分に して 全く 歇み 

日 午前 六 時には 烈風 

後 五 時 二十 一 米 を 測 

" 蓋 し 其 間實に 七十 

十二 日に も 烈風 吹き 


ま. {• ヒ 

早朝よ 

し 二十 

ひ悽愴 

屋尠か 

とい ふ 

雨と な 

を 聞き 

たる も、 

となり 

り 三十 

二 時間 

-ーョ、 匕 -ぼ 


三 節 異 常 現象  三 七 七 


大正 十 年 
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風 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第一章 神 戶の氣 象  三 七へ 

風最强 二十 了 五 米 を 示して ゐる C 

大正 十 年 積雪 一 月 十四日 早朝に は 前夜 來の 降雪 七 • 七 粳を算 へ、 又 稀 有の 大 

雪と なった。 

烈風  一 H: 十九 日 七 百 二十 粍の 低氣壓 襲来し、 烈しき 風雪と なり、 午後 二 時には 

^北 束 風 十九 人 米に 達した。 

凍雨 凍雨 は 概して 稀 有の 現象 なれ ど、 木 年に 入り 一 月 二十 八日 微量の 凍雨 を 

見、 越 えて 二月 三日 早朝より 數 時間に 亙りて 此 現象 を呈 した。 卽ち此 日 午前 六 時 

二十 三 分 凍雨 降，^ 始め、 同 九 時 十分よ リ約 二十 分 間 及 午後 零時 三十 分より 五十 三 

分に 至る 迄 稍， 多 量の 降下 を 見たり し が、 其 形狀 頗る 多種に し て、 金 米 糖の 破片 を 散 

布せ るが 如き 奇觀 を呈 したれ ど、 其 大きさ は槪 して 大豆 大を 超えなかった。 

烈風 二月 三日 夕刻より 七 百 四十 六 粍の 低氣 壓襲來 し、 烈 しき 風雪と な り、 夜 に 

入りて 愈， 猛威 を 加 へ、 翌 四日 午前 一 時には 北の 風速 二十 人 米に 達し、 午前 三時に 至 

り 勢 漸く 衰 ふるに 至った。 

高温 二月 下旬に 入り 氣壓の 配置 頗る 亂調 となり 三十 六日 以降 俄に 温暖と な 

,0; 二十 七日 午後 三時に は 最高 氣温 十九 二 度 を 示 し、 實 に神戶 測候所 創立 以来の 新 
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つ た- 

候 支 

十五 
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十 一 

-六 
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-五 
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H 


の狀 頗る 著明 

入れ 


北部 及 満洲 方面に 

朝來 天空 一面に 瀰 

にして、 屋內の 諸 器 

と な リ、 深 更に 至り 

夜よ ち， 吹け る 烈風 

東北^ 風 二十 土 七 

時 に は 東の 烈風 を 

東風 二十 二. 七 米 を 
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十三 日に も 暴風雨 

の 降雨 を昆し が、 八 
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し X7 
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方 It 
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る 大 

る 黃 
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十五 

及 ん 

，風速 

_ 雨量 

算 し- 

卽 ち 

十七 


風の 活 

爲め日 

忽ち 灰 

なった _ 

入り 雨 

其 後 五 

米內外 

日 午前 

正午に 

前 九 時に 

に は 前夜 

及 び、 雨 量 


二十 五 米 

漸次 曇天と な り、 午 後 


に よ 

ま 農 

色 を 

み た 

五 日 

示 し 

寺 こ 

り强 

東の 

の 暴 

一 時 


り-て 屢" 黃 砂 

銅色 を 帯び、 

呈 し、 終 日 歇 

る も 風 勢 を 

午後 五 時よ 

，午後 三時 及 

は 一 時間 十 

風 始め て歇 

風速 實に 二 

虱 雨 は此日 

間 二十 粍に 


第 三 節 異常 現象 


時 九分に は 南西 

三 七 九 


雨 


旱 魃 高 ffl 
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神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第一章 神 戶の氣 象 

方に 遠雷 を 聞 き、 次 いで 同 二十 分北两 方に 雷鳴 あ し 

ひ、 南 方 を 經て南 束 方に 去 り、 午 後 


稍， 强き 

降雨 は 


き ョ 

時 

六 


支那 中部に 

濕 多 雨 の 天 

き 驟雨 を齋 

みなら す， 七 

たるに 過ぎ 

霖雨 八 

往來 頻繁に 

ば 五日 多き 

此 月の 降雨 

來 明治 四十 


驟雨 を 伴 

間八 粍に 

月々 初よ 

發生 せる 

候 を 表し- 

し、 午 後 十 

八月 中 

月 中旬よ 

す、 さ れ ば 

月の 高溫 

して 多量 

のみなら 

總量 三 百 

三年の 四 


過ぎ ざり し も、 縣 

り 梅雨 狀 態に 入 

小 低氣壓 は簇々 

■ 降雨 又 多量に 上 

時には 一 時間 二 

句に 於け る 最高 

り 八月 下旬に 至 

頗る 酷暑 を 感じ- 

晴 燥な りしに 反 

の 降雨 を 誘 注し- 

す、 下 旬に 於け る 

四 十 八. 六 耗を算 

百 二十 二. 七 耗、 同 


下 一 般に 及び 其 被 

り、 高 氣壓は 本邦 太 

として 柬に 進み、 本 

り、 同 月 二十 八日 北 

十 ー丄ハ 耗を算 した 

氣溫 三十 五 度 を 超 

る 四十 餘 日間 僅か 

近年 稀 有の 旱魃 を 

し、 九 月に 入る や、 陰 

降雨 日 數實に 二十 

猛烈なる 颱風 通過 

し、 平年に 比すれば 


一一 一八 〇 

二 分 後に は 天頂 

時 五十二 分聲 を 

害 は 甚だ 大で あ 

平洋 岸に 固定す 

邦 西部 一 帶は爲 

東風の 增 勢と 共 

ゆる こと 三日に 

に數囘 微量なる 

呈 したので あつ 

濕 多 雨、 月 初以來 

三 日 に 及び、 平年 

は 異常の 豪雨 を 

七十 五 ％ を增加 


三十 二 年の 三百 五十 二 丄ハ耗 に 亞ぐ 


に 達して 

收 めた。 

つ た。 

ると 共に 

に 連日 陰 

に 稍.. 烈し 

及 ベ る の 

驟雨 を 見 

こ o 

す 

低 氣壓の 

に 比すれ 

齎 し、 爲 に 

し售. H  £ 

つ-己 条ぉ 

ひ 言 ^ る 


殘 すに 至った。 

^ 風 颱風 九月 二十 五日よ 

に 達し、 風力 三 十三. 九 米 を 

十 粍と 測定 せられた。 此 

其 中心 示度 甚だしき 低度 

僅かに 十 時間 を 超え ざり 

に し て 空前の 慘害を 醸し 

の 一 民家 背後の 禿山 百 五 

港 附近 航行 中の 汽船 帆船 

して 人家の 屋根 を 貰 

西部の 土砂 約 三十 坪 

ない。 港內 にあ，^ て 

船 三十 隻は 流失し、 撟 

、g 水 家 星等隨 所に 見 


山 

遑 


匕 

IT 

力 

、鹿 

ト心 


り翌ー 1 

算 する 

颱風 は 

の もの 

し も、 而 

たる は 

十 坪の 

各 一 集 

き、 お 尻 

崩壤し 

ま 沈沒 

梁の 流 

ら れ、 稀 


も 


待 


十六 日に 亙る 颱風 

新 記 錄を殘 し、 一 時 

祌戶 測候所 創立 以 

にあら す、 叉 進行 頗 

一 時 非常なる 暴 

筆に 値する。 卽 

崩壤 により 壓 潰し、 

遭難 沈沒 し、 行 方 不 

池 村の 三階 建 建物 

て 附近 家屋 五戶の 

船 四， 破 損 船の 中蜉 

失， 堤 防 の 破 壤、 道 路 

有の 損害 を錄 した 


ま、 

ま 


雹 等 十： IT  二十 


日 午後に は强き 驟雨 を 伴 


其 最低お 壓七百 三十 六. 七耗 

の 雨量 は 二十 四. 六 耗、 總 量 八 

近年 通過の 記錄 よりして は、 

迅速に して 暴風雨 繼續 時間 

を M ひ、 其 被害 程度 は 意 想 外 

二十 六日に は 柬須磨 字 寺 畑 

族 三人 惨死の 厄に 會ひ、 祌戶 

四 人 を 出 し、 湊 川 公園の 大木 

運河の 激流に 押 流さ れ、 大 倉 

部 を破壤 する 等 被害 枚 暴に 

九. 打 商船 十六、 雜種船 十 一 あ 

破 損、 電 柱の 倒 壤， 石 垣. 板 塀 の 

であった。 

へ る 輕雷起 り、 同 二 時には 風 
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大正 十 一 年 

積 雪 


ffi  si 烈風 


高 


诅 


祌 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第一章 神 戶の氣 象 

速 二十 二  • 五 米の 强風 吹き始め 約 四時 間に 及んだ。 十月 二十 九日 

十分 前後 稍， 强 き 雷鳴と 共に 約 五分 間 豌豆 大の 降雹 あ り、 十  一 H; 九 

四 粍 を 示す 低氣壓 襲来して 風速 十 九. 六 米に 達し、 寒風 增勢 してお 

く、 近年 稀なる 寒^の 早 現を呈 した。 

大正 十一 年 積雪 一月 十四日 午前 七 時 三十 分より 降雪し 始 

まで 霏々 として 續 き、 夜 に 入りて 雾 となりし が、 午 後 十 時の 積雪 

低 溫. 烈 風 一月 は 全 月 を 通じて 寒氣 稍， 强 く、 平年に 比して 低温 

特に 著しく、 日々 殆ど 氷 點下を 示した。 而 して 十九 日 低氣壓 

示し、 其 夕刻より. 俄然お 温の 劇 降 を 促し、 北两風 勢を增 し寒氣 

日 早朝に は 氷點下 五上 ハ ^ を 示 し、 大 正 九 年 二月 十 一 曰に 起り 

ぐに 至 リ、 風 勢 は 更に 增 大して 烈風と な リ、 午 前 十 時には 十九 米に 

漸く 平静に 復 した。 

高溫 然るに 二月に 入る や 全 月 概ね 暖濕 多雨の 情勢 を 示し、 二 

度 は 從來の 記 錄は之 を 破る に 至ら ざり しも、 一 箇月 平均に ありて 

を 示 し. 平 年に 比して 高き こと 赏に 二. 七 度に 達 し、 明 治 四十 五 年 二 


る 

十 


三 八 二 

に は 午後 一時 三 

日に. H 七 百 三十 

溫 の低滅 甚だし 

め、 午 後 九 時に 至 

五 入 糖 を 示した C 

に經 過し、 下半 月 

百 三十 八 粍 以下 

に 凛烈 を 極め 三 

る 最低 記 錄に亞 

達 し、 夜 に 入りて 

十五 曰の 十八. 五 

は 七 • 四 度の 高温 

月-の 高温に 匹敵 


する に 至った。 

暴 風 暴風 (雷雨. 降雹) 三月 十九 日 山 東半 島 附近に 發 生した る 低 氣壓は 束 北 束に 進み 

來り、 七 百 三十 六 粍 以下 を 示し たれば、 二十日 以來 強烈なる 風雪 を 起し、 午前 十一 時 

二分に は 南西 方に 輕雷を 聞 き、 次 い で電 雷の 發射を 見る と 共 に、 稍" 强 き 降雨 降雹 を 

誘 發 し、 風 カー 時 十 七 • 五 米の 烈風と なりし も、 幾 何もな くして 平 靜に歸 した。 然る 

に 午後 三時 叉 西風 勢を增 して 次第に 強烈と な り、 午 後 六 時には 最強と なリて 二十 

五 米 を 測り、 深更 稍，. 衰 へたる も、 二十 一 日 早朝より 再び 增 大して 概ね 十五 米內 外の 

風速 を 示し、 夜に 入りて 漸く 平静と なった。 

高溫 乾燥お 高 溫. 乾 燥. 豪 雨 四月 二十日 以來日 を遂ひ 氣溫の 昇騰を 見て 二十 度 を 超え 三十 

八日に は 二十 八 • 四 度 を 現 し、 祌 戶 測候所 創立 以来の 記 錄を超 ゆる こと 三度に 達し 

た。 而 して 六月に 入る や 十日に 稍， 著 しき 驟雨 を齎 したる 外 は 二十 五日に 至る 迄 

殆ど 雨 を 見 す、 全 く 例年と 趣 を 異にする 梅雨期なる を 示した。 然るに 此 月末に 至 

り 漸く 梅雨 性 を 帶び來 り、 七月に 入り， て 其特徵 愈. -顯 著と な リ、 連 日濕 多雨に 過ぎ、 

四日 午後 一 時 十四 分より 降雨 あ り、 夜 に 入りて 最も 烈し く、 午 後 十 時に 於け る 一 時 

間の 雨量 四十 一. 四 粍の 大量 を 示 し、 五 日 午後 二 時 四十 五分に 至リて 全く 歇み しが、 
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高 ffi な 雨 雷 

雨 


陣風 雷雨 豪 

雨 


神 戶市史 第二 輯 別錄ー 

總： M 百 六十 一. 四 粍に 達した • 

九十 九耗に 次ぐ の記錄 なり 

十七 入 粍、 明治 四十 三年 九ガ 

浸水 七 千 三百 八十 八戶、 道路 

十六 箇所、 橋梁の 流失 一 を算 

高 溫. 寡 雨. 雷 雨 八月に 入 

こと 二十 二日 間、 最高 三 十 五 

に 達し 近年 稀 有の 高温 を 示 

候 を 保ち たれば お 頗る 强 

分 南^ 方に 輕微 なる 雷鳴 あ 

分 俄然 天頂に 於て 稍" 激 しき 

十 四 分より 始 め， 約 四十 分最 

る 著明の 雷雨であった。 

陣 風. 雷 雨. 豪 雨 九月 七日 


一 第一 聿神戶 の氣象  三 八 四 

, 此の 如き 雨量 は 明治 四十 三年 九月 七日に 於 

しのみ ならす、 一 時間の 雨量 も 大正 四 年 八月 九 

七日の 四十 三. 匕 粍に 亞ぎ たれば、 家屋の 半 潰 六 

の埋 沒八箇 所、 破 損 四十 六箇 所、 堤 防の 决潰 十箇 

へたので あった。 

る やお 溫益. -昇騰 し、 最低 氣溫 と雖ニ 十五 度 を 下 

度 を 超 ゆる こと 五日 問. 就 中 八日の 如き は 三十 

し、 十 五 日 稍-強 き 驟雨 を 見た る 外 全 月 殆ど 晴燥 

烈 なる を赍 えた。 而 して 八 =: 十五 日 午後 零時 

り、 漸 次 南方に 移動し 南 丙 方に 去る や、 午 後 二 時 

電雷を 起 し、 三 時 五十六 分收^ せし が、 雨 は 午後 

も 烈しく 總量 三十 五. 七 粍に 達した。 蓋し 此年 


る 百 

の 四 

五戶、 

■ 破損 


ざ る 

四 度 

る 天 

十五 

二十 八 

一 時 三 

こ ム、、 +' 


ら 

六. 

な 


午後 零時 陣風 俄に © り、 同 一 時には 風速 十 五 入 米 を 測 


へ 同 一 時 三十 八 分に は 南西に i 雷 起り、 同 二 時 十分 天頂に 達して 愈， 强く、 驟雨 また 


烈 ® 旋風 


沛然と して 臻り， 須臾に して 北 丙に 急 轉平靜 

いで 翌 八日 午前 六 時 五分より 降雨 あ り、 十 時 


急 風降狻 


幾 もな くし 

數に 上り、 被 

烈 屎.ず R 

九 時 風速 二 

十四. 三耗を 

十月 二十 六 

より 氣壓の 

達 し、 夜 半 に 

なる に 至ら 

る ベ く、 突 如 

七日 午前 一 

粍に 達した 

急 虱 • 降 霰 


て 微雨と な り、 其 間 八 

害亦少 くはなかった- 

十月に は 烈風 及旋 

十 一 丄ニ 米に 達 し、 七 日 

示 し、 同 八 時よ^' 同 十 

日に は 午前 十 時 頃よ 

沈降 益 "急 とな り- し が- 

至りて 漸く 其勢衰 へ 

す、 然 るに 此 風力の 一 

とし て 烈しき 旋風 を 

時 十二分の 風速 實に 


に歸 せし も、 天候 は 陰鬱と なつ た- 

に  至る  迄  所謂  車軸  を  流す  の  勢  を 

十八 粍の 大雨 量 を 示 し、 爲に 下水 氾 濫、 浸 水 家 


風の る を 

風力 滅 返す 

二 時に 至る 

> 氣壓 俄に 

夜に 入りて 

雨 は 二十 五 

時衰 返せる 

起し、 十五 分 

二 十九 米 を 


た C 卽ち同 六日 朝來の 烈風 は 

と共に 雨 勢を增 し、 午 前 十 時の 

時間の 總量 三十 八 耗を算 した _ 

下 し、 風速 十 米 を 超え、 午後 六 時 

は 愈，. 募う、 午後 九 時には 十 九. 四 

午後 四時 頃より 降りた るも强 

低 氣壓の 中心に 接近した る も 

亙る 雷雨 を 伴 ひ、 此 旋風の 爲に 

し、 雨 量 は 午前 一 時 二十 分に は 


" つ 

示 し、 

屋多 

午後 

雨 量 

U 叉 

の 交 

米に 

烈 と 

の な 

二十 

十七 
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十二月 二十 八日 早朝 來 濃霧 發生 し、 頗 る 陰鬱なる 天候 を 現出せ 

三 八 五 


し ： 


力 
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午後 濃霧^ 消散す る や、 同 二 時 俄に 風力 を增 し、 同 三時に は 風速 十 一. 九 米 を 示した- 

此急虱 は敢て 著しき もの に は あら ざ， 9 し も， 三 時 三十 分より 約 三分 間に 亙りて 猛烈 

なる 驟雨 降 霰 あ， 5、 一  時 は 物凄き 光景 を呈 し. 同 六 時 風雨 收 まり 好晴 となる に 至った- 

大正 十二 年 大正 十二 年 低温. 烈風. 乾^ 一月 一日より 俄にお 溫 低下して 三日に 至る まで 

低 诅 烈風 乾 

燥  稀 有の 嚴寒 とな，^、  二 曰 は 殊に 甚だしく 平均 氷 點下三 二 度、 最低 同 五八 度 を 示し、 神 

戶 測候所 創立 以來の 最低 記錄を 遣した。 而 して 一 日 早嘵來 西風 勢を增 し、 午前 十 

一 時には 烈風と な 久最强 二十 二三 米の 風速 を 測りし が、 二日 早 朝風 勢 稍" 衰 ふると 

共 に此 最低お 溫を 表し、 其 後 緩和 したれ ども 而も 氷點 下に 下る こと 尙六 日間に 及 

んだ C 尙此月 二十 二日より 叉顯 著なる 寒波の 襲来に 接して 逐日 氣 温の 急降下 を 

促し 三十 八日 早朝に は 其 極に 達して 氷點下 五. 四 度と な り、 從 つ て 空氣の 乾燥 も 亦 

甚だしく、 同日 午後に は濕度 二十 六 度に して、 當 時の 水蒸氣 張力 は 僅かに  一. 二 粍に 

過 ぎ す、 近 年 稀 有の 寡濕を 現した。 

多雨 低氣壓 多 雨. 低 氣壓 六月 中旬よ  >  一 箇月 間に 降雨 日數 二十 六日 を數 へ、 此 間連續 七日 

以上に 及ぶ こと 二 囘、 而 も 一 日の 雨量 三十 耗を超 ゆる こと あ り、 總量 四百 三 十 三 耗 

u 達 し、 頗 る 濃厚なる 梅雨 現象 を呈 した。 之より 先 六月 下旬に 入り 連日 降雨 歇ま 


豪雨 高溫旱 

天 


す、 陰 鬱 なる 天候 を持續 せし が 三十 二日 午前 

西風 十 七. 四 米と な，？、 午後 三 時に 至る まで 烈 

なる。 但し 雨量 は總量 五十 粍に 満たな かつ 

豪 雨. 高 溫卓 天 七月 十四 曰の 降雨 は 梅雨 

に 及 び、 午 後 十 時よ，^ 同 四十 分の 雨量 は 一 時 

りし を 以て 被害 を 見る に 至らなかった。 此 

ひ て氣溫 上昇し、 最高 氣溫は 連日 三十 度 を 超 

したる のみなら す、 最 低氣 溫と雖 二十 五 度 を 

. 蓋し 斯 くの 如き 現象 は 稀 有に して、 從 つて 降 

の 雨 あ， 9- しに 過ぎ す、 月 末の 大雨 を 除け ば、 七 

粍に 過ぎなかった。 

大 暴風雨 大 暴風雨 八月 二十 八日 沖繩 島の 丙 方に 

一 日朝 九州 を 襲 ひ、 急 速に 東進して 瀨戶內 海 

向 ひし が、 祌 戶を 通過せ る は 夜半に し て、 氣 壓 

しも、 風雨 稍-烈しく、 午後 一 時より 東の 強風と 
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五 時 風力 俄 

風 をつ ゾ け、 


中 最大な 

三十 四 • 七 

て 七月 中 

_ 三 十五 度 

肖 する こ 

全く 其 跡 

中旬より 


生 せ る. 低 

り 中國地 

七 百 四十 

り、 最 强 風 


に增大 し、 同 九 時には 西南 

_ 同 四時 其勢衰 へて 疾風と 

る ものにし て、 總 量 五十 耗 

粍に 及び たれ ど、 永續 せ ざ 

旬 雨季 を脫 する や、 日 を 遂 

を 突破す る こと 四日に 達 

と實に 二十 二日に 及んだ。 

を雜 ち、 全 月 中 僅か に 三 日 

約 四十 日間に 亙り 總量十 

氣壓は 漸次 發 達して 三十 

方 を 突破して 北陸地方に 

四. 五 粍 を 示す に 過ぎ ざり 

速 十七 土 米 の 東北： 東風と 

三 八 七 
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な り、 雨 量 も 漸次 烈しく 一  時間 二十 六 • 一 一  耗を算 し、 四 時間の 總量 五十 一 丄ハ耗 を測久 

爾後 次第に 風雨 衰 ふるに 至った。 

弱 S 弱震 九； IT 一日の 地震 は 所謂 關 束の 大震災 なれ ど、 神 戶 市に ありて は 弱震 緩慢 

にして、 午前 十一 時 五十 九分 二十 七 秒に 水平 的大動 搖を呈 したので あった。 蓋し 

其 震央 は 相模灣 附近と 測定 せら れ、 烈 震 區域は 束 方水戶 附近よ 丙 方 天龍川 附近 

に 亙る 束 海道の  一 iw 約 三十 五 萬方籽 にし て、^ 京. 橫 濱を 始めと し、 其 區域內 に 於け 

る 大小 都市に 激震に 伴ふ大 火災 を S し、 爲 に 殆ど 全滅に 歸 し、 死 傷者 十數 萬と 注せ 

らる 、有.^ 以來の 大慘， となりし は 遺憾であった。 

暴風雨 暴風雨 十月 十日 午後 一時 俄に 烈風と な り、 同 八 時 最も 强 く、 風 速 二十 九. 三 米 の 

西風と な り、 夜 半 漸く 歇 むに 至った。 

大正 十三 年 大正 十三 年 寡 雨 一月 は 平年 五十一 粍の 雨量に 對し 僅かに 五. 七 耗を數 ふる 

寡 雨 

に 過ぎす、 天 氣好晴 を持續 した。 

« 溫 低温 三月の 平均 氣溫 二月と 殆ど 同 示度の 四 入 度 を 示し、 平年に 比して 二. 七 度 

の 低温な りし は、 又 稀なる 現象と すべ きであった。 

暴風雨 風雨 暴 虱 雨. 風 雨 四 H:  二日の 低 氣壓七 百 四十 五. 七 耗 にし て、 午 後 四時^ 北柬の 風速 


低氣壓 


梅雨^ 雨 


高 &寡雨 凰 

雨 


は 二十 五 • 九 米 を 示 

過ぎなかった。 次 

及びて 歇 みし 

し が、 最 强 東北東の 

低氣壓 六月 一 

なり 三 日 午前 零時 

風速 二 十五 米を算 

頓に衰 へ、 風向 は 南 

至る 總 雨量 は 六十 

梅 雨. 寡 雨 六月 

旬 以後 は 殆ど 雨 を 

の 日 は 一 日に 過ぎ 

高 溫. 寡 雨. 風 雨 

年 平均 二 十五 • 三度 

は 三十 六. 七 度の最 


し て 

い で 


風 速 

日 午 

- J ま 

し、 七 

々 東 

七. 五 

一 日. 

見 す 

す、 他 

七 月 

に 比 

高氣 


午後 七 時 乃至 

二分 雨降り 始 


十 

め- 

は 二日 强 風、 三 日 


最强 とな， し も、 雨 は 

五月 二 日 午後 六 時 十 

五十  一 H 一一  粍に 達し、 風 

九 入 米と なった。 

前 七 時より 東の 强風 とな b  、午 後 一 

一時間 十一 Hi 一 粍の 大雨と な り、 風 又 

百 四十 八 入 粍の 低氣壓 通過 後、 降 雨 

より 南 丙に 轉 じ、 次 いで 西と なりし 

粍 を算 した C 

- 二日の 暴風雨 後、 六 月 上旬に は 多少 

雨 日 平年の 十五 日に 對し 十四日 を 

の 十 一 日 は 五 粍に 過ぎす、 所謂 空 梅 

の 雨量 は 平年に 比し 僅かに 二十 七- 

して  二十  七 土  度  を  示し、 八月  尙此狀 

溫を则 り 、兩 月 を 通じて 高温 寡 雨と 


時の 總 

日 午後 

風 起り 


十 二 

と な 


_ 午後 


の 

雨 


雨 を 

る も 

現象 


降 

の 

二 粍に 過 

態 を持續 

なった。 


分 

發 

し 


十一 粍に 

時 八 分に 

とな， hN 


ぽ 匕 

し て 

十八 

れ ど 

少く 

した 

■ 氣溫 

十三 

て 此 


雨 と 

東の 

風 力 

分 に 

も、 中 

十 粍 

も 平 

日 に 

間 に 
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三 八 九 


1 お 


地 
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あ， 9 て： J" 十四 H 夜より 束の 暴風と な り-、 十 五日 朝に は 烈風と な り、 午 後 二 時 三十 

九分より 雨 を 交 へ て 猛威 を 振 ひ、 夜 に 入 り風 雨 漸く 勢 を收 めし が、 十 六日に 入り 再 

び 東の 暴風 起り 雨 も斷續 し、 正午 最低 氣壓七 百 五十二. 八 粍と なると 共に 風速 二十 

六 入 米に 達した。 されば、 此時祌 戶港內 にて は 難破船 を 出 し、 陸 上の 被害 亦尠 から 

す、 午 後 三時に 至りて 風勢熄 みし が、 雨 量 は 總計八 土 粍に 過ぎなかった。 

0 地震 八：： T 十三 日 午前 三時 十九 分 十六 秒に 弱震 を感 せし が、 此 地震 は 紀州日 高 

川上 流 地方に 起り-たる ものにし て、 近 畿， 四 國. 中 國. 中 部 地方にまで 感 せし め、 午 前 九 

時 三十 三分 五十二 秒に は 其 餘震を 感じた のであった。 

風 颱風 九月 乃至 十二月に 四囘 の， 脆 風 を記錄 する。 卽ち 九月 十一 *十 二日に は 豪 

雨 時に 二十 三 粍に 達 し、 風速 最強 西 の 十七. 七 米 を 測りし が、 此 暴風雨 は 短時間に 起 

りたれば 被害 も 相當に 上った。 又 十月 八日に は 最強 風速 二十 丄ハ. 三 米、 雨 量 三 十 六. 

九 粍に 及 び、 十 一 月 十日に は 日本海 西部に 發生 せる 颱風の^ 神す るに 伴 ひ 擴大し 

て襲來 せる ものにし て、 十 一日 朝に は 七 百 二十 八 粍に 下った。 されば 七日 以來西 

の强風 吹き荒み、 九日に は 降雨 急 霰 あ リ、 十 日に は 最強 風速 二 十. 三 米 を 測った。 つ 

いで 十二月 九日 以後 屢- 降 雨 降 霰 あり、 十 日 午前 七 時には 北西 風 十 九 入 米 を 測 り、 十 


日に も 强風ぁ り、 降 霰 を も 見た ので あつ 


初雪 初霜 暴 

ほ 


大正 十四 年 

積雪 降 灰 


初 零 初 f 暴 風 

計內に 初氷 を 結び 

福 井縣に 於て は特 

丸 其 乗組員と 共 に 

大正 十四 年 積 

に 及び、 積雪 三. 三 糠 

f し が、 火 山の 噴 

北但 震災 北但 震災 五月 

の 一 部分に 非常な 

劣らなかった。 而 

颱 風. 低 氣壓 此 

一度 衰 へし も. 十 一 一 

十 八 • 九 米の 風速 を 

風 は 三時に 至りて 


颱風 侬氣應 


十二月 十二 日朝 

• 午後に 至り 降雪 

務艦關 東の 坐礁 

行方不明 となる 

零 降 灰 一月 二 

な り し が、 此 夜 間 

烟 による 降 灰な 

一一 十三 日 午前 十 

る 惨害 を與へ 、其 

して 其 震源地 は 

年 颱風 を 記錄す 

日に 入る や 叉 再 

示して 相 當の被 


來寒氣 甚だしく 氣溫 始めて 氷點下 

あ り、 風 は 時 々强 烈風 吹き荒み しが、 

となち-て 多 數の將 兵 を 失 ひ、 玄 海 灘 

あ り 、其 他の 被害 も 夥しかった ので 

十九 日 午後 九 時 頃よりの 降雪 は 三 

に 紅 雪の 降る を 見た。 其 區域は 本 

b とせられた C 

一 時 九分 五十 七 秒に 突發 せる 激震 

區 域は狹 小な りし も、 其 程度 は相模 

圓 山川 河口 沖合 數浬 にある が 如く 

る こと 數 囘、 先 づ 三月 十 一 日 西の 强 

び 超 り、 時 々雨霰 を 伴 ひ、 午前 八 時に 

害を與 へ、 七月 二十 三日 午後 一 時よ 


ま 


で 


ま 


烈風と なり、 風速 十六 二 米 を算し 三十 四日 午後に 至 


降 り、 蒸 發 

暴風 雪 は 

て は 天 利 

つ た e 

日朝 八 時 

中部 地方 

■ 北伹 地方 

大地震に 

あった。 

0 り、 其 罄 

两の 烈風 

の 東の 强 

て收ま リ 


笫 一一 一 節 異常 現象 


三 九 


大正 十五 ギ 

(昭 和 元年 > 

最低 氣 a 


大 


雨 


神 戶市史 第二 辑 别錄ニ 第一章 神戶 5 氧象 

し が、 八 月 十七 R より 十八 日に 至りて お 北 束の 風速 

六十 五三 粍に 達し、 九月 十八 曰に は 

を 測り、 特に 午後 四時 乃至 五 

九月 二十 八日 乃至 十月  一 II： 

二月 二十日に は 低 氣懕の 影 

強風 吹き 三十 一 日に は 最強 

二 日 に 至， n,- て 漸く 收ま， ？ し 

十五 年 (昭和 元年) 最低 氣溫 

丄ハ 度に 下りて より 爾後 降下 

十四日に は 最低 氣溫 氷點下 

五月 二十 八日 朝より 降雨 

熄 みし が、 此 總 雨量 八十 八 • 三 粍 に 

時間 長 かりし が爲め 家屋 土塀の 

亙る 大雨 は關西 地方 一 帶に慘 害 

S 哲 

系 W 


十二 耗 

次いで 

達 し 

ヒ な 

し、 二 

十 日 


最強 

- 、 ま 

響 を 

風速 

が、 降 

を續 

四 • 七 


大雨 


も、 降 

七 日 

す、 而 


も 


は：，：：： 二十 七 二 耗を算 し 


風 速 十丄ハ 米 に 

は 五十 六 • 六 粍 

風速 十五 丄 米 

蒙 b 、午後 九 時 

两 北西の 十七- 

雨 總 量 は 二十 

月 十九 日の 平 

け、 二 十 三 • 四 日 

度と なり 木 年 

し、 二十 九日 は 

及び、 風力 は 弱 

崩壤 する もの 

を與 へし も、 神 

のであった。 


r&s! し 一田： i 

百 五 

つ た r 

粍に 

リ ^ 

降ら 


一一 一九二 

十 入 米の 暴風雨と なり 

過ぎ ざり し も、 降 雨 總 量 

の 豪-雨と なった ので あ 

を 測 り、 降 雨 總 量 六 十 六 

過より 降雨 あ り、 夜 半 よ 

-四 米を算 し、 其 後 雨霰 を 

四 粍に 過ぎなかった。 

均お 溫は 九. 五 度な りし が 三 

の 平均 氣溫は 遂に 氷點下 に 

中の 最低 氣溫を 示した。 

終日 降雨 あ り、 三 十日 朝に 至 

くして 六 • 七 米に 過ぎ ざリし 

があった。 又 七月 四日より 

戶 市に は些 したる 被害 を 見 


'高 


强 


雷 强 

り大 

と 一 

全燒 

隻 は 

五 日 

の 浸 

S.  高 

が爲 

に 至 

せ し 

風  0 

0 と 

を 示 

害 を 


雷 七月 

阪灣に 入 

時に 至る 

し、 尙數箇 

防波堤 に 

にも 雷雨 

水 家屋 を 

溫 高氣 

に、 七 月 三 

る 間 降雨 

が、 十 一 一 日 

風 九月 

なり、 午後 

し、 雨 は 十 

與 へ た。 

第 三 節 


三十日 播磨 灘に發 したる 强 雷の 主軸 

り、 祌 戶 市は此 雷雨に より 三十 三. 七 耗 

間に は 二十 六. 三 粍の 豪雨と な り、 而 も 

所に 落雷 あ り、 且 つ 市 內に九 百 戶の浸 

衝突し、 靜船 三十 餘隻は 港外に 流失し 

あ り， 特 に 後者 は 約 一時間に 四十 一 全 

出した のであった。 

壓の小 笠 原 島 附近に ありて 時に 琉球 

十 一 日より 天氣晴 燥を續 け、 八 月 六日 

を 見 す、 平 均 氣溫は 概ね 二十 八 度 を 超 

及 十五 日に は 三十 五. 七 度の 高温 を 示 

十六 日 午後より 吹き始め たる 北々 東 

三時に は 烈風と な h 、最低 氣壓 四百 三 

七日 早朝より 午後 五 時 過に 及び、 總雨 


は、 進 路を束 方に 取 り、 淡 路 島よ 

の 雨量 を 測 り、 特 に 午前 一時よ 

此間多 井畑に 落雷、 人家 一 楝を 

水 を 見、 四 百 四十 五噸の 汽船 一 

た。 尙 八月 二十 五日 及 九月 十 

粍の 豪雨と な り、 爲 に 千 八百戶 


方面より 木 

に 微雨 あり 

え、 最 高 氣 溫 

したので あ 

の屎は 十七 

十九. 三耗、 最 

量 四 十 八丄ハ 


州两 部に 擴張 せし 

しのみ にて 十六 日 

も 亦 三十 三 度 を 示 

つ た。 

日 正午より 北の 弱 

强 十五. 五 米の 風速 

粍を算 し、 相 當 の 被 

三 九 三 


神 戶市史 第二 輯 別 

旋風 旋風 は此 年四囘 

タ 東風 吹き荒み、 夜半より 

二十 一 日 午後 二 時 頃 烈風 

午後より 十六 日 午前 九 時 

く 突風に 達した る に 過ぎ 

强風 吹き荒み 、最強 西の 風 

亙りて 總 雨量 二十 八. 七 粍 

平均 氣溫は 十四. 三度より 

度 を 示 し. 初 氷 を 見る に 至 

昭和 二 年 最低 氣溫 

千島 方面に ありて 七 百 四 

しく、 一  月 二十 二日に は 氷 

北 丹 後烈筏 北 丹 後 烈震 三月 七日 

倒 ® 其 他の 被害 あ り、 爲 に 


昭和 二 年 

最低 氣溫 


錄ニ 第一章 

の 記 錄を殘 

雨 を 交 へ， 廿 

に 電雷を 加 

に 亙りて 豪 

なかった。 

速 十七. 五 米 

を 示 し、 又 七 

1 一， 七 变 に 降 

つ た。 

支那 大陸の 

十 耗內ダ を 

點下五 度と 

午後 六 時 二 


祌戶 の氣象  三 九 四 

した。 卽ち 五月 二十日 夜より 二十 

一 日に 至り 雨量 合計 五十一 人耗 を 

へて 一時 悽愴を 極めた。 次いで 十 

雨 あ り、 總 雨量 七十 六 入 粍を算 せし 

然る に 十二月 七日 夜半より 八日に 

に 達 し、 降 雨 は 六日 午後より 八日 午 

日 午後に は 電雷ぁ り、 此 連續 線の 通 

り、 最 低^ 溫は此 冬季に 於て 始めて 


一日に 互 

^りし 力 

n 十五 日 

が、 風 は 弱 

亙りて は 

前 八 時に 

過 こ より， 

氷點下 二 


氣壓は 七 

し、 爲 に 一 

りて 全 年 


百 七十 八 粍 以上 を 示 

般に 北西 風强 くし て 

中の 最低 氣溫を 測る 


し、 低氣壓 は 

寒氣も 甚だ 

に 至った。 

十八 分 北 丹 後に 烈震 あ り、 阪 祌 沿道 も 煙突の 


被りた る 酒の 流失 損害 五千石に 達すと 稱 せられ 


暴風 雪 


暴風 


三月 十二 日夜 来の 束の 强風は 雪 を 伴 ひ、 後 雨と なりし が、 十 三日 午前中 


旋 


1 


0 


昭 和 三 年 

豪 雨 


0 


卷 


を 


强 烈風 吹き荒み、 

旋風 三月 十九 


力 


V7 


、最 

び 

來 


の 


加 へ、 雨亦强 

寡 雨 六月 は 

ち 平年 梅雨期 

识候所 倉 立 sf! 

昭和 三年 豪 

十四日に 豪雨 を 見、 

烈風 四月 一一 

十五 土 米に 達 

風速 十 六 • 五 米 

龍卷 九月 二 

た。 此 日祌戶 

部の 黑 くも 

るを發 見せし 


を 

港 


風速 十七. 五 米 を 測りへ 

に 入， h\ 朿風 1^.1 しく サ 

速 十 四. 六 米を算 し、 同 


な 


0 


( /f\ と 


通じて 

ヒ 十丄ハ 

錄 たる 

月 二十 

に 相當 

の 降雨 

又 八月 

■ 午後 七 

午後 十 

突堤 の 

せ る 雲 


力 


、尙 乳房 狀の 


天氣 晴朗に し 

粍の 約 三分 一 に 

明治 三十 六 年の 

日より 二十 二日 

の 被害 を與 へた 

は 三十. 七 粍に 達 

五日 は 午前より 

時 疾風と なった 

二 時 四 分より 同 

先に 當る 南東の 

塊の 下 部、 其 高 度 

雲 其 右方と 後方 


午後 天候 漸 

日 午前 二 時 

九 時 風勢衰 

て 雨 量 僅 か 

に 達せざる 

の 四十 九 ，三 

日に 互り て 


し、.^ 風 は 

時々 來の 

十五 分に 

上空に 積 

約 三十 五 

とに あり、 


一 J ま 

へ た 

に 六 

の 寡 

粍に 

多 量 

匕 - 1 

強風 

至 る 

亂 雲 

度 よ 

前者 


復 

れ 

ま 


第三 節 異常 現象 


を 見 た- 

に  轉じ 

ど、 時 に 

一入 耗 

にして 

ぐ の 記 

降雨 あ 

じ强風 

き、 午後 

一 分 間 

伸びる 

ぶ ら 19, 

後者の 

三 九 五 


と 


更 


多 照 

錄 と 

り、更 


な 

長 


こ 虽 M 

を 昆たハ 

ぎ ぬ。 

なりし 

なった。 

に 六月 

h\ て最 

に は n 取 

を觀识 

し 力 其 

く 垂れ 

倍 半の 


祌 戶市史 第二 輯 別錄ニ 


残暑 笾雨 


大きさ を 示 

昇りて 消え 

とな. h\ 其 下 

下せる 尾と 

たる 後须臾 

く な り， 同 十 

五分に は纔 

よ， C\  す 

天氣は 可成 

分に は 北東 

两方遙 か に 

極めて 遲く 

殘暑 • 寡 雨 

十三 • 六 度 に 


) こ o 

し / 

ながら 

部 遂に 


當 


海 面 


ル ネ =7$  。 


にして 

四 分に 

かに 片 

るまで 

り 良好 

に 移， 9; 

卷 雲 及 

漸ぐ束 

九 月 

立以來 

し て、 累 


衰 

ま 


時 此龍卷 

ォ { やく 

に 達し 

は切薛 

始め、 主 

雲 と 切 

なりて 

其移轉 

て、 同 三 

分 終熄 

雲 あ り.、 

認 め 得 

暑は特 

溫 なる 

0  J  hy 
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の黑く 垂れ 下れる 先の 雲の 小さく 

なれる を 見し が、 同 七 分より 發 達し 

た。 而 して 其 下部 は 細長き 淡 煙の 

せる が 如くに 見受けら れ、 約 二十 分 

部 は左卷 に囘轉 せる を 確認し、 煙狀 

れて急 轉囘を 行 ひ 乍ら 消 え， 柱 狀 の 

两 方に 流れ 去った のであった。 此 

を 認め ざり し が、 赏 時 の ^象狀 態 は 

十七 分 北 两方內 陸に 於て 雷鳴 を 聞 

した。 其 後 積亂雲 益， 伸び 來，？ 、十二 

靑 空 も S 見 し、 風 向 は^ 北^に して 

るに 過ぎ す、 同 五十 九分より 驟雨 を 

に 烈しく、 平均 氣溫は 二十 五 度に し 

大正 五 年と 同 示度と な り、 最 高お 溫 

多少 低温な りし も、 此 日の 平均 は 1 ； 


三 九 六 

斷 たれ て. 左 側 を 

て 下に 伸び 細長 

5? ひ S  く 黑く垂 

間 此狀態 を 精け 

の 柱 は 極め て 淡 

雲 叉 消失 し、 同 十 

龍 卷は發 見當初 

午前 十 時 前後の 

き し が、 十 一 時 四 

時 頃に は 蒸 暑く、 

風速 三， 四 米、 雲 速 

見た のであった P 

て、 平年に 比し マ 

の 極 は 二日の 三 

十 九 入 度に して 


大 正 


昭和 四 年 

最低 氣 诅 


旱 


襲 

最 


生 

の 

し 


時 


农 


五 年より 

は 平年の 

和 四 年 

匕 • 匕 

さ 募， 9/ 

温の 極 

當地 

に 至つ 

三 月 

の 風速 

は 十八- 

を 伴へ 

東風 は 

日 電 燈- 

笫 三 0 


る 

匕 

雨 

-匕 


十 


る 


る 


米 

話 


瀰 を 

に も 

氣溫 

地 は 

あ りバ 

K  ha 

て ま 

二 粍- 

蓋し 

未明 

-四米 

の 風 

北東 

伴 ひ • 

を始 


示し 

一 

大吹 

-氣溫 

下 五 • 

1 月 

•  二 月 

条期 

一 " # 

に 達 

速 を 

風 は 

_ 十五 

め と 


こ り 

テ ひ 

る に 

Hp 氐 

雪と 

亦 氷 

二 度 

は 平 

は 二 

に あ 


で 

を 

あ 


ノ ク」 o 

算し、 海 

午後 一 

日 午前 


つ た。 

なかった 

の 中 心 示 

, 之 が 影 響 

に 降り、 越 

した C 

十九 粍 三 

-六 粍の 寡 

は 稀 有な 

土 日 午前 

月 二十 一 

に 被害 を 

に は 十五- 

I 畔 こま 

缺： li 等 被 


而 して 暴風 季節なる 此 月に 降雨 少 


度 七 百 

を蒙リ 

え て 三 

月 ま P- 

^にし 

る 現象 

七 時 乃 

日に も 

與 へし 

主 米の 

最强風 

害 夥し 


十五 粍 

る神戶 

ず は 林 


十四. 

反 申 

CM  ： 巾 

あ つ 

十 % 

日 來 

つ い 

0 と 

.V 匕 

つ た- 


し 


戶 に 


ま 


リ、 各 地 暴 

て は、 一日 

於け る此 

雨量 あり 

料 水に 支 


風 吹 


月 


異常 現象 


き、 同 九 時 

吹き募，^ 

二十 八日 

た。 八月 十 

十六 • 二 米 を 

又 十月 二十 五 

三 九 七 


午後 

年 の 

し に、 

障 を 

- W ま 

午 矿 

多少 

四 日 

示 せ 

日 早 


涸 梅雨 


高 a 旱 魃 


高 a 多雨 


朝 よ 

此勢は 二 

後 七 時に 

洞 梅雨 

に 比すれ 

高 溫， 旱 

度 を 示し 

魃に 苦し 

は 遂に 時 

高溫. 多 

ればニ • 九 

以来の 極 

低 氣溫も 

されば 降 

數は 十五 


神 戶市史 笫ニ： 輯 別錄ニ 

東風 强く雨 を 伴 

二十 六日に 及び 


至りて 漸く 

此年 六月 

ば 甚だしき 

魃 七入兩 

明治 三十 年 

むこと 甚だ 

間 給水の 已 

雨 十二月 

度の 高温と 

た る 明治 三 

遂に 氷點下 

雨 は 頻繁に 

日の 多き に 


な り 

十七 

に 降 

し て 

及ん 


しが 

匕 U 

しが. 

量 は 

雨 と 

氣溫 

極た 

神戶 

き に 

rn\ て 

十五 

年 十 

る に 

平年 

寺 こ o 


第 

夜 ： 

-其 

僅 

さ 一 C2- 

至 

の 


と 

糸 

力 

つ 


章 神 戶ハの 

スリて 展 

變じ、 更 に 

雨 量 は 六 

に 九十 九" 

ベ きで あ 

に 高く 連 

正 三年 八 

九月 六日 

こ o 

全 月 平均 

は 最高 氣 

八日の 二 

づ僅 力に 

teB 量 を 越 


氣象 

雨 愈" 烈し く- 

北屎 とな， 

十九. 三 粍の 

-七 粍に 過 ぎ 

つ た。 

日 暑熱 酷し 

月 六日の 三 

より 二 十六 

氣溫 は 九. 七 

溫 二十 ニニ 

十. 五 度を越 

〇• 五 度 を 示 

えて 九十 八. 


强東屎 

は 午後 

量 を 見 

し て 


三 九 八 

十九. 五 米に 達し， 


八 月 

六. 七 

の 長 

を 示 

を 算 

る こ 

た る 


平年 


七 粍 


時 に 

の で 

の 二 

- 一 ま 

超え、 

亙り 

を 平 

當 測 

丄ハ度 

あ る 


，強風 は 午 

あった。 

百 六. 四 粍 

三 十 七 .四 

耷 の旱 

て、 上水道 

年に 比す 

候 所 創立 

に 達 し、 最 

に 過ぎす、 

ば、 雨天 日 


i? 和 五 年 

黃 砂 


卷 


旱 


き at 

國 


雨 


低氣壓 


1? 和 六 年 

最低 氣溫 


昭和 五 年 

濃度 を增せ 

龍卷 南 

五分 間 極小 

旱魃 七 

八 • 三 度と な 

降 雨 念， 寡く" 

雷 w  ハ 

數の 浸水 個 

低氣壓 

米と な り、 此 

數の 小破 損 

地震 十 

せられた。 

昭和 六 年 


黄 

力 

模 

害 

刀 


■ 十 六 

の 方 

看 

天氣 

^ 倉 

氣溫 

十 日 

る 

三 十 

場の 

を 出 

六日 


三 月 

日 も 

向 に 

卷 を 

立以 

は 更 

市內 

に 至 

日夜 

豫定 

した _ 

午前 


十五 日 午前 

尙淡 霧の 如 

於て 高度 約 

觀 ％ し， sf 

て 良好に し 

來 七月の 平 

に 一度 餘を 

に 落雷 ぁリ 

つ た。 

より 三十 一 

なりし 海港 


八 時 三十 五分 北西 方よ リ 黄砂 襲来して 漸次 

き 黄砂 を 認めた のであった。 

二十 五 度に あた  >  、午 後一 時 四十 一分よ リ約 


最低 氣溫 


ぎ す、 氣 溫は 平均 二十 

が、 八 月に 入りて ょリ 


て 時々 雷雨 を 伴 ふに 過 

均の 最高 氣温を 示せし 

高めた。 

同诗に 一 時間 約 五十 一 粍の 豪雨 を 降ら し、 多 


日朝に 亙り 北の 強風 吹 

博 覽會々 場の 被害 最も 


續き 、最強 風速 十 ニニ 

甚だし く. 其 他に も 多 


第 三 節 異常 現象 


五 時 三十 二分 神戶 地方に 弱震 あ リ、 震 央は播 磨 灘と觀 測 

一 月 十一 日に は 金 華 山 東南東 沖に 七 百 四十 粍 以下の 低 

三 九九 


lift 


棟  烈 


氷 

風 

る 

雪 

五 

方 

の 

雪 

治 


ま 


神 戶巿史 第二 輯 別 

氣 0 あ り，， 那 大陸 を掩ふ 

ク、 神 戶 も 最低 氷 點下五 二 

點下 五. 九 度 を： 小して 木 


烈 H  一  H  二 

影響に より 强 

積雪 一 リ九 

分に^ りて 歇 

た。 蓋し 從來 

たる ものにし 

て 尼 崎 汽船 菊 

死者 を 出す  の 

晚雪 1： リは 

四十 二 年 四月 

を 見た ので あ 

祌戶 地方の 吹 


十六 R よ 

風 吹き、 二 

H 午後 四 

み し が、 其 

の 最高 記 

て、 此 大雪 

水 丸 は 沸 

悲慘事 を 

一般に 平 

ヒ 日の 降 

つ た。 而 

雪 と 照 應 


の 


ヒ 


錄ニ 第一章 

高^ 壓 は 七 

度、 平 均 〇• 九 

最低 氣 

子 江上 

闩午傲 

十七 分 

十日 朝 

る 明治 

し 九日 

船 ポル 

たので 

比して 

最も 晚 

關 W 地 

きもの 


神戶 の氣 果  四 o〇 


气 

し 


て 


人 

を 

現 

十 

あ 


十 四 

示 し 

極と 

-  > ま 

降り 

十六 

年 二 

U 上— 

號と 

こ o 

五. 六 

せ ら 

は 五 

る o 


粍 を-小して 全國 殆ど 暴風雨 雪と な 

. 十一 日に は 更に 寒 氣を增 して 最 S 

な り、 平 均 同 子 五 度 を 示し た。 

る 旋風の、 お 進して f 海道に 拔 けた 

北の 最强 風速 十 七. 七 米に 達した。 

出した る 雪 は 十日 午前 十 一 時 三十 

粳を測 り、 明 治 三十 年來の 大雪と な 

リ 十 一 日の 十 ー丄ハ 糖を遙 かに 突破 

十五 分に は 垂水沖 平 磯燈臺 附近に 

衝突し， 爲に 遭難者 百 人中 二十 じ 人 

度 低 く、 四 月 八日 朝より 降雪 あ り、 明 

れ たりし も、 更 に それより-一 日の 晚 

片 三日に 晚霜ぁ り、 被 害 甚大な りし 


雷雨 降 s 

烈  届 


S 雨 W 溫 r 十 

魃 


風 


昭和 七 年 

烈風 大雨 


雷 雨 • 降 雹 五月 二十 

烈風 六月 十日 以來 

し， 十. 十 一 兩 曰の 雨量 は 

霖 雨. 低 溫.旱 魃 七月 

九 度に して 低温に 過ぎ 

粍に して. 僅かに 平年の 

颱風 十月 十二 日夜 

十 て 九 米を算 して 最強 

雨 量 は 六十 四. 七 粍に 達 

卷 龍卷 十一月 十八 日 

は 三菱 造船所 沖合に 於 

沖合に 現れし も、 何 れ も 

昭和 七 年 烈風. 大雨 

は 次第に 鬼 北 來に進 

方 は 前日 午前中に は 

第 三 節 異常 現象 


八日 午後 九 時 頃 雷雨に 伴 ひ 豌豆 大の 降雹 を 見た。 

東 寄の 風强 く， 十 三日 午前 六 時には 朿の 風速 十 八. 六 米 

四十 五 粍に 及んだ C 

は 降雨 甚だ 多くして 其 量 平年の 

し が、 八 月に 入りて より 好 晴を續 

三十 五艿に 過ぎ す、 旱 魃の狀 態 と 

来の 東風 は 暴風と な り、 十 三 日 午 

とな リ 午後 七 時に 及びし が、 十 一 一 

した o 

午後 二 時 三十 分より 十分 間に 龍 

て 高度 約 十五 度に 超 う、 同 三十 四 

小 龍卷に 過ぎなかった。 

北朝鮮 日本海 土 佐 沖 等に あり 

行 し、 四 月 二十 五日に は 甚だ 優勢 

朿の强 風と な り、 午 後に は 風勢衰 


二倍 を算 し， 平 均氣溫 

け、 從 つて 雨 量 少く四 

なった C 

前 十一 時に 

日 午後 零時 


は 東の 風 

P- よ， o- 降 


卷を觀 測し 

分 頃に は更 

し 七 百 五十 

へ、 夜に 入り 


た。 卽ち 

に 川 崎 造 

耗 程度の 

之が 爲め 

て 北々 西 


に 達 

ま 十 

十 • 七 

速 二 

り し 

始め 

も ち 

低氣 

神戶 

0 と 


四 〇 


神 戶市史 第二 輯 

な， 9 三十 五日に は 午前 

へ し が、 降 雨 此ニ曰 間に 

雨 は 二十 八日 午後 五 時 

を 測りし が、 此 季節に あ 

0 雨 豪雨 七月  一 • 二日の 

卽ち此 降雨 は 午前 二 時 

前 七 時 前後に は 最も 激 

九 耗を算 し， 爲に 惨害 全 

祌戶 市內に て は 家屋の 

防 三 箇所 決溃 し、 山 崩 七 

へし も此 時であった。 

りて 大雨と な り、 三 日 問 

七十 六 月、 倒 m  一  ！：；、 流 失 

四 箇所に 及べ る は、 近年 

雨 高 ^  m.^ 溫 七月の 後 
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七 時 強風と な り， 十 時には 最 

四丄ハ 粍に 過ぎなかった。 然 

過に 亙 り、 特 にサ 八日に 

りて は 稀 有の 大雨と い 

豪雨 は 其 被害 を與 へた 

四十 分より 翌 二日 午後 

しかりし が、 一 日の 降水 

縣 下に 及び、 特に 南部 
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事關 係官 

入港 船舶. 

の 統計 資 

行 ひて 以 


議に 上る 

調査 及 政 

く 決定 を 

樹立し、 取 

先に 終る 

附 近 一 帶 

十 餘萬圓 

工費の 一 


神 戶市史 第二 锊 别錄ニ 第二 章 祌戶 み港灣  四 ニニ 

部 負擔を 申請し、 大いに 其 決定の 促進に 努力した のであった。 然るに 當時 政府 は 

財政の 都合に 依り 木 計畫を 一 時に 寅 施し 難き 事情 あ り、 遂 に 分割して 二期と し、 其 

緊要なる 第 一 期 工事 卽ち小 野 濱地先 海面 を 埋立て 之に 四箇の 突堤 を 築造し、 一 箇 

年 約 二百 十 萬噸の 貨物 を 取扱 ふ に 適する 計畫に 縮小 し、 第 二十 三 囘帝國 議會の 協 

贊を經 て、 總 工費 一 千 七 百 九 萬 九 千 四百 七 圓 (內 本 市 負擔額 四百 三十 七 萬 圓) を 以 て、 

明治 三十 九 年^より 同 四十 六 年度に 亙る 八箇 年繼續 事業と して 著 手す る ことと 

な り、 市 民の 多年 翹望 せる 築港 問題 玆に 全く 解决 する に 至った。 這般の 工事 は 著 

著實 行の 緒に 就きし も、 其 間 政府の 財政 緊縮に よりて、 ェ 期の 繰 延、 ェ 費の 滅額等 幾 

多の 障碍に 逢 著 し、 ェ 事の 遲延ー 再に 止まら ざり」 が、 大 正 八 年 四月 三十日に 至，^ 

. 物偾 騰貴の 爲め 工事費 に 【不 足 を 生じた るを以 て 、神 戶巿は 之が 追加 總經費 百 八十 

九 萬圓の 三分 一 を負擔 し、 大 正 八 年度 乃至 同 十 年度の 三 箇年每 年度 末 迄に 二十 一 

萬 圓宛を 納付す る ことと なった。 次いで 大正 十 年 三月 二日 此 Hs^ に關 する 明治 

四十 年 四：^ 一  日附の 大蔵省 命令書 第 四 條卽ち 

第一 條 及第 ニ條ノ 如ク定 メタル ハエ 事ヲ 分擔ス ルノ 不便 ト不 經濟ト ヲ避ク , 

カ爲 ナリト 雖. 元 來ノ 趣旨 ハ， 政府 ト祌 戶市ト 共同 シ テ 設. 備ノ 方法 ヲ設 ケ議食 ノ 


協 贊ヲ經 設備 利用 ヨリ 生ス ル 損益 ヲ 分配 ス ル モノ トス 

前項 損益 ノ 分配 ハ木件 工事 ノ爲 政府 ノ負 擔シ タル 金額 一一 旣定經 費 參百六 拾 萬 

五 百 九 拾 參圓ヲ 加算 シ尙 政府 及 祌戶市 力 工事 竣功 一一 至 ル迄每 年度 支出 シ タ ル 

金額 二 對シ年 五分 ノ 利率 ヲ以テ 算出 シ タ ル 金額 ヲ 各負擔 額 -1 加算 シ タ ル 割ん 口 

|| 依 リ之ヲ 定ムル モノ トス 

と ありし 第二 項 を 

前項 損益 ノ 分配 尸 本件 工事 ノ爲 政府 ノ負 擔シ タ ル 金額 -1 旣定經 費參百 六恰萬 

五 百 九 拾 參圓ヲ 加算 シ タ , 金額 ト祌 戶市ノ 納付 シ タ , 金額 ト ノ 割合 II 依リ之 

ヲ 定ムル モノ トス 

と 改め、 新に 第三 項と して 

前項 ノ 割合-一依 リ 算出 シ タル 神戶 市- 1 配當ス へキ 分配 益金 力 同市 力 第二 條ノ 

金額 ヲ 政府- 1 納付 ス ル爲 -1 起シ タル 市債 額-一 對ス ル 當初ノ 利子 額-一 相當ス ル 

金額 ー一 達セサ ル年 一一 於テ ハ其ノ 分配 方法 パ當 分ノ內 前項 ノ 割ん 口- 1 依ラ ス右利 

子 額-一 相當ス ル 金額 ヲ 限度 トシ テ先ッ 祌戶巿  一 I 益金 ヲ 分配 ス , モノ トス 

を 加 へらる 、ことと なった。 かくて 遷延 を 重ねた る 第一 期 築港 工事 は、 遂に 明治 

第二 節 神戶港 第一 期 築港 工事の 竣功  四 二三 
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三十 九 年度 以降 大正 十 年度に. まる 十六 箇 年の 長年 月 と、 總 工費 一 千 五 百 九 萬 二 千 

餘圓の 巨費と によりて 所定の 工率 を 遂行 し、 大 正 十 一 年 五 H 十六 日 盛大なる 竣功 

式を擧 行す る を 得る に 至りし が、 之 より 先 木工 事の 竣功 部分 は旣に 大正 二 年以來 

祌戶 税關に 於て 使 川 を 開始した のであった。 

今 神戶港 第一 期 築港 工事費 年度 割 を 炎 示 すれば 左の 如くで ある。 
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海岸 埋立 濱最 突出 部より 丙 は 元 居留地 前面に 亙 り、 水 深 六. 一 米 前後の 同 深 線 を 劃 て 所 謂 

櫛齒 形に If 築し、 之 に 防 波 用 護岸 及 繋船 用 突堤 を 築造し、 叉埋立 護岸 壁 及 物 揚場等 

を 築造した c  |f 立地の 高さ は朔望 干潮 面 上 三 • 三 米に し て、 總 面積 二十 七 萬 四千 九 

十六 平方 米に 達 し、 土 砂 三百 十五 萬 六 千 百 五十 立方 米 (內百 二 十五 萬 四千 百 三十 七 

立方 米 は 浚渫 土砂の 利用 其 他の 無代 價 品) を 要 し、 總 ェ 費 六十 六 萬 九百餘 圓を以 て 

大正 十 一 年 五月 全く 其 H を竣 へ、 無代 惯品を 控除し 平均 一 立方 米の 工費 一 圓 六十 

四 錢を耍 した C 埋立 工事 を 突堤 別に 示せば 左の 如くで ある C 但し 突堤 名 は從來 

^よ b 两 へ 順次^ 一  乃至 第-四 突堤と 稱 せられし が、 昭 和 六 年 十；！ T 一  日より 之 を 逆 

の 順序に 呼稱す る ことと なりし を以 て、 本 章に 於て は總べ て 新しき 稱 呼に 從 ふこ 

ととした。 (本章に 於て は 從农の 尺貫法 を 殆ど 之をメ ー トル 法に 換算 揭 記した) 
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神 戶市史 第二 稗 別錄ニ 第二 聿 神戶 ハ港灣 


四 二 六 


各 突堤 根元 


三 九、 五六 三 •〇 


三 一 三、 二 〇 七， 七 


^  ^ 突堤に 繋留す る 船舶の 出入に 支障な からしむ るが 篇. め 

槃船 壁の 水深に 準じて 浚^す る ことと し、 かく て 第三. 第 四 

深 十. 九 米の 同 深 線 迄、 其 他の 突堤 前面 は 水深 九 二 米の 同 深 

れ、 總 Ira  s な 十 萬 八 千 五 百 五十 七 平方 米に 對し土 量 百 九十 

楚船 岸壁 方 米 を 浚^ し、 大 正ヒ年 工費 二十 二 萬 一 千 五 百圓を 以て 竣 

長 二 千 八 百 九十 一 米、 有效 延長 二 千 四百 七十 六 米に して、 同 

槃诏し 得 ベ く、 突 堤 間隔 は 第 一. 第二 間 百 六十 四 米 乃至 二百 

米に して、 之が 築造 費 は 二百 ヒ 十九 萬 二 千 八 百 圓を耍 し， 之 

れば總 計 三百 九十 五 萬 七 千 三百 圓に 達する。 今 岸壁の 詳 

くで ある。 


_ 各 突堤 間 及 前面 航路 を 

突堤 間の 前-面 航路 は 水 

線に 達する 迄 浚渫 せら 

一 萬 五 千 七 百 九十 六 立 

功した。 繋船 壁 は總延 

時に 大小 船舶 十九隻 を 

十 八 米、 其 他 は 百 四十 六 

に 設備費 其 他 を 加算す 

細 を^ 示 すれば 左の 如 


位 


置 


第一、 第二 突堤 全部 

第 三 突堤 西側 及 頭部 


總 延長 


干 i!- 面 下 

水深 

九 二  I 一、 六 五八- 


九- 


四 三 五- 


有效 延長 


、四 〇  一 • 八 
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八、 〇〇〇 乃 
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槃留シ 得 

ベ キ船數 
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%  o  6 


三 三五ヒ 
m  m 

m  m  i  x 


三 三 四 一 

A  A  O  A 

m  md  土 


物 楊 場 及 物 揚場は 第一 乃至 第三の 三 區に分 れ、 第 一 は 中央 埋立地の 西北 隅 延長 二百 三十 

立.^ 赛 

岸壁 五上 ハ. 米、 第 二 は 第 一 及第 二 突堤 間に 百 四十 六 米、 第 三 は 第三 及第 四 突堤 間に 延長 百 

六十 四 米 、合 計 五 百 四十 五 米に 達し、 主として 蜉 船の 荷役に 便じて ゐる。 埋立地 護 

岸壁 は 第 一 及第 二の ニ區に 分れ、 第 一 護岸 壁 は 第 一 物揚 場と 第 一 突堤 西側 繫船岸 

壁と に 連り て 延長 三十 三 米 あ り、 第 二 護岸 壁 は 第二 及第 三 突堤 根元 を接續 する 延 

長 百 四十 六 米 、合 計 百 七十 八 米に して、 吃水 子 七 米 前後の 小 蒸 汽船 を 繋留し 得、 前 者 

は 明治 四十 四 年、 後 者 は 大正 三年 竣功せ し が、 小 野濱 突出 部に 於け る 第 四 突堤の 東 

側 及^ 部の 護岸 は 延長 約 六 百 九十 一 米に し て、 其 頂點は 干潮 面 上 五 土 米で ある。 

第 一 期 陸上 各種の 陸上 設備 中先づ 上屋 は 鐵造及 木造の 二種に 分れ、 鐵造 上屋 は 十六 楝四萬 

設 | ほ 工事 C 

概ぼ i 九 千 五 百 三十 平方 米、 粱間各 二十 五. 五 米、 桁 行 八十 七. 三 米 乃至 百 六十 三丄ハ 米 あり. て、 

第一 號 及第 十四 號の ニ楝は 一 部 二階建に て 旅客 s 設備 を 施 し、 其 他 は 平屋 建と し 
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第三 突堤 束 測 北部 及 頭部 

第 四 突堤 北部 

第三 突堤 東側 南部 

第 四 突堤 南部 


〇、〇〇〇 


八、 〇〇〇 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第二 章 神戶 の港灣  四 二八 

て 孰れ も 槃船璧 を 距ろ七 米の 所に 於て 之と 並行に 建設 し、 木 造 上屋 はニ楝 三千 四 

百 九十 一平 方 米， 梁 間 各 二十 一人 米に して， 物揚場 を距る 七. 三 米の 所に 於て 之と 並 

行に^ 設 し 、鐵 造 未 造 孰れ も其內 便宜の 場所 を區 劃し、 放置 貨物 置 場. 貨 物 檢查場 及 

事務室 を 設けて ゐる r 突^ 別によ る 各 上屋の 面 秔及利 川 開始 年 W を 示せば 左の 

如くで ある C 


突^ 別 上屋 名稱 | 構造 

第 十！： 號 鐵造 

第 十五 號 同 

第 十六 號 同 

第  一 j 第 十. V 號 同 

突堤 第 十八 號 同 

第 十九 號 同 

第一 號， 木造 

. 第 ニ號同 

f 第 八 號鐵造 


0  ^ 一 使 W 開始 年月 

平な * 

一一 1、 七 S 八 A 大正 八 年 十二月 

一一、 一三 一 .四 同 八 年 四月 

二、 ニニ  一  同  上 

一一、 七 七 六み 同 五 年 十二月 

二、 ニー 二 も 一同  上 

一 「1 三 i 同 五 年 六月 

一一、 一三 一 同 二 年 六月 

一、 二 六 九 .S 一同  上 

一一、 七 七 や 九 同 十 年 1 月 


突堤 別 上屋 名稱 


第二 

突堤 


第三、 

突堤 

第 四 

突堤- 


第十號 

第 十一 號 

第 十三 號 

第 三 號 

第五 號 

第七號 

第 一 號 

第二 號 


構造 

同 


0  m 使 W 開始 年月 


平方 米 一 

三 一 .S 大正 九 年 三月 


八 八 七 丄〈_ 


八 八 七. 六 

七 七 ま 同 

M0 同 


一一 一、 六 0 九ん 


十 年 七月 

十 年 九月 

七 年 七月 

六 年 八月 

七 年 七月 

六 年 八月 

同 六 年 三月 

同 五 年 六月 


蛾 


道 鐵道は 大正 十 年 十 U: 四十 八 萬 二 千 餘圓を 以て 竣功せ る ものにし て、 鐵 造 上屋と 

繋船 岸壁との 中間に 一 線、 上屋の 背面に 二 線 又は 三 線 を 敷設し、 埋立地 中央に は數 

條の 側線 を 配置 し、 悉 く 小 野 濱驛に 通す る 幹線に 連絡せ し め、 其 總延長 十 七 • 七 籽 餘 

を 算 し、 尙 附屬 設備と して 貨車 用 轉車臺 二十 一 臺及計 重 臺六臺 を 配置 し、 ま た 繋船 

壁の 全長に 亙り 電氣 起 重機 を運轉 すべ き廣 軌道 を 上屋の 前面に 敷設して ゐ る。 

路 道路 は總 ベて マカダム 式碎石 道路と し、 中 央 埋立地の 海岸に 並行して 束两 に三條 

と、 各 突堤 を 南北に 縱貫 せる 四條の 幹線 と、 中 央 埋立地 を 南北に 通じて 上述 東西 道 

路を 連絡す る 三條の 支線と より 成 b  、第 二. 第三 及第 四 突堤の 道路 は 延長して 加納 

町 ，柬 町 及 京 町に 通じて ゐる。 是 等の 道路 は 幅員 二十 一. 八 米 道路の 延長 八 百 四 米、 

同 十八 土 米の 道路 一 千 二百 六十 九 米、 同 十四. 五 米の 道路 一 千 七 百 九十 八 米、 同 十一 マ 

八 米の 道路 四百 二十 二 米の 四 種に 分 れ、 總 延長 四千 二百 九十 三 米に 及 び、 之 に 幅 員 

二  • 七 米 又は 】• 八 米の 片側 步道を 設けし が、 之 に耍 したる 總 工費 三十 一 萬 九 千餘圓 

に し て、 大 正 十一 年 七月 を 以て 竣功 を 見た る ものである。 繫船 岸壁 幷上星 入口 通 

路は 花崗石 敷と な し、 車 馬の 交通に 便なら し め、 埋 立地と 市內 との 交通 を 便なら し 

むる 爲に は、 埋立地 の 西北 部に 於て 元 居留地 樞耍 道路との 間に 明治 四十 三年 約 九 

第二 節 神戶港 第一 期 築港 工事の 竣功  四 二 九 


钟 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第二 聿 神 戸の 港濟  四 三 〇 


萬 

起重機 其 uffil 

他の 施設 き 

供 

を 


受 

等に 

を も 

望 ュ 

下 に 

常 專 

中央 

汚水 


圓を 投じて 幅員 

の 前面 及 附近に 

し、 電氣 可動 式扛 

電力 一 噸 半なる 

備 へ、 尙此 外將來 

を 築造した。 築 

を 以て 構內 に 建 

け、 之 を 地下線 式 

による 架空 線 其 

も饼川 し、 此 ェ 費 

は 大正 十一 年 一 

に 敷設し、 各 要所 

備 へて ゐ 

地 道路の 


徑間各 十八 

備 へたる 起重機 

電力 五噸の もの 

もの 一毫の 外に. 

必要に 應じ据 付 

港 構 內の電 光電 

坪 百 二十 七 平方 

に より 各 要所 に 

他の 故障 を 生す 

に 三 萬 五 千餘圓 

月 工費 九 萬 六 千 

に 給水栓 及 消火 

る。 下水道 は大 


米な 

の 七 

に、 手 

力 


る 鐡橋を 架 し、 之 を 京 橋と 命名した。 又 各 上 

一十 七臺 にし て、 何 れも 貨物 揚 卸の 用に 


動定 

得べ 

供給 


を 

十 


。_ 酉 電 

袷す る 


半 

-斤 

戶 

.電 

五 


な 

し、 

月 


もの 十 

る扛重 

五十 噸 

て は、 大 

1き に f 

と し、 構 

の 外に 

十 一 年 

し、 繋船 


力 三十 

級の 定 

正 五 年 

戶巿電 

繫船壁 

四月 竣 

岸壁 及 


功 

主 

船舶の 給水、 構內 

總 工費 七 萬 九 千 


て、 蒸汽 可動 式の 

一 *tsr 同 五 噸四臺 

起重機 基礎 一 箇 

工費 十五 萬 九 千 

局より 其 供給 を 

關 して は 暴風雨 

の 一 部 に 瓦斯 燈 

せしめた。 上水 

耍 道路の 步道直 

各種の 用水 及 非 

圓を 以て 竣功し、 


中央に 下水 木管 を 敷設し 、要所に 設けた る 支 管 を 以て 雨水 幷 


き. 之 を 突堤 頭部 及 物揚場 等に 設けた る 排水管に より 海中に 排出せ しめ 


築 防 
造 波 
堤 


る o 

所 を 

警備 

叉 地 

舍幷 

叭、 ヽ ナ 

六月 

海 

護の 

に 達 

三十 

直 線 

を設 

港內 


尙其他 

製繫船 

設けて 

員 詰 所 

中電纜 

に市內 

る雜貸 

總 工費 

上 設備 

爲め築 

し、 其 形 

七 米 は 

形と し 

置 し、 大 

の 不安 


設備 

橋 を 

設置 

敷 設 

話 一 

荷役 

二 萬 

主要 

に 著 

は 审 

千 二 

, 此 

七 年 

こ > 


し 

繫 

-其 

力 

ヒ 


て は 二 

旅客 昇 

離す る 

他構內 

電話 装 

入 者と 

用 せん 

餘圓を 

もの は 

る柬防 


十三 米 

波 堤の 頂 

月 上部 胸 

一掃 せら 


建の 上屋 

の 便に 供 

舶信號 の 

當 の 場所 

を 施 し、 構 

換 通話 を 

爲に 電動 

て 竣功し 

波 堤に し 

堤 は、 幹部 

リニ 百 六 

半 徑を以 

は 干潮 面 

を 除き 全く 

、 に 至りし 


面に 大正 七 年 及 同 九 年 


し、 

內 

こ 

て- 

上 


同 十 年 十月 第 四 突堤 頭 

に 供し、 叉 同 十 一 年 六月 

は 公衆 便 所 • 門 衞所及 見 

各税關 事務所 及 信號所 

し 得る 幾多の 設備 を 施 

搬 車を設 け、 是 等雜 設備 

のであった。 

其內第 一 期 修築 工事と 

兩端を 合して 其 延長 一 

二 米 迄 直線 形と して、 之 

曲線 形と な し、 夫 より 四 

ニ丄ハ 米に して、 兩踹 頭部 

其 ェを竣 へたれば、 偏 東 

が、 南 方 風波 を 防がん が 


一 月に 各 一箇 

部に 高 塔信號 

中央 埋立地に 

張 所 等 を 設け、 

と木税 關各廳 

行 し、 叉 突堤に 

は 大正 十一 年 

し て、 繋船 岸擁 

千 百 四十 四 米 

より 延長 八 百 

十五 米 はまた 

に 燈臺各 一 基 

の 風波に よる 

爲め 新に 大正 


第二 節 神 戶港笫 一期 築港 工事の 竣功  四 一一 一 


is? 一期 築港 

^お 


神戶 市せ 笫ニ 稗 

六 年^ 乃至 同 十 年变の 


同 


巨 


七年^に 

期 修築 ェ 

波 堤 工事 

額に 達し 


內 

る 


#p 港 第 

體 なりし 

外 貿易 空 

能 はざる 

府に 迫り 


未だ 基礎 

と し て、 從 

當 初より 

ゐ る o 

ゾ -<1 


M 三 铳 

一 期 築港 ェ 

神戶 港の 面 

前の 盛況 を 

狀勢 となり 

て エ^の 實 


另 二 

追 加工 

捨 石工 

の 大 

正 じ 


第二 章 神 戸の 港灣  四 三 二 


來 

大 


認 め、 大 藏省 所管な りし 

管す ると 共に、 大正 八 年 

十箇 年繼繽 ^-芜 として、 


事と して 約 九 百 九 米の 南 

事 中に し て、 同 八 年度 以降 

蔵^ 所管より 內務 省の 手 

年度 迄に 支出せ る總 工費 


防波堤 築造 に 著 手せ 

は 本 防波堤 工事 施行 

に 移す ことと な b し 

は 二百 五十 五 萬 六 千 


しが 

を 第 

圓 y 


神戶港 第二 期 築港 工事 

は 南 防波堤 及柬 防波堤の 一 部 を殘し 

爲に 一 新せられ し が、 其 工事中 世界 大 

し、 單 なる 旣成 設備の 改良 幷擴 張を以 

を 以て、 木 市 は 第二 期 築港 擴張 工事 急 

を耍^ し、 ェ 費の 分擔を 申請す るに^ 

述ポ 防波堤の 一 部 及 南 防波堤の ェ舉 

月 工費 豫算ニ 千 九 百 八十 五 萬 圓を以 

域 を 兵祌兩 沿岸に 求 め、 本 港內外 貿易 


て 略， 完 成 し， こ 、 に 

戰 によりて 木 港の 

てして は 之に 應す 

設の必 耍を痛 威し、 

り し が、 政 府亦之 を 

施行 を內務 省に 移 

て 大正 八 年度 以降 

設備の 完璧 を 期す 


る ことと なった。 

第一 修築 工事 

I 國 貸易設 大正 八 年 四月 决定 せる 神戶港 第二 期 修築 計畫 中、 外 國 貿易 設備に 關 して は、 濱 邊 

通 地 先に 於て 第 四 突堤と 葺 < 口 埋立地との 間 水面 二十 六 萬 三千 百 四十 一 平方 米 を 

低 水面 上 三 • 三 米の 高さに 埋立て、 第 四 突堤 を 幅 百 十五 米に 擴 張し、 又 新に 延長 各 四 

百 四十 六 米、 幅員 百 九 米 及 百 四十 六 米の ニ箇の 突堤 を 築造す る。 此 突堤 間の 幅員 

は束祌 倉庫 岸壁の 前面に 於て 約 三百 九 米、 他 は 之 を 百 八十 二 米と し、 是 等の 岸壁 合 

計 二 千 六 百 一 米、 其 水深 十 米と し、 六 千噸 乃至 一 萬噸級 汽船 十五 集の 同時 繋留に 差 

支な からし め、 物 揚場は 延長 七 百 六 米、 水 深 を 一十 七 米 及 三丄ハ 米 と し、 突 堤 間 及 航路 を 

水深 十 米 乃至 十. 九 米に 浚渫し、 將來 更に 擴 張の 必要 を 生じた る 時 は 埋立地 を來方 

に 延長 し、 突 堤 二 箇を增 築 せんとす る 計 畫 とした。 尙 海岸 通 地 先 海面 延長 五 百 四 

十 六 米、 幅 員 九十 一 米、 其 面積 四 萬 九 千 五 百 八十 七 平方 米 を 低 水面 上 三. 三 米に 埋立 

て (中 突堤と 稱 す)、 其 來 測に 延長 百 八十 二 米の 防波堤 を 築き、 之に 依り 遮蔽 せらる、 

水面 を蜉 船の 船 溜に 供 し、 此 船 溜に 沿 へ る 埋立地の 束 側 を外國 貿易の 用に 充 て、 水 

深 三丄ハ 米の 物揚場 三百 四十 六 米を設 け、 其 他 は總べ て內國 貿易の 川に 供し、 水深 五. 

笫三節 神 ：戶， 港 第二 期 築港 工事  四 三 三 


0 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第二 章 神 戸の 港湾  BL 三 E 

五 米 及 八. 五 米の 岸壁 八 百 十八 米 を築設 し、 以て 干^ 乃至 六 千顯級 汽船 六 * を 同時 

に 繋留す るに.^ 障な からし め、 尙 之に 附帶 して 海岸 通 地 先 

十三 平方 米 を^ 立 て， 水 深 二. 七 米の 物 揚場を 築 設 し， 外 國 貿 

此の 如くして 建設 せんとす る 埋立地 は 約 三十 三 萬 千 九 百 

り、 繫 船 壁 は 約 三千 四 米 二 千 八 百 八十 間) に 達 し、 大 小 船舶 

揚場は 約 一 干四订 九十 米 (八 百 二十 間) を 算 する ことと なつ 

此海^ 通 地 先の 內國 貿易 設備の 外 に、 兵 庫 地 先に 於て 專 

海面 約 二十 二 莴七千 七 百 七十 平方 米 を 低 水" 曲 上 三. 三 米 に 

米、 幅 員 百 二十 七 米 宛の ニ箇の 突堤 を築設 し、 突 堤 問の 幅 員 

立地に は 水深 五 i 米 乃至 九丄 米の 岸壁 延長 二 千 二百 米と， 

の 物 揚場七 百 三十 六 米と を築設 し、 岸壁に は千噸 乃至 八 千 

時 繫留に 差 支な からしめ る。 尙 之に 附带 して 兵 庫 地 先に 

八十 平方 米 を 埋立て、 水深 二  • 七 米の 物 揚場九 百 八十 二 米 を 

將來 更に 擴张の 必耍を 生じた る 時は两 方に 埋立地 を 延長 

る ことと した C 斯 くして 埋立地 約 二十 六 莴九干 七^ 五十 


にて 面 招 一 萬 九 千 百 七 

易の 川に 供 せんとした C 

平方 米 (十 萬 四百 坪) に 上 

二十 一 隻を維 繋し 得、 物 

こ0 

ら內國 貿易 設備の 爲に 

埋立て、 延長 四百 三十 六 

を 百 四十 六 米と 定 め、 埋 

水深 二  • 七 米 乃至 三 丄ハ米 

噸 級の. 汽船 十 六 隻 の 同 

於て 面^ 四 萬 一 千 九 百 

設けて 荷役の 用に 供し、 

し 三箇の 突堤 を增 築す 

平方 米 (八 萬 一 千 六： ns、 


繋船 壁 約 二 千 二百 米 二 

築造す る ことと なった 

防 波 ％ 防波堤 は旣に 竣功せ 

の 一 を 延長し、 又 東 防 波 

七 米の 鬼 防波堤の 二 を 

二期 修築 工事に 改めら 

此第 二期 修築 工事の 

の實 行に 關す る稟請 書 

臣 より 左の 如き 命令書 

祌 戶朮ハ 政府 一一 於 テ 

費用 ノ 一 部ヲ 分擔ス 

第 一條 政府 ハ其ノ 

圓內國 貿易 設備 -1 


第二 期 修築 

工事費に 關 

する 最初 の 

政府 命令書 


千 二百 十 間)、 物 揚場約 一 千 七 百 二十 米 (九 百 四十 五 間) を 新に 

ので ある C 

る 束 防波堤に 接續 して 其 束 方に 一 千 九十 一 米の 來 防波堤 

堤と 九十 一 米のお 副 門 を 隔て ヽ 南方に 延長 一 千 七 百 二十 

築造 せんと し. 尙 大正 六 年度 追加 工事と して 著 手 せら れ、 第 

れ たる 南 防波堤 は旣に 工事 施工 中であった。 

工事費に 關 して は、 神 戶市會 は 大正 九 年 四月 十三 日 木工 事 

を 內 務.大 藏兩 省に 提出せ し が、 同 年 六月 九曰內 務.大 藏 兩 大 

が 交付せられ た。 
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設計-一依 リ外國 貿易 設備-一 關スル 工事 一 一 付テ ハ金千 百 萬 
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伹シ 大正 八 年度 分 ハ 

三 月 三十 一 日 迄 一一 納 
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金  一， H 六 价 お ^ 
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ヲ 市 ノ收人 ト爲ス コ卜ヲ 得 ル モノ 卜ス 

リ1 -1 侬リ贷 付 ヲ受ケ タル 土地 及 工作物 ノ維： S 修繕 ニ耍ス ル費 川ハ祌 一.：； 市 

|ー  於 テ之ヲ 負 擔スル モノ トス 

第一 項-一依 ル使川 科 ノ徴收 ニ付チ ハ： w  p  ^  二 於 テ其规 定ヲ定 メ豫メ 內務大 

ノ認^ J ヲ受ク へ シ 

第 五條 外國 貿易 設備 ニ關ス ルェ， 二  W リ^シ タル 七 地 及 丁 作物 ノ利川 二 因 

ル お年^  ノ收人 余幷 明治 1： 十 年 四 W  一  H 大藏 大臣 ノ ド付シ タル 八 叩 令^: 一一  侬 

ル祌 n, 投^; g 陴逑輸 聯絡 設備 ノ利川 ョ リ^ス ル^ 年度 ノ收 入金 ハ 之ヲ 通^ 

第三 節 神戶港 第二 期 築港 工事  TOL 三 七 


神 戶市史 笫ニ  5W 別錄ニ 第二々 神戶 の港灣  三 八 

シ其ノ 金； g ヨリ 利 出 二 關シ- 乂出シ タル 金額 ヲ 控除 シ タル 殘額ヲ 左記 屮號金 

額 卜乙狨 金額 トノ 割合- 1 應シチ 分割 シ 其 ノ乙铋 金額 ノ 割合 二 依ル 金額 ヲ帝 

^  *f ぬ1  ノ 協赘ヲ lg テ翌々 年^ 末 マテ 二： t  n. --巾 二；^ 常スル モノ トス 

甲 左 ノん： ：號ノ 余額ヲ 合算 シ タル 額 

一 收入ァ リタ ル年ぼ ノ^ 年^ マ テ 一一 第 一 條 ノ外國 貿易. 設備 ニ關ス ルェ 

卞費ト シ テ國庳 力負 擔 出資 シ タ. ル 金額 

ニ收 入ァリ タル 年^  ノ" 1 年度 マテ 一 一 祌 戶稅關 海陸 運輸 聯絡 設備費 トシ 

テ阈ポ 力負 擔 出- 資 シ タル 金 額 (川 崎 波止場 假 設備費 ヲ 除ク) 

三^- -號ノ 金額- 1 年 五分 ノ 利率 ヲ乘シ タル 金額 

乙 左 ノん： ：號ノ 金額 ヲ 合算 シ タルい M 

一 收 入ァリ タル 年度 ノ 前年^ マテ 二 第 一條 ノ外國 貿易 設備- 一 關 スルェ 

^費 ト シ テ神戶 市 カ分擔 出资シ タ ル 金額 

ニ收 入ァヅ タル 年度 ノ 前年度 マテ -I 神 II- 税關 海陸 運 轍 聯絡 設備費 トシ 

テ祌戶 市 カ分擔 出^ シ タル 金額 

三 前 ニ號ノ 金額 -1 年 五分 ノ 利率 ヲ乘シ タ ル 金額 


第 六.^ 祌 In  ... 巾 ニ於テ 第二 條ノ分 擔金ノ 財源 トシ テ市 倩ヲ 幕^ シ タル トキ ハ 

其 ノ^  S ヲ終， マチ ハ 左ノ收 人金ハ 之ヲ該 市債 ノ元 金^ 却 及 利子 仕拂 以外 

ノ 費途 一 一充 W スル コトヲ 得サル モノ トス 

一 第三 条 -1 侬 リ祌戶 市 ニ於テ 無償 下付 ヲ受ケ タル 土地 及 H 作物 ヨリ 生ス ル 

收入 金 

二 第 a 條 一一お ル^ m 料 ヨリ 其 ノ徴收 二 關シ. ^出シ タル 經費幷 貸付 ヲ受 ケタ 

ル 土地 及 工作物 ノ維持 修繕費 ヲ 控除 シ タル殘 金 

三 第 五條-一 侬 ル配當 金 

： 第 七^ 政府 ハ 何^-二 テ モ苐ニ 條ニ依 リ神戶 市 カ外國 貿易 設備 ニ關ス ルェ 事 

費 トシ テ分擔 出资シ タル 金額 ヲ 返慣シ テ外國 貿易 設備 ニ關ス ル神戶 市ノ權 

利ヲ 囘忟ス ル コト ヲ得ル  一 v  ノ トス 

第八条 第 五條 二 侬ル配 當金ニ 關シテ ハ外國 貿易 設備 二 關スル 工事 ニ因リ 生 

シ タル 土地 叉 ハエ 作物 ノ 利用 II 因 リ收入 ヲ生シ タル 年度 ヨリ 之ヲ 適用 ス此 

ノ 場合- 1 於テ ハ 明治 四十 年 四月 一 日 大蔵大臣 ノ 下附シ タル 命令書 第 四條第 

第三 節 神戶港 第二 期 築港 工事  四 三 九 
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神 戶市史 笫ニ賴 別錄ニ 笫ニや 祌戶 3 港灣  四 四 〇 

二 項损益 分配 方法 ハ木令 第 五條 -1 依リ 變更， セ ラ レ タ ル モ ノ ト ス 

以 上 

祌戶 市會は 同年 ヒ：： ：； 二十 二  H 之に 對 して 請 書 を 提出す るに 決し、 こ 、 に 祌戶港 

第二 期 修築 工事 は 其 緒に 著く に 至りし が、 以 上 修築 工事費の 外に 全部 國！ ir 負抬た 

る 防波堤 築造 費 六 百 八十 萬 圓、 內 務 省の 大藏 省より 引 繼げる 防波堤 築造 費 二百 七 

十五 萬 阆 (大 正 四 年度 迄の 豫算百 九十 二 萬圓は 含ま す) の 存 する を以 て， 此 第二 期修 

築 工事 は 實に總 H 費 二 千 九 百 八十 五 萬圓の E 額に 達する C 今 便宜上 之が 支出 年 

度 割 を 表示 すれば 左の 如くで ある C 


同 同 昭同 同 

/人 

和 

十 十 

三 二 元 五 四 

計 年 年 年年 年 
R 度度 度 ぼ 


次いで 大正 十 年 三月 二日 先の 大蔵省 命令書 第 五條 中 甲 及 乙の 第三 號を 削除し、 

次の 第 五條 第二 項 を 加 へられた。 

前項 ノ 割な ロー 一 侬リ 算出 シ タル 祌戶巿 二 配當ス へ キ 分配 益金 力 同市 力 前項 乙號 

ノ 金額 ヲ 政府 二 納付 ス ル爲 一一 起シ タル 朮債額 ニ對ス ル 當初ノ 利子 額 一一 相當ス 

ル 金額-一達 セサ ル年 -1 於テ ハ其ノ 分配 方法 ハ當 分ノ內 前項 ノ割 < ロー 一依 ラ ス右 

利子 額 一一 相當ス ル 金額 ヲ 限度 トシ テ先 ッ祌戶 市-一分 配ス , モノ トス 

大正 九 年 5 大正 九 年 五月 開會 せる 內務省 港 灣調杳 ；會 特別委 員會は 祌戶港 修築 計 叢 變更及 

修染計 害^ 

0  港灣 設備 擴張 地域 設定 を 議決し、 同年 八月 木 巿は其 通牒に 接した C 之に 據れば 第 

一 に 濱 邊通地 先外國 貿易 設備 旣定， 計畫 中の 一 突堤の 中央に 脬 水路 を 設 くる 爲に 

笫三節 祌戶港 第二 期 築港 工事  四 四 一 
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神 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 

既定 計赘 を變更 し、 第 二に 東風 

の效 カを增 進す る爲 


南 防波堤 

岬より 延 

地 先 海岸 

る發 © 
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き. 
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き.^ 

貿易 設 

なった 
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へ、 一 層設 

，港 灣 調 査 

なった。 


BS  二 

る 位置に 假 防波堤 を 築造 

三 米 束 方に 延長し、 第三 に 

に は國逄 波止場 附近 及^ 

に 近年^ 濟界 

る狀况 なる に 

位置 を 大體豫 

で 同年 十お 港 


^ を 行 ひ、 更 

る ^簇出す 

の 防波堤の 

つた。 つい 

牒に 接せ 

し、 尙 船 溜 

九 米 沖の 
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濱逡通 地 

先 突堤の 

位置^ 更 


^防波堤の 一 と 第五 及第 六 

側 及第 五 突堤の 西側に は將 

しが、 かくて は 船舶の 繫離操 

に i: 曲せ しめ て、 防 波 堤との 

之に より， 擴大 された る 東方 

堤 を 築造し、 同 堤の 南端と 束 

港 門) を 設け て 第五 乃至 第 八 

の效 カを增 進す るが 爲め 三 

に 和 田 岬に 延長 二百 二十 九 

米を滅 縮して 一 千 五 百 十三 

とする ものであった。 第三 

の 操縦 上 不便なる を 以て、 大 

突堤の 化 南端の 一 角 を 削り 

こと を 得せし め、 先 に 大正 十 

の 水深 十 米 を 十二 丄 米に 改 


兩 突堤との 間隔 を 四百 五十 五 米と 爲し、 第 一 突堤の 來 

來 二百 七十 四 米の 大型 船 を 繋留せ しむる 豫定 となし 

縱に 困難 を感 する を 以て、 束 防波堤の 一 の 頭部 を 東方 

間隔 を大 ならしむ ると 共に 之 を 二百 四十 米餘 延長し、 

よりの 風波 を 避く る爲め 延長 一 千 九十 一 米の 假防波 

防波堤の 一 の柬 端との 間に 二百 七十 三 米の 港 門 (第二 

突堤に 槃離 すべ き 船舶の 出入に 便 じ、 第 二に 南 防波堤 

^九 米 餘を延 "おして 一 千 二百 十八 米と し、 之に 伴 ひ 新 

米餘の 防波堤 を 築造し、 艰 防波堤の 二の 延長 二百 十五 

米 に 改 め、 か くて 夏季 南方の 强 風に 伴 ふ 波浪 を 防がん 

に 第五 及第 六 突堤 は 原 計畫の 如くなる 時 は繫離 船舶 

體其 方向 を 小 野濱^ 神 倉庫の 岸壁に 直角と な し、 第 四 

.0 四 • 第 五兩 突堤 間に 半徑 三百 二十 じ 米の 圓を容 る 、 

二 年 二月 第 四 突堤 柬側 及第 五 突堤 西側の^ 先端 岸壁 

めしと 相俟って 船舶 街 離と 操縱 上； せ大の 便益 を與ふ 
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不便 勘から ざるの みなら す、 近 き 將來に 於て 海岸 通の 擴張及 海岸 鐵 道の 敷設 を 要 
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より 供給 を受 くる 豫定 であ 

九 米 乃至 二十 二 米と し、 十 八 
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内！： な 易 陸 

上 設備 豫^ 

の 成立 


祌 戶市史 第二 辑 

上 不便に して 而も 交通 

豫想 すれば 其 不便 不利 

im 驛に迚 絡す る ことに 

部 移 轉改設 に 要する ェ 

二 萬圓を 追加 要求す る 

は 十二 离六千 圓に增 加 

れた t され ど祌 戶税關 

於て 計上せられ. 昭和 三 

其 他の 建設費 十四 萬 七 

加幷に 海岸 通 地 先埋立 

遂に 大蔵省 讓に 於て 容 

第三 

抑.. 神 P 築港 エ^ は 政 

貿易 陸上 設備 は 木^の 

な し、 之 が 利用 を 完 か ら 


別錄ニ 笫ニ章 祌戶 の港灣  四 六 〇 

第 故 惹起の 虞 あり、 加 之 將來柬 方に 連續 する 突堤の 增築を 

計り 難き もの ある を 以て、 第五 及第 六 突堤より 直接に 小 野 

變更 する の 要 あり、 之に よる 現在の 小野獱 驛構內 設備の 一 

費 を鐡^ 省に 補償せ ざるべ からざる を以 て、 旣 定豫算 に. T 

ものである。 以上 三 計畫は 大蔵省 議に 於て 鐡道省 補慣金 

せ ら れ、 追 加豫算 合計 四十 六 萬 九 千 三百 五十 圆と 决定 せら 

の 此計畫 中に 包 八， Q せられた る 他の 三ェ 事、 卽 ち旣定 計畫に 

年度に 於て 削減せられ たる 新生 田 川尻 對岸物 揚場沿 上屋 

千圓の 復活， 第 六 突堤 來部 陸上 設備費 七十 一 萬 四千 圓の追 

地 旅客 待合 所 建設費 五 萬 一 千 九 百 七十 五圓の 追加 要求 は、 

る ヽ ところと ならなかった。 

內國 貿易 陸上 設備 

ぼ；^, に 木 布 共同 事業なる も、 兵 庳突 堤と 國產 波止場の 內國 

¥ 獨經營 す ベ きもの なれ ば、 上 屋. 道 路.排 水 溝 等の 諸 施設 を 

しむる と共に 木 港內國 p; 易の 伸展 を圖 らんが た め、 當 初 八 


百 萬圓の 巨費 を 投じて 其 完璧 を 期せん とせし も、 其 後 貿易の 不振と 財界の 萎微と 

により 市の 財政 も 窮迫し、 昭和 二 年 七月 木巿は 臨時 神戶 築港 陸上 設備 調査 會に諮 

>. 將 來 設備 擴張を 行 ふの 餘 地を殘 し、 總 工費 三百 二十 九 萬圓を 以て 緊急 工事 をの 

み 超さん とせし も、 遂 に 決定 を 見る に 至らなかった。 然るに 昭和 三年に 於て 最近 

十箇 年間の 木 港內國 貿易 平均 噸量 は、 外 國 貿易の 四百 四十 七萬噸 なる に對し 四百 

七十 五莴噸 の. 多額に 達せる に拘ら す、 而 も內國 貿易 設備に 至りて は 其 不便 不統 一 

實に 忍ぶ ベ からざる もの ありし を以 て、 遂 に 同 四 年 三月の 木 市 會は同 四 年度より 

同 十 年度に 至る 七箇 年繼續 事業と し て， 豫 算 三百 四十 二 萬圓を 以て 工事 施行の 議 

を决 した。 之が 支出 年度 割 を 示せば 左の 如くで ある。 
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百 四十 三 平方 米と し、 空 地 は 暫く 荷役 場に 供 川 し、 貨 物 呑吐の 狀况に 應じ增 設を圖 
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七 千 三： n 七十 五平 方 米、 物 揚場 沿に 二 楝總建 面 稅ニ千 七 百 七十 七 平方 米 を^ 設し、 
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に 於て は 地盤 未だ 安定せ ざる を 以て^ 

圍に、 支線 はえ 口 突堤に ニ條 宛、 中 央 埋立地 

二十 九 米、 -乂 線 はじ 米 乃至 十 一 米に し 

U 叉國產 波止場に 於て は 十八 米の 幹 

南北に 走 り. 十 五 米 道路 は 海 ゆ 通 地 先 

連 絡 し、 是 等 道路の 全長 八 百 八十 七 米、 

に 排出せ しむる ことと した。 第三に 岸壁 • 

六 米 乃至 十 米、 幷 に是等 荷役 場と 道路と を 

路には ^「ァ スフ ァ ルト透 入 マカダム」 式 H 

方 米と する C 第 四に 鐵道は 兵車 埋立地に 

驛ょ b 延長 せらる 、臨港線と 合 し. 單 線 に 

に 至 り、 五 條の線 群を設 け、 之 より^ 突堤に 

上の 倉 車 敷地 南側に 複線 を 敷設す る C 國 


立地に 於て は 繫船璧 沿に 

面積 三千 九 百 六十 七 平方 

0 第二に 道路 は 兵車 埋立 

なし、 幹線 は 中央 埋立地の 

を 設 け、 幹 線 は 幅員 十八 米 

千 四百 二十 九 二 米と 豫定 

通 地先大 突堤の 中央 を霣 

. 幅員 七 米 乃至 十 一 米の 支 

千 七 百 五十六 米と し， 海中 

積 卸 線 沿 荷役 場に は 幅員 

七 米 乃至 十八 米の 短き 通 

積 を 六 萬 六 千 百 五十 九 平 

元舊 海岸線 附近に て 新 川 

路 を橫斷 して 中央 埋立地 

よ， o 分岐線 を 出し. 各 突堤 
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產 波止場に 於て は 海岸 鐡道 線より 分離し. 大 突堤の 上屋 背面に 複線 を 以て 進み， 更 

に 頭部に 於て 突堤 南側に 分岐して 四 線と なし， -H 海岸 通 地 先 小突 堤 附近に 於て は 

海岸線と 並行に 貨物 線 二 線 を 敷設して 貨物 積 卸に 便なら しめ、 猶 突堤 線 及 道路 橫 

1^ 設備 斷 踏切 箇所に は 敷石 鋪装を 施す。 第五に 荷役 用 設備 は蜉 船荷 役に 便すべく 岸壁 

上に S 重機 八臺を 配置 し、 照 明 設備と して は 街路の 照明 をな 七、 上 屋內に 適 當に電 

燈を設 くる は 勿 論. 岸 ^及 物揚 場に 面する 上屋に はブ ラ ケ ッ トを 付して 點燈 し、 以 

て 夜 問 荷役に 便 せんとす るので ある。 尙本 設備 豫算に は 計上せ ざる も、 給水 設備 

及 市 電中ノ 島 停留所より 分岐して 南下 し、 兵 庫 埋立地 中央部 を^ 两 に橫斷 せし むべ 

き 電 車 (複 線) 敷 設の 計畫が ある。 

雌 今 便宜上 昭和 八 年度 末 現在に 於け る 神戶港 第二 期 築港 工事費 年度 割 を 表示す 

れば 左の 如くで ある。 
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し が， 爾 後 昭和 八 年度 末 迄に 兵車 埋立地の 使 川 認可^ 招 總計約 二十 三 萬 七 千 二百 

二十 四 平方 米 (七 萬 一千 七 百 六十 坪 餘)， は 岸 利 川 認可 總延 L!K  二 千 八 百 六十 五 米餘を 

算 し， 未 だ 使用 承認 を^ざる は 中央 埋立地 西南 郃 僅少の 地に 過ぎざる に 至った。 

而 して 昭和 八 年 じ！！：； に は 中 突堤 埋立地の 一部の 使用 認可 を も 得た。 左に 使用 認 

可 場所. 耐^ 等 を 表示する。 
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第二 突堤 頭部 

中央 埋立地 根元 部ノ 北部 及 南部 ト 

中央 埋立地 ノ 東南 部トノ 沿岸 

中央 埋立地 北部 

第 一 突堤 两半 

中央 埋立地 西側お 寄 
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噸數を 示せば 左の 如くに して、 近年 減少 
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圓に 上りし が、 漸 減して 同 七 年度 六 萬 九千圓 とな り、 翌 八 年^に は 使用料 を 低滅せ 

る を 以て 五 莴七千 阆に狨 少した。 
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て 海 _s を埋築 し. 中 突堤 築造の ェを超 し. 其 完成 後 は祌戶 市に 移管す る ことと な 

つた。 其 計畫に 據れば 埋立總 面積 約 六 萬 三 ぼ 四十 平方 米に し て. 突 堤 は 延長 六 百 
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便 せんとす る ものである。 繋船 岸壁 は 水 
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面積 は實に 二十 六 萬 七 千 七 百 七十 平方 米 
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(八 萬 一 千 坪) に 達し、 今や 島 上 町 海岸の 一 部埋築 工事 をのみ 殘 して 二十 四 萬 八 千 五 

"九十 平方 米の 埋立を 完了 し、 其 中 貸 地 は 一 號地四 萬 四千 八 百 二十 平方 米 三號地 

六 萬 四千 三百 十 平方 米に して、 此地は 民間の 施設に 任す ベ き 倉庫 及 上屋の 建設 敷 

地と せられた。 突堤 は 第一 • 第二の ニ箇ぁ り、 何 れも 延長 四百 三十 六 米. 幅 員 百 二十 

七 米に して. 紫 船 岸壁 は 二 千 二百 十八 米を算 し、 水深 九 二 米の 延長 六 百 九十 一 米， 八. 

五 米の 分 二百 九 米 及 七 • 三 米の 分 一 千 二百 十八 米の 三部に 分れ、 一 千噸 乃^ 一  萬噸 

の 大小 船舶 十六隻 を 同時に 維 繋す るに 足 り、 物 揚場は 水深 三丄ハ 米、 延 長 五 百 十八 米 

の 部分の み 完成し、 水深 二. 七 米、 延長 一 千 百 八十 二 米の 部分 は 一 千 四百 二 平方 米の 

み 竣功し、 四百 四十 六 平方 米の 假 護岸 は 全く 其 功を竣 へ た。 棧橋は 六箇ぁ b そ 各， 

ビ ー ャ式 にて， 延 長 六 米， 幅 員 五 米、 水深 一. 七 米に して 石炭 荷役に 川 ゐられ 、上屋 は 繋 

船 it  .使 沿に 八楝ー 萬 七 千 三百 ヒ 十五 平方 米、 物 揚場 沿に 二 楝ニ千 七 百 七十 七 平方 

米 あ り、 是 等 上屋と 船 席との 關係 を^ 示 すれば 左の 如くで ある。 
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役 設備と して は杠カ  一 •  ニ啄 なる 埠頭 州 自動車 型 起重機 二 臺及杠 力 五噸の 定置 式 

手動 超 重機 一 臺を 設置し、 船舶 給水. 消火. 照明. 排水 等の 諸 施設 完備し、 玆に舊 態 一 變 

して 堂々 たる 近代的 港灣を 形成 し. 两 郃祌戶 に 於け る 唯一 の內國 貿易 地带を 現出 

する に 至った。 

浜 庫 突堤の 兵車 埋立地の 哩築 工事 漸次 進埗 する に 伴 ひ、 祌 戶巿は 竣功 部分の 使用 承認 を受 

用 

け、 其 陸上 設備 を 施す と共に 一 般に 使用せ しむる ため 大正 十五 年 十お 一 日 兵庳埋 
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繩方. S の 航路 發著 場の 設置に より. 果然 貨客の 輻輳 を來 し、 埋立地 使 川 者 も 年を逐 

ひて 坩加 し、 利 川 ii 始以來 好 成镜を 緒け て 今日に 至った C 今 試みに 物揚場 利用 狀 

況を 表示 すれば 左の 如くに して、 昭和 七 年 以来の 激增は 特に 驚く ベ きものが ある- 
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尙 昭和 八 年に は 物揚場 利用 貨物の 外に 繋船 岸壁 を 利用せ る 入 貨物 十三 萬 五 千 
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は實に 三十 七 萬 九 千 餘喷の 巨額に 上って ゐる C 而 して 兵 庫 突堤 利 川に よる 收入 

は、 昭 和 六 年度 迄 は 荷役 料 .貨 物假置 料？ H 地 使用料に し て、 年 な 一 萬 二三 千圓 なりし 
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祌 戶市史 柒ニ輯 


^藻 鳥^ 河 

の 設備 


二 萬 四^= じ 十 じ 平 

會社 の經營 難に 陷るゃ 

六十 五平 方 米 は 大正 八 

た C 然るに 同 島 南岸 は 

^ル有 地 は 殆ど^ 蝕-: 朋 

接して-！:；:, 形 半島 を 形成 

に 同 島 背後に は 工業 地き •£ 

大正 十四 年 四月 總 工費 

埋 立の 計 寮を樹 て、 昭 和 

年十パ 竣功 を^げ しが" 

を 以 て， 此 中 四 萬 ヒ千圓 

市電 發電所 前 地 先 公有 

及 倉庫 敷地 を 造成し、 新 

施行 を 申請し， 同 六 年 三 

木卞業 完成 後の 狀况 


另 お 

み 米 


第 ニ，窣 


を 有 

一 萬 

二 月 

皮 浪 

し て 

5! 部 

控 へ. 

十六 

r 


て 別 

積 七 

以 西 

r  一  j 


し、 附 

二 千 

兵 率 

の 銜 

陸地 

よ h\ 

兵 庫 

萬 九 

內務 

に よ 

に 同 

千 三 

-  > 力、 

竣功 


る に， 市內 


神戶の 港湾 

近海 面の 碇 

二百 十二 平 

運 河 と 共 に 

擊を受 け、 数 

の 大半 を 失 

の 舟 筏 航行 

運河 出入 船 

^'餘 g を以 

省の 認可 を 

りて 本 工事 

年 一月 本 運 

百 四十 一 平 

ける 荷役 關 

を 見る に 至 

濱添通 地 先 


五 〇 八 

泊 船に 多大の 便宜 を與 へ し が、 同 

ガ米を 分割 賣 却し、 殘部八 千 二百 

本巿 の賈收 すると ころと なつ 


度 の 

ひ、 一 

を 全 

舶は 

て莉 

得、 翌 

豫算 

河水 

方 米 

係 を 

つ た 

海岸 


を 


岸 修築 

崩壊 土 

阻害す 

年增加 

島 運河 

年 二月 

殘餘金 

內に屬 

埋 築し. 

滑なら 


し 


其 效 空 

は 尻 池 

に 至つ 

るに 鑑 

鑿幷に 

^に 著 

九萬圆 

る駒榮 

岸 • 物揚 

む ベ き 


し く、 同 島 

村 陸岸と 

た。 然る 

み、 木 市 は 

公有水面 

手 し. 同 五 

を 生せ し 

町  一丁  H: 

場， 道 路 敷 

追加 工事 


より 南方へ 約 七十 三 米を距 


て 兵 庫 運河 西 入口よ 

岸 及 物揚場 築造の 爲 

十三 丄ハ 米と し て兵庳 

端より 約 百 九 米の 水 

假 防波堤 を 築造 し、 全 

带 事業と して 道 路.排 

二 千 六 百 八十 一平 方 

東側 は新湊 川尻より 

物 揚 場 • 護 岸 • 道 路敷等 

延長 三百 九十 三 米、 西 

て 運河 西口 ょリ 前面 

三 米に 及び、 干潮 面 上 

陸 側 延長 百 九十 五 米 

し て は、 島 の 南側 延長 

米 乃至 四 • 九 米と した 


り 新湊 川尻 

めの 埋立を 

運河 西口に 

路を 保ちて 

部の 水路 を 

水 溝 等の 陸 

米、 此中 追加 

西側 は旣 設 

に 一 千 百 十 

測 船 溜 水面 

に 至る 三 百 

二  • 四 米と し 

■ 追加 工事の 

三百 四十 六 

C 而 して 本 


に 至る 區 

施 行 し、 兩 

連絡せ し 

延長 二百 

干潮 面 下 

上 設備 を 

工事と し 

防波堤に 

四 平方 米 

積 九 百 九 

十 八 米、 追 

て 繋船 設 

ヒ 十八 米 

米、 两側延 

事業 完成 


域 と 

區域 

め、 此 

八 十 

三丄ハ 

て の 

至 る 

を 要 

十 二 

加工 

備 を 

杀 ニー 一口 

長 四 


を 


米 


十九 


島 西 

運河 

擁護 

と 五 

浚渫 

之 に 

は、 湊 

內 七 

C 更 

米の 

屬 す 

,又 護 

二 米 

米 を 


千 三 


に 伴 ひ 人車の 


接地 

し、 其 

め に 


米 

電 

し- 


域 に 

水路 

は 木 

の 二 

に 匿 
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十九 

と し 

百 九 

に 、悤 

、刁 糸 

延長 

, 防 

す る 

五 〇 九 


て 防 波 護 

幅 員 を 六 

立の 最西 

の 直線 形 

ら し め、 附 

積 は 七 萬 

より. 南方、 

方 米 あり、 

島の 北側 

陸 側に 於 

八 百 九十 

十九 米と 

用 護岸と 

面 上  一 • 五 

め、 九 萬 六 


神 戶巿史 第二 輯 別錄ニ 第二 章 

千圓を 以て 運河 を橫斷 し、 囘 轉及 间定の 

設 した。 叉木 運河 完成す る や、 運河 管理 

より 土地 幷舟筏 入津の 管理 及 料金 徵收 

新 湊川を 開鑿せ る は 明治 三十 二 年に 

かりし が、 沿 ii: 地方の 工業 地带 として 發 

より 上流 部 を 改修 し、 昭 和 四 年末より 二 

萬 餘圓を 以て 同 橋 下流 約 三十 米の 箇所 

延長 約 一 千 百 二十 二 米の 川筋 兩 ，ぉ を 埋立て、 大橋 下流 

河 西口に 至る 延長 六 百 三十 六 米 を 浚渫して 運河と 爲 

月 完成 を 見る や、 翌 七 年 一月 一日 使 川 を 開始した。 本 

一 萬 一千 五 百 八十 平方 米に 達 し， 運 河の 兩 m は 上流に 

右 -が 五 • 五 米 以上の 道路 敷 を 取 り、 護 岸との 間に 埋立ェ 

場に 充 當 し、 其 總延 -4M 千 二百 七十 二 米に 達して ゐる _ 

三十 一 米、 水深 は 上流 部 一 入 米、 下 流 部 三丄ハ 米に して、 水 


神戶 の港灣  五 一 〇 

ニ^より. 成る 八十 米に 達する^ 藻 橋 を 架 

を 制定 し、 昭 和 七 年 一月 一日 


幷 使用料 條例 

を 開始した。 

ありし も、 其 後 

達 著しき に鑑 

箇 年繼續 失業 

に 於て 前 工事 


米を算 せし が、. W 上流より 吐出す る 砂 泥 を 止 め、 下 流 運河 


しく 改修 を 加 ふ る ことな 

本 市 は 昭和 三年 省線 

濟 事業と して 工費 六 

接 續 し、 之 より 川尻に 

な 五十一 米 以南 I 刈 藻 

ん と し、 其 工事の 同 六 

^による 埋立地 は、 總 

て 左 幅員 十 四. 五 米 

を 施して 物 揚場叉 は 

運河 幅員 は 二十 七 米 

^は 約 一 せ：： 八 千 五 百 

の 埋沒を 防 が ん がた 


十 一 

至 る 

島 運 

年 三 

H い. U 

び I 

以 ヒ、 

荷役 

乃 至 

平方 

め大 


兵 庫 新 川 運 

河 


橋 下流 堰堤の 上流 直前に は 沈 泥 地を設 

南方 埋立地 先端に 二十 三 米の 假 防波堤 

の 三 橋 は 幅員 狹隘 なりし を 以て 有效幅 

. 兵 庫 新 川 運河 は 兵家 縣 管理に^ し、 總 

米、 河 幅 二十 七 米、 水 深 一三 米 乃至 三 米に 

米、 橋 梁 七 箇所 ありし が、 巿 電高松 線を延 

入口に 當れる 新 川 廻 旋橋は 軌道 固定 橋 

く、 同 橋梁 桁 下と 満潮 面との 空間 限界 を 

せしめた。 然るに 木 運河 は 市營の 兵車 

不可分の 關係 にあ り、 叉 旣に 利用 開始の 

用 等と 相俟 ち、 此 方面の 荷役 增 加の 傾向 

底の 浚 渫、 橋 梁の 架換 等の 改修工事 を 施 

饼 せて 港 灣 行政 統一 の 必耍を 認め、 昭和 

移管と 改修工^の 認可 を內務 省に 申請 

ェ せし が、 木 工事 は 同 九 年 竣功の 豫定で 
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けた。 叉 f 刈 藻 島 運河 追加 工事に よる 川尻 

を 築 き、 木 工事 區域內 にある 駒 榮. 庄 田. 北 所 

員 七三 米に 架換 へ た。 

延長 一 千 二百 八十 六 米、 護岸 二 千 六 百 十一 

し て、 之 が 水面^ は 五 萬 八 千 五 百 十三 平方 

長 せんとす る や、 大 正 十四 年 三月 本 運河 來 

に 改築 し、 有 檣 船. の 入津 を 可能なら しむべ 

三 米、 幅員 十五 米なる 二道の 航 通路 を 保有 

運河と 連絡 し. 舟 筏の 運 航、 荷 役 關係等 密接 

內國 貿易 陸上 設備 弁に 中央 卸賣巿 場の 利 

あり，， こ ゝ に 木 市 は 新 川筋 護岸の 修 築. 新 川 

し、 荷 役 機能の 充實と 同 川の 淨 化と を 圖り、 

七 年 三月 三十 一 日 市 會の議 决を經 て 之が 

し、 翌 八 年 七月 十日 認可 ある や、 八 月 一日 著 

あ る C 


祌 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 

^河 利用 狀 大正 九 年 四 =; 兵車 運河 を祌 

口 徵收所 を 設置して 入津 料の 

を 制定 實 施せし が， 運 河 利川增 

設け、 更に^ 藻 島 及新湊 川の 兩 

内に^ 藻 島 運河 來ロ 徵收所 を， 

夫々 開 所して 入津 料の 徴收を 

河と 埋立地の 利用 開始 せらる 

正し、 舟 筏 入津 料 を 低減し， 新に 

乂 使用料 高き に 過ぐ る か、 其 使 

四月 條例を 改正 し、 其 使用料 を 

於け る 商工業の 重耍地 带を贯 

殊に 兵庳 運河. 沿岸  一 IW は市內 

镆散 地と な り， 叉 沿岸に は 新 川 

を與 ふる 大 なる ものが ある。 

きも 利 川 漸次 增 加の 傾向 あり 


第二 章 神戶の 

戶 市 直 營に移 

徵 收に當 り、 同 

加に 伴 ひ、 昭和 

運河 開繫 せら 

莉藻通 八丁 目 

行 ふ ことと な 

、 と 共 に、 曩 に 

埋立地 使用料 

川豫 期の 如く 

低廉なら しめ 

通す る を 以て- 

唯一 の 木材^ 

貨物 驛 あ^-て 

^藻 島 弁に 新 

今 是等三 運河 


港湾  五一 二 

す や、 巿 は 南逆谰 W 町 二  丁目に 運 可^ 


十 

年 


を 

增 

こ- 

其 

湊 


一 月 

十 月 

や. 同 

^藻 

七 年 

せ る 

めた 

方 する 

0 惟 ふ 

開鑿 以 

を 形成 

線 兵 庫 

川の 兩 


先 

、翌 

施 

定 


運河 管理 條例幷 に 使用 

高 松 町に 運河 高 松榼詰 

六 年 四月 高 松 町 麈芥燒 

島 埋立地 に同两 ロ徵收 

一 ガ^ 藻 島 及新湊 川の 

運河 管理 弁に 使 川條例 

0 然るに 經濟界 不況の 

に 至ら ざり しを以 て、 同 

に 是等諸 運河 は 两 部祌 

來 利用者 年を逐 ひて 增 

し、 關 丙に 於け る 木材の 

驛と迚 絡 し、 海陸 運輸に 

運河 は 利用 開始 以來日 

を觀る に、 先づ 入津 船舶 


條 例 

所 を 

却 場 

所 を 

兩運 

を改 

古ン 力 

八 年 

尸 に 

加 し， 

一 大 

ネ 0 

尙淺 

は 大 


正 九 年 約 五十 七萬噸 なりし が、 其 後 四十 八萬噸 に. 減じ、 昭和 八 年に は 五十六 萬 五 千 


防波堤 


噸 となった。 

港 及 仕向 港 は 

搬に從 事して 

河 入津 數 夥し 

尺)、 幅 三. 六 米 (十 

六 連よ， 9- 四千 

は 大正 九 年度 

萬 二 千 圓に減 

と な り、 此 中 土 

圓 となつ てゐ 


是等 入津 船舶 は 


て 


波 堤の 港 

夙に 之が 
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六 

る 


畿* 中 國. 四 國. 九 

る。 而 して 運 

木 市 は 使用料 

尺) と 定めしが- 

百 三十 六 連と 

萬 八千圓 にし 

し が、 爾 後 土地 

使用料 は 四 萬 


第三 港內 一 

一 防波堤 

灣 施設と して 缺 

築造に 留意 せら 


日 木型 間 船. 石 船 .W 洋型噸 船の 

州の 沿岸に 及 び、 大 半 は 港內碇 

河 沿岸 は關西 屈指の 木材 集散 

條 例に 依る 制限 を附 して 最大 

其 入津 數は 大正 九 年 乃至 昭和 

なり、 稍" 減少 を 示して ゐる。 尙 

て、 同 十四 年度 八 萬 五千圓 とな 

使用料 を 新に 加 へ たれば、 同 八 

七 千圓、 船舶 入津 料 は 三 萬 三千 

般 施設 

くべ からざる は 言 を俟 たぬ。 

れ、 旣に本 港 第一 期 築港 エ^と 


三種 類に し て、 其 

泊 船舶の 積卸貨 

地なる を 以て 筏 

を 長 十四. 五 米 (四 

八 年に 四千 八 百 

運河 利用に よる 

リ、 昭 和 五 年度に 

年度に は 九 萬 六 

圓、 舟 筏 延滯料 は 


仕出 

物 運 

の 運 

十八 

八 十 

收入 

は 六 

千 圓 
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されば 祌 1:1- 港に 

して^ 防波堤 成 


あ P 


神 戶港灣 設備の 現況  五一 三 


名 


稱 
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其 位置 一定せ す、 立 標は和 田 岬. 島 上 町 .國 產波止 場. 花 隈 町. 脇 濱の 五箇 所に 設けられ 

てゐ る。 尙 航路標識 條例 による もの 以外 に、 船 舶 繋留 用 標識 約 二十 箇が 設けられ 

てゐる C 

四 繋船 浮標 

繋船 浮^  木 港に 入津す る 船舶に して 沖懸リ する もの は、 岸 壁 又は 棧 橋に 維 繋す る もの に 

比すれば 甚だ 多く、 兵 庫縣の 明治 三十 一 年に 設置せ る 繋船 浮標 は 爾後 漸次 增 加し 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 笫ニ章 祌戶 9 港灣  五一 八 


-t:  a  -； 
八 三う 
五 


きき 二  2 
二 六 _ 一  六 米 


一 一一 一 二 九 
五 九 三 〇 〇 、 

八 三 六 —— 、 

ニー  四 
二 七  ヽ 


九 八 六 五 

七 二 七 二 米 
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て、 大正 八 年に は 十七 箇と なりし が、 同 十三 年 十二月 兵 庫 縣港務 部の 神 戶税關 に 合 

饼 せらる 、 や、 同税關 の經 詧に屬 し、 同 十四 年 二十 三 箇に增 加して 今日に 及んだ。 

之より 先 昭和 二 年 四月 港 內區分 及 航路の 變更 せらる 、 に 伴 ひ、 繋 船 浮標の 配置 も 
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に 於け る 最大 能力 を揭 ぐれば 左の 如くで ある。 
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七 水先 案內 

水先案内 本 港 は 束に 大阪灣 あ り、 两 に瀨 戶內 海の 難航 路を控 へ、 海上 保險 問題と 相 關聯し 

て 水先 案 內の重 要地^なる を 以て、 旣に 明治 三十 四 年 設立せられ たる 內 海水 先區 

水先， <  組合 ありて 瀨戶內 海の 案 內に從 率 し、 昭 和 八 年に は 十五 人 を 有せし が、 此組 

合の 外に 大正 十一 年 十一 月 和泉灘 水先 案內人 組合 設けられ、 專ら大 阪灣の 案內に 

從 $ する に 至 り、 昭 和 八 年に は 五 人 を 有して ゐた。 

八 船舶 給 炭. 給油 設備 

ぼ £f 灰 給 祌戶 港に は 特殊なる 給 炭 設備な く、 唯 筑豐 地方より-石炭 を 運搬し 來れる 帆船 を 

木 船の 船側に 横付け， 筑 にて 人足の 手渡 作業に 依り 積 込む を 例と して ゐる。 給油 

設備と し て は 野 田 町の ライ ジ ングサ ン 石油 會社 重油 タ ン ク (容暈 四千 噸) より- 一 般 

に 供給 し、 川 崎 汽船 會 社に 於ても 川 崎. 葺 合兩 工場の 一 部に 容量 各 五 千噸の 重油 タ 

ン クニ 箇を設 け、 目 下 は 同社 所屬 船に のみ 給油せ る も、 將 來は 一 般に 及ぼさん とし 

てゐ る。 而 して 兩 社の 給油 方法 は 給油 を 要求せ る 船舶 を タ ン ク 所在地に 近き 沖 
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海洋 氣象臺 祌戶 海洋 氣象臺 は 大正 九 年 八月 公布の 氣象臺 官制 第 四 條に依 り、 同 十三 年 四 H: 
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其 建設 資金 を 寄附せ る祌戶 海運 關係 者の 功 勞も沒 すべから ざる ものが ある。 其 

事務 は 海洋 氣象及 地球 磁力の 觀測及 調査 弁に 之が 爲め 必要なる 天體 現象の 觀測、 
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一 九 
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昭和 二 年 三月 公布の 轍 

撿査及 計量 檢 査、 切 斷 檢 
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て 各種の 檢査を 行 ひ、 其 粗製 を 警めて 海外に 於け る聲價 維持に 努める と 共 に、 該 品 

の 製作に 關 する 各種の 試 驗を實 施し、 當 業者の 指導 獎勵 に當 り、 斯業の 發展 に 資す 

る 多大なる ものが あった。  . 

第 四 港內 沿岸 利用の 現況 

蜒蜿 たる 祌戶 港の 海岸線 は 或は 繫船 岸壁 及荷揚 場と して 船舶の 維繫 荷役に 使 

用 せら れ. 或 は 倉 庫. 地 土 場 地. 材 料 置 場 等と して 實に 完膚 なき 迄に 利用 せられて ゐ 

る。 是 等に 關 して は 旣に 隨處に 述べ 来りし も、 こ 、 に 昭和 八 年 現在の 利用 狀况を 

總括 的に 記述しょう。 

埋 立 地 第二 期 修築 工事に よる 埋立 工事 は 殆ど 竣功 し、 外 國 貿易 用 二十 九 萬 四千 八 百 平 

方 米、 內國 貿易 用 二. 十九 萬 二 千 八 百 平方 米の 埋立地 を 得る に 至った。 市內 の諸ェ 

場の 事業 擴大に 伴 ひ 工場 及 倉庫 地の 狹隘 を吿 ぐる もの 多 く、 而 も是等 發展の 土地 

七 較的少 き 木 市に 於て は、 自 ら之を 海岸の 埋 立に 依らざる を 得 す、 今 大正 八 年 以降 

に 竣功せ る 主要 埋立 工事 を列擧 すれば 左の 如くで ある。 
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蘩船 岸壁 港內 岸壁 及荷揚 場の 狀况は 修築 工事の 進 埗に伴 ひ 變動を 免れざる も、 現 在に 於 

ける 總 延長 約 十五 籽に達 し 、夏 に 工場 地 先 及 運河 荷 揚場を 合すれば 約 十八 籽 半に 

達する。 繫船 岸壁 は總 延長 約九籽 にして、 就中 税關新 港 突堤 最も 完備 し、 岸 壁と し 

て 最大の ものにし て、 其 延長 三千 四百 五十 五 米に 及び、 大船 巨舶 を 自由に 呑吐 し、 兵 

庫 突堤 之に 次いで 二 千 二百 十八 米を算 する。 是等は 一 は外國 貿易 設備と して、 一 

は內國 貿易 設備と し て、 神 戶港を 代表す る ニ大 施設と 謂 ふべ く、 更 に 中 突堤 岸壁の 

六 百 十一 米、 高 濱 岸壁の 六 百 三十 三 米 は 之に 次ぐ ものである。 

荷揚場 荷揚 場は總 延長 約 六籽. 兵車 突堤の 一 千 二百 九十 米 を 最大と し、 税關新 港の 七 百 

二十 三 米、 第 二 波止場の 五 百 十 一 米 之に 次 ぎ、 國 產 波止場の 三百 九十 米、 葺 合 港灣の 
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I、 港 地， は 右 炎の 如く 木 市の 倉庫 は 臨港 地 带と目 さる 、部分に 密集 し、 此 地帯に 於て 自家 

かける 八 お 寒 

. 川. 營 業 用 を 合して 約  一 f 四百 八十 楝， 延 面積 約 六十 萬 五 千 七 百 九十 平方 米 を算し 

主として 兵率區 方面に て は 和 田 岬 町. 運 河. 島 上 町 .两 出町附 近、 神 戶及葺 合兩區 方面 

第五 節 神 戶港灣 設備の 現況  五 四 一 


神 戶巿史 第二 輯 別錄ニ 第二 章 神戶の 港湾  五 四 二 

にて は 海岸 通. 元 居 留 地. 加 納町 五丁目 及 六 丁目. 小野濱 附近に 集團 をな して ゐる。 

就中 新 港 突堤 基部に 巍 然として 聳 え、 港 頭を壓 する 鐵筋 混凝土 造 倉 車 は 東 神. 三菱. 

住 友. 川 西の 四營業 倉庫に して 、規模の 宏 肚， 施 設 の 完 備、 收 容 力の 偉 大、 實 に 他 港に 其 

比 を 見 す、 殊 に 川 西 冷蔵庫 は 其 設備に 於て 斯界の 粹を 集め 、輸出入 食料品の 貯蔵に 

大 なる 賈獻を なしつ 、ある。 而 して 本 市に 於け る 代表 倉 車と 目すべき は、 前 記 四 

倉庫の 外に 森 木. 兵 車. 鈴 鹿 ，橫 山の 四營業 倉庫 あ り、 是 等 八 倉庫 會 社の 昭和 八 年末 巿 

內に 於け る 所有 弁に 借用 倉庫の 延面稅 は 左の 如くで ある。 
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是等八 倉庫の 昭和 八 年に 吞吐 せる 貨物 を 全 國主耍 倉庫の それと 比較す るに、 左 

の 如く 高率 を 示 し， 木 港灣の 重要性 を 物語って ゐる。 
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g，§ の倉 保税倉庫 中 官設に 係る は 第二 波止場 構 內の百 十九 平方 米の みに して、 私設に 係 

る もの は 三菱 倉 車神戶 支店 所有の 濱邊通 八丁 目 • 新 港町. 加納 町に 於け る 六 千 二百 
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保稅 地域 保税地域 內 搬入 出の 所謂 保税 貨物 は、 其 轍 出入 取扱 上 特殊の 性質 を 有する もの 

なる が、 昭和 八 年末に 於け る 當港及 近郊の 保税地域 は官 私設 八 口して 四十 三 萬 五 千 

七 平方 米に 達せし が、 左に 之 を 細別す る。 
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害 を 見る に、 大 正 十 年 九月 

る。 此跶風 は 其 最低 氣壓 

十 四. 六 粍， 總 量 八十 粍と 測 

行 頗る 迅速に して 暴風雨 

時 非^なる 暴威 を^ ひ、 當 港に も^ 想 外 


による 

最初の 

一 時 間 

ものな 


主なる 

災害と 

の 雨量 二 

ら す、 叉 進 


0 遭 難沈沒 し、 行方不明 四 人 


汽船. 帆船 各 

を 出し、 更に 港內 にて 沈沒 船四隻 あ 、脬 船 九 隻、 行 商船 十六 集、 雜 種 船 十 一 隻 等 何れ 

も 破 招 甚だし く、  m 船 三十隻 流失す る あ り、 稀 有の 被害であった。 

大正 十五 年 七月 三十 H 嵇 1- 灘に發 したる 强： m の 主軸 は、 淡路島より 大阪灣 に 入 


^？禾 .k 年 

月の 被害 


昭 和 七 年 十 

一 月の 被害 


昭和 八 年 十 

月の 被害 


SE- こま 

三十 餘 

昭和 

たる 雪 

午後 七 

トス 號 

昭和 

後 十二 

の 間に 

休航し、 

船 一 集 

昭和 

を橫斷 

十九 日 


九 


市 は此雷 

二 十六 全 

* は 港外 

六 年 一月 

は 十六 糖 

時 十五 分 

と 衝突し、 

七 年 十 一 

時 北寄リ 

合計 六十 

靑 島 其 他 

八 年 十月 

し て； W 曰， 岡 

早朝 來 降雨 


雨に より 三十 三. 七 粍 の 雨量 を 

粍 の 豪 雨と な リ、 四 百 四十 五噸 

に 流失した。 

午後 四時 四十 七 分より 十 

し、 實に 明治 三十 年 來の大 

垂水沖 平 磯燈臺 附近に 於 

者 百 人中 二十 七 人 の 死者 

三日 午前 七 時より 東の 强 

に 變 じ、 七 時 迄吹續 きて 和風と 

七. 三 粍 を 測 り、 翌 十四日 神戶港 

航路の 汽船 は 出入 共 多少 遲延 

積 荷 流失 し、 同 七 時 頃 帆船 一 隻 

一 日 ヤップ島 南方に 現れた 

山間に 至り、 午後 二 時 若狹灣 

斷續 し、 午後 濃霧 あ，^、 二 十日 


測 り 、待 に 午前 一 時より 二 時に 至る 

の 汽船 一 隻は 防波堤に 街 突し 船 


十 


H 


^ 菊 

悲 慘 


午前 十 

であつ 

尼崎汽 

出す の 

"同 八 時 

リ、 降雨 

於て は 

又 午 矿 

破沈沒 

小 低氣壓 

近に 去り 

降雨 稍， 强 


ま 

し 


第 六 節 祌戶 港の 風波と 其の 被害 


時半に 至る 迄 降 

. 此 大雪に 際し 

水 丸 は 佛國汽 

事 を 惹起した 

最強 十三 入 米と 

午後 七 時 過よ り 

海 航路の 諸 船舶 

時半 和 田 岬 沖に 

こ o 

は、 一一 十日 正午 瀨 

しが、 祌戶 地方に 

は 十九 日 午 

五 四 七 


P 續 き 

て 九日 

船 ポル 

o 

な リ、 午 

十 時 迄 

は 全部 

て 機 帆 

戶內海 

於て は 

前め 風 


祌 戶市史 第二 輯 别錄ニ 第二 章 神戶 の港灣  五 四 八 

稍. -强か り し が、 午後 は 稍 ，衰 へ、 二 十日の 午前 九 時 より 再び 東風 强く、 正午に は 南々 西 

に轉 じて 强風 とな り、 午後 二 時 最強 南西 風 十二. 七 米 を 示 し， 同 四時 两 に轉 じて 疾風 

となった。 之より 先大阪 商船 屋島 丸 (九 百 四十 六 嘴) は 別 庥港を 出帆 し， 祌 戶に向 ふ 

途中 此 颱風に 會 し. 時 速 十五 浬の 同船 も、 南 束の 烈風と 激浪の 爲め 速力 著しく 鈍リ、 

午後 一 時 頃须磨 沖に 差し か 、りたる 際、 突然 船體 左舷に 傾斜し、 約 四十 五 度 を廻轉 

し， 北 两方鐡 拐 山の 方向に 船首 を 向 け、 船 首よ リ 漸次 沈降し つ 、乘組 員. 乘 客 百 二十 

二人 を乘せ たるま、 顚 覆沈沒 し、 生 存者 五十六 人を殘 して 他 は 溺死す るの 悲慘 率 

を 惹起した。 
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第三 章 神戶の 海運 

■ 第 一節 大正 十二 年 乃至 大正 末年の 槪況 

神戶の 海運 は 木 邦 海運 界に 偉大なる 地位 を 占 め、 其 盛衰 消長 は 直に 我國 海運 界 

に 影響して 之 を 左右 し、 指 導す るの 立場に ある は、 其 沿革に 徵 して 知る ことが 出來 

る。 ^に 祌戶巿 史は權 威 ある 海運 關係 業者に 囑 し、 其 編述 にか 、 る祌戶 海運 五十 

年お を 別錄に 收錄し て. 以 て 大正 十 一 年 迄の 事歷を 明かに せし が、 こ 、 に は 其 後 を 

^けて、 大正 十二 年 乃至 昭和 八 年の 祌戶 海運の 推移 を槪說 する。 

大正 十 一 年 本邦 海運 界の不 况に陷 る や、 當 業者 は 幾多の 不况對 策を講 せし が、 中 

に 就き て、 日 木 船主 協會の 如き は 共同 強制的 繫船案 を 骨子と する 積極的 對 策を樹 

立す る に 至りし も、 支 障頻發 して 容易に 實現を 見る を 得 す、 唯 航運經 費の 節 滅を圖 

り て. 以 て 當 面 を 糊塗せ ざる を 得ざる 情勢に し て， 世 界大 戰に乘 じて 建設せ る 神 a 

の 世界的 地位 も動搖 せんとす るの 情勢に あつたの である。 

笫 一節 大正 十二 年 乃至 大正 末年の 概況  五 五一 


祌 戶巿史 笫. 別 錄；： 笫 三.^ 祌戶 5 海運  五 五一： 

大正 十二 年 大正 十二 年に 人る も 不況 は 依然として 解消す ると ころと なら す、 前 年よ り 引續 

の 海運 界 

きて 行へ る 不況 對 策の 一 たる 繋船 同盟 運動 も 亦. 遽 に 功 を 麦せ す. 而 して 中古 船の 

輸入 を 禁^して 船 股 S 膨胆を 阻止 し、 延 きて は 配船 を 有利なら しめんと する 問題 

も 論議 せらる 、 等、 不 况對 策の 唱導 せらる ヽ 二三に して 止まら す、 而 も拊極 的なる 

是等對 策 は 海運 界の 曙光 を認 むる に 至らし めす、 其 反面に は 船舶に 投資せ る 金融 

業者の 囘收に 汲々 たる あ ち、 爲 に 神戶に 於け る 新興 船主 は 全滅の 危機に 濒 し、 前途 

暗澹たる ものが あった。 惟 ふに 戰 前に 於け る 社外 船主 として は 三 井 船舶 部の 外 

に 岸 本. 辰 馬. 緖 明. 岡 崎. 板 谷. 廣海等 の 各 汽船 會社 あるに 過ぎ す、 其 配船 範闡も いふに 

足らざる ものであった C 然るに 戰 亂勃發 する や、 五 千噸 以上の 船舶 を 有する もの 

俄に 激壻 し、 特 に國際 汽船 會 社の 如き は郵 船. 商 船兩 社に 亞ぐ 船舶 所有者と な り、 是 

等の 汽船 所有者の 配船 も 大西洋 弁に 南洋に 亙 り、 其 世界的の 活動 は駭 目に 値する 

もの あるに 至った。 左に 大正 十 年末 現在の 總噸數 ー萬噸 以上の 汽船 所有 船主 を 

見る に 三十 九 社を算 し、 此 中 神 戶に木 社 を 置く もの 最も 多 かりし は 注目す ベ きで 

あった。 (※符 は 神戶に 本社 を 置く もの) 

日 木 郵船 五 ニハ、 三 五一  大阪 商船 三 九 四、 三 六 五 
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※川 崎 

岸 木 

※山 下 

辰 馬 

※太 洋 

曰 淸 

※勝 田 

※帝 國 

廣 海 

※大 正 

※內 田 

第 一 節 


汽 船 

汽 船 

造 船 

物 產 

汽 船 

汽 船 

汽 船 

汽 船 

大正 十二 年 


船 


運 


三 一七、 八 一六 

一四 一、 一四 五 

八 九、 三 四 三 

六 〇、 六 七 六 

五 二、 七 九 三 

五 一 、五三 三 

四 六、 一 三 九 

四 三、 九 四 

四 二、 一  八 三 

四 一 、三 五 七 

二八、 ニニ 七 

二 四、 九 一 六 

一三、 一 五 五 

ニー、 四 六 八 

三、 一 二 七 

乃至 大正 末年の 概況 


遼東 汽船 

※新田 汽船 

三 菱 商 事 

fa.- す 且 

S 谷 商 ， 沿 

※明治 海 ， 運 

※東 和 汽船 

犬 上 汽船 

大連 汽船 

橋 木 汽船 

南洋 郵船 

※日 下部 汽船 

※祌戶 商船 

八 馬 兼 介 

※神 戶棧橋 


二 〇、 一 二八 

一 九、 二 五 〇 

一 八、 五六 一 

一八、 五一 四 

一 八、 二 六 七 

一 七、 六 七 五 

一 六、 七 〇 五 

一 六、 五 二三 

一 五、 八 〇 八 

一 五、 八 〇 八 

一 五、 八 〇 八 

一 四、 八 四 三 

一 四、 四 七 二 

一 四、 〇 一 三 

一 三、 六 九 六 


五 五三 


不況と 五： » 

。フ ー ルの遝 

お 協定 


栗 林 

炭 鑛 

原 田 

木 邦 船舶 は 之 

百 五十 五隻， 三 

示 し、 三 干噸以 

を 算 し. 從 つ て 

不定 朋 船の 配 

洋， 印 ぼ ？乂 邢 〃 

噸を党 へ、 七：：！； 

界^ 場と^ 後 

增 加に 伴 ひ、 前 


神 戶市史 第二 輯 

帝 國石汕 

に 本社 を 

を戰 前に 

な 十六 萬 

ドの此 間 

其 配船 は 

船 狀况は 

^に は 約 


別錄ニ 第三 章 

一 三、 〇 五三 

一 二、 七 六 六 

一 二、 二 七 〇 

一 一 、六 七 一： 

くもの 十八 

比する に 二 千 

ヒ で じ ぼ 餘啦 

に  一 • 三 倍せ る 

S ら や J  ^ に 向 

、歐 洲 方面に 約 

五十 三 萬 噸、 近 

に は 二百 七十 萬 噸を超 

不離の 關係を 有する に 

年 十五 萬 噸を算 へし 槃 


に 向 ひ、 北 米 付. 北 洋材は いづれ も^ 取 


神戶の 海運  五 五 円 

※互 光商會  一一 

お 京 海運 一一 

※日 本 海運  一 〇 

社、 其 所有 總噸數 約 八十 萬 噸に上 hN 

百 三 十 三 隻， 百 五十 七 萬 七 千 餘噸ょ 

と な り、 特 に 其 大型 船に 於て 著大な 

に 過ぎ ざ る に、 三 で顺 以上に ありて 

ひて 行 はれ たれば、 大正 十二 年の 初 

三十 萬 噸、 南 北兩米 方面に 約 六 十 萬 

海 ガ • 曲に は約ヒ 十八 萬噸 合計 二百 

え、 こ ヽ に 社外 船 は 確固たる 地位 を 

至った。 渐 くて 此 年上 半期に 於け 

船 も 漸次に 減少し て、 遠 洋. 近 海 共 に 

運賃 好調と なりし が、 幾 もな.  ) て 


、六 三 四 

、 一 七 六 

、六 四 九 

し が、 是 等 

り 二 千 九 

る增加 を 

は 二 •  二倍 

こ ^  f る 

噸、 濠 洲. 南 

二十 一 萬 

樹立し、 世 

る 配船の 

一^-好 况 

七 羊才 P 

JT  ..51 お ク 


ブ 1 ル M と 

荷主 側の 對 

立 


材 量は豫 想に 反 し、 樺 太. 沿 海 州. 北 見方 面の 出材も 前年に 比し 

しとの 惡 材料 あ り、 從 つて 北 見 材の如 き、 當 初の 運賃に 比し 大 

四 五十 圓 とな り、 こ ヽ に當然 不況に 陷 るに 至った。 されば 山 

等の 五社 は、 此 低落せ る 運賃 支持の 目的 を以 て、 近 海 運賃 を 協 

十日 神戶 オリエ ン タル ホテルに 會し て， 大 連 豆粕 は阪祌 以^ 

揚 二十 四錢以 上、 北 見^ 樺 太材は 二百 三十 圓、 沿 海 州材は 二百 

五月 椅 十五 弗、 六 月 積 十 六 弗、 瓜 哇糖 はじ 十五 錢 とし、 此 協定 運 

ざる を 申 合 せ、 所 謂 五社 プ ー ル圑の 組織 を 見た のであった。 

此プ r ル團は 五社に 過ぎ ざれ ど、 其 運 S にか 、 る 勢力 は、 社 外 

，重量噸 ニ千噸 以上の 五十 五 ％ を 占めたり と稱 せられた るの 

め と し、 祌 戶 棧 橋. 明 治 海 運 .內 田 汽 船 • 互 光 商 會. 太 洋 海運 等の 

、動かす ベ からざる ものと なった。 されば 之と 利害 相反す 

大 なる 打擊を 被る もの なれ ば、 樺 太官材 組合の 如き は 百 八 

れば 契約せ すとの 决 議を爲 せる に對 し、 三 井 • 三 0.0 太 林業 を始 

木 商の 之 を 支持す る ありし を以 て、 こ 、 に 端な くも 兩 者の 對立を 現出す る に 至 

笫 一節 大正 十二 年 乃至 大正 末年の 槪況  五 五 五 
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び 


て 甚だしく 減少す 

幅の 値 開 を 生じて 

定 せんが 爲 め. 三 月 

一 港揚 二 十三 錢， 二 

四十 圓以 ヒ， 北 洋 材 

賃 以下に て は 成約 

船 二百 五十六 萬噸 

みなら す、 郵 船. 商 船 

之に 賛成す るに 反 

る 荷主、 就中 材木商 

十圓 以下に あら ざ 

め と し、 全 國 主耍材 


つ た。 

迄の 契 

て： フ I 

离噸に 

及洽海 

ゆるの 

對 して 

漸く 激 

一 般運 

S 災と 御用  " 、 

船  力 

上 交通 

こ 浩 A 

{ 舟 .Mm: 

十七 萬 

れ. 若し 


神 戶市史 

而 して 此 

約 成りし 

ル^. の 協 

過 ぎ す、 之 

州 丸材の 

悦 勢 を馴 

プ— ル^ 

しからん 

賃は又 落潮 

る 秋に 方り 

機關亦 甚大 

の總 動員と 

噸の 之に 從 

は 十 三隻、 大 

く は 隨意契 


笫ニ輯 別錄ニ 笫三章 祌戶の 海運  五 五六 


北 海. 樺 太. 沿 海 州 方 

の 百 七十 萬 石， 其 積 

運賃 に 比し 大 なる 

前年の 八十 三 萬 八 

き は ニ订 四十^ 乃 

せ し も、 其 問に ぁリ 

七月に 至りて 日 貸 

し. 偶".^ 那 の排 日 に 

を 迪 え 海 運 界の前 

九月 一日 の 關來大 

なる.^ 障 を 生じた 

な り、 配 船 は 殆ど 此 

审する あり や 力て 

阪 商船 は 十 一 装， 社 

約に よりて 御 W 船 


耐の 材木 出 廻 豫恕は 六 百 萬 石と 


取 運 貸： 十五 圓乃 


相 

.E 

れ 

ダ 

と 


0 


あり、 一面 

に 比すれ 

百 五 寸圓 

、！ 4i はは 日 

の 賃率を 

出 稼 船の 

苦難 ある 

災 は橫濱 

船舶 は 重 

に 差 向け 

一隻の ffiE 

は 二十 一 

れる もの 


此 月の 

ば 著大 

とな リ 

^ 傭船 

協定 實 

內地 pf- 

を 豫 想 

港の 機 

耍 なる 

ら れ、 九 

船 を 見 

隻 之に 

は. 陸軍 


至 百 六 

材木^ 

の 減少 

て、 プ I 

主義 を 

行す る 

揚は船 

せしめ 

ム= 

を 全 

任務 を 

月 上旬 

し 力 

從ひ、 叉 

省 所 脇 


十 

等、 

プ 

こ ま 

中 第 

政府 

- j ま 


せ ら れ、 四 n 

なりし を以 

船 は 五十 四 

し、 爲 に 樺 太 

定 運賃に 超 

に 至 り、 之 に 

者の 對抗は 

坩加 せしめ. 

であった。 

歸 せし め. 陸 

に 至 hv, 、こ ヽ 

四十  一 * 約 

一 次 輸送に 

に徴發 せら 

勝 田 • 山 下. 祌 


遝 睹船料 

の 


P 商 船. 棒 太 汽 船. 金 森 商店. 太洋 海運 各  一 « 

に は 三 井. 佐 藤 商 店. 吉 田 忠次郞 各 一 隻， 合 計 

四 萬 二 千 百 四十 八 噸を傭 上 げ、 福 岡. 愛 知 .靜 

十七 噸を以 

月 二十日に 


百 

を 


て 其 急に 應 せし 

は 社外 船の みの 


合 計六隻 一 萬 七 

二 千 六 百 八十 七 

岡 三 縣叉傭 上 を 

が、 是 等の 船舶 總 

御用 船 は 三 十 


三 萬 五 千 二 

噸に達 し、 九 

算 した。 

神宮 丸 二、 七 七 六 共濟 汽船  ^島 丸 

千代 丸 三、 一六 八 大和 汽船  二 小 樽 丸 

天 龍 丸 二、 五 四 六 白洋 商船  三 神榮丸 

天武丸 九 八 二 同  遼束丸 

擇捉丸 四、 一三 三 神戶 商船  湖南 丸 

二 御影 丸  一、 二三 一 山 木 佐次郞  朝日. 丸 

大有丸 六、 ニー  〇 大洋 海運  夕顔 丸 

震災の 急に 應 する 輸送 は 此の 如くして 一 段落" を吿げ 

給 令の 發布 ある や、 忽ち 之が 影響 現れ、 冬期 需耍 期を控 
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ヒ 


千 二十 五噸ぁ リ、 鐡 道 省 

噸 あ り、 大 阪府は 十七 隻 

爲 し、 兵 庫縣は 左の 十四 

計 四十 五 * 十 萬 二 千 六 

装 十六 萬 四千 五 百餘噸 

、七 八 八 松 本 重 三 

一、 七三 一 菅谷雄 平 

九 五三 共立 汽船 

一、 三 六 三 大家 商事 

一、 六 六 四 大阪 商船 

, 五〇 九 田 端次郞 

一、 九 七三 國際 汽船 

が、 緊 急 勅令に よる 物資 

て 石炭の 荷動き、 積 荷 終 

五 五 七 


大正 十二 年 

末の 大勢 


了 

松. 横 

ズ， 

底 を 

十錢 

十錢 

ひ ^ 

卞\  ,リ 

之 に 

旺盛 

一; I 1^ 

， ま 


神 戶市史 第 

の 切 ，M による 

済の 石炭の 如 

な り、 樺 太. 內 地 

ものであった 


二 輯別錄 二 第三 窣祌戶 の 海運  五 五^ 


木材の 船舶 ュ •〜 あ る 等. 震 災 前に 比して 

き  一 M 九十 錢 より 四 圓 とな リ、 室 蘭. 橫 0 

の 丸太 は 百 八十 五 固より 二百 六十 圓と 

。 又 建築 材料 を 始め 救援 品の 輸送に よ 

船. 徴發船 等 十六 萬 五 千噸の 集中 を 見 るの 盛況に 達し 

來 し， 從 つて 俯 船 料 も 震災 前に 比すれば^ しく 高値 を 

より 五 回 五十 錢、 千 噸 以上 は三圓 五十 錢 より 四 圓 五十 

より 四圓 となる 等、 特 に 小型 船に 於て 顯著 であった。 

く 近海 航路の 需要 旺盛と なれる 外に、 復興 院の 復興 材 

情 をも參 酌して 木 邦 船 を 使 川 し、 國 際 • 川 崎. 鈴 木. 山 下 全 

受會 社と な り、 米 材の積 取に 當 るに 至れる あ り、 其 積 取 

神 厂 大手筋の 貨物 を 加 ふれば 相當 量に 上 ク、 從 つて 大 

見越 を さへ 爲すを 得る に： 生った。 一方 外國 中古 船の 

と な り、 大 正 十二 年 十二月 一 日 現在 調査に 據れ ば、 1： 十 

噸、 其 買 入^ 額 百 四十 七 萬 圓を超 え、 捣 て外國 船の ^船 


運貨は 著しく^ 

はニ圓 二十 五^ 


な る 

>.阪 

/ ォ 

示 し 


料 買 

井. 勝 

量 は 

正 十 

六 * 

成約 


3 般 

神. 芝 浦 

ば、 中小 

午顺来 

千噸以 


田. 大洋 

僅少な 

三年の 

も頓に 之に 

二十 六お 八 

を爲す もの 


の 高値 

HE- ひ fix 

7. ヒ ル 卩 AM 

滿は四 

上 は 三 


し、 船主 

海運の 

hy. し > 


し. 若 

上 二 

を證 

船 は 

-ひ お 

圓 五 

圓 三 

協 會 

々- 

ど も、 

も樂 

P て 

七 百 

る 等、 


緊張 


大正 十三 年 

の 海運 界 


成立と 加盟 

社 及 食 則 


^况 俄に 

途は 一般 

海運 界 

船 復過剩 

現象 を 示 

し て、 木材 

二百 七十 

錢 となれ 

は 市場 を 

な， CV とし 

汽船 菊 池 

表 者 等 は 

を 開 き、 運 

を爲 すと 

全國的 船主 _ 

第- 1 節 


の 

ク. 

し. 

る 

て. 

こ 


至 り 

ま し 

せ さ 

か に 

置 籍 

に 於 

十 圓 


する に 

况 を 甲 5 

况逆轉 

向 を 明 

っ大連 

米， 日 木 

り 百 七 

反 し、 傭 

混 赏 形 

に 運賃 

等 の 主 

十三 日 

盟を結 

が あつ 

盟の 成立 を 

大正 十二 年 乃 


同盟 

^ 禾 

び 三 

こ o 


し が 、か 、 る 

めた ので あ 

るべ しと 豫 

し、 五月に は旣に 

船の 樺 太 材積取 

て 十五 弗 五十 仙 

と な り、 石 炭 は 若 

は 運賃 採算 値 に 

陷 らしめ た。 此 

の 組織 を 見る に 

よ り、 太 洋 海 運. 內 

汽 I 會社 に會 合 

十一 日に は大阪 

此 くて 左記 四十 

見る に 至った。 

至大 正 末年の 概況 


近海 遠洋の 共. i 社外 船の 活躍す るに 徵 し、 前 

つ た。 

想 せ 


られ たる 大正 十三 年 は、 一 H; 以降 早く も 

繫船 問題の 論議 せらる ヽ あり- て、 稀 有 の 

割込 も あ リ て、 運 賃は 前年 末に 比し 漸落 

より 九 弗 五十 仙と な り、 北 洋. 內 地に 於て 

松. 橫 濱に 於て ニ圓 五十^より ニ圓 二十 

比すれば 稍" 上 値 を 示せし も、 運賃 の 暴落 

に 於て 之 を 自然の 推移に 委 する を危險 

至った。 卽 ち 上 两商會 上 两龜之 助、 艰 和 

田 汽 船 • 三 上. 佐 藤 國. 甲 斐各 商店 會 社の 代 

し， 十 五日 ■ に は 神 U; に 於て 阪祌 船主 大會 

ホ テ ル に 於て 第 一 囘例會 を 開きて 決議 

七 社に ょリて 、本邦 海運 界に 劃期的なる 

五 五 九 


神 戶市史 

1 力 盟^ I 

^和 汽船 

二宮 商店 

山 下 汽船 

村 尾 汽船 

.tr ネ糸 

新田^ 频 

阿部 濱崎 株式 

太洋 汽船 

一 一 會 則 (綱 領) 

g 名稱 木會 


第二 輯 別錄ニ 笫ー 一一^ 神戶の 海運 


五六 〇 


^目的 

§ 決議 


木 會 

本會 

定し 

標 準 


北 支那 汽船 

甲斐 商店 

松 岡 汽船 

廣海 商， 

大速 汽船 

束 海 汽船 

田嶋 商店 

岩 崎 汽船 


三 上 株 

^ ムロ  3^ 

鹽 崎 汽 

豐崎汽 

!% 山 汽 

原田汽 

菅谷株 

山木汽 


式 

運 


式 


太洋 海運 

岸 木 汽船 

上野 汽船 

日 下部 汽船 

島 谷 汽 船 

共 立 汽船 


祌戶 商船 

佐藤國 商店 

帝國 汽船 

戶田 汽船 

野 口 汽船 

樺 太 汽船 

町 田商會 


內田 汽船 

山 木 商事 

互 光商會 

小 栗共濟 汽船 

乾 合 名 

阿部 商會 

勝 田 汽船 


を 運賃 同盟と 稱 す。 

は 海運 市場の 取引の 安全 を 期 し、 運 賃 の 

は 必要に 應じ會 員 總數の 三分 二 以上の 

其 維持に 努む。 

運賃 は會 員總數 三分 二 以上の 決議 を 以て 之 を變更 する を 得 


安定 を 闘る を or 的と す。 

決 遴を以 て、 標 準 運 貸 を 協 


,  ^常務 委員 木會の 事務 を 遂行す る 爲、 常 務 委員 三十 名お 內を 置く。 

W 制裁 理由な く 契約 を 履行 せす 押 石、 押 噸を爲 した る 荷主 ありた る 時 は、 其 名 

稱 を木會 員に 通知 す、 契 約 を 履行せ ざる 船主に 就い て も 亦 同じ。 

^罰則 本 會則は 紳士 協約と す。 但し 之に 違反す る 者 は 同業者の 排斥 を受く 

る 事 あるべ し。 

^附則 ィ、 本 會は 木部 を 神 戶に置 き、 必 耍に應 じ 各地に 支部 を 置く。 

口、 卞會例 會は每 月 第三 火曜日に 之 を 開 き、 必 耍 ある 時 常務 委員 會は臨 

時 例會を 招集す る こと を 得。  . 

ハ 、本 會則は 大正 十三 年 五月 サ 五日より 效カを 生す。 

3 標準 運賃 率 當 分の 間 左記 標準 運賃 を 用 ふるもの とす。 

ィ， 木材 北 見 又は 樺 太 積 內地揚 (5门 加^ 雜 展^?^ ま 樺) 百 石に 付 一一 百圓 以上。 

資ラ ン  一！ ン グー 日に 付 一 千 石 以上。 沿海州 積 百 九十 圓 以上。 

口、 石炭 門 司 積橫濱 揚ニ圓 五十 錢 以上。 

ハ、 小麥及 木材 北米 太平洋 岸 積 內地揚 は コン フユ レン ス 率に 準す。 

加人增 惟 ふに 當 時の 船舶 經費は 之 を 世界大戦 前に 比すれば. 小型 船 修繕 料 は 三千 圓ょ 
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六 EI 五日 〇 


八 

九 
九 

[%1 五 B 八 


四 


加と^ 準 運 


祌 戶巿史 笫ニ輯 別錄ニ 

P 一  萬 圓に騰 り. 燃 料 一 噸四圓 

十 M に 昇 り， 而 も 運賃の 騰貴 は 

する は $i 然 の ことな， ns- として 

百 九十 三 萬噸、 偷船 五十六 萬噸 

之を投 助せ るを以 て、 同 盟に加 

達し， 此 內祌戶 五十 七 社、 大 K  二 

運賃 起算 點を 示して 參考 とす 

運賃 收入 

運賃 收入 (百 石に 付 二百 圓) 

焚 料 炭 其 他 航海 費用 

差 引殘額 

所要 航海 日數 

一 箇ガ 一 噸當 り收入 

橫濱 II 若松 問 

ヨ^ 資 R へ 一 航海 重量 ー顿 -ー對 スン 

る A も^ v ル敉入 計^  二  0 五十 錢； 


笫三章 紳戶の 海運 


五六 二 


十 餞より 十四 圓 とな り、 船 員 給料 は 十二 圓ょ b 四 

に 伴 は す、 其 同盟の 力に より-て 運賃 を 維持 せんと 

られ、 此 くて 此 社外 船主の 大同 圑結は 其 所有 重量 

達 し、 加 之 郵 船. 商 船 壬 一 井 等 は 好意の 立場に 在りて 

る もの 漸 次. に 增 加し、 九十 四 社 三百 一一 一 十五 萬^に 

一 社， 其 他 十六 社に 及んだ。 尙 左に 同盟 側の 標準 


八千^ 型 s 

三 六、 〇〇〇 

一 〇、 八 二 〇 

二 五、 一 八 〇 

n 

四 二 

子 二 五 

一 八、 一三 〇 


九、 〇〇〇 

六、 七 八 〇 

二、 ニニ 

二 七 • 

子 六 


、二 七 〇 


一 四、 〇〇〇 

五、 〇〇 二 


七、 五 九 I 


£ ョ 

v  ^  d  a 
^亍七 一 

二  M 五 u 五 九 


焚 料 炭 其 他 航海 費用  五、 一 〇〇  三 、五八 五 

差 引殘高  一 三、 〇三〇  七、 六 八 五 

所要 航海 日數  二三  一七 *五 

.  圓.  圆 

一箇月 ー噸當 り收入  ニニ  二  二 丄ハ三 

船 費 月額 豫算表 (五月) 

船 價見積  一 〇〇  一二 〇 

本給 海員 給料  二、 二 六 三 - 二、 一 ニニ 

勤續 加俸  七 八  五 〇 

中元 及 賞 與  七 五八  七 〇 七 

食  料  八 1〇  七三 二 

保險料  一、 六 五 七  一、 二 四 二 

修繕費  一、 六 六 七  一、 二 五 〇 

消耗品  八 〇〇  七 〇〇 

港  費  二 〇〇  二 〇〇 

雜  費  一、 三 四 〇  一、 二 七 o 
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一 四 〇 

一 、九 四 〇 

四 四 

六 四 七 

六 三 六 

1 、〇 二三 

1 、〇〇0 

六 六 〇 

一 八 〇 

一、 ニー  五 

五 六 一一 一 


運貨 同盟の 

^準 率撒廢 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第三 

利 息 (一 割) 

店 費 割當. 

合  計 

經 費噸當 

十 一 箇： U; 嚷當 

(註) 雑 費內譯 税金 公 課 • 交 際 

時諸雜 費. 店 費 割 <a 重量 一 

木 表 計算 は 新 船に 在りて 

船に 在りて は 船惯廉 きも 

其 合計に 於て は 大差な き 

卽ち 之に 據れば 本 同盟の 成立せ る 

に 於て 協定 運賃 率に よる 重；： ー迅 噸 一 

三 錢、 五千噸 型に あり. て は 約 四十 錢、 

失 を 生す る 計算と なって ゐた。 

此 同盟に 對し 北海道 木材 組 八ロ聯 


な 神 戸の 海運 

六、 六 六 六 

一 、二 〇〇 

一 七、 四 三 五 

ニニ 七 九 

二 丄ニ七 七 

費 • 通 信 費. 船 

噸に付 十五 

は 船 1? 高 き 

修 繕 費 • 保 險 

ものと す o 
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し， そ の 期間 中の 經費 

を 受けざる 場合に つ 

を 開始す る 際に 於て 

し 種々 論議す る ある 


力 


石炭 運賃 は 惨落に 始 

に從 ひて 上昇せ し 

な え 運 賃. 傭 船 料 共 

炭坑 大罷茺 により 

は 爲 に 本邦 船の 活 

府 が米價 調節 策の 


神戶の 海運  五 七 二 

爲 め、 運 賃及 傭船 料 は 能 ふ 限り^ 

法令 を 適用す る も 亦 已むを 得す 

部會に 於て も 略" 此 


を發 表した- 

幷に 危險は 

き て も. 船舶 

等， モ ラトリ 


まりし も， 幾 

偶" 財 界の 大 

に戰 前に 復る 

大西洋 方面の 

躍に^ せられ- 

一 として 外米 


荷主 

拂 の 

r ム 

も な 

恐慌 

の 不 

運賃 

諸 運 

輸入 


况 


お 兄 

賃未 

負擔 

合 は、 

亍 - 一 

, や { 

二 月 

會 し、 

を 示 

貴 と 

税を 


1 致せ 

の 場合 

なすこ 

る は： st 

船 引渡 

し 其 影 

は 一 圓 

し が、 遠 

に、 外國 

一 時 は 

^  ^9 ズ- 


拂 ふこと 

と し. 四 月 

し を 以て- 

とに 決定 

實上 不可 

を 爲すゃ 

響 尠か ら 


と 

し， 

匕 匕 

ム B: 

上 


て 


五十 錢に 

は 下半期 

洋 にあ b 

船の 大 _fs 洋 

近海の 不况 

に 及 び、 蘭 貢 


昭和 一 11 年の 

海運 界 


暹羅等 南洋 方面の 配船 を 

の 不況と 船腹の 過剰に よ 

れる上 海. 廣 柬. 福 州 等の 排 

年 十二月 海事 協同 會、 同 一 一 

筆す ベ きで あ る。 

昭和 三年の 海運 界は幾 

の 船 體保險 協同 會の 保險 

員 は 最低 賃銀 制度 確立の 

あ り、 更 に內務 省の 立案に 

增加は 太平洋 就航 可能の 

然れ ども 一 方 新生面の 開 

造船所 引受 濟の 千噸 以上 

船主 間の 競爭は 漸く 協調 

以て 市場 方面 は 大體に 小 

料 共 に 昂騰 し、 石 炭の 如き 


激增 せしめた。 而も 下 

りて 叉 運賃の 暴落 を來 

日貨 は、 海運 不振の 因 を 

年 一 月 海事 會の 生る 、 

多重 要なる 推移の 跡 を 

料 引 上 は、 其 更改 期來タ 

爲 め、 未 曾 有の 海員 總罷 

か 、 る 船員 保險法 問題 

大型 船に 於て 噸當リ 約 

拓 として、 經濟的 新 船の 

の 船舶 三十 六隻 中、 デ 1 

の 傾向 を 示 し、 叉 船 債の 

康狀 態を續 け、 特 に 五月 

四月 上旬 一 圓 二十 餞の 


半期に 入り. てより は內地 經濟界 

し、 更に 山 鬼 出兵 聲 明に 伴 ひて 起 

爲 したので あった。 尙 大正 十五 

ありし は、 勞 資兩 方面よ リ 觀て特 

記錄 した。 始め 前年 末より 著 手 

て 遂に 之が 實施を 見、 次 に 普通 船 

業 を 超し て、 よ く 其 目的 を 達する 

あり、 此 三者に よ り、 船 主の 負擔の 

二十 錢の 加重と なる に 至った。 

建造 熱 勃興し、 同年 建造 中 或は 各 

ゼ ル船 二十 三隻 を數 ふる あ り，、 小 

整理 も 漸次 進埗 する を 見、 よ ジ て 

濟南 事件 突發を 機と し、 運 賃. 储 船 

若 松 濱 は、 五 月に は ニ圓 二十 錢と 


第二 節 昭和 初頭 以後の 海運 槪況  五 七三 


砷 戶巿史 笫ニ輯 別錄ニ 第三 草 神戶の 海運 


昭和 四 年の 

大勢 


な り. 若 濱丄海 はニ圓 五十 錢を算 し， W 粕は大 逮. 濱 

千啦 型に 於て 最高 四圓の 高値 を 現出す る 等、 市 况 

船の 近海 集中と な え 四 月 上旬の 配船 百 三十 萬喂 

せし が、 遠洋 方面 亦 一 時 之に 刺戟せられ、 年末に 及 

しく 船腹の 需要 起ク、 大型 船 は 殆ど 皆 この 方面に 

の 南洋に 移リ しが 爲め、 一 頓挫 を來 したる も、 而 も 

た。 尙此濟 南 事變の 出兵に よる 徵發總 計 三十 九 

刀に は 撤兵に よる 徵發 船叉少 から ざり しこ と. 幷 

して 新 陣容 を 立て、 整理の 進涉 と共に 一 萬 噸級巡 

たる こと も，； w  S にと hN て は 逸すべ からざる もの 

會 設立し. 十 一 刀に は 日 木 海運業 組合 聯盟 成り、 共に 

は 注意す ベ きで あら う。 

昭和 四 年 は 世界的 恐慌に よる 海運 界 受難の 第一 

れ ども 其 年初に ありて は 遠洋 就航 旺盛に して、 特に 

よりて 盛況 を呈 し、 濠 洲 方面の 小麥 輸入 は 更に 遠洋 


五 七 四 

十八^と な リ， 同 月の 俯 船 料 は 五 

一 般に 好調 を 示し たれば、 大 中型 

六月に は 百 九十 莴噸に 垂んと 

では 太平 洋. 印 度. 濠 洲 方面に 著 

ひて 出動した。 唯 支那の 排日 

なる 不況 を來 すに 至らな かつ 

十六 萬 三千 六 百 餘噸ぁ り、 十 一 

五月 川 崎 造船所が 重役 を 改選 

艦ニ隻 の 建造 命令の 決定 を 見 

あった。 叉此年 五月 神戶 船主 

斯業に 贯獻 する に^れる こと 


年と 


出 稼 


貢 

も い 

率 引 

を 活 


ふ ベ きであった。 然 

上 見越の 米材 輸入に 

潑 ならし め， 之 に 加 ふ 


るに 濟南 

も 示さな 

影響、 北洋 

あ る に、 他 

八十 圓に 

八十 餞よ 

其 主因に 

船の 歸還 

百 三十 五 

の 事象た 

氣構 へ と 

此年 九月 

査 促 進、 積 

る ことと 

第 


.In チ 

力 

太 


0 

の 

き 一 百 

ち-し 力 

自 ら 

戶船 


終結 

こ o 


下 

-匕 

洋 


ま、 丄 


荷 制 

な つ 

二 節 


限、 

w( 


落 

、更 

戔 

-政 

運 

不 


の 


刀 


三 

力 

萬噸 

府の 

賃 に 

欝 は 

經濟 

而し 


る 御用 船の 徵發、 北洋 漁場の 旺盛 等 

に 五月 頃より して 不況 は先づ 近海 

ま り、 延 きて 遠洋 方面 は 小麥及 米材 

海 集中 あ り、 八 月に 入る や、 北 洋材は 

月に は 七十 五圓 とな り、 若 濱 石炭 は 

落す る 等、 不 况を 極む るに 至った。 

に 於け る 社外 船の 近海 配船 は 三百 

て も 實に百 二 隻、 九 十 萬 噸を算 する 

に は 太平洋 配船の 半減せ るに 對し 

の 多き に 達した。 かヽる 情勢 は 木 

緊縮 政策に よる 財界の 不況と 金 解 

現 れ て、 こ 、 に 慘落を 甚だし からし 

不況 對策 として 遠洋航路 獎勵 補助 

船の 解 體獎勵 等の 項目 を擧 げ、 委 員 

てい 、 る 近海 船腹の 激增は 固より 


によりて 何等の 懸念 を 

方面 卽ち 支那の 排日の 

の 輸入 著滅 したる さ へ 

六月の 百 六十 五圓 より • 

五月 乃至 十二月に 一 圓 

こ れ 蓋し 船腹の 過剰 亦 

集、 百 十六 萬噸 に し て、 遠 

有様な りし が、 是 等 遠 洋 

，近海 配船 は 倍加して、 四 

邦 海運 界に 於て 未曾有 

禁を控 ふる 商品 市場の 

むる に 至った。 されば 

金 下 附 * 海 外 諸事 情の 調 

を し て對策 を講せ し む 

季節的 關 係に 由る もの 


昭和 初頭 以後の 海運 概況  五 七で 


昭和 五 年の 

大勢 


な り 

白 り 

れ、 日 

共に 

結束 

收拾 

昭 

も の 

停止 

ふ 荷 

禍 ひ 

f lis- 

お 一 一 

り. 年 

す に 


八隻三 萬ニチ 四百 餘噸 


「乂 


る 

ゥ 

て、 

も- 

繫 


と 

と 


神 戶巿史 笫二輯 別錄ニ 第三 章 神戶の 海運 

とはい へ、 北洋 材積 取の 漸次 滅少 せる 

耍を 阻み たれば、 こ ゝ に 海運 界の 危機 

船主 協會の 海運 振興 會を 設けし 

其 例な りし が、 未 だ 根本的 對策を 

缺 き、 自 ら眉を 焦す に 至れる もの 

ベ か ら ざるに 至った の は 遺憾で 

五 年の 海運 界は洵 に 多事多難に 

あった。 此年  一 H; 金解禁の 斷行 

却リて 謳歌の 空お を さ へ 示した 

きの 減 少、 支 那の動 亂、 銀 價の 暴落 

られ、 年初に 於け る 遠洋 船腹の 消 


る 


n 


，米材 

將来 

，政府 

至 ら 

も い 

o 

年 に 

、 や. 

運界 

俟 ち- 

等の 


の 出荷 不振と 


木 邦の 繋 停船 は 九 萬 六 千 

末に は 遂に 一 躍 三十 五 萬 六千噸 なる 戰後 

至った。 されば か、 る 未曾有の 不况 打開 


し， 不况 

の 船舶 

す、 船 

ふ ベ 


主 


七 レ 

Ir^ し 

世 界 

效な 


更 

次 


を 見た る 

十五^ 噸 

の 新記錄 

の 篇め、 船 


對策は 

金融 法 

ま 個た 

• かくて 

に 萎靡 

界 は 當 

に 政府 

不 お と 

して 苦 

.此 勢 は 

1 こ. H 

出 し、 慘 

ひ 協 Is 


五 七 六 

は、 太平洋 方 面 船 

頻りに 論究せ ら 

案の 提案の 如き， 

の 立場に あうて 

此 年の 海運 界は 

不振の 甚だしき 

初 爲替の 動搖の 

の 緊縮 政策に 伴 

船菔の 過剰と に 

難に 陷 り、 四 パ に 

漸 次に 累堺 し. ヒ 

二十 七萬顺 とな 

澹 たる 情勢 を 一 小 

的 潮 は 期せす 


し 


不況 對 策と る 

北洋 材プ ー 


上 


公 

取 


て 勃然と 興りし のみなら す、 不 况對 策と し 

は 甚だ 注目す ベ き 現象に し て、 是 等の 不況 

重大なる 關係を 有する ものであった。 今 

成せられ たる 山 下. 國 際. 三 井. 川 崎. 太 洋 海運 

し て、 其 目的と すると こ ろ、 無 用の 競 爭を避 

正なる 運賃の 安定 を 圖る爲 め、 前 記 五社 は 

配船に 關 して 同盟 プ ー ルを 組織 し、 左 記 條 

一， 同盟に 共同 配船 所 を 設けて 其 一 切の 事 

て 共同 配船 所 委員 若干 名を定 む。 

二、 加盟 船主 は 自已， の 所有 船 弁に 定期 傭船 

委員 會の 决定 したる 傭船 料率 を 以て 同 

三、 加盟 船主 の 北洋 材積取 配船 は、 總て 同盟 

四、 同 盟は 委員 會の 決裁 を 以て 提供 船舶 を 

停船せ しむる 事 を 得、 此 場合に 生す る 損 

五、 同 盟は每 月收支 計算 を 行 ひ、 加 盟 船主 提 

第二 節 昭和 初頭 以後の 海運 概況 


て 政府に 種々 

對策 上の 諸 運 

其 主なる もの 

の 五社 間の 北 

け、 引 合の 統 一. 

互讓 精神に 基 

項 を 協定した 

務 を處理 せし 


請願 建白 

動は來 る 


を 擧 

洋材 


き、 主 

の で 

め、 加 


る 


合 


0 


爲 すに 

き 海運 

，三 月 中 

の 如き 

化に よ 

北洋 材 


盟 船主 は 互選 


積 取 に 配船 


にして 北洋 材 

盟に 提供 貸 船す る も 

に 於て 之 を 取扱 ふ も 

北洋 材積取 以外に も 

益 は 同盟に 歸屬 する 

供 皓帕の 第二 條に依 


の と 

の と 

己 & 

fir 

も の 

る 赌 

五 七 七 


する 船 

せしめ. 

と す o 

船 料 合 


至れ 

政策 

旬 に 

其 一 

P て 

の 積 

を 以 

腹 を、 

，又 は 

計 と 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第三 章 神戶の 海運  五 七 八 

の 差額 損益 を 算定す。 右 差額 損益 金の 半額 は 同盟に 歸屬 する ものと す。 右 

損益 金 は 二 箇月 後に 初め 一 箇月 分 宛 を 槠算 し、 船主 に歸屬 する 半額 は 提供 船 

舶の 噸數に 比例して 各 船主に 對 し支拂 ひ、 叉 は徵收 する ものと す G 

六、 加 盟 船主の 同盟に 對 する 船舶 提供 期 問 は、 北洋 材の 初航 より 終航 迄と す： 

七、 共 同 配船 所の $ 務は山 下 汽船に 委託す る ものと す。 但し 委員 會の 決議 を以 

て 其 一 部 を 他に 委託す る こと を 得。 

八， 加 盟 船主 は 米材 轍 入に 就いても 公正なる 運賃の 維持 安定に 協調 努力 をな す 

ものと す。 

九、 本 同盟の 效カは 申 合の 時に 發生 し、 北 洋材連 送 終了後 を 以て 終る ものと す C 

玆に 注目すべき は此プ ー ル 組織 は、 大 正 十二 年度に 於て 行 はれた るが 如き 運賃 

釣 上策に あらす し て、 競 爭を 避け て 大量 を 轍 送す る を 其 目的と する ものなる を以 

て、 之 によりて 種々 の 浪費 を 防止 し， 不 况に對 し 或 程度の 安定 を 期待し 得る にあつ 

た。 かくて 此プ ー ル團の 第一の 商談 は 樺 太 工業の 皮剝 丸太の 引受に ありし が、 其 

數量 三十 五 萬 石、 運 賃束 海岸 は 九十 五 圓、 丙 海岸 は 百 三十 五圓 にして、 此 契約 は 市場 

に銜 擊を與 へし ものであった。 然しながら 此 組織 も翌六 年に 至り 國際 汽船の 脫 


神戶 船主 會 

の 石炭 運！ K 

標準 協定 


返 

<i 曰 


と 

し- 

會 


ろが 


によりて 形 

際. 近 海 郵船 

協議 會を開 

は 深 一 亥なる 

のであった _ 

し は 遺憾な 

謂 ふべき で 

神戶 船主 會 

協定 をな せ 

灣 八十锬 

に 束 京. 大 

にあら ざ 

六月に は 

あった。 

、勞 農の 力 

第二 


骸 を 

及 山 

崔 せ 

不 況 

リ 4^ 

糸 

る も 

あ つ 

の昭 

し y  J 


貽 すに 過ぎざる に 至った。 而 して 三 

下 汽船 等發 超の 下に 、東京 工業 倶樂部 

る も 亦 不況 對 策の 一 として 逸すべ か 

に當 面せる 事と て、 非 常に 眞敛 なる 態 

しながら 是 等の 對策も 直に 其 效杲を 

而も 協調 的 機運 を釀 成す るに 與 りて 


和 五 年初 

と、 叉 時運 

室 蘭. 橫 濱 九十 

阪. 小 樽の 各 船 

る 三 井. 國 際. 川 

不况對 策と し 


に 緊急 總會を 開 

の然 らしむ ると 

錢、 若 松. 大 阪及若 

主會に 打電 調印 

崎. 山 下. 大 連. 近 海 

て、 左 の 事項に 關 


三 社 

り し 

各 1 


き、 五 十 

ころな 

松. 上海 

を 交 涉 し、 更 

郵 船. 大 阪 商 

し 懇談 を 重 


月 十 

に 於 

ら ざ 

度 を 

擧 ぐ 

力 あ 

出席 

力 其 
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三 千 圓 

る こ と- 


と  爲し、 愈" 大 量繫 船の 議 沸騰 

標準 一 百 萬 噸に置 き、^ に 其 

つた。 而も 多年の 不況 は 繋 

日本 船主 協 會は其 積立金 中 

しむる ことに 決定 し、 左 の 件 


府 よ 

料 の 

も 主.^ 

木 船主 


が 繋船 

を 限リ、 

一 百 萬 

融通 を 

下 げ、 監 

命日 に て 

協會ま 


し、 同 年 七 

斷行 をす 

船 費用の 

十 萬圓を 

々を 定め 


をな す 場合、 其 資金の 

乘組員 一箇月 分の 給 

噸 と决定 し、 日本 船主 

受 くる こ と o 

督乘組 員 數の減 少 を 


中 


月 こま 

ら敢て 

拈出を 

支出し、 


より 總 

に 相當 

會は前 

保險 


額 十 萬 

する 金 

項 金額 

共 同 會 


昭和 初頭 以後の 海運 槪況 


取扱 ふこと。 

、緊急 理事 會を開 き、 且 つ 臨時 總會を 開 

五八 九 
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五 九 〇 


昭和 六 年の 

海運 界 


. 曾 有の 繋 


催す る 

W ネ四年 

く、 社外 船主 

されば 同 五 

を 一 舉に解 

% 玄 なる KT 

の 定めた る 

末に は 三十 

九十 隻 五十 

超え たれば、 

る 有様で あ 


こ と C 

以降 海運 界の 

の 中心 勢力 を 

年に は郵 ^-商 

消して 提携し 

况を證 明す る 

繋船の 議 によ 

五 萬 六 千噸な 

四 萬 六 千 百 八 

戶 港外 は恰 


0 


左に 神 


不況の 深刻なる 

形成す る 神戶海 

船の 如き 大會社 

以て 此 不況に 處 

もの に 外ならぬ 

り、 團 體 的に 繋船 

る 未曾有の 數字 

十七 噸を算 する 

も 船舶 の 睡眠 所 

戶の 繋船 を 表示 


廣 

黉 


名 

久 丸 

進 丸 

祐 丸 


三、 〇 六 五 

八、 七 六 九 

八、 四 六 一 


は洵に 本邦 海運 界 

運界の 苦難 は 痛切 

すら 無配 當 を斷行 

し， 之 に 倣 ふ もの 相 

し されば 同 六 年に 

する もの 續出 し、 旣 

を 示した る に、 更 に 

に 至 り、 祌 戶港 のみ 

なり. とさへ 唱 へら 

して 之 を^ぶ こと 

繋船 日 

前年 六月 二十 三日 

同 七月 二十 三日 

同 


の 危機な りと いふべ 

なる ものが あった。 

し、 不斷の 反對的 立場 

踵ぐ に 至りし は、 共 に 

入る や 前年 船主 協會 

に 記せる が 如く 前年 

此年 二月に は 實に百 

にても 九 萬 六 千噸を 

る , も、 之 を 怪しま さ 

と す る C 

船 主 

勝 田 汽船 

廣海 汽船 

同 


時の 緩和 


廣速丸  五、 

馬來丸  七 _ 

これ あ 丸  八- 

さ い ベ タ あ.^  尸- 

^慶丸  三、 

廣通丸  五、 

須磨浦 丸  三、 

薩摩丸  五、 

海 福 丸  五、 

笹. 戶丸  二 _ 

天武丸  一、 

六 多 聞 丸  四- 

永代 丸  四、 

廣順丸  二、 

此の 如き 大繫船 時代に _ 


一 00 

一 00 

五 七 八 

ニニ 六 

六 五三 

一 00 

一 五 〇 

〇 九 〇 

〇 四 九 

000 

四 三 五 

六 五 二 

一 七 四 

九 六 二 


同 

同 八月 十八 日 

同 九月 二十 三日 

同 

同 十月 十三 日 

同 十月 二十 八日 

同 十一月 六日 

同 十二月 二十 六日 

同 

同 十二月 二十 九日 

同 十二月 三十日 


脈の 生氣を 注入せ る もの は 


第二 節 昭和 初頭 以後の 海運 概況 


同 

石 原 合 名 

日本 郵船 

同 

東 和 汽船 

廣海 汽船 

東 和 汽船 

宇都 宮 汽 船 

勝 田 汽船 

* 谷 汽船 

白洋 汽船 

八 馬 汽船 

勝 田 汽船 

廣 海汽牿 

月 以降の 濠洲 小 麥のダ 

五 九 一 


祌 戶巿史 第二 輯 別 


と * 洲事變 

後の 窮狀 


ン ビ 

叉 も 

に 旬 

好況 

金 木 

の 採 


なりし 

とせる 

國大會 

行す る 


グ 

资 

お 

力 

力 


代表者の 


に し て、 邦 船の 引 

し、 運 賃. 傭船 料 共 

落に 向 ふに 至つ 

らす して 英國の 

したる も， 那 & 

脫 はやが て北歐 

惡 化せし め、 更 に 

五十 萬 噸を超 ゆ 

三 井. 山 下. 大 同. 國 

如き 卽ち其 一 な 

沈の 岐路に 立 

. 若しくは 爲替差 

出席 を 求め、 全國 


し て、 是 等の 對 策に 徵 する 


錄ニ 第三 章 紳戶の 海運 

受量 七十 萬 噸に上 ち、 四 

に 著しく 騰貴せ し も、 而 

た。 か、 る 推移の 間に 

金本位 離脫ぁ り、 潇 洲 事 

地の 極端なる 排日 は 支 

諸國の 金本位 停止と な 

英國船 等の 侵蝕 を 被り、 

るに 至った。 かくて 再 

際. 川 崎 等 五社の 設立せ 

P し が、 十 一 月 祌戶に 開 

てる 此 不況 打開の 爲に 

掼道ー 補 を 確立せ ざ る ベ 

海運業 者を總 動員して 

も、 當 時 切迫せ る 海運 界 


に ま 其. 记船 

小麥積 取の 

月に 入る や 

は 御 川 船の 

方面 配船 を 

• 磅篇 替の慘 

況 再び 深刻 

積極的な る 

海運 協和 會 

れ たる 日本 

• 政府に 於て 

らすと し、 大 

目的の 貫徹 

實情洵 に 察 


五 九 二 

六十 萬 噸に達 し、 繋 

1 段落と 共に 市況 

滿洲事 變突發 し， 更 

徴發 によりて 一 時 

窮地に 陷 れ、 英 國 の 

落に よ る 本邦 船主 

なる 不況 を 現 し、 爲 

不况對 策の 考究と 

の 荷主に 對抗 せん 

海運業 組合 聯盟 全 

金 輸出 再禁止 を斷 

連 海運 組合 及勞資 

を 期した るも^ に 

すべ きものが あつ 


船員の 失業 ^^に 伴 ひて 

間 題  T 

木 海員組合 及 海 

此年日 木 船主 協 

船 用器 具 類の 製 

が、 其 失業 對策は 

一 、 甲 板. 機 關. 司 

缺員を 生す 

二、 各 職務 を 通 

三、 海 事 協會の 

する 檨备皓 

四、 全 國の新 海 

五、 大連 汽船 其 

こ と o 

六、 曩 に 海員 組 

と o 


必然的に 超 

員 協 會に於 

會の 繋船の 

造に 充てん 

左の 如き も 

厨の 各部 を 

る 場合に 於 

じ、 向 一 箇年 

精神 を 徹底 

長 に 交渉す 

員 養成 機關 


船員 の 

之 


力 


通 

し， 

し 

こ 


を i 


他 在外 置 籍の日 

合よ リ 政府 當 IF 


失業 問題に 

策 を 考究し- 


府 

見 


る 


し、 組 

及 兵 

こ o 

習 期 

に 繰 

繰 上 

意 味 


0  ,s 


中止す 

Isla 白 こ 

舟 ！ 


つきて 

政府に 

積立金 

戶 市 に 


を 二 

げ を 

を な 

於 て 

こ と 

す 


箇年 

な さ 

さ く 

0 艇 


は、 旣 に 

凍 情す 

を 割き、 

對 して 


し、 其 

こ と 

とじ 

全部 


日本海 員 

陳情せ る 授產場 設置の 


年 七 

と こ 

が援 


組 合 


交 に 日 

りしが， 

授產 場、 

求めし 


期間 內に は皓 員に 


日本海 員 祖^ 1 員 と 


員を乘 船せ しむる 


第二 節 1? 和 初頭 以後の 海運 概況 


實現 を^ 進せ しむる こ 


五 九 三 


自ら 兩 者の 

に對 し其會 

る 不況 時の 

も 一 陽 来復 

る 金 輸出 再 

一 大 福 音 に 


神 戶巿史 第二 辑 別錄ニ 

惟 ふ に斯の 如き 未曾有の 繋 

敷きて 其 打開 切拔 策に 腐心し 

時 船主に して 祌戶 海運 集會所 

化 整理の 高唱 せらる 、深刻な 

昭和 七 年 は 海運 界に とりて 

成立と 共に 海運業 者の 切望せ 

禁止 せらる、 や、 木 邦 經濟界 は 

來 して 先 づ 一 脈の 生氣 漲り、 こ ヽに 海運 界 

て頓に 活況 を 呈 し、 昭 和 七 年に 入った ので 

事 變に伴 ふ 排日の 徹底的なる 

腹の 需要と な り、 爲 にさし もの 

となる 等、 年 初の 市^に は 見る 

方面の 荷動き 不振 等に よりて 

此に 於て 當 業者 はまた 不、 况 

に は祌戶 船主 會は其 擴大强 化 


第一 一一 章 神戶の 海運  五 九 H 

船 時代 に 際して は、 船主 • 船員 共 悲壯な る 背 水の 陣を 

協調 的なる 機運 を も 生む に 至りし が、 當 

費 全免 を耍 望せ る 

悲痛なる 事象な り 

の 年であった。 蓋 

禁止 を斷 行せ るが 

接せる が 如 く. 忽 ち 

も亦從 つて 圓價安 

あった C 而 して 七 

も、 御 用， 沿の 借 上、 圓 

に は 四十 萬 嘴に 滅 

り し が、 三 月末に は 

に 陷 り、 前 途 端倪す 

さるべ からさる に 

で 船舶 統制 會社案 


もの あ， C し 

繫船も 一 月 

ベ きもの あ 

又もや 不況 

對策 を講せ 

を圖 り、 つ い 


が 如 き は， 團 體の 合理 

と 謂 ふ ベ きで あつ た C 

し 前年 末 犬 養 內閣の 

爲 である C 此金 輸出 

にして 株- m の 暴騰 を 

による 收入增 加 あり 

年 一 月に 起り し 上海 

惯安 による 輸出 は 船 

じ， 二月に は 三十 萬喂 

御用 船の 解 除、 太 平 洋 

ベ か ら ざ るに 至つ た。 

至りし が、 中 にも 三月 

を 作成す る あ り、 或 は 


船主. 海員の 代表者の 遠洋航路 補助 を實 現せん とする あ り、 政府 に 於ても 海運 振與 

策と して 運賃 擔 保の 低利資金 融通 案 を 立てん と し， 更 に 六月に は 海事 審議 會を組 

織して 海運 國策 樹立に 當 るに 至るな ど、 官 民 を 擧げて 共に 海運 

て 遂に 十月に は 船舶 改善 助成 法案の 决定を 見、 海 運界の 前途に 

た。 而 して 金 輸出 禁止に よる 圓價の 暴落 も、 下半期に 入りて 漸 

算 著しく 好轉 する や、 此 機に乗じて 山 下 i 際. 川 崎 • 三 井 等の 大 

の歐洲 配船に 努力 しま に 大 連. 濠 洲 間に 飛躍し たれば、 十 一 月 

は旣に 六十 九 隻 六十 三 萬 三千 噸を算 し， 之に 十 一 月 積の 新規 

七十 萬噸に 達せん とする に 至った C 蓋し 未曾有の 快 記錄と 

曩に 記せる が 如く、 此年 中期の 市況の 儘に 推移せ んか、 愈" 本 邦 

しとせられ た，^ し を 以て、 オペ レ ー タ ー 及 有力 船主 は 期せす 

し、 以て 大型 船の 近海 割込 を 極度に 囘 避した のであった C 而 

六 片前 後と なれる に乘じ て、 大 連 積 歐洲向 大豆の 輸送に 專念 

下な りし 運賃 は 纏て 二十 志と な り、 更 に 二十 一志 六 片臺に 上 

るの みなら す、 爲 替の 低落 は 更に 配船 を 有利なら しめたので 
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手 

上 


海 

あ 


救濟に 努力 し、 此 く 

光明 を齎 すに 至つ 

く 其 效果を 現 し、 採 

筋 は 進んで 大型 船 

旬の 同 方面の 配船 

船 を 加 ふれば 優に 

ふべき であった C 

運界の 危機 至る ベ 

て歐洲 配船 を 敢行 

て對英 爲替の 一 志 

し に、 當 時 二. 十志以 

• 遂に 三十 志に 達せ 

つた。 惟 ふに 當時 

五 九 五 


祌 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第三な 神戶の 海運  . 五 九 六 

木 邦 船舶 は 低廉なる 撫順炭 を 燃料と して 補給し 得る の 立場 上、 殆ど 大 連. 歐洲 の航 

路に 配船 せら れ、 ギ ィゼ ル船は 却って 經 費の 關係上 出動 を 見る もの 僅少な， 9 しこ 

とも 注目に 値する 事賁 なりし が、 木 邦 船が 其 採算の ニ圓 前後よ ク三圓 五十 錢に上 

り， 爲 に外國 船主に 脅威 を感 せしめ て， 無敵 商船隊の 語を殘 すに 至らし めた こと も 

見逃し 難い。 •€ して 遠洋の かゝる 好調 は、 近 海 配船 をして 著 減せ し め、 從 つて 市況 

も 緊張した る こ と、 若 松濱の 石炭の 十二月に は 最高 ニ圓 三十 錢 となり て、 震 災時以 

來の新 高値 を呈 せる によりて 窥 知し 得べ く、 俯 船 料 叉^ 騰を 示す 等、 數 年 來の喑 雲 

全く 拂 拭し 去られた るが 如くな りし は 喜ぶ ベ く、 而 も此 好調 は 更に 持續 せらる と 

豫 想せられ たのであった。 

餅 5 戰?^ 前年 來好 a に 向へ る 海運 界は、 昭和 八 年に 人 b て 更に 爲替 安に よる 輸出と、 外貨 

V  建 差益と を增加 し、 遠 洋出稼 船叉增 加の 傾向 濃厚と なれる のみなら す、 內 に は 老朽 

船の 淘汰と インフレ ー シ ヨン 政策の 滲透， 軍需品 工業の 發展 とに 刺戟せられ、 市况 

は 好調の 一 路を迪 りたれば、 近海に 於ても 前年 末の 石炭 若松 濱 運賃 二 圓五 餞は昭 

和 四 年来の 高値と， せられ、 此年十 一 月の 北洋 材 五十 圓は同 五 年 以後の 新 高値 を 

示し、 俯 船枓も 中型 三圓は 昭和 四 年來、 近海 一 區の 四面 五十 錢は赏 に 大正 十三 年以 
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来 の 共 
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時 海 

口  V 

ら 5 

槪 况 

1  一 i 


0 

せ 

當 


ひ 

b ン 

笫 


錄 なり 

て も槪 

示す に 

,v 一  ころ 

ぁ禾 プ 

噸を減 

で あ 

の 好 

き 一一 

. 又以 

收人 

よ P 

ま り 


ク 

B 卜 

二 

ま- 

年 


せられ 
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尠 少な 
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て、 五 百 

こ C 

,!u ひ负 

ニ萬噸 

市況 の 

世界 列 

加の 勢 

せられ 


たる に徵 する も、 市 况の 好調 

に 終 始 し. 轍 出の 漸增 は數十 

にか 、 る 好況 は 其 原因 

る ベ く. 其 減少 は 前年 來 

法實 施の 前年た る 同 六 

一 隻 三百 三十 萬噸 とな 


を 


る y きで あ 

來の 記錄を 

<、 ある も？^ 

八月 現在に 

.ょ b て 以て 


しを以 て， 前 年來 驚く 

滅じ、 更に 年末に は 僅々 十 

何に 好調な りし か を證し 

の 海運 界 悉く 減 返 を 示せ 

示 し、 其 率 同 七 年に 比すれ 
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設 し， 純然た る オペ レ ー タ— として 經營 活動 を 開始 し. 其 後 有力 船主 の 後援 を も 得 

て， 同 七 入 兩 年の 海運 界好轉 の 波に 乘 じ、 漸 次 其 基礎 を 固 め. 其 內容 を充實 し、 今 や よ 

く 運航 船舶 四十 萬 噸；： 達する に 至った。 叉 一 方 三 井 物産 船舶 部 は 自社 貨物， H 社 

船 主義の 下に、 本邦 對外 貿易の 三. 四 割 を 占む る 輸出入 貨物 をば、 可及的 自社 船舶 を 


歐洲 航路 


以て 運 

を伲舟 

る も ^ 

遠洋 航 

ロック 

五 十 一 

洋 岸に 

1 區 に 

す れ ば _ 

以上 

述 する- 

ま 疆 き 口 

社 李 浦 

漢毖線 


搬 せんとす 

し、 現 在 運航 

に 川 崎 .國 際 

路は. 3  F. 大 

の 相擊っ 听 

埕四 十七 萬 

は 四十 七 装 

は 八十 ニ隻 

五 百 六十 « 

梗概 を敍し 

0 先づ 昭和 

省 命令 航路 

線 .漢 堡 線、 大 

の 各 定期 航 


る 大方 針 を 樹立 し， 之 によりて 今や 

噸數 五十 萬噸 に垂ん とする に 至り 

の 兩社ぁ b  、此 の 如くに して 今や 獨 

同と 之に 對 する に 自社 船 主義の 三 

となる に 至った。 而 して 社外 船 は 

四 千 噸， 北 米 大西洋に は 二十 五隻ニ 

四十 三 萬 一 干 噸、 印 度 • 南 洋. 濠 洲 等に 

五十二 萬 三千 唢を 各 配船し、 入渠 繫 

三 百 三 十三 萬 噸に上 り， 世 界の 海上 


十五 萬 二 千 三百 八十 


る に A€ り、 祌 m- を 中心とする^' 國 

年末に 於け る 主要 航路に つきて 

る 日本 郵船 經營の 郵便 定期 航路 

商船の 日 木歐洲 線及國 際. 川 崎 兩 

ありて 之に 從事 し、 十 二月に 於け 

數) に 達せし が、 社外 船は此 


十八 莴 顿を擁 し、 其 

し が、 此 外 自社 船 

占 事業 は 崩壤し 

井. 國 際. 川 崎 其 他 

昭和 八 年 十二月 

十 三 萬 七 千 噸、 日 

は 十九 隻 十五 萬 

船 其 他 約 二 十五 

に 活躍せ る 情勢 

航路と 出入 船舶 

觀 る に、 先 づ 第 一 

橫濱 倫敦線 を始 

汽船 會 社の 共同 

る 其 使用 船 合計 

方面に 叱 年 一 月 


不足 は 之 

義を 採れ 

外 船の 

社の ブ 

米 太平 

噸、 近海 

を 合計 

る o 

きて 記 

に 歐 洲 航 路 

めと して 同 

經 營に 係る 

十六 *  二 

ま 七十 一 


主義 

て、 社 

二. 三 

本 北 

九 千 

萬噸 

に あ 

に つ 


三 


第二 節 昭和 初頭 以後の 海運 概況  五九ォ 


神 戶市史 第二 輯 

嫠 七十 三 萬 五 千 噸， 十 二 

北米 航路 北米 航路 中 北米 太平 

北米 航路 桑 港 線. 同 沙 市 

山 下 汽船の 北米 H 本， 乂 

北米 線を數 ふる。 日 木 

羅府 に、 大阪 商船の 南米 

紐 育 線 貨物船 も 亦 桑 港 

使 川 船 は 十二  n に 八" 計 

八隻 三十 五 萬 二 千噸、 十 

北米 大两洋 ゆに 對し 

線 あ り、 其 使用 船 合計 二 

に 一 に は 三十 ニ隻ニ 

配船して ゐる C 

次に 南米 東海岸 方面 

の 一 線 あるの みなれ ど 


北米 大西洋 

岸 航路 


別錄ニ 笫 一一 一章 神戶の 海運 

刀に は 五十 三隻約 五十 萬噸 の^ 船 

洋 方面の 定期 航路 は 日 木 郵船 經營 

線 あ り、 貨 物 航路と して 沙市 方面に 

那線及 三菱 商^の 北米 線、 桑 港 方面 

郵船の 遞信省 命令 航路た る 南米 航 

航路^ 岸 線 は 復航 羅 

に 寄港 し、 是 等 航路 中 

二十 六 *  二十 一 萬 九 

に は 四十 九隻四 

て は 曰木郵 船 .大 阪 商 

十九 隻 二十 一 萬 三千 

十九 萬 七 千 九 百 啦、 十 


府に、 叉 日本 郵船 

北米 太平洋お の 

干噸に 達し、 社外 

十五 萬 四千 噸を 

船 及國際 汽船 經 

六 百 嘴を算 せし 

二月に は 二十 七 


六 〇〇 

見た。 

遞信省 命令 航路た る 

し 川 崎 汽船の 北米 線、 

は 三 井 物 產の北 支那 

西岸 線 は 往航 桑 港 及 

及大阪 商船 兩 社の 各 

郵船. 川 崎. 三菱. 大同の 

船 は 一 月 現在に 三十 

配船して ゐる C 

煢に 係る 定期 航路 三 

が、 尙 社外 船 は 此方 面 

* 二十 五 萬 五千噸 を 


南米 航路 


Li- は大阪 商船 經營の 遞信省 命令 航路た る 南米 航路 東岸 線 

ブ -フ. ジル. 。へ ル I 幷にフ イリ ツビ ン 方面 を も 八，.：： み、 將 來益" 繁 


^を もんとす る現狀 にある。 叉 南米 西 

たる 南米 西海岸 線の 一 線 あるの みに し 

に 過ぎ ざ る は 稍" 寂 寥 の 感 が あ る。 

滦洲 航路 濠洲 方面に 對 する 定期 航路 は 日本 郵 

定期 航路 横濱メ ル 、ポ , ン 線、 大 阪 商船の 

係る 日 木 濠洲 線 の 三 線 あり- て、 使 川 船 合 

印度 航路 印^ 航路に は 甲谷陀 線と して 日木郵 

日本 郵 船. 大 阪 商船 及 自由 線と して 國際 

船^ 計 三十 一 隻 十八 萬 四千 噸に 達せし 

五 * 三十 四 萬 三千 六 百 餘嚼、 十 二月に は 

南& 航路 更に 南洋 方面 に對 する 木 邦 定期 航路 

路瓜哇 線 及臺灣 總督府 命令 航路た る大 

商船の 南洋 線 及 比律賓 線、 石 原產 業の 南 

合計 二十 隻十 一 萬 九で 噸ぁ り、 社 外 船 は 

三 十 三 萬 噸、 十 二  H に は 八十 四隻 五十 三 

第二 節 昭和 初 lg 以後の 海運 概況 


海岸 方面に は、 日 木 郵船の 遞信省 命令 航路 

て、 此 二 線， の 使用 船 4 口 計 八 隻約六 萬 九干噸 

船經營 にか ヽ る 遞信省 命令 航路た る 郵便 

0 洲線及 山 下. 川 崎 .國 際の 三 社 共 同 經營に 

計 九 装 約 六 萬噸の 配船 を a る C 

船 及大阪 商船の^ 屮谷陀 線、 孟 買 線と して 

汽船の 各 孟 買 線 あ り、 是 等 郵 船. 商 船の 使 S 

が、 社 外 船 は此年 一 月 濠 洲. 印 度 方面に 四十 

二十 二  * 十八 萬 四 干噸を 配船した C 

は、 遞 信 省 命令 航路た る 南洋 郵船の 南洋 航 

阪 商船の 南洋 線の 外、 自 由 航路と して 大阪 

洋線、 三 井 物 產の比 律賓線 等を數 へ、 其 船舶 

一 月に は 南洋 海峽 植民地 方面に 五十 五 装 

萬 五 千 七 百 噸を配 し、 最 も 多數の 活躍 を E 

六 〇 一 


阿 卯 利 加柬 

岸 航路 


神戶港 出入 

内外 w 易. C 


神 戶巿史 笫ニ  K: 別錄ニ 

てゐる C 

阿弗利加^ 岸 方面に 於け る 

る 阿弗利加 航路^ 岸 線. の 一 線 

る 外、 同 社經營 の 遞信省 命令 航 

： 」 ^港して ゐ る。 


第三 章 祌戶の 海運 


少 

あ 


外、 同 

に 寄 

最後 

六 千 

し て 

六 百 

年間 

し、 漸 

P て 


本邦 定 期 航 

あるの みに 

路 たる 南米 


し 


は、 大 阪 商 

て、 五嫠四 

路 東岸 線 


に祌戶 港に 出入せ 

七 百 三十 九隻千 三 

約 六 千 六百隻 とな 

餘婪ニ 千 六 百 五十 

の噸數 の增加 二 倍 

次大 M 船と なれる 

は、 此 十五 年 問に 三 

に 於て 著大なる 增 


ク 


る 


分 


る 

. 五 

年 


阈 船の 入港の 同 一 期 問 


國 貿 易に よ 

十八 ia? 啦ま、 

も、 嚷 數はニ 

に 達 し、 同 八 

を 示 し、 其 隻 數 

る こと ぽょ hs 

五 百 十八 莴 « 

不し、 此 間の 木 邦 海運の 

四百 七十 七隻百 七十 七ず：： 噸 


千 * 

加 を ； 


FL1 々， 频 M 

年後の 同 

百 八十 萬 

に は 約 八 

の增 加の 

である o 

千 


よ り 


ぉ噸 とな b しに 徴 し， 木 邦 船の 噸數 比率の 却 b て 減ルノ 


萬 七 

も 亦 

十 二 

千 隻 

之 に 

而 し 

九 百 

發達 

よ P 

せ る 


營の 

千 三 

ダ ー 

る に 

年 に 

三 千 

及 ば 

て 此 

餘隻 

を證 

千 四 

に 反 


六 〇 二 

遞信省 命令 

百餘噸 之に 

ケ 1 


ン 及 


從 事す 

プ タウ 


大 

し. 

し- 


/ 


百 三 

る も 

一 装 

外 國 


出入 合 

つて 诚 

こま 匕 

と し、 十 

量 を增 

人 港に 

P とな 

れ ど、 外 

_ 五 百 五十 七 

船の 增 加せ 


年 の 

三 年 

其 0 

船の 

十 萬 

の あ 


る は 注 01 すべ 

の なれ ば、 必 す 

f ふに 神 10 

他 港に 傑出す 

中、 神 戶は實 に 

くて 港 灣は擴 

な り、 其 發展は 

お 金 時代 を 建 

こと を 祈る の 


き 現象 なれ 

しも 祌戶港 

港 は 今や 其 

る は 論を俟 

十六 團體の 

大 整備 せん 

國 家の 隆運 

設 せんとす 

念 洵に 切な 


ど、 是は木 邦 海運 

入港 數の みを以 

港灣に 於て、 社外 

たざる ところに 

木部 所在地た る 

と し、 當 業者の 團 

に 伴 ひ、 以 て 世界 

るの 情勢に ある 

る ものが ある C 


の 不況 を脫 せんとす る途 

て 前途 を 推す こと は 困難 

船主に 於て、 其 包 擁する 

し て、 全國 に 於け る 主要 

こと は 叉 之 を明證 する 

結 は 愈， 密 にして よく 全國 

に 雄飛し、 昭和 八 年の 好調 

は洵に 喜ぶ ベ く、 叉 往時の 


勢 


も 


上に ありし も 

であ る C 

力に 於て 

團體十 

である 

業の 中 

棹して 

曰 曰に 復 


共に 

九 團 

〕 i 

力 

ひ と 

更 に 

ら ん 


郵 If 々 員 同 


第 三 節 祌戶 海運 界の 重要なる 事象 

W 戶. の 海運 推移の 大勢 は 以上の 梗概に よりそ 略，. 察 知し 得る もの あるべ く、 以 下 

. 其 間に 於け る 一 般的 特殊の 事象 幷に 推移の 中に 錄 して 記述 を 省略せ る 主. 要 問題 

にっきて 之を敍 し、 以 て祌戶 海運の 變遷を 察する の 料と する。 

日本の 海運 をして 今 R あらしめ たる は 一 に 邦家の 隆運に 伴へ るに 由る. は 固よ 

第三 節神戶 海運 界の 重要なる 事象  六 〇 三 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 

りに し て、 社 船た ると 社外 船た 

りしと 共 に. 海 員の 功 勞亦沒 す 

變 遷を經 て， 漸次に 向上 確認せ 

る。 唯 其 手段 方法と して 憂慮 

ろ こと 一 再なら す、 其  一 二の 事 

ける： H 本 郵船 會社 所屬 船員の 

正 十一 年 十一月に も、 同社が 近 

や， 爲 に 海員 大會の 開催 抗ま と 

十二 年 二：^ に は阪祌 間の 主な 

發丧に 端を發 し、 一 般 海員 1! 體 

に 辛ら さ り しゃ 伊 も まり 力く 

^-件 も 亦 S に 郵船 會 社が 經費 

冈 せる もの にし て. 同 社 所 の 

社 側に」 父涉 する 所 ありし も 、お 

ざち しを以 て、 遂 に 同盟 休業の 


第三 聿 神戶の 海運  六 〇w 

ると を 問 は す、 其 當事 者の^ 鬪又與 りて 大ぃ に 力 あ 

ベ か ら ざ る は 言 を俟 たぬ。 されば 其 地位 も 幾多の 

らる 、 に 至れる は 注目すべき 率 象の 一 な， ON とい へ 

すべ き 同盟罷業の 舉に出 で、 海 運 界を聳 動せ しめた 

實は旣 に 記述した る 所 なれ ど、 大 正 十二 年 十 B に 於 

同盟罷業 は 特筆すべき^ 件であった C  ^より 先大 

海 航路 分離 を 機と して 屬 員の 減員 減給 を發 表する 

な り、 會 社 側の 讓歩 によりて 解决 せる $ 例 あ り、 又 同 

る 船主が 經費 節約 上 決定せ る 割 增手當 食料の 減給 

の强 硬なる 交涉 抗議 あり て、 遂 に 其 決定 を赏 施す る 

て此 十五 年 十一月の 大 罷業と なった ので ある C 此 

節約の 爲に 同社 員の 航海 手當 半減 を發丧 せる に 起 

下級 船員 約 七 千 人 は、 結 束して 之が 復活 を 期 し、 屢， 會 

サ惻の 態度 强硬 にして 容易に 其 目的 を 迷す る を 得 

方策に 出 で、 此 年 十 一 月 六日 祌戶港 解纜 桢谘に 向 ふ 


べき 加 茂 丸に よりて 第一の 烽火 を擧 げたので あった。 此加茂 丸 は 十月 十六 日歐 

洲 航路 を 終へ て 神 戶に歸 港 し、 十 一 月 五日 荷役 を 完了して 六日 出帆す べきに 拘ら 

す、 午 前 八 時 頃に 至り 機關 部下 級 船員 四十 二人 は 請暇 下船の 願書 を 同船々 長に 提 

出す るに 至った。 卽ち 船長 は 急 を祌戶 支店に 通 じ、 同 支店に 於て は 支店長 以下 幹 

部 鳩首 協議 を 凝ら し、 直 に屬員 監督 を 同船に 出張せ しめて 種々 慰 諭す る 所 ありし 

も、 機 關 部員の 結束 強硬に して 出帆す る を 得 す、 命 令 定期 航路 船 も 遂に 停船す るの 

由々 しき 狀態 となった のであった。 こゝに 於て 郵船 側 は神戶 より 橫濱に 至る 船 

客の 上陸 を 請 ひ、 出 帆に 就きて 奔走せ し も、 同 盟 結束の 渦紋 は 益" 擴 大 し，^ に 濠 洲 航 

路の 安藝 丸 も機關 部員 結束して 請暇 下船の 願書 を 提出す るに 至 ぇ更 に 八日 出帆 

の 盛 岡 丸、 九 日出 帆の 博 多 丸 等 何れも 同様 行動に 出で たるの みなら す、 當 時 祌戶に 

碇泊せ る 近海 郵船 を 除く 香 取. 大 K ま 野. 高 岡. 山 形. 熊 野. 日 光. 若 狹 等の 各 船に も 波及 

の 形勢 あ り、 渐 くて 雙方 對峙 のま 、十日に 至りし が、 此 曰 郵船 側 代表 黑川 支店 長 • 藤 

尾 監督 等 は 海員 側の 全權を 握る 交涉 委員 日本 海員組合の 措 崎 組合 長. 濱 田 副 組合 

長と 相會 し、 解 決に 努力せ る 小 林 水上 署 長 • 海 事 部 中 村 事務 官. 互 光 商 會河內 研太郞 

等 立食の 下に 隔意な き 意見 を 交換せ し 結果 
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第一 屬員 手當の 半減 は 會社發 炎 通り 十一 ガー R より 施行す る こと。 

第二 會 社に 於て 前記 感 員手當 を半滅 する も、 特 に此際 考慮して 明年 四月 迄 は 

何等かの 名目の 下に.^ 給す る こと。 

の條 件を以 て、 名 に 於て は會 社に 讓 り、 質 は 之 を 海員に 與 へ、 玆に本 交 涉も圓 潇に局 

を 結 び、 重 大 なる 爭議も 一段落 を吿 ぐるに 至った のであった。 然るに 翌 昭和 二 年 

二月に は 同社の 司 厨 部員の 爭議ぁ り、 こ れ 叉圓滿 に解决 せし が、 同 年 三月に： 全り て 

遂に 海事 協同 會の 誕生 を 見し は、 實 にか 、 る柬態 を 憂慮せ る 勞資兩 者の 努力の 賜 

であった。 

海が 協间會 海^-協同 會は 大正 九 年の 第二 囘國 際勞働 會議の 船員に 對 する 職業 紹介に 關す 

の 創立 

る條 約に 基き たる もの にして、 同 十五 年九ガ R 木 船主 協 會. 海 員 協會及 日本海 員 組 

4 口の 扣 倚りて 其 設 立 を 决 し、 同 年 十二月 を 以て 创立 し， 昭 和 二 年 三お 認可 を 得た る 

ものに かヽ り， 川 村^  二 郞を會 長に 推 し、 主 として 政府の 補助に よ リ、 船員 の 職業 紹 

介， 船员 の 待遇 に關 する， 項、 船主 • 船員 問の 爭議 の豫防 調停， 船員 の 募集 及 寄宿 舍經 

營 等の 諸 率 業 を 行 ふ ものにし て 、事務所 を 京 町 八十 一 番地に 置 き、 神 II- 市の 外に 十 

二箇所の 職業 紹介 所 を 設け、 よりて 以て 船主. 船員の 協力 一 致に 资 せんとす るに あ 


つた。 而 して 

の 生活 保證に 

と し、 特 別 調 査 

肩體 側に て は 

合 長 濱田國 太 
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先 づ團體 交 涉 

すると ころ あ 
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中 の 
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海員 
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神戶 海運 界の 重要なる 事象 


目的と し て 

たので ある 

船 員 の 給料 

特筆す ベ き 

船渠に 入渠 

に 引 上方 を 

年 五月日 木 

議 し、 之 を 以 

會及 船主 に 

六 〇 七 
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し、 囘答期 を 四 週間と し、 更 に 船舶 乘組員 制度 確立の 件 を 可決し て， 特 に 之. を 極度 に 

減員せ る 川 崎 汽船に 提出 し、 其 囘答期 をば 三 週 問と 限りし が、 當 時 前件に つきて は 

海事 協同 會の 調査 中の 故 を 以て 之に 委 し、 專 らカを 川 崎 汽船に 注ぐ ことと な タ、 前 

途 暗澹たる もの あるに 至った。 而 して 其 要求 は 甲 八十 圓を 水火 夫 長？ K ェ. 賄 長 其 

他 之に 準す ベ きものと し， 乙 六十 圓を舵 夫 • 油 差 • 倉 車 番， 副 汽罐 番と し、^ 四十 圆は水 

火 夫. 料 现 人. 給 仕 と し、 乘 組增 員と して は 水夫 二 人. 火 夫 三 人. 司 厨 員 二人と した。 此 

要求の 提出せられ たる 當 初に ありて は、 會 社 側 は 之 を 重視した る は 同より なる も 

而も 来だ囘 答を爲 すに 至ら ざ る 問 に、 幾 もな く 十二 日に 至りて 所 @ 汽船 大明 丸の 

名 古屋に 於て 停船せ る を 始めと し. 横 濱. 門 司. 凾 館 等に 於て ^計 七 装の 停船 を 出す 

に 至 りたれ ば、 會 社^ は 極度に 之 を爱慮 し、 爲 に當初 停船より 僅か に 五日に して 海 

員 側の 要求の 大部分 を 容れて 以て 落 著す るに 至った。 

日本 船主 m 川^-汽船 會钍 との 爭譏は 全面的の 耍 求の 容 れられ たるに は あら ざり し も、 殆 ど 

會對每 員 ぜ 

合^^ 其 目的 は 之を逑 したる を以 て、 其 終結と 共 に 全般的 要求 問題 は 急迫し， H 木 船主 協 

^と 海員組合と はこ 、 に 全く 相對 立の 情勢に 人った。 船主 協會 にて は 始め 海員 

側の 耍求書 を 接受せ る も. 該 要求 は海卞 協同 會の 審議す ベ きものな りと し、 其 特 別 


委 員 會 

月 五日 

人間と 

員 は 海 

で. S 頓 

總會の 

端な く 

組合 木 

旨 を 報 

的作戰 

解決の 

十 業 

結束 爲 

る 情勢 

り 船主 


に 附議す る ことと なりし を 

之 を八ム 開 し、 其 間 組 八 口 側濱田 

して 生活す ベ き 最低限 度の 

運 業 現在の 苦境 を 以てして 

數、 海 上 履 歷、 年 齡の區 別によ る 

議に 移せし も、 事 容易に 解决を 

も 未曾有の 海上 爭議を 起す に 

部に 集合 協議 を 凝らした る 結 

じ、 同 時に 各 支部 代表者 會議を 

を 立 て、 各 支部に 於ても 特別委 

途 なしと 爲 し、 此 くて 旣に 六月 

組 員 一 萬 八 千 人 に^びし も、 船 

に ま れ、 組 八 口 測の 單獨交 涉に應 

の 間に 立ちて 海^ 協同 會の委 

则 より 佐 藤 勇 太 郞 (祌 戶 海運業 組合 長) 丄 
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耍 
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て、 同委 員 會 

員 よ り， 「賃 銀 

活費 を耍求 

遽に 組合の 

賃銀 決定の 

見 K 遂 に 組 

至った ので あつ 

杲、 各 支部 所在地 

開 き て、 社外 船總 

員會の 情勢 

四日 夜より ■ 
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する もの 

員 總會は 
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求認 
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主 
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致せ 

力 
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問)、 組 八 n 側 ょジ 椅 

六 〇 九 
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六 一 〇 


猪 太 郞 ("M 組 合 長). 井 上 政 信 (兵 庫 縣 

0 し. 仲 裁 人 は 六月 七 八 曰の 兩日 

く. 之 を 決定した" 

普通 海員 標準 

一 、普通 船員 標準 給料 

微 名 


水火 夫 長 • 賄 長 

大  ェ 

舵 夫 • 油 差 • 

料理 入 

水 夫 • 火 、夫つ、 

石炭 夫 • 炊 夫 

給  仕 

、倉庫番 若しくは 副 


給料 最低 

最低 月額 

海上 實歷 

八 年 


警察 部長) 及 平 塚 米 次郞夭 阪遞信 局長) に 仲裁 を 依 

祌戶 海運 俱樂 部樓 上に 會 して 審議の 結 杲、 左 の 如 

月額 協定 

は 次表に 依る C 


自 五 〇〇 噸 

至 一 、五 〇〇 顿 


自 一 、五 〇〇噸 

至 三、 五 〇〇噸 


六五圓  七 〇 圓 

六 〇 圓  六五圓 

四 年  五 〇 圓  五五圓 

一 年 六月  三 五圓  三八圓 

一 年 六月  三 五圓  三八圓 

汽罐 番の 職に 從事 する 水 夫、 若 しく は 火 

月額 金 三圓の 手當を 支給す。 

三、 备部 見習の 期間 は 乘船後 六 箇月 間と し、 右 期間 中 は 給料 月額 金 十五 圓を， 乂給 

す C 右^間 を 超 ゆる こと 六 箇月 未満の 者に ありて は 給料 月額 三十 圓、 一箇年 


三、 五 〇〇噸 以上 

七五圓 

七 〇 圓 

五七圓 

四 〇 圓 

三 八 ff 

夫 は 各 一 名に 限 


日本； IT 船. 
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五捨六 


して 海事 協同 會に 於て 速に 調査 


かくて 未曾有の 爭議 始め 


て解决 


せ し が. 時 恰も 市況 萎靡 不 振の 極に ありと せられ 


しを以 て、 是 等の 爭議 は备 方面と も悲肚 なる ものが あった こと は 見逃し I い。 

飜 つて 社 船 及 社外 船主に 關 する 事 歷を觀 る に、 先 づ 郵 船. 商 船の 業績 及 提携 と、 之 

に 促された るき 汽船 會 社の 協調 を擧 ぐるの 要が ある C 大正 十 
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年 乃至 昭和 八 年 

六 1 一 


な り 

以 て 

向 ひ 

を 得 

の 近 

に 至 

の 補 

八 年 

さ ん 

七 百 

し、 其 

る に 


. 商 船 は 

.兩 社 は 
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た。 之 
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郅商 提携 始 
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の 問に 郵船の. 所有 船舶 は 五十 一 萬 四千 噸ょ b 約 七十 三 萬噸と 

萬噸 より-約 六十 莴噸 となれ る も、 而 も 其收入 之に 伴 は ざ リしを 

和 五 年 相 前後して 無配 當の餘 儀な きに 至りし が、 同 八 年 好況に 

五 分 の 配 當を復 し、 郵船 叉 纏 て 配 當を復 せんとす る狀 勢と なる 

郵船 は 大正 十二 年 三月 其 近海 部を獨 立せ しめ 、資本金 一千 萬圓 

創立し て、 主 として 支那 航路の 經 營を委 し、 專 らカを 遠洋に 注ぐ 

月に は 東洋 汽船 を饼 せて 八 ft 八 萬 六 千 噸を增 す あ り、 爾 後 政府 
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第一 一 一章 砷戶の 海運  六 一八 

進な りと 謂 ふこと も 出來る C 之に 對 して 社外 船主 

する ことが 出來 ぬ。 惟 ふに 彼の 世界 大戰 によりて 

ベ き 數字を 示 し、 僅 々  一 二 萬圓の 資本 を 擁して 主 四 

標準 を 以てすれば 數千 萬圓を 贏ち 得て、 一 皋 天下の 

て、 貿 易 業者 以下 荷主の 大部分 は 船舶 部 を 設け 海運 

つた。 然るに 戰 後の 海運 界 は急轉 直下して 慘狀 を 

を 問 は す、 銀 行. 保 險會社 其 他の 債權 者と 共に 苦惱を 

は 鈴 木 商店の 沒 落とな リ、 國 際 汽船の 大 整理と なえ 

定期 航路と 持 船 全部 を 近海 郵船に 賣 却し、 久しく 祌 

移し て^に 事務所の みを祌 10- に 止む る あ り、 村 井 汽 

と な り、 荷 主 測の 海運業 兼營は 一 掃せられ て 殆ど 影 

社に ありて も、 組 合 汽船 は破產 し、 內 外海 運 及 太洋汽 

社の 大部分 は 第一 次第 二次の 整理に 持 船の 大部分 

頃の 海運 界は實 に戰時 好況 時の 清算 整理 時代と 謂 ふべ 


を 

社 


京 


設 


II 汽船の 此間 にあり て神戶 市に 本社 を 有する 國際 汽船 會 社の 整理 始末 は、 海運 界に 逸す 

ベから ざる 大問 題であった。 抑， 同社 は大 戰後窮 狀に陷 りし 社外 船 主、 大 手筋 及 造 

船 所 を救濟 せんが 爲 め、 政 府が 低利資金 を 融通 し、 資 木金 を 一 億圓 とな し、 船 舶 出資 

五十 萬 噸八千 七 百 五十 萬 圓の外 に、 別 に 社債 六 千 二百 五十 萬 阒を起 し、 之 によりて 

大正 八 年 七月 を 以て 設立せられ たる 汽船 會社 なりし が、 其 後の 船價 暴落に よりて、 

同 十二 年 四月 二 千 萬 圓を滅 資して 船價 償却に 宛て、 つ いで 幾 もな くして 所謂 K ラ 

インと し て 川 崎 汽船. 同 造船所の 所有 船と 合 し、 五 十 一 萬 三千 噸の 整理 問題 起り、 同 

十四 年 四 五月の 交より 黑川前 郵船 副社長に 囑 託して 內容 調査に 著 手せ し が、 當 時 

同社 は 政府 預金 部 借入金 二 千 九 百 二十 一 萬 圓、 社 債 一千 六 百 萬 圓、 銀 行團 より 三千 

六 百 餘萬圓 の 負債 を擁 し、 利 子の 支拂さ へ || 滯を來 せる 有檨 なり しが、 偶" 昭 和 二 年 

の 金融恐慌に 由り、 同社の 最大 株主に して、 シン デケ ー ト 銀行 團 (興業. 第 十 五. 第 一 ) よ 

リの借 入に 對 する 保證 債務者た りし 鈴 木 商 店. 川 崎 造船所の 共に 破綻す る や、 同社 

も 遂に 大 整理 を斷 行す るの 巳むな きに 至った。 當時 政府の 國際 汽船 救濟案 も、 議 

會の 解散に よりて 遽に著 手す る を 得す、 同 三年 新內閣 成る や、 政 府は此 に 根本的 立 

替を篇 さんが 爲 め、 貸 付 金 整理 案 を决定 し、 銀 行團亦 之に 贊し、 こ 、 に 整理 方針 始め 
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神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第三 章 紳戶の 海運  六 二 〇 

て 決定せ るを以 て、 同 社 は 十月に 至りて 臨時 總會を 開 き、 曩 に 減資して 八 千 萬圓と 

爲 せる 資本金 を 二 千 萬 圓に滅 資し 、減資に 依る 六 千 萬圓と 積立金 三百 八十 七 萬 七 

千圓を 以て 繰越 損失の 補 塡. 船 價及 不良 資產の 償却に 充 て、 同 時に 本店 を祌 II； より. 

來 京に 移轉 し、 爾 來引續 き 不經濟 船の 優秀 ディ ゼ ル化 を計畫 し、 同 七 年に は 一 萬噸 

の 鞍馬 丸、 九千噸 級の 霧 島 丸. 葛 城 丸 を 建造 就航せ しめ、 更に 九 千 噸級ニ  * の 新造 を 

計畫 すると 共 に、 六 集 三 萬 九 千 二百 噸を處 分す る 等、 著 々として 更生の 途に 上った 

のであった。 

lg 汽船 の 又帝國 汽船 會社は 元 來鈴木 商店の 傍系 大日 本 鹽業會 社 所有 船 約 四 萬 五 千噸を 

俯 船の 形式に て 運航せ る 鈴 木 船舶 部と 異名 同體 なりし が、 此 船舶 は臺灣 銀行に 債 

權擔 保と な り、 之 が 爲め鈴 木 商店 整理に 際し 當然處 分を餘 儀な くせら る 、ものと 

觀 測せられ たれば、 一 時 危機 を傳 ふるに 至り. たれ ど、 當 事 者の 努力に よりて 臺灣銀 

行の 諒解 を 得、 昭 和 二 年 五月より 從來の 營業所 を 仲 町 勝 田 汽船 會社樓 上に 移轉 し、 

此船菔 と 定期 傭船 四十 五隻約 二十 萬 噸とを 以て 營業 を繼續 する ことと なった C 

一^ g 主會 祌戶に 其 本據を 置け る 船主の 一 時の 繁榮發 展には 異常なる もの ありて、 祌戶海 

運俱樂 部の 如き 黄金時代 を 反映す る ものな りし が、 而 も 其 反動に 至りても 持に 祌 
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戶に 甚だし かリし は當然 であった。 然しながら 祌戶の 船主 はよ く 其 困難 時代 を 

經、 昭 和 三年 五月 二十 一 日 を 以て 神戶 船主 會を 創立 し、 勝 田 銀 次 郞を會 長に 推 し、 神 

戶市及 其 附近に 營業所 を 有する 船主 を 以て 會員 とせし が、 其 目的と すると ころ は 

會員 相互の 親睦 を 厚く し、 同 業の 進歩 發 達に 資する にあり て、 常に 率先して 時事 對 

策を講 じ、 以 て 斯業に 重き を 致せし が、 同 七 年に は 其 會を擴 大强化 し， 同 八 年 八月に 

は會員 四十 七 人、 所有 船舶 二 百隻、 重量噸 百 二 十 萬 五 千 四百 噸を 超え、 同 九 年 八月に 

は 二百 六隻 七十 七 萬 七 千 百 噸を算 する に 至  >  、鲞， 其 機能 を發 揮して ゐる。 左に 會 

社名. 所有 船舶. 代表者 等 を 表示す る。 
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乾 汽船 株 式會社 

板 谷 商船 株式 會社 

石 原 合 名會社 

株式 會社濱 根 商店 

橋 谷 株式 會社 
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石原廣 一 郞* 石 原 新 三 郞* 高 田 儀 

三 郞* 鹽山恭 夫 • 梅 垣 長 二 

濱根岸 太 郞* 小 江 伊勢 之 助 

栖宮勇 吉* 小 寺 米蔵 
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日 成 海運 株式 會社 

朿和 汽船 株式 會社 

戶田 汽船 株式 會社 

八 口 資會社 巴 組 

岡 崎 汽船 株式 會社 

大關 汽船 株式 會社 

川 崎 汽船 株式 會社 

祌 戶棧椅 株式 會社 

神 UI 商船 株式 會社 

片野 汽船 合 名會社 

甲斐 商店 

大圖 汽船 舍资會 社 

大洋 海運 株式 會社 

大福 汽船 株式 會社 

内外 汽船 株式 會社 

株式 會社 中 村 組 

武^ 汽船 株式 會社 
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松 本 博 邑， 胸 田 喜 一 郞 

松 下 幾 太 郞， 櫻 井芳樹 

甲斐 綠* 副 島 正 人 

荒 田 湛* 長阪 淸太郞 

石 田 貞子齋 藤 雄 三 • 伊藤 重 男 

大久保 武， 福 原 精 一 

新田 仲 太 郞， 鵜 高 正 光 

"馬 淵憐治 • 的 場 信 次 郞* 御厨 龍 八 

河 野 宏* 平 田 潔 
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松 岡 汽船 株式 會社 

深 澤 事務所 

福洋 汽船 株式 會社 

株式 會社互 光商會 

國際 汽船 株式 會社 

株式 會社 阿部 商會 

吾妻 汽船 株式 會社 

坂 井 汽船 株式 會社 

株式 會社 佐藤國 商店 

三寶 汽船 合資 會社 

明治 海運 株式 會社 

嶋谷 汽船 株式 會社 

白阪 汽船 株式 會社 
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隨^^ ひま 海事 會の 創立 及 海運業 組合 聯盟の 如き も、 祌 戶に とりて 逸すべ からざる もので 

ある。 此中 海事 會の 創立 は 昭和 二 年に あり て、 始 め 世界 大戰 進行 中日 米兩國 間に 

船鐡 交換の 議 起る や、 勝 田 汽 船. 岸 木 汽 船. 三 井 物 率 曰 木 海員 掖濟 會. 曰 木 郵 船. 大 阪 商 

船. 辰 馬 汽 船 .內 田 汽船 及 山 下 汽船 等 は 多大の 犧 牲を拂 ひて 船舶 を 米國に 提供せ し 

が、 此 勘定 は 多年に 亙りて 兩國 間に 未解決の ま 、推移 し， 漸 く 昭和 年中に 入りて 决 

濟 せらる 、 ことに 決定せ しを以 て、 關 係 者 は對米 船舶 提供 記念と して 金 十 一 萬 九 

千 五 百圓を 寄附し、 之 を 基金 として 昭和 二 年 一 月 海^に 關 する 調査 研究と 材料の 

蒐集 を 目的と する 財阆 法人 海事 會の 成立 を a るに 至った の であった。 此對米 船 

舶 提供 財團 寄附 行 爲幷に 海事 會 々則 は 幾多 論議 を 經て實 行 せらる ヽ に 至りし が、 

會 長に は遞信 大臣 其 任に 當 り、 委. 員 として 政府の 海運 關 係の 代表的 人物 を擧 げ、 民 


間より は 船主 協會 長. 衆 議 院 議 員. 海 運 公 共 團 體. 銀 行 保 險會社 等の 當局者 を 推薦し、 

遍 ねく 官民 有力者 を 網羅せ る を 以て、 此點 より-せ ば 本邦に 於け る 海事 研究 機關中 

傑出せ る ものと 謂 ふべき であった。 叉 日 木 海運業 聯盟の 成 リしは 昭和 三年な り 

^鶴 Mi しが、 其 因由 は 遠き ものが ある。 元來 海員 ブ。， I 力 ー は 船主. 荷主の 間に 介在し、 船 

胰と 貨物との 需給 を圖 るべ き辅 助機關 とし て、 本 邦 海運 發達 史上 相當大 なる 地位 

を 占む るに 拘ら す、 從 來 極めて 微弱なる 墓 礎に 立てる を以 て、 之 が 地位と 權^ 擁護 

にっき て屢 ，論 議 せら れ、 旣 に 曰 淸. 曰 露 兩戰役 後の 海運 不況に 際 し、 日 木 船主 同盟き 

等に 其 地位 確認 を 懇 請 せ し も、 當 時 は 實現を 見る に 至らす して 今に 至った。 然る 

に 世界 大戰 後の 久しき 不、 况は延 きて ブ 力 ー の 活躍 領域 を 著しく 狹^ ならし 

め、 其 營業 殆ど 危機に 瀕する に至リ たれ ば、 之 が救濟 擁護の 聲は祌 戶 を 中心として 

勃 興 し、 や がて 全國 的に 擴大 し、 神 戶 海運業 組合の 提唱に 對し小 樽. 凾 館. 東 京. 名 古 旱 

大 阪. 門 司の 六 組合 之に 和 し、 幾 多の 準備 交 涉を經 て 昭和 三年 十一 0T  二十日 を 以て 

神戶 海運 倶樂 部に 於て 日本 海運業 組合 聯盟の 創立 總會を 開 き、 會 則 を議决 し、 木 部 

を神戶 市に 設け、 爾後 大いに 斯業に 賈獻 して 今に 及んだ。 

f§M 和會 海運 協和 會の 設立 は郵. 商 二 社の 提携、 地方 船主 會 と共に 本邦 船主 S 三 大分 野 を 
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り 不況 

船. 中 村 

調査 機 

す る 

容易 

ら ざ 

對策 


不 


ホ 


策 具 

• 武庫 

設置 _ 

經濟 

一 致 

v<  、日 

題と 


度の 不况 に陷 ちへ 

爲 め、 八 月 六日 神 

案 作成 委員と し 

船. 板 谷 商 船. 甲 斐 

洋 航路 補助、 載貨 

の 解撤の 四 件に 

見 す、 而 して 是等 

船主 協 會を動 か 

て 遠洋航路 補助 


0 


而 も 

戶海 

て 佐 

商 店 • 町 田 商 

制 限、 船 齡 四 

つ き 

諸 問 

し て 


て 

廣 


て 


方策 

あ 


力 


と 

年間 


其 


策と 

は 當 

揆を 


し 


て、 

る 


船 同盟 は其實 行 

- 大正 十二 年 


00 

の 不 


て の 

に し 

に す 

運が 過去 十數 年間 貿易 外 受取 勘定に 於て 首位 を 占め、 年額 最 


る 

時 

至れる は 注意す ベ く、 共 

戶 船主 會の 政府に 致せ る陳 


に 危機の 横た 

樂 部に 集 會を 

商 店. 互 光 商會. 


ま 


なる を 


の 

,リ 

を 


十 人 を 

以上の 

も、 中 に 

上獨り 

に 運 & 

開始す 


る も 

き、 出 

戶 商 

げ、 錯 

腹 十 

利害 

戶海 

る の 

こ と 
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以て. 其 目標の 自ら 

に 於け る 日 木 船主 協 

に 其 趣旨に は、 痛 切 深 

情に 據れ ば、 先 づ 我 海 

近 一 億 五 千 萬 圓に達 

六 二 七 


祌 戶市史 第 

する を 摩げ て、 我 國 


二 輯 


日本 船主 協 

會の 陳^書 


耍を强 調 

期 船の 多 

なして 未 

ば、 遂 に 潰 

三位の 船 

銳 ^ 經 營 

の壓 迫せ 

を 復活せ 

を 講せざ 

を 說 き、 我 

日本 船 

の 採算 狀 

千 八百噸 

算 にあ， 5 


し、 

ご 


が 海運 

內容充 

を 招く 

を 有す 

努め 來 

る、 の 

め， 以 て 

ベ から 

運 百年 

協會の 

を 知る 

至 一 萬 

は、 運航 


な| 

芽 

る 


と 

結 


f- レ 

ク 

IB 

千 


別 錄 

し て 

數 ク 

の 指 

る に 

杲 に 

至 れ 

列 國 

る ベ 

て、 獎 

あ 4 

の 趣 

る ベ 

噸 の 


第 三 章 

海運 振 

部分が 

を 示す 

らす令 

る ベ し 

も、 遂 に 

fill >  、t、 

ssi 力 せ\ 

從 つて 

從 事せ 

法の 實 

立し 國 

も 绅戶 

數字を 


不定期 貸 


利益と 船 費との 差 


神戶の 海運 

興の 必耍 なる を說 き、 次 に 不 

不定期 船に よりて 形成 せら 

ものな， CN と 云 ひ、 本 邦 海運 界 

にして 不定期 船に 對 する 適 

と 說 き， 世 界大 戰に乘 じて 遂 

或は 船腹 過剰に 苦しみ、 或は 

政府の 保護 を 得て 活躍せ る 

一 大英斷 を 以て 明治 二十 九 

る 船舶に 對 し、 相 當 金額 を.^ 

施 を 叫 び、 大 型 船 を 近海に 就 

家の 前途に 貢獻 せん 

船主 會と 略， 同様 なれ 

揭 げたれ ば、 今 其 大 耍 

物 船 四十 二  * の 最近 

引 損益 は 殆ど 損失 多 


ど 


と を 

其說 

を擧ぐ 

三十 年 

く、 此平 


六 二八 

定期船 保護の 切 

る 、 は、 卽 ち 不定 

が 畸形 的 發達を 

當の 保護な くん 

に 我國は 世界 第 

採算 を 無視して 

は 纏て 木 邦 海運 

年の 航海 獎勵法 

給して 保護の 途 

航せ しむる 不利 

以てして ゐる C 

明 中 に當時 船主 

る に、 先づ 重量 八 

に 於け る 平均 計 

均一 簡月 重量 一 


噸當船 費 は 差 引 五 錢の缺 損 あ り、 尙 此 計 

船 費 C 員 却 は 之 を 算入し 居ら ざ る 情況で 

不定期 貨物船の 船腹 噸數 は總計 三百 四 

中に か、 り、 郵 船. 商 船. 御 用船 等 を も 除き 

の 勢力 範圍內 に 於て 一 箇 年間に 移動せ 

百 四十 九 萬噸に 達せる を 知 り、 其 活動の 

會は 航海 獎勵 金の 想定 額と して、 總噸數 

船に して、 一 箇年 以上 海外 諸 港 間の 運航 

噸數ー 噸 航海 一 千 浬に 付 金 三十 餞 宛 を 

り 推算し、 一 箇 年に 於け る 遠洋航路 就航 

以 て、 獎 勵金總 額 金 五 百 八十 萬 四千 圓と 

を 標準と し、 重 量 一 噸當^ '運航 收益は 木 

に 獎勵金 を 重量 一 噸當 りに 換算した る 

圓 九十 七錢五 厘と なり て、 其 損失 を輕滅 

ベく、 比較的 優秀なる 船舶 は 運航 方法の 
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算 中には 店 費 • 金 利. 會 社に 對 する 公課 幷に 

あった C 之より 先 大正 十三 年 四月 現在の 

十五 萬噸 あり、 此中 三十 五 萬噸は 海外 就航 

て 二百 七十 八 萬 噸を殘 し、 此 不定期 貨物船 

る 貨物の 總計は 石炭 一千一 百 萬 噸、 雜 貸 九 

實糗を 察する ものが ある C 尙日木 船主 協 

五千噸 以上、 最强 速力 一 時間 十 浬 以上の 汽 

に從 率せ る もの 合計 四十 萬總 噸に對 し、 總 

支給す る ことと 假定 すれ ば、 從 來の 記錄ょ 

貨物船の 航海 日數は 平均 百 八十 日なる を 

なるべし と爲 し、 總 噸數 五千噸 以上の 船舶 

年に 於て 一 箇年 平均 一 圓 三十 錢 とな り、 之 

一 箇月 約 六十 七 錢五厘 を 加 ふれば、 合計 一 

する こと を 得て 以て 破锭は 漸く 之 を 免る 

如何に 依 リ收支 相 償の 域に 達する を 得べ 

六 二 九 
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船舶 金融 法 

の 成立 


しとて、 獎勵 金の 運航 經 

の 增大は 貿易 外 受取 勘 

て， 此獎勵 金の 下附 につ 

策と し て、 遠洋航海 獎勵 

特設に 關 して 决議 し、 或 

不況 切 拔に關 する 要望 

全國 的の か ゝ る耍 荜： 

し て 繋船 續 出し、 此儘放 

し が、 昭 相 四 年 十  一 3T 政 


濟に 及ぼす 影 響 甚大な 

の增 加を來 し、 延 き て 

てカ說 する 所が あつ 

度 の 復 活、 船 質 改 菩、 船 

海運 組合 法案の 制定 

策 は 日を遂 ひて 熾烈 

直に 政府の 容る ヽと 

せ ん か、 我 國 海運の 前 

は 始めて 國際 貨借審 


ベ き 船舶 金融 法の 腹案 を 附議 し、 そ の 答申 案 -」 


金融に 

木 法の 


3^  TaN る 

制定せ 


政 

ら 


るを說 き、 更 に 之に ょリて 運賃： K 入 

國 家の 利す ると ころ 多大な ク とし 

た。 又來京 船主 會に 於ても、 不況 對 

舶 再保險 官營實 施、 船舶 金融 機關の 

を 期待す る もの あるな ど、 海 運界の 

となる に 至った C 

ころと なら す、 海 運の 不況 益， 深刻に 

途 寒心に 堪 へざる もの あらんと せ 

議 會に對 し、 航海 獎勵 補助 案に 代る 

基き、 逢 五 年 五月の 特別 議會に 船舶 

>實 施す る ことと なった。 而 して 

何等の 補助 もな く、 且 っ適當 なる 船 


府案を 上程 可決 し、 六 月 一日よ 

れ たる は、 從 來 遠洋 社外^に は 

舶 金融 機 關を缺 ける 我國に 於て は 幾多の 不利と 不便と を 免れ す、 從 つて 數年來 海 

事 金融の 圓滑化 を耍^ し * りし も、 而 も 未だ 目的 を 達する に 至ら ざり し が、 旣 述 の 

如 く  W 船 I 主 會 の熟烈 なる 陳情 あ ク、 加 之 近時 歐米 諸國の 積極的 海運 保護 政策に 刺戟 


.ff  Afl 全 融；？ ii 

の 内容 


せられ、 こ 、 に 始めて 船舶 金融 法の 發布を 見る に 至った ので 

此 船舶 金融 法 は 昭和 五 年 六月 一 日よ リ實 施せら る ヽ こと 

を 加 へられ たれ ば、 當 初 船舶 金融 を 目的と せる 木 案 も、 後 に は 

な り、 造船 資金 貸 附辅助 案と 改稱 せらる ゝ に 至  >  し が、 之 に 據 

の 大型 船 造船 資金に 限 リ、 十 五 年 以內の 年賦 償還と し、 造 船 せ 

船舶 を 含 む) に 第 一 順位の 抵當權 を 設定す る こと を 要すと せ 

となる ベ き 船舶の 三分 ニ以內 にして、 且つ 保險 金額の 五分 四 

分と 定められた。 而 して 造船 せらる、 船舶 (造船 中の 船舶 を 

以上 半 載 速力 一 時間 十四 浬 以上の 鋼製 貨物船に 限り、 補給 金 

一 分 五 厘に 相當 する 金額と 定 め、 其 割 當額は 昭和 六. 七 年 は 一 

五 百 萬圓と 定めし も、 而 も 未だ 姑息に して 直に 海運 界救濟 の 

かった。 尙 本邦 船主 を 包括 統制 せんとす る 船舶業 組合 法案 

に拘ら す、 昭 和 五 年 五 g 議會に 於て 遂に 審議未了に 終れる は 

する 所な りし が、 更 に 七 DT 日本 船主 協 會. 日 木 海員 組 合. 海 員 協 

議會 設置に 關 する 陳情 も 直に 實 現せられ ざり し が、 而 も 亦 其 
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あった e 

となりし が、 其 後 修正 

造船 資金 金融 法案と 

れ ば、 貸 附は 遠洋 可航 

らる、 船 舶 (造 船中の 

ら れ、 擔 保價格 は抵當 

以 內、 貸 付 利率 は 年 六 

含む) は 總噸數 五千噸 

は 貸付金 額に 對し年 

千萬圓 宛、 同 八 年度 は 

實を擧 ぐるに 至らな 

は 多年の 要望な りし 

當 業者の 最も 遺憾と 

會 の 三 團體の 海運 審 

促進に 與 りて 大いに 

六 三 一 
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力 ありし ものであった。 . 

ま 瞎鎌 船舶 改善 助成 法 は 本邦 未曾有の 海運 保護 政策に して， 其 成立に 關す る祌戶 船主 

會の 主唱 は 特筆に 値する C 曩に 昭和 六 年祌戶 船主 會は 我國 海運の 不況の 最大 原 

因 は 老朽 船の 過多なる にあり と し、 配船， 統 制と 古 船 淘汰 を 目的と したる 統制 會社 

設立 案 を 企 書し て、 政 府に 陳情す るに 船 質 改善 を 目的と する 古 船 解 體に對 し獎勵 

金の 下附を 以て し、 不 、况 打開 を 策せ し が、 こ れ木 法案審議の 因 を爲す ものであった C 

卽ち 同年 末 犬 養內閣 成立す る や、 遞 信 省に 於て は 組閣 直後 海運 振興 策と し て、 遠 洋 

配船 促進 を 目標と する 運賃 擔 保の 低利資金の 融通 策を樹 て、 其 利子補給 弁に 保證 

として 追加 豫算を 計上 要求 し、 當 業者 亦 大いに 之 を 友 持せ る も、 而 も豫算 編成に 當 

りて 劈頭 削除 せら れ、 尙 當 業者の 希 ひし 低利資金 融通 案亦實 現の 望 を 失 ひ、 振 興 策 

は 水泡に 歸 せんとす るに 至った。 時 恰も 満洲 事變の 勃發後 所謂 非常時の 空氣頗 

る 濃厚な りしの みなら す、 軍 事 的に は 優秀 民間 船舶の 拂底も 考慮 せら れ、 且 つ 造船 

業者 も 未 # 有の 不況に 沈淪 して 造船 獎勵 金增 額の 要望 切なる もの ありし を 以て， 

遞信當 局 も その 實 現に 努力 し、 海 事 審議 會を 組織す るに 至った。 此 海事 審議 會は 

昭和 五 年 組織せられ たる 臨時 海運 調査 會を 擴大强 化し 且つ 之 を 常設と なせる も 


のにし て、 會 長に 所管の 遞信 大臣 を 以て し、 政 府 側よ リ 

首 腦 部、 民 間 側より は 船 主. 船 員. 造 船 業 者. 金 融 業 者. 海 上 

て 委員と 爲 し、 以 て 海運 國 策に 邁進 せんとせ る ものな 

は 海運 振興 策 を 講じ 難しと し、 最も 此成 行に 期待した 

同 七 年 七月 十三 日 を 以て 遞信 省會議 室に 於て 第一 囘 

長 以下 委員 を 左に 表示す る C 

會長 南 弘 (遞信 大臣) 


志 賀和多 利 (3 

廣 幡 忠 隆 (羅 管 $) 

吉野信 次 (商工 次官) 

堀 啓 次 郞 (大阪 商船) 

川 村貞次 郞 (三 井 物產) 

石 原廣ー 郞 (石 原 合 名) 

岸 木 謙 太 郞 (岸 木 汽船) 

嶋谷武 次 (嶋谷 汽船) 


立花忠 種 (同參 與官) 

黑 田 英 雄 (大藏 次官) 

河 田 烈 (拓務 次官) 

黑川新 次 郞 (國際 汽船) 

奧山義 一 (川 崎 汽船) 

深 尾隆太 郞 (日淸 汽船) 

早 川 茂 三 (三菱 商事) 

谷 口 茂 雄 (明治 海運) 


は 遞 信？ K 藏. 商 ェ. 拓務四 省の 

保險 業者 等 朝野の 權 威を以 

れ ば、 當 業者 は 此機を 逸して 

のであった。 かくて 木會は 

委 員會を 開きし が、 當 時 の 會 


大橋 A 郞 (I 事^ 

藤田尙 德 (海軍 次官) 

各務謙 士 U (日本 郵船) 

安 田繁三 郞 (近海 郵船) 

辰 馬 勇 次 郞 (辰 馬 汽船) 

福 本 貞 喜 (山 下 汽船) 

野 村 治ー郞 (55 日 I) 
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栗 林 友 

六 三 


一 (栗 林 商船) 


海事 赛議會 

の 答申 案と 

其 要旨 


神 戶市史 第二 輯 别錄 

原 田 六 


. へ 原 田 汽船 ン 

一 南洋 郵舰. - 

八 馬 兼 介 (八 馬 汽船) 


濱 田 彪 (三菱 造船) 

山 本 盛 正 (川 崎 造船) 

鈴 木紋次 郞 (淺野 造船) 

i  i  i  おへ 祌戶 海運 ン 

^藤"^^ 良ハ業 組 合」 

尾 崎 鱗 太 郞 (海員 協會) 

鈴木祥 技 (保險 協會) 

權威ぁ る 此 海事 審議 會は 

愼重 審議 を 遂げし め、 七 月 一 一 

運 造船 界 統制の 三大 項目よ 

つた。 此 答申 案 前文に は歐 

弁に 造船業 をし て 其 機能 を 

に は、 一 面 根本 策と して 當業 

と 斷 じ、 他 面 現下の 窮迫に 鑑 


二 第一 一一 章 神戶の 海運 

山 本源 吉 (山 本 商事) 

石田貞 二  (大同 海運) 

今 岡 純一 郞 (浦賀 船渠) 
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藤島範 兵 (顯 ^ 輕 


擧げ て具體 案の 作成 を 委し、 

質 改善 助成 施設 • 航海 獎勵， 海 

て 之を會 長に 提出す るに 至 

に 達せ る我國 現下の 海運業 

なる 發達を 遂げし めんが 爲 

を 以て 善處 せざる ベ からす 

を 考究す るの 急務なる を認 


むる によ ク、 政 府に 於て 

こと を 望む と 言 ひ、 以 下 
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て 建造す るに 對し 助成金 を交附 


昭和 七 年 一 

十五 年未潇 

汽船に し て. 

圓を 交付 す" 
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日 內 
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地 在籍の 鋼 
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解體 淘汰す ると 共 に、 約 三十 萬噸 

を 得る もの なれ ば、 當 時の 海運 振 

併しながら 此 答申 案に よれ ば、 解 

以 て、 本 案の 議會に 上提 せらる ゝ 

觀 せしめた る も、 而 も 時運 は 本案 

て 之に よりて 解 體船は 四十 萬噸 

百 萬 圓、 噸 當 五十 五圓に 削減 せら 
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此く木 法案の 議會を 通過す る 

社 園 法人 船舶 改善 協會の 設立に 

購入， 作業の 分配、 投資の 單 純化 等 

等 萬般の 準備 を 了し、 九月 二十 七 

に據れ ば、 本 協會は 一 の 審査 機關 
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を 新造して 造船業の 振興に も 資し - 

興 策と して は 最良の 方策と せられ 
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や 容易に 決定 を 見す 二 時 は 本案の 

に 修正 を 加 へ ながら も 漸く 成立せ 
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運界 にと りて 最も 喜 ぶべき であつ 

や、 造 船 聯合 會幷に 日本 船主 協會は 

つきて 協議 し、 前 者 は 造船の 共同 引 

を 議 し、 後 者 は協會 加入の 經 費負擔 

日 總會を 開きて 其 設立 を 見る に 至 
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前後の 情勢 


决定を 代行す る もの に 

會 員 と し、 役 員に は 理事 

置きし が、 左 に 其 役員 を 

理事 川村貞 次郞 (三 

常務 理事 波 多 野 保 

管理 委 員 大 谷 豐 (郵 

田貞ニ (太洋 海運) 

今 岡 純 一 郞 (浦賀 船 

所 測。 重光簇 (遞信 

上 政府 側。 

監事 山 本源 吉 (山 本 

書記長 中 村邦輔 

飜っ て 本 法案の 通過 

の 適用 を受 くべ き 船舶 

量に 對し 希望 船主の 多 
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三 人、 常 務 理事 一 人、 管理 委 員 十 五 人、 監 事 
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渠) 濱田彪 (三菱) 松 尾 忠ニ郞 (播 磨) 目 
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一 郞 (浦賀 船渠) 

谷 口 茂 雄 (明 海) 石 
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良 恒 (川 崎) 以 上 造船 

信 捷 (同 海 員 課 長) 以 


商事) 安田 繁三郞 (近海 郵船) 蔭山 金四郞 (撗濱 船渠) 


直後の 情勢 を 見る に、 解 體噸數 決 定 量 四 

は 約 二百 七十 八 隻 九十 七 萬噸と 概算せ 
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であった。 而 して 
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六 •〇〇 

八 .五〇 
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し 


神戶の 海運  六 四 〇 

計 二百 四十 三 * 十八 萬 八 千 噸、 卽 ち 一年 平均 

ぎ す、 而 も 其 間の 輸入 船 甚だ 多くし て、 爲 に ：Kr 

實情 にあった。 されば こ、 に 船 質 改善に 伴 

して 叉 解决せ さるべ からざる ものであった，. 

滅返を も 促 し、 储 船 料. 運 賃 共に 著しく 昂騰 し、 

に 大いに 麦 功す るに 至った ので ある C 

實施を 見， 不 况 對 策. 海 運 振興 策 は 多大の 期待 

ようて 多 數の解 體船を 出す と 同時 に、 必 然 的 

焦眉の急な，？ とせられ たれ ば、 海 車 協同 會に 

八月 二十四日 委員 會を 開催 し、 船 主 測よう は 

主 側の 提議に よりて 木 委員 會を 勞資 懇談 會 

改善の 達成に 對 する 海員 側の 終始 國家 的大 

の 一 方法と し て、 船 舶 改善 助成 法に より. て 建 

る 補助金の 一 部 を 日 木 海員組合 幷に 海員 協 

て 新造船 總噸數 一 噸 に 


付ニ圓 五十 錢卽ち 


,解 體 業者 及 

仲介 業者の 


額 五十 萬 圓と爲 

し. 其 主旨に よる 

策 も 亦 解 决を見 

船舶 改善に 伴 

總數は 八十 集 四 

九 百 六十 七 噸に比 

軍需工業の 興隆に 

て 甚だしき 競爭を 

つた。 此に 於て 此 

三 社 (甘 柏.宮 地. 北 川 

體 三日 會 なる 統制 
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し. 著大 
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したる に對 し、 海員 側 も 船主の 誠意 

かくて 船舶 改善 助成 法に よる 海員 

のであった G 

淘汰 を 見る に、 昭和 八 年 一 月 乃至 十 

五 百 噸に達 し、 之 を 前年度 同期の 三 

增加を 示す に 至った。 これ 船質改 

鐡 需要の 旺盛に 因る ものにし て、 解 體 

によりて 蒙る 解鐡 市場の 變動 も亦自 

動に 備 へんが 爲に、 同 八 年 十一 月 十五 

岡 田 菊. 橋 木. 木 之 .奧 小 路. 松 井 .弘 中. 福 

成 し、 同 時に 仲介 業者た る日祌 海運. 

1 ル商會 の 六 社に 於ても 合法的な 

割 當額を 决 定 し、 遂 に 十二月 一日に 

石 町 日 下部 汽船 內に置 き、 取 引 も 三 

三人 以外と は 絕對に 取引 を 行 は ざ 
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を 汲みて 賛意 を 表 

の 失業 問題の 一 對 

一 月の 間に 內外船 

十五 隻 二十 萬 二 千 

善の 餘 波と 國內的 

業者が 此間 にあり 

ら 免れざる 所で あ 

日大 阪解體 業者 十 

島 ，吉 田 長) は 日 木 解 

-佐藤 商 店. 水 島 商店. 

る 統制 を 行 ふ 必要 

は解體 仲介 協同 會 

曰會對 ：§; 介 協. 同會 

る 事に 申合せ をな 

六 四 一 


祌戶に 新設 

せられた る 

汽船 會社 


神 戶市史 笫ニ 輯 別錄ニ 第三 

した。 尙 三日 會所屬 の 十三 社 以外 

り、 昭 和 八 年に は祌戶 にも 解 體業勃 

あ れ ば、 是 等の 合同の 此方 面に 貢獻 

昭和 七 年 以降 一 陽 来復の 機運に 

樹立せられ たる 劃期的なる 法案に 

0 功 し、 其 解體 新造の 助成金に より 

め， 以 て 愈" 海運 振興に 邁進す る に 至 

の あるべ く、 而 して か ヽ る 好況に 際 

和 八 年 八 力 资本金 五 萬圓を 以て 创 

下 汽船と 共同出資の 下に 資本金 二 

年 十 一 カ创 立の 资 木金 十 萬 岡の 大 

を 所有せ る 乾 合 名會社 が、 新 に 海運 

て 乾 汽船 會社 を创 立せ るが 如 き、 何 

は 海運 界の 好況 を證 する も S に 外 

に 至った C 


^ 祌戶の 海運  六 四 一一 


に は 東京 サ ル ベ ー 

興の 傾向 あれ ど、 早 

す ベ きこと 又 疑 は 

向 へ る 木 邦 海運 界 

よりて、 老朽 不經濟 

て 船主の 苦難 を 救 

りし こ と. 以 上の 記 

し、 汽船 會 社の 新設 

立せられ たる 大阪 

十 萬阅を 以て 创立 

和 汽船 會 社の 如き" 

業幷 に附带 事業 を 

れも祌 戶ポに 木 社 

な ら す. 海 運 界の前 


ジ .靑 柳. 窪 田 其 他 未 加盟者 あ 

晚同會 に 加入す る の 形勢に 

ざ ると ころで ある C 

は、 朝 野 官民の 努力に よりて 

船 を 淘汰して 船腹の 調節に 

ひ、 造船業 者 をして 安定せ し 

述 によりて 其 大様 を 知る も 

せらる、 もの 亦少 から す、 昭 

汽船 會 社の 如 き、 同 年 九月 山 

せる 大光 汽船 會 社の 如き、 同 

或は 同 刀從來 乾坤 丸 外數装 

行 ふ 爲に资 木金 百 萬 阆を以 

を 置く ものの みなれ ど、 是 等 

途は 今や 洋々 たる もの ある 


ダ船 平 S-TN 


以上； i 運界の 

s 沈沒等 特殊の 

平 雄. ^の 支那 

た。 同船 は 大同 

て、 上 海 を 中心に 

帆 し、 同 八日 海 州 

の 爲に襲 はれて 

て 金 三 萬 元を耍 

る交涉 開始と な 

す、 而も 匪賊の 一 

て 砲 數門を 有し. 

则ょリ は 囘戰金 

解放の 方針 を 取 

於て 九月 四日に 

して 漸く 無事 驿 


記述 を 終る に 當り平 雄 丸の 遭 難、 海 

事歷 二三 を錄 する C 

に 於け る 遭難 事件 は 叉 海運 界に 一 

汽船 株式 會 社の 所有 船に し て、 當時 

北支 方面に 就航せ る 貨物船な り-し 

に著津 し、 大 浦棧 橋に 繋留して 靑島 

其 掠奪 を 蒙 b 、加 之 拉致せ る 船 長. 蛇 

求す る 旨を傳 達する に 至った。 末 

リ し も、 當 時 支那 は 南北 抗爭 時代に 

團は舊 白寶山 部下の 南 軍肷返 兵と 

常に 各地 を轉 なして 本據を 定めす、 

の 支出 を 交涉し 来れる も、 外 務 當 局 

り、 交 涉も .03 然 延引せ し が、 我 出先 官 

至り 船長 弁に 舵 夫 其 他 支那 人 を 無 

決 を 見る を 得た。 i 乂那に 於け る 土 


港博覽 會、 海 員 萬 靈塔& 屋島丸 


街 動 

ST  口 

K 牙 

貨物 

外 支 

件 は 

て 支 

に鐵 

つ て 

於 て 

の 活 

奪囘 


を與 

0 米 

$ ネ 

二 年 


し 


人 


匪 • 海賊の 被 
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へ た る 

式會社 

乂. J し、 

中， 十 日 

二人の 

海軍 兩 

の 在 

な る 一 

交涉も 

に 之に 

結果、 遂 

難 後 二 

害は敢 

六 四 三 


もので 

の 傭船 

日 上海 

に至リ 

囘聩金 

省の 强 

も 充分 

圑を組 

延引し. 

反對 し. 

に 支那 

十有餘 

て 珍と 


あ つ 

と し 

を 出 

と し 

更 ぷ 

な ら 

無 賞 

0 に 

日 に 

せ ざ 


海港 博 K 會 

開催 


神 戶市史 第二 辑 別錄ニ 第三 章 神戶の 海運 

る も、 其 規模の 如何 を 問 は す、 殆 ど總べ て 相當の n 

し、 先 年の 日淸 汽船 宣陽丸 乘組員 遭難 事件の 如 

囘贖金 を 以て 解決した る實 例に 徵 し、 本 件の 如 

を 以て 解决 せんと 計りし 强 力なる 賊^な りし 

囘贖金 を 友 出す る ことなく 無^解 決 を 見た る 

謂 ふべき であつ た。 

祌戶 海港 博覽會 は神戶 沖の 大觀艦 式 を 記念 

至 十月 三十 一 日 開催せられ たる ものな りしが- 

を主體 とする 博 覽會の 開催 は 之 を 以て 嚆 矢と 

會は 第一 會 場 (兵 庫 突堤 埋立 地) .第 一 一 會 場 (湊 川 公 

れ、 第 一 會 場に は 海事 海運 館. 船 舶館を 主と し， 第 

る ものと し、 第 三 會場は 移民に 關 する も の .觀 光 

海運 館 は 入口 左右に 日本の 海運 を 代表す る郵 

し、 其 經營 航路 を 示して 貿易 交 通 上の 赏勢を 示 

を 以て 遭難 箇所 を 表して 種々 の 海難 統計 及寫 


六 四 四 

喷金 を」 夂 出して 解决 する を 例と 

，實 に 十三 箇月の 日子と 十 萬 弗の 

は 支那 軍隊 さ へ 平和 懷. 柔 の 一 途 

も拘ら す、 能 く 短時日の 內に 何等 

• 我對支 通商 上 寅に 一 新 例な りと 


ん がた め、 昭 和 五 年 九月 二十日 乃 

祌戶巿 に 於て か ヽ る 海^ 海運 關係 

すべく、 此點 特筆に 値する。 此博覽 

園) 及 第三 會 場 (舊 關 西學院 跡) に 分た 

二 會場は 之 を 水 產館及 海洋に 關す 

館. 海事 記念館 を 主と した。 此 海事 

商兩社 各々 其 優秀 船の 模型 を 陳列 

し、 神 戶 海上 火災 保 險會社 は 地球儀 

^を 掲げ 、日本 船主 協 ま 神 戶 海運 集 


海員 萬 靈^ 

の 建設 


會 所 *祌 

遞 信 博 

體 え" 自 

等、 海 事 

細に 說 


し、 國 際 

的效杲 

海 員 

よ 


係 


者 

さ 


Q 海 運 

物 館 .祌 

の 色彩 

上 最も 

明せ る 

模开 土。 

の實物 

運^ は 

を擧げ 

組合 長 

,9-  二 萬 


業 組 

戶高 

を 表 


合. 帝 國サル ベ— 


商船 

て、 船 


出 


は 海事 百 

運 矿 

せ 


ま 

品 

陸 運輸 連 

もので あ 

濱田 國太郞 


g  口 白 V 

萄 び 

f ジ と 

て， 船 用 機 

彩 を 放ち 


は朿鄕 元帥 

率. 神 戶 市長 

歹 *mK 歹 Kfl-  .m 


千 

其 


の 

る 


海 

員 


0 

の 

戶 

に か 


際 汽 

格 を 表現 


發起 

を 得 


の 


大 


0 者、 遣 

施餓鬼 


ジ 等 は 其^ 命 

般 の參考 資料 

-と其 責務 弁に 

れた。 叉 

は 一 切 を 

井. 三菱. 川 

世界 各航 

する 等 全 


擧げ 

崎. 神 

路 を 


よ り 「海 事 

會 下山 遊 

て 最も 美 

和 五 年 十 

族 數百人 

を 執行し 


協同 

園 地 

事な 

一 月 

參列 


特 

び 


是 

要 

て 

內 


會 主催 

に 建設 

p  ^ 謂 

日 遞 

下 に 

塔 


五 

び 一 


ま 


と を 

し、 會 

な る 

事 海 

所 等 

本邦 

容は 

と な 

せ ら 

ふ ベ 

信大 

盛大 

全 長 


表 

の 

ハ飞 


徴 する 出品 

の 前後に は 

以を會 得せ 

館の 內容を 

れ、 燈 臺 


せ ら 

各 造 

ぁ の 

運 常 

て 船 

た る 

で あ 

代 理 

る 除 

十六 


船 所 は 

活躍 狀 

識 普及 


を爲 し、 

海 員 阁 

しむる 

一 層詳 

局 出品 

各新銳 

態 を 現 

上 劃 期 


海事 關 

靈 塔 も、 

此 塔の 

長、 兵 車 

式を擧 げ、 引 

の 雪白の 花 


其 他 

員 萬 

こ o 

す 

野 局 
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六 四 五 


護 

屋 岛 丸の 沈 

沒 

發 

當 


神 戶市史 笫ニ裨 別錄ニ 第三 章 神 戸の 海運 

石に して 總 工費 一 莴ヒ干 圓. 最 h 部に は 五 千 燭光の 白熟燈 を點 

出入す る 大小 船舶の 標識と もなる を以 て， 海 員萬靈 塔に よりて 

せんとす る 企圖亦 自ら 察知 せらる 、ものが ある。 

昭和 八 年 十 r:  二十日 大阪 商船 會社 別府 航路 i 各 船 星 島 丸 (九 N 六 

し祌 尸に 人 港の 際、 妙 法 寺^ 尻 沖に 於て 沈沒 し， 六 十八 人の 死者 

時 来 首 有の^ 風に よる 暴風雨と 激浪に よりて 此慘害 を 生じた 

S 港^に 於け る 此の 如き； # 難 は 洵に稀 有に し て， 當 時世 人の 耳 

る ものにし て、 悲 しむべ き 海難であった。 


六 四 六 

じたれ ば、 祌 戶 港 

航路の 安全 を 保 


噴) は別府 

出した。 

ものな，^ 

を 逢 動せ 


港 を 

蓋し 

と 0. 

し め 
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第 四 章 祌戶 港外 國 貿易の 變遷 

第一 節 外國 貿易 額の 消長 

一、 貿易 價額 


我 祌 の 開港 は慶應 三年 十二月 七 旦西 曆 一千 八 百 六十 八 年 一月 

新 骚亂の 折 柄と て、 實 際 貿易の 開始せられ たる は翌四 年 (明 治 元年) 二 

て. 其 對外 貿易 價頷は 明治 初年に 於て は 輸出入 額 を 4  口 計す る も 僅か 

に 過ぎ ざり し が、 四 十餘 年後の 大正 元年に は 四 億 五 千萬圓 とな  >  、更 

實に 十三 億 二 千 萬 圓を超 ゆる に 至 り、 其 躍進 洵に 驚く ベ きものが あ 

正 八 年ょリ 昭和 八 年に 至る 十五 年間の 木 港外 國 貿易 を觀 察せん とする に 方 り、 先 

づ 左に 此 期間に 於け る 貿易 惯 額を揭 げ、 -M 之より 以前の 敎字を も 併記して 參考と 

す る o 

笫 一節 外國^ 易 餌の 消長  六 四 七 
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月頃より-にし 
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つた。 爾後 大 
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累年 表に 基 右 表に 據れ ば祌戶 港の 輸出 貿易 額 は 大正 八 年に は 四 億 四千 萬 圓を超 え、 之 を 其 

く 考察 

前年に 比すれば 約 九 千 六 百 萬圓の 減少と なる も、 同 九 年に は 五 億 二 千萬圓 に垂ん 

と し、 依 然 輸出の 盛況なる を 思 はしめ し が、 同 十 年に は 俄に 半ば 以上の 激減 を來し 

て 僅かに 二 億 三千 萬圓 となり、 大正 八 年 以降 十五 年間に 於け る 最少 記錄を 示す に 

至った C 然るに 其 後 は 又 漸次 增 加して 遂に 同 十四 年に は 輸出 貿易の 最高 記錄な 

る 七 億 一 千 萬圓に 達せる も、 而 も 爾後 又 次第に 減少して、 昭和 六 年に は 四 億 一 千 萬 

圓に 低下 し、 同 八 年に は 恢復して 六 億 五 千萬阆 となれ る も、 最 高 記錄に 比し 減少 せ 

第一 節外國 貿易 額の 消長  六 四 九 


六 八 〇、 六 八 二 

七 〇 五、 七三 〇 

六 三 一、 四 一一 

七 〇 一 、八 九 三 

五 二三、 一 七 二 

四 〇 九、 〇ー 一 

四 九九、 三 〇 二 

六 五 〇、 五三九 


、〇 五 二、 四 一八 

九 六 六、 一 九 二 

八 七 八、 七三 五 

八 八 二、 三 三 一 

五六 三、 六 四 九 

四 五 七、 七 四 〇 

五三 五、 六 四 七 

六 四 一、 一 ニニ 


一 、七三 三、 1 〇〇 

一 、六 七 一 、九 ニニ 

一、 五一 〇、 一 四 六 

一 、五八 四、 ニニ 四 

一 、〇 八 六、 八 二 一 

八 六 六、 七 五一 

一 、〇 三 四、 九 五 〇 

一、 二 九 一、 六 六 一 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 笫 EHW 

る こと 六 千 五 百 萬 圆を算 して ゐる。 

楡出貿 易と 並行 的 推移 を 迪れる 

て， 前 年よ り 宵に 二 億 三千 萬阆の 

ん とせし が、 同 十 年に は 七 億阆毫 

億 二 千 萬 M となり-て 櫞 出の 場合 

爾後 义遞 減し て， 昭 和 六 年に は 四 

加して 六 億 四千 萬圓 となった。 

十. 十  一 • 十五 及 十九の 僅々 四箇年 

八 年に^ りて 九 百 四十 萬 囱の轍 

の記錄 にして 注 H に 肮 する。 面 

額 も亦從 つて 上述の 傾. H: と揆を 

は 十 | ^圓に 足らざる に 至 、其 後 

前の 記 錄を殘 し、 爾後 減 少 し て 昭 

なりて 最少 額と な りし が、 同 八 年 

する の 情勢 $ し來 つたので あ 


う- $ 

激 增 

に 減 

と 同 

億 六 

を 除 

出超 

し て 


祌戶 港外 國な易 の變遷 

方 輸入 貿易 額 は 二 

ち 大正 八 年に は 

し， 更 に 翌 

解 後 再び 


六 五 〇 

三 の 阿 外 を 除け ば、 毎年 


く卽 

を 示 

少 し 

じ く 

干 萬 


き て 

過 を 

輸出 

一にして 

次第に 增 

和 六 年 に 

こ ま 十 二 

つ た。 


y なる 

治 元年 

n ル たる 

及 輸入 

.大 正 八 

加して 

は 其， 半 

億 九 千 


年 に 

九 年 

浙 * 

入貿 

トノ 己 

バン  一一-一口 

夂牛 り 

實 に 

增減 

の 十 

十四 

に も 


十億 二 千 萬 

は 十一 億 三 

• 遂に 同 十四 

の 最高 記 铋 

に 達 し、 问 八 

11- 港 貿^に 

過な りしに 

治 十九 年よ 

上の 如くな 

傥六 干^ M 

に は 二十 億 

らざ る八但 

し， 漸 く  ^ 况 


圆に 近くし 

千萬囿 に 垂 

年に は 十二 

を賠 せし も、 

年に は又增 

あ り て、 明 治 

拘 ら す、 昭 ^ 

b 五十 年 米 

れ ば， 其 合 計 

ば 同 十 年に 

圓に 近き 空 

U で 萬圓と 

に復 せんと 


同 同 同 同 同 同 同大 年 
十 十 十 十  正 

四 三 ニー  十九 八 七 

ヰ ヰ 牛 牛 牛 千 牛 牛  -A 


外國 §X 易 情 以上の 木 港 貿易 推移の 跡 を槪觀 する が爲 に、 左 に 大正 じ 年 を 基準と する 增滅率 

額 SP 減 率 

を 表示す る。 

神戶 港外 國 貿易 惯額增 減 率 表 


輸 出 

一 .00 
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昭 
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輸 

九 

七 
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. 1  • 

出 

〇 
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〇 

八 

〇 

五 
八 

〇 
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四 
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九 
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〇 
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〇 
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〇 
八 
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四 

1  * 

轍 
出 
入 

合 
計 

輸出 人 貨 物 噸 


輸出入 货物 

額" 


次に 祌 P 港 輸出入の 噸量 中、 先 づ 輸出 貸物噸 量を觀 るに， 大正 八 年 百 三 十二 萬噸 

第一 節外國 貿易 額の 消長  六 五 1 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第 四 章 神戶 港外 國 H 易の 變遷  六 五 二 

, ？ な h- しも S. 问十 年に は激减 して 八十 萬噸 とな り-、 此 期 11： に 於け る 最低 噸 量の 記錄 

を 殘 し、 爾 後 次第に 增 加して 昭和 三年に は 百 三十 七萬噸 となれ る も， 而 も 其 後又漸 

滅 して 同 六 年に は 八十 八 萬 噸に下 り， 同 八 年に は 再び 增 加して な 三十 七^ 喷 とな 

hN  、之 を 大正 八 年に 比すれば 稍" 增 加せ る も、 大 正 七 年に 比すれ ば、 其 八 割 六 分 を 占む 

るに 過ぎぬ。 次に 輸入 を觀る に、 大 正 八 年に は 三百 九十 五萬噸 なりし に 其 後 一 時 

減少せ し が、 叉 次第に 增加を 示し 來 り、 同 十三 年に は 三百 九十 六萬噸 となりて 本 期 

間に 於け る 最高 噸量 とな り、 爾 後 又 減少 を 示せし も、 昭 和 四 年に は 三百 九十 三萬噸 

と な り、 爾 後^に 漸減して 同 八 年に は 三百 五萬噸 となる 等 增減區 々にし て、 昭 和 八 

年の 轍 入噸量 は 大正 八 年の 七 割 七 分に 過ぎざる も、 之 を 大正 七 年に 比すれば 尙 一 

割 一 分を增 加せ る を 知る。 而 して 轍 出入 合計 噸量は 本 港が 輸入 を 主と せし が爲 

め、 其 增減は 殆ど 轍入噸 量の 場合と 其 揆をー にす る も、 昭 和 六 年 以降に 於け る 本 港 

輸出 貿易の 顯 著なる 發達 によ タ、 此 傾向 をし て 稍" 變 動せ しめんと せる は 大いに 注 

^ す ベ き な れ ど、 其 昭和 八 年 輸出入 合計 噸量を 大正 七 年に 比すれば 其 坩加は 僅か 

に 二分に 過ぎぬ。 左に 大正 七 年 以降の 轍 出入 噸量幷 に 大正 七 年の 噸量を 基準と 

せる 堦滅率 を 表示す る。 
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Iwrs 暈  一、 神戶港 輸出入 貨物 總噸量 累年 比較 表 


年 次 
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Jy  T 六 年 
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同 十三 年 

同 十四 年 

昭和 元 年 

第一 節 外 
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一 、〇 一九 

一 、二三 五 
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增減率  二、 祌戶 港外 國貿易 嘞量增 減率丧 
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Igm 尙 右の 外に 大阪税 關の手 續に侬 る 貨物に し て、 祌 戶港 碇泊 船に 稅卸 を篇す もの 

あ ぇ此 貨物 は 大正 八 年 乃至 昭和 八 年に 於て 著大なる 滅少 を來 せる も、 而 も 之 を 加 

算す るに あら ざれ ば、 木 港 積 卸に 係る 轍 出入 貨物 唢 量の 實際を 知り， 得ざる を 以て 

此數量 を も 左に 表 示 する C 

大阪税 關手續 に 依る 貨物 噸量 累年 表 


第一 節 外國 易 餌の 消長 


六 五 五 


に 至 


轍 る 

入 に. 

に 前 

增 述 

力 u の 
を 如 
來 く 
せ 大 

A  TP 


二 ヌヽ 
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四 〇 
三 五 


神 戶巿史 笫ニ辑 別錄ニ 第 四 章 


大正 

昭和 

同 


同 

同 


九 年 

十 年 

十一 年 

十二 年 

十三 年 

十四 年 

元 年 

二 年 

三 年 

四 年 

五 年 

六 年 

七 年 

八 年 


九 七、 五 一 四 

六 八、 五 ニニ 

八 三、 九 五 五 

六 三、 八 六 九 

八 三、 一 一 二 

〇 六、 八 六 一 

ニニ、 二 四 九 

九 八、 ニ丄 ハー 

〇 五、 三 八 六 

ニニ、 八 四 八 

九 四、 六 六 0 

七 〇、 五 〇 七 

五 九、 二 五 九 

六 八、 六 六 五 


輸出入 

の^ 減 率 比 


次に 輸出と 糨 入の 噸 量に 就きて n ル 

る 推移 は， 槪 言 すれば 輸出に 滅少 して 


六 五六 

四 二 一 、三 九 五 

二 九 〇、 四 三 二 

一 四 八、 八 〇 九 

一 二三、 六 〇 二 

一 九 二、 ニニ 七 

二  一  二、 五 九 三 

四 二 〇、 四 一 四 

三 三 五、 八 八 七 

三 八 三、 ニニ 一 

四 〇 二、 〇 一 一 

二八 四、 〇〇 九 

二三 五、 四 九 五 

二 一  九、 四 六 四 

二 〇 二、 九 〇 八 

八 年より 昭和 四 年に 

ものと 謂 ふべ く 、是 單 


神戶 港外 國は易 の變遷 

ニニ 三、 八 八 一 

ニニ 一 、八 五 0 

六 四、 八 五 四 

五 九、 七三 三 

一 〇 九、 一 一 五 

一 〇 五、 七三 二 

一 九 七、 一 六 五 

二三 七、 六 二 六 

二 七 七、 八 三 五 

二 七 九、 1 六 三 

一 八 九、 三 四 九 

一 六 四、 九 八 八 


當 港が 木來 輸入に 偏重す るが 爲め のみなら す、 全 製品の 輸出 增 加と 原料 品の 輸入 

增加 とに 起 因せ る ものなる こ と、 貿 易價 額に 於 て、 輸 出に 增 加し 輸入に 減少せ るに 

よりても 知らるべき である。 然るに 此 傾向 は 昭和 五 年の 金 解 禁、 翌 六 年の 其再禁 

止 及 満洲 事 變等を 契機と して 急轉 し、 遂 に 俄に 輸出の 增 加せ るに 反し 轍 入 は 却つ 

て 減少 を來 すに 至った。 是 世界 各國の 脅威と なれる 木 邦 商品の 進出 著し く、 從 來 

輸入 偏重 港た リし當 港 が、 昭 和 八 年に は價 額に 於け る 輸出超過 を來 せる による も 

のにして、 祌戶港 背 域に 於け る 工業の 發達 著しき を證 する ものに 外ならぬ。 又輸 

入噸 量の 滅少は 鐡類等 所謂 重工業 原料 品の 多く 大阪 港に 陸揚げ せらる ゝ に 至う 

しに：^ る ものと 思暧 せらる。 

ニー、 外國 貿易に 於け る神戶 港の 地位 

祌戶 港の 躍 嘗て は外國 貿易に 於て 到底 撗濱に 反ば す、 中 頃に は其發 展異崈 にして 久しく 嘖 

進 

濱と 首 位を爭 ひたち， し 神戶港 は、 今 ゃ遙 かに 之 を 凌駕し て、 我 國は 固より 遂に 倫 を 

東洋に 絕す るに 至リ、 こ 、に 名實 共に 世界 有数の 貿易港に 躍進す るに 至った。 今 

飜っ てこ ヽ に 至れる 過去 十五 年間 卽ち 大正 八 年 乃至 昭和 八 年の 貿易 額の 木邦貿 

第一 節外國 貿易の 消長  六 五 七 
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神 戶市史 第二 辑 別錄ニ 第 四 章 祌戶 港外 國 貿易の 薆遷  六 s 八 
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全國に 封す 右 表に 據れば 輸出に 於て 大正 八 年全國 貿易 額の 二十  一 ^を 占 め、 其 後 次第に i 

る 神 戶の貿 

易  少して^-に 同 十一 年に は 十七 ％ に 激減せ る 神戶港 貿易 額 は、 同 .t '二 年の 關柬大 震 

災 後より 生 絲. 絹 織物の 輸出 をして 俄に 旺盛なら し め、 爲 に 輸出 額 は急增 して 同 十 

三年に は 三十 二  X に 上 り、 爾 後の 五 年間 は 三十 一 鬼 乃至 三十 五 ％ を 示し、 更に 昭和 

五 年に は 三十 六：^ に垂ん として 輸出に 於け る 全國の 首位 を 占む るに 至 り、 爾 後 も 

其 比率 三十 五苈を 超えて 此 地位 を 持續し 以て 今に 至った。 蓋し かゝる 殆ど 底止 

第一 節外國 貿易の 消長  プ五プ 


神 戶市史 第二 輯 别錄ニ 第 四 章 神戶 港外 國 貿易の 變遷  六 六 〇 

するな き 轍出壻 加の 傾向 は、 日 淸戰 爭後數 年間 を 除けば 嘗て 見 ざち し 現象に して、 

從來 輸入 偏重 港と して 知られた る當港 は、 今 や 輸出に 於ても 他 港を壓 する に 至つ 

たので ある。 次に 明治 初年より 旣に 輸入港と して 聞 え、 殊 に 明治 三十 年以 來全國 

輸入額の 五十 ％內 外 を 占め 來 りし 當 港の 其 後の 輸入額 は、 大 正 八 年 全國の 四十 七 

% を 占 め、 以 後 叉 稍. -增 加を來 せる に 際 し、 偶， 大正 十二 年に は關束 大震災の 影響 を受 

けて 五十  一 ％ に激增 せし が、 翌 十三 年 以後 は 除々 に滅少 し、 昭 和 八 年に は 遂に 三十 

三 ％ となり て. 明 治 二十 年 前後. と 相等しき 割合にまで 低下した。 斯く 輸入 は 其 割 

合に 於て は 漸次 頹勢を 示し 來れる も、 而 も 尙全國 諸 港 中 第 一 位 を 維持 し、 往 年の 如 

き 轍 出と 轍 入の 著しき 不均衡 は 次第に 修正 せら れ， 最 近に 至り-て は兩々 相半ばし、 
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示す ものに あらざる こ と、 之 を 過去に 於て 常に 當 港と 首位 を爭 ひつ 、あ， 9 し橫濱 
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神 戶市史 第二 辑 別錄ニ 第 四 章 神戶 港外 國 S 易の 變遷  六 六 二 

年 築港の 完備 し、 從 來神 戶 港に て仲繼 せられた る 貨物 も大 K に 直送 せらる ゝに至 

リ、 同 港の 貿易 は 著しく 增加を 示せる のみなら す、 搗 て 昭和 七 年 六月 歐洲 同盟 汽船 

の 祌 e/大 阪 間 一 噸ニ志 六片の 從來の 運賃 を 撤廢す る や、 直送 貨物 愈， 增 加を來 した C 
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か ゝる 飛躍的 發展は 祌戶港 將來の 盛衰 を 左右す る ものな りと して 之が 對 策を講 
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國の約 四十 五 ％ なり. し が、 明 治 中期 以來其 地位 稍， 低 下し 、世界大戦 中 再び 地位 を 高 

笫 一節 外國 貿易の 消長  六 六 七 


神 戶巿史 第 

め、 大戰の 終熄 後更 

輸出に 於て 向上に 

けて 今日に 至つ た- 

て  低下の  一 路を迎 

轍 出入 貨物 噸量八 口 

り、 大 阪の十 ％ より 

り 十六 ％ に 激滅を 

1 %  、大 阪は 十八 ％ 

つ も、 同 年の 轍 入に 

五 ％ を 占む るに 過 

て關ぉ 震災 後 新 轍 

而 して 之に 反して 

が 原料 品. 機 械類等 

業 上 發展の 餘地少 

大阪の 諸 工業の 驚 


ニ輯 別錄ニ 

に また 低下 

著しき もの 

0 卽 ち神戶 

ク た り- と 謂 

計の 全國に 

二 十 ％ とな 

來 せし が、 昭 

を 占む るに 

ありて は 横 

ぎぬ。 卽ち 

出品の 增加 

輸入 率の 此 

の 輸入 は必 

き 地域に あ 

異的 躍進 は 


第 g; 章 神戶 港外 國貿 易の 變遷 

せんとせ し に、 大 震災 後に は 


り し が、 

の 噸 量 

< き で 

する 害 

て 共 に 

八 年の 

し、 祌戶 

の 二十 

戶 港の 

る と、 mK 

如き 低 

に應じ 

てま自 

く 同 港 


和 三年 頃 

の 地位 は 

つた。 而 

こ 於て ま、 

加せ るに 

出の みに 

十九 ％ を 

% 、大 阪 の 

出 率の 地 

二 三年 來 

は、 近時 本 

各 港に 直 

輸入 噸量 

轍 入 をし 


よ 

反 

占 

て 


び 


六 六 人 

急激に 地位 を 

出入 共に 再 

變の 影響 を 

正 七 年 乃至 

十八 % よ b 

戶は 却って 

見 る も、 横 濱 

纔 かに 轍 出 

ぶに 對 し、 祌 

下せざる は 

激增 とに 依 

の 地方 化 傾 

ら れ、 殊 に 神 

し、 發 展の. 餘 

せ し め、 よ ジ 


高 め、 特 に 

氏 下を續 

け v< 槪 し 

禾尸 年。. 

十 ％ とな 

十六 ％ よ 

全 國の十 

首位 を 保 

ま ^  /\ 十 

因 主と し 

なる ベ く 

著 し く、 之 

の 如く ェ 

地に ま田 める 

て 以て 將來 


金銀 輸出入 

比較 表 


する 自然の 歸結 なりと 謂 ふ を 得 ベ く、 此 點は祌 戶港將 來の對 策 上 重大 關 心事な 

と 謂 ふべ きで ある。 


大正 六 年 轍 

は激滅 し、 其 間 

外 と し、 尙 同 八 

殆ど 全 國の六 

一 見 奇異な る 

仕出 地が 主と 

ベ きで あ る。 

全 國 


四、 金銀 輸出入 

出金 銀 取締 令の 實 施せられ 

唯 金 輸出 解禁の 斷 行せられ 

年 を 除けば 終始 輸入超過 を 

十 ％ 以上 を 占 め 、待 に 昭和 年 

現象 なれ ど、 これ 當 港が 隣接 

して 東洋 諸國 にある 等の 地 


たる 結 杲、 爾 後金 銀貨 

たる 昭和 五. 六 兩 年の 

續 けたる 神戶港 が、 金 

間に は 九十 ％ を 超え 

地た る 大阪に 造^局 

理的關 係に 想 ひ 至れ 


幣 及 地金 銀の 輸出 

輸出 激墦は 之 を 例 

銀 輸入に あ リては 

しこと 屢 1 な りし は 

を 有 し、 輸 入金 銀の 

だ 略" 首 肯し 得ら る 


及神戶 港 輸出入 金銀 比較 表 (割合 の 「少」 は 其  一 ％ 以下なる を 示す) 
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祌戸港 輸出入 貨物 噸量 累年 表 
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第二 節 外國 貿易 發 達の 趨勢 


本邦 外國貿 

易の 撺觀 


の 趨勢 

は， K 戰 


世界 大戰の 後 を 承け たる 大正 八 年よ リ 昭和 八 年に 至る 

を說 くに 方 リ、 先 づ 本邦 貿易の 情勢 を 見る に 

なる 偶然の 機會に 因らざる 實 力に 依る 發展 

0 蓋し 大戦 後 世界 各國を 通じて、 經濟界 は 混沌 裡に 

跤々 として 擡頭す る あ リ， 或 はまた 戦時中 自ら 我國 

對 して は參戰 諸國產 業の 復活と 共に 其 捲土重来す 

貿易 上の 分野に 一 段落 を 劃せ リと 見る ベ き 時代で 

觀 る に、 戰 時 中 異常なる 好 景氣に 恵まれて 大正 四 年 

輸出超過 を來 し、 其 累計 實に 十四 億圓に 達せし も、 同 

時代 は轉囘 し、 軍 需品の 需要 激滅に 次いで 歐米 品の 

國と 全く 對 等なる 經 濟的條 件の 下に 市場 を 相爭ふ 

易 は 再び 常例の 慢性的 入超 を 繰 返 し、 大 多數の 商品 

ら れ、 或 は 贅澤品 關税の 新設と な リ、 或 は國產 愛用 運 

第一 【節 外國 貿易 發 達の 趨勢 


易發 

出來 

工業 

市場 

ム、、 ナ 

面 的 

稀 有 

と し 

是等 

て 我 

な く 


十 五箇 年間の 祌 戶港貿 

.此 期間の 本邦 外國 貿易 

時代な りと 謂 ふこと が 

推移しながら も、 其 間 新 

に 一 任せられ たる 各地 

るぁリ て、 こ 、に 世界に 

もあった。 更に 之を內 

乃至 同 七 年の 四 箇年は 

七 年 十 一 月 休戰を 契機 

市場 進出と な り、 我 國 も 

ことと なった。 此に於 

は 市場より 返却 を餘儀 

動の 起 る ありし も、 而 も 

六 七 一 


氏 s 

o 肩 

る に 


る も 

倍額 


祌 戶市史  ニ輯 錄ニ 第 四 章 祌戶 港外 國^ 易の 變遷  六 七 二 

其 大勢 は 如何と も 爲し能 は す、 大 部分の 輸出品 は纔 かに 國內勞 銀の 

之 を 維持 し、 更 に 圓爲替 の 低落と 關税 保護の 實施 とに 助長 せられた 

然しながら 本邦 外國 貿易 上の 數字を 見る に、 大 正 元年 以降 五箇 年間 

平均 額 は 十四 億圓 にし て、 俄 に 激增を 来せる 大正 六. 七 兩年を 通算す 

九 億圓に 過ぎ ざり し に、 大 正 八 年より 昭和 八 年に ある 平均 額 は實に 

十七 億圓に 上って ゐる。 これ 大戦に 依る 好況 時代に 事業 機構の 上 

擴 張の 相 踵いで 起 り、 之 に 由る 生產 企業 の 發展の 貿易 額の 上に 反映 

し 得る と共に、 一 面に は 尙大戰 餘惠の 延長 も 見逃し 難き もの あ り、 而 

の 貿易 額の 滅少 は， 漸 く 大戰餘 命 時代の 淸算を 必要と し、 其 更生に 苦 

ありと 見る ベ きで あらう。 而 して 本邦 貿易 上此 期間 を 二三の 時代 

考察す る こと は 稍， 困 難なる も、 而 も 本 期 問に 於て 貿易に 影響 を與 へ 

事件 ある は 逸すべく もない。 卽ち其 一は 大正 十二 年の 關來 大震災 

りて 空前の 輸入超過 を 來 し、 他 の 一 は 大正 六 年 九 H: 以來 禁止せ る 金 

五 年 一 月に 至リて 解禁 し、 之 が 世界的 恐慌の 深刻化と 相俟って 貿易 

轉換 する に 至 


遂に 翌六年 十二月 再び 金 輸出 を 禁止 し、 漸 く 其方 向 を 


に侬 りて 

過 ぎ ぬ。 

出入 4 口 計 

尙 平均 十 

に 近き 三 

に 如何に 新設 

せる か を 察知 

近 數年來 

示しつ、 

ちて 之 を 

期 的 重大 

て、 之 に 依 

をば 昭和 

縮せ しめ. 

こと 是れ 


も 最 

^ を 

に 分 

し t 

に し 

轍 出 

を 萎 

b. し 


である c 

木 邦 外國貿 

にす ベ き も、 其 

然 であらう。 

國 貿易 發 達の 

大正 七 年 十 

期と すれ ば、 木 

依りて 資本 は 

過 を 示 し、 又 海， 

は 多額の 受取 

狀-態 に 復_ 舊す 

易 は 早く も. K 

旺盛に して、 殊 

であった。 斯 

第 二 


易發 達の 趨勢 此 

間 自ら 地方 的 待 

今 便宜上 前述の 

趨勢 を 略述す る 

第一 期 (大正 

一 月世界 大戦の 

期間 は大 戰の餘 

擴 大 し、 市 場は擴 

運界の 殷賑に 伴 

超過 を 見る に 至 

るに は 相 當の時 

正 八 年より 轍 入 

に 亞米利 加 方面 

く 一  般國 民の 資 


の 如し 

色 と、 輸 

一一 ョ 一一 ^ 

2 ブ 

こ と 

八 年 

休戰條 

恵 尙 深 

張 せ 


ら 


とすれ ば、 祌 戶 港 

入港た る 特質と 

件 を 時代 區 劃と 

す る o 

至 同 十一 年) 

約 成立して より， 

き 時代と 考 へら 

れて其 黄金時代 

料 及 保險料 等の 

而 して 休 戰 後と 

せし を以 て. 物資 

傾向に 變轉を 示 

として 好 况を示 

は產 業界 を發展 


貿易の 趨勢 亦 略- 

に  よ  hv-  て異る  も 

し て 考慮 に 入れ 


外國 貿易 發 達の 趨勢 


同 十 一 年に 至る 

れる。 我 近代 產 

を 現出 し、 貿 易 は 

收入 亦激增 し、 菅 

雖、 參 戰各國 の 產 

は尙 世界的に 缺 

しながら も、 而 も 

し、 生 絲は 高價に 

せ し め、 更 に生產 

六 七三 


之と 揆を 一 

の ある は當 

つ 、、木 港外 


期間 を 第 一 

業が 大戰に 

連年 輸出 超 

易 外の 收支 

業界の 平時 

乏 し、 我 國 貿 

輸出 は 頗る 

賣 行く 狀態 

反 貿易に 於 


，戶 市史 第二 輯 別錄ニ 第 四 章 祌戶 港外 國 K 易の 變遷  六 七 四 


ける 思惑 氣 分の 横溢 は 會\ 社 の 濫立 

萬 六千餘 社、 拂込 資本金 五十 九 億 七 

く戰 後の 好 景氣來 を 信じ 思惑 取引 

貿易 入超 も 亦 思惑 的 輸入品の 增加 

と 見るべき であった C 此轍 入超 過 

結 杲內地 通貨の 收縮を 米して 金融 

的 一 大 恐慌 を 來し， 事業の 破 锭相踵 

は 一 擧 にして 四十 七 弗 四 分 三 

に此 反動 後 本邦 財界 は 整理 期 

人心 511 好况 時代に 眩惑せられ， 


月 - 一 

然 る 

緩せ 

大正 

し く 

事業界に も 亦 金融界に も、 其 整 理 

因を爲 すに 至った のであった。 


八 年末 現在の 各種 事業 會社數 は 二 

して 驚異的 數字を 示せし が、 こ れ 全 

民の 投機心 漸く 增嵩 し、 大 正 八 年の 

へ ば、 此 時 景氣は 旣に轉 機 を 孕めり 

九 年に 入り て 愈" 甚 だしき を 加 へ、 其 

遂に 銀行の 休 業績 出 し、 財 界に 反動 

は 極度に 萎縮 沈滞 し， 對 米 爲替も 同年 三 

工業用 諸 原料 品の 輸入 は 忽ち 激滅 したつ 

に 入り 徹底的 緊縮 を 計る ベ かりし に拘ら す、 一 

人 爲旳に 物 廣 の 下落 を 阻止 し、 又 金融 警戒 を 弛 


となり 

千萬圓 

の 擡頭 

に 由る 

の 現象 

ぎ、 產業 

を吿げ 


■ 大正 

を 算 

し、 國 

を 田 心 

は 翌 

迫し- 


しめて 所謂 中間 景氣の 出現 を 助長した C 其 結 杲物價 は我國 のみ 害 高と なり 

十 年の 全國 輸入超過 額 三 億 六 千 萬圓、 同 十 一 年に は 二 億 五 千萬圓 となりて 著 

國 際收. ^を 不利なら しめ、 遂に 篇替 相場の 暴落 を 惹起せ しめたる のみなら す 

徹 £ を缺 きし は、 遂に 昭和 二 年の 金融恐慌の 禍 


大戰 後の 神 

戶 工業界 


世界 大 

正 八 年に 

場 は 三 倍. 

は 機械 器 

貸 出 四 億 

六. 四 倍 に 

月 大阪增 

費 ま 急落 

打擊 特に 

市の ニ大 

縮 甚だし 

數に 於て 

產 年額 は 

るに 外な 


は 祌 

他 各 


戶市 

種ェ 

私立 

五倍 

で あ 


る 

で 


業界に も 異常なる 活況 を與 へ、 爲に 輸出 

の 工場 擴張及 新設 踵 を 接し、 未曾有の 盛 

場 數ニ千 二百 餘、 年 ェ產額 四億圓 を、 大 正 

進 を 示せる に徵 して 知る ベ く、 就 中 長 

た C 又 大正 八 年末 本 市 組合 銀行 勘定 は 

の 手形 交換 高 七十 二 億 圓に上 り、 戰 前 に 

- 財界 さ 前の 膨脹 を 察すべ きものが ある 

力 ー の 破锭を 端緒と し て、 財 界は 急轉し 

して こ 、 に 事業の 破綻 相 踵ぐ に 至りし 

業者 續 出し、 かくて 勞資の 關係惡 化 し、 遂 

士ー  菱兩會 社に 深刻なる 勞 働爭議 の勃發 

示した のであった C かくて 大正 十一 年 

して 二倍に 近き も、 こ れ小 工場の 簇 立に 

近き 二 億 三千 萬圓に 過ぎ ざり し はみ て 


品 製造 工業 を 始め、 


あ つ 


二 節 外國 貿易 發 建の 趨勢 


况 を 示 

元年に 

足の 進 

_ 預金 三 

比して 

. 然 る 

て 反動 

に 同 十 

する 等 

の 本 市 

よる も 

這 般 の 

六 七 五 


せる こ と、 大 

比すれば ェ 

步を 見た る 

億 八 千 萬 圓、 

四丄ハ 倍 乃至 

に 翌九年 三 

^ 來 し、 諸 物 

機械工業の 

年 夏に は 本 

工業界の 萎 

工業 は 工場 

のにして、 ェ 

狀勢 を證す 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第 四 章 神戶 港外 國ほ 易の 變遷  六 七 六 


祌戶 事業界 大正 八 

の 不振と 資 フ I  - 

f  は 思 惑 轍 

節の 爲め 

た。 之に 

の 日貨排 

るに 至つ 

倉庫に 充 

と 多 く. 爲 

し. 割 安 な 

水準より 

て 半滅す 

め ら れ、 他 

超 を 見た 

して 本 市 

れ しと、 綿 


年 は 

入 を 

米穀 

反 し 

序 等 


戰後好 景氣來 の 思惑 的 氣分橫 溢し 

以て 占められた。 卽ち本 港 轍 入の 

類の 輸入 獎勵 ありて 例年に なき 轍 

輸出に 於て は 原料の 暴騰と 勞 銀の 

障礙 百出して 著しき 減少 を农 し、 遂 

た。 而 して 翌九 年に は 財界 反動の 惡影 

潇 し、 而 も 金融 は！ l„r 梗 塞して 資金 を 得る 

に 一 時 輸入 を 減せ しに、 翌十 年初 夏以來 

入 品の 供給に 努む るに 至れる に 反 

な る と、 獨 逸品の マ ル ク 暴落 を 利せ 

至 り、 此 傾向 は 同 十 一 年に 至 幾分 

入 は內地 財界 緊縮の 爲め 漸次 減 返 

あった。 惟 ふに 木 期の 前後に 於て 

工業た る 燐寸轍 出の 戦時中 得た る 

其 製造 工場の 散布 關係上 大阪港 


る 轍 

高價 

る に 


の で 

主要 

織絲 


力 


, 泡沫 會 社の 濫立 を 見， 貿 

大宗た る 棉花 は 激增し 

入 額 を 示 し、 前 年 を遙か 

引 上、 英 佛爲浮 の诋 落と 

に 五 億ヒ千 萬圓の 輸入 

響 を 受け 前年 來 輸入せ 

に 苦し み、 取 引に 潞滯を 

內地 商品 は 再び 漸騰の 

し， 轍 出に あって は 邦 品 

る 販路 擴張 とに 依  >  、前 

內地 物價の 低落せ るに 

せ し も、 而 も 尙五億 七 千 

輸出の 半減 を 示せる は- 

地盤 を戰後 再び 瑞典品 

より 積 出さる 、 に 至， nN 


易 も 多く 

"食 料 品 調 

に 凌駕し 

支那^ 地 

超過 を 見 

る 貨物 は 

米せ る こ 

氣勢を 示 

年に 比し 

依りて 改 

萬圓の 入 

- これ 主と 

に復 せら 

しとに 因 


る もので 


關 東大 震災 

と 我 國鸫濟 

界 


し 

询 

す 

の 


木 

業 

， ^ 

豫 

な 


る 

想 

全 國 

十 一 

の 行 

震災 

失 補 

く も 


あ る o 

第 

は關^ 大 

そ 六 年間 

理 時代に 

災の 一般 

し 復 興 景 

の 會社資 

年の 全國 

はれし は 

手形 整理 

償 公債 法 

渴 系艮ー 了 

お ま, や 


行 及第 十五 銀行 等 

涇 齊界备 方面に 自 


期 (大 

災のぁ 

あ る。 

.hN し 力 

濟界に 

の 如 き 

金 二十 

社 資本 

知し 得 

爲め震 

. 一 億 七 

內容暴 

休業に 

徹底的 


十二 年 乃至 

し 大正 十二 

財界 は 大正 

途上 十二 年 

へたる 打擊 

頗る 短時日 


昭和 三 年) 

年 以降 昭和 四 年 七月 金解禁 斷 行の 聲明 

の 反動 襲 來を轉 機と して、 

震災に よりて 一 頓挫 を來 

たる は 固より， にして 二 般 

二 年 乃至 昭和 元年に 解散 

億 六 千 萬 圓を算 し、 此 數 字 

を 以て 見れ ば、 相 應の 整理 

和 二 年 財界の 癌と 稱 せら 

木 銀行に 補償す る 一 億圓 

後處 理法 案の 審議に 際し、 

し、 亞 いで 臺灣銀 行. 近 江 銀 

於て 久しく 整理 を 怠りし 

つたので あった。 加 ふる 


九 年戰後 好況 

九月の 關 東大 

の 激甚 を 極め 

に 止ま 、同 十 

億 四千 萬 圓、 同 上 減資 額 八 

の 實に約 二割に 該當 する 

るヽ ので ある C 然るに 昭 

手形 損失 補償 法に 依 り、 日 

萬 圓に對 する 震災 手形 善 

し、 こ 、 に 金融恐慌 を勃發 

りて 混亂の 極に 達 し、 此 に 

理の斷 行 を 促進す るに 至 


第二 節外國 貿易 發 達の 趨勢  六 七 七 


祌 戶市史 

に 貿易 も 大正 八 

收.^ の 均衡 を 計 

は、 遂 に 昭和 四 年 

むる に 至った。 

I 隨 S 邦 大震災 直後 政 

て 物資の 配給に 

等 の 輸入税 を大 

に 要する 資材の 

行へ る 木 材，鐡 材- 

滅 ^ 適 川 品 nr の 

佛白 兩國の ル— 

お 騰に伴 ひ、 內 地 

ば 政府 は 此際國 

贅澤 品に 對し、 一 

而 し て. 輸出 に あ 


第二 輯 別錄 

年 以降 昭和 

るが 爲に 

七 お 成立 


二 笫四章 神戶 港外 國 貿易の 變遷 


府 は取敢 

留 意 し、 米 

正 十三 年 

需要 增加 

機械 類 等 

轍 人 額 四 

ル 地方 占 

楡入 商の 

民の 奢侈 

^に 從^ 


三年 

金 角 

る 濱 

す、 臨 

其 他 

ガ末 

相 俟 

思 惑 

四 千 

事 件 

惑 熟 

*m と 

害 。 


りて は 震 【災 後 の 


に 至る 入 

禁の斷 行 

口 內閣を 

時 震災 救 

食 料 品、 生 

日 迄 之 を 

ち て 景 氣 

的 注 文 品 

萬 圓と解 

勃發 し、 之 

を 誘致す 

貿易 逆 調 

楡入税 を 

爲替 低落 


超 累 

こ そ 

し て 

護 事 

活必 

低滅 

も 非 

は 關 

せ ら 

が 爲 

る 等 

の 緩 

同 十 

に 由 


三十 

が 對 

五 年 


局 を 

品、 土 

又 は 

な る 

税 減免 

れ、 加 ふ 


あ 


三 


り， て 

を 1  一一 f 口 

年 八 


二 億 圓餘に 

策 上 最も 喫 

一 月よ hv- 其 

設 け、 又 暴 利 

木 建築 用 機 

免除す る こ 

好 況を呈 す 

期間 內に續 

るに 之よ，^ 

材*染 料. 砂 糖 

轍 入 を激增 

る ベ く、 百 一 一 

HT より 課す 

出 促進の 機 


六. 七 八 

達し. -7 

緊 なり 

斷行を 


れ ば、 國 際 

との 舆 論 

赘明 せし 


締令 

器 具 

と し 


を 公布し 

弁に 材料 

た。 復興 

ん として 

せ ら れ、 其 

二 年 一月 

殊 品の 價格 

めた。 され 

に 上る 所謂 

ととな つた。 

作りし も、 政 


府の 緊縮 政策と 相俟 ちて 一 般經 濟界は 愈， 不振 を 極め、 僅か に 逆 勢 


震災の 神戶 

港 貿易に 與 

へ し 影響 


ま り、 爲 に 同 十二 年の 輸入超過 

の 數字を 示す に 至った。 

か ヽ る 木 邦 貿易 推移の 間 に 

貨物に して 神戶 港に 陸揚 せら 

忙を極 め、 諸 取引 は阪 

たりし 麻 眞 田. 薄 荷 等 

絹織物の 轍 出の 激增 

間に 於け る神戶 貿易 

喩出 業者 は此 機に 乘 

は 福 井. 石 川兩縣 地方 

は 横 濱の生 絲賣込 問 

をして 發 達の 一 路を 

活を 見た る もので あ 


勃れ も繁 

殊 輸出品 

り 、同 诗 に 

へ、 大正 年 

關 西生絲 

决議 し、 或 

立 を 見、 或 

生絲 貿易 

易 史の復 

正 十三 年 

0 


は 五 億 三 千 萬 圓_ 


る 

小 

の 

ゥ 


て 


常 

の 

ら 


震 

带 

し 


地理 上 

當 港 に 


ま る 

く、 當 

中 せ 

に 轉 

頓の 

な る 

便 ネ 


當 

し 


の 生 絲. 絹 織物の 轍 出額 

二 節 外國 貿易 發 達の 趨勢 


を E 


_翌 十 

横 濱 

港の 

ら れ 

化 す 

狀ぁ 

事象 

な る 


出荷す る 

店舗 を 移 

に 至った 

みに 金融 

"旣に 二 億 


三年 は 六 億 四 

港の 不幸なる 

倉 庫、 金 融及保 

たるの 觀を呈 

る あると： ^に，、 

りし 當港 輸出 

となった ので 

神 戶を其 輸出 

輸出 絹織物の 

す 者 あ る 等 形 

C これ 蓋し 數 

其 他の 障礙尙 

二百 萬 圓に達 


を 緩和す 

千 萬圓な 


溃 或 

險會 

し 、横 

新に 

貿 易 

あ つ 

港と 

直 通 

勢 は 

十 年 

少 > 

力 

六 七 九 


は 、同 

社 等 

濱從 

生絲 

こ o 

爲す 

專 用 

0 の 

ら さ 

轍 出 


るに 止 

る 空 前 

^仕向 

ま 爲 ) 

來の特 

も 加 は 

路を與 

此 くて 

ベ き を 

車の 差 

神 戶 の 

生絲貿 

り， し大 

額 の 實 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第 四 章 祌戶 港外 國 貿易の 變遷  六 八 〇 


大正 十四 年 

の^ 易 空前 

の 盛況 


に 三十 四^ を 占む 

易 を刺軟 する こ > 

ら れ て， 同 十二 年に 

ど、 震 災を 機と して 

位に ありし 横濱港 

と 謂 ふべ きで あつ 

大震災 後の 財界 

輸出入 合計 四十 八 

阒に 止まれる は、 之 

筆す ベ き 現象で あ 

歐米 諸外國 の景氣 

に 依る 綿絲布 類の 

の 恢復に 伴 ふ 思惑 

眞 の好轉 なりと は 

鑑 み、 先づ 當 業者 を 


る 驚異的 數字を 「小して ゐる。 而も 震災に 依る 爲 

多 か b しも. 而も 關税狨 ^期 問に 於け る 輸入品の 


は 六 億 五 

； W 戶港と 

に 代らし 

こ C 

は 依然と 

億 七 千 萬 

を i ほ 年 ひ 

つた。 か 

恢復 殊に 

輸出 市場 

買に 侬る 

新じ导 ，ぶ 

や si  7C パイ 

して ん 口 同 


千 萬圓、 

本邦 貿 

むる に 

して 不 

圓に達 

六僵四 

、る貿 

米國の 

擴大と 

棉花の 

い。 さ 

祖 3p に 


同 十 

易 の 

至 り 

振の 

し て 

千 萬 

易膨 

生絲 

に 依 

激增 

れ ば 

^ る 


三年に は 五 

最大 華客た 

し は、 本 期間 

聲 高き に拘 

空前の 盛 況 

圓の大 入超 

脹の 原因 は _ 

消費 カ激增 

るなる ベ く 

を 擧げ得 ベ 

政府に 於て 

統制 的 活動 


る 


九 千 萬 圓の入 

米國 との 貿易 

於け る 特筆す 


替安は 輸出 貿 

激增に 相殺せ 

超に 終 b たれ 

の 今や 從來首 

ベ き變 化な り 


す， 大 正 十四 

呈 し、 而 も 入 

對 比して 共 

出に ありて 

■ 印 度 • 南 洋 方 

入に ありて 

も、 未 だ 之 を 

歐米 諸國の 

爲 さしむ る 


年の 我國 貿易 は 

超の 二 億 六 千 萬 

に 我 貿易 史上 特 

は爲替 安に 加へ 

面の 購買力 增進 

は 我 綿 業界 多少 

以て 直に 貿易の 

貿易 助成 施設に 

方針に 基 き、 轍 出 


組合 法 及 重 要 (輸 出品 工業 組合 法 を 施行 

で 


大正 十四 年 

の 神 戶港貸 

易 


昭和 二 年金 

融 恐慌 前後 

の神戶 


を 

の 

麦 

\で 

し 

な 


へ 

至 

も 


る 


以て 貿易の 

邦 貿易 空 前 

る に、 敍 

共に 生 

己 彔 AI 

一 1  一一 口 基 る 

,9 たる 

少は横 

規 輸出 

税の實 

、一時 横 

物 貿易 

戶 市に 

株式 會 

食責に 


品ェ 

發展 助長に 資した 

の 盛況たり. し 大正 

上の 趨勢と 全く 揆を 一 

絲 布の 輸出 亦 旺盛 

た。 され ど此 貿易 

災 の 影 響 のこ、 に 

興會 等の 猛烈なる 

絲は 未だ 全 國の十 

らる 、 ありて 其輸 

戶 間の 大 問題たり 

前途に 光明 を呈す 

店 を 有 し、 資 木金 八 

木 商店 は、 大 戰 終 了 

みしが、 偶.. 昭和 二 年 


ムロ  ) 

貝 1 . - 

ま f 


濱 復 

の 生 

濱. 祌 

上の 

其 本 

社 鈴 

苦し 


の 

十 


し、 尙 當 組合に 對 し、 金 融 及爲替 上の 便宜 を 

あった。 

年の 


し. 

の 


て、 遂 

全 國 

薄れ 

に 衣 


運動に 依る 

六 ％ に 過ぎ 

出 激減す る 

し對印 輸出 絹 

るに 至れる は 

千 萬圓を 擁し 

後 其 業績 漸次に 

の 初、 同 銀行 は 突 


第二 節 外國 貿易 發 達の 趨勢 


移 を 見、 又 飜っ て此 年の 祌戶港 貿易 

入の 大宗た る 棉花の 激增 空前な り 

輸出入 八 口 計 十九 億 三千 萬圓 なる 驚 

對 する 割合の 前年よ り 稍 "減 少 する 

を 知る もの にし て、 又 轍 出額 割合 

擊 なりと 見る を 得べ く、 殊 に 震 災 

また 絹織物 も此年 七月 英國に 絹 

木 港 轍 出 貿易 上 樂觀を 許さ --; 

物 補助 問題 も 五月 其 解決 を 見、 木 

喜 ぶべき であった。 

世界的 貿易商と して 名 聲を博 

惡 化 し、 臺 灣 銀行に 對 する 莫大 

如と して 鈴 木系會 社に 對 する 

六 八 一 


る 

等 


て 


一 切 

係 深 

ス る 

出 損 

な き 

の 特 

^ レ 

三 兩 

^  Hi 

特 別 

艮  一 了 

龙 ノィ 


神 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第 四 章 

資金 的 援助 打 切を聲 明し、 爲に 

第 六十 五 銀行の 休業 

C 之に 加 ふるに 震災 

緊急 勅令 案、 樞 密院に 


本 市の 

至った 

補償の 

至 り、 對 

爲替機 

か、 る 

心 を 極 

臨時 休 

時議會 

通 損失 

開業 あ 


は、 偶， 第 十 五 銀 

係 を 有する も- 

行團の 融資に 


狀勢 

度の 

業し- 

召 集 

補 償 

りメ 

行 休 

而 も 

俟 つ 


-  一 i 

り し 

は 神 

不安 

政府 

せ ら 

法案 

心 を 

業に 

政府 

こ と 


內 地 Am 灣 間 

關係 は、 對外 

戶 の 業者と 

に 導く 等、 金 

は廿 一一 日よ 

れ、 日本銀行 

の 二 恐慌 鎮 

して 漸く 沈 

依り 窮狀暴 

にて は 頗る 

とな リ、 翌三 


遂 

杉 

き 

融恐 

上 二 

の 臺 

壓案 


深 


露 

年 


祌戶 港外 國 貿易の 變遷  六 八 二 

に 同 商店 は 破綻に 瀕 し、 踵 いで 同 商店と 關 

• 兵車 方面の 商工業者に 甚大なる 影響 を與 

を 最も 多く 所有せ し臺灣 銀行 救濟 非常 貸 

否决 せらる 、 や、 同 銀行 は爲に 休業の 已む 

引杜絕 とな り、 同 行の 支 那. 印 度. 南 洋 方面と 

同 方面 一 带の 通商 上に 一 大 支障 を來 した。 

關係 ありし 第 十五 • 近 江兩 銀行の 休業に よ 

慌 相次 ぎ、 遂 に全國 組合 銀行 は 四月 サニ .廿 

週間の 全 國的モ ラト リア ムを實 施した。 

銀 融資 損失 補償 法案 及 一 般 銀行に 對 する 

を可决 し、 同 時に 臺 銀の 開 店、 地 元 第 六十 五 

歸 せしめた。 之より 先當 市の 川 崎 造船所 

其 救 濟は實 に 國家的 見地よ b- 重大なる 關 

困難と して 救濟は 一 時 打 切られて、 遂に 銀 


月に 至りて 漸く 新會 社の 設立 を 見つ 


見る に 至った C され ど 恐慌 以來 の救濟 資金の 放 出， 金 

國の好 景氣は 恐慌の 打擊 をして 豫想 外に 輕 からしめ 

與の 締切、 次いで 其 善後 處理及 金解禁 問題 を 中心とし 

事情 概して 我に 不利に して、 同 四 年 七月 金解禁 斷 行の 

の 盛況の 後 を 承け たる 昭和 元年の 貿易 界は、 一 般に樂 

なる篇 替の恢 復、 內 地 財界の 不 况、 束 亞备 地の 銀塊 安、 歐 

米 財界の 不況 等に 依り 輸出入 は 共に 著しき 滅返を 見た C 政府 は 明治 四十 三年の 

制定に 係る 我 國關税 定率 法が 時代の 進展に 伴 はざる もの 多き に鑑 み、 大 正 十年以 

來其 改正 を企圖 し、 昭 和 元年 三月 一 般的大 改正の 實施を 見る に 至りし が、 此 改正 は 

我 邦產業 保護の 障壁 を 高む る を 木 旨と する もの にし て、 其 意 蓋し 世界 共通に して- 

益， 激 甚な らんと する 世界 關税戰 に 加 はりし ものに 外ならぬ。 前年 來の 一時 轍 入 

の盛况 は、 此關税 引 上 見越に 負 ふところ 多 く、 且 つ 本年 貿易 價額は 前年に 比し 減少 

せ る に、 其 數量 却って 增加 せる は、 財 界 不況の 爲め 物價の ー齊 下落に 依るべき も、 叉 

輸出入 品に 於 て， 此 改 正： 關 税對抗 上 本 國の値 下に 負 ふところ 多 く、 殊 に 其 輸入の 大 

第二 節外國 資易發 達の 趨勢  六 八 三 


著々 堅實 なる 業務の 進展 を 

解禁 政策の 放棄、 海外 殊に 米 

しが、 匿 三年の 財界 は 特融 供 

て 意外に 波瀾 を 生み、 海外の 

聲明を 見る に 至った C 

恐慌 前後の 大正 十四 年に 於け る 空前 

神戶の 貿易 

觀を 以て 迎 へられし に、 急 激 


神 

宗 たる 棉 

建築 工事 

し、 外 米 i 

あ る C 

靜裡に 推 

係 あ り、 外 

に 其打擊 

の 輸出 漸 

正 八年來 

概して 不 

其 他 農作 

我國 輸出 

す祌戶 港 

めつ、 あ 


戶市史 第二 輯 別錄ニ 

花 は、 財界 不振な る に 

の 旺盛 は鐵 類の 輸入 

織物 等の 輸入の 著し 


悲し 

移せ 

は 支 

意 外 

增 し- 

の  最 

振な 

品 市 

の 欲 

る を 


み を 

しが、 

に 輕 

轍 出 

卜ノ 己 

る を 

不况 

場の 

B. 貢 


以て 迎 

偶， 內 は 

亂の形 

く、 其 後 

は 却つ 

錄を示 

見れば 

印 度 の 

喪失 等 

却って 


へ し 

金 一 。ほ 

# 惡 

爲替 

て 前 

した 

■ 其 原 


示す もの に 


を 數 

激增 

グ な 


第 四 章 神戶 港外 

紡 镜界の み獨り 

を增 進せ しめた 

き 減少 は 入超 額 


國貸 易の 變遷 

未だ 操短 を 

る も、 一 方に 

をして 減少 


六 八西 


昭和 二 年 

界 未曾有 

化する あ 

の 崩落、 物 

年 を 凌駕 

. 翌 三年 

因 轍 出に 

引 上 及び 

ふ ベ く、 而 

せ る は、 こ 

ら す、 また 


は、 一 般 財界の 不、 况 

の 恐 慌 あ リ、 殊 に 木 

り-て 一 時 貿易 取引 

價の 低落 は 輸出 を 

し、 入 超 額 は 二 億 六 

の 一 般 財界 は 依然 

ありて は、 南 支 • 南 洋 

歐洲 經濟界 恢復に 

して 生絲の 內國輸 

れ當 港が 其 轍 出港 


な さ す、 數 

絹織物 楡 

せし むる 


共 

ひ 

客 

し 


に對 

恐慌 

滞 を 

し、 當 

に し 

貨 排 

大戰 

て の 


量に 增加 

出に 活、 况 

に 至った 


外 貿易 


小 麥 粉. 精 糖の 如き 新 商品の 進 


し 


し、 叉 

を 呈 

の で 

た 沈 

然 る 

生絲 

て 大 

易 亦 

ニー 一口 一一 

た る 

拘 ら 

次 高 

き も、 


金解禁 前後 

と 神戶貿 易 


-丁 

ノゃ 


績 

金 

半 


絲 等の 減少 

昭和 二 年の 

財界の 變 態 

を聲明 し、 翌 

に 生 絲は米 

刺戟せられ 

業 の 深夜 業 

同 四 年の 入 

解禁 斷行 の 

られて 一層 

償 法の 阿 弗 

年 九月の 満 

ふ磅 貸の 下 

^oc  ニ^ DU 


の 如. き我最 重要 品 の 

は內地 事業の 不振 を 

第三 期 (昭和 四 年 

金融恐慌 は 金解禁に 

的 弊害 は 愈， 顯著 とな 

年 一 月 十 一 日 其實施 

國 財界の 好 況、 綿 織 物 

て 夫" 激增を 見た。 然 

廢 止に 伴 ふ 各 機械の 

超 は 稀 有の 一 億 八 千 

影 響 は、 前 年 十月 米國 

不況 を 深から しめ、 

利 加. 近東 方面 新 市場 開 

洲事變 を 契機と して 發 

落と は 必然的に 輸出 を 

外國 貿易 發達 の 趨勢 


示す 

乃 至 


や、 

濟 


？な 


る 

增 

萬 圓 

株式 

貿易に 

生 


ま 

南 


意 す ベ く 

と 爲す V 

年) 

來 せ 

の 


さ 


の 恐 

於 て 

に 貢 

せ る 

0 せ 


る 

支 

し 


入 

で 


に 於け る 繰 綿. 毛織物. 毛 


し も 

月 成 


立 


手 


あ 


禁 

侬 

控 に 

ru- フ^ L, 

力 b- 么 

た。 然 

刻 化せ 

年 五 

貨 排斥 

の 輸出 


ら 

ま 


期 の 遲延 する 


內 

惑 


ま 

出 


金 

を 


る 支那の 對 日或靑 

に 依る 繰 綿の 增加 


に 昭和 

世界的 

實 施せ 

に 不振 

と、 英 國 

入 額 は 


ら 

爲 I, 


少 

年 


し 


る 


極め、 殊 

木 位 停 

八 匱 


と 共 

發 し、 

緩和 

と、 紡 

月 の 

激成 

轍 出 

に 翌 

止 に 

七 千 


六 八 五 


砷 戶市史 第二 輯 別錄ニ 第 四 章 神戶 港外 國 K 易の 變遷  六 八 六 


金輪 は再禁 

止 後の 神戶 

貸 易 


萬圓に 過ぎす 

輸入の 激增ぁ 

戶港轍 出の、 遂 

であった e 


昭和 六 年 

爲替の 下落 

满洲に 於け 

物 • 人 絹織物 

印 南 洋， 濠 

入 超過額 僅 

調 を 示 し た- 

脫返 とな， 

日印 通商 條 


して 大正 十四 年の 半ば 

りて 著しく 惡 化した C 

に 昭和 五 年より 全國第 


二月 成立せ る 犬養內 

次ぎ、 金解禁 時代に 於 

建設 事業の 進展 等 幾 

び 雜貨等 日 友紛爭 に 

，埃 及. 近 來方 S 弁に 

に 二 千 二 百 萬圓に 

次いで 翌八年 は 日 

國 金融恐慌の 勃發 

廢棄 通告 及び 我 綿 製 


ナ 

幾多 

に よ 

其 他 

過 ぎ 

支 問 

は 生 

品 


にも 及 

一 位 を 

は 同月 

る 徹^ 3 

の 好條 

る對支 

新 市場 

や、 神 戶 

題の 紛 

糸 歡.； P. 

に對す 


のォ ッ タ ヮ 協定に よる 日貨 排斥 は 我 綿掣 


：妗 ける 世界 經濟會 議の决 裂 は， 我 外國 貿易 をして 


ば す、 而 も 貿易 尻 は 金 輸出 

震災より 漸次 其 地 步を高 

占む るに 至れる は 注目に 


十四日 金 輸出 再禁止 を斷 

的 合理化 の 遂 行、 我 國に於 

件に 惠 まれて 轍 出 貿易 を 

輸出の 不活潑 なりし に拘 

へ の 進出 目覺し く、 昭 和 七 

港 も 亦 三千 六 百萬圓 にし 

糾に 端を發 して 遂に 我國 

をして 不振なら し め. 更 に 

る 高率 關税實 施 を 始めと 

品 輸出に 大打 擊を與 へ、 加 

困難なる 立場に 陷 


再禁止 見越 

め來 りし 祌 

値する 現象 

行 し， こ 、 に 

け る 低 賃銀、 

刺 戟 し、 綿 織 

らす關 ん 凡. 

年の 全國輸 

て 稀 有の 好 

の國際 聯盟 

印度 政府の 

し、 英 國屬領 

ふるに 倫敦 

■W  .>/  。 や. ォ 


つた。 然しな 

壁 を 突破 し、 特 

に、 南 洋. 阿 弗 利 


力 


及 仕向 地に 

不振の 生絲 

原料 品の 轍 

圓の 輸出 超 

ijll 目す ベ き 


ら我轍 出 貿易 は 前年 來の爲 替安を 利 し、 舊 市 

戶 港は從 


新 市場へ の 躍進 顯著 にして、 特に 神 

加. 濠 洲 方面への 進出 目醒し く、 其 主 要 

する 地理 的 好 位置 を 占めて 全國 輸出 

凌駕す る に 至 り、 輸 入に 於ても 軍需 ェ 

激增 せし も、 而 も 輸出の 驚異的 躍進に 

を 見る に 至りし は、 實 に 明治 十九 年 

大變 化であった C 

第三 節 輸出入 品の 變^ 


以來 


品た 

十 ％ 

料 品 

せ ら 

こ と 


に 於 

人絹 

及び、 

に 轍 

て遂 

し て. 


け る 


出旺 

に 九 

當港 


高 關税障 

港な リし 

は 生產地 

物 亦 兎角 

盛に 伴 ふ 

百 四十 萬 

-2 と， o- て 


世界 大戰直 

後 


一、 輸出品の 變動 

世界 大戰は 束洋巿 場に 於け る 歐米品 を缺乏 

生面 を 開き、 其 休 戰後も 一 時此 傾向 を持續 せし 

の 約 九十 種， 就中 五 百萬圓 以上の もの 約 二 十 種 

第三 茹 輸出入 品の 變遷 


せ 


力 


年 


車 IW 

千 萬 


品 も 

の 百 

を 超 


亦顯 

萬 圓 

る 


六 八 七 


著なる 新 

以上の も 

ものに 綿 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第 四$ 神戶 港外 國^ 易 


の變遷 


關 東大 S 災 

前後 


八 


の 


等 

し 


し 

盛 

0 


絲. 製 帽用眞 田. 燐 寸搞木 

種 あ り 、唯 豆 類. 激 粉. 荣 子 

外 は 一 般に 盛、 况 にして 

足袋 等に 其 進出 著しき も の 

復活 擡頭と は， 當 港 轍 出額 を 

比して 其 半ばに 過ぎざる の 

，精 糖 • 魚 油 • 木 材 及 板. 絹 屑 物 • 屑 

を數 ふべ ぐ、 又 輸出 百 萬圓以 

て、 一 千萬圓 以上 を 占む る は 

衣の 數種を 出でなかった。 

然しながら 此 大正 十 一 年の 

に、 翌 十二 年の 關^ 大震災 を 

に 達し、 大戰 中の 盛時 を遙か 

るに 至った のであった。 蓋 

物. 餳. 薄 荷腦等 をして 俄に 增大せ 


綿. 緩 木 綿. 生 金 巾及シ 

油. 椰 子 油 .銅. 鐵 類 土 業 

、殊に 除蟲 菊. 製 帽用眞 

があった。 然る 

して 逐年 減少せ 

有檨 となりし が 

• 羽二重- 

約 五十 

寸. 綾木 

振 は、 其 

て 驚異 

，祌曰 ま 

潰滅に 

た。 特 


上の 


も 


極度 

契機 

に 凌 

し 横 


I チ 

用藥 

田. 薄 

に大 

し め- 

"其 中 

-縞木 

綿 • 生 

年 P 

的發 

こ ヽ 

よ h\ 


ン グ. 綿 メ ソ 

品等 軍 需 特 

荷腦. 絹織物 _ 

正 九 年 我 財 

■ 遂に 同 十 一 

減 少 著 し き 

綿. 晒 金 巾 •：： ハ 

中 五 百萬圓 

金 巾 及シ— 

旣に 反動と 

展 をな し、 同 

に 轍 出港と 

て當港 輸出 


に當港 輸出に 新 


六 八 八 

ヤス 肌 衣. 陶 磁器の 

殊 品の 致命的 激减 

- 綿織物. ゴ ム タイヤ. 

界の 反動と 歐米品 

年に は 之 を 同 七 年 

主要 品と して 米.豆 

f 燐 寸. 紙 類. 機械 類 

以上の もの 八 種に 
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に 加 はり-たる 生絲 
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の 盛 

著し 
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戶市 
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値す 

二 十 
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り 四 年 迄  リ 

も * 同 

對す 


十三 年 以降 篇替 

千 萬圓の 互 額に 

况 を 來 し、 全 國 轍 

きもの、 一 であ 

に 入リ圓 爲替の 

盛 况を呈 し、 綿 メ 

重要 工業 品た る 

港の 製造 及 輸出 

滅 少 し、 大正 八 年 

る。 かくて 大正 

六 種を算 し、 特に 

缟 木綿. 綾木 綿. 生 

正 十五 年 (昭和 元 

三年の 不振 を 除 

る 政策 確定に 


笫三節 輸出入 品の 變 


暴落と 價格 低落と によ 

上え 絹織物 も 亦 十 三 年 

出の 九十お を 占 め、 其 中 

つ. こ o 帛^ W 勿 ま，.^!: 长 コ 口 

z  XT  繞も し區. ^ロロ 

暴落に 再び 活况 を呈し 

リ ヤス 肌 衣. 精 糖貞 釦 等 

ゴ ム タイヤ は 大正 十四 

を 全く 獨 占し 来れる 燐 

に 比して 僅かに 其 三分 

十四 年 百萬圓 以上の 輸 

一 千萬圓 以上の もの は 

金 巾及シ ー チ ン グ. 綿 メ 

年) より 昭和 四 年に 至る 

けば 概して 好調と 云 ふ 

る 爲替 恢復 見越 に 基く 

遷 


て 

增 

ま 


出力 を 

億 一 千 


千 


品 は 

荷 腦_ 

ャ ス 

戶港 

出增 


年 

生 


衣の 

出 は 

同 四 

あ リ 


顯著 

圓 を 

品 の 

さ る 

十三 


し 

千 

し 


し、 逢 十 

こ 進 

も 0  士 

迫 を 蒙 

六 百 萬 

もので 

其 躍進 

恢復に 

に 至 リしは 

種、 就中 五 百 

織 絲，眞 田. 縮 

種の 多 

る發展 

月 政府 

正 十四 

六 八 九 


な 

七 


て大 


四 年 旣にー 

して 未曾有 

絹の 增加は 

rns し も、 同 十 

圓 なる 未 曾 

あった 。神 

著し かう し 

壓 せられて 

讒も 注意に 

萬圓 以上 は 

緬. 羽 一 一 零 富 

きに 達した。 

を 認め 難き 

の 金解禁に 

年に 次ぐ の 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第 四 章 祌戶 港外 國貸 易の 變遷  六 九 〇 


好調 を 示し 

り、 未 曾 有の 

億. 五 千萬圓 

斥、 印 度の 綿 

こと 大 であ 

絹織物 は 新 

靴 足袋 等の 

る 增加を 見 

ィ ャ等 は；^ 

港の 減 返 著 

金解禁 後 昭和 五 年 

る內 外物 價 

頃 塞の 障礙 


た。 米國の 好況 は逐 

盛況 を 來し、 綿織物 も 

の 輸出 を 見た る も、 翌 

絲布關 税の引 上及大 

つた C 而 して 絹織物 

に 擡頭せ る 人絹 織物 

增加 著しく、 殊に 新 商 

たる は 注意す ベ く、 海 

少 著しく、 特に 綿織絲 

し く、 昭 和 四 年に は大 

一 月の 金解禁 斷行後 

の 崩 落， 世 界各國 の 極 

百出し、 稀 有の 不振 を 


生 


年 

戦 中 

は 絲 


示 


絲 輸出 

として 

濟南 

ff< 得せ 

價幷に 

せられ 

して 鑑 

- 綿織絲 

產 地の 

年の 六 

十二月 

る 保護 

こ o  ns. 


に 依 

轍 出 

出品 

の t 少時に 著しく、 精 寧小麥 粉. 魚油. 除蟲 菊. 屑 綿 及 屑 綿絲. 壏褸. 帽子. 綿 メリ ヤス 肌 衣 

等 &れも 注意すべき 滅返を 示し、 絹織物 は 新興の 富士絹 及 ポ ン ジ ー に滅 少 し、 綿 織 


を增加 し， 同 四 年 は 二 億 八 百 萬 

好況 を繽 け、 昭 和 二 年に は 空前 

件に 依る 南支 那. 南 洋に 於け る 

る 我 市場の 不況 等 は 輸出 を 阻 

爲 替の亂 調に より 幾多の 波瀾 

ん とする に 至りし も， 除 蟲 菊 • 印 

褸. 硬 化 油. 護謨 靴. 人造 眞珠 等の 

. 絹 屑 物. 薄 荷 腦. 製 幛用眞 田. 燐 寸. 

關係上 大阪港 轍 出に 逐年 增加 

% にも 満たざる に 至った C 

其 再禁止に 至る ニ箇年 

關税の 設置 及 銀塊 相場 

ち 生 絲. 絹 織 物. 綿 織物 等 


こ 上 

な る 一 

日貨排 

止す る 

あ リ、 本 

激な 

ム タ 
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-ゴ 

し、 


禁 


は、 金 解 

の 崩落 等 

の 重耍輸 


金 輸出 再禁 

止 後 


物は圓 贋の as- 騰 

せられて 轍 出の 

リ民國 市場 を 失 

つて 增加 せる は 

に 値する C 

金解禁に 依り 

に乘っ て 漸次 恢 

する に 至った。 

屑 綿 絲. 製 幛 用 眞 

上って ゐる。 綿 

印度 を 始め 蘭領 

昭和 八 年 の 轍 出 

占 め、 從 來 活況な 

巾. 更 紗. 綿 フラン 

出額の 二割に 過 


に 加へ て、 昭 

滅返 を來 し. 

へる あ，. o- て 

異色と す ベ 


和 五 年 


六 年 

千 七 

叉 帆 


四 月 

一 ^ ま 

百 萬 

布 製 


英領 

再び 


不振 を 極めた 

復し、 特に 昭和 

卽ち此 間 倍額 

田. 絹 織 物. 綿 

織物 は英國 

印 度. 埃 及. 南 

額 は 生絲を 

うし 生 金 巾 

ネルの 增進 

ぎ す、 全 く 加 


戶 

の 


壻 


る 神 

八 年 

額 以上 

織物. 綿製洛 

品との 激烈 

阿 弗 利 加 • 濠 

.pat" 

シ 1 

綿布 


る 

き 


輸出 

進 は 

加 せ 

な る 

洲. 中 

と 五 

グ. 緩 

の あ 

せ ら 


激 

ま、 

る 


度の 英國品 

度の 關税引 

滅 せし が、 唯 

靴の 新 商品 


金 轍 

くべ 

は、 小 

袋. ゴ 

爭 と 

米 へ 

七十 

綿 を 

4 や 


出再禁 

きもの 

麥粉 .淸 

ム 科 ，15 

關税の 

猛烈な 

t 禹圓に 

始めと 

4t 也. tffi 

至った 
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との 差別 關 

上 あ り、 叉 満 

晒 金 巾. 縞 木 

として 擡頭 

止に よる 爲 

ぁリて 遂に 

酒. 除 蟲 菊. 綿 

寸. 諸 機械. 翫 

高 障 璧 と を 

る 勢 を 以て 

して、 本港輸 

し、 特 に 近年 

布の 輸出 は 

C 絹織物 は 

六 九 一 


税 設定 

洲事變 

綿. 更紗 

せる は 


に よ 

の 却 

^ 目 


の 波 

凌 駕 

綿 及 


替 低落 

輸入 を 

織 絲. 屑 

具 等 多數に 

排 し て、 英 頜 

進 出 し、 遂 に 

出の 首位 を 

縞 木綿. 晒 金 

綿織物 全 轍 

3 一-重の 不 


合 其 ボ襦富 羽 縮 

ン 

士  二 

ジ 

計 他 1 子 絹重緬 
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振に 反し、 縮 緬. 富 士 絹に 增 加し、 特に 近年 絹糯 子の 進出 著しき ものが ある。 然れど 

も 生 產地及 仕向 地の 關係上 地の利 を 得て 急激なる 躍進 を 遂げた る は 人絹 織物の 

輸出に し て、 昭 和 五 年の 二 千 四百 萬 圓は同 八 年に は 五 千 百 萬 圓に上 り、 木 賴 ！p 物の 

三千 八 百 萬 圓を遙 かに 凌駕す るの 盛、 况を 示した。 今 最近の 當 港に 於け る 人賴！ p 

物 轍 出の 急激なる 增加を 表示 すれば 左の 如くで ある。 

本絹 人絹 輸 

出 表 


一ゴ 一- 

ト 


本 絹^物 

昭和 五 年 同 六 年 同 七 年 同 八 年 


<  0 

昭和 五 年 同 六 年 一同 七 年 一同 A 年 


一二、 八 四 0 

蔵 

一一 一一 、七 二 四 

一、 芙 

二 、塵 

0 

ョ i 


11】 

二、 九 七 八 

二、 九 00 

七 七 一一 

3 八 八 

一、 七 一 0 

； 2 九 


七 九 一一 

i 

二  3 さ 

ニー 一一、 九 一七 


一、 二 四 0 

塞 一 

匿 八 

二 七、 七 ニー 一一 


3 望 

1.3011 

六、七ー0 

震 九 

四 n 


一二， 九 四 七 

一一 i 

一 0、 九 八 七 

一一 画 


一一 ns 六 

一一 一八 二 

二 匿 


一 o 八 四 二 

< 八 七 

二、 七 九 一一 一 

二 九 一一 一 

一一 二、 二  WW 


20 の 富士絹 及ポ ン ジ ー は 其 他に 舍 む) 

神 戸の 憐寸 神 10 '市の 傳統的 重要 工業たり し 燐寸の 大正 八 年以來 年を逐 ひて 激減せ る 情勢 

及 護謨 工業 

は旣に 記せる 所な りし が、 昭 和 七 年に 至り 强敵瑞 典燐寸 トー フ ス トの 動搖を 機と し、 

昔日の 繁榮を 再び 招来す るかの 如き 觀を呈 する に 至りし は 注意す ベ く、 而 して 此 

燐寸 工業の 衰微に 代りて 木 市 重要 ェ產 品と なれる 護謨 靴 及 帆布 製 護謨 底 靴 は 僅 

僅數 年間の 發達 にか 、 る も、 而 も 今や 先進の 米國 品を壓 して 一 躍 重要 品 輸出と な 

り、 昭 和 七 年より 同 八 年に 至り 世界 各 國の排 擊に逢 ひし も、 満 洲國內 治安の 恢復と 

共に 漸次 轍 出の 增加を 見し が、 唯 此轍 出好况 時に 方り 精 糖. 印 刷 料紙 は 對支關 係の 

悪化に 依 hN て 著しく 減少した C 而 して 昭和 八 年に 於け る 全 轍 出品の 種類 は 三百 

種 を 超え、 百萬圓 以上 の もの 八十 二種に 及 び、 就 中 五 百萬圓 以上の もの 實に 二十 三 

種を數 ふるのみ ならす 二 千萬圓 以上 を 占む る もの も、 生 絲. 羽 一 一 重. 縮 0.0 糯 子. 富 士 

絹. 縞 木 綿 • 綾 木 綿. 生 金 巾及シ ー チ ン グ. 晒 金 巾. 更 紗. 綿 メリ ヤス 肌 衣の 十一 種の 多き 

を算 して ゐ る。 

最 重要 輸出 祌戶 大阪兩 港の 最 重要 轍 出品と 稱 すべ き は 綿 織 物. 絹 織 物. 綿 織絲 なる ベ く、 今 之 

品より 1 た 

^鼓阪 が 轍 出額 を 比較 すれば 左の 如くで ある。 
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新 辚 物 右に 據り 先づ 綿織物 を 見る に、 此 期間に 於け る 增加率 は、 祌 戶 三. 五倍に 近き に 反 

し、 大 阪は 僅か 一. 四 倍と なれる に 過ぎ ざれ ど、 其 總價 額に 至リて は 祌戶は 大阪の 約 

半數を 占む るに 過ぎない。 是 全く 祌戶背 域の 綿織物 工業の 大阪の それに 遠く 及 

ば K 取 引の 主體 をな す 問屋 叉 は 輸； 出 業者に 於ても 神戶の 劣れる が 故で ある。 然 

るに 仕向 國 別を撿 すれ ば、 祌 戶の阿 弗 利 加. 南 米. 近 東 諸國に 限ら れ、 大 阪の 満洲 國. 關 

^ 州. 中 華 民 國. 英 領 印 度. 蘭 領印 K 等 を 有して こ 、に 截然と 區別 ある を 知る ベ く、 而 
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し て 最近 木 品 輸出 は大 阪の對 象と する 舊 市場 は 漸く 飽和 點に 達し、 新 市場 開拓 確 

呆に 腐心す るに 對し、 神 戶の是 等 新 市場 方面に 勢力 を 有す A は 大阪に 比し 將來有 

綿 織 絲 利な b, とせら る、 ところで ある。 綿 織絲は 大正 末年 以來 生產 地の 分布 上 神戶の 

頓に減 返 を 示す に 反 し、 大 阪に增 加せ る も、 而 も全體 的の 減少 著しき もの ある は 注 

0 綠 物 意すべき であらう。 絹織物 は 昭和 八 年に 於て 神戶は 大阪の 五倍 餘に 達する のみ 

ならす 本 期間の 增加率 も 神 戶の十 三 入 倍なる に、 大 阪 は 五 入 倍に 過ぎ す、 是 れ神戶 

港が 木 邦 絹織物 海外市場の 中樞 地た る 濠洲 及び 英領 印度 を 始めと し、 南 北 兩米諸 

國. 歐 洲 諸 國. 阿 弗 利 加. 南 洋 との 貿易 關係 緊密なる に 因る と共に、 內外 輸出 業者の 神 

戶に營 業 所 を 有する もの 多くし て、 而 も 賣込問 旱機 業 家 出張所 等の 如き 販賣 生產 

弁に 精 練. 染 色 加工. 輸出 撿査 等の 諸 機關の 完備し、 大 阪の是 等諸條 件に 缺 くる 所 多 

きに 因る ものなる は 明らかで ある。 而 して 生絲は 神戶， 及び 橫濱 の獨 占す ると こ 

ろなる も、 最 近 人絹 業の 驚異す ベ き發 達に 伴 ひ、 其 轍 出 も 旺盛と なりし が、 昭 和 八 年 

大阪の 八 百 五十 萬 圓の输 出に 對 し、 神 戶の 九十 萬圓に 過ぎざる は 最も 注意す ベ き 

である o 

輸出の 槪觀 大正 八 年 以降 昭和 八 年に 至る 十五 年間に 於け る 神 戶 港の 輸出品 目の 消長 は槪 
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耍 以上の 如く なれ ど、 更 に 之 を槪觀 する に. 大正 十二 年の 關^ 震災 を轉 機と する 生 

絲. 絹 織 物. 綿 織物の 躍進 は實に 驚異に 値すべく、 爲に 開港 以來 漸次 現れ 来れる 輸出 

品の 平準 的 傾向の 動搖に 拍車 を 加へ てこ 、 に 一 大變 化を來 せる と共に、 不振に 陷 

らんと せる 當港 輸出 貿易 をして 一 大 伸展 を 示す に 至ら しめたの であった C 今 主 

耍 輸出品に 就 き， 大 正 十二 年 を 中心として 其 前後の 總輸 出額に 對 する 割合 を觀る 

に、 次 表に 示す 如 く、 大 正 七 年に は 綿絲の 十三 .四 ％ を 最， 多 と し、 綿 織物の 六. 五 ％、 豆 類 

の 五 •〇 憐 寸 の 四. 三 ％ を 稍， 大な る ものと し、 綿 メリ ヤス 肌 衣. 陶 磁 器. 精 糖. 菜 子 油. 米. 

刷 子. 貝 釗. 紙 類. 製 幢用眞 田. 硝 子 及 同 製品 等の 一 艿臺 なる を 除け ば、 皆  一 ％ 以下に し 

て、 生 絲. 賴 織 物. 綿 織物の 三 品 を 合する も 未だ 七. 九 ％ に過ぎない C 然るに 大正 十二 

年に 至ク、 生 絲は九 三 ％  、絹織物 は 九丄ハ ％  、綿織物 は 十八 入 ％ と な り、 此 三者の 合計 旣 

に 三十 七. 六 ％ を 占 め、 之 に 次いで 綿絲 五. 五 ％  、綿 メリ ヤス 肌 衣 四 6  %、 憐 寸 一 一入 ％  、樟 

腦ニ  .五％ を 占む る の 狀勢を 示し、 他に  一 ％臺 の 約 八 種 ある 外 は總べ て  一 ％ 以下に 

過ぎざる も. 漸 く 平準 的 傾向 は 破れ 来った。 更に 昭和 三年に 及 び、 生 絲 二十 八 入 ％、 

絹織物 十 一入 ^綿織物 十 二. 九 ％ とな リ、 三者 合 して 實に 五十 三. 五 ％ の 多き に 達し、 

綿 メリ ヤス 肌 衣 は 二. 七 艿に滅 じ、 他 に  一 ％臺 約 五 種 ある 外は總 ベて  一 ％ に滿 たな 
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い。 爾後， 此ー 平： 準】 的 傾向 へ の 逆行 は續 けられ、 昭和 八 年生 絲 十七 .九％ 、絹織物 十三 A 

%、 綿 織物 十 八 人 ％ とな り、 合 計に て 五 十. 五 を 占 め、 之 に 次げる は 綿 メリ ヤス 肌 衣 

の 三. 三 ％ にして 二  ％ 臺を 占む るは幛 子. 帆 布 製 ゴム 底 靴. 翫 具. 靴 足 袋. ゴ ム靴等 全く 

新 商品なる は 注意すべき 變化 である C 之 を 要するに 神戶港 輸出品 は 年を逐 ひて 

生 絲. 絹織物. 綿織物 三 種目に 對 する 貿易 額の 偏重 を 多から し め、 更 に 近年 新 商品 の 

進出 著し く、 而 して 生絲を 除けば 是等總 ベ て 全製品なる は 愈， 神戶 港 背 域の 工業 を 

高度 化しつ 、ある を證 して 餘り ある も、 而 も是等 少數品 偏重の 傾向 は 轍 出 貿易 上 

より 觀れ ば、 其 盛衰 は 直に 神戶 港の 消長 を 左右す るの 危險性 を 伴 ひ 易 く、 是 等 商品 

の新舊 市場の 將來の 開拓 確保 は 固より 新 商品の 進出に 努力す るの 耍 あると 共に、 

近年 大阪 港の 發達 は神戶 港の 前途に 對し、 幾多 考究す ベ き 問題 を 投じた る ものと 

して 最も 注意 を 要する 狀勢 となった。 
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二 輸入品の 變動 

世界 大戰直 世界大戦 直後の 大正 八. 九 兩 年の 貿易 情勢 は 未だ 戰 後の 好況 を續 けし と、 西 比 利 

後 

亞 出兵に 依る 軍需品の 必要と は 工業 原料 品の 輸入 をして 大戰中 を 凌駕せ し め、 內 

地 紡績 界の 全盛 は 地の利 を 得た る神戶 港の 棉花 轍 入 を激增 せしめ て、 大 正 九 年に 

は 四 億 六 千 萬 圓を算 せし のみなら す、 紡 镜 機の 輸入 亦 激增を 示した。 大戰 中の 輸 

入 杜雜に 促されて 長足の 進步を 遂げた る 我 羊毛 工業 は、 我 文化の 發 達と 軍需品 關 

係と によ リて 愈" 羊毛 の 輸入 を增 加せ し め、 毛 絲. 羅 紗をも 亦 急激に 增加 せし め、 且 つ 
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關東 大震災 

後 


諸 工業な ほ 一 般に 殷盛に して、 生 護謨. 硝酸 曹達. 製絲 

鐵 丄 ッ ケ ル塊 等の 工業 原料 品 は續々 輸入 せら れ>.| 

著し かりし のみなら す、 當 時 食料 問題 は 朝野の 一 大 

上、 米. 小 麥. 小麥粉 等の 輸入 獎勵 によりて 何れも 其輸 

九 年 百萬圓 以上の 輸入品 は 百 種に 近 く、 就 中 五 百 萬 

千 萬 圓を超 ゆる は、 小 麥. 大 ーネ砂 糖. 確 酸 曹 達. 硫 酸 アム 

鐡. 鐵 條竿テ ー ァ ングル 型. 鐵 板 (不 電 鑛> 銅 塊. 紡 積 機. 諸 

つた。 而 して 此 年の 財界 變動は 一時 輸入 を 減 返せ 

騰の 勢を呈 し、 割 安なる 輸入品の 供給に 努め たれば 

額に 於て は 減少せ し も， 其 實量 にあり ては大 なる 减 

め と し、 棉 花. 麻 類. 生 護 謨. 硫 安未 材等は 著しく 增加 

に增 加せ る は 注意す ベ きで ある。 

關東 大震災に 依リ 在荷の 灰燼に 歸 する もの 多き 

必需品 弁に 土木 建築 材料 等 約 六十 種の 關税 減免せ 

と 共 に、 橫 濱 仕向 貨物の 神戶 港に 箜揚 せらる ゝ もの 
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や、 大 正 十三 年 三月 末日 迄 生活 

ら れ、 爲 に 輸入品の 激增 を來す 

多 く、 當 港 輸入 は 頓に曾 加した ( 


而 して 各種 企業 熱の 冷却せ るに 拘ら す、 

ため 輸入の 大宗た る 棉花 は 遂年增 加し" 

せ し も、 製 粉 業 隆盛の 爲に 印度 麻、 和 紙 原 

災 によ リ横濱 ようの 廻 荷 を 加 へ て當港 

達せる 毛絲 工業 は關東 各地の 震災に よ 

輸入 亦激增 し、 戰 時 中 南 米. 南 阿方 面より 

らる、 に 至った。 毛絲 編物 細工の 流行 

等 品に 至 リては 轍 入 を防遏 する に 至ら 

、鐵 類. 鐵 板. 鐵筒及 管. 木 材. 硝子 板 等の 增加 

場の 關係 上大 阪に壓 倒された るに 反し- 

を 占めた。 化學 肥料の 代表に して 需要 

の 高値に よ， 9 て 同 十二 年 以降 一 層 輸入 

し獨 逸品の 進出 目覺し く、 同 十三 年に は 

て は 洋風 服装の 一 般 化に 依る 縫 衣 機の 

動機の 增加 と共に、 國產 品の 發 達と 工業 
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• 紡績工場の 依然として 盛況 を續 けたる が 

■ 大戰中 用途 激增 せる 麻 類 は 戦後 一 時 頓挫 

料と して マ 二 ラ 麻の 需要 を增加 し、 更 に 震 

輸入 は大戰 中を遙 かに 凌駕した。 遂年發 

え阪 神 地方 は活、 况を來 し、 神 戶 港への 羊毛 

も 輸入 を 見た る も、 近 來は 濠洲 物に 局限せ 

は、 毛 織絲の 需要 を激增 せしめし も 未だ 優 

す、 震 災後は 愈， 激 增 し、 復 興 材料と して 亞鉛 • 

も 特に 著し かリ しが、 近年 銑 鐵が其 集散 市 

，鐵 板 は 急激の 增 加を來 し、 鐵 類 輸入の 首位 

先 を 中 國. 四 國兩 地方に 有する 硫安 は、 豆 糟 

を激增 し、 大 戰 前に 多 數なリ し英國 品に 對 

全く 他を壓 倒す るに 至った。 機械 類に 於 

增 加、 水 カ電氣 事業 發 達に 依る 發 電機 及 電 

界の 不振と に 依る 紡糢 機. 汽 罐. 金 屬及 木工 
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機械の 滅少等 は 注意すべき ものである C 大正 十二 年 前後 當港 輸入品と して 新に 

擡頭し 來， しものに 葉 煙草 及 製造 煙 草 桌 實及核 子， フ イツ シュ グアノ. 原 油. 阿 仙 荣 

其 他 タン- 1 ン エキス. 醋酸 石 灰. グ リセ リン. 人造 絹 絲ま 眞川 フヰル ム • 硫酸 加 里. ラ ヂ 

ォ. 自 動 車 等 あ り， 人 造 絹 絲は其 使用方 面の 擴大 し、 寫 眞用フ ヰ ルムは 近時の 映畫の 

流行に よ， 0： ラヂォ は 新娛樂 品と して 夫々 增 加を來 せる ものであった C 大正 十四 

年の 全 輸入品 は 三百 種 を 超 え、 就 中 百萬圓 以上 を 有する もの 九十 種、 而 も 五 百萬圓 

以上 二十 二種に して、 一 千萬圓 以上 を 占む る もの は、 米. 小 麥. 砂 糖. 硫 酸 アム モ ニァ. 生 

護謨. 繰 綿. 麻 類. 羊毛 .豆糟. 毛 織絲. 鐡板. 羅紗 セル デ ス. 諸 機械の 十三 種で ある C 

I お 一 乃 ほ 和 元年より 同 五 年 一 月の 金解禁 斷行 を經て 翌年 十二月 其 再禁止に 至る 六箇 

至 lis 1\ 年 

年間の 當港 輸入 は 概して 低下 を續 けたり と 謂 ふべ く、 其 中に ありて 棉花 は 昭和 二 

年 空前の 米綿の 大量 を 輸入せ し も、 內 地農產 物の 安値に よる 綿製品の 賣行 不振な 

るに 加へ、 翌 三年 濟 南事變 の勃發 により 綿布の 輸出に 一 頓挫 を 来し、 原棉の 消費 益， 

減 返し、 其 後 一 時 挽 囘の兆 ありし も、 同 五 年 綿 業界 極度の 不振に 陷り、 殊に 同 六 年に 

於け る 轍入價 額の 激減 は價 額の 暴落に よる ものであった。 近年 綿布 類に 對 する 

內ゃの 嗜好の 變 化に ょリ 加工 綿布に 增加 せる を以 て、 細 番手の 原料た る 米綿が 昭 
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あった。 紡 镜機は 昭和 四 

達に 伴ふ獨 逸品 等 は 共に 

に 伴 ひ、 依然と して 多量の 

トップに 代る に 至 り、 毛 織 

轍 入 は 逐年 減少 し、 却 つ て 

る。 昭和 三年 前後の 鐵材 

鐡.鐵 筒 及 管 等の 轍 入を增 

は 減 少 し、 殊 に 鐡板は 驚異 

りし アルミニウム を 始め、 

に 満たざる に 至りし は、 是 

らる 、傾向 を 生じた るに 

叉 近年 割安なる 硫安の 使 

れ、 硝 酸 曹達 亦 之に 壓 せら 

達 類 は、 大正 年間 は 國產品 

昭和 四 年 政府の 製造 獎勵 
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改め、 工業界 未曾有の 

昭和年間に 入り 綿絲 

謨 工業 は戰後 躍進 的 

の 轍 入 量 逐年 增 加し、 本 工業 

に 京阪 祌 地方の 鐡道 敷設に 

驚異的 轍 入を續 けし 木材 は 

頭と な り、 ま た當港 木材 貯藏 

入 をして 減少せ しめた。 轍 

漸く 國內需 耍を充 すに 至り 

年より 小麥 粉の 輸出 著しき 

最適と して 轍 入の 首位 を 占 

は 主として 蘭領來 印度に 求 

は 時に 消長 を 免れ す、 近 年 增 

て、 鳥 卵. コ ンデ ン ス ミ , ク等亦 其 輸入 を 減じ 

加 し、 數 量の 却って 減少せ る は 昭和 六 年 十二 
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不振に 伴 ふ 需要の 減 返 

布と 人造 絹絲の 

發展を 遂げ、 タ ィ 

は爲に 旭日昇天 

一 段落 を 告げて 

其 後 減少し、 遂 に 

設備 不 完 全なる 

入 食料品の 大宗 

たれば、 昭和 四 年 

爲め、 小麥の 輸入 

め、 從 て小麥 粉の 

めつ、 ある も、 臺 

加 稍， 著しき 食料 


ャ ！ゴ 

GSV  --、 

よ res' 输 

昭和 四 

を 以て 

たる 米 

以來特 

自ら 增 

輸入の 

灣 糖の 

品は大 

な い。 

月の 金 


輸出 再禁止の 圓價 崩落 を 招け るに よる もの 

上りし も、 今 や 少量の 碎 米を暹 羅. 米 國 より 輸 

割合に 小麥の 輸入 比較的 少き は、 昭和 七 年の 

計畫 とに 依る ものにし て、 內 需內麥 の 時代 叉 

臺灣 糖の 昭和 八 年 自給自足より 進みて 轍 出 

り 其 輸入 を 減少せ し め、 鳥 卵. 葉 煙 草 • コ ン デ ン 

以下と なれる は 槪ね國 產の增 加に 依る もの 

和 七 年金 轍 再禁止 直後の 爲替安 を 見越せる 

工場 閉鎖 を豫 想せ る 綿 業界の 好轉 と、 轍 出 綿 

入增 加を來 し、 翌八 年數量 稍， 減じ 價額 却つ て 

約の 破棄と 關税引 上を發 表せる が爲 め、 高 價 

に 外ならぬ。 我 毛織 工業の 駸々 たる 發達は 

しめて 羊毛 を增 加せ る も、 當 港 輸入 羊毛の 增 

係よ リ大 阪. 名 古屋等 へ の 直送 品增 加の 結果 

護謨の 轍 入 を激增 せしめ、 殊に 當 港に は燐ォ 


に し て、 此 間 外米の 輸入 は 一 時 多額に 

入す るに 過ぎ す、 小 麥 粉の 轍出增 加の 

關税 改正 と、 翌 八 年の 政府の 小 麥增產 

遠き にあら すと 稱 せられる。 砂糖 は 

を爲 すに 至りし と、 輸 出の 減 返と によ 

ス ミ , ク等 食料品の 何れも 五十 萬圓 

と 知るべく、 轍 入の 大宗た る 棉花 は、 昭 

思 惑 轍 入 と、 上 海事 變 による 同地 紡績 

絲 布の 躍進に 基き て 近年 稀 有なる 輸 

增 加した る は、 印 度 政府の 日印 通商 條 

なる 米綿が 棉花 轍 入 界を獨 占した る 

必然的に 毛織 絲蠡 紗の 輸入 を 減少せ 

加顯 著なら ざる は 其 工場の 所在地 關 

と 見るべく、 本邦 護謨 工業の 盛況 は 生 

製造 工業の 衰運に 反して 各種 ゴ ム製 
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造 工場の 增 加を來 し、 其 數 今や 百に 垂んと し、 爲 に當 港へ の 輸入 は 全國の 六十 ％ を 

占 め. 昭 和 八 年の 輸入 量 は 大正 八 年に 比し 實に六 倍に 達する に 至った。 昭和 六 年 

の 潇洲^ 變 は我國 軍需工業 を 刺戟して 鐵 類の 轍 入 を 著しく 增加 せし も， 其 消費 地 

の關係 上大阪 直送 品增加 し、 ま た 近時 我 工業の 發 達に 伴 ひ、 屑 及 故鐡を 輸入 し、 盛 に 

之 を 改造す るに 至りし と、 他 面國產 品の 增產顯 著に して、 ワイヤ a ッド 鐵.條 竿 鐡. 鐵 

板 等の 輸入 は 却って 著しく 滅 返した。 製紙^ パルプ は大體 自給自足の 域に 達せ 

し が、 製 紙 業の 隆盛に 伴 ひ 加奈陀よりの 輸入 激增 し、 殊に 金 再禁止 後の 人絹 界未會 

有の 活況 はこ 、 に 諾威產 人絹 川パ , プ の 輸入に 驚く ベ き增 加を來 すに 至った C 

我 硫安 工業 は 金 再禁止 を 一 轉機 として 長足の 進 步を遂 げ、 輸 入 は 著しく 壓迫 せら 

れて 今や 自給自足の 域に 達 し、 從 て 硝酸 曹 達 ± 糟の 輸入 も 亦 昔日の 係を沒 した。 

機 業界の 活況 はァ 一一 リ ン 染料の 輸入 を誘發 せし も、 大 正 九 年 以來數 度の 關税 保護 

は 輸入制限と 相俟 ちて 國內 染料の 發達を 促進 し、 爲 に其壓 迫， を 免れし め、 麻 類 は 我 

繊維工業の 發展と 軍需工業の 繁忙と に 依り 櫞 入の 增加 著し く、 革 類 は國民 生活の 

向上に 伴 ひ 需要 を增加 せる も、 內 地 皮革 工業の 進步 と共に、 靴底 革. 羊 革 .染 着色 革 等 

の 輸入 は 減少し、 牛皮 及 水牛 皮 等の 製革 原料に のみ 增 加を來 し、 昭 和 八 年の 其 轍 人 
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增加は 空前と せられた。 硝子 板 は 其 薄板の 大正 末年より 漸次 輸入 を 減 せらる、 

のみなら す、 今 や 自給自足よ リ 進みて 東洋に 於け る 硝子 製造の 覇權を 握る に 至リ、 

重要 轍 出品の 一 とな り、 其 厚板の みは 長く 輸入 を 絡た ざり し も、 昭 和 七年關 税の改 

正 も あ， CN て、 著 しく 滅少を 示せる は 注意す ベ きで ある。 かくて 昭和 八 年に 於け る 

全 輸入品 目 は 三百 五十 種 を 超えし も、 其 中 百萬圓 以上の もの は 五十 三 種、 五 百萬圓 

以上 は 十五 種 を 占め、 一 千 萬圓を 超えし は 生 護 謨. 繰 綿. 麻 類. 羊 毛. 製 紙 用 パ , プ. 諸 機 

械の六 種と なった。 

最重耍 輸入 祌 la,. 大 阪兩港 輸入に 於け る最 重要 品 は 繰 綿. 羊 毛. 生 護謨に し て、 其 輸入 價 額の 比 

較を すれば 左の 如くで ある。 
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操 ^ 右 表に 據ク 輸入の 大宗た る 繰 綿 を 見る に、 其 輸入 設備 及 取扱 等に 關 して は祌戶 

は 優に 大阪を 凌ぐ もの ある も、 近 年大阪 港の 設備の 改善に 見る ベ きもの あ り、 加 之 

紡 積 工場の 分布 は大阪 税關管 內に屬 する もの、 祌戶に 比して 遙 かに 多 く、 又 實 際の 

木 品 取引 は 大阪に 於て 行 はれ， 取引 業者た る 繰 綿 商 及び 綿 絲紡镜 業者 は大 阪港發 

展の爲 め 極力 同 港 輸入の 態度 を 採 り、 叉 船會社 及び 倉庫業 者 も 同 港 發展に 協力 を 

借まざる を以 て、 將 來大 阪は當 港の 競爭 港と して 益-威 カを發 揮す るに 至る ベ く、 此 

期間に 於ても 神 戶の增 加 率 殆ど 停止せ るに 拘ら す、 大 阪の 五倍に 近き は 之 を證す 

羊 乇 る ものである C 羊毛 は 我 毛織 工業の 駸々 たる 發 達に 伴 ひ 毛織物の 輸入 は 激減せ 

る も、 原 毛激增 せし を以 て、 大 阪は同 一 期間に 實に 六十 三倍の 多き に 達せる に 反し、 

祌戶の 昭和年間に 入り 却って 著しく 減少せ る は、 神戶背 域の 毛織 工業の 發 達の 遲 

生 護 謨 遲 たる もの あるに 由る と 見るべき である。 生 護謨 は神戶 殆ど 之を獨 占す る、 これ 

當港 附近に は 多數の 護謨 工場 散在 し" 有 力なる 護謨 貿易商の 活躍に よりて 原料 を 
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除けば 其增加 著大に し て、 M 類. 麻 類. ァ 

乃至  一 ％ を 占 め、 以 上 十二 種目の 占む 

に 依れば 祌戶港 輸入品の 動向 は 一 に 

護 謨.パ ルプの 盛衰に も 左右 せらる ゝ 

め、 殊 に 昭和 八 年に は顯 著なる ものが 

を 主と する 輸出品の 激增 と、 毛 織物の 

る ものにし て、 當 港 背 域の 工業の 發達 

鐵類其 他の 著しき 減少の 原因 は、 最 近 

すべ きで あ る。 
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に 於け る大阪 港の 發 達と 關聯 して 之 を 探求 

(表 中 「少」 は 割合 〇 二  ％ 以下なる を 示す) 
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七 一 九 


三 加工 別 的 考察 

祌戶 港對外 貿易の 質的 方面 卽ち 貿易品の 加工 別 的 考察 は、 貿 易の 上に 反映せ る 

當港 附近の 生產 部門の 槪勢を 知る と 同時 に、 當 港 貿易 發展の 方向 を 窺知し 得べ く、 

而 して 之を觀 察する に當 リ、 貿 易 品 を 分類し て、 食 料 品. 原 料 品. 原 料 用 製 品. 全 製 品. 雜 

品の 五 種と し， 其 間の 推移 を 見る を 便と する。 卽ち 先づ此 加工 別に 依リ 大正 七 年 

以來當 港に 於け る 貿易 價額及 貿易 額 增進率 幷に全 輸出入 額に 對 する 割合 を 表示 

すれば 左の 如くで ある。 

職錄品 加工  一、 祌戶 港外 國 貿易品 加工 別 價額表 


合 
計 

再 
轍 
出 
入 

pa 

雜 
品 

全 

製 
品 

原 
料 
品 

輸 輸 

轍 轍 

輸 

fe 輸 

轍 輸 

輸 輸 

1 山 

A 出 

入 出 

-1 山 
人 出 

1 山 

人 出 

入 出 

1 中 

入 m 

七 3： 
八 ョ 
四， 九、 

二  S 

O  CD 

八 八 
宝 S 

六 四 

CD 九 
七 四 

お 七 

セ、 ^ 
四 四 
五 七 
六 七 

四 一 
人 九、 

七 1=1 

穴 JC 

CD 四 
九 四 

八 七 
3： 九 
四 六 

九 

四 五 

35： 四 

3： 四 
九 八 
四 ョ 
四 七 
八 九 

四 

八 o 
二 八 
八 一 

― as: 
七 八 

七 o> 

o  二 
^=1 九 

九 四 

四 八 

五 九 
八 二 

三 m 

八 o 
七 s 
七 一 

四 四 
二 九 
CD  ~~ - 
六 二 
3u 五 

九 四 
七 五 

七 ~ - 
七 九 

O 七 

二 八 

五 七 
七 二 
七 六 

二  5 

S  5BE1 

35： 九 
二 四 
八 九 
八 六 
八 二 

G 七 
四 三 

O  35： 
O 六 
六 A 

^ さ 

四 九 
八 二 
四 四 

一、 六 
3： 八 
九 一 

八 o 

八 X 
二  o 

八 3u 
六 四 
七 八 

八 3C 

三 四 

六 九 

~~ - 四 

八 ョ 
四 六 

舊顏ミ 

^ さ 

CD  ~ - 

九 七 
~ - 四 

八 二 

四 
五 一 
四 ― 
四 "~ - 

-ノ  -  ~=T 
づし ブ. 

き s 

七 35： 
― 六 

四 ― 

四' ^ 
八 八 
― 六 
五 七 

祌 戶市史 第二 輯 别錄ニ 第 四 章 祌戶 港外 國 貿易の 變遷 


七 二 〇 


加工品 價額 

增加表 


祌戶 港外 國 貿易品 加工 別 價額增 加 表 


食 
料 

PP 

加 
ェ 
別 

轍 轍 
入 出 

CD  CD 
CD  CD 

大 
正 
七 
年 

進 

率 

— * 

CD  S 
四 = 

十 

年 

九 四 
四 八 

[■>] 
+ 

im 五 
九 八 

I'm 

？ g 

阃 

五 
年 

六 m 

六 六 

八 
年 

七 m 

正 
七 
年 

全 
出 

m 

ス 
ル 

割 

七 ― 

A 丄％ 

同 

十 
年 

九 六 
五 s% 

r.;j 
+ 

八 六 
ん L% 

昭 

八 -B 

五 
年 

as:  =e. 

九 % 

Ml 
八 

輪 


再 

雜 

全 

原 

原 

轍 

料 

出 

製 

用 

料 

入 

製 

品 

品 

PP 

era 

轍 轍 

轍 轍 

輸 轍 

轍 轍 

轍 輸 

入 出 

入 出 

入 出 

入 出 

入 出 

1  1 

CD  CD 

CD  CD 
CD  CZ) 

CD  O 
CD  ◦ 

CD  CD 

CD  CD 

1  1 

一 CD 

さ 3£ 

六 m 

◦ も 
九 六 

CD  CD 

モ 二 
七 モ 

CD  CD 

九 四 

二  O 

1  1 

一 CD 
四 主 

五 七 

― CD 

― 八 
七 四 

二 四 

1  1 

O  CD 

九 八 

5BE. 一 

CD  3S. 

CD 一 

-fcs  ― 
四 CD 

^ 四 

C=>  CD 

o  o 

五 六 

六 四 

m ご 

CD  CD 

pg 八 

CD  -ta 

CD  CD 

七 七 

六 3EL 

 CD 

九 六 
六 八 

O  CD 

き さ 

CZ) 一 

yu 六 
CD  3^ 

CD  CD 

四 八 
四 ノ〜 

CD  CD 

cd  m 

I  | 

CD  二 
一 

四 

七 六 
-fca  二 

5^ 三 
四 -^ 

八 m 
一 八 

CD  二 
•3^. 五 

六 CD 
五 丑 

CD  — * 
八 一 

玄 

四 四 
m 八 

CD 一 

一 丑 
八 八 

九 八 

CD 五 

CD  -B 
八 八 

CD 一 

一 3S. 
二  JZH 

丑 七 

二  CD 

ま 四 

八 -fa 

四 

- 四 

C3 一 

一 3£ 
四 ミ 

七 六 

メし 

八 3^ 

― ^ 

m 八 

CD  二 

O  CD 

八 ミ 

四 ミ 
m 八 

七 

一 四 

出 右の 表に よ り、 先 づ轍 出の 推移 を 窺 ふに、 第一 に 食料品. は此 期間に は 減少 著しく、 

大正 七 年 を 標準と せ ば、 關 東 震災 後の 同 十三 年に 於て さ へ 四十 八 ％ に 過ぎ す、 昭 和 

八 年 は 四十 六 ％ に 下 ぇ從 て 其 全 輸出 額に 對 する 割合 も、 同 一 期間に 十四 ％ より 五 

% となりし が、 唯 製造品の 粗製品より 減少 率の 小な りし は 注意す ベ きであった。 

次に 原料 品 は 昭和 二 年に は 大正 七 年の 二八 倍と な り、 爾 後 漸減せ し も、 昭 和 八 年に 

は  一 •〇 四 倍と な り、 其 轍 出 全額に 對 する 割合 は 四 入 ％ より 四 二  ％ に 減少した。 耍 

笫 一一 一節 輸出入 品の 變遷  七 ニー 
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する に 食料 品. 原 料 品の 如き 天產 物の 地位 は、 本 港 輸出 上に 於て は 重要なら すして 

漸次 低下の 傾向に 在りと 謂へ る。 然るに 之と 趣 を 異にする 加工品 中先づ 原料 用 

製品に ありて は， 戰後 反動 來の 大正 十 年に 不振 を 極めし 外 は 漸次 增 加し、 殊に 震災 
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當港 貿易の 特質に 一 大變轉 機 を 劃 せんとせ る を 察すべ く、 昭 和 八 年の 輸出超過の 

如き 亦 之を證 する ものに 外ならぬ C 

此の 如き 祌戶港 貿易の 變化 は、 木 邦 貿易 總 量に 對 する 當港 貿易品 

すれば ー腎 明瞭に 知ク 得る ので ある。 卽ち 大正 八 年より 昭和 八 年 


年間 を槪觀 する に、 先 づ轍 出に 於て 全 國に對 する 割 

製品. 全製品の 三種に して、 殊に 生絲 輸出 開始に よる 
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一 國別 的變遷 

通商 國 にっきて 觀る に、 先 づ 輸出 國中第 一 位に 
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に 伴 ひ、 今 や 遂に 輸出 を絕た 
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に 由る もの なれ ど、 我 當 業者 はよ く 市價を 引下げ 爲替安 を 利し て、 以 て此 減少に 止 

め 得た る は 偉と すべきであった。 然しながら 昭和 八 年 四月 印度 產業 保護 法の 印 

度議會 通過と 日印 通商 條 約の 廢棄 は、 遂 に 八 年 夏より 翌年 一 月に 至る 日印 通商 會 
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ら し め、 加 之 綿絲も 大正 十五 年 を 最後と して 六十 番手 以上の ものの 進路 は絕 たれ 

るに 至った C 然るに 近年 綿織物と 比肩す るに 至れる 絹織物の 楡出を 見る に 至り 

し が、 こ れ安價 なる 人絹 織物の 進出に 負 ふ 所 多 く、 羽 一 一 重. 絹 糯 于縮 緬. 富 士 絹.. ホ ン ジ 

1 等 を 其 主要 品と する 足 等 絹織物 は 幸に して 年々 增 加の 傾向に ある。 大正 年間 

多額の 輸出 ありし 燐寸 は、 印 度の 斯業の 發達 によ り、 今 や 僅かに 其 原料 品の 輸出 を 

見る のみなる は 支那の 場合と 同様で ある。 世界 大戰を 機と し 安價を 標榜して 巿 

場 を 開拓せ る メリャ ス 製品 殊に 肌 衣類 は、 今 尙我 商品の 獨占 すると ころに し て、 年 

年の 增加 甚だ 見る ベ きものが ある。 

英領 海峡 逋 英領 海峽 殖民 地 .佛 頜 印 度. 蘭 頜 印 度. 比 律 賓等は 何れも 世界大戦 中歐洲 品の 供給 

民 地 

杜絶に 乗じて 獲得せ る 市場に し て、 大 戰 直後 一 旦槪ね 激減 を 見た る も、 其 後徐々 に 


佛領 印度 


蘭領 印度 


恢復す るに^った。 是 等の 中 英領 海峽殖 

今や 輸出 國 中の 第 八 位と なる に至リ しも- 

仕向 及 仕出 品 は 他 地方に 轉送 せらる 、も 

る、 實數量 は 調査 不能に 屬 する。 而 して 

前後に は 一 千 萬 圓に及 び、 爾 後 減少して 八 

場た る を 失 は す、 從 來 盛況な ち-し 縞 木 綿. 緩 

見、 叉 羽 一 一 重. 縮 緬の 漸次 市場 を擴大 しつ 、 

品の 東洋 進出 と、 支 那 商人の 日貨 排斥と に 

已む なきに 至 り、 ゴ ム タイヤ ー も 未だ 充分 

佛頜 印度 は 大正 七 年 七 百 萬 圓を超 ゆる 輸 

的 現象な りしが 如 く、 從 つて 爾後 時に 多少の 

ベ きもの ある も 未だ 二 百 萬 圓に滿 たぬ。 

第 四； K に 在りし 蘭領 印度 は 順調の 發達を 


民 

な 


に 次いで 第三 位に 上リし が、 其 輸出の 主要 品 

て 昭和 八 年に は 遂に 一 千 萬圓を 突破 し、 印 度 

第 四 節 通商 國の 推移 


地 へ の 輸出 は 漸次 其 地位 を 向 

嘉坡は 由 來英國 の 自由港 なれ 

多 く、 實 際海峽 殖民 地に 於て 消 

出の 首位 を 占む る 綿織物 は、 大 

萬圓 となりし も、 依 然として 我 

綿に 代りて、 近年 晒 金 巾. 更 紗 の 

る は 注意すべき である。 燐寸 

リ、 大 正 年間 を 最後と して 耿返 

る 地盤 を 得る に 至らぬ 現状に 

出 額 を 示せし が、 是 全く 大戰中 

盛况を 呈 し、 縮 緬. 富 士 絹の 進出 

遂げて 今や 五 千 萬圓に 垂んと 

る 綿織物 は高價 なる 和 蘭 品 

な り 


次ぐ 第 


の 重要 市場と 

七 四 七 


上して 

ば、 同 地 

費 せら 

正 末年 

重要 市 

增加を 

は瑞典 

する, 

あ る C 

の 一 時 

稍， 見る 

し、 印度 

を排し 

■ 又 近年 


搽 
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生 金 巾及シ ー チ ングの 轍 出 衰退せ るに 反し、 依然 優勢な， 9 し 綾木 綿. 細 綾 i 紗 等の 

加工品 も、 昭 和 八 年 輸入 割當及 關税引 上决定 によ り 前途 樂觀を 許さ..、 るに 至りし 

が、 絹 織物 は 割安なる 人絹 製品と 共に 其 進出 著し く、 現 に 四百 萬 圓に及 び、 羽 一 一 重. 縮 

緬其 大部分 を 占め、 メ リ ャ ス 製品 は 本邦 品の 獨占 すると ころに し て、 ゴ ム タイヤ ー 

は 大正 年間に は 及ばざる も尙 多額の 轍 出を續 けて ゐる。 

比律賓 諸島との 輸出 貿易 は大 なる 變化 なき も、 又 發展の 跡 も 認め 難 く、 其 中 メリ 

ャ ス 製品 殊に 綿 メリャ ス肌衣 は、 大戰前 は 主として 獨 逸人の 商 權範圍 なりし が、 戰 

後地 理的關 係と 商品の 廉價 なるとに 依リて 邦人の 手に 歸し盛 况を續 けたれ ど， 最 

近 上海 及 香港に ての 製造 發達 し、 此 地方へ の 轍 出 多き が 爲め其 影響 を 蒙る に 至り 

し は 注意すべき である。 綿織物 は 常に 轍 出の 首位に あ タ て 大正 年間 特に 需要 多 

かリし も、 今 や 支那 品の 發展に 押されて 著しく 減少す るに 至 り、 絹 織物 は 少量の 羽 

二重 あるに 過ぎない。 

暹羅 との 輸出 關係は 近年 著しく 改善 せら れ、 昭 和 八 年に は 大正 八 年に 比して 四 

倍の 多き に 達せし が、 こ れ 綿織物 及 綿製品の 急增に 依る ものにし て、 帽 子. 履 物 .翫 具 

類の 轍 出に も 其 餘地少 からすと せられて ゐる C 


英吉利 


露領 

命勃發 

を 絡た 

更 に 

億圓 を 

現在 

圓 を 

十四 

ジ 1 

で あ 

を來 

價額 

れ ど 

の 推 


し 

行 


佛蘭西 


亞細亞 

後は忽 

ん とせ 

進んで 

超えて 

は 三千 

上下せ 

年の 關 

も 亦 近 

る。 之 

せる は 

の 低落 

大正 年 

移に 追 

對佛 蘭西輸 

第 四 


に對 して は 大戰中 一 

ちに して 衰へ、 時に 少 

る は 注意す ベ きで あ 

歐 洲諸國 との 關係を 

輸出 國の 第一位に 上 

五 百 萬圓に 及んで ゐ 

る に、 今 や 其 半ばに 及 

税引上 と、 流 行の 變遷 

年 嗜好の 變遷に 伴 ひ 

に 反し メリャ ス 製品 

喜 ぶ ベ く、 而 して 互 額 

に 依る ものと 考 へら 

間 百萬圓 以上な， 9, し 

隨し 難く、 滅 返の 度 著 

出 貿易 は 盛衰 甚だし 

通商 國の 推移 


時 軍需品の 輸出 巨額に 上う 

額の 精糖と 小麥 粉の 輸出 を 

る o 

見る に、 大戰中 互 額の 輸出 を 

リ し英國 は、 戰 後 激減して 同 

る。 其 中 絹織物 は 大正 末年 

ばざる に 至 リ、 其 過半 數を占 

とに 逢 ひて 激減し、 一 時 盛ん 

激 減 し、 之 に 代リて 縮緬の 擡 

は 近年 著しき 進出 を遂 げ、 賴 

の 生絲が 昭和 七 年より 輸出 

れ、 ゴ ム 靴 .幘 子 類の 轍 出 亦 著 

貝 釦. 製 帽 用 眞 田. 刷 子の 半減 

しきもの ある は jTH  すべ き 

く、 而 も槪 して 發展を 見る に 


し が、 大 正 六 

見た る も、 ベ 「 


見、 大 

十三 

前後 

め た 

な リ 

頭 せ. 

を 見 

し き 

し、 殊 

で あ 

至ら 


正 六 

年以 

- 一 ま 

る 羽 

し 富 

る は 

に 劣 

た る 

も の 


年 其 革 

や 其 跡 

遂 に 一 

稍， 增加 

千 一 百 

重は大 

絹 及。 ホ 

目 す ベ 

ざ る 盛 

、主と し 

あ る o 

類 は 流 


る C 

す、 就 中 大戰後 
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逸 


其 他の 歐洲 

諸國 


荷 

寺 


天- 

も 


僅 

山. 

の 


萬圓 


出 


に 眞 


し 


ず 

中 

萬 


不 

• 薄 

も 


を 突 

品. 翫 


る 

貝 釦 

諸國 

至 三 

盛衰 

出品 

具 等 


田 類の 轍 

之に 加 は 

振なる も. 

佛 貿易と 

く 杜絕せ 

に 及び 空 

荷 油. 樟 腦> 

其 後 は 一 

等の 新に 

に 翁す る 

百 萬圓の 

常 な く、 從 

の 首位 を 

るに 至り 

を 加へ 來 


出 

し 

る 


ひ- 

-魚  せ 

進 一 

進出 

神戶 

輸出 

ほ 

力 


別錄ニ 

」 ょリて 維持 せら 

0  M 一  新の 觀を 

絲 .幛 子 類の 激增 

は 盛況と 云 ふ ベ 

逸との 貿易 も戰 

盛況 を 示す に 至 

及 鯨 油. 眞 田 類 等 

返 し、 最 近 再び 增 

著しき が 爲に外 

の 輸出 は 以上 諸 

を爲す は、 伊 太 利- 

田 i 瑚. 木 製品 を 

てゐ る。 和 蘭 は 

是れ 從來の 魚油 • 

に 因る ので ある- 


れ  し に、 震 

呈 し た C 

に 補 はれ 

きで あつ 

後 次第に 

り し は、 同 

の 原料 用 

加の 傾向 

ならぬ C 

國を 除け 

和 蘭. 白 耳 

其 主要 品 

次第に 轍 

貝 知. 陶 磁 

V 次に 白 


災後 

然 る 

3  口 

ぽ 禾 

こ C 

恢復 

國 の 

製品 

に あ 

ば殆 

義三 

と せ 

出額 

器の 

耳義 


次 


八 


の 


七 五 〇 

羽二重 を 始め 薄荷 腦. 薄 

近年 眞田類 及 此種新 商 

年に 一 千 五 百 萬 圓を維 


せられ、 大正 十四 年の 輸出 

戰後 經營著 々 と進埗 し、 寒 

需要 著し かりし に 因る 

，こ れ屑綿 及 屑 絲. 硬化油 • 

謂 ふに 足らぬ。 卽ち百 

のみに して、 此中 伊太利 

も、 近年 硬化油の 進出 著 

增 加 し、 昭 和 八 年 五 百 萬 

に 新に 硬化 油； リ ヤス 

ょ徐々 に 關係を 深 め、 大 


米 


正 年 

肌 衣 

見 る 

國 米 

去 十 

る も 

况 と. 

に 至 

要な 

し、 特 

物 の 

他 は 

て 樟 

進出 


間 に 

等 を 

ベ き 

國 へ 

五箇 

の に 

勃 取 

りた 

る こ 

新 進 

云 ふ 


次 

增 

出 


の 


油 *称 

せ る 

あ る 

出 は 


器. 野 草 筵. 

著しき も 


子 • 貝釦 

は 著し 

に 過ぎ 

震災 以 


に 二倍の 

_ 昭和 四 年 


等 

ぬ- 

ま 


と し、 昭 和 年間に は 

とい ふ ベ く、 其 他 西 


屑 綿 及 屑 絲.陶 磁 

班 牙 十抹へ は 貝 


器. 綿 メリ ヤス 

の 鞯出 ひ-?^ 


人絹 及 加工 綿 

同國向 輸出 額 

半 v< に 虽 ぐる 

-ポ ン ジ ー は 多額に 

によ り- て 著しく 減 

ら ざるに 至った。 

-刷 子等 は 同 國に於 

は 年 々輸出 を絕た 

の、 一とな り、 野 草 

通商 國の 推移 


の 三十 ％ を 占 

して ゐる C 是 

二 億 圓に上 h\ 

市場 進出と に 

十 ％ 內 外 は 

が あら う。 絹 

上りし も、 同 國 

少 し、 今 や. ホン 

從來米 國を第 

ける セル ロイ 

す、 大 戰中、 パ ル 

寧陶 磁 器. 刷 子 


て 

こ ま 

此生絲 


め 

し 


ジ 1 


常 に 當港轍 

として 震災 

其 後生 絲の 

れ、 今 や 盛時 

の 占む る 所 

は 震災 後の 

業の 急速な 

に 稍" 見 る ベ 

費 地と せる 

業 及 菓 子 製 

品の 代用と 

ね 大正 年中 


首位 を 占 

生 絲轍出 

は 經濟界 

ばに 過ぎ 

を 見れば- 

間 盛況 を 

達と 人絹 

るの みに 

-薄 荷 腦. 除 

發 達に 促 

る 除蟲菊 

盛期と し 


め、 過 

に 因 

の不 

ざ る 

其 重 

維持 

交織 

し て、 

蟲菊 • 

さ れ 

も 其 

て、 代 


七 五 


神 戶巿史 第二 辑 

用品 或は 同國產 品に^ 


ま 

ゝ 

，一 1 一 1 

咋 


けらる 、 に 至りし 爲め 

-フ ッ グラッ グ， 障 子に し 

グは 野草 莛の 代用品と 

たる 燐寸 の從來 嘗て 進 

を 見る に 至 リしは 注目 

加 奈 陀 加奈陀と 當 港との 輸 

淸 酒と 貝 劎. 刷 子等 數種 

偶， 關柬 大震災 以後に は 

和 四 年 迄 は 常に 一 千 萬圓を 超えし 

られ てこれ 亦 不振と な り、 昭 和 八 年に 

ぎざる に 至った o 

中米 諸國 中米 諸 國に對 して は 大正 三年 パナ 

昭和 五 年 以降 盛況 を呈 し、 同 八 年に は 

た。 墨西哥 との 關係は 甚だ 古き 


別錄ニ 

阁 せら 

である „ 

て 、襤褸 

し て、 續 

出 を 許 

す 〈き 

出關係 

あ し 

横濱に 

圓を超 
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T> こ 


特 に 

し 

な う 

0 力 

ぎ ざ 

て 絹 


力 


神戶 港外 國 貿易 の 變遷 

ど、 眞田 類の 近年の 滅少 

て 近年 新 商品と して 急 

及 屑 綿絲と 竝んで 需要 

に 模造 パナマの 增加を 

米 國に對 し， 昭和 八 年 

と 謂 へ る。 

に 彼 地 在留邦人の 消 

る に、 こ れ すら 漸を逐 

織物 就中 縮緬 及富士 

税 障壁と 人絹 


同 

ま 


パナマ 運 

に は 一千 

もの ある 


の 

も. 


七 五 二 

は 直接 消費 

激に撙 頭せ 

增加 し， ラ 

神 戶市特 

百 萬 S に 


費 


技 


を 目的と 

て 不振に 

の 輸出 あ 

術の 發達 


に 仕 

ま ^ 

グ ラ 

工業 

る 輸 

る 米 

り し 

，爲 に 


向 

樓， 

及 


と 


禍せ 


十 萬 圓卽ち 大正 八 年の 七十 ％ に 


の 


片貿易 行 は れ、 特 

望 せらる ヽ に 至 


開通 以來 輸出の 

圓を 輸出し 將來囑 

直通 航路 少く 常に 不振 を 免れ す、 玖 瑪 


0 


南米 諸國 


との 貿易 關係 

數 年間の 邦 品 


埃 


及 


々口 計 百 七 .h 

南米 諸國 

盛を來 

る亞爾 

十萬圓 

占めて 

し に， 昭 

は 再び 

を 主と 

內 外に 

グ アイ 

米諸國 

埃 及 


萬 

と 


し， 尙 

然丁 

に 增 

ゐ る 

和 六 

囘復 

す る 

達せ 

は 昭 

中 絹ね 

輸出； 

笫四茹 


ま 

の 

し、 


來 勢力 

和 八 年の 輸出 は 各種 


米諸國 中の 首位 を 占 め、 從 

出 著しく、 

超 a- るに 

易 も 轍 出 

多望 を 思 

て は、 大正 

中 綿織物 

は 神戶港 


至 

八 


年 彼の 關税引 

し 

和 


て 

、白 

三 


旺盛 


百萬圓 

西爾は 

和 六 年 

來 急激 

絹 製品 

を 来せ 


上 

る 


の 南米 

により 

超えた 

た 百 


大 


し、 明治 

る。 南 

百 五十 

を 主と 

貿易の 

1 時 綿 

リ 伯 刺 

圓內外 

し、 其 轍 

を 遂げ" 

費 地と 

の こ と 


十八 年 

諸國中 

特に 綿 

驅 をな 

物の 輸 

爾及智 

以て 今 

額伯剌 

八 年に 

て 最も 

區 する 


あ， c\ し 

暴 勿. メ 

, ま *T 一 

南米 直 

神戶港 

年 


米國 商品 を 

リ. ヤス 類 • 貝 


通商 國の 推移 


通 航路 開通 以 

よりの 輸出の 

が 昭和 八 年に 

木綿 • 晒 金巾最 

百 萬圓內 外の 
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同國 紡績 業 の 發 

分 を 占め， 一 時 殺 

I 糟の需 耍滅に 

に、 牛 皮. 漆. 皴 あ り 

關束州 .關 ^州 は 年と 

する もの にして 

激 減 し， 昭 和 年間に 

入 を 見る に 至りし 

满洲國 樹立 後の 激 

ffi 洲國 滿洲國 建 國：： 1—3: 

として 一 躍 二 千 六 

資源に 乏 しき 我國 

英領 印度 英領 印^よりの 

を 占む る 原料 品の 

く、 其 盛衰 を 左右す 


稗 別錄ニ 笫四章 

い 伴 ひ， 我 國 仕向け 

一次ぎ し が、 近 年 割 

) て 近年 輸入 を漸 

U 、今 や 漆. 皴 は激滅 

一 漸減せ し が. 是 全 

化に 次げる 大豆 も 

りて は 石炭 を、 更， 

注 ^ す ベ き で あ 

は當然 にし て、 昭 

き に拘ら す、 旣 に 

百 萬圓の 輸入 を 

との 輸入 貿易の 

輸入 は 過去 十五 

工業界の 不振に 

る 繰 綿 は 近年 加 


神戶 港外 國 貿易 の 

に滅 少を來 しつ 

硫安に 壓 

i  、匕 Lr  El 

亡 让 タ 与 

至 つ た e 

の 過半 數 

糟.豆 油 の 

に は銑鐵 

れ ども 元 

は^かに 

年に は 豆 

り、 天然 資 

して 待つ 

楡入國 中 

額 は 寧 ろ 

生 產增加 


安なる 

狨 せし 

する こ 

く 輸入 

近 年 豆 

更に 近年 

あ る。 然 

昭和 八 年 

に 昭和 八 

見る に 至 

今後 は 期 

年間 終始 

よ り.、 楡 入 

111  .as 节 り 

ュ ま. f ^ひ 
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ゝ ある r 油槽 は 豆 精 其 大部 

せ ら れ、 豆 類 は 大豆 を 主と し. 

々百 萬圓 以上 を 給け しもの 


を 占む るー且 精の 

不况に 販路 を 失 

• 紙卷 煙草 等の 新 

來 輸出品 を 有せ 

百 圓に 過ぎな 

類. 豆 I 鐡. 石 炭 

源 無限と 稱 せら 

ベ き も の が ある- 

第二 位に 在りし 

減少の 傾向に あ 

に 伴 ひ， 太絲 原料 


ひ 


■ 

入 を 

ざ る 同地の 


少 

其 


其 

る 


耍品 

國 と 

部 分 

ふ ベ 

品の 


英領 海峽 铋 

民 地 


£ 途 .E ら 狭めら 

しに 今 は 七 千 萬 

利便と に侬 りて 

少を來 し、 却って 

同國に 仰げる 羊 

に 上りし 生 護謨 

を沒 する に 至 り 

て 轍 入 亦增加 を 

大正 年間 盛況な 

に 足らぬ。 

英領 海峡 殖民 

料 は 優良品 を耍 

艿を占 め、 ゴ ム ェ 

五 年間の 數量は 

たる 此 地の 錫 も 


れ、 昭和年間に 入り 

圓臺に 過ぎぬ。 棉 

多量の 輸入 を 見し 

屑 及 故 鐡の轍 入 を 

革 は、 近年 財界 極度 

も、 夾 雜物多 き を 理 

し は 注意す ベ く、 之 

つ -.、 け、 米 .1 類が 震 

しセ ル ラ ッ ク，骨 


て 著 

花 に 

も、 本 

見 る 

の 不 

由 と 

に 反 

災後 

粉. 菜 


し 


地よりの 轍 入 貿易 

せざる を以 て、 海 峽 

業の 發 達に 伴ひ輸 

約 四 倍す るに 至つ 

、大正 年間 を 最後と 


の 消 

殖民 

ノ 數 


製 鋼 

至 つ 

に よ 

て 當 

て 印 

年莫 

糟. 鉛 


鉄 0 

業 


を 支 

激增 

o 品質 優 

ii; ぞ 不振 


ま、 

て 

の 


酉 す 

し、 價 


斯界 

大阪 


せ ら れ、 會 

國 品の 安 

完 全なる 

需要 逐年 

少を續 け、 

嫌 忌 せ ら 

は 包装 用 

し は 一 時 

入 は 菜 子 

は 生 護謨 

產を 以て 

に 於て は 

の 標準 品 

陸 揚の增 


て 


と 


ま 

な 


爲 

を 


し 

,れ 

と 


意 圓 

し と 

制 に 

、其大 

年 轍 

今や 

共に 


て 


に し て 、元来 

常に 輸入 量 

せ 

て 


少 

し 


し 


も 


を 超え 

積 出の 

よ rn\  、咸- 

部 分 を 

互 額 

ど 姿 

大し 

ベ く、 

い ふ 


入 


一の 

、過 

せ 


物 原 

九十 

去 十 

ら れ 


笫四節 通商 國の 推移 
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より， 全く 昔 


w  印 K 


蘭領 印度 


比， 资 諸-お 


日 

正 

千 


し 

ま 


云 


神 戶市史 

の 保 を 止め ざ 

近年 減少 を 米 

佛領 印度より 

八 年に 比すれ 

萬 圓、 少 き も 四 

年以來 全く 輸 

蘭領 印度 も 一 

き變化 を來し 

ハ、 五 百 萬圓乃 

更に 减 返す ベ 

は 之に 弋 りて 

品質 優良に し 

民地產 にも 比 

比律賓 諸島と 

ふ ベ ： き 麻 類 の 


笫ニ輯 

るに 至 

ゼるも 

の 轍 入 

ば堇々 

百萬圓 

入を絕 

進 一 返 

て. H 

至 一 千 

く、 尙 大 

て 而も 

肩 せん 

の 貿易 

ほ 長 こ 


錄ニ 第 四 

し が、 是 等 


實 質に 

盛衰 常 

十分 一 

上りし 

に 至， 9 

し て、 其 

地 消費 

百萬圓 

後揮發 

の 蒙 油 

偎の故 

する に 

特に 盛 

る もの 


る 

、近 

る 

と 


章 神戶港 

二 商品 を 

大な 

き も 

過 ぎ 

と あ 

に 因 

要 品 

き 出 

及 び 

の 需 

增加 

以 て 

つ た。 . 

の 甚だ 

し て、 一 


し も 


耍 

、、近 


化 

の 


外國 g 易の 

除きて は 

を 見 ざ 

不振 は 

是れ輸 

, 我國產 

である- 

べ  き も 

原料 は 

年臺灣 

今や 轍 

轍 入 量 


の 

增 

の 


も の が 

我 繊維 


00 

見る ベ き 

る 現 

甚だ 

入 を 

米の 


状に 

し く 

獨占 

自給 


七 六 二 

な く、 從 て 貿易 慣額 

あ る o  . 

• 昭和 八 年を以 

せる 米の 多き 

自 It 漸く 戎 


の も 

多 く 

糖の 

其輸 

入 品 

は 印 


木 期 

同 國 

增產 

入 亦 

中 の 

变 產 


て 大 

は 三 

昭和 


間の 前後 

より 楡ス 

こ 农 て 

自ら 增加 

首位 を 占 

を遙 かに 


せ ら 


せ し 

め、 生 

遛 え 


て 著 

し、 今 

が、 近 

ゴ ム 

、海咴 


ある。 蓋し 唯一の 商品と も 

工業の 發展に 伴 ひ、 原料 麻 類 


も 

る 


米 

せ 


として マ -ー ラ 麻の 輸入 多額に 上 b し 

輸入額に 動搖多 く、 未 だ我國 重要 商品 

れるも 年額 五十 萬圓內 外に 過ぎぬ C 

M  0 暹羅 の變動 著しき は、 輸入 を獨 占せ 

年の 豊凶に 依る も、 ま た 米穀 法の 運用 

米 は 今や 自給自足の 域に 達せん とせ 

當然な b とい ふべ く、 チ I- クは 一 時增 

て滅 少しつ、 ある。 

铋領 亞細亞 露頜 亞細亞 より は ド p  ノ キ及ハ コ 

昭和 六 年 以後 俄に 激減 し、 今 や 同地と 

英 吉 利 歐洲に 於て は英國 最も 關係 深く、 大 

りし 同國 は、 次 第に 增 加して 同 十三 年 

共 に 減 少 し、 今 や 三千 莴圓に 達せす 第 

來は 綿毛の 繊維工業 關係 品と 鋼 付 類 

且は 不況に よ る 消費の 減 返と 大阪 荷揚增 

笫 四： 節 商國の 推移 


其 主要 用途 

原料と は認 


正 


の 局限せられ たるが 爲に 自ら 

め 難く、 近年 葉 煙草 を增 加し 來 


ナ 

殆 

- W ま 

六 位 

と を 


る 


入 


に 左右せ 

る 關税滅 

以 て、 同 國 

ん とせし 

ギの轍 入 

ど 關係を 

年に は 三 

第三 位 ニ億圓 

に 下った。 其 

以て 占めし も 

二目 お UI7  C 

力-と. .T お t マ 


、が爲 に 

も 因る ベ 

より. 少額 

二 百萬圓 

に 至った _ 

百 萬圓に 

に 垂んと 

輸入品の 

• 近 年國產 

其 輸入額 


して、 米の 輸入 は 

く、 而 して 我國逄 

の 傾向に 在る は 

にして 今 は 却つ 

前後 を算 せし も、 

して 第五 位に 在 

せ る に、. 其 後 年 と 

消長 を 見る に、 從 

品の 擡頭 著しく， 

を 漸 滅 し， 我 紡 績 

七 六 三 


神 戶市史 第 

業の 顯 著なる 發達 

も、 近年 國產 機の 進 

は 一 千萬圓 乃至 三 

とに 於て 之に 遜色 

りて は 三百 萬圓に 

と大阪 荷揚增 加の 

減少 著し く、 鐡 類 中 

しを以 て、 曾 ては內 

其 他當港 附近に て 

^の 發 達に 伴 ひ、 年 

も 其 額 百 萬 圓に過 

類 は 我化學 工業の 

苛性 曹達 は 米國と 

減少の 傾向に あり 


ニ輯 別錄ニ 笫四章 神戶 港外 國ほ 易の 變遷  七 六 四 


伴 ひ て， 斯界 

著 し く、 業 界 

六 百 萬圓に 

く、 從 て同國 

ぎ ぬ 

め、 大 

も 多 

鍍金 

增產 

輸入 

ず ん 

達に 

竝び 

安 は 


正 十 一 

額な り 

工業の 

額 著し 

を增加 

て同國 

伴ひ遂 

て 多額 

獨米兩 


に 信用 

の 不振 

及びし 

品 は 當 

は從來 

年來激 

し鐡板 

發達 に 

く、 遂 に 

し、 今や 

よ り の 

年 需 耍 

の 輸入 

國ロ g こ 


全 く 

俟ち 

あ る 


港 輸入 總 

製 艦 材料 


し- 

增 


を 

あ り 

對 抗 


入 

力 

し 


て 


ム、 


レー 


占 的 輸入 を 精け たりし 紡镜機 

これ 又 輸入 を漸滅 した。 羅紗 

我國 斯業の 發 達は惯 格と 品質 

の 九十お を 占む る も、 金 額に あ 

して 轍 入せられ し も、 軍 備縮少 

鐡は 割高の 故 を 以て 昭和 初年 來 

は 、鍍金 川 及 琺瑯 鐡 器の 薄板な り 

旺盛な りし も、 今 や 川 崎 造船所 

に 至 り、 葉 鐡は我 國翫具 及罐詰 

の 首位 を 占む る に 至りし も、 而 

減少 を 知るべき である C 曹達- 

り、 曹  達 灰 は 同國品 之を獨 占し、 

年 內地生 產に抑 へられて 轍 入 

と ある も、 其 品質と 似 格と に 劣 


る 所 あ ると、 國產 品の 增 加と によ つ て 漸減し、 汽罐. 縫 衣 機. 汽船 等の 輸入 も 一時 盛大 


なりし も、 今 や 殆ど 算 ふるに 足らざる に 至った。 

佛 蘭 西 沸 蘭 西よりの 主耍 輸入品 は 紡績 機 及 毛織 絲 なり-し も、 其 盛時 は 昭和 初年までに 

し て、 從 て 今や 同國 との 貿易 關係は い ふ に 足ら す、 唯 最近 羊毛 紡績 機の みは 他國品 

に 比して 斷然 首位 を 占む る も、 而 も國產 品の 擡頭 著しき を 以て 一 時 的 現象に 過ぎ 

す、 唯 香 精 .ァ -1 リ ン 染料の 年々 の 輸入 と、 昭 和 三年よ リ 輸入 を 見し 鐡 類と は 稍" 留意 

すべ きもので ある。 

0 逸 獨逸は 大正 十四 年以來 稍" 不振と なれる も、 之 より 以前 卽ち 大戰 後より 大正 十三 

年に 至る 間の 當港 輸入 增加 率は顯 著なる ものが あった。 其 首位 を 占む る 毛織 絲 

は 品質 優良の 故 を 以て 年々 二三 千 萬 圓に及 び、 之 に 次げる ァ 二 リ ン 染料 亦戰 前の 

販路 恢復 運動に 麦效 して 逐年 輸入 を激增 し、 人造藍 も 之 • と揆 を， 一 にせし が、 一時 旺 

盛な りし 毛織 絲も 今や 殆ど 影 を沒 し、 ァ 二 リ ン 染料 は 高級品 を 主と する を以 て、 侬 

然として 轍 入を滅 せす 輸入品の 首位 を 占めて ゐる。 硫酸 ァ ム  一 V  ャ は高價 なる 

豆糟の 代用品と して、 大正 十三 年 以降 大量 生產に 係る 廉價を 標榜して 巨額の 輸入 

を 續け來 リ、 條 竿鐵は 割安 を 以て 目 せら れ、 爲 に 大正 年間に は 互 額に 達し、 ワイヤ 口 

ッド鐡 は 大正 末年より- 增額 せし が、 最 近 何れも 國產 品に 壓 倒せられ、 コ ー ル タ ー ル 
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里の 昭和 初年 以降 稍" 多量 を 輸入して 今日に 至れる は 注意す ベ き 


三年 迄 次第 

と、 其 機械 及 
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-半 
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品 

ん 


地 品に 優 

今や 國產 

せらる、。 
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產 不可能な 
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人 


人 

西 


占 む 

帛 ま、 


、其 數 量 

し、 從 て 

を 奪 ひ、 


親. 酒 石 酸 

を 主と す 

牙の 葡萄 


も 


る 

價額 

の 二 

細 番 

今や 

にと 


へ ら 

條竿 

大正 十三 年 


ま 


, 昭和 初年 

にあり て 

は 口 に 近き 激 

手び. 原ネ， V- 

nj- 帛 り.^ 一一 

ul  び 牵 二 

して 一時 關 


今や 

も ま 


主要 品と す 

も、 全 轍 

, 丁抹の 


と 

ク 


ナ 

P 增 

示 す 


後 を 除けば 

固 よ 

增 を 

る 同國品 

倍 を 占む 

税撤廢 せ 


頭 と、 當 港 貯木場 不備に よ 
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七 六 七 


祌 戶市史 第二 辑 別錄 


る大阪 

出 解禁 

達に 促 

國產品 

專ら米 

當港附 

の 殷盛 

阪 へ の 

見る は 

*K の 生 

に紡镜 

の增加 

る パ ル 

尙內地 


荷揚增 

と共に 

さ れ、 葉 

こ^! せ 

國 品に 

近の 生 

と 共 に. 

直送 を 

產增加 

械類 は- 

機は顯 

は、 新 時 

プ の、 人 

產 額の 


加と 

滔 々 

られ 

產增 

其 好 

見. る 

ベ き 

の 爲 

大正 

著 な 

代の 

不足 


爲め、 遂 

轍 入せ 

詰 業の 

著しく 

表せら 

と共に 

口 § とし 

至 り、 之 

あ る o 

今や 著 

年以來 

減少 を 

向を證 

曾 有の 

充 の 爲 
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年 激減せ る は 注意に 値 ひする 

ら れ、 其 首位 を 占む る鐡 板の 瑜 


發 達に 

献少す 

れ たる 

激減し 

て歡迎 

に 代り 

^ 性 


需要 

示し 

す る 

活况 

め の 


連れて 盛况 を呈 せし も 

るに 至 リ ワイヤ 口 ッド 

に、 戰 後歐洲 品と 主客 顚 

た。 阪神 地方の 土木 建 

せられし 同 國の鐡 筒 及 

て鐡材 製造 原料と し て 

達 は英國 品と 共に 連年 

滅 少し、 紡镜 機. 縫 衣 機 i 氣 

の滅少 と國產 品の 擡頭と 

た。 自動車 及 部分品と 寫 

ものなる ベ く、 最 近 諾威產 

と共に 著しき 增加を 見た 

米 及 小 麥の轍 入 は 一 時頗 


だ 


鐵類 

は 內 

れも 

及電 

せ る 

管 と 

及 故 

額 の 

械. 金 

よ 

フ 

代 り 

は 注 

旺盛 


七 六 八 

は大戰 後同國 

地 鍍金 工業の 


昭和 


み 


の 

ェ 


其 

て 


意 す ベ 

なりし 


年頃よ 

は大戰 

ら す、 近 

.1し ^1  -.^ 

は、 近 年 

々增加 

,o\ しも 

木工 機 

著しく- 

との  近 

を 開始 

きで あ 

も 今や 


發 

來 

-特 

るハ 


加奈陀 


中米 及 南米 

諸國 


者は內 

に 至り、 


ゥ 


あ 

奈 


る 


自 

を 

萬 


給自 


增 

デ 


と の 


用 

の 


る 

足 


の 

ざ 


足 

數 年間 最 

加と 內地 

に 代り 激 

も 

ら 


によ リ 


の 

增 


貿 易 

ル ブ 

に 達 

適 な 

增 

に 足 

世界 

な ら 

智 利 

も、 昭 

の 不 


ま 

產 

有數 

す、 終 

の み 

和 五 

振 を 


内 

ぬ 


後者 は輸 

クも 優良 

災 以來昭 

地 製紙業 

本邦の 現 

出 製粉 用 
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-幾 もな く 

リ 

の 砂糖 生 
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は 大正 九 
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示す に 至 
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ネ 
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產 
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る 
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P 見 
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直送 
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將來 
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鉛 .亞 

爲 め 


濠 

,+7 づ 

始 


地なる も、 相 場 の 

の 片爲替 であ b 

の 一 千 五 百 萬 g 

部分 を 占めし 智 

た。 亞爾然 丁 は 


洲 品に 壓 せら れ、 共 

れ、 葉 煙草 は 稍" 多額 


を 最盛期と し. 

堅實 なる 取引 

少を 免れ 得 ざ 

一 時に 激增せ 

は 比 頃よ，^ 良 

減 し、 其 他に 木 

關係上 瓜哇糖 

- 南米 諸國 との 

の 外 は 年々 二 

利 硝石の 激滅 

獸 骨. 單 寧 材 料 


其 中 

を續 

る ベ 

しが 

質廉 

材及 


に 著 減す る 

の 轍 入 を 見 


輸入の 

け 來 b 

く、 小麥 

_ 近 年 濠 

價を以 

鹽 魚の 


大宗 

し も、 

は 震 

洲品 

て 濠 

輸入 
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輸入 

百 萬 

- 」 华 

等 終 

七 六 九 


密 な 


せられ 

關係も 

圓 乃至 六 百 

ひ、 俄 に-百 萬 

始百 五十 萬 
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圓內 外の 輸入 を 賴け、 殊に 最近 二三 年來の 羊毛 輸入の 增加は 


七 七 〇 

iH 目に 値する も、： H ハ 他 


埃 及 其 他 阿 

卯 利 加^ 國 


の諸國 

埃 及 

として 

る \  く 

の 緣鵜 

進で あ 

濠 太 

しと 雖 

の絕對 

輸入 羊 

時に 淤 

業の 顯 


あ 

ま 

V7 

羊 

な 


五倍 


りて は少 

の 輸入の 

さ^-し は 

聯邦 は少 

とする 昭 

との 取引 

毛. 小 麥 の 

を 占む る 

獨 占し， 特 

し が、 大 正 

る發達 に 

の 盛況 を 


額の 珈 琲ま 骨. 羊 毛 等の 輸入 を 見る に 過ぎぬ C 

大正 十二 年 乃至 昭和 二 年の 特異なる 盛況 を 除 

• 其 繰 綿が 其 後 東部 阿弗利加 品の 進出に 漸次 壓 

額の 羊 毛. 單 寧 材料 等の 外見る ベ きものな く、 唯 

和 八 年の 輸入額 三百 五十 萬圓に 上りし は 最も 

は 大正 十三 年 前後の 好況 を 除けば、 大 なる 發展 

ニ大 商品の みは 侬 然として 盛況 を持續 して ゐ 

羊毛 は、 地理 的 關係上 割安に して 而も 使用に 狎 

に 震災 後 阪神 地方の 各 工場 は 極力 毛絲 の增產 

十五 年ト ッ プ に 課税せられ てより 脂 毛に 增加 

伴 ひ 愈， 輸 入 を 促進 し， 昭 和 八 年 は 大正 九 年に 比 


けば、 殆ど 微 々 

せられし に 由 

t  ^ 阿 弗 H4T 加 

注 目す ベ き 曜 

の 跡 は 認め 難 

る C 同國 輸入 

れ たる 爲， 當 港 

に 努め、 爲に 一 

し、 內地 羊毛 ェ 

し. 價 額 約 二倍， 


示せし が、 近年 常 港 輸入の 全 國の增 加 率に 伴 は ざち-し は、 毛絲 


工場の 關係 上、 大 阪. 名 古 星への 直送 品增 加に 因る。 而 して 大戰 後の 米穀 類お 騰に 


品價の 至大 
額國同 正 
及 別 十八 
重 輸四年 
耍入年 乃 


伴 ひ、 多量 の 轍 入 を 見た る 小麥 は、 震災 後 愈" 增 加し、 其 後 一 時 加奈陀 品」 壓 せられし 

も、 最 近 轍 出 製粉 用と して 最適の 故 を 以て 再び 當港 輸入の 首位 を 占む るに 至 り、 又 

石鹼 製造業の 隆盛と なる に從 ひ、 牛 脂の 增加を 見た る も、 大 正 末年より 擡頭せ る廉 

惯 なる 內地 硬化油に 阻止 せら れ、 鉛 塊の 大正 十四 年來 姿を沒 したる は 前年 大阪揚 

の 協定 成立に 因る ものである。 

以上 各 通商 國の 過去 十 五箇 年間に 於け る 關係を 表示して 参考と する C 
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十五 年間の 大正 八 年 以降 十 五箇 年間の 各 通商 國を 通覽 する に、 轍 出入 共に 祌戶 港に とり 最 

も 重要なる もの は、 支 那. 關 ^ 州. 香 港. 比 律賓諸 島. 海 峽 殖民 地 .英 頜 印 度 • 蘭 頜 印 度 .亞 米 

利 加 合 衆 國. 英 吉 利 .佛 0 西. 獨 逸. 加 奈 陀 i 太 刺 利.^ 及の 十四 地方なる こと 大正 八 年 

以^と 大差な き も、 此 十 五箇 年間の 貿易 關係を 詳細に 觀 察すれ ば、 是 等 通商 國 貿易 

額の 神 戶港總 貿易 額に 對 する 割合に は、 時 に 固より 隆 I： ある を 免れ す、 其 推移の 跡 

を 便宜上 表示 すれば 左の 如くで ある。 

祌戶港 重要 通商 國 貿易 價頷反 輸出入 總 額に 對 する 割合 炎 

(表 中 「少」 は 割合 0  •  一  ％ 以下なる を 示す) 
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仝 國に對 す 之に 據リ 神戶 港の 各 大陸の 輸出入 が、 全 國の 夫れ に對 して 占む る 割合 を 見る に 

る大 i„ISS 输 

出入 比較 大正 八 年の 亞細亞 洲轍出 は 二十 七お にして、 爾後 稍， 坩加 の 傾向 ある も、 常に 四 叶 ％ 


以上 を 占めたる 大阪に は 比すべく もな く、 轍 入に 於て は、 大 正 八 年の 四十 四 ％ は昭 

t 八 年 三十 六 ％ に 減せ る も、 尙 全國の 首位 を 占 め、 同 洲 との 關係密 なる を 示して ゐ 

る。 歐 羅巴洲 への 輸出 は 從來專 ら横濱 にて 行 はれ、 大正 八 年 橫濱の 六十  一 ％ に對 

し 祌卢は 三十 二お なり， し に、 昭 和 八 年に は 其 地位 全く 顚 倒し、 三 十四 ％ に 對し 四十 

三艿を 占む るに 至りし が、 大 正 八 年 五十  一 ％ を 占めたる 其 輸入 は、 一 時增 加せ る も 

近年 滅少 著し く、 今 や 三十 七お とな り、 却 つて 橫濱の 下位と なった。 中央 亞米利 加 

洲を 含む 北 亞米利 加 洲の轍 出 は、 横 濱 常に 全國の 過半 を 占 め、 祌 戶は 大正 八 年の 九 

% より 昭和 八 年 三十 五 ％ に增 加せ る も、 尙 横濱の 五十八お に は 遠く 及ば す、 輸 入 は 

同期 間に 五十 一 およ， o- 三十 八ぶ に 減少せ る も、 終 始全國 の 首位 を 占めた。 南亞米 

利 加洲は 輸出入 共に 殆ど 常に 祌戶其 過半 數を占 め、 今 や 轍 入 に 稍" 減 少を 見た る も- 

轍 出 は增加 著し く、 昭 和 八 年に は 六十 四お となりて 他 洲に比 を 見ざる 割合 を 示し 

た。 阿弗利加 洲の轍 出 は 近 年 稍， 減 少 せる も、 全國の 五十二  ％ 乃至 七十 五 ％ を 占め 

て 優越なる 地位 を 維持せ しが 、輸入 は 大正 八 年に は 六十 一 おに 達せし に、 今や 滅少 

著しく 十四 ％ に 過ぎ す、 急 激に關 係を密 にせる • 大阪 之に 代^-て 三十 六お となった _ 

大洋 洲 との 輸出 も 近 年 稍， 滅 少 せる も 常に 全國の 首位 を 占 め、 輸 入 は 逐年 著^して 

笫四節 通商 國の 推移  七 八 三 


神 戶市史 笫ニ輯 別錄ニ 第 四 章 神戶 港外 國5« 易の 變遷  七 八 四 

今や 常に 優位に ありし 横濱の 半ばなる 十六お に過ぎない C 之 を 要するに 祌戶の 

輸出入 共に 全 國に對 し 優越なる 地位 を 占む る. は 南亞米 利加洲 のみに し て、 輸 出 入 

合計の 增 加な 亦顯著 なりし が、 他 洲の 輸出入 合計 は 北 亞米利 加洲を 除けば 悉く 滅 

少を 見た ので ある C 
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木 表に 據れ ば、 祌戶 港仲繼 貿易の 貨物 は 大正 八 年 約 五十 五 萬 七千噸 にして、 開港 

以來の 最高 記 錄を貽 し、 其 率 一 般 貨物の 十  一 ％ に 近 かりし が、 翌九 年に は 稍 "減じ、 同 
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十 年に 至 リ急轉 直下 十四 萬噸に 激減 し、 爾 後年 を遂 へる 減少に よ り、 昭 和 八 年に は 

遂に 十 萬 六 千噸に 過ぎざる に 至った。 唯 此仲繼 貿易なる もの は 同 一 貨物の 搬入. 
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次に 是等 仲繼 貿易の 大陸 別 仕出 地 及 仕向 地の 變遷を 表示 すれば 左の 如くで あ 
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易國 

ば 次の 如くで ある C 

神戶 港仲繼 貿易 貨物 重要 國別噸 量 表 


中華 民國 

(關 東州ヲ 舍ム) 


仕出 

rtt 向 


大正 八 年 

项 

. ニー 一一  so 九 一 

K) 九、 七 八 山 ハー 


同 十二 年 

噸 

二 九、 八 一一 一四 

七 二、 六 四 一 


昭和 二 年 

二 六、 七 至 

六 0、 一九 六 


同 八 年 


二 墨 

六ー、 四 八 一 


獨 


沸 


i± 仕 
向 出 


仕 仕 
向 出 


四 


四 


九 

S 八 


や 


35： 九 
CD  ~ » 


沸 

領 
印 

度 


仕 仕 
向 出 


七 
CD 七 


四 二 
CD 三 
九 七 
九 HH 


九 九 


七 
六 


北米 合衆國 


仕出 

:H 向 


一四 六、 二 七 W 

lli 宝 


二 七， 六 一七 

二八、 二 七 0 


三 七、 九 一一 一九 

一 10、li 


二 六、 一 究 

臺謹 


六 九 0 一一 一 

二 面 


英士 口 利 


仕出 

士句 


一一 ー塑 


七、 一一 一九 七 

一八 M 


急 


i 

重 


七 八。 

Ifl  一一 二 


神 戶市史 第二 輯 别錄ニ 第 四 章 祌戶 港外 國貸 易の 變遷 


仕向 


匿 ハ七 


四 七 九 


窗 


七 九 〇 

麗 0ー 


二、 九 S  ニー 


英領 海峡 殖民 地 


蘭頜 印度 


仕出 

仕向 

仕出 

仕向 


一 Irs 

二 、ま 七 

Is ま 

ri 


ー、0 一六 

1、 七 二 四 

四、九ニ 一 


二  W 七 

51 一一 0 

六、 一一 ー<  一一 一 


謹 六 

一四 七 

I？ ニー 

ニニ 六 一 


四、 四 ニー 

一八、 ニニ 四 

li 


仕出 

士向 


南 

阿 

濠 

加 

亞 

米 
利 

弗 
リ 

太 

制 

ポリ 

奈 

加 

加 

禾 IJ 

陀 

仕 仕 
向 出 

仕 仕 
向 出 

仕 仕 
向 出 

仕 仕 
向 出 

1  1 

1  1 

CD さ 

O 六 
二 五 
三 八 

CD  CD 
五 九 
七 35： 

1  1 

七 

党 1 

- , - i  - 

八 = 
七 四 

七、 CD 
五 八 

九 o 

1  3C 

九 CZ5 
CD  二 
九 二 

二 四 

八、 

1  ^ 

~ -  O 
35： 四 
八 O 

―" ； 四、 

八 八 

CD  二 

^ ち 

九 ◦ 
35：  CD 

八 tz3 

九 八 
四 3： 

f\ 五 
o 八 

六 九 

四 九 

二 四 
八 ◦ 

仲繼 貨物の 仲繼 貨物の 種類 別 數量及 價額は 左の 如くで ある 

品 梂價額 


皮 
毛 
骨 
角 
及 
同 
製 

ロロ 

飮 
食 
物 

及 
煙 

草 

穀 
物 

粉 
及 
種 
子 

種 
別 

九 

六 

九 

九 
九 

宝 

1 ^噸 

大 1 

正 

八 

年 

數 

九 

四 
五 

昭 i 

和 1 

年 

八 
五 

九 

八 

臺噸 

同 

八 
年 

缺此 

ク年 

統 

計 

大 
正 
八 
年 

價 

七 

四圆 

昭 
和 
兀 
年 

四 

？千 

一圓 

同 

八 
年 

！ 額 

第五 節中繼 貿易の 消長  H 九 一 


神 戶市史 第二 辑 別錄ニ 第 四 章 神戶 港外 國 貿易の 變遷  七 九 二 


計 

雜 

口口 

學 
術 
器 
及 
諸 
機 
械 

金 

屬 

製 
品 

鑛 
及 

金 
屬 

布 
帛 

及 
同 
製 
品 

絲 
縷 
繩 
索 
及 
同 
材 
料 

ゆ 
料 
藥 
ロロ 
及 

料 

油 
脂 
蠟 

及 
同 
製 
品 

3l 

九、 
五 
七 

七 
き 

V  ' 

5： 

八 
四 

七、 

m 

七 

五 

八 

七 
四 

ま 

S 
五 

九 
九 
五 

四， 
四 

九 

九' 

35* 
四 

七 

七 
ス、 

八 

四 
九、 

さ 

四 
九 

CD 

七 

七 

m 

CD 

3C 
九 

- i  - 

五 
四 

さ 

CD 

五 
35： 

九 

九 
四 
◦ 

九 

CD 

l^f 歸^ 神 戶港は 從來其 地理 的の 好 位置、 海運 航路の 輻輳、 市場 組織の 整備、 關税 制度 弁に 

原因  之に 連關 せる 諸 施設の 完備 等 幾多の 好條 件に 惠 まれ て、 其 仲繼 貿易の 盛大なる 實 

に 他 港に 其 比 を 見す、 一 般 貿易 貨物に 對し 侮る ベ からざる 地位 を 占 め、 加 之 從來歐 

米 諸 國と滿 洲. 北 支 那. 露 頜 亞細亞 との 間に 直通 航路 を 有する 船舶に 乏しく、 從て是 

等 東洋 各地よ リ歐米 弁に 濠洲に 、又は 反 對に歐 米諸國 より 是等 方面に 仕向けら る 

る 貨物の 接續 は、 地理 的 關係上 槪ね當 港の 利用 を 見、 殊 に 世界 大戰中 は 船腹の 不足 


に 依り 異数の 發展を 

の 積戾滅 少し、 一 面內 

し， 戰後三 井 船舶 部が 

の 之 を 開く あ り 、世 界 

延長 を 策す る ある 等 

大正 十 年 以来 仲繼貨 

定率 法改正の 結果 加 

しもので ある。 され 

場 法の 制定 實施を 見 

の 如き 盛況 を 見る に 


遂げた のであった。 然るに 一た び 平和 來 と共に 軍需 關係品 

地の 金融 梗塞 は 之が 支障と な り、 ま た大連 港に 修築 工事 を 施 

率先して 大連 對歐米 間に 直通 航路 を 開 き、 更 に 東洋 汽船 會社 

海運 界の 不况 による 船腹 過剰 は 自ら， 新 航路の 開始 及 航路の 

.當 港仲繼 貿易 不振の 原因 一時に 臻 るの 觀 があった。 而 して 

物の 待」 激滅 せる は、 從 來積戾 の 名 を 以てした る 貨物 が、 關 税 

ェ 輸出品の 形式 を 以て 積 返 し、 假 置 場 制度の 利用 漸減に 因り 

ば 昭和 二 年 從來の 假置場 法の 不備に 改訂 を 加へ、 新に 保税 ェ 

た る も、 未 だ 之 を 刺戟す るに 至らす し て、 仲 繼 貿易 は 遂に 往年 

至らなかった ので ある C 
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